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Preface

This preface includes the following sections:

• Audience（xxxiページ）
• Document Conventions（xxxiページ）
• Related Documentation for Cisco Nexus 9000 Series Switches（xxxiiページ）
• Documentation Feedback（xxxiiページ）
• Communications, Services, and Additional Information（xxxiiページ）

Audience
This publication is for network administrators who install, configure, and maintain Cisco Nexus switches.

Document Conventions
Command descriptions use the following conventions:

DescriptionConvention
Bold text indicates the commands and keywords that you enter literally
as shown.

bold

Italic text indicates arguments for which you supply the values.Italic

Square brackets enclose an optional element (keyword or argument).[x]

Square brackets enclosing keywords or arguments that are separated by
a vertical bar indicate an optional choice.

[x | y]

Braces enclosing keywords or arguments that are separated by a vertical
bar indicate a required choice.

{x | y}

Nested set of square brackets or braces indicate optional or required
choices within optional or required elements. Braces and a vertical bar
within square brackets indicate a required choice within an optional
element.

[x {y | z}]
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DescriptionConvention

Indicates a variable for which you supply values, in context where italics
cannot be used.

variable

A nonquoted set of characters. Do not use quotation marks around the
string or the string includes the quotation marks.

string

Examples use the following conventions:

DescriptionConvention
Terminal sessions and information the switch displays are in screen font.screen font

Information that you must enter is in boldface screen font.boldface screen font

Arguments for which you supply values are in italic screen font.italic screen font

Nonprinting characters, such as passwords, are in angle brackets.< >

Default responses to system prompts are in square brackets.[ ]

An exclamation point (!) or a pound sign (#) at the beginning of a line
of code indicates a comment line.

!, #

Related Documentation for Cisco Nexus 9000 Series Switches
The entire Cisco Nexus 9000 Series switch documentation set is available at the following URL:

http://www.cisco.com/en/US/products/ps13386/tsd_products_support_series_home.html

Documentation Feedback
To provide technical feedback on this document, or to report an error or omission, please send your comments
to nexus9k-docfeedback@cisco.com. We appreciate your feedback.

Communications, Services, and Additional Information
• To receive timely, relevant information from Cisco, sign up at Cisco Profile Manager.

• To get the business impact you’re looking for with the technologies that matter, visit Cisco Services.

• To submit a service request, visit Cisco Support.

• To discover and browse secure, validated enterprise-class apps, products, solutions and services, visit
Cisco Marketplace.

• To obtain general networking, training, and certification titles, visit Cisco Press.

• To find warranty information for a specific product or product family, access Cisco Warranty Finder.
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Cisco Bug Search Tool

Cisco Bug Search Tool (BST) is a web-based tool that acts as a gateway to the Cisco bug tracking system
that maintains a comprehensive list of defects and vulnerabilities in Cisco products and software. BST provides
you with detailed defect information about your products and software.
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第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
この表では、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSユニキャストルーティング設定ガイド、リリー

ス 10.2(1)F』に記載されている新機能および変更機能をまとめています。

表 1 :新機能および変更された機能

参照先変更が行われたリ

リース

説明特長

ポリシーベースルーティン

グの設定（543ページ）
10.2（1）Fこの機能は、VRF間ルー

ティングをサポートする

メカニズムを提供しま

す。VRF間ルーティング
を実現する方法の 1つ
は、setステートメント自
体の一部としてネクスト

ホップが解決される VRF
を指定することです。こ

れは、N7kですでにサ
ポートされている「set ip
/ ipv6 vrf next-hop」コマン
ドを使用して実行できま

す。

PBR：Default IPv4
Next Hop（Set
Action）

OSPFv3の設定（159ペー
ジ）

10.2（1）Fこの機能は、ルータレベ

ル、エリアレベル、イン

ターフェイスレベル、お

よび仮想リンクでの

OSPFv3暗号化の設定をサ
ポートします。

NX-OSでのOSPFv3
ESP暗号化のサポー
ト
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第 2 章

ユニキャストルーティング機能のプラット

フォームサポート

この章では、CiscoNexusプラットフォームスイート全体でサポートされていない機能のプラット
フォームサポートについて定義します。

•ユニキャストルーティング機能のプラットフォームサポート（3ページ）

ユニキャストルーティング機能のプラットフォームサ

ポート

高度な BGP

高度な BGPの設定（347ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

9.3(6Cisco Nexus 9000シリー
ズスイッチのサポート

が追加されました。

BGPインターフェイス
ピアリングの SVIイン
ターフェイス

9.3(3)すべてのプラット

フォーム

BGPダイナミックピア
の BFD（IPv4 / IPv6）

9.3(3)すべてのプラット

フォーム

BGP属性フィルタと拡
張属性エラーの処理

9.3(3)すべてのプラット

フォーム

BGPグレースフルリス
タート

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

9.3(3)すべてのプラット

フォーム

IPv4および IPv6アドレ
スファミリの IPv6ロー
カルリンクを介した

BGPインターフェイス
ピアリング

9.3(1)Cisco Nexus 9200、
9300-EXおよび
9300-FXプラット
フォームスイッチ

-EX/FXおよび -Rライ
ンカード搭載の Cisco
Nexus 9500プラット
フォームスイッチ

BGPルートリーク

-Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

Cisco Nexus 9332PQス
イッチ

Cisco Nexus 9396PXス
イッチ

Cisco Nexus 9332Cス
イッチ

重み付け ECMP

9.3(1)Cisco Nexus
C92348GC-Xスイッチ

ECMP、64ウェイ

基本 BGP

基本的 BGPの設定（309ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OS 9.3(5)Cisco Nexus 9300-GXプ
ラットフォームスイッ

チ

BGP PICコア

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OS 9.3(3)Cisco Nexus 9300-GXプ
ラットフォームスイッ

チ

BGP PICエッジ

Cisco NX-OS 9.2（2）Cisco Nexus 9200、
9300-EXおよび
9300-FX/FX2/FXPプ
ラットフォームスイッ

チ

-EX/FXおよび -Rライ
ンカード搭載の Cisco
Nexus 9500プラット
フォームスイッチ

BGP PICエッジ

EIGRP

EIGRPの設定（233ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

9.3(1)Cisco Nexus 92348GC-X
スイッチ

EIGRPルーティング

-Cisco Nexus 9000シリー
ズスイッチ

EIGRPルーティング

IPv4ルーティング

IPv4の設定（27ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

-Cisco Nexus 9300プラッ
トフォームスイッチ

ALPMルーティング
モード

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I5(1)

Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

LPMデュアルホスティ
ングルーティングモー

ド

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(4)

Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

9732C-EXラインカー
ド搭載Cisco Nexus 9508
スイッチ

LPMヘビールーティン
グモード

Nexus NX-OSリリース
9.3(1)

Cisco Nexus 9500-Rプ
ラットフォームスイッ

チ

LPMインターネットピ
アリングルーティング

モード

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I6(1)

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

9700-EXラインカード
搭載のCisco Nexus 9500
プラットフォームス

イッチ

LPMインターネットピ
アリングルーティング

モード

IPv6ルーティング（IPv6 Routing）

IPv6の設定（59ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

-Cisco Nexus 9300プラッ
トフォームスイッチ

ALPMルーティング
モード
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プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I5(1)

Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

LPMデュアルホスティ
ングルーティングモー

ド

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(4)

Cisco Nexus 9200プラッ
トフォームスイッチ

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

9732C-EXラインカー
ド搭載Cisco Nexus 9508
スイッチ

LPMヘビールーティン
グモード

Nexus NX-OSリリース
9.3(1)

Cisco Nexus 9500-Rプ
ラットフォームスイッ

チ

LPMインターネットピ
アリングルーティング

モード

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I6(1)

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

9700-EXラインカード
搭載のCisco Nexus 9500
プラットフォームス

イッチ

LPMインターネットピ
アリングルーティング

モード

Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチ

最大ホストルーティン

グモード

Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチ

非階層ルーティング

モード

IS-IS

IS-ISの設定（271ページ）に戻ってください。
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7

ユニキャストルーティング機能のプラットフォームサポート

ユニキャストルーティング機能のプラットフォームサポート



プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

-Cisco Nexus 9000シリー
ズスイッチ

セグメントルーティン

グ上の IS-IS

ポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティングの設定（543ページ）に戻ります。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OS 9.3(5)Cisco Nexus 9300-GXプ
ラットフォームスイッ

チ

ポリシーベースルー

ティング

RIP

RIPの設定（455ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OS 9.3(1)Cisco Nexus 92348GC-X
スイッチ

RIPv2

-Cisco Nexus 9000シリー
ズスイッチ

RIPv2

ルートポリシーマネージャ

Route Policy Managerの設定（519ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OS 9.3(3)Cisco Nexus 9200、
9300-EX、および
9300-FXプラット
フォームスイッチおよ

び 9700-EXおよび
9700-FXラインカード

IPプレフィックスリス
トの maskオプション
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ユニキャストルーティング

概要（11ページ）に戻ってください。

プラットフォームの例

外

サポートされるように

なった最初のリリース

サポートされるプラッ

トフォームまたはライ

ンカード

機能

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I4(4)

Cisco Nexus 9300プラッ
トフォームスイッチ

FEXポートでのレイヤ
3ルーティング

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I5(2)

Cisco Nexus 9300プラッ
トフォームスイッチ

FEXポートチャネルで
のレイヤ 3ルーティン
グ

Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I7(1)

Cisco Nexus 9300-EXプ
ラットフォームスイッ

チ

FEXポートおよびポー
トチャネルでのレイヤ

3ルーティング
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第 3 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

• Licensing Requirements（11ページ）
•レイヤ 3ユニキャストルーティングについて（11ページ）
•ルーティングアルゴリズム（18ページ）
•レイヤ 3仮想化（21ページ）
• Cisco NX-OSフォワーディングアーキテクチャ（21ページ）
•レイヤ 3ユニキャストルーティング機能のまとめ（23ページ）
•関連項目（26ページ）

Licensing Requirements
For a complete explanation of Cisco NX-OS licensing recommendations and how to obtain and apply licenses,
see the Cisco NX-OS Licensing Guide.

レイヤ 3ユニキャストルーティングについて
レイヤ 3ユニキャストルーティングには 2つの基本的動作（最適なルーティングパスの決定およ
びパケットの交換）があります。ルーティングアルゴリズムを使用すると、ルータから宛先まで

の最適なパス（経路）を計算できます。この計算方法は、選択したアルゴリズム、ルートメト

リック、そしてロードバランシングや代替パスの探索などの考慮事項により異なります。

ルーティングの基礎

ルーティングプロトコルは、メトリックを使用して、宛先までの最適なパスを調べます。メト

リックとは、パス帯域幅などの、ルーティングアルゴリズムが宛先までの最適なパスを決定する

ために使用する測定基準です。パスを決定しやすいように、ルーティングアルゴリズムは、ルー

ト情報（IP宛先アドレス、次のルータまたはネクストホップのアドレスなど）を含むルーティン
グテーブルを初期化して維持します。宛先とネクストホップの関連付けにより、ルータは、宛先

までの途中にあるネクストホップとなる特定のルータにパケットを送信すると、最適なパスで IP
宛先まで届けられることを判定できます。ルータは、着信パケットを受信すると、宛先アドレス

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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をチェックし、このアドレスをネクストホップと関連付けようとします。ルートテーブルの詳細

については、「ユニキャスト RIB」の項を参照してください。

ルーティングテーブルには、パスの優先度に関するデータなど、その他の情報が含まれているこ

ともあります。ルータは、メトリックを比較して最適なルートを決定します。これらのメトリッ

クは、使用しているルーティングアルゴリズムの設計によって異なります。「ルーティングメト

リック」の項を参照してください。

各ルータは互いに通信し、さまざまなメッセージを送信して、そのルーティングテーブルを維持

します。ルーティング更新メッセージは、ルーティングテーブルの全部または一部で構成される

メッセージです。ルータは、他のすべてのルータからのルーティング更新情報を分析して、ネッ

トワークトポロジの詳細な図を構築できます。ルータ間で送信されるメッセージのもう 1つの例
であるリンクステートアドバタイズメントは、送信ルータのリンク状態を他のルータに通知しま

す。リンク情報を使用して、ルータが、ネットワーク宛先までの最適なルートを決定できるよう

にすることもできます。詳細については、「ルーティングアルゴリズム」の項を参照してくださ

い。

パケット交換

パケット交換では、ホストが、パケットを別のホストに送信する必要があることを決定します。

何らかの手段でルータアドレスを取得したら、送信元ホストは、明確にルータの物理（メディア

アクセスコントロール（MAC）レイヤ）アドレスにアドレス指定されているが、宛先ホストの
IP（ネットワーク層）アドレスを含むパケットを送信します。

ルータは宛先の IPアドレスを調べ、ルーティングテーブルでその IPアドレスを探します。ルー
タがパケットの転送方法を認識していない場合は、通常はパケットをドロップします。パケット

の転送方法がわかった場合、ルータは、宛先のMACアドレスをネクストホップルータのMAC
アドレスに変更し、パケットを送信します。

ネクストホップが宛先のホストである場合や、同じ交換決定処理を行う別のルータである場合が

あります。パケットがインターネットワークを介して移動するにつれ、パケットの物理アドレス

は変化しますが、プロトコルアドレスは一定のままです（次の図を参照）。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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図 1 :ネットワークを介したパケットヘッダーの更新

ルーティングメトリック

ルーティングアルゴリズムは、多くの異なるメトリックを使用して最適なルートを決定します。

高度なルーティングアルゴリズムは、複数のメトリックに基づいてルートを選択している場合が

あります。

パス長

パスの長さは、最も一般的なルーティングメトリックです。一部のルーティングプロトコルで

は、各ネットワークリンクに恣意的なコストの割り当てが可能です。この場合、パスの長さは、

経由した各リンクに関連付けられたコストの合計となります。それ以外のルーティングプロトコ

ルでは、パケットが送信元から宛先までに経由する必要のある、ルータなどのネットワーク間製

品の通過回数を指定するメトリックであるホップ数が定義されます。

Reliability

ルーティングアルゴリズムとの関連における信頼性は、各ネットワークリンクの信頼性（ビット

誤り率で示される）です。一部のネットワークリンクは、他のネットワークリンクよりダウンす

る頻度が高い場合があります。ネットワークがダウンした後、特定のネットワークリンクが他の

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
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リンクより容易に、または短時間に修復される場合もあります。信頼性のランクを割り当てると

きに考慮できる信頼性係数は、一般的にネットワークリンクに割り当てる任意の数値です。

ルーティング遅延

ルーティング遅延は、送信元から宛先に、インターネットワークを通過してパケットを移動する

ために必要な時間の長さです。遅延は、中間のネットワークリンクの帯域幅、経由する各ルータ

でのポートキュー、中間の全ネットワークリンクでのネットワークの輻輳状況、パケットが移動

する物理的な距離など、多くの要素に応じて異なります。ルーティング遅延はいくつかの重要な

変数の組み合わせであるため、一般的で便利なメトリックです。

帯域幅

帯域幅は、リンクで使用可能なトラフィック容量です。たとえば、10ギガビットイーサネット
リンクは 1ギガビットイーサネットリンクより優れています。帯域幅は、リンクで達成可能な最
大スループットですが、帯域幅のより大きいリンクを経由するルートが、帯域幅のより小さいリ

ンクを経由するルートより優れているとは限りません。たとえば、帯域幅の大きいリンクの方が

混雑していると、実際には、パケットを宛先に送信するためにさらに長い時間がかかる場合があ

ります。

負荷

負荷は、ルータなどのネットワークリソースの使用状況の度合いです。負荷は、CPU使用状況や
処理される 1秒あたりのパケット数など、さまざまな方法で計算できます。これらのパラメータ
を継続的にモニタすると、リソースに負担がかかる場合があります。

通信コスト

通信コストは、リンク上でルーティングするための稼働コストの測定単位です。通信コストは重

要なメトリックの 1つで、特にパフォーマンスより稼働コストの削減が優先される場合に使用さ
れます。たとえば、専用回線での回線遅延が公衆回線より大きくても、使用時間に応じて課金さ

れる公衆回線上でなく、自身の専用回線上でパケットを送信できます。

ルータ ID
各ルーティングプロセスには、ルータ IDが関連付けられています。ルータ IDは、システムのあ
らゆるインターフェイスに設定できます。ルータ IDを設定しないと、Cisco NX-OSが次の基準に
基づいて、ルータ IDを選択します。

• Cisco NX-OSは、他のあらゆるインターフェイス上で loopback0を優先します。loopback0が
存在しない場合、Cisco NX-OSは、他のあらゆるインターフェイスタイプ上で最初のループ
バックを優先します。

•ループバックインターフェイスを設定しなかった場合、Cisco NX-OSはルータ IDとしてコン
フィギュレーションファイルの最初のインターフェイスを使用します。Cisco NX-OSがルー
タ IDを選択した後にいずれかのループバックインターフェイスを設定した場合は、ループ
バックインターフェイスがルータ IDとなります。ループバックインターフェイスが loopback0
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ではなく、loopback0を IPアドレスで設定した場合は、ルータ IDが loopback0の IPアドレス
に変更されます。

•ルータ IDの元であるインターフェイスが変更されると、新しい IPアドレスがルータ IDとな
ります。他のどのインターフェイスの IPアドレスが変更されても、ルータ IDはまったく変
更されません。

自律システム

自律システム（AS）とは、単一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークです。
自律システムにより、グローバルな外部ネットワークが個々のルーティングドメインに分割さ

れ、これらのドメインでは、ローカルのルーティングポリシーが適用されます。この構成によ

り、ルーティングドメインの管理と一貫したポリシー設定が簡素化されます。

各自律システムは、ルートの再配布により動的にルーティング情報を交換する、複数の内部ルー

ティングプロトコルをサポートできます。地域インターネットレジストリ（RIR）により、イン
ターネットに直接接続する各公共 ASに一意の番号が割り当てられます。この自律システム番号
で、ルーティング処理と自律システムの両方が識別されます。

ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）は、asplainと asdot表記で表示できる 4バイトの AS
番号をサポートします。

• asplain：10進表記方式。2バイトおよび 4バイト AS番号をその 10進数値で表します。たと
えば、65526は 2バイト AS番号、234567は 4バイト AS番号になります。

• asdot：ASドット付き表記方式。2バイト AS番号をその 10進数値で表し、4バイトの AS番
号をドット付き表記で表します。たとえば、2バイトAS番号 65526は 65526として表され、
4バイトの AS番号 65546は 1.10として表されます。

BGPの 4バイト AS番号機能は、4バイト AS番号をサポートしていない BGPスピーカーをまた
がって、4バイトをベースとする ASパス情報を伝播するために使用されます。

RFC 5396は部分的にサポートされます。asplainと asdot表記はサポートされますが、asdot+表記
はサポートされません。

（注）

専用自律システム番号は内部ルーティングドメインに使用されますが、インターネット上にルー

ティングされたトラフィック向けに、ルータにより変換される必要があります。ルーティングプ

ロトコルを、専用自律システム番号が外部ネットワークにアドバタイズされるように設定しない

でください。デフォルトでは、Cisco NX-OSは専用自律システム番号をルーティング更新情報か
ら削除しません。

公共ネットワークおよび専用ネットワークの自律システム番号は、インターネット割り当て番号

局（IANA）により管理されています。予約済み番号の割り当てを含む自律システム番号の詳細に
ついて、または、AS番号の登録を申請するには、次のURLを参照してください：http://www.iana.org/

（注）
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コンバージェンス

ルーティングアルゴリズム測定の鍵となる要素の 1つは、ルータがネットワークトポロジの変化
に対応するために要する時間です。リンク障害など、なんらかの理由でネットワークの一部が変

化すると、さまざまなルータのルーティング情報が一致しなくなる場合があります。変化したト

ポロジに関する情報が更新されているルータと、古い情報が残っているルータがあるためです。

コンバージェンスとは、ネットワーク内のすべてのルータが更新され、ルーティング情報が一致

するまでにかかる時間の長さです。コンバージェンス時間は、ルーティングアルゴリズムによっ

て異なります。コンバージェンスが速い場合は、不正確なルーティング情報によるパッケージ損

失の可能性が小さくなります。

ロードバランシングおよび等コストマルチパス

ルーティングプロトコルは、ロードバランシングまたは等コストマルチパス（ECMP）を使用し
て、複数のパス間でトラフィックを共有できます。ルータは、特定のネットワークへの複数のルー

トを認識すると、最短のアドミニストレーティブディスタンスを持つルートをルーティングテー

ブルにインストールします。ルータが、同じアドミニストレーティブディスタンスと宛先までの

コストを持つ複数のパスを受信し、インストールすると、ロードバランシングが発生する場合が

あります。ロードバランシングでは、すべてのパス上にトラフィックが配布され、負荷が共有さ

れます。使用されるパスの数は、ルーティングプロトコルによりルーティングテーブルに配置さ

れるエントリの数に制限されます。各ルーティングプロトコルによってサポートされているECMP
の数については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS検証済みのスケーラビリティガイド』を参
照してください。

ECMPは、すべてのリンクで均等なロードバランシングを保証するわけではありません。特定の
フローが任意の時点で 1つの特定のネクストホップを選択することだけを保証します。

（注）

ルートの再配布

ネットワークに複数のルーティングプロトコルが設定されている場合は、各プロトコルにルート

の再配布を設定して、ルーティング情報を共有するように設定できます。たとえば、OSPF（Open
Shortest Path First）プロトコルを設定して、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）で検出し
たルートをアドバタイズできます。また、スタティックルートを、どのダイナミックルーティン

グプロトコルにも再配布できます。他のプロトコルからのルートを再配布するルータは、異なる

ルーティングプロトコル間で互換性のないルートメトリックを防ぐ再配布されたルータの固定

ルートを設定します。たとえば、EIGRPからOSPFに再配布されたルートには、OSPFが認識でき
る固定リンクコストメトリックが割り当てられます。

ルーティング情報の再配布を設定する場合にルートマップを使用する必要があります。（注）
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ルート再配布では、アドミニストレーティブディスタンス（「アドミニストレーティブディスタ

ンス」セクションを参照）の使用によっても、2つの異なるルーティングプロトコルで検出され
たルートが区別されます。優先ルーティングプロトコルには、より低いアドミニストレーティブ

ディスタンスが与えられており、そのルートが、より高いアドミニストレーティブディスタンス

が割り当てられた他のプロトコルからのルートに優先して選択されます。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。値

が高いほど信頼性の評価は低くなります。一般的にルートは、複数のプロトコルを通じて検出さ

れます。アドミニストレーティブディスタンスは、複数のプロトコルから学習したルートを区別

するために使用されます。最もアドミニストレーティブディスタンスが低いルートが IPルーティ
ングテーブルに組み込まれます。

スタブルーティング

スタブルーティングはハブアンドスポーク型ネットワークトポロジで使用できます。このトポ

ロジでは、1つ以上の終端（スタブ）ネットワークが 1台のリモートルータ（スポーク）に接続
され、そのリモートルータは 1つ以上のディストリビューションルータ（ハブ）に接続されてい
ます。リモートルータは、1つ以上のディストリビューションルータにのみ隣接しています。リ
モートルータへ流れる IPトラフィックのルートは、ディストリビューションルータ経由のルー
トのみです。このタイプの設定は、ディストリビューションルータが直接WANに接続されてい
るWANトポロジで使用されるのが一般的です。ディストリビューションルータは、さらに多く
のリモートルータに接続できます。ディストリビューションルータが100台以上のリモートルー
タに接続されていることも、よくあります。ハブアンドスポーク型トポロジでは、リモートルー

タがすべての非ローカルトラフィックをディストリビューションルータに転送する必要がありま

す。これにより、リモートルータが完全なルーティングテーブルを保持する必要はなくなりま

す。通常、分散ルータは、デフォルトのルートのみをリモートルータに送信します。

指定されたルートのみが、リモート（スタブ）ルータから伝播されます。スタブルータは、サマ

リー、接続されているルート、再配布されたスタティックルート、外部ルート、および内部ルー

トに対するクエリーすべてに、応答として「inaccessible」というメッセージを返します。スタブ
として設定されているルータは、自身のスタブルータとしてのステータスを報告するために、特

殊なピア情報パケットがすべての隣接ルータに送信されます。

スタブルータの状態を通知するパケットを受信した隣接ルータは、ルートについてはスタブルー

タに照会しません。また、スタブピアを持つルータは、そのピアについては照会しません。スタ

ブルータは、ディストリビューションルータを使用して適切なアップデートをすべてのピアに送

信します。

次の図は、単純なハブアンドスポーク型のコンフィギュレーションを示しています。
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図 2 :単純なハブアンドスポークネットワーク

スタブルーティングを使用する場合でも、リモートルータにルータをアドバタイズできます。こ

の単純なハブアンドスポークネットワークの図は、リモートルータが、分散ルータを介しての

み、企業ネットワークとインターネットにアクセスできることを示しています。この例では、企

業ネットワークとインターネットへのパスが常に分散ルータを経由するため、リモートルータ上

の完全なルートテーブルの機能は無意味です。より大規模なルートテーブルを使用しても、リ

モートルータに必要なメモリの量が削減されるだけです。使用される帯域幅とメモリは、分散

ルータでルートを要約し、フィルタリングすると、削減できます。このネットワークトポロジで

リモートルータは、他のネットワークから検出されたルートを受信する必要はありません。これ

は、宛先がどこであっても、リモートルータは、すべての非ローカルトラフィックを分散ルータ

に送信する必要があるためです。真のスタブネットワークを設定するには、リモートルータへの

デフォルトルートのみを送信するよう、分散ルータを設定する必要があります。

OSPFはスタブエリアをサポートして、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）はス
タブルータをサポートします。

EIGRPスタブルーティング機能は、スタブデバイスだけで使用します。スタブデバイスは、コ
ア中継トラフィックが通過しないネットワークコアまたはディストリビューションレイヤに接続

されたデバイスとして定義されます。リモートルータへ流れる IPトラフィックのルートは、ディ
ストリビューションルータ経由のルートのみです。スタブデバイスがディストリビューション

デバイス以外のEIGRPネイバーを持つことはできません。この制限を無視すると、望ましくない
動作が発生します。

（注）

ルーティングアルゴリズム
ルーティングアルゴリズムによって、ルータが到達可能性情報を収集して報告する方法、トポロ

ジの変化に対応する方法、宛先までの最適ルートを決定する方法が決まります。ルーティングア

ルゴリズムにはさまざまなタイプがあり、各アルゴリズムがネットワークやルータリソースに与

える影響もさまざまです。ルーティングアルゴリズムは、最適なルートの計算に影響するさまざ

まなメトリックを使用します。ルーティングアルゴリズムは、スタティックまたはダイナミッ

ク、内部または外部など、タイプで分類できます。
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スタティックルートおよびダイナミックルーティングプロトコル

スタティックルートは、手動で設定するルートテーブルエントリです。スタティックルートは、

手動で再設定しない限り、変更されません。スタティックルートは設計が簡単で、ネットワーク

トラフィックが比較的予想しやすい環境や、ネットワーク設計が比較的単純な環境での使用に適

しています。

スタティックルーティングシステムはネットワークの変化に対応できないため、絶えず変化する

大規模ネットワークには使用しないでください。今日のほとんどのルーティングプロトコルは、

ダイナミックルーティングアルゴリズムを使用しています。このアルゴリズムでは、着信ルー

ティング更新メッセージを分析して、ネットワーク状況の変化に合わせて調整します。メッセー

ジがネットワークが変化したことを示している場合は、ルーティングソフトウェアはルートを再

計算し、新しいルーティングアップデートメッセージを送信します。これらのメッセージがネッ

トワークを通過すると、ルータがそのアルゴリズムを再実行し、それに従ってルーティングテー

ブルを変更します。

適切であれば、ダイナミックルーティングアルゴリズムをスタティックルートで補完すること

ができます。たとえば、各サブネットワークに IPデフォルトゲートウェイまたは、ラストリゾー
トルータ（ルーティングできないすべてのパケットが送信されるルータ）へのスタティックルー

トを設定する必要があります。

内部および外部ゲートウェイプロトコル

ネットワークを、一意のルーティングドメインまたは自律システムに分割できます。自律システ

ムは、管理ガイドラインの特定のセットで規制された共通の管理機関の下の内部ネットワークの

一部です。自律システム間でのルートを設定するルーティングプロトコルは、外部ゲートウェイ

プロトコルまたはドメイン間プロトコルと呼ばれます。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
は、外部ゲートウェイプロトコルの例です。1つの自律システム内で使用されるルーティングプ
ロトコルは、内部ゲートウェイプロトコルまたはドメイン内プロトコルと呼ばれます。EIGRPお
よび OSPFは、内部ゲートウェイプロトコルの例です。

ディスタンスベクトルプロトコル

ディスタンスベクトルプロトコルは、ディスタンスベクトルアルゴリズム（Bellman-Fordアル
ゴリズムとも呼ばれます）を使用します。このアルゴリズムにより、各ルータは、そのルーティ

ングテーブルの一部または全部を隣接ルータに送信します。ディスタンスベクトルアルゴリズ

ムでは、ルートが、ディスタンス（宛先までのホップ数など）および方向（ネクストホップルー

タなど）により定義されます。その後、これらのルートは、直接接続されたネイバールータにブ

ロードキャストされます。各ルータは、これらの更新情報を使用して、ルーティングテーブルを

確認し、更新します。

ルーティングループを防ぐために、ほとんどのディスタンスベクトルアルゴリズムはポイズン

リバースを指定したスプリットホライズンを使用します。これは、インターフェイスで検出され

たルートを到達不能として設定し、それをそのインターフェイスで、次の定期更新中にアドバタ

イズするという意味です。このプロセスにより、ルータによるルート更新が、そのルータ自体に

返信されなくなります。
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ディスタンスベクトルアルゴリズムは、一定の間隔で更新を送信しますが、ルートメトリック

の値の変更に応じて、更新を送信することもできます。このように送信された更新により、ルー

トコンバージェンス時間の短縮が可能です。Routing Information Protocol（RIP）はディスタンス
ベクトルプロトコルの 1つです。

リンクステートプロトコル

リンクステートプロトコルは、最短パス優先（SPF）とも呼ばれ、情報を隣接ルータと共有しま
す。各ルータは、各リンクおよび直接接続されたネイバールータに関する情報を含むリンクス

テートアドバタイズメント（LSA）を構築します。

各LSAにはシーケンス番号があります。ルータがLSAを受信し、そのリンクステートデータベー
スを更新すると、そのLSAはすべての隣接ネイバーにフラッディングされます。ルータが（同じ
ルータから）同じシーケンス番号の 2つの LSAを受信した場合、ルータは LSAアップデートの
ループを回避するため、ネイバーによって受信された最後の LSAをフラッディングしません。
ルータは、受信直後に LSAをフラッディングするため、リンクステートプロトコルのコンバー
ジェンス時間は最小となります。

ネイバールータの探索と隣接関係の確立は、リンクステートプロトコルの重要な部分です。ネイ

バールータは、特別なhelloパケットを使用して探索されます。このパケットは、各ネイバールー
タのキープアライブ通知としても機能します。隣接関係は、ネイバールータ間のリンクステート

プロトコルの一般的な動作パラメータセットで確立されます。

ルータが受信したLSAは、そのルータのリンクステートデータベースに追加されます。各エント
リは、次のパラメータで構成されます。

•ルータ ID（LSAを構築したルータの）

•ネイバー ID

•リンクコスト

• LSAのシーケンス番号

• LSAエントリの作成時からの経過時間

ルータは、リンクステートデータベース上で SPFアルゴリズムを実行し、そのルータの最短パス
ツリーを構築します。この SPFツリーを使用して、ルーティングテーブルにデータが入力されま
す。

リンクステートアルゴリズムでは、各ルータはネットワークの全体像をそのルーティングテーブ

ルに構築します。リンクステートアルゴリズムが小さな更新を全体的に送信するのに対し、ディ

スタンスベクトルアルゴリズムは、より大きな更新をネイバールータのみに送信します。

リンクステートアルゴリズムは、より短時間でコンバージェンスするため、ディスタンスベクト

ルアルゴリズムより、ルーティングループがやや発生しにくくなっています。ただし、リンク

ステートアルゴリズムは、ディスタンスベクトルアルゴリズムより、より多くの CPUパワーと
メモリを必要とし、実行とサポートをするにはよりコストが高くなります。一般的に、リンクス

テートプロトコルはディスタンスベクトルプロトコルよりもスケーラブルです。

OSPFは、リンクステートプロトコルの一例です。
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レイヤ 3仮想化
Cisco NX-OSは、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスおよび複数のルーティ
ング情報ベース（RIB）をサポートしているため、複数のアドレスドメインがサポートされます。
各VRFはRIBに関連付けられており、この情報が転送情報ベース（FIB）によって収集されます。
VRFは、レイヤ 3アドレス指定ドメインを表します。各レイヤ 3インターフェイス（論理または
物理）は、1つの VRFに属します。詳細については、「レイヤ 3仮想化の設定」を参照してくだ
さい。

Cisco NX-OSでは、仮想デバイスをエミュレートする Virtual Device Context（VDCs）に、OSおよ
びハードウェアリソースを分割できます。Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、現在のところ、
複数のVDCをサポートしていません。すべてのスイッチリソースはデフォルトVDCで管理され
ます。

Cisco NX-OSフォワーディングアーキテクチャ
Cisco NX-OSでは、転送アーキテクチャにより、すべてのルーティングの更新処理と、シャーシ
内のすべてのモジュールへの転送情報の入力が行われます。

ユニキャスト RIB
Cisco NX-OS転送アーキテクチャは、次の図に示すように、複数のコンポーネントから構成され
ています。

図 3 : Cisco NX-OS転送アーキテクチャ

ユニキャスト RIBはアクティブなスーパーバイザ上にあります。ユニキャスト RIBは、直接接続
のルート、スタティックルート、ダイナミックユニキャストルーティングプロトコルで検出さ

れたルートを含むルーティングテーブルを維持しています。また、アドレス解決プロトコル

（ARP）などの送信元から、隣接情報を収集します。ユニキャスト RIBは、特定のルートのため
の最適なネクストホップを決定し、ユニキャストFIB分散モジュール（FDM）のサービスを使用
して、FIBにデータを入力します。
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各ダイナミックルーティングプロトコルは、タイムアウトしたあらゆるルートについて、ユニ

キャスト RIBを更新する必要があります。その後、ユニキャスト RIBはそのルートを削除し、そ
のルートに最適なネクストホップを再計算します（代わりに使用できるパスがある場合）。

隣接マネージャ

隣接マネージャはアクティブなスーパーバイザ上にあり、ARP、ネイバー探索プロトコル（NDP）、
スタティック設定など、各種プロトコルの隣接情報を保持しています。最も基本的な隣接情報は、

これらのプロトコルで探索されたレイヤ 3からレイヤ 2へのアドレスマッピングです。発信レイ
ヤ 2パケットは、隣接情報を使用して、レイヤ 2ヘッダーの作成を終了します。

隣接マネージャは、ARP要求による、レイヤ 3からレイヤ 2への特定のマッピングの探索をトリ
ガーできます。新しいマッピングは、対応するARP返信を受信し、処理すると、使用できるよう
になります。IPv6の場合は、隣接マネージャがNDPからの、レイヤ 3からレイヤ 2へのマッピン
グ情報を探索します。詳細については、IPv6の設定（59ページ）を参照してください。

ユニキャスト転送分散モジュール

ユニキャスト転送分散モジュール（FDM）はアクティブなスーパーバイザ上に存在し、ユニキャ
スト RIBやその他の送信元からの転送パス情報を配布します。ユニキャスト RIBは、ユニキャス
ト FIBによってスタンバイスーパーバイザおよびモジュール上のハードウェア転送テーブルにプ
ログラミングされる転送情報を生成します。また、ユニキャストFDMは、新規挿入されたモジュー
ルへの FIB情報のダウンロードも行います。

ユニキャスト FDMは隣接関係情報を収集し、ユニキャスト FIBでのルート更新時に、この情報
およびその他のプラットフォーム依存の情報を書き直し（リライトし）ます。隣接情報およびリ

ライト情報には、インターフェイス、ネクストホップ、およびレイヤ 3からレイヤ 2へのマッピ
ング情報が含まれています。インターフェイスとネクストホップの情報は、ユニキャスト RIBか
らのルート更新情報で受信します。レイヤ 3からレイヤ 2へのマッピングは、隣接マネージャか
ら受信します。

FIB
ユニキャスト FIBは、スーパーバイザモジュールとスイッチングモジュール上にあり、ハード
ウェア転送エンジンで使用される情報を構築します。ユニキャスト FIBは、ユニキャスト FDM
からルート更新情報を受信し、ハードウェア転送エンジンにプログラミングされるよう、この情

報を送信します。ユニキャスト FIBは、ルート、パス、隣接関係の追加、削除、変更を管理しま
す。

ユニキャスト FIBは VRF単位および address-family単位で保持されます。つまり、設定された各
VRFに対して IPv4用に 1つ、IPv6用に 1つが保持されます。ルート更新メッセージに基づいて、
ユニキャスト FIBは、VRFごとのプレフィックスとネクストホップ隣接情報データベースを維持
します。ネクストホップ隣接データ構造には、ネクストホップの IPアドレスとレイヤ 2リライト
情報が含まれます。同じネクストホップ隣接情報構造を複数のプレフィックスで使用できます。
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ハードウェアフォワーディング

Cisco NX-OSは、分散パケット転送をサポートします。入力ポートは、パケットヘッダーから該
当する情報を取得し、その情報をローカルスイッチングエンジンに渡します。ローカルスイッ

チングエンジンはレイヤ 3ルックアップを行い、この情報を使って、パケットヘッダーをリライ
トします。入力モジュールは、パケットを出力ポートに転送します。出力ポートが別のモジュー

ル上にある場合は、スイッチファブリックを使って、パケットが出力モジュールに転送されま

す。出力モジュールは、レイヤ 3転送決定には関与しません。

また、 show platform fib、または show platform forwardingコマンドを使用して、ハードウェア
転送の詳細を表示することもできます。

ソフトウェア転送

Cisco NX-OSのソフトウェア転送パスは、主に、ハードウェアでサポートされない機能、または
ハードウェア処理中に発生したエラーへの対処に使用されます。通常、IPオプション付きのパケッ
トまたはフラグメンテーションの必要なパケットは、アクティブなスーパーバイザ上のCPUに渡
されます。ソフトウェアでの切り替えが必要なパケットや終端される必要のあるパケットはすべ

て、スーパーバイザに渡されます。スーパーバイザは、ユニキャスト RIBおよび隣接マネージャ
から提供された情報を使用して、転送の決定を下します。モジュールは、ソフトウェア転送パス

には関与しません。

ソフトウェア転送は、コントロールプレーンポリシーおよびレートリミッタによって管理され

ます。詳細については、「Cisco NX-OS 9000シリーズNX-OSセキュリティ設定ガイド」を参照し
てください。

レイヤ 3ユニキャストルーティング機能のまとめ
ここでは、Cisco NX-OSでサポートされるレイヤ 3ユニキャスト機能およびプロトコルを簡単に
説明します。

IPv4 and IPv6
レイヤ 3は、IPv4プロトコルまたは IPv6プロトコルを使用します。IPv6では、ネットワークア
ドレスビット数が 32ビット（IPv4の場合）から 128ビットに増やされています。詳細について
は、IPv4の設定（27ページ）またはIPv6の設定（59ページ）を参照してください。

IPサービス
IPサービスには、DHCPクライアントおよびドメインネームシステム（DNS）クライアントがあ
ります。詳細については、「DNSの設定」を参照してください。
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Open Shortest Path First（OSPF）
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルは、AS内のネットワーク到達可能性情報の交換に使
用されるリンクステートルーティングプロトコルです。各OSPFルータは、そのアクティブなリ
ンクに関する情報をネイバールータにアドバタイズします。リンク情報には、リンクタイプ、リ

ンクメトリック、およびリンクに接続された隣接ルータが含まれます。このリンク情報を含むア

ドバタイズメントは、リンクステートアドバタイズメントと呼ばれます。詳細については、OSPFv2
の設定（99ページ）を参照してください。

EIGRP
nhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）は、ディスタンスベクトルとリンクステートの
両ルーティングプロトコルの特徴を備えたユニキャストルーティングプロトコルです。これは、

シスコ専用ルーティングプロトコルである IGRPの改良バージョンです。EIGRPはネイバーに依
存し、ルートを提供します。また、リンクステートプロトコルのように、ネイバールータからア

ドバタイズされたルートからネットワークトポロジを構築し、この情報を使用して、ループの発

生しない、宛先までのパスを選択します。詳細については、EIGRPの設定（233ページ）を参照
してください。

IS-IS
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルは、国際標準化機構（ISO）10589で
指定されたドメイン内開放型システム間相互接続（Open System Interconnection）ダイナミックルー
ティングプロトコルです。IS-ISルーティングプロトコルはリンクステートプロトコルです。IS-IS
機能は次のとおりです。

•階層型ルーティング

•クラスレス動作

•新情報の高速フラッディング

•短時間でのコンバージェンス

•高いスケーラビリティ

詳細については、IS-ISの設定（271ページ）を参照してください。

BGP
BGPは自律システム間ルーティングプロトコルです。BGPルータは、信頼性の高い転送メカニズ
ムとして伝送制御プロトコル（TCP）を使用し、他の BGPルータにネットワーク到達可能性情報
をアドバタイズします。ネットワーク到達可能性情報には、宛先ネットワークプレフィックス、

宛先に到達するまでに通過する必要のある自律システムのリスト、およびネクストホップルータ

が含まれます。到達可能性情報には、ルートの優先度、ルートの始点、コミュニティなどの詳細

なパス属性が含まれます。詳細については、「基本的BGPの設定（309ページ）」および「高度
な BGPの設定（347ページ）」を参照してください。
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RIP
RIPは、ホップ数をメトリックとして使用するディスタンスベクトルプロトコルです。RIPは、
世界中のインターネットでトラフィックのルーティングに広く使用されています。また、IGPで
あるため、単一の自律システム内でルーティングを行います。詳細については、RIPの設定（455
ページ）を参照してください。

スタティックルーティング

スタティックルーティングを使用して、宛先までの一定のルートを入力できます。この機能は、

単純なトポロジの小規模ネットワークでは便利です。また、スタティックルーティングは、他の

ルーティングプロトコルとともに、デフォルトルートおよびルート配布の管理に使用されます。

詳細については、「スタティックルーティングの設定」を参照してください。

レイヤ 3仮想化
仮想化を使用すると、複数の管理ドメインにわたる物理リソースを共有できます。Cisco NX-OS
は、仮想ルーティングおよび転送（VRF）を含むレイヤ 3仮想化をサポートしています。VRFで
は、レイヤ 3ルーティングプロトコルを設定するための別のアドレスドメインが提供されます。
詳細については、「レイヤ 3仮想化の設定」を参照してください。

Route Policy Manager
Route Policy Managerは、でルートフィルタリング機能を提供します。Route Policy Managerはルー
トマップを使用して、さまざまなルーティングプロトコルや、特定のルーティングプロトコル

内のさまざまなエンティティ間で配布されたルートをフィルタリングします。フィルタリングは、

特定の一致基準に基づいて行われます。これは、アクセスコントロールリストによるパケット

フィルタリングに似ています。詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参
照してください。

ポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティングは、Route Policy Managerを使用してポリシールートフィルタを作
成します。これらのポリシールートフィルタでは、パケットの送信元またはパケットヘッダー

のその他フィールドに基づいて、指定されたネクストホップにパケットを転送できます。プロト

コルタイプやポート番号に基づいてルーティングできるように、ポリシールートを拡張 IPアク
セスリストにリンクすることができます。詳細については、「ポリシーベースルーティングの設

定」を参照してください。

ファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）
ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）、仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）などのファー
ストホップ冗長プロトコル（FHRP）を使用すると、ホストで接続の冗長性を実現できます。ア
クティブなファーストホップルータがダウンした場合は、その機能を引き継ぐスタンバイルータ
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が FHRPによって自動的に選択されます。アドレスは仮想のものであり、FHRPグループ内の各
ルータ間で共有されているため、ホストを新しい IPアドレスで更新する必要はありません。HSRP
の詳細については、「HSRPの設定」を参照してください。VRRPの詳細については、VRRPの設
定（593ページ）を参照してください。

オブジェクトトラッキング

オブジェクトトラッキングを使用すると、インターフェイス回線プロトコル状態、IPルーティン
グ、ルート到達可能性などの、ネットワーク上の特定のオブジェクトをトラッキングし、トラッ

キングしたオブジェクトの状態が変化したときに対処することができます。この機能により、ネッ

トワークのアベイラビリティが向上し、オブジェクトがダウンした場合のリカバリ時間が短縮さ

れます。詳細については、「オブジェクトトラッキングの設定」を参照してください。

関連項目

機能情報機能名

「Cisco NX-OS 9000シリーズNX-OSマルチキャストルーティ

ング設定ガイド」

「Cisco Cisco NX-OS 9000シリーズ NX-OS高可用性および冗

長性ガイド」

自律システムの数を検索する:http://www.cisco.com/web/about/
ac123/ac147/archived_issues/ipj_9-1/autonomous_system_
numbers.html

レイヤ 3機能
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第 4 章

IPv4の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でのインターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）（ア
ドレス指定を含む）、アドレス解決プロトコル（ARP）および Internet Control Message Protocol
（ICMP）の設定方法を説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IPv4の概要（27ページ）
• IPv4の仮想化のサポート（36ページ）
• IPv4の前提条件（36ページ）
• IPv4の注意事項および制約事項（36ページ）
•デフォルト設定（37ページ）
• IPv4の設定（37ページ）
• IPv4設定の確認（57ページ）
•その他の参考資料（57ページ）

IPv4の概要
デバイス上で IPを設定し、ネットワークインターフェイスに IPアドレスを割り当てることがで
きます。IPアドレスを割り当てると、インターフェイスがイネーブルになり、そのインターフェ
イス上のホストと通信できるようになります。

IPアドレスは、デバイス上でプライマリまたはセカンダリとして設定できます。インターフェイ
スには、1つのプライマリ IPアドレスと複数のセカンダリアドレスを設定できます。デバイスが
生成したパケットは、常にプライマリ IPv4アドレスを使用するため、インターフェイス上のすべ
てのネットワーキングデバイスは、同じプライマリ IPアドレスを共有する必要があります。各
IPv4パケットは、送信元または宛先 IPアドレスからの情報に基づいています。詳細については、
「複数の IPv4アドレス」の項を参照してください。

サブネットを使用して、IPアドレスをマスクできます。マスクは、IPアドレスがどのサブネット
に属するかを決定するために使用されます。IPアドレスは、ネットワークアドレスとホストアド
レスで構成されています。マスクで、IPアドレス中のネットワーク番号を示すビットが識別でき
ます。マスクを使用してネットワークをサブネット化した場合、そのマスクはサブネットマスク
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と呼ばれます。サブネットマスクは 32ビット値で、これにより IPパケットの受信者は、IPアド
レスのネットワーク ID部分とホスト ID部分を区別できます。

IP機能には、スーパーバイザモジュールで終端する IPv4パケットを取り扱い、また同様に、IPv4
ユニキャスト/マルチキャストルートルックアップとソフトウェアアクセスコントロールリスト
（ACL）の転送を含む IPv4パケットの転送を行う役割があります。また、IP機能は、ネットワー
クインターフェイス IPアドレス設定、重複アドレスチェック、スタティックルート、および IP
クライアントのパケット送信/受信インターフェイスも管理します。

Nexusの動作ではnull0インターフェイス宛てのパケットがドロップされるため、IPv4またはIPv6パ
ケットがnull0インターフェイスに送信された場合、Cisco Nexus 3000スイッチはICMPまたはICMPv6
パケットで応答しません。

（注）

複数の IPv4アドレス
Cisco NX-OSは、インターフェイスごとに複数の IPアドレスをサポートします。さまざまな状況
に備え、いくつでもセカンダリアドレスを指定できます。最も一般的な状況は次のとおりです。

•特定のネットワークインターフェイスのホスト IPアドレスの数が不足している場合。たとえ
ば、サブネット化により、論理サブネットごとに 254までのホストを使用できるが、物理サ
ブネットの 1つに 300のホストアドレスが必要な場合は、ルータ上またはアクセスサーバ上
でセカンダリ IPアドレスを使用して、1つの物理サブネットで 2つの論理サブネットを使用
できます。

• 1つのネットワークの 2つのサブネットは、別の方法で、別のネットワークにより分離でき
る場合があります。別のネットワークによって物理的に分離された複数のサブネットから、

セカンダリアドレスを使用して、1つのネットワークを作成できます。このような場合、最
初のネットワークは、2番めのネットワークの上に拡張されます。つまり、上の階層となり
ます。サブネットは、同時に複数のアクティブなインターフェイス上に表示できません。

ネットワークセグメント上のいずれかのデバイスがセカンダリ IPv4アドレスを使用している場合
は、同じネットワークインターフェイス上の他のすべてのデバイスも、同じネットワークまたは

サブネットからのセカンダリアドレスを使用する必要があります。ネットワークセグメント上

で、一貫性のない方法でセカンダリアドレスを使用すると、ただちにルーティングループが発生

する可能性があります。

（注）

LPMルーティングモード
デフォルトでは、Cisco NX-OSは、デバイス上で最長プレフィックス一致（LPM）を許可するよう
に階層的にルーティングします。ただし、より多くの LPMルートエントリをサポートするため
に、異なるルーティングモード用にデバイスを設定できます。
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次の表に、Cisco Nexus 9300シリーズおよび 9500シリーズスイッチでサポートされている LPM
ルーティングモードを示します。

表 2 : Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

デフォルトのシステムルーティングモー

ド

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチは、IPv4マルチキャストルートの system routing
template-lpm-heavyモードをサポートしていません。LPMの上限を 0にリセットしてください。

（注）

表 3 : Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドBroadcom T2モー
ド

LPMルーティングモード

3デフォルトのシステムルーティングモー

ド

system routing max-mode
l3

4ALPMルーティングモード

表 4 : Cisco Nexus 9300 EXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

表 5 : Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)
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CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 6 : Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 7 : Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 8 : 9700-EXおよび 9700-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ用 LPMルーティングモー
ド

CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

3（ラインカード用）。

4（ファブリックモジュー
ル用）

デフォルトのシステムルー

ティングモード

system routing max-mode host2（ラインカード用）。

3（ファブリックモジュー
ル用）

最大-ホストルーティング
モード

system routing non-hierarchical-routing
[max-l3-mode]

3（ラインカード用）。

max-l3-modeオプション付
き4（ラインカード用）

非階層ルーティングモード

system routing mode hierarchical 64b-alpmモード4のサブモード
（ファブリックモジュー

ル用）

64ビット ALPMルーティ
ングモード
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CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavy

このモードは、9732C-EXライ
ンカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチでのみサ
ポートされます。

（注）

LPMヘビールーティング
モード

system routing template-internet-peering

このモードは、次のCisco Nexus
9500プラットフォームスイッ
チでのみサポートされていま

す。

（注）

• 9700-EXラインカード搭載
の Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9500-FXプラッ
トフォームスイッチ

（Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I7(4)以降）

• Cisco 9500-Rプラット
フォームスイッチ（Cisco
NX-OSリリース 9.3(1)以
降）

LPMインターネットピアリ
ングモード)

LPMデュアルホストルー
ティングモード

表 9 : 9600-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-internet-peering

（Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降）

LPMインターネットピアリングモード)

ホストから LPMへのスピルオーバー

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降では、ホストルートを LPMテーブルに保存して、より大き
なホストスケールを実現できます。ALPMモードでは、スイッチはより少ないホストルートを許
可します。サポートされるスケールよりも多くのホストルートを追加すると、ホストテーブルか

らこぼれたルートは LPMテーブルの LPMルートのスペースを使用します。このモードで許可さ
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れるLPMルートの総数は、保存されているホストルートの数だけ減少します。この機能は、Cisco
Nexus 9300および 9300プラットフォームスイッチではサポートされていません。

デフォルトのシステムルーティングモードでは、Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチ
は、より高いホストスケールとより少ない LPMルート用に設定され、より多くのホストルート
を保存するために LPMスペースを使用できます。Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで
は、デフォルトのシステムルーティングモードと非階層型ルーティングモードのみがラインカー

ドでこの機能をサポートします。ファブリックモジュールはこの機能をサポートしていません。

アドレス解決プロトコル

ネットワーキングデバイスおよびレイヤ 3スイッチはARPを使用して、IP（ネットワーク層）ア
ドレスを物理（Media Access Control（MAC）レイヤ）アドレスにマッピングし、IPパケットが
ネットワーク上に送信されるようにします。デバイスは、他のデバイスにパケットを送信する前

に自身の ARPキャッシュを調べて、MACアドレスまたは対応する宛先デバイスの IPアドレスが
ないかを確認します。エントリがまったくない場合、送信元のデバイスは、ネットワーク上の全

デバイスにブロードキャストメッセージを送信します。

各デバイスは、問い合わせられた IPアドレスを自身のアドレスと比較します。一致する IPアド
レスを持つデバイスだけが、デバイスのMACアドレスを含むパケットとともにデータを送信し
たデバイスに返信します。送信元デバイスは、あとで参照できるよう、宛先デバイスのMACア
ドレスをそのARPテーブルに追加し、データリンクヘッダーおよびトレーラを作成してパケット
をカプセル化し、データの転送へと進みます。次の図は、ARPブロードキャストと応答プロセス
を示しています。

図 4 : ARP処理

宛先デバイスが、別のデバイスを挟んだリモートネットワーク上にあるときは、同じ処理が行わ

れますが、データを送信するデバイスが、デフォルトゲートウェイのMACアドレスを求める
ARP要求を送信する点が異なります。アドレスが解決され、デフォルトゲートウェイがパケット
を受信した後に、デフォルトゲートウェイは、接続されているネットワーク上で宛先の IPアドレ
スをブロードキャストします。宛先デバイスのネットワーク上のデバイスは、ARPを使用して宛
先デバイスのMACアドレスを取得し、パケットを配信します。ARPはデフォルトでイネーブル
にされています。

デフォルトでシステム定義された CoPPポリシーレートは、スーパーバイザモジュールにバイン
ドされた ARPブロードキャストパケットを制限します。デフォルトのシステム定義 CoPPポリ
シーは、ARPブロードキャストストームによるコントロールプレーントラフィックへの影響を
防止し、ブリッジドパケットに影響しません。
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ARPキャッシング
ARPキャッシングにより、ブロードキャストが最小になり、ネットワークリソースの浪費が抑制
されます。IPアドレスのMACアドレスへのマッピングは、ネットワーク間でパケットが送信さ
れるたびに、ネットワーク上の各ホップ（デバイス）で行われるため、ネットワークのパフォー

マンスに影響する場合があります。

ARPキャッシングでは、ネットワークアドレスとそれに関連付けられたデータリンクアドレスが
一定の期間メモリ内に保存されるため、パケットが送信されるたびに同じアドレスにブロードキャ

ストするための貴重なネットワークリソースの使用が最小限に抑えられます。キャッシュエント

リは、定期的に失効するよう設定されているため、保守が必要です。これは、古い情報が無効と

なる場合があるためです。ネットワーク上のすべてのデバイスは、アドレスのブロードキャスト

に従ってアドレステーブルを更新します。

ARPキャッシュのスタティックおよびダイナミックエントリ
スタティックルーティングは、手動で各デバイスの各インターフェイスに対応する IPアドレス、
サブネットマスク、ゲートウェイ、および対応するMACアドレスを設定する必要があります。
スタティックルーティングでは、ルートテーブルを維持するために、より多くの処理が必要で

す。ルートを追加または変更するたびに、テーブルの更新が必要となるためです。

ダイナミックルーティングは、ネットワーク上のデバイスが相互にルーティングテーブル情報を

交換できるプロトコルを使用します。ダイナミックルーティングは、キャッシュに制限時間を追

加しない限り、ルートテーブルが自動更新されるため、スタティックルーティングより効率的で

す。デフォルトの制限時間は25分ですが、キャッシュから追加および削除されるルートがネット
ワークに数多く存在する場合は、制限時間を変更します。

ARPを使用しないデバイス
ネットワークが 2つのセグメントに分割されると、ブリッジによりセグメントが結合され、各セ
グメントへのトラフィックがMACアドレスに基づいてフィルタリングされます。ブリッジはMAC
アドレスだけを使用する独自のアドレステーブルを作成します。デバイスが IPアドレスおよび対
応するMACアドレスの両方を含む ARPキャッシュを持っています。

パッシブハブは、ネットワーク内の他のデバイスを物理的に接続する集中接続デバイスです。

パッシブハブはそのすべてのポートでデバイスにメッセージを送信し、レイヤ 1で動作します
が、アドレステーブルを保持しません。

レイヤ 2スイッチは、デバイス上のどのポートがそのポートだけに送信されたメッセージを受信
するかを決定します。ただし、レイヤ 3スイッチは、ARPキャッシュ（テーブル）を作成するデ
バイスです。

Reverse ARP
RFC 903で定義された Reverse ARP（RARP）は、ARPと同じように動作しますが、RARP要求パ
ケットはMACアドレスではなく IPアドレスを要求する点が異なります。RARPは多くの場合、
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ディスクレスワークステーションで使用されます。これは、このタイプのデバイスには、起動時

に使用する IPアドレスを格納する手段がないためです。認識できるアドレスはMACアドレスだ
けで、これはハードウェアに焼き付けられているためです。

RARPを使用するには、ルータインターフェイスとして、同じネットワークセグメント上にRARP
サーバが必要です。次の図に、RARPの仕組みを示します。

図 5 : Reverse ARP

RARPには、いくつかの制限があります。これらの制限により、ほとんどのビジネスでは、DHCP
を使用してダイナミックに IPアドレスを割り当てています。DHCPは、RARPよりコスト効率が
高く、必要な保守作業も少ないためです。最も重要な制限は次のとおりです。

• RARPはハードウェアアドレスを使用するため、多くの物理ネットワークを含む大規模なネッ
トワークの場合は、各セグメント上に、冗長性のための追加サーバを備えた RARPサーバが
必要です。各セグメントに 2台のサーバを保持すると、コストがかかります。

•各サーバは、ハードウェアアドレスと IPアドレスのスタティックマッピングのテーブルで
設定する必要があります。IPアドレスの保守は困難です。

• RARPは、ホストの IPアドレスだけを提供し、サブネットマスクもデフォルトゲートウェ
イも提供しません。

プロシキ ARP
プロキシARPを使用すると、物理的に 1つのネットワーク上に存在するデバイスが、論理的に、
同じデバイスまたはファイアウォールに接続された別の物理ネットワークの一部として表示され

ます。プロキシ ARPで、プライベートネットワーク上のパブリック IPアドレスを持つデバイス
をルータの背後に隠すと同時に、このデバイスを、ルータの前のパブリックネットワーク上に表

示できます。ルータはそのアイデンティティを隠すことにより、実際の宛先までパケットをルー

ティングする役割を担います。プロキシ ARPを使用すると、サブネット上のデバイスは、ルー
ティングもデフォルトゲートウェイも設定せずにリモートサブネットまで到達できます。

複数のデバイスが同じデータリンク層のネットワークでなく、同じ IPネットワーク内にある場
合、これらのデバイスは相互に、ローカルネットワーク上にあるかのようにデータを送信しよう

とします。ただし、これらのデバイスを隔てるルータは、ブロードキャストメッセージを送信し

ません。これは、ルータがハードウェアレイヤのブロードキャストを渡さず、アドレスが解決さ

れないためです。

デバイスでプロキシ ARPをイネーブルにし、ARP要求を受信すると、プロキシ ARPはこれを、
ローカルLAN上にないシステムに対する要求と見なします。デバイスは、ブロードキャストの宛
先であるリモートの宛先であるかのように、自身のMACアドレスをリモートの宛先の IPアドレ
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スに関連付けるARP応答で応答します。ローカルデバイスは、自身が宛先に直接、接続されてい
ると認識していますが、実際には、そのパケットは、ローカルデバイスによりローカルサブネッ

トワークから宛先のサブネットワークへと転送されています。デフォルトでは、プロキシARPは
ディセーブルになっています。

ローカルプロキシ ARP
ローカルプロキシ ARPを使用して、通常はルーティングが不要なサブネット内の IPアドレスを
求めるARP要求に対して、デバイスが応答できるようにすることができます。ローカルプロキシ
ARPを有効にすると、ARPは、サブネット内の IPアドレスを求めるすべての ARP要求に応答
し、サブネット内のホスト間ですべてのトラフィックを転送します。この機能は、ホストが接続

されているデバイスの設定により意図的に、ホストの直接通信が禁止されているサブネットだけ

で使用してください。

Gratuitous ARP
Gratuitous ARPは、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスが同じである要求を送信し、重複する IP
アドレスを検出します。Cisco NX-OSは、 Gratuitous ARPまたは ARPキャッシュ更新の有効化ま
たは無効化をサポートします。

収集スロットル

着信 IPパケットがラインカードに転送されたときに、ネクストホップのアドレス解決プロトコル
（ARP）の要求が解決されない場合、ラインカードはパケットをスーパーバイザに転送します（収
集スロットル）。スーパーバイザはネクストホップのMACアドレスを解決し、ハードウェアを
プログラミングします。

ARP要求が送信されると、ソフトウェアは、同じネクストホップ IPアドレスへのパケットがスー
パーバイザに転送されないようにするために、ハードウェア内に /32ドロップ隣接関係を追加し
ます。ARPが解決されると、そのハードウェアエントリは正しいMACアドレスで更新されま
す。タイムアウト期間が経過するまでにARPエントリが解決されない場合、そのエントリはハー
ドウェアから削除されます。

Gleanスロットリングは IPv4および IPv6でサポートされますが、IPv6リンクローカルアドレス
はサポートされません。

（注）

Path MTU Discovery
パス最大伝送ユニット（MTU）ディスカバリは、TCP接続のエンドポイント間のネットワーク内
で使用可能な帯域幅の使用を最大化するための方法です。これはRFC1191で規定されています。
この機能を有効または無効にしても、既存の接続に影響しません。
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ICMP
Internet Control Message Protocol（ICMP）を使用して、IP処理に関連するエラーおよびその他の情
報を報告するメッセージパケットを提供できます。ICMPは、ICMP宛先到達不能メッセージ、
ICMPエコー要求（2つのホスト間でパケットを往復送信する）、およびエコー返信メッセージな
どのエラーメッセージを生成します。ICMPは多くの診断機能も備えており、ホストへのエラー
パケットの送信およびリダイレクトが可能です。デフォルトでは、ICMPがイネーブルにされてい
ます。

次に示すのは、ICMPメッセージタイプの一部です。

•ネットワークエラーメッセージ

•ネットワーク輻輳メッセージ

•トラブルシューティング情報

•タイムアウト告知

ICMPリダイレクトは、ローカルプロキシARP機能がイネーブルになっているインターフェイス
ではディセーブルになります。

（注）

IPv4の仮想化のサポート
IPv4は、仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスをサポートします。

IPv4の前提条件
IPv4には、次の前提条件があります。

• IPv4はレイヤ 3インターフェイス上だけで設定可能です。

IPv4の注意事項および制約事項
IPv4設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•インターネットピアリングモードに設定された Cisco Nexus 9300-EXおよび Cisco Nexus
9300-FX2プラットフォームスイッチには、完全な IPv4および IPv6インターネットルートを
同時にインストールするための十分なハードウェア容量がない場合があります。

•セカンダリ IPアドレスは、プライマリ IPアドレスの設定後にだけ設定できます。
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•ローカルプロキシARPは、複数のサブネットに属する複数のHSRPグループを持つインター
フェイスではサポートされません。

• -Rラインカードを搭載したCisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの場合、インター
ネットピアリングモードは、グローバルインターネットルーティングテーブルで配信され

るプレフィックスパターンでのみ使用されます。このモードでは、他のプレフィックス配布/
パターンは動作できますが、予測できません。その結果、プレフィックスパターンが実際の

インターネットプレフィックスパターンである場合にのみ、達成可能な最大 LPM/LEMス
ケールが信頼できます。インターネットピアリングモードでは、グローバルインターネッ

トルーティングテーブル内のルートプレフィックスパターン以外のルートプレフィックス

パターンが使用されている場合、スイッチは文書化されたスケーラビリティの数値を正常に

達成できない可能性があります。

• LPMの重いルーティングモードは、9700-EX、-FX、および-GXシリーズモジュールを搭載し
た Cisco Nexus 9500シリーズスイッチでサポートされます。

デフォルト設定
次の表に、IPパラメータのデフォルト設定値を示します。

デフォルトパラメータ

1500秒ARPタイムアウト

ディセーブル『Proxy ARP』

IPv4の設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IPv4アドレス指定の設定
ネットワークインターフェイスにプライマリ IPアドレスを割り当てることができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip address ip-address/length [secondary]
4. （任意） show ip interface
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5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイスに対するプライマリ IPv4アドレス
またはセカンダリ IPv4アドレスを指定します。

ip address ip-address/length [secondary]

例：

Step 3

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネット
ワークマスクを指定します。たとえば、255.0.0.0

switch(config-if)# ip address
192.2.1.1 255.0.0.0

は、1に等しい各ビットが、ネットワークアド
レスに属した対応するアドレスビットを意味す

ることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）および
数字、つまり、プレフィックス長として示され

る場合もあります。プレフィックス長は、アド

レスの高次の連続ビットのうち、何個がプレ

フィックス（アドレスのネットワーク部分）を

構成しているかを指定する 10進数値です。ス
ラッシュは10進数値の前に置かれ、IPアドレス
とスラッシュの間にスペースは入りません。

IPv4に設定されたインターフェイスを表示します。（任意） show ip interface

例：

Step 4

switch(config-if)# show ip interface

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

複数の IPアドレスの設定
セカンダリ IPアドレスは、プライマリ IPアドレスの設定後にのみ追加できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip address ip-address/length [secondary]
4. （任意） show ip interface

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

設定したアドレスをセカンダリ IPv4アドレスとして
指定します。

ip address ip-address/length [secondary]

例：

Step 3

switch(config-if)# ip address
192.168.1.1 255.0.0.0 secondary

IPv4用に設定されたインターフェイスを表示します。（任意） show ip interface

例：

Step 4

switch(config-if)# show ip interface

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

最大ホストルーティングモードの設定

デフォルトでは、Cisco NX-OSは階層方式で（モード 4になるように設定されたファブリックモ
ジュールとモード 3になるように設定されたラインカードモジュールで）ルートをプログラミン
グし、デバイス上での最長プレフィクス照合（LPM）とホストスケールが可能になります。

デフォルトの LPMおよびホストスケールを変更してシステム内のホストをさらにプログラミン
グできます。これは、ノードをレイヤ 2～レイヤ 3の境界ノードとして位置付けるときに必要に
なる場合があります。
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LPMテーブルのエントリをさらに拡大したい場合は、「非階層ルーティングモードの設定（Cisco
Nexus 9500プラットフォームスイッチのみ）」の項を参照して、ラインカード上のレイヤ 3 IPv4
および IPv6ルートすべてをプログラミングしてファブリックモジュール上のルートはそのままに
するようデバイスを設定します。

（注）

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

最大ホストルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode host

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインカードを Broadcom T2モード 2に、ファブ
リックモジュールを Broadcom T2モード 3にして、
サポートされるホスト数を増やします。

[no] system routing max-mode host

例：

switch(config)# system routing max-mode host

Step 2

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding route summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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目的コマンドまたはアクション

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

非階層ルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラットフォー
ムスイッチのみ）

ホストの規模が小さい場合（純粋なレイヤ 3配置の場合など）、コンバージェンスパフォーマン
スを向上させるために、ラインカードの最長プレフィクス照合（LPM）のルートをプログラミン
グすることを推奨します。そうすることによって、ラインカードのルートおよびホストがプログ

ラミングされ、ファブリックモジュールのルートはプログラミングされません。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing non-hierarchical-routing [max-l3-mode]
3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインカードを Broadcom T2モード 3（または
max-l3-modeオプションを使用している場合は

[no] system routing non-hierarchical-routing
[max-l3-mode]

例：

Step 2

Broadcom T2モード4）にし、より大きなLPMスケー
ルをサポートします。その結果、IPv4および IPv6switch(config)# system routing

non-hierarchical-routing max-l3-mode ルートのすべてが、ファブリックモジュールではな

くラインカードでプログラミングされます。

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
41

IPv4の設定

非階層ルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチのみ）



目的コマンドまたはアクション

switch(config)# show forwarding route
summary
Mode 3:
120K IPv4 Host table
16k LPM table (> 65 < 127 1k entry
reserved)
Mode 4:
16k V4 host/4k V6 host
128k v4 LPM/20K V6 LPM

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

64ビット ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチのみ）

64ビットアルゴリズム最長プレフィックス一致（ALPM）機能を使用して、IPv4および IPv6ルー
トテーブルエントリを管理できます。64ビット ALPMルーティングモードでは、デバイスに保
存できるルートエントリの数が増加します。このモードでは、次のいずれかをプログラムできま

す。

• 80,000 IPv6エントリ、IPv4エントリなし

• IPv6エントリなし、128,000の IPv4エントリ

• x個の IPv6エントリと IPv4エントリ（2x + yの場合）

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

64ビットALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS
検証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing mode hierarchical 64b-alpm

3. （任意） show forwarding route summary
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4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マスク長が 64以下のすべての IPv4および IPv6 LPM
ルートをファブリックモジュールにプログラミング

[no] system routing mode hierarchical 64b-alpm

例：

Step 2

します。IPv4および IPv6のすべてのホストルート、switch(config)# system routing mode
hierarchical 64b-alpm およびマスク長が65～127であるすべてのLPMルー

トがラインカードでプログラミングされます。

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding route
summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9300プラットフォーム
スイッチのみ）

Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチは、多数の LPMルートエントリをサポートするよう
に設定できます。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

ALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS検証済
みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode l3

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスを Broadcom T2モード 4にして、より大き
な LPMスケールをサポートします。

[no] system routing max-mode l3

例：

Step 2

switch(config)# system routing max-mode
l3

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding
route summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

LPMヘビールーティングモードの設定（CiscoNexus9200および9300-EX
プラットフォームスイッチおよび 9732C-EXラインカードのみ）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(4)以降では、より多くの LPMルートエントリをサポートするため
に LPMのヘビールーティングモードを設定できます。このルーティングモードをサポートする
のは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラットフォームスイッチと、9732C-EXラインカード
を搭載した Cisco Nexus 9508スイッチだけです。
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この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMヘビールーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-lpm-heavy

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスをLPMヘビールーティングモードにして、
より大きな LPMスケールをサポートします。

[no] system routing template-lpm-heavy

例：

Step 2

switch(config)# system routing template-lpm-heavy

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: LPM Heavy
Applied System Routing Mode: LPM Heavy

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload
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LPMインターネットピアリングルーティングモードの設定
Cisco NX-OSリリース7.0(3)I6(1)以降では、IPv4および IPv6 LPMインターネットルートエント
リをサポートするために LPMインターネットピアリングルーティングモードを設定できます。
このモードは、IPv4プレフィックス（/32までのプレフィックス長）および IPv6プレフィックス
（/83までのプレフィックス長）のダイナミックトライ（ツリービットルックアップ）をサポー
トします。

Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチはこのルーティ
ングモードをサポートします。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMインターネットピアリングルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。LPMインターネットピアリン
グモードの Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチは、インターネットピアリングプレ
フィックスを使用する場合にのみ、予測どおりにスケールアウトします。Cisco Nexus 9500-Rプ
ラットフォームスイッチが他のプレフィックスパターンを使用している場合は、文書化されたス

ケーラビリティの数値を達成できない可能性があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-internet-peering

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスを LPMインターネットピアルーティング
モードにして、IPv4および IPv6 LPMインターネット
ルートエントリをサポートします。

[no] system routing template-internet-peering

例：

switch(config)# system routing
template-internet-peering

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: Internet Peering
Applied System Routing Mode: Internet Peering

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

LPMデュアルホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9200お
よび 9300-EXプラットフォームスイッチ）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降では、ARP/NDスケールをデフォルトモード値の 2倍に増
やすために LPMデュアルホストルーティングモードを設定できます。このルーティングモード
をサポートするのは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラットフォームスイッチだけです。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS対応済み
スケーラビリティガイド（Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide）』を参照して
ください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-dual-stack-host-scale

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスを LPMデュアルホストルーティングモー
ドにして、より大きな ARP/NDスケールをサポート
します。

[no] system routing template-dual-stack-host-scale

例：

switch(config)# system routing
template-dual-stack-host-scale

Step 2

Warning: The command will take effect after next
reload. Multicast is not supported in this profile

Note: This requires copy running-config to
startup-config before switch reload

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

スタティック ARPエントリの設定
デバイス上でスタティック ARPエントリを設定して、IPアドレスをスタティックマルチキャス
トMACアドレスを含むMACハードウェアアドレスにマッピングできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip arp address ip-address mac-address

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

IPアドレスをMACアドレスにスタティックエント
リとして関連付けます。

ip arp address ip-address mac-address

例：

Step 3

switch(config-if)# ip arp 192.168.1.1
0019.076c.1a78

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

プロキシ ARPの設定
デバイス上でプロキシARPを設定して、他のネットワークまたはサブネット上のホストのメディ
アアドレスを決定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip proxy arp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス上でプロキシ ARPを有効にしま
す。

ip proxy arp

例：

Step 3

switch(config-if)# ip proxy arp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

イーサネットインターフェイスでのローカルプロキシ ARPの設定
イーサネットインターフェイス上でローカルプロキシ ARPを設定することができます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. [no]ip local-proxy-arp

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス上でローカルプロキシ ARPをイ
ネーブルにします。

[no]ip local-proxy-arp

例：

Step 3

switch(config-if)# ip local-proxy-arp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config
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SVIでのローカルプロキシ ARPの設定
SVIでローカルプロキシ ARPを設定できます。CiscoNX-OSリリース 7.0(3)I7(1)以降では、対応
する VLANで ARPブロードキャストを抑制することができます。

始める前に

ARPブロードキャストを抑制する場合は、hardware access-list tcam region arp-ether 256 double-wide
コマンドを使用して、ARP/レイヤ 2 Ethertypeの倍幅 ACL TCAMリージョンサイズを設定し、設
定を保存して、スイッチをリロードします。（詳細については『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS
セキュリティ設定ガイド』の「ACLTCAMリージョンサイズの設定」のセクションを参照してく
ださい。）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface vlan vlan-id
3. [no] ip local-proxy-arp [no-hw-flooding]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VLANインターフェイスを作成し、SVIの設定モー
ドを開始します。

interface vlan vlan-id

例：

Step 2

switch(config)# interface vlan 5
switch(config-if)#

SVIでローカルプロキシ ARPをイネーブルにしま
す。no-hw-floodingオプションは、対応する VLAN
での ARPブロードキャストを抑制します。

[no] ip local-proxy-arp [no-hw-flooding]

例：

switch(config-if)# ip local-proxy-arp
no-hw-flooding

Step 3

no-hw-floodingオプションを設定し、SVIで
ARPブロードキャストを許可するように設
定を変更する場合は、まず no ip
local-proxy-arp no-hw-floodingコマンドを使
用してこの機能を無効にして、ip
local-proxy-arpコマンドを開始する必要が
あります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

無償 ARPの設定
インターフェイス上で Gratuitous ARPを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ip arp gratuitous {request | update]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス上で無償ARPをイネーブルにしま
す。無償ARPはデフォルトで有効になっています。

ip arp gratuitous {request | update]

例：

Step 3

switch(config-if)# ip arp gratuitous
request

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

パスMTUディスカバリの設定
パスMTUディスカバリを設定できます。
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手順の概要

1. configure terminal
2. ip tcp path-mtu-discovery

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

パスMTUディスカバリをイネーブルにします。ip tcp path-mtu-discovery

例：

Step 2

switch(config)# ip tcp
path-mtu-discovery

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

IPダイレクトブロードキャストの設定
IPダイレクトブロードキャストは、宛先アドレスが何らかの IPサブネットの有効なブロードキャ
ストアドレスであるにもかかわらず、その宛先サブネットに含まれないノードから発信される IP
パケットです。

宛先サブネットに直接接続されていないデバイスは、そのサブネット上のホストを宛先とするユ

ニキャスト IPパケットを転送する場合と同じ方法で IPダイレクトブロードキャストを転送しま
す。ダイレクトブロードキャストパケットが、宛先サブネットに直接接続されたデバイスに到着

すると、そのパケットはその宛先サブネット上でブロードキャストされます。パケットの IPヘッ
ダー内の宛先アドレスはそのサブネットに設定された IPブロードキャストアドレスに書き換えら
れ、パケットはリンク層ブロードキャストとして送信されます。

あるインターフェイスでダイレクトブロードキャストがイネーブルになっている場合、着信した

IPパケットが、そのアドレスに基づいて、そのインターフェイスが接続されているサブネットを
対象とするダイレクトブロードキャストとして識別されると、そのパケットはそのサブネット上

でブロードキャストされます。アクセスリストを通じて渡すこれらパケットのみがサブネット上

でブロードキャストされるように、IPアクセスリストを通じてこれらブロードキャストを任意で
フィルタリングすることができます。

IPダイレクトブロードキャストをイネーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. ip directed-broadcast [acl]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ダイレクトブロードキャストの物理ブロードキャス

トへの変換をイネーブルにします。IPアクセスリス
ip directed-broadcast [acl]

例：

Step 1

ト上のこれらのブロードキャストを任意でフィルタ

リングできます。
switch(config-if) # ip directed-broadcast

IP収集スロットルの設定
IP収集スロットルを設定して、到達できないかまたは存在しないネクストホップの ARP解決の
ためにスーパーバイザに送信される不要な収集パケットをフィルタリングすることを推奨します。

IP収集スロットルは、ソフトウェアのパフォーマンスを向上させ、トラフィックをより効率的に
管理します。

Gleanスロットリングは IPv4および IPv6でサポートされますが、IPv6リンクローカルアドレス
はサポートされません。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IP収集スロットルをイネーブルにします。[no] hardware ip glean throttle

例：

Step 2

switch(config) # hardware ip glean
throttle

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config
startup-config

ハードウェア IP収集スロットルの最大値の設定
転送情報ベース（FIB）にインストールされている隣接関係の最大ドロップ数を制限できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle maximum count

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

FIBにインストールされるドロップ隣接関係の数を
設定します。

[no] hardware ip glean throttle maximum count

例：

Step 2

switch(config) # hardware ip glean
throttle maximum 2134

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

ハードウェア IP収集スロットルのタイムアウトの設定
インストールされたドロップ隣接関係が FIB内に残る時間のタイムアウトを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] hardware ip glean throttle maximum timeout timeout-in-seconds

3. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インストールされたドロップ隣接関係が FIB内に残
る時間のタイムアウトを設定します。

[no] hardware ip glean throttle maximum timeout
timeout-in-seconds

例：

Step 2

範囲は 300秒（5分）～ 1800秒（30分）です。
switch(config)# hardware ip glean
throttle maximum timeout 300 タイムアウト期間を超えた後、ドロップ隣

接関係は FIBから削除されます。
（注）

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

ICMP送信元 IPフィールドのインターフェイス IPアドレスの設定
ICMPエラーメッセージを処理するように ICMPソース IPフィールドのインターフェイス IPアド
レスを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] ip source {ethernet slot/port | loopback number | port-channel number} icmp-errors

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ICMP送信元 IPフィールドのインターフェイス IPア
ドレスを設定し、ICMPエラーメッセージをルーティ
ングします。

[no] ip source {ethernet slot/port | loopback number |
port-channel number} icmp-errors

例：

Step 2

switch(config)# ip source loopback 0
icmp-errors
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config
startup-config

IPv4設定の確認
IPv4の設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

隣接関係テーブルを表示します。show ip adjacency

スロットル隣接関係の数のサマリーを表示しま

す。

show ip adjacency summary

ARPテーブルを表示します。show ip arp

スロットル隣接関係の数のサマリーを表示しま

す。

show ip arp summary

IPに関連するインターフェイス情報を表示しま
す。

show ip interface

ARP統計情報を表示します。show ip arp statistics [vrf vrf-name]

その他の参考資料

IPv4の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

詳細については『CiscoNexus9000シリーズセキュリティ設定ガイド』の「ACL
TCAMリージョンサイズの設定」のセクションを参照してください。

TCAMリージョ
ン
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第 5 章

IPv6の設定

この章は次のトピックで構成されています。

• IPv6について（59ページ）
•仮想化のサポート（75ページ）
• IPv6の前提条件（75ページ）
• IPv6の注意事項および制約事項（75ページ）
• IPv6の設定（76ページ）
• IPv6設定の確認（88ページ）
• IPv6の設定例（88ページ）

IPv6について
IPv6は、IPv4の後継として設計されており、ネットワークアドレスビット数が 32ビット（IPv4
の場合）から 128ビットに増やされています。IPv6は IPv4に基づいていますが、アドレス空間が
大幅に拡大されており、メインヘッダーと拡張ヘッダーの簡素化など、その他の機能強化が含ま

れています。

拡大された IPv6アドレス空間により、ネットワークのスケーラビリティが可能となり、グローバ
ルな到達可能性が提供されます。簡素化された IPv6パケットヘッダー形式により、パケットの処
理効率が向上しています。柔軟性の高い IPv6アドレス空間により、プライベートアドレスの必要
性と、プライベート（グローバルに一意ではない）アドレスを限られた数のパブリックアドレス

に変換するネットワークアドレス変換（NAT）の使用が削減されます。IPv6を使用すると、ネッ
トワークの境界にある境界ルータによる特別な処理を必要としない新しいアプリケーションプロ

トコルがイネーブルになります。

プレフィックス集約、簡易ネットワーク再番号割り当て、IPv6サイトマルチホーミング機能など
の IPv6機能により、さらに効率的にルーティングが行われます。IPv6は、Routing Information
Protocol（RIP）、Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）、IPv6向け Open
Shortest Path First（OSPF）、マルチプロトコル Border Gateway Protocol（BGP）をサポートしてい
ます。
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IPv6アドレス形式
IPv6アドレスは 128ビットつまり 16バイトです。このアドレスは、x:x:x:x:x:x:x:xのように、コ
ロン（:）で区切られた 16ビット 16進数のブロック 8つに分かれています。

次に、IPv6アドレスの例を 2つ示します。

2001:0DB8:7654:3210:FEDC:BA98:7654:3210

2001:0DB8:0:0:8:800:200C:417A

IPv6アドレスの中には、連続するゼロが含まれます。IPv6アドレスの先頭、中間、または末尾
で、この連続するゼロの代わりに2つのコロン（::）を使用できます。次の表は、圧縮された IPv6
アドレスフォーマットの一覧です。

IPv6アドレスでは、アドレス中で最も長く連続するゼロの代わりに、2つのコロン（::）を 1度だ
け使用できます。

（注）

連続する 16ビット値がゼロで示されている場合は、2つのコロンを IPv6アドレスの一部として使
用できます。インターフェイスごとに複数の IPv6アドレスを設定できますが、設定できるリンク
ローカルアドレスは 1つだけです。

IPv6アドレス中の 16進数の文字の大文字と小文字は区別されません。

表 10 :圧縮された IPv6アドレス形式

圧縮形式優先形式IPv6アドレスタイプ

2001::0DB8:800:200C:417A2001:0:0:0:0:DB8:800:200C:417Aユニキャスト

FF01::101FF01:0:0:0:0:0:0:101マルチキャスト

::10:0:0:0:0:0:0:0:1ループバック

::0:0:0:0:0:0:0:0:0未指定

ノードは表にあるループバックアドレスを使用して、IPv6パケットを自分宛てテーブルにに送信
できます。IPv6のループバックアドレスは、IPv4のループバックアドレスと同じです。詳細に
ついては、概要（11ページ）を参照してください。

IPv6ループバックアドレスは、物理インターフェイスに割り当てることはできません。送信元ま
たは宛先のアドレスとして IPv6ループバックアドレスを含むパケットは、そのパケットを作成し
たノードの外には転送できません。IPv6ルータは、IPv6ループバックアドレスを送信元アドレス
または宛先アドレスとするパケットを転送しません。

（注）
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IPv6未指定アドレスは、インターフェイスに割り当てることはできません。未指定 IPv6アドレス
は、IPv6パケット内の宛先アドレスまたは IPv6ルーティングヘッダーとして使用しないでくだ
さい。

（注）

IPv6プレフィックスは、RFC 2373で規定された形式です。この形式では、IPv6アドレスが、コロ
ンに囲まれた 16ビット値を使用した 16進数で指定されています。プレフィックス長は、アドレ
スの高次の連続ビットのうち、何個がプレフィックス（アドレスのネットワーク部分）を構成し

ているかを指定する10進数値です。たとえば、2001:0DB8:8086:6502::/32は有効な IPv6プレフィッ
クスです。

IPv6ユニキャストアドレス
IPv6ユニキャストアドレスは、1つのノード上の 1つのインターフェイスの IDです。ユニキャス
トアドレスに送信されたパケットは、そのアドレスが示すインターフェイスに配信されます。

集約可能グローバルアドレス

集約可能グローバルアドレスは、集約可能なグローバルユニキャストプレフィックスによる IPv6
アドレスです。集約可能グローバルユニキャストアドレスの構造により、グローバルルーティ

ングテーブル内のルーティングテーブルエントリ数を制限するルーティングプレフィックスの

厳密な集約が可能になります。集約可能グローバルアドレスは、組織を上に向かって、最終的に

インターネットサービスプロバイダー（ISP）まで集約されるリンク上で使用されます。

集約可能なグローバル IPv6アドレスは、グローバルルーティングプレフィックス、サブネット
ID、およびインターフェイス IDにより定義されます。バイナリ000で始まるアドレスを除き、グ
ローバルユニキャストアドレスはすべて 64ビットインターフェイス IDを持ちます。IPv6グロー
バルユニキャストアドレスの割り当てには、バイナリ値001（2000::/3）から始まるアドレスの範
囲が使用されます。次の図は、集約可能グローバルアドレスの構造を示しています。

図 6 :集約可能グローバルアドレス形式

2000::/3（001）～E000::/3（111）のプレフィックスを持つアドレスには、Extended Universal Identifier
（EUI）64形式の64ビットインターフェイス識別子が必要です。インターネット割り当て番号局
（IANA）は、2000::/16の範囲の IPv6アドレス空間を地域レジストリに割り当てます。

集約可能なグローバルアドレスは、48ビットグローバルルーティングプレフィックスと、16
ビットサブネット IDまたは Site-Level Aggregator（SLA）で構成されます。IPv6集約可能グロー
バルユニキャストアドレスの形式に関するドキュメント（RFC 2374）によると、グローバルルー
ティングプレフィックスには、Top-Level Aggregator（TLA）と Next-Level Aggregator（NLA）と
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いう 2つの階層構造のフィールドが含まれています。TLSフィールドおよびNLAフィールドはポ
リシーベースであるため、IETFは、これらのフィールドを RFCから削除することを決定しまし
た。この変更以前に展開された既存の IPv6ネットワークの中には、依然として、古いアーキテク
チャ上のネットワークを使用しているものもあります。

個々の組織は、16ビットサブネットフィールドであるサブネット IDを使用して、ローカルアド
レス指定階層を作成したり、サブネットを識別したりできます。サブネット IDは IPv4でのサブ
ネットに似ていますが、IPv6サブネット IDを持つ組織では最大 65,535個のサブネットをサポー
トできるという点が異なります。

インターフェイス IDにより、リンク上のインターフェイスが識別されます。インターフェイス
IDは、リンク上では一意です。多くの場合、インターフェイス IDは、インターフェイスのリン
ク層アドレスと同じか、リンク層アドレスに基づいています。集約可能なグローバルユニキャス

トやその他の IPv6アドレスタイプで使用されるインターフェイス IDは 64ビットであり、形式は
変更済み EUI-64フォーマットです。

インターフェイス IDは、次のいずれかに該当する修正 EUI-64形式です。

•すべての IEEE 802インターフェイスタイプ（イーサネット、およびファイバ分散データイ
ンターフェイスなど）の場合は、最初の 3オクテット（24ビット）がそのインターフェイス
の 48ビットリンク層アドレス（MACアドレス）のOrganizationally Unique Identifier（OUI）、
4番めと 5番めのオクテット（16ビット）が FFFEの固定 16進数値、そして、最後の 3オク
テット（24ビット）がMACアドレスの最後の 3オクテットです。最初のオクテットの 7番
めのビットである Universal/Local（U/L）ビットの値は 0または 1です。ゼロはローカルに管
理されている IDを表し、1はグローバルに一意の IPv6インターフェイス IDを表します。

•その他のすべてのインターフェイスタイプ（シリアル、ループバック、ATM、フレームリ
レー種別など）の場合、インターフェイス IDは IEEE 802インターフェイスタイプのイン
ターフェイス IDに似ていますが、ルータのMACアドレスプールからの最初のMACアドレ
スが IDとして使用される点が異なります（インターフェイスがMACアドレスを持たないた
め）。

PPP（ポイントツーポイントプロトコル）を使用するインターフェイス
の場合は、接続の両端のインターフェイスが同じMACアドレスを持つ
ため、接続の両端のインターフェイス IDが、両方の IDが一意となるま
でネゴシエートされます（ランダムに選択され、必要に応じて再構築さ

れます）。ルータの最初のMACアドレスが、PPPを使用するインター
フェイスの IDとして使用されます。

（注）

ルータに IEEE 802インターフェイスタイプがない場合は、ルータのインターフェイスでリンク
ローカル IPv6アドレスが次のシーケンスで生成されます。

1. ルータにMACアドレスが（ルータのMACアドレスプールから）照会されます。

2. 使用可能なMACアドレスがルータにない場合は、ルータのシリアル番号を使用してリンク
ローカルアドレスが作成されます。
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3. リンクローカルアドレスの作成にルータのシリアル番号を使用できない場合、ルータはMD5
ハッシュを使用して、ルータのホスト名からルータのMACアドレスを決定します。

リンクローカルアドレス

リンクローカルアドレスは、リンクローカルプレフィックス FE80::/10（1111 1110 10）と変更さ
れたEUI-64形式のインターフェイス識別子を使用するすべてのインターフェイスを自動的に設定
できる IPv6ユニキャストアドレスです。ネイバー探索プロトコル（NDP）およびステートレス自
動設定プロセスでは、リンクローカルアドレスが使用されます。ローカルリンク上のノードは、

リンクローカルアドレスを使用して通信できます。ノードの通信にグローバルに一意のアドレス

は不要です。次の図は、以下のリンクローカルアドレスの構造を示しています。

IPv6ルータは、送信元または宛先がリンクローカルアドレスであるパケットを他のリンクに転送
できません。

図 7 :リンクローカルアドレス形式

IPv4互換 IPv6アドレス

IPv4互換 IPv6アドレスは、アドレスの上位 96ビットがゼロであり、アドレスの下位 32ビットが
IPv4アドレスである IPv6ユニキャストアドレスです。IPv4互換 IPv6アドレスの形式は、
0:0:0:0:0:0:A.B.C.Dまたは ::A.B.C.Dです。IPv4互換 IPv6アドレスの 128ビット全体がノードの
IPv6アドレスとして使用され、下位 32ビットに埋め込まれた IPv4アドレスがノードの IPv4アド
レスとして使用されます。IPv4互換 IPv6アドレスは、IPv4と IPv6の両方のプロトコルスタック
をサポートするノードに割り当てられ、自動トンネルで使用されます。図に、IPv4互換 IPv6アド
レスの構造と、許容されるいくつかのアドレス形式を示します。

図 8 : IPv4互換 IPv6アドレス形式

ユニークローカルアドレス

一意のローカルアドレスは、グローバルに一意であり、ローカル通信を目的とした IPv6ユニキャ
ストアドレスです。グローバルなインターネット上でのルーティングには対応しておらず、サイ

トなどの限られたエリア内だけでルーティング可能です。限られた複数のサイト間もルーティン
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グできる場合もあります。アプリケーションは、一意のローカルアドレスをグローバルスコープ

のアドレスのように扱うことができます。

一意のローカルアドレスには、次の特性があります。

•グローバルに一意のプレフィックスを持っている（一意である可能性が大）。

•既知のプレフィックスがあるため、サイト境界で簡単にフィルタリングできる。

•アドレス競合を発生させたり、これらのプレフィックスを使用するインターフェイスのリナ
ンバリングを必要としたりすることなく、サイトを結合またはプライベートに相互接続でき

る。

• ISPに依存せず、永続的または断続的なインターネット接続がなくてもサイト内での通信に使
用できる。

•ルーティングやドメインネームサーバ（DNS）を通して誤ってサイト外に漏れても、他のど
のアドレスとも競合しない。

図に、一意のローカルアドレスの構造を示します。

図 9 :ユニークローカルアドレスの構造

サイトローカルアドレス

RFC 3879によりサイトローカルアドレスの使用が廃止されたため、プライベート IPv6アドレス
の設定時には、RFC 4193で推奨されるユニークローカルアドレス（UCA）を使用する必要があ
ります。

IPv6エニーキャストアドレス
エニーキャストアドレスとは、異なるノードに属するインターフェイス一式に割り当てられたア

ドレスです。エニーキャストアドレスに送信されたパケットは、使用しているルーティングプロ

トコルの定義に従って、そのエニーキャストアドレスが示す最も近いインターフェイスに送信さ

れます。エニーキャストアドレスは、ユニキャストアドレス空間から割り当てられるため、その

構文ではユニキャストアドレスと区別できません。ユニキャストアドレスを複数のインターフェ

イスに割り当てると、ユニキャストアドレスがエニーキャストアドレスとなります。属するエ
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ニーキャストアドレスが割り当てられたノードは、アドレスがエニーキャストアドレスであるこ

とを認識できるよう、設定する必要があります。

エニーキャストアドレスを使用できるのは、ルータだけです。ホストはエニーキャストアドレス

を使用できません。エニーキャストアドレスは、IPv6パケットの送信元アドレスには使用できま
せん。

（注）

次の図は、サブネットルータエニーキャストアドレスのフォーマットを示します。このアドレ

スには、連続するゼロに連結されたプレフィックス（インターフェイス ID）があります。サブ
ネットルータエニーキャストアドレスを使用すると、サブネットルータエニーキャストアドレ

スのプレフィックスが示すリンク上のルータに到達できます。

図 10 :サブネットルータエニーキャストアドレスの形式

IPv6マルチキャストアドレス
IPv6マルチキャストアドレスは、FF00::/8（1111 1111）というプレフィックスを持つ IPv6アドレ
スです。IPv6マルチキャストアドレスは、異なるノードに属するインターフェイス一式の IDで
す。マルチキャストアドレスに送信されたパケットは、マルチキャストアドレスが示すすべての

インターフェイスに配信されます。プレフィックスに続く 2番めのオクテットで、マルチキャス
トアドレスのライフタイムとスコープが定義されます。永久マルチキャストアドレスはライフタ

イムパラメータが 0に等しく、一時マルチキャストアドレスのライフタイムパラメータは 1に
等しくなっています。ノード、リンク、サイト、または組織のスコープ、またはグローバルス

コープを持つマルチキャストアドレスのスコープパラメータはそれぞれ、1、2、5、8、または E
です。たとえば、プレフィックスが FF02::/16のマルチキャストアドレスは、リンクスコープを
持つ永続マルチキャストアドレスです。次の図に、IPv6マルチキャストアドレスの形式を示しま
す。

図 11 : IPv6マルチキャストアドレス形式

IPv6ノード（ホストとルータ）は、（受信パケットの宛先となる）次のマルチキャストグループ
に加入する必要があります。
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•全ノードマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:1（スコープはリンクローカル）

•割り当てられたユニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとの送信要求ノード
マルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104

IPv6ルータは、全ルータマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:2（スコープはリンクローカ
ル）にも加入する必要があります。

送信要求ノードマルチキャストアドレスは、IPv6ユニキャストアドレスまたはエニーキャスト
アドレスに対応するマルチキャストグループです。IPv6ノードは、割り当てられているユニキャ
ストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとに、関連付けられた送信要求ノードマルチキャ

ストグループに加入する必要があります。IPv6送信要求ノードマルチキャストアドレスには、
対応する IPv6ユニキャストアドレスまたは IPv6エニーキャストアドレスの下位 24ビットに連
結されたプレフィックスFF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104があります（下図を参照）。たとえば、IPv6
アドレス 2037::01:800:200E:8C6Cに対応する送信要求ノードマルチキャストアドレスは
FF02::1:FF0E:8C6Cです。送信要求ノードアドレスは、ネイバー送信要求メッセージで使用され
ます。

図 12 : IPv6送信要求ノードマルチキャストアドレス形式

IPv6にはブロードキャストアドレスはありません。ブロードキャストアドレスの代わりに IPv6
マルチキャストアドレスが使用されます。

（注）

IPv4パケットヘッダー
基本 IPv4パケットヘッダーには、合計サイズが 20オクテット（160ビット）の 12のフィールド
があります。この 12個のフィールドのあとにはオプションフィールドが、さらにそのあとに、
通常はトランスポートレイヤパケットであるデータ部分が続く場合があります。可変長のオプ

ションフィールドは、IPv4パケットヘッダーの合計サイズに加算されます。IPv4パケットヘッ
ダーのグレーの部分のフィールドは、IPv6パケットヘッダーに含まれません。
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図 13 : IPv4パケットヘッダー形式

簡易 IPv6パケットヘッダー
base IPv6パケットヘッダーには、合計サイズが 40オクテット（320ビット）の 8のフィールドが
あります。フラグメンテーションはパケットの送信元により処理され、データリンク層のチェッ

クサムとトランスポート層が使用されます。ユーザデータグラムプロトコル（UDP）チェックサ
ムにより、内部パケットと基本 IPv6パケットヘッダーの整合性がチェックされ、オプション
フィールドが 64ビットに揃えられるため、IPv6パケットの処理が容易になります。

次の表に、基本 IPv6パケットヘッダーのフィールドをリストします。

表 11 : base IPv6パケットヘッダーフィールド

説明フィールド

IPv4パケットヘッダーのバージョンフィールドに該当し
ますが、IPv4で示される数字 4の代わりに、IPv6では数字
6が示されます。

バージョン

IPv4パケットヘッダーのタイプオブサービスフィールド
と同様です。トラフィッククラスフィールドは、差別化

されたサービスで使用されるトラフィッククラスのタグを

パケットに付けます。

トラフィッククラス

IPv6パケットヘッダーの新規フィールドです。フローラ
ベルフィールドは、ネットワーク層でパケットを差別化す

る特定のフローのタグをパケットに付けます。

フローラベル

IPv4パケットヘッダーの合計長フィールドと同様です。ペ
イロード長フィールドは、パケットのデータ部分の合計長

を示します。

ペイロード長
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説明フィールド

IPv4パケットヘッダーのプロトコルフィールドと同様で
す。次ヘッダーフィールドの値により、基本 IPv6ヘッダー
に続く情報のタイプが決まります。基本 IPv6ヘッダーに続
く情報のタイプは、下の図に示すように、TCPパケット、
UDPパケット、または拡張ヘッダーなどのトランスポート
層パケットです。

次ヘッダー

IPv4パケットヘッダーの存続可能時間フィールドと同様で
す。ホップリミットフィールドの値は、IPv6パケットが
無効と見なされる前に通過できるルータの最大数です。各

ルータを通過するたびに、この値が 1つずつ減少します。
IPv6ヘッダーにはチェックサムがないため、ルータは値を
減らすたびにチェックサムを再計算する必要がなく、処理

リソースが節約されます。

ホップリミット

IPv4パケットヘッダーの送信元アドレスフィールドと同
様ですが、IPv4の 32ビット送信元アドレスの代わりに、
IPv6では 128ビットの送信元アドレスが含まれます。

送信元アドレス

IPv4パケットヘッダーの宛先アドレスフィールドと同様
ですが、IPv4の 32ビット宛先アドレスの代わりに、IPv6
では 128ビットの宛先アドレスが含まれます。

宛先アドレス

図 14 : IPv6パケットヘッダー形式

IPv6拡張ヘッダー

任意に使用できる拡張ヘッダーおよびパケットのデータ部分は、基本 IPv6パケットヘッダーの 8
つのフィールドのあとに続きます。存在する場合は、各拡張ヘッダーが 64ビットに揃えられま
す。IPv6パケットの拡張ヘッダーの数は固定されていません。各拡張ヘッダーは、前のヘッダー
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の次ヘッダーフィールドによって識別されます。通常は、最後の拡張ヘッダーに、TCPや UDP
などのトランスポートレイヤプロトコルの次ヘッダーフィールドがあります。次の図は、IPv6拡
張ヘッダーの形式を示しています。

図 15 : IPv6拡張ヘッダー形式

下表に、拡張ヘッダータイプとその次ヘッダーフィールド値をリストします。

表 12 : IPv6拡張ヘッダータイプ

説明次ヘッダーの値ヘッダータイプ

パケットのパス上のすべてのホップで処理される

ヘッダー。存在する場合、ホップバイホップオプ

ションヘッダーは、常に基本 IPv6パケットヘッダー
の直後に続きます。

0ホップバイホップオプショ

ン

任意のホップバイホップオプションヘッダーのあ

とに続くことのあるヘッダー。このヘッダーは、最

終の宛先、およびルーティングヘッダーで指定され

た各通過アドレスで処理されます。

60宛先オプション

送信元ルーティングに使用されるヘッダー。43ルーティング

送信元が、送信元と宛先の間のパスの最大伝送単位

（MTU）より大きいパケットをフラグメント化する
ときに使用されるヘッダー。フラグメントヘッダー

は、フラグメント化された各パケットで使用されま

す。

44フラグメント

パケットのコネクションレス型整合性およびデータ

発信元認証を提供するために使用されるヘッダー。

51認証
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説明次ヘッダーの値ヘッダータイプ

このヘッダーに続くすべての情報は暗号化されま

す。

50Encapsulation Security
Payload

モバイル IPv6サービスのサポートで使用されるヘッ
ダー。

135モビリティ

Host Identity Protocolバージョン 2（HIPv2）に使用
されるヘッダー。IPマルチホーミングとモバイルコ
ンピューティングをセキュアな方法で実現できるよ

うにします。

139ホスト識別プロトコル

IPマルチホーミングに使用されるヘッダー。これに
より、ホストを複数のネットワークに接続できま

す。

140シム 6

データ転送のためにパケット内で使用されるヘッ

ダー。2つの主要なトランスポートプロトコルは
TCPと UDPです。

6（TCP）

17（UDP）

上位レイヤヘッダー

一部のスイッチモデルは、IPv6拡張ヘッダータイプのサブセットのみをサポートします。次のリ
ストに、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチ（N3K-C36180YC-RおよびN3K-C3636C-R）、
および N9K-X9636Q-R、N9K-X9636C-RX、および N9K-X96136YC-Rラインカードを搭載した
Cisco Nexus 9504および 9508モジュラシャーシでサポートされる拡張ヘッダータイプを示しま
す。。

サポート対象：宛先オプション（60）、ルーティング（43）、フラグメント（44）、モビリティ
（135）、ホストアイデンティティプロトコル（HIP）（139）、シム 6（140）。

サポート対象外：ホップバイホップオプション（0）、カプセル化セキュリティペイロード（50）、
認証ヘッダー（51）、および試験的ヘッダー（253および 254）。

Cisco NX-OSリリース 9.3(7)以降では、ここにリストされているデバイスで IPv6 ACLを設定する
場合、拡張ヘッダーを含む IPv6パケットの処理に関する新しいルールを含める必要があります。
必要な設定手順については、NX-OSリリース 9.3(x)以降の『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security
Configuration Guide』の「Configuring an ACL for IPv6 Extension Headers」を参照してください。

（注）

IPv6の DNS
IPv6では、DNSの名前からアドレスおよびアドレスから名前のルックアッププロセスでサポート
されるDNSレコードタイプがサポートされます。DNSレコードタイプは IPv6アドレスをサポー
トしています（表を参照）。
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IPv6では、IPv6アドレスから DNS名への逆マッピングもサポートされます。（注）

表 13 : IPv6 DNSレコードタイプ

フォーマット（Format）説明レコードタイ

プ

www.abc.test AAAA 3FFE:YYYY:C18:1::2ホスト名を IPv6アドレスにマッピング
します（IPv4のAレコードと同等）。

AAAA

2.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.1.0.0.0.8.1.c.0.y.y.y.y.e.f.f.3.ip6.int
PTR www.abc.test

IPv6アドレスをホスト名にマッピング
します（IPv4の PTRレコードと同
等）。

PTR

IPv6のパスMTUディスカバリ
IPv4の場合と同様に、ホストがダイナミックに、データパス上のすべてのリンクのMTUサイズ
の差を検出し、それに合わせて調整できるよう、IPv6でパスMTUディスカバリを使用できます。
ただし、IPv6では、特定のデータパス上の 1つのリンクのパスMTUがパケットのサイズに十分
に対応できる大きさでない場合に、フラグメンテーションはパケットの送信元によって処理され

ます。IPv6ホストでパケットフラグメンテーションを処理すると、IPv6ルータの処理リソースが
節約され、IPv6ネットワークの効率が向上します。ICMPのToo Bigメッセージの到着によってパ
スMTUが削減されると、Cisco NX-OSはその低い値を保持します。この接続では、スループット
を測定するためにセグメントサイズが増加することはありません。

IPv6では、最小リンクMTUは 1280オクテットです。IPv6リンクには、1500オクテットのMTU
値の使用を推奨します。

（注）

CDP IPv6アドレスのサポート
ネイバー情報機能用の Cisco Discovery Protocol（CDP）IPv6アドレスのサポートを使用して、2台
のシスコデバイス間で IPv6アドレス指定情報を転送できます。IPv6アドレス向けCisco Discovery
Protocolサポートは、ネットワーク管理製品およびトラブルシューティングツールに IPv6情報を
提供します。

LPMルーティングモード
デフォルトでは、Cisco NX-OSは、デバイス上で最長プレフィックス一致（LPM）を許可するよう
に階層的にルーティングします。ただし、より多くの LPMルートエントリをサポートするため
に、異なるルーティングモード用にデバイスを設定できます。
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次の表に、Cisco Nexus 9300シリーズおよび 9500シリーズスイッチでサポートされている LPM
ルーティングモードを示します。

表 14 : Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

デフォルトのシステムルーティングモー

ド

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチは、IPv4マルチキャストルートの system routing
template-lpm-heavyモードをサポートしていません。LPMの上限を 0にリセットしてください。

（注）

表 15 : Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドBroadcom T2モー
ド

LPMルーティングモード

3デフォルトのシステムルーティングモー

ド

system routing max-mode
l3

4ALPMルーティングモード

表 16 : Cisco Nexus 9300 EXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

表 17 : Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)
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CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 18 : Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 19 : Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード)

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモー
ド

表 20 : 9700-EXおよび 9700-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ用 LPMルーティング
モード

CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

3（ラインカード用）。

4（ファブリックモジュー
ル用）

デフォルトのシステムルー

ティングモード

system routing max-mode host2（ラインカード用）。

3（ファブリックモジュー
ル用）

最大-ホストルーティング
モード

system routing non-hierarchical-routing
[max-l3-mode]

3（ラインカード用）。

max-l3-modeオプション付
き4（ラインカード用）

非階層ルーティングモード

system routing mode hierarchical 64b-alpmモード4のサブモード
（ファブリックモジュー

ル用）

64ビット ALPMルーティ
ングモード
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CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

system routing template-lpm-heavy

このモードは、9732C-EXライ
ンカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチでのみサ
ポートされます。

（注）

LPMヘビールーティング
モード

system routing template-internet-peering

このモードは、次のCisco Nexus
9500プラットフォームスイッ
チでのみサポートされていま

す。

（注）

• 9700-EXラインカード搭載
の Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9500-FXプラッ
トフォームスイッチ

（Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I7(4)以降）

• Cisco 9500-Rプラット
フォームスイッチ（Cisco
NX-OSリリース 9.3(1)以
降）

LPMインターネットピアリ
ングモード)

LPMデュアルホストルー
ティングモード

表 21 : 9600-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-internet-peering

（Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降）

LPMインターネットピアリングモード)

ホストから LPMへのスピルオーバー

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降では、ホストルートを LPMテーブルに保存して、より大き
なホストスケールを実現できます。ALPMモードでは、スイッチはより少ないホストルートを許
可します。サポートされるスケールよりも多くのホストルートを追加すると、ホストテーブルか

らこぼれたルートは LPMテーブルの LPMルートのスペースを使用します。このモードで許可さ
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れるLPMルートの総数は、保存されているホストルートの数だけ減少します。この機能は、Cisco
Nexus 9300および 9300プラットフォームスイッチではサポートされていません。

デフォルトのシステムルーティングモードでは、Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチ
は、より高いホストスケールとより少ない LPMルート用に設定され、より多くのホストルート
を保存するために LPMスペースを使用できます。Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチで
は、デフォルトのシステムルーティングモードと非階層型ルーティングモードのみがラインカー

ドでこの機能をサポートします。ファブリックモジュールはこの機能をサポートしていません。

仮想化のサポート
IPv6は、仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスをサポートします。

IPv6の前提条件
IPv6には、次の前提条件があります。

• IPv6アドレッシングおよび IPv6ヘッダー情報などの IPv6の基本に関する詳しい知識が必要
です。

•デバイスをデュアルスタックデバイス（IPv4/IPv6）にする場合は、必ずメモリ/処理の注意事
項に従ってください。

IPv6の注意事項および制約事項
IPv6設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•インターネットピアリングモードに設定された Cisco Nexus 9300-EXおよび Cisco Nexus
9300-FX2プラットフォームスイッチには、完全な IPv4および IPv6インターネットルートを
同時にインストールするための十分なハードウェア容量がない場合があります。

•スイッチは、IPv6フレームを転送する前にレイヤ 3パケット情報を確認しないため、IPv6パ
ケットは、レイヤ 2 LANスイッチに対して透過的です。IPv6ホストは、レイヤ 2 LANスイッ
チに直接接続できます。

•インターフェイスの同じプレフィックス内に複数の IPv6グローバルアドレスを設定できま
す。ただし、1つのインターフェイス上での複数の IPv6リンクローカルアドレスはサポート
されません。

• IPv6スタティックルートのネクストホップリンクローカルアドレスは、どのローカルイン
ターフェイスでも設定できません。

•リンクローカル IPv6アドレスを使用する場合は、BGP更新ソースを定義する必要がありま
す。
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• RFC 3879によりサイトローカルアドレスの使用が廃止されたため、RFC 4193のユニーク
ローカルアドレス（UCA）の推奨に従って、プライベート IPv6アドレスを設定する必要が
あります。

• Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの場合、インターネットピアリングモード
は、グローバルインターネットルーティングテーブルで配信されるプレフィックスパター

ンでのみ使用されます。このモードでは、他のプレフィックス配布/パターンは動作できます
が、予測できません。その結果、プレフィックスパターンが実際のインターネットプレフィッ

クスパターンである場合にのみ、達成可能な最大 LPM/LEMスケールが信頼できます。イン
ターネットピアリングモードでは、グローバルインターネットルーティングテーブル内の

ルートプレフィックスパターン以外のルートプレフィックスパターンが使用されている場

合、スイッチは文書化されたスケーラビリティの数値を正常に達成できない可能性がありま

す。

• LPMの重いルーティングモードは、9700-EX、-FX、および-GXシリーズモジュールを搭載し
た Cisco Nexus 9500シリーズスイッチでサポートされます。

IPv6の設定

IPv6アドレッシングの設定
インターフェイスの IPv6アドレスを設定して、インターフェイスが IPv6トラフィックを転送で
きるようにします。インターフェイスでグローバル IPv6アドレスを設定すると、リンクローカル
アドレスが自動的に設定され、そのインターフェイスで IPv6が有効となります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet number

3. ipv6 address {address [eui64] [route-preference preference] [secondary] [tag tag-id] or ipv6 address
ipv6-address use-link-local-only

4. （任意） show ipv6 interface

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet number

例：

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイスに割り当てられている IPv6アドレ
スを指定し、そのインターフェイスで IPv6処理をイ
ネーブルにします。

ipv6 address {address [eui64] [route-preference
preference] [secondary] [tag tag-id] or ipv6 address
ipv6-address use-link-local-only

例：

Step 3

ipv6 addressコマンドを入力すると、IPv6アドレスの
下位 64ビットにインターフェイス IDを含むグローswitch(config-if)# ipv6 address

2001:0DB8::1/10
バル IPv6アドレスが設定されます。指定する必要が

または あるのはアドレスの 64ビットネットワークプレ
フィックスだけです。最後の 64ビットはインター
フェイス IDから自動的に計算されます。

switch(config-if)# ipv6 address
use-link-local-only

ipv6 address use-link-local-onlyを入力します。コマ
ンドを入力すると、インターフェイスのリンクロー

カルアドレスが設定されます。このアドレスは、IPv6
がインターフェイスでイネーブルになっているとき

に自動的に設定されるリンクローカルアドレスの代

わりに使用されます。

このコマンドは、IPv6アドレスを設定せずに、イン
ターフェイス上で IPv6処理をイネーブルにします。

IPv6用に設定されたインターフェイスを表示します。（任意） show ipv6 interface

例：

Step 4

switch(config-if)# show ipv6 interface

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、IPv6アドレスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# ipv6 address ?
A:B::C:D/LEN IPv6 prefix format: xxxx:xxxx/ml, xxxx:xxxx::/ml,
xxxx::xx/128
use-link-local-only Enable IPv6 on interface using only a single link-local
address
switch(config-if)# ipv6 address 2001:db8::/64 eui64

次に、IPv6インターフェイスを表示する例を示します。
switch(config-if)# show ipv6 interface ethernet 3/1
Ethernet3/1, Interface status: protocol-down/link-down/admin-down, iod: 36
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IPv6 address: 2001:db8:0000:0000:0218:baff:fed8:239d
IPv6 subnet: 2001:db8::/64
IPv6 link-local address: fe80::0218:baff:fed8:239d (default)
IPv6 multicast routing: disabled
IPv6 multicast groups locally joined:

ff02::0001:ffd8:239d ff02::0002 ff02::0001 ff02::0001:ffd8:239d
IPv6 multicast (S,G) entries joined: none
IPv6 MTU: 1500 (using link MTU)
IPv6 RP inbound packet-filtering policy: none
IPv6 RP outbound packet-filtering policy: none
IPv6 inbound packet-filtering policy: none
IPv6 outbound packet-filtering policy: none
IPv6 interface statistics last reset: never
IPv6 interface RP-traffic statistics: (forwarded/originated/consumed)

Unicast packets: 0/0/0
Unicast bytes: 0/0/0
Multicast packets: 0/0/0
Multicast bytes: 0/0/0

最大ホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラット
フォームスイッチのみ）

デフォルトでは、デバイスは階層方式で（モード4になるように設定されたファブリックモジュー
ルとモード 3になるように設定されたラインカードモジュールで）ルートをプログラミングし、
デバイス上での最長プレフィクス照合（LPM）とホストスケールが可能になります。

デフォルトの LPMおよびホストスケールを変更してシステム内のホストをさらにプログラミン
グできます。これは、ノードをレイヤ 2～レイヤ 3の境界ノードとして位置付けるときに必要に
なる場合があります。

LPMテーブルのエントリをさらに拡大したい場合は、「非階層ルーティングモードの設定（Cisco
Nexus 9500シリーズスイッチのみ）」の項を参照して、ラインカード上のレイヤ 3 IPv4および
IPv6ルートすべてをプログラミングしてファブリックモジュール上のルートはそのままにするよ
うデバイスを設定します。

（注）

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

最大ホストルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS検
証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode host
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3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインカードを Broadcom T2モード 2に、ファブ
リックモジュールを Broadcom T2モード 3にして、
サポートされるホスト数を増やします。

[no] system routing max-mode host

例：

switch(config)# system routing max-mode host

Step 2

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding route summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

非階層ルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500シリーズスイッ
チのみ）

ホストの規模が小さい場合（純粋なレイヤ 3配置の場合など）、コンバージェンスパフォーマン
スを向上させるために、ラインカードの最長プレフィクス照合（LPM）のルートをプログラミン
グすることを推奨します。そうすることによって、ラインカードのルートおよびホストがプログ

ラミングされ、ファブリックモジュールのルートはプログラミングされません。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing non-hierarchical-routing [max-l3-mode]
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3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ラインカードを Broadcom T2モード 3（または
max-l3-modeオプションを使用している場合は

[no] system routing non-hierarchical-routing
[max-l3-mode]

例：

Step 2

Broadcom T2モード4）にし、より大きなLPMスケー
ルをサポートします。その結果、IPv4および IPv6switch(config)# system routing

non-hierarchical-routing max-l3-mode ルートのすべてが、ファブリックモジュールではな

くラインカードでプログラミングされます。

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding route
summary
Mode 3:
120K IPv4 Host table
16k LPM table (> 65 < 127 1k entry
reserved)
Mode 4:
16k V4 host/4k V6 host
128k v4 LPM/20K V6 LPM

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

64ビット ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチのみ）

64ビットアルゴリズム最長プレフィックス一致（ALPM）機能を使用して、IPv4および IPv6ルー
トテーブルエントリを管理できます。64ビット ALPMルーティングモードでは、デバイスに保
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存できるルートエントリの数が増加します。このモードでは、次のいずれかをプログラムできま

す。

• 80,000 IPv6エントリ、IPv4エントリなし

• IPv6エントリなし、128,000の IPv4エントリ

• x個の IPv6エントリと IPv4エントリ（2x + yの場合）

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

64ビットALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS
検証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing mode hierarchical 64b-alpm

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マスク長が 64以下のすべての IPv4および IPv6 LPM
ルートをファブリックモジュールにプログラミング

[no] system routing mode hierarchical 64b-alpm

例：

Step 2

します。IPv4および IPv6のすべてのホストルート、switch(config)# system routing mode
hierarchical 64b-alpm およびマスク長が65～127であるすべてのLPMルー

トがラインカードでプログラミングされます。

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding route
summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9300プラットフォーム
スイッチのみ）

Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチは、多数の LPMルートエントリをサポートするよう
に設定できます。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

ALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS検証済
みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing max-mode l3

3. （任意） show forwarding route summary
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスを Broadcom T2モード 4にして、より大き
な LPMスケールをサポートします。

[no] system routing max-mode l3

例：

Step 2

switch(config)# system routing max-mode
l3
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目的コマンドまたはアクション

LPMモードを表示します。（任意） show forwarding route summary

例：

Step 3

switch(config)# show forwarding
route summary

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

LPMヘビールーティングモードの設定（CiscoNexus9200および9300-EX
プラットフォームスイッチおよび 9732C-EXラインカードのみ）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(4)以降では、極めて多くの LPMルートエントリをサポートするた
めに LPMのヘビールーティングモードを設定できます。このルーティングモードをサポートす
るのは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXシリーズのスイッチと、9732C-EXラインカードを搭載
した Cisco Nexus 9508スイッチだけです。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMヘビールーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-lpm-heavy

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスをLPMヘビールーティングモードにして、
より大きな LPMスケールをサポートします。

[no] system routing template-lpm-heavy

例：

Step 2

switch(config)# system routing template-lpm-heavy

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: LPM Heavy
Applied System Routing Mode: LPM Heavy

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

LPMインターネットピアリングルーティングモードの設定（Cisco
Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 9300-EXプラッ
トフォームスイッチ、および Cisco Nexus 9000シリーズスイッチと
9700-EXラインカードのみ）

Cisco NX-OSリリース7.0(3)I6(1)以降では、IPv4および IPv6 LPMインターネットルートエント
リをサポートするために LPMインターネットピアリングルーティングモードを設定できます。
このモードは、IPv4プレフィックス（/32までのプレフィックス長）および IPv6プレフィックス
（/83までのプレフィックス長）のダイナミックトライ（ツリービットルックアップ）をサポー
トします。Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチおよび 9700-EXラインカードを搭載し
た Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチのみこのルーティングモードをサポートしていま
す。

Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチはこのルーティ
ングモードをサポートします。
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この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMインターネットピアリングルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。LPMインターネットピアリン
グモードの Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチは、インターネットピアリングプレ
フィックスを使用する場合にのみ、予測どおりにスケールアウトします。Cisco Nexus 9500-Rプ
ラットフォームスイッチが他のプレフィックスパターンを使用している場合は、文書化されたス

ケーラビリティの数値を達成できない可能性があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-internet-peering

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスを LPMインターネットピアルーティング
モードにして、IPv4および IPv6 LPMインターネット
ルートエントリをサポートします。

[no] system routing template-internet-peering

例：

switch(config)# system routing
template-internet-peering

Step 2

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: Internet Peering
Applied System Routing Mode: Internet Peering

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# reload

LPMインターネットピアリングルーティングモードの追加設定

大規模ルーティング環境で LPMインターネットピアリングルーティングモードで Cisco Nexus
スイッチを導入する場合、またはネクストホップ数が増加するルートの場合は、VDCリソーステ
ンプレートで IPv4のメモリ制限を増やす必要があります。

手順の概要

1. configure terminal

2. （任意） show routing ipv4 memory estimate routes routes next-hops hops
3. vdc switch id id
4. limit-resource u4route-mem minimum min-limit maximum max-limit
5. exit
6. copy running-config startup-config
7. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

共有メモリの見積もりを表示して、ルートのメモリ

要件を判断します。

（任意） show routing ipv4 memory estimate routes
routes next-hops hops

例：

Step 2

switch(config)# show routing ipv4 memory estimate
routes 262144 next-hops 32
Shared memory estimates:
Current max 512 MB; 78438 routes with 64 nhs
in-use 2 MB; 2642 routes with 1 nhs (average)
Configured max 512 MB; 78438 routes with 64 nhs
Estimate memory with fixed overhead: 1007 MB;
262144 routes with 32 nhs
Estimate with variable overhead included:
- With MVPN enabled VRF: 1136 MB
- With OSPF route (PE-CE protocol): 1375 MB
- With EIGRP route (PE-CE protocol): 1651 M

VDCスイッチ IDを指定します。vdc switch id id

例：

Step 3

switch(config)# vdc switch id 1
switch(config-vdc)#
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目的コマンドまたはアクション

IPv4メモリの制限をメガバイト単位で指定します。limit-resource u4route-mem minimum min-limit
maximum max-limit

Step 4

例：

switch(config-vdc)# limit-resource u4route-mem
minimum 1024 maximum 1024

VDC設定モードを終了します。exit

例：

Step 5

switch(config-vdc)# exit
switch(config)#

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 7

switch(config)# reload

LPMデュアルホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9200お
よび 9300-EXプラットフォームスイッチ）

より多くのLPMルートエントリをサポートするために、LPMヘビールーティングモードを設定
できます。このルーティングモードをサポートするのは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラッ
トフォームスイッチと、9732C-EXラインカードを搭載したCisco Nexus 9508スイッチだけです。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMヘビールーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system routing template-lpm-heavy

3. （任意） show system routing mode
4. copy running-config startup-config
5. reload

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
87

IPv6の設定

LPMデュアルホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9200および 9300-EXプラットフォームスイッチ）

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-9000-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html


手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

デバイスをLPMヘビールーティングモードにして、
より大きな LPMスケールをサポートします。

[no] system routing template-lpm-heavy

例：

Step 2

switch(config)# system routing template-lpm-heavy

LPMルーティングモードを表示します。（任意） show system routing mode

例：

Step 3

switch(config)# show system routing mode

Configured System Routing Mode: LPM Heavy

Applied System Routing Mode: LPM Heavy

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 5

switch(config)# reload

IPv6設定の確認
IPv6設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

IPv6-relatedインターフェイスの情報を表示しま
す。

show ipv6 interface

隣接関係テーブルを表示します。show ipv6 adjacency

LPMルーティングモードを表示します。show system routing mode

IPv6の設定例
次の例は IPv6の設定方法を示しています。
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switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# ipv6 address 2001:db8::/64 eui64
switch(config-if)# ipv6 nd reachable-time 10
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第 6 章

DNSの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスのドメインネームサーバ（DNS）クライアントを設定する手
順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• DNSクライアントについて（91ページ）
•高可用性（92ページ）
•仮想化のサポート（92ページ）
• DNSクライアントの前提条件（93ページ）
• DNSクライアントに関する注意事項と制約事項（93ページ）
• DNSクライアントのデフォルト設定（93ページ）
• DNSクライアントの設定（93ページ）

DNSクライアントについて

DNSクライアントの概要
自分で名前の割り当てを管理していないネットワーク内のデバイスとの接続を、ネットワークデ

バイスが必要とする場合は、DNSを使用して、ネットワーク間でデバイスを特定する一意のデバ
イス名を割り当てることができます。DNSは、階層方式を使用して、ネットワークノードのホス
ト名を確立します。これにより、クライアントサーバ方式によるネットワークのセグメントのロー

カル制御が可能となります。DNSシステムは、デバイスのホスト名をその関連する IPアドレスに
変換することで、ネットワークデバイスを検出できます。

インターネット上のドメインは、組織のタイプや場所に基づく一般的なネットワークのグループ

を表す命名階層ツリーの一部です。ドメイン名は、ピリオド（.）を区切り文字として使用して構
成されています。たとえば、シスコは、インターネットでは comドメインで表される営利団体で
あるため、そのドメイン名はcisco.comです。このドメイン内の特定のホスト名、たとえばファイ
ル転送プロトコル（FTP）システムは ftp.cisco.comで識別されます。
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ネームサーバ

ネームサーバはドメイン名の動向を把握し、自身が完全な情報を持っているドメインツリーの部

分を認識しています。ネームサーバは、ドメインツリーの他の部分の情報を格納している場合も

あります。Cisco NX-OS内の IPアドレスにドメイン名をマッピングするには、ホスト名を示し、
ネームサーバを指定して、DNSサービスをイネーブルにする必要があります。

Cisco NX-OSでは、スタティックに IPアドレスをドメイン名にマッピングできます。また、1つ
以上のドメインネームサーバを使用してホスト名の IPアドレスを見つけるよう、Cisco NX-OS
を設定することもできます。

DNSの動作

ネームサーバは、次に示すように、特定のゾーン内でローカルに定義されるホストの DNSサー
バに対してクライアントが発行したクエリーを処理します。

•権限ネームサーバは、その権限ゾーン内のドメイン名を求める DNSユーザ照会に、自身の
ホストテーブル内にキャッシュされた永久的なエントリを使用して応答します。照会で求め

られているのが、自身の権限ゾーン内であるが、設定情報が登録されていないドメイン名の

場合、権限ネームサーバはその情報が存在しないと応答します。

•権限ネームサーバとして設定されていないネームサーバは、以前に受信した照会への返信か
らキャッシュした情報を使用して、DNSユーザ照会に応答します。ゾーンの権限ネームサー
バとして設定されたルータがない場合は、ローカルに定義されたホストを求めるDNSサーバ
への照会には、正規の応答は送信されません。

ネームサーバは、特定のドメインに設定された転送パラメータおよびルックアップパラメータに

従って、DNS照会に応答します（着信 DNS照会を転送するか、内部的に生成された DNS照会を
解決します）。

高可用性
Cisco NX-OSは、DNSクライアントのステートレス再起動をサポートしています。リブートまた
はスーパーバイザスイッチオーバーの後に、Cisco NX-OSは実行コンフィギュレーションを適用
します。

仮想化のサポート
Cisco NX-OSは、同じシステム上で動作する、DNSクライアントの複数インスタンスをサポート
しています。DNSクライアントを設定できます。任意で、各仮想ルーティングおよび転送（VRF）
インスタンスで、異なる DNSクライアント設定を使用できます。
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DNSクライアントの前提条件
DNSクライアントには次の前提条件があります。

•ネットワーク上に DNSネームサーバが必要です。

DNSクライアントに関する注意事項と制約事項
DNSクライアントの設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• DNSクライアントは特定の VRFに設定します。VRFを指定しない場合、Cisco NX-OSはデ
フォルトの VRFを使用します。

• Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降、DNSは IPv6アドレスをサポートします。

DNSクライアントのデフォルト設定
下記の表は、DNSクライアントパラメータのデフォルト設定の一覧です。

デフォルトの DNSクライアントパラメータ

デフォルトパラメータ

有効（Enabled）DNSクライアント

DNSクライアントの設定

DNSクライアントの設定
ネットワーク上の DNSサーバを使用するよう、DNSクライアントを設定できます。

始める前に

ネットワーク上にドメインネームサーバがあることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip host name address1 [address2... address6]
3. （任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]
4. （任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]
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5. （任意） ip name-server address1 [address2... address6] [use-vrf vrf-name]
6. （任意） ip domain-lookup

7. （任意） show hosts

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ホスト名キャッシュに、6つまでのスタティックホ
スト名/アドレスマッピングを定義します。使用可能

ip host name address1 [address2... address6]

例：

Step 2

なアドレスは、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスで
す。

switch(config)# ip host cisco-rtp
192.0.2.1

Cisco NX-OSで使用するデフォルトのドメイン名を
定義し、不完全なホスト名のドメインを補完します。

（任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

例：

Step 3

このドメイン名を設定したVRFでこのドメインネー
switch(config)# ip domain-name
myserver.com ムを解決できない場合は、任意で、Cisco NX-OSが

このドメインネームを解決するために使用するVRF
を定義することもできます。

Cisco NX-OSは、ドメイン名ルックアップを開始す
る前に、完全なドメイン名を含まないあらゆるホス

ト名にデフォルトドメイン名を付加します。

Cisco NX-OSが非修飾ホスト名を完成させるために
使用できる追加のドメイン名を定義します。このド

（任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

例：

Step 4

メイン名を設定したVRFでこのドメインネームを解
switch(config)# ip domain-list
mycompany.com 決できない場合は、任意で、Cisco NX-OSがこのド

メインネームを解決するために使用するVRFを定義
することもできます。

Cisco NX-OSはドメインリスト内の各エントリを使
用して、ドメイン名ルックアップを開始する前に、

完全なドメイン名を含まないあらゆるホスト名にこ

のドメイン名をアペンドします。Cisco NX-OSは一
致が見つかるまで、ドメインリストの各エントリに

ついて、このプロセスを続行します。

最大 6台のネームサーバを定義します。使用可能な
アドレスは、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスで
す。

（任意） ip name-server address1 [address2... address6]
[use-vrf vrf-name]

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

このネームサーバを設定したVRFでこのネームサー
バに到達できない場合は、任意で、Cisco NX-OSが

switch(config)# ip name-server
192.0.2.22

このネームサーバに到達するために使用するVRFを
定義することもできます。

複数の DNSサーバは、応答しないサーバ
の場合に使用します。

リスト内の最初のDNSサーバが拒否でDNS
クエリに応答した場合、残りの DNSサー
バは照会されません。最初のサーバが応答

しない場合、リスト内の次の DNSサーバ
が照会されます。

（注）

DNSベースのアドレス変換をイネーブルにします。
この機能は、デフォルトでイネーブルにされていま

す。

（任意） ip domain-lookup

例：

switch(config)# ip domain-lookup

Step 6

DNSに関する情報を表示します。（任意） show hosts

例：

Step 7

switch(config)# show hosts

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、デフォルトドメイン名を設定し、DNSルックアップをイネーブルにする例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# ip domain-name cisco.com
switch(config)# ip name-server 192.0.2.1 use-vrf management
switch(config)# ip domain-lookup
switch(config)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

VRF内に DNSクライアントを設定できます。VRFコンフィギュレーションモードを使用しない
場合は、ご使用の DNSクライアント設定がデフォルト VRFに適用されます。

または、DNSクライアントを設定したVRF以外の、指定したVRFをバックアップVRFとして使
用するよう、DNSクライアントを設定することもできます。たとえば、DNSクライアントを赤の
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VRFで設定していても、赤の VRFで DNSサーバに到達できない場合は、青の VRFを使用して
DNSサーバと通信できます。

始める前に

ネットワーク上にドメインネームサーバがあることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. （任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]
4. （任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]
5. （任意） ip name-server address1 [address2... address6] [use-vrf vrf-name]
6. （任意） show hosts

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFを作成し、VRF設定モードを開始します。vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)#

CiscoNX-OSで使用するデフォルトのドメイン名サー
バを定義し、不完全なホスト名のドメインを補完し

（任意） ip domain-name name [use-vrf vrf-name]

例：

Step 3

ます。このドメイン名を設定したVRFでこのドメイ
switch(config-vrf)# ip domain-name
myserver.com ンネームサーバを解決できない場合は、任意で、

Cisco NX-OSがこのドメインネームサーバを解決す
るために使用するVRFを定義することもできます。

Cisco NX-OSは、ドメイン名ルックアップを開始す
る前に、完全なドメイン名を含まないあらゆるホス

ト名にデフォルトドメイン名を付加します。

Cisco NX-OSが非修飾ホスト名を完成させるために
使用できる追加のドメイン名サーバを定義します。

（任意） ip domain-list name [use-vrf vrf-name]

例：

Step 4

このドメイン名を設定したVRFでこのドメインネー
switch(config-vrf)# ip domain-list
mycompany.com ムサーバを解決できない場合は、任意で、Cisco

NX-OSがこのドメインネームサーバを解決するた
めに使用する VRFを定義することもできます。
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目的コマンドまたはアクション

Cisco NX-OSはドメインリスト内の各エントリを使
用して、ドメイン名ルックアップを開始する前に、

完全なドメイン名を含まないあらゆるホスト名にこ

のドメイン名をアペンドします。Cisco NX-OSは一
致が見つかるまで、ドメインリストの各エントリに

ついて、このプロセスを続行します。

最大 6台のネームサーバを定義します。使用可能な
アドレスは、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスで
す。

（任意） ip name-server address1 [address2... address6]
[use-vrf vrf-name]

例：

Step 5

このネームサーバを設定したVRFでこのネームサー
バに到達できない場合は、任意で、Cisco NX-OSが

switch(config-vrf)# ip name-server
192.0.2.22

このネームサーバに到達するために使用するVRFを
定義することもできます。

複数の DNSサーバは、応答しないサーバ
の場合に使用します。

リスト内の最初のDNSサーバが拒否でDNS
クエリに応答した場合、残りの DNSサー
バは照会されません。最初のサーバが応答

しない場合、リスト内の次の DNSサーバ
が照会されます。

（注）

DNSに関する情報を表示します。（任意） show hosts

例：

Step 6

switch(config-vrf)# show hosts

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、デフォルトドメインを設定し、VRF内のDNSルックアップを有効にする例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Red
switch(config-vrf)# ip domain-name cisco.com
switch(config-vrf)# ip name-server 192.0.2.1 use-vrf management
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config
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DNSクライアントの設定の確認
DNSクライアントの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

DNSに関する情報を表示します。show hosts

DNSクライアントの設定例
次の例は、複数の代替ドメイン名があるドメインリストの設定方法を示しています。

ip domain-list csi.com
ip domain-list telecomprog.edu
ip domain-list merit.edu

次に、ホスト名とアドレス間のマッピングプロセスを設定し、IPDNSベースの変換を指定する例
を示します。例では、ネームサーバとデフォルトのドメイン名のアドレスを設定します。

ip domain-lookup
ip name-server 192.168.1.111 192.168.1.2
ip domain-name cisco.com
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第 7 章

OSPFv2の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで IPv4ネットワーク用の Open Shortest Path First version 2
（OSPFv2）を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• OSPFv2について（99ページ）
• OSPFv2およびユニキャストRIB（106ページ）
•認証（107ページ）
•高度な機能（108ページ）
• OSPFv2の前提条件（113ページ）
• OSPFv2の注意事項および制約事項（113ページ）
• OSPFv2のデフォルト設定（115ページ）
•基本的な OSPFv2の設定（115ページ）
•高度なOSPFv2の設定（127ページ）
• OSPFv2設定の確認（154ページ）
• OSPFv2のモニタリング（156ページ）
• OSPFv2の設定例（156ページ）
•その他の参考資料（157ページ）

OSPFv2について
OSPFv2は、IPv4ネットワーク用 IETFリンクステートプロトコルです（「リンクステートプロ
トコル」の項を参照）。OSPFv2ルータは、helloパケットと呼ばれる特別なメッセージを各OSPF
対応インターフェイスに送信して、ほかの OSPFv2隣接ルータを探索します。ネイバールータが
発見されると、この 2台のルータは helloパケットの情報を比較して、両者の設定に互換性のある
かどうかを判定します。これらの隣接ルータは隣接を確立しようとします。つまり、両者のリン

クステートデータベースを同期させて、確実に同じ OSPFv2ルーティング情報を持つようにしま
す。隣接ルータは、各リンクの稼働状態に関する情報、リンクのコスト、およびその他のあらゆ

るネイバー情報を含むリンクステートアドバタイズメント（LSA）を共有します。これらのルー
タはその後、受信した LSAをすべての OSPF対応インターフェイスにフラッディングします。こ
れにより、すべての OSPFv2ルータのリンクステートデータベースが最終的に同じになります。
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すべての OSPFv2ルータのリンクステートデータベースが同じになると、ネットワークは収束し
ます（「コンバージェンス」を参照）。その後、各ルータは、ダイクストラの最短パス優先（SPF）
アルゴリズムを使用して、自身のルートテーブルを構築します。

OSPFv2ネットワークは、複数のエリアに分割できます。ルータは、ほとんどの LSAを 1つのエ
リア内だけに送信するため、OSPF対応ルータの CPUとメモリの要件が緩やかになります。

OSPFv2は IPv4をサポートし、OSPFv3は IPv6をサポートしています。詳細については、OSPFv3
の設定（159ページ）を参照してください。

Cisco NX-OS上のOSPFv2は、RFC 2328をサポートしています。このRFCでは、ルートサマリー
コストの計算に、RFC1583で使用する計算と互換性がない別の方法が導入されました。また RFC
2328では、AS-externalパスに対して異なる選択基準が導入されました。すべてのルータが同じ
RFCをサポートしていることを確認することが重要です。RFC。RFC1583にのみ準拠しているルー
タがネットワークに含まれる場合は、 rfc1583compatibilityコマンドを使用します。デフォルトで
サポートされている OSPFv2用の RFC標準は、Cisco NX-OSと Cisco IOSとで異なる場合があり
ます。値が同じになるように設定するには、調整が必要です。詳細については、「OSPF RFC互
換モードの例」の項を参照してください。

（注）

Helloパケット
OSPFv2ルータは、すべてのOSPF対応インターフェイスにhelloパケットを定期的に送信します。
ルータがこの helloパケットを送信する頻度は、インターフェイスごとに設定された hello間隔に
より決定されます。OSPFv2は、helloパケットを使用して、次のタスクを実行します。

•ネイバー探索

•キープアライブ

•双方向通信

•指定ルータの選定（「指定ルータ」セクションを参照してください）

helloパケットには、リンクのOSPFv2コスト割り当て、hello間隔、送信元ルータのオプション機
能など、送信元の OSPFv2インターフェイスとルータに関する情報が含まれます。これらの hello
パケットを受信する OSPFv2インターフェイスは、設定に受信インターフェイスの設定との互換
性があるかどうかを判定します。互換性のあるインターフェイスはネイバーと見なされ、ネイバー

テーブルに追加されます（「ネイバー情報」の項を参照してください）。

helloパケットには、送信元インターフェイスが通信したルータのルータ IDのリストも含まれま
す。受信インターフェイスが、このリストで自身の IDを見つけた場合は、2つのインターフェイ
ス間で双方向通信が確立されます。

OSPFv2は、helloパケットをキープアライブメッセージとして使用して、ネイバーが通信を継続
中であるかどうかを判定します。ルータが設定されたデッド間隔（通常は hello間隔の倍数）で
helloパケットを受信しない場合、そのネイバーはローカルネイバーテーブルから削除されます。
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ネイバー情報

ネイバーであると見なされるようにするには、リモートインターフェイスと互換性があるよう

に、OSPFv2インターフェイスを設定しておく必要があります。この 2つのOSPFv2インターフェ
イスで、次の基準が一致している必要があります。

• hello間隔

•デッド間隔

•エリア ID（「エリア」の項を参照）

•認証

•オプション機能

一致する場合は、次の情報がネイバーテーブルに入力されます。

•ネイバー ID：ネイバーのルータ ID。

•プライオリティ：ネイバーのプライオリティ。プライオリティは、指定ルータの選定（「指
定ルータ」を参照）に使用されます。

•状態：ネイバーから通信があったか、双方向通信の確立処理中であるか、リンクステート情
報を共有しているか、または完全な隣接関係が確立されたかを示します。

•デッドタイム：このネイバーから最後の helloパケットを受信した後に経過した時間を示し
ます。

• IPアドレス：ネイバーの IPアドレス。

•指定ルータ：ネイバーが指定ルータ、またはバックアップ指定ルータとして宣言されたかど
うかを示します（指定ルータを参照）。

•ローカルインターフェイス：このネイバーのhelloパケットを受信したローカルインターフェ
イス。

隣接関係

すべてのネイバーが隣接関係を確立するわけではありません。ネットワークタイプと確立された

指定ルータに応じて、完全な隣接関係を確立して、すべてのネイバーとLSAを共有するものと、
そうでないものがあります。詳細については、「指定ルータ」セクションを参照してください。

隣接関係は、OSPFのデータベース説明（DD）パケット、リンク状態要求（LSR）パケット、お
よびリンク状態更新（LSU）パケットを使用して確立されます。データベース説明パケットには、
ネイバーのリンクステートデータベースからの LSAヘッダーが含まれます（「リンクステート
データベース」の項を参照）。ローカルルータは、これらのヘッダーを自身のリンクステート

データベースと比較して、新規のLSAか、更新されたLSAかを判定します。ローカルルータは、
新規または更新の情報を必要とする各 LSAについて、リンク状態要求（LSR）パケットを送信し

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
101

OSPFv2の設定

ネイバー情報



ます。ネイバーは LSUパケットで応答します。このパケット交換は、両方のルータのリンクス
テート情報が同じになるまで継続します。

指定ルータ

複数のルータを含むネットワークは、OSPF特有の状況です。すべてのルータがネットワークで
LSAをフラッディングした場合は、同じリンクステート情報が複数の送信元から送信されます。
ネットワークのタイプによっては、OSPFv2は指定ルータ（DR）という 1台のルータを使用して
LSAのフラッディングを制御し、OSPFv2の残りの部分に対してネットワークを代表する役割を
させる場合があります（「エリア」の項を参照）。DRがダウンした場合、OSPFv2はバックアッ
プ指定ルータ（BDR）を選択します。DRがダウンすると、OSPFv2はこの BDRを使用します。

ネットワークタイプは次のとおりです。

•ポイントツーポイント： 2台のルータ間にのみ存在するネットワーク。ポイントツーポイン
トネットワーク上の全ネイバーは隣接関係を確立し、DRは存在しません。

•ブロードキャスト：ブロードキャストトラフィックが可能なイーサネットなどの共有メディ
ア上で通信できる複数のルータを持つネットワーク。OSPFv2ルータは DRおよび BDRを確
立し、これらにより、ネットワーク上の LSAフラッディングを制御します。OSPFv2は、よ
く知られている IPv4マルチキャストアドレス 224.0.0.5およびMACアドレス 0100.5300.0005
を使用して、ネイバーと通信します。

DRとBDRは、helloパケット内の情報に基づいて選択されます。インターフェイスはhelloパケッ
トの送信時に、どれが DRおよび BDRかわかっている場合は、優先フィールドと、DRおよび
BDRフィールドを設定します。ルータは、helloパケットの DRおよび BDRフィールドで宣言さ
れたルータと優先フィールドに基づいて、選定手順を実行します。最終的に OSPFv2は、最も大
きいルータ IDを DRおよび BDRとして選択します。

他のルータはすべてDRおよびBDRと隣接関係を確立し、IPv4マルチキャストアドレス 224.0.0.6
を使用して、LSA更新情報をDRと BDRに送信します。次の図は、すべてのルータとDRとの隣
接関係を示しています。

DRは、ルータインターフェイスに基づいています。1つのネットワークのDRであるルータは、
別のインターフェイス上の他のネットワークの DRとなることはできません。
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図 16 :マルチアクセスネットワークの DR

エリア

OSPFv2ネットワークを複数のエリアに分割すると、ルータに要求される OSPFv2の CPUとメモ
リに関する要件を制限できます。エリアとは、ルータの論理的な区分で、OSPFv2ドメイン内にリ
ンクして別のサブドメインを作成します。LSAフラッディングはエリア内でのみ発生し、リンク
ステートデータベースはエリア内のリンクにのみ制限されます。定義されたエリア内のインター

フェイスには、エリア IDを割り当てることができます。エリア IDは、10.2.3.1などの、数字また
はドット付き 10進表記で入力できる 32ビット値です。

Cisco NX-OSは常にドット付き 10進表記でエリアを表示します。

OSPFv2ネットワーク内に複数のエリアを定義する場合は、0という予約されたエリア IDを持つ
バックボーンエリアも定義する必要があります。エリアが複数ある場合は、1台以上のルータが
エリア境界ルータ（ABR）となります。図では、ABRがバックボーンエリアと他の1つ以上の定
義済みエリアの両方に接続する方法を示します。

図 17 : OSPFv2エリア

ABRには、接続するエリアごとに個別のリンクステートデータベースがあります。ABRは、接
続したエリアの 1つからバックボーンエリアにネットワーク集約（タイプ 3）LSA（「ルート集

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
103

OSPFv2の設定

エリア



約」セクションを参照）を送信します。バックボーンエリアは、1つのエリアに関する集約情報
を別のエリアに送信します。OSPFv2エリア図に、エリア 0が、エリア 5に関する集約情報をエリ
ア 3に送信しています。

OSPFv2では、自律システム境界ルータ（ASBR）という、もう 1つのルータタイプも定義されて
います。このルータは、OSPFv2エリアを別の自律システムに接続します。自律システムとは、単
一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークです。OSPFv2は、そのルーティング
情報を別の自律システムに再配布したり、再配布されたルートを別の自律システムから受信した

りできます。詳細については、「高度な機能」のセクションを参照してください。

リンクステートアドバタイズメント

OSPFv2はリンクステートアドバタイズメント（LSA）を使用して、固有のルーティングテーブ
ルを構築します。

リンクステートアドバタイズメントタイプ

OSPFv2はリンクステートアドバタイズメント（LSA）を使用して、固有のルーティングテーブ
ルを構築します。

次の表に、Cisco NX-OSでサポートされる LSAタイプを示します。

表 22 :表 5-1 LSAタイプ

説明名前タイ

プ

すべてのルータが送信する LSA。この LSAには、すべてのリンクの
状態とコスト、およびリンク上のすべてのOSPFv2ネイバーの一覧が
含まれます。ルータ LSAは SPF再計算をトリガーします。ルータ
LSAはローカル OSPFv2エリアにフラッディングされます。

ルータ LSA1

DRが送信する LSA。この LSAには、マルチアクセスネットワーク
内のすべてのルータの一覧が含まれます。ネットワーク LSAは SPF
再計算をトリガーします。「指定ルータ」のセクションを参照してく

ださい。

ネットワーク LSA2

エリア境界ルータが、ローカルエリア内の宛先ごとに外部エリアに

送信する LSA。この LSAには、エリア境界ルータからローカルの宛
先へのリンクコストが含まれます。「エリア」のセクションを参照

してください。

ネットワーク集約
LSA

3

エリア境界ルータが外部エリアに送信する LSA。この LSAは、リン
クコストを ASBRのみにアドバタイズします。「エリア」の項を参
照してください。

ASBR集約 LSA4
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説明名前タイ

プ

ASBRが生成する LSA。この LSAには、外部自律システム宛先への
リンクコストが含まれます。AS外部 LSAは、自律システム全体に
わたってフラッディングされます。「エリア」の項を参照してくださ

い。

AS外部 LSA5

ASBRが Not-So-Stubby Area（NSSA）内で生成する LSA。この LSA
には、外部自律システム宛先へのリンクコストが含まれます。NSSA
外部LSAは、ローカルNSSA内のみでフラッディングされます。「エ
リア」のセクションを参照してください。

NSSA外部 LSA7

OSPFの拡張に使用されるLSA。「不透明LSA」のセクションを参照
してください。

不透明 LSA9–11

リンクコスト

各 OSPFv2インターフェイスは、リンクコストを割り当てられています。このコストは任意の数
字です。デフォルトでは、Cisco NX-OSが、設定された参照帯域幅をインターフェイス帯域幅で
割った値をコストとして割り当てます。デフォルトでは、参照帯域幅は 40 Gbpsです。リンクコ
ストは各リンクに対して、LSA更新情報で伝えられます。

フラッディングと LSAグループペーシング

OSPFv2ルータは LSAを受信すると、その LSAをすべての OSPF対応インターフェイスに転送
し、この情報を使用して OSPFv2エリアをフラッディングします。この LSAフラッディングによ
り、ネットワーク内のすべてのルータが同じルーティング情報を持つことが保証されます。LSA
フラッディングは、OSPFv2エリアの設定により異なります（「エリア」を参照）。LSAは、リ
ンクステートリフレッシュ時間に基づいて（デフォルトでは 30分ごとに）フラッディングされ
ます。各 LSAには、リンクステートリフレッシュ時間が設定されています。

ネットワークの LSA更新情報のフラッディングレートは、LSAグループペーシング機能を使用
して制御できます。LSAグループペーシングにより、CPUまたはバッファの高い使用率を低下さ
せることができます。この機能により、同様のリンクステートリフレッシュ時間を持つLSAがグ
ループ化されるため、OSPFv2で、複数の LSAを 1つの OSPFv2更新メッセージにまとめること
が可能となります。

デフォルトでは、相互のリンクステートリフレッシュ時間が 10秒以内の LSAが、同じグループ
に入れられます。この値は、大規模なリンクステートデータベースでは低く、小規模のデータ

ベースでは高くして、ネットワーク上の OSPFv2負荷を最適化する必要があります。

リンクステートデータベース

各ルータは、OSPFv2ネットワーク用のリンクステートデータベースを保持しています。このデー
タベースには、収集されたすべてのLSAが含まれ、ネットワークを通過するすべてのルートに関
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する情報が格納されます。OSPFv2は、この情報を使用して、各宛先への最適パスを計算し、この
最適パスをルーティングテーブルに入力します。

MaxAgeと呼ばれる設定済みの時間間隔で受信された LSA更新情報がまったくない場合は、リン
クステートデータベースから LSAが削除されます。ルータは、LSAを 30分ごとに繰り返してフ
ラッディングし、正確なリンクステート情報が期限切れで削除されるのを防ぎます。Cisco NX-OS
は、LSAグルーピング機能をサポートし、同時にすべてのLSAが更新されないようにします。詳
細については、「フラッディングと LSAグループペーシング」のセクションを参照してくださ
い。

不透明 LSA

不透明LSAにより、OSPF機能の拡張が可能となります。不透明LSAは、標準LSAヘッダーと、
それに続くアプリケーション固有の情報で構成されます。この情報は、OSPFv2または他のアプリ
ケーションにより使用される場合があります。OSPFv2は、OSPFv2グレースフルリスタート機能
をサポートするために Opaque LSAを使用します（「高可用性およびグレースフルリスタート」
セクションを参照）。次のような 3種類の不透明 LSAタイプが定義されています。

• LSAタイプ 9：ローカルネットワークにフラッディングされます。

• LSAタイプ 10：ローカルエリアにフラッディングされます。

• LSAタイプ 11：ローカル自律システムにフラッディングされます。

OSPFv2およびユニキャストRIB
OSPFv2は、リンクステートデータベースでダイクストラの SPFアルゴリズムを実行します。こ
のアルゴリズムにより、パス上の各リンクのリンクコストの合計に基づいて、各宛先への最適な

パスが選択されます。そして、選択された各宛先への最短パスが OSPFv2ルートテーブルに入力
されます。OSPFv2ネットワークが収束すると、このルートテーブルはユニキャスト RIBにデー
タを提供します。OSPFv2はユニキャスト RIBと通信し、次の動作を行います。

•ルートの追加または削除

•他のプロトコルからのルートの再配布への対応

•変更されていないOSPFv2ルートの削除およびスタブルータアドバタイズメントを行うため
のコンバージェンス更新情報の提供（「OSPFv2スタブルータアドバタイズメント」セクショ
ンを参照）

さらにOSPFv2は、変更済みダイクストラアルゴリズムを実行して、集約および外部（タイプ3、
4、5、7）LSAの変更の高速再計算を行います。
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認証
OSPFv2メッセージに認証を設定することで、ネットワークでの不正なルーティング更新や無効な
ルーティング更新を防止できます。Cisco NX-OSは次の 2つの認証方法をサポートします。

•簡易パスワード認証

• MD5認証ダイジェスト

OSPFv2認証は、OSPFv2エリアに対して、またはインターフェイスごとに設定できます。

簡易パスワード認証

簡易パスワード認証では、OSPFv2メッセージの一部として送信された単純なクリアテキストの
パスワードを使用します。受信 OSPFv2ルータが OSPFv2メッセージを有効なルート更新情報と
して受け入れるには、同じクリアテキストパスワードで設定されている必要があります。パス

ワードがクリアテキストであるため、ネットワーク上のトラフィックをモニタできるあらゆる

ユーザがパスワードを入手できます。

暗号化認証

暗号化認証では、暗号化されたパスワードをOSPFv2認証に使用します。トランスミッタは、送信
するパケットとキー文字列を使用してコードを計算し、そのコードとキー IDをパケットに挿入し
て、パケットを送信します。受信側は、受信したパケットとローカルに設定されたキーストリン

グ（パケット内のキー IDに対応）を使用してコードをローカルに計算することにより、パケット
内のコードを検証します。

メッセージダイジェスト 5（MD5）とハッシュベースのメッセージ認証コードセキュアハッシュ
アルゴリズム（HMAC-SHA）暗号化認証の両方がサポートされています。

MD5認証

OSPFv2メッセージを認証するには、MD5認証を使用する必要があります。そのためには、ロー
カルルータとすべてのリモートOSPFv2ネイバーが共有するパスワードを設定します。CiscoNX-OS
は各 OSPFv2メッセージに対して、メッセージと暗号化されたパスワードに基づくMD5一方向
メッセージダイジェストを作成します。インターフェイスはこのダイジェストをOSPFv2メッセー
ジとともに送信します。受信する OSPFv2ネイバーは、同じ暗号化パスワードを使用して、この
ダイジェストを確認します。メッセージが変更されていない場合はダイジェストの計算が同一で

あるため、OSPFv2メッセージは有効と見なされます。

MD5認証には、ネットワークでのメッセージの再送を防ぐための、各 OSPFv2メッセージのシー
ケンス番号が含まれます。
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HMAC-SHA認証

Cisco NX-OSリリース 7.0（3）I3（1）以降、OSPFv2は RFC 5709をサポートしており、MD5よ
りも高いセキュリティを提供する HMAC-SHAアルゴリズムを使用できます。HMAC-SHA-1、
HMAC-SHA-256、HMAC-SHA-384。および HMAC-SHA-512アルゴリズムは、OSPFv2認証でサ
ポートされます。

高度な機能
Cisco NX-OSは、ネットワークでの OSPFv2の可用性やスケーラビリティを向上させる、高度な
OSPFv3機能をサポートしています。

スタブエリア

エリアをスタブエリアにすると、エリアでフラッディングされる外部ルーティング情報の量を制

限できます。スタブエリアとは、AS外部（タイプ5）LSA（リンクステートアドバタイズメント
（104ページ）の項を参照）が許可されないエリアです。これらの LSAは通常、外部ルーティン
グ情報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラッディングされます。スタブエリアに

は、次の要件があります。

•スタブエリア内のすべてのルータはスタブルータです。「スタブルーティング」の項を参
照してください。

•スタブエリアには ASBRルータは存在しません。

•スタブエリアには仮想リンクを設定できません。

次の図には、外部 ASに到達するためにエリア 0.0.0.10内のすべてのルータが ABRを通過する必
要のある OSPFv2 ASの例を示します。エリア 0.0.0.10は、スタブエリアとして設定できます。

図 18 :スタブエリア

スタブエリアは、外部自律システムへのバックボーンエリアを通過する必要のあるすべてのトラ

フィックにデフォルトルートを使用します。IPv4の場合のデフォルトルートは 0.0.0.0です。
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Not So Stubby Area
Not-So-Stubby Area（NSSA）は、スタブエリアに似ていますが、NSSAでは、再配布を使用して
NSSA内で自律システム外部ルートをインポートできる点が異なります。NSSA ASBRはこれらの
ルートを再配布し、NSSA外部（タイプ7）LSAを生成してNSSA全体でフラッディングします。
または、NSSAを他のエリアに接続する ABRを設定することにより、この NSSA外部 LSAを AS
外部（タイプ 5）LSAに変換することもできます。こうすると、ABRは、これらの AS外部 LSA
を OSPFv2自律システム全体にフラッディングします。変換中は集約とフィルタリングがサポー
トされます。NSSA外部LSAに関する情報については、リンクステートアドバタイズメント（104
ページ）セクションを参照してください。

たとえば、OSPFv2を使用する中央サイトを、異なるルーティングプロトコルを使用するリモー
トサイトに接続するときにNSSAを使用すると、管理作業を簡素化できます。リモートサイトへ
のルートはスタブエリア内に再配布できないため、NSSAを使用する前に、企業サイトの境界ルー
タとリモートルータの間の接続を OSPFv2スタブエリアとして実行できません。NSSAを使用す
ると、企業のルータとリモートルータ間のエリアを NSSAとして定義する（「NSSAの設定」を
参照）ことで、OSPFv2を拡張してリモート接続性をサポートできます。

バックボーンエリア 0を NSSAにできません。

Cisco NX-OSリリース 9.2(4)以降、OSPFは RFC 3101セクション 2.5(3)に準拠するようになりま
した。Not-so-Stubby Areaに接続されたエリア境界ルータが Pビットクリアのデフォルトルート
LSAを受信した場合は、無視されます。OSPFは、これらの条件下で以前にデフォルトルートを
追加していました。

すでに RFC非準拠の動作を使用するようにネットワークを設計しており、デフォルトルートが
NSSA ABRに追加されると想定している場合は、Cisco NX-OSリリース9.2(4)以降にアップグレー
ドするときに動作が変更されます。

（注）

仮想リンク

仮想リンクを使用すると、物理的に直接接続できない場合に、OSPFv2エリア ABRをバックボー
ンエリア ABRに接続できます。図には、エリア 3をエリア 5経由でバックボーンエリアに接続
する仮想リンクを示します。
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図 19 :仮想リンク

また、仮想リンクを使用して、分割エリアから一時的に回復できます。分割エリアは、エリア内

のリンクがダウンしたために隔離された一部のエリアで、ここからはバックボーンエリアへの代

表 ABRに到達できません。

ルートの再配布

OSPFv2は、ルート再配布を使用して、他のルーティングプロトコルからルートを学習できます。
ルートの再配布（16ページ）の項を参照してください。リンクコストをこれらの再配布された
ルートに割り当てるか、またはデフォルトリンクコストを再配布されたすべてのに割り当てるよ

う、OSPFv2を設定します。

ルート再配布では、ルートマップを使用して、再配布する外部ルートを管理します。再配布を指

定したルートマップを設定して、どのルートがOSPFv2に渡されるかを制御する必要があります。
ルートマップを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性

に基づいて、ルートをフィルタリングできます。ルートマップを使用して、これらの外部ルート

がローカルOSPFv2自律システムでアドバタイズされる前にAS外部（タイプ5）LSAおよびNSSA
外部（タイプ 7）LSAのパラメータを変更できます。ルートマップの設定については、「Route
Policy Managerの設定」を参照してください。

ルート集約

OSPFv2は、学習したすべてのルートを、すべてのOSPF対応ルータと共有するため、ルート集約
を使用して、すべての OSPF対応ルータにフラッディングされる一意のルートの数を削減した方
がよい場合があります。ルート集約により、より具体的な複数のアドレスが、すべての具体的な

アドレスを表す 1つのアドレスに置き換えられるため、ルートテーブルが簡素化されます。たと
えば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16
に置き換えることができます。

一般的には、エリア境界ルータ（ABR）の境界ごとに集約します。集約は 2つのエリアの間でも
設定できますが、バックボーンの方向に集約する方が適切です。こうすると、バックボーンがす
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べての集約アドレスを受信し、すでに集約されているそれらのアドレスを他のエリアに投入でき

るためです。集約には、次の 2タイプがあります。

•エリア間ルート集約

•外部ルート集約

エリア間ルート集約はABR上で設定し、自律システム内のエリア間のルートを集約します。集約
の利点を生かすには、これらのアドレスを 1つの範囲内にまとめることができるように、連続す
るネットワーク番号をエリア内で割り当てる必要があります。

外部ルート集約は、ルート再配布を使用して OSPFv2に投入される外部ルートに特有のルート集
約です。集約する外部の範囲が連続していることを確認する必要があります。異なる 2台のルー
タからの重複範囲を集約すると、誤った宛先にパケットが送信される原因となる場合があります。

外部ルート集約は、ルートを OSPFに再配布している ASBRで設定してください。

集約アドレスの設定時に Cisco NX-OSは、ルーティングブラックホールおよびルートループを
防ぐために、集約アドレスの廃棄ルートを自動的に設定します。

高可用性およびグレースフルリスタート

Cisco NX-OSは、マルチレベルの高可用性アーキテクチャを提供します。OSPFv2は、ステート
フルリスタートをサポートしています。これは、ノンストップルーティング（NSR）とも呼ばれ
ます。OSPFv2で問題が発生した場合は、以前の実行時状態からの再起動を試みます。この場合、
ネイバーはいずれのネイバーイベントも登録しません。最初の再起動が正常ではなく、別の問題

が発生した場合、OSPFv2はグレースフルリスタートを試みます。

グレースフルリスタート、つまり、Nonstop Forwarding（NSF）では、処理の再起動中も OSPFv2
がデータ転送パス上に存在し続けます。OSPFv2はグレースフルリスタートを実行する必要があ
る場合、猶予 LSAと呼ばれるリンクローカル不透明（タイプ 9）LSA（｢不透明 LSA ｣の項を参
照）を送信します。この再起動中の OSPFv2プラットフォームは NSF対応と呼ばれます。

猶予 LSAには猶予期間が含まれます。猶予期間とは、ネイバー OSPFv2インターフェイスが再起
動中の OSPFv2インターフェイスからの LSAを待つよう指定された時間です（通常、OSPFv2は
隣接関係を切断し、ダウン状態または再起動中の OSPFv2インターフェイスからのすべての LSA
を廃棄します）。参加するネイバーは、NSFヘルパーと呼ばれ、再起動中のOSPFv2インターフェ
イスから発信されたすべてのLSAを、インターフェイスがまだ隣接しているかのように保持しま
す。

再起動中の OSPFv2インターフェイスが稼働を再開すると、ネイバーを再探索して隣接関係を確
立し、LSA更新情報の送信を再開します。この時点で、NSFヘルパーは、グレースフルリスター
トが完了したと認識します。

ステートフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchoverを使用したユーザ開始スイッチオーバー command

グレースフルリスタートは次のシナリオで使用されます。
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•プロセスでの問題発生後の 2回目の回復試行（4分以内）

• restart ospfを使用したプロセスの手動再起動 command

•アクティブスーパーバイザの削除

• reload module active-supコマンド

OSPFv2スタブルータアドバタイズメント
OSPFv2スタブルータアドバタイズメント機能を使用して、OSPFv2インターフェイスをスタブ
ルータとして機能するように設定できます。この機能は、ネットワークに新規ルータを機能制限

付きで導入する場合や、過負荷になっているルータの負荷を制限する場合など、このルータ経由

の OSPFv2トラフィックを制限するときに使用します。また、この機能は、さまざまな管理上ま
たはトラフィックエンジニアリング上の理由により使用する場合もあります。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、OSPFv2ルータをネットワークトポロジから削除
しませんが、他のOSPFv2ルータがこのルータを使用して、ネットワークの他の部分にトラフィッ
クをルーティングできないようにします。このルータを宛先とするトラフィック、またはこのルー

タに直接接続されたトラフィックだけが送信されます。

OSPFv2スタブルータアドバタイズメントは、すべてのスタブリンク（ローカルルータに直接接
続された）を、ローカルOSPFv2インターフェイスのコストとしてマークします。すべてのリモー
トリンクは、最大のコスト（0xFFFF）としてマークされます。

複数の OSPFv2インスタンス
Cisco NX-OSは、同じノード上で動作する、OSPFv2プロトコルの複数インスタンスをサポートし
ています。同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。デフォルトでは、

すべてのインスタンスが同じシステムルータ IDを使用します。複数のインスタンスが同じOSPFv2
自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ IDを手動で設定する必要があります。サ
ポートされる OSPFv2インスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

SPF最適化
Cisco NX-OSは、次の方法で SPFアルゴリズムを最適化します。

•ネットワーク（タイプ 2）LSA、ネットワーク集約（タイプ 3）LSA、および AS外部（タイ
プ 5）LSA用の部分的 SPF：これらの LSAのいずれかが変更されると、Cisco NX-OSは、全
体的な SPF計算ではなく、高速部分計算を実行します。

• SPFタイマー：さまざまなタイマーを設定して、SPF計算を制御できます。これらのタイマー
には、後続の SPF計算の幾何バックオフが含まれます。幾何バックオフにより、複数の SPF
計算による CPU負荷が制限されます。
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BFD
この機能では、双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、転送パスの障
害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の隣接デバイス間のサブ
セカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプレーンに
分散できるため、プロトコルhelloメッセージよりもCPUを使いません。詳細については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

OSPFv2の仮想化のサポート
Cisco NX-OSは、OSPFv3の複数のプロセスインスタンスをサポートします。各OSPFインスタン
スは、システム制限まで、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポート
できます。サポートされるOSPFv2インスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Verified Scalability Guide』を参照してください。

OSPFv2の前提条件
OSPFv2には、次の前提条件があります。

• OSPFを設定するための、ルーティングの基礎に関する詳しい知識がある。

•スイッチにログインしている。

•リモート OSPFv2ネイバーと通信可能な IPv4用インターフェイスが 1つ以上設定されてい
る。

• OSPFv2ネットワーク戦略と、ネットワークのプランニングが完成している。たとえば、複数
のエリアが必要かどうかを決定します。

• OSPF機能がイネーブルにされている（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

OSPFv2の注意事項および制約事項
OSPFv2設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• OSPFv2の graceful-restart planned-onlyコマンド（reload）は graceful-restartコマンドに変
換されます。

これは機能に影響を与えません。graceful-restart planned-onlyが設定にない場合、この問題
はそのデバイスには適用されません。

これは、Cisco NX-OSリリースが 9.3(2)で、CSCvs57583がリリースに含まれていない場合に
発生します。回避策は、graceful-restartコマンドを設定解除し、古いコマンドを再設定する
ことです。
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•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。たとえ

ば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

• no graceful-restart planned onlyコマンドを入力すると、グレースフルリスタートは無効にな
ります。

• Cisco NX-OSは、ユーザがエリアを 10進表記で入力するか、ドット付き 10進表記で入力す
るかに関係なく、ドット付き 10進表記でエリアを表示します。

•すべての OSPFv2ルータが、同じ RFC互換モードで動作する必要があります。Cisco NX-OS
のOSPFv2はRFC 2328に準拠しています。RFC 1583にのみ対応しているルータがネットワー
クに含まれている場合は、ルータ設定モードで rfc1583compatibilityコマンドを使用します。

•スケールシナリオでは、インターフェイスとOSPFプロセスのリンクステートアドバタイズ
メントの数が大きい場合、OSPF MIBオブジェクトの SNMPエージェントのタイムアウト値
が小さい SNMPウォークは、タイムアウトになると予想されます。OSPF MIBオブジェクト
のポーリング中に問い合わせる SNMPエージェントのタイムアウトを確認する場合は、ポー
リングする SNMPエージェントのタイムアウト値を増加してください。

•アドミニストレーティブディスタンス機能には、次のガイドラインと制限事項が適用されま
す。

• OSPFルートに複数の等コストパスがある場合、アドミニストレーティブディスタンス
を設定しても match ip route-sourceコマンドに対しては決定性を持ちません。

•アドミニストレーティブディスタンスの設定は、match route-type、match ip address
prefix-list、およびmatch ip route-source prefix-listコマンドでのみサポートされます。別
の match文は無視されます。

• OSPFルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定する場合、matchroute-type、
match ip address、および match ip route-sourceコマンドの間に優先順位はありません。
このように、Cisco NX-OS OSPFアドミニストレーティブディスタンスを設定するための
テーブルマップの動作は、Cisco IOS OSPFの場合と異なります。

•廃棄ルートには、アドミニストレーティブディスタンス 220が常に割り当てられます。
テーブルマップの設定は OSPFの廃棄ルートには適用されません。

• vPC設定モードでdelayrestore secondsコマンドを設定する場合や、マルチシャーシEtherChannel
トランク（MCT）上の VLANがスイッチ仮想インターフェイス（SVI）を使用して OSPFv2
または OSPFv3によって通知される場合、これらの SVIは設定された時間の間、vPCセカン
ダリノード上でMAX_LINK_COSTで通知されます。その結果、すべてのルートまたはホス
トのプログラミングは、トラフィックを引き込む前に（セカンダリ vPCノードのピアリロー
ドで）vPCの同期操作後に完了します。この動作により、ノースサウストラフィックのパ
ケット損失を最小にできます。

• N9K-X9636C-RおよびN9K-X9636Q-RラインカードおよびN9K-C9508-FM-Rファブリックモ
ジュールの場合、 show run ospf コマンドの出力には、一部のOSPFコマンドのデフォルト値
が表示されることがあります。
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OS
コマンドは通常使用する Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注
意してください。

（注）

• OSPFで network ip address mask コマンドを使用すると、エラーメッセージが表示され、area
area id コマンドを使用してインターフェイスで OSPFを有効にするように求められます。

OSPFv2のデフォルト設定
次の表に、OSPFv2パラメータのデフォルト設定値を示します。

表 23 : OSPFv2のデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

110アドミニストレーティブディスタンス

10秒hello間隔

40秒デッド間隔

イネーブル廃棄ルート

60秒グレースフルリスタートの猶予期間

ディセーブルOSPFv2機能

600秒スタブルータアドバタイズメントの宣言期間

40 Gbpsリンクコスト計算の参照帯域幅

1000ミリ秒LSA最小到着時間

10秒LSAグループペーシング

200ミリ秒SPF計算初期遅延時間

5000ミリ秒SPFの最小ホールドタイム

1000ミリ秒SPF計算初期遅延時間

基本的な OSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。
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OSPFv2の有効化
OSPFv2を設定するには、その前に OSPFv2機能を有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature ospf

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPFv2機能を有効にします。feature ospf

例：

Step 2

switch(config)# feature ospf

例：

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

OSPFv2機能をディセーブルにして、関連付けられている設定をすべて削除するには、グ
ローバル設定モードで no feature ospfコマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFv2機能を無効にして、関連付けられた設
定をすべて削除します。

no feature ospf

例：

switch(config)# no feature ospf
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OSPFv2インスタンスの作成
OSPFv2を設定する最初のステップは、OSPFv2インスタンスを作成することです。作成した
OSPFv2インスタンスには、一意のインスタンスタグを割り当てます。インスタンスタグは任意
の文字列です。

OSPFv2インスタンスパラメータの詳細については、高度なOSPFv2の設定（127ページ）の項を
参照してください。

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

show ip ospf instance-tagコマンドを使用して、インスタンスタグが使用されていないことを確認
します。

OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、またはルー
タ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no]router ospf instance-tag

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） show ip ospf instance-tag

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

[no]router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)

OSPFv2ルータ IDを設定します。この IPアドレスに
より、この OSPFv2インスタンスが識別されます。

（任意） router-id ip-address

例：

Step 3

このアドレスは、システムの設定済みインターフェ

イス上に存在する必要があります。
switch(config-router)# router-id
192.0.2.1

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

OSPFv2インスタンスと、関連付けられている設定をすべて削除するには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで no feature ospfコマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFインスタンスと、関連付けられた設定を削除します。no router ospf instance-tag

例：

switch(config)# no router ospf 201

このコマンドは、インターフェイスモードではOSPF設定を削除しません。インターフェ
イスモードで設定されたOSPFv2コマンドはいずれも、手動で削除する必要があります。

（注）

OSPFv2インスタンスのオプションパラメータの設定
OSPFのオプションパラメータを設定できます。高度なOSPFv2の設定（127ページ）セクション
を参照してください。

ルータコンフィギュレーションモードで、次の OSPFv2用オプションパラメータを設定できま
す。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

OSPFv2がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、またはルー
タ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. distance number

2. log-adjacency-changes [detail]
3. maximum-paths path-number

4. distance number
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5. log-adjacency-changes [detail]
6. maximum-paths path-number

7. passive-interface default

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

この OSPFv2インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は1～255です。
デフォルトは 110です。

distance number

例：

switch(config-router)# distance 25

Step 1

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッセー

ジを生成します。

log-adjacency-changes [detail]

例：

Step 2

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ルートテーブル内の宛先への同じ OSPFv2パスの最
大数を設定します。このコマンドはロードバランシ

maximum-paths path-number

例：

Step 3

ングに使用されます。指定できる範囲は 1～ 16で
す。デフォルト値は 8です。

switch(config-router)# maximum-paths 4

この OSPFv2インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は1～255です。
デフォルトは 110です。

distance number

例：

switch(config-router)# distance 25

Step 4

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッセー

ジを生成します。

log-adjacency-changes [detail]

例：

Step 5

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

ルートテーブル内の宛先への同じ OSPFv2パスの最
大数を設定します。このコマンドはロードバランシ

maximum-paths path-number

例：

Step 6

ングに使用されます。指定できる範囲は 1～ 16で
す。デフォルト値は 8です。

switch(config-router)# maximum-paths 4

すべてのインターフェイス上でルーティングが更新

されないようにします。このコマンドは、VRFまた
passive-interface default

例：

Step 7

はインターフェイスコマンドモードの設定によって

上書きされます。
switch(config-router)# passive-interface
default

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-router)# copy running-config
startup-config
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例

次の例は、OSPFv2インスタンスを作成する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2でのネットワークの設定
ルータがこのネットワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、OSPFv2へのネット
ワークを関連付けることで、このネットワークを設定できます（「ネイバー」セクションを参

照）。すべてのネットワークをデフォルトバックボーンエリア（エリア 0）に追加したり、任意
の 10進数または IPアドレスを使用して新規エリアを作成したりできます。

すべてのエリアは、バックボーンエリアに直接、または仮想リンク経由で接続する必要がありま

す。

（注）

インターフェイスに有効な IPアドレスを設定するまでは、OSPFはインターフェイス上でイネー
ブルにされません。

（注）

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip address ip-prefix/length

4. ip router ospf instance-tag area area-id [secondaries none]
5. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

6. copy running-config startup-config

7. （任意） ip ospf cost number

8. （任意） ip ospf dead-interval seconds

9. （任意） ip ospf hello-interval seconds

10. （任意） ip ospf mtu-ignore

11. （任意） [default | no] ip ospf passive-interface

12. （任意） ip ospf priority number

13. （任意） ip ospf shutdown
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスに IPアドレスおよびサブネッ
トマスクを割り当てます。

ip address ip-prefix/length

例：

Step 3

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

OSPFv2インスタンスおよびエリアにインターフェ
イスを追加します。

ip router ospf instance-tag area area-id [secondaries
none]

例：

Step 4

switch(config-if)# ip router ospf 201
area 0.0.0.15

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 5

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

このインターフェイスのOSPFv2コストメトリック
を設定します。デフォルトでは、参照帯域幅とイン

（任意） ip ospf cost number

例：

Step 7

ターフェイス帯域幅に基づいて、コストメトリック

が計算されます。有効な範囲は 1～ 65535です。
switch(config-if)# ip ospf cost 25

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔
の秒数の 4倍です。

（任意） ip ospf dead-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf dead-interval
50

Step 8

OSPFv2 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） ip ospf hello-interval seconds

例：

Step 9
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-if)# ip ospf hello-interval
25

OSPFv2で、ネイバーとのあらゆる IP MTU不一致
が無視されるように設定します。デフォルトでは、

（任意） ip ospf mtu-ignore

例：

Step 10

ネイバーMTUがローカルインターフェイスMTU
が不一致の場合には、隣接関係が確立されません。

switch(config-if)# ip ospf mtu-ignore

インターフェイス上でルーティングが更新されない

ようにします。このコマンドによって、ルータまた

（任意） [default | no] ip ospf passive-interface

例：

Step 11

は VRFコマンドモードの設定が上書きされます。
switch(config-if)# ip ospf
passive-interface defaultオプションは、このインターフェイスモー

ドコマンドを削除して、ルータまたは VRFの設定
に戻します（設定がある場合）。

エリアの DRの決定に使用される OSPFv2プライオ
リティを設定します。有効な範囲は 0～ 255です。

（任意） ip ospf priority number

例：

Step 12

デフォルトは 1です。「指定ルータ」の項を参照し
てください。

switch(config-if)# ip ospf priority 25

このインターフェイス上の OSPFv2インスタンスを
シャットダウンします。

（任意） ip ospf shutdown

例：

Step 13

switch(config-if)# ip ospf shutdown

例

次に、OSPFv2インスタンス 201にネットワークエリア 0.0.0.10を追加する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

show ip ospf interfaceコマンドを使用し、すれば、インターフェイスの設定を確認できま
す。show ip ospf neighborコマンドを使用し、すれば、このインターフェイスのNAVER
を確認できます。

エリアの認証の設定

エリア内のすべてのネットワーク、またはエリア内の個々のインターフェイスの認証を設定でき

ます。インターフェイス認証設定を使用すると、エリア認証は無効になります。
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始める前に

OSPF機能が有効になっていることを確認するには、「OSPFv2の有効化」セクションを参照して
ください。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有すること

を確認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSセキュリ
ティ設定ガイド』を参照してください。

OSPFv2の場合、key key-idにキー IDがありますコマンドは、2〜255の値のみをサポートします。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id authentication [message-digest]
4. interface interface-type slot/port

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3] key

6. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

エリアの認証モードを設定します。area area-id authentication [message-digest]

例：

Step 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
authentication

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスに簡易パスワード認証を設定

します。認証が、キーチェーンにもメッセージダイ

（任意） ip ospf authentication-key [0 | 3] key

例：

Step 5

ジェストにも設定されていない場合は、このコマン
switch(config-if)# ip ospf
authentication-key 0 mypass ドを使用します。0の場合は、パスワードをクリア

テキストで設定します。3の場合は、パスワードを
3DES暗号化として設定します。

このインターフェイスにメッセージダイジェスト認

証を設定します。認証がメッセージダイジェストに

（任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3]
key

例：

Step 6

設定されている場合は、このコマンドを使用します。

key-idの範囲は 1～ 255です。MD5オプションが 0
switch(config-if)# ip ospf
message-digest-key 21 md5 0 mypass の場合はパスワードがクリアテキストで設定され、

3の場合はパスキーが 3DES暗号化として設定され
ます。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 7

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスの認証の設定

エリア内のすべてのネットワーク、またはエリア内の個々のインターフェイスの認証を設定でき

ます。インターフェイス認証設定を使用すると、エリア認証は無効になります。

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

インターフェイス上のすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有すること

を確認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSセキュリ
ティ設定ガイド』を参照してください。
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OSPFv2の場合、key key-idにキー IDがありますコマンドは、2〜255の値のみをサポートします。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip ospf authentication [message-digest]
4. （任意） ip ospf authentication key-chain key-id

5. （任意） ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] key

6. （任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3 | 7] key

7. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

OSPFv2のインターフェイス認証モードをクリアテキ
ストタイプとメッセージダイジェストタイプのどち

ip ospf authentication [message-digest]

例：

Step 3

らかでイネーブルにします。これにより、エリアにswitch(config-if)# ip ospf
authentication 基づくこのインターフェイスの認証が無効となりま

す。すべてのネイバーが、この認証タイプを共有す

る必要があります。

OSPFv2のキーチェーンを使用するようにインター
フェイス認証を設定します。キーチェーンの詳細に

（任意） ip ospf authentication key-chain key-id

例：

Step 4

ついては、『Cisco StandaloneCisco NX-OSセキュリ

ティ設定ガイド』を参照してください。
switch(config-if)# ip ospf
authentication key-chain Test1

このインターフェイスに簡易パスワード認証を設定

します。認証が、キーチェーンにもメッセージダイ

（任意） ip ospf authentication-key [0 | 3 | 7] key

例：

Step 5

ジェストにも設定されていない場合は、このコマン

ドを使用します。
switch(config-if)# ip ospf
authentication-key 0 mypass

オプションは次のとおりです。
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目的コマンドまたはアクション

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーをCiscoタイプ 7暗号化として設定
します。

このインターフェイスにメッセージダイジェスト認

証を設定します。認証がメッセージダイジェストに

（任意） ip ospf message-digest-key key-id md5 [0 | 3
| 7] key

例：

Step 6

設定されている場合は、このコマンドを使用します。

key-idの範囲は 1～ 255です。MD5オプションは次
のとおりです。

switch(config-if)# ip ospf
message-digest-key 21 md5 0 mypass

• 0：パスワードをクリアテキストで設定します。

• 3：パスキーを3DES暗号化として設定します。

• 7：パスキーをCiscoタイプ 7暗号化として設定
します。

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 7

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201
interface ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、インターフェイスに暗号化されていない簡単なパスワードを設定し、イーサネット

インターフェイス 1/2のパスワードを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip ospf authentication
switch(config-if)# ip ospf authentication-key 0 mypass
switch(config-if)# copy running-config startup-config

次に、OSPFv2 HMAC-SHA-1およびMD5暗号化認証を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain chain1
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switch(config-keychain)# key 1
switch(config-keychain-key)# key-string 7 070724404206
switch(config-keychain-key)# accept-lifetime 01:01:01 Jan 01 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# send-lifetime 01:01:01 Jan 01 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# cryptographic-algorithm HMAC-SHA-1
switch(config-keychain-key)# exit
switch(config-keychain)# key 2
switch(config-keychain-key)# key-string 7 070e234f1f5b4a
switch(config-keychain-key)# accept-lifetime 10:51:01 Jul 24 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# send-lifetime 10:51:01 Jul 24 2015 infinite
switch(config-keychain-key)# cryptographic-algorithm MD5
switch(config-keychain-key)# exit
switch(config-keychain)# exit

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0
switch(config-if)# ip ospf authentication message-digest
switch(config-if)# ip ospf authentication key-chain chain1

switch(config-if)# show key chain chain1
Key-Chain chain1
Key 1 -- text 7 “070724404206”
cryptographic-algorithm HMAC-SHA-1
accept lifetime UTC (01:01:01 Jan 01 2015)-(always valid) [active]
send lifetime UTC (01:01:01 Jan 01 2015)-(always valid) [active]
Key 2 -- text 7 “070e234f1f5b4a”
cryptographic-algorithm MD
accept lifetime UTC (10:51:00 Jul 24 2015)-(always valid) [active]
send lifetime UTC (10:51:00 Jul 24 2015)-(always valid) [active]

switch(config-if)# show ip ospf interface ethernet 1/1
Ethernet1/1 is up, line protocol is up
IP address 11.11.11.1/24
Process ID 1 VRF default, area 0.0.0.3
Enabled by interface configuration
State BDR, Network type BROADCAST, cost 40
Index 6, Transmit delay 1 sec, Router Priority 1
Designated Router ID: 33.33.33.33, address: 11.11.11.3
Backup Designated Router ID: 1.1.1.1, address: 11.11.11.1
2 Neighbors, flooding to 2, adjacent with 2
Timer intervals: Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello timer due in 00:00:08
Message-digest authentication, using keychain key1 (ready)
Sending SA: Key id 2, Algorithm MD5
Number of opaque link LSAs: 0, checksum sum 0

高度なOSPFv2の設定
OSPFv2は、OSPFv2ネットワークを設計した後に設定します。

境界ルータのフィルタリストの設定

OSPFv2ドメインを関連ネットワークを含む一連のエリアに分割できます。すべてのエリアは、エ
リア境界ルータ（ABR）経由でバックボーンエリアに接続している必要があります。OSPFv2ド
メインは、自律システム境界ルータ（ASBR）を介して、外部ドメインにも接続可能です。「エリ
ア」の項を参照してください。
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ABRには、省略可能な次の設定パラメータがあります。

• Area range：エリア間のルート集約を設定します。「ルート集約の設定」の項を参照してくだ
さい。

• Filter list：外部エリアから受信したネットワーク集約（タイプ3）LSAをフィルタリングしま
す。

ASBRもフィルタリストをサポートしています。

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。「OSPFv2の有効化」の項を参照してく
ださい。

フィルタリストが、着信または発信ネットワーク集約（タイプ 3）LSAの IPプレフィックスの
フィルタリングに使用するルートマップを作成します。「Route Policy Managerの設定」を参照し
てください。「エリア」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id filter-list route-map map-name {in | out}
4. （任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list {in | out}
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

ABR上で着信または発信ネットワーク集約（タイプ
3）LSAをフィルタリングします。

area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

例：

Step 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
filter-list route-map FilterLSAs in

OSPFポリシー情報を表示します。（任意） show ip ospf policy statistics area id filter-list
{in | out}

Step 4

例：
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# show ip ospf policy
statistics area 0.0.0.10 filter-list in

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、エリア 0.0.0.10でフィルタリストを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブエリアの設定

OSPFv2ドメインの外部トラフィックが不要な個所にスタブエリアを設定できます。スタブエリ
アはAS外部（タイプ5）LSAをブロックし、選択したネットワークへの往復の不要なルーティン
グを制限します。「スタブエリア」の項を参照してください。また、すべての集約ルートがスタ

ブエリアを経由しないようブロックすることもできます。

始める前に

OSPF機能がイネーブルになっていることを確認します。（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

設定されるスタブエリア内に、仮想リンクと ASBRのいずれも含まれないことを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id stub

4. （任意） area area-id default-cost cost

5. （任意） show ip ospf instance-tag

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアをスタブエリアとして作成します。area area-id stub

例：

Step 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
stub

このスタブエリアに送信されるデフォルトサマリ

ルートのコストメトリックを設定します。指定でき

る範囲は 0～ 16777215です。デフォルトは 1です。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10 default-cost
25

Step 4

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

Step 5

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、スタブエリアを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub
switch(config-router)# copy running-config startup-config

Totally Stubbyエリアの設定
Totally Stubbyエリアを作成して、すべての集約ルート更新がスタブエリアに入るのを防ぐことが
できます。

Totally Stubbyエリアを作成するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを
使用します。
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手順の概要

1. area area-id stub no-summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

このエリアを Totally Stubbyエリアとして作成しま
す。

area area-id stub no-summary

例：

Step 1

switch(config-router)# area 20 stub
no-summary

NSSAの設定
OSPFv2ドメインの一部で一定限度の外部トラフィックが必要な場合は、その部分にNSSAを設定
できます。また、この外部トラフィックをAS外部（タイプ5）LSAに変換して、このルーティン
グ情報でOSPFv2ドメインをフラッディングすることもできます。NSSAは、省略可能な次のパラ
メータで設定できます。

• No redistribution：再配布されたルートは、NSSAをバイパスしてOSPFv2自律システム内の他
のエリアに再配布されます。このオプションは、NSSA ASBRが ABRも兼ねているときに使
用します。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートの NSSA外部（タイプ
7）LSAを生成します。このオプションは、ASBRのルーティングテーブルにデフォルトルー
トが含まれる場合に NSSA ASBR上で使用します。このオプションは、ASBRのルーティン
グテーブルにデフォルトルートが含まれるかどうかに関係なく、NSSA ASBR上で使用でき
ます。

• Route map：目的のルートだけが NSSAおよび他のエリア全体でフラッディングされるよう
に、外部ルートをフィルタリングします。

• No summary：すべての集約ルートが NSSAでフラッディングされないようにします。このオ
プションは NSSA ABR上で使用します。

• Translate：NSSA外のエリア向けに、NSSA外部 LSAを AS外部 LSAに変換します。再配布
されたルートをOSPFv2自律システム全体でフラッディングするには、このコマンドをNSSA
ABR上で使用します。また、これらのAS外部 LSAの転送アドレスを無効にすることもでき
ます。このオプションを選択した場合は、転送アドレスが 0.0.0.0に設定されます。

変換オプションでは、NSSAを作成し、他のオプションを設定する area
area-id nssaコマンドの後に、別の area area-id nssaコマンドが必要で
す。

（注）
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始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

設定する NSSA上に仮想リンクがないことと、この NSSAがバックボーンエリアでないことを確
認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate]originate [route-map map-name]]
[no-summary]

4. （任意） area area-id nssa translate type7 {always | never} [suppress-fa]
5. （任意） area area-id default-cost cost

6. （任意） show ip ospf instance-tag

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

このエリアを NSSAとして作成します。area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate]originate [route-map
map-name]] [no-summary]

Step 3

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa no-redistribution

AS外部（タイプ 7）LSAを NSSA外部（タイプ 5）
LSAに変換するように NSSAを設定します。

（任意） area area-id nssa translate type7 {always |
never} [suppress-fa]

例：

Step 4

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa translate type7 always

この NSSAに送信されるデフォルト集約ルートのコ
ストメトリックを設定します。

（任意） area area-id default-cost cost

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# area 0.0.0.10
default-cost 25

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

Step 6

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、すべての集約ルート更新をブロックする NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、デフォルトルートを生成する NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、外部ルートをフィルタリングし、すべての集約ルート更新をブロックするNSSAを
作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、常に NSSA外部（タイプ 5）LSAを AS外部（タイプ 7）LSAに変換する NSSAを
作成し NSSAを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

マルチエリアの隣接関係の設定

既存の OSPFv2インターフェイスには複数のエリアを追加できます。追加の論理インターフェイ
スはマルチエリア隣接関係をサポートしています。
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始める前に

OSPFv2機能が有効にされている必要があります（「OSPFv2の有効化」のセクションを参照）。

インターフェイスにプライマリエリアが設定されていることを確認します（「OSPFv2でのネット
ワークの設定」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip router ospf [instance-tag] multi-area area-id

4. （任意） show ip ospf instance-tag interface interface-type slot/port

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

別のエリアにインターフェイスを追加します。ip router ospf [instance-tag] multi-area area-id

例：

Step 3

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降では、
instance-tag引数はオプションです。インス
タンスを指定しない場合、マルチエリア設

定は、そのインターフェイスのプライマリ

エリアに設定されている同じインスタンス

に適用されます。

（注）

switch(config-if)# ip router ospf 201 multi-area
3

OSPFv2情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 4

例：

switch(config-if)# show ip ospf 201 interface
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、OSPFv2インターフェイスに別のエリアを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ip router ospf 201 multi-area 20
switch(config-if)# copy running-config startup-config

仮想リンクの設定

仮想リンクは、隔離されたエリアを中継エリアを介してバックボーンエリアに接続します。「仮

想リンク」の項を参照してください。仮想リンクには、省略可能な次のパラメータを設定できま

す。

• Authentication：簡単なパスワード認証またはMD5メッセージダイジェスト認証、および関
連付けられたキーを設定します。

• Dead interval：ローカルルータがデッドであることを宣言し、隣接関係を解消する前に、ネイ
バーが helloパケットを待つ時間を設定します。

• Hello interval：連続する helloパケット間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

リンクがアクティブになる前に、関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要があります。（注）

スタブエリアには仮想リンクを追加できません。

始める前に

OSPF機能をイネーブルにしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id virtual link router-id

4. （任意） show ip ospf virtual-link [brief]
5. （任意） copy running-config startup-config

6. （任意） authentication [key-chain key-id message-digest | null]
7. （任意） authentication-key [0 | 3] key

8. （任意） dead-interval seconds
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9. （任意） hello-interval seconds

10. （任意） message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

11. （任意） retransmit-interval seconds

12. （任意） transmit-delay seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

リモートルータへの仮想リンクの端を作成します。

仮想リンクをリモートルータ上に作成して、リンク

を完成させる必要があります。

area area-id virtual link router-id

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router-vlink)#

Step 3

OSPF仮想リンク情報を表示します。（任意） show ip ospf virtual-link [brief]

例：

Step 4

switch(config-router-vlink)# show ip ospf
virtual-link

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

エリアに基づくこの仮想リンクの認証がオーバーラ

イドされます。

（任意） authentication [key-chain key-id
message-digest | null]

例：

Step 6

switch(config-router-vlink)#
authentication message-digest

この仮想リンクに簡易パスワードを設定します。認

証が、キーチェーンにもメッセージダイジェストに

（任意） authentication-key [0 | 3] key

例：

Step 7

も設定されていない場合は、このコマンドを使用し
switch(config-router-vlink)#
authentication-key 0 mypass ます。0の場合は、パスワードをクリアテキストで

設定します。3の場合は、パスワードを 3DES暗号
化として設定します。
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv2デッド間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔
の秒数の 4倍です。

（任意） dead-interval seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
dead-interval 50

Step 8

OSPFv2 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） hello-interval seconds

例：

Step 9

switch(config-router-vlink)#
hello-interval 25

この仮想リンクにメッセージダイジェスト認証を設

定します。認証がメッセージダイジェストに設定さ

（任意） message-digest-key key-id md5 [0 | 3] key

例：

Step 10

れている場合は、このコマンドを使用します。0の
switch(config-router-vlink)#
message-digest-key 21 md5 0 mypass 場合は、パスワードをクリアテキストで設定しま

す。3の場合は、パスキーを 3DES暗号化として設
定します。

OSPFv2再送信間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 5分です。

（任意） retransmit-interval seconds

例：

Step 11

switch(config-router-vlink)#
retransmit-interval 50

OSPFv2送信遅延を秒単位で設定します。指定でき
る範囲は 1～ 450です。デフォルトは 1です。

（任意） transmit-delay seconds

例：

Step 12

switch(config-router-vlink)#
transmit-delay 2

例

次に、2つの ABR間に簡単な仮想リンクを作成する例を示します。

ABR 1（ルータ ID 27.0.0.55）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 10.1.2.3
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ABR 2（ルータ ID 10.1.2.3）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 101
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 27.0.0.55
switch(config-router)# copy running-config startup-config
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再配布の設定

他のルーティングプロトコルから学習したルートを、ASBR経由で OSPFv2自律システムに再配
布できます。

デフォルトルートを再配布するには、次のパラメータを指定する必要があります。

デフォルト以外のルートの場合、OSPFでのルート再配布には、省略可能な次のパラメータを設定
できます。

• Default metric：すべての再配布ルートに同じコストメトリックを設定します。

スタティックルートを再配布する場合、デフォルトの 7.0(3)I7(6)スタ
ティックルートを正常に再配布するためには、Cisco NX-OSは
default-information originateコマンドを必要とします。

（注）

始める前に

OSPF機能をイネーブルにします。「OSPFv2の有効化」を参照してください。

再配布で使用する、必要なルートマップを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. default-information originate [always] [route-map map-name]
5. default-metric [cost]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf
id | rip id | static} route-map map-name

例：

Step 3

スタティックルートを再配布する場合、デ

フォルトの 7.0(3)I7(6)スタティックルート
を正常に再配布するためには、CiscoNX-OS
は default-information originateコマンドを
必要とします。

（注）

switch(config-router)# redistribute bgp
route-map FilterExternalBGP

デフォルトルートが RIBに存在する場合は、この
OSPFドメインにデフォルトルートを作成します。
次の省略可能なキーワードを使用します。

default-information originate [always] [route-map
map-name]

例：

Step 4

• always：ルートが RIBに存在しない場合でも、
常にデフォルトルート 0.0.0.を生成します。

switch(config-router)#
default-information-originate route-map
DefaultRouteFilter

• route-map：ルートマップが trueを返す場合に
デフォルトルートを生成します。

このコマンドは、ルートマップのmatch文
を無視します。

（注）

再配布されたルートのコストメトリックを設定しま

す。このコマンドは、直接接続されたルートには適

default-metric [cost]

例：

Step 5

用されません。ルートマップを使用して、直接接続switch(config-router)# default-metric 25
されたルートのデフォルトのメトリックを設定しま

す。

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を OSPFに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# copy running-config startup-config
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再配布されるルート数の制限

ルートの再配布によって、OSPFv2ルートテーブルに多くのルートが追加される可能性がありま
す。外部プロトコルから受け取るルートの数の上限を設定できます。OSPFv2には、再配布ルート
の制限を設定するために次のオプションが用意されています。

•上限固定：設定された最大値にOSPFv2が達すると、メッセージをログに記録します。OSPFv2
は以降の再配布ルートを受け取りません。任意で、最大値のしきい値パーセンテージを設定

して、OSPFv2がこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることもできます。

•警告のみ：OSPFv2が最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。OSPFv2は、再配
布されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：OSPFv2が最大値に達したときにタイムアウト期間を開始します。このタイムアウ
ト期間後、現在の再配布されたルート数が最大制限より少なければ、OSPFv2はすべての再配
布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場合、OSPFv2
はすべての再配布されたルートを取り消します。OSPFv2が追加の再配布されたルートを受け
付ける前に、この状況を解消する必要があります。

•任意で、タイムアウト期間を設定できます。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]]
5. （任意） show running-config ospf

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf
id | rip id | static} route-map map-name

例：

Step 3

switch(config-router)# redistribute bgp
route-map FilterExternalBGP

OSPFv2が配布するプレフィックスの最大数を指定し
ます。指定できる範囲は 0～ 65536です。任意で次
のオプションを指定します。

redistribute maximum-prefix max [threshold]
[warning-only | withdraw [num-retries timeout]]

例：

Step 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィクス数のパーセンテージ。

switch(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超えた
場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。任意で再配布されたルートを取得し

ようと試みます。num-retriesの範囲は 1～ 12で
す。timeoutの範囲は 60～ 600秒です。デフォル
トは 300秒です。clear ip ospf redistributionコマ
ンドは、すべてのルートが取り消された場合に

使用します。

OSPFv2設定を表示します。（任意） show running-config ospf

例：

Step 5

switch(config-router)# show
running-config ospf

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、OSPFに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75
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ルート集約の設定

集約したアドレス範囲を設定することにより、エリア間ルートのルート集約を設定できます。ま

た、ASBR上のこれらのルートのサマリアドレスを設定して、外部の再配布されたルートのルー
ト集約を設定することもできます。詳細については、「ルート集約」を参照してください。

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. area area-id range ip-prefix/length [no-advertise] [cost cost]
4. summary-address ip-prefix/length [no-advertise | tag tag]
5. （任意） show ip ospf summary-address

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。このサマリアドレスをネットワーク

area area-id range ip-prefix/length [no-advertise] [cost
cost]

例：

Step 3

集約（タイプ 3）LSAにアドバタイズしないように
することもできます。costの範囲は 0～ 16777215で
す。

switch(config-router)# area 0.0.0.10
range 10.3.0.0/16

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。ルートマップによる再配布で使用で

summary-address ip-prefix/length [no-advertise | tag tag]

例：

Step 4

きるよう、このサマリアドレスにタグを割り当てる

こともできます。
switch(config-router)# summary-address
10.5.0.0/16 tag 2

OSPFサマリアドレスに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf summary-address

例：

Step 5

switch(config-router)# show ip ospf
summary-address
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ABR上のエリア間のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 range 10.3.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、ASBR上のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# summary-address 10.5.0.0/16
switch(config-router)# copy running-config startup-config

スタブルートアドバタイズメントの設定

短期間だけ、このルータ経由のOSPFv2トラフィックを制限する場合は、スタブルートアドバタ
イズメントを使用します。詳細については、「OSPFv2スタブルータアドバタイズメント」の項
を参照してください。

スタブルートアドバタイズメントは、省略可能な次のパラメータで設定できます。

• On startup：指定した宣言期間だけ、スタブルートアドバタイズメントを送信します。

• Wait for BGP：BGPがコンバージェンスするまで、スタブルートアドバタイズメントを送信
します。

ルータの実行コンフィギュレーションがグレースフルシャットダウンを行うよう設定されている

場合は、その実行コンフィギュレーションを保存しないでください。保存すると、ルータが、リ

ロード後に最大メトリックをアドバタイズし続けることになります。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag
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3. max-metric router-lsa [external-lsa [max-metric-value]] [include-stub] [on-startup {seconds | wait-for
bgp tag}] [summary-lsa [max-metric-value}]

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

OSPFv2スタブルートアドバタイズメントを設定し
ます。

max-metric router-lsa [external-lsa [max-metric-value]]
[include-stub] [on-startup {seconds | wait-for bgp tag}]
[summary-lsa [max-metric-value}]

Step 3

例：

switch(config-router)# max-metric
router-lsa

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、起動時にスタブルータアドバタイズメントを、デフォルトの 600秒間イネーブル
にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# max-metric router-lsa on-startup
switch(config-router)# copy running-config startup-config

ルートのアドミニストレーティブディスタンスの設定

OSPFv2によって RIBに追加されるルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定できま
す。

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。値

が高いほど信頼性の評価は低くなります。一般的にルートは、複数のルーティングプロトコルを

通じて検出されます。アドミニストレーティブディスタンスは、複数のルーティングプロトコル
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から学習したルートを区別するために使用されます。最もアドミニストレーティブディスタンス

が低いルートが IPルーティングテーブルに組み込まれます。

始める前に

OSPF機能がイネーブルにされていることを確認してください（「OSPFv2の有効化」の項を参
照）。

「OSPFv2の注意事項および制約事項」の項にあるこの機能の注意事項と制限事項を参照してくだ
さい。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. [no] table-map map-name

4. exit
5. route-map map-name [permit | deny] [seq]
6. match route-type route-type

7. match ip route-source prefix-list name

8. match ip address prefix-list name

9. set distance value

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

OSPFv2ルートをRIBに送信する前に、OSPFv2ルー
トをフィルタリングまたは変更するポリシーを設定

[no] table-map map-name

例：

Step 3

します。マップ名には最大 63文字の英数字を入力
できます。

switch(config-router)# table-map foo

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Step 4

switch(config-router)# exit
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

Step 5

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)#

permitオプションで、ディスタンスを設
定することができます。denyオプション
を使用すると、デフォルトのディスタンス

が適用されます。

（注）

次のルートタイプのいずれかと照合します。match route-type route-type

例：

Step 6

• external：外部ルート（BGP、EIGRP、OSPFタ
イプ 1または 2）switch(config-route-map)# match

route-type external

• inter-area：OSPFエリア間ルート

• internal：内部ルート（OSPFエリア内またはエ
リア間ルートを含む）

• intra-area：OSPFエリア内ルート

• nssa-external：NSSA外部ルート（OSPFタイプ
1または 2）

• type-1：OSPF外部タイプ 1ルート

• type-2：OSPF外部タイプ 2ルート

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対し
て、ルートの IPv4ルート送信元アドレスまたはルー

match ip route-source prefix-list name

例：

Step 7

タ IDと照合します。プレフィックスリストは ip
prefix-listコマンドを使用して作成します。

switch(config-route-map)# match
ip route-source prefix-list p1

1つまたは複数の IPv4プレフィックスリストと照
合。プレフィックスリストは ip prefix-listコマンド
を使用して作成します。

match ip address prefix-list name

例：

switch(config-route-map)# match
ip address prefix-list p1

Step 8

OSPFv2のルートのアドミニストレーティブディス
タンスを設定します。範囲は 1～ 255です。

set distance value

例：

Step 9

switch(config-route-map)# set distance
150

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config
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例

次に、OSPFv2アドミニストレーティブディスタンスについて、エリア間ルートを 150、
外部ルートを 200、およびプレフィックスリスト p1内のすべてのプレフィックスを 190
に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# table-map foo
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# match route-type inter-area
switch(config-route-map)# set distance 150
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map foo permit 20
switch(config-route-map)# match route-type external
switch(config-route-map)# set distance 200
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map foo permit 30
switch(config-route-map)# match ip route-source prefix-list p1
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set distance 190

デフォルトタイマーの変更

OSPFv2には、プロトコルメッセージの動作および最短パス優先（SPF）の計算を制御する多数の
タイマーが含まれています。OSPFv2には、省略可能な次のタイマーパラメータが含まれます。

• LSA arrival time：ネイバーから着信する LSA間で許容される最小間隔を設定します。この時
間より短時間で到着する LSAはドロップされます。

• Pacing LSAs：LSAが集められてグループ化され、リフレッシュされて、チェックサムが計算
される間隔、つまり期限切れとなる間隔を設定します。このタイマーは、LSA更新が実行さ
れる頻度を制御し、LSA更新メッセージで送信されるLSA更新の数を制御します（「フラッ
ディングと LSAグループペーシング」を参照）。

• Throttle LSAs：LSA生成のレート制限を設定します。このタイマーは、トポロジが変更され
た後に LSAが生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation：SPF計算の実行頻度を制御します。

インターフェイスレベルでは、次のタイマーも制御できます。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello間隔とデッドタイマーに関する情報の詳細については、「OSPFv2でのネットワークの設定」
の項を参照してください。
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始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

6. timers throttle spf delay-time hold-time max-wait

7. interface type slot/port

8. ip ospf hello-interval seconds

9. ip ospf dead-interval seconds

10. ip ospf retransmit-interval seconds

11. ip ospf transmit-delay seconds

12. （任意） show ip ospf

13. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

LSA到着時間をミリ秒で設定します。範囲は 10～
600000です。デフォルトは 1000ミリ秒です。

timers lsa-arrival msec

例：

Step 3

switch(config-router)# timers
lsa-arrival 2000

LSAがグループ化される間隔を秒で設定します。範
囲は 1～ 1800です。デフォルトは 240秒です。

timers lsa-group-pacing seconds

例：

Step 4

switch(config-router)# timers
lsa-group-pacing 1800

次のタイマーを使用して、LSA生成のレート制限を
ミリ秒で設定します。

timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# timers throttle
lsa 3000 6000 6000

• start-time：指定できる範囲は 50～ 5000ミリ秒
です。デフォルト値は 50ミリ秒です。

• hold-interrval：指定できる範囲は 50～ 30,000ミ
リ秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

• max-time：指定できる範囲は 50～ 30,000ミリ
秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です

SPF最適パススケジュール初期遅延時間と、各 SPF
最適パス計算間の最小ホールドタイム（秒単位）を

timers throttle spf delay-time hold-time max-wait

例：

Step 6

設定します。指定できる範囲は 1～ 600000です。switch(config-router)# timers throttle
spf 3000 2000 4000 デフォルトは、遅延時間なし、およびホールドタイ

ム 5000ミリ秒です。

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

Step 7

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)

このインターフェイスの hello間隔を設定します。
有効な範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10で
す。

ip ospf hello-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
hello-interval 30

Step 8

このインターフェイスのデッド間隔を設定します。

有効な範囲は 1～ 65535です。
ip ospf dead-interval seconds

例：

Step 9

switch(config-if)# ip ospf dead-interval
30

このインターフェイスから送信される各 LSA間の
推定時間間隔を設定します。有効な範囲は1～65535
です。デフォルトは 5分です。

ip ospf retransmit-interval seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf
retransmit-interval 30

Step 10

LSAをネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設定
します。指定できる範囲は 1～ 450です。デフォル
トは 1です。

ip ospf transmit-delay seconds

例：

switch(config-if)# ip ospf transmit-delay 450
switch(config-if)#

Step 11

OSPFに関する情報を表示します。（任意） show ip ospf

例：

Step 12

switch(config-if)# show ip ospf

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 13
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、lsa-group-pacingオプションで LSAフラッディングを制御する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

グレースフルリスタートの設定

デフォルトでは、グレースフルリスタートは有効です。OSPFv2インスタンスのグレースフルリ
スタートには、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Grace period：グレースフルリスタートの開始後に、ネイバーが隣接関係を解消するまでに待
つ時間を設定します。

• Helper mode disabled：ローカル OSPFv2インスタンスのヘルパーモードを無効にします。
OSPFv2は、ネイバーのグレースフルリスタートには関与しません。

• Planned graceful restart only：予定された再起動の場合にだけグレースフルリスタートがサポー
トされるように OSPFv2を設定します。

始める前に

OSPF機能が有効にされていることを確認してください（「OSPFv2の有効化」のセクションを参
照）。

すべてのネイバーで、一致した省略可能なパラメータ一式とともにグレースフルリスタートが設

定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. graceful-restart

4. （任意） graceful-restart grace-period seconds

5. （任意） graceful-restart helper-disable

6. （任意） graceful-restart planned-only

7. （任意） show ip ospf instance-tag

8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)#

グレースフルリスタートを有効にします。グレース

フルリスタートは、デフォルトで有効にされていま

す。

graceful-restart

例：

switch(config-router)# graceful-restart

Step 3

猶予期間を秒で設定します。指定できる範囲は 5～
1800です。デフォルトは 60秒です。

（任意） graceful-restart grace-period seconds

例：

Step 4

switch(config-router)# graceful-restart
grace-period 120

ヘルパーモードを無効にします。この機能はデフォ

ルトで有効になっています。

（任意） graceful-restart helper-disable

例：

Step 5

switch(config-router)# graceful-restart
helper-disable

予定された再起動時にのみグレースフルリスタート

を設定します。

（任意） graceful-restart planned-only

例：

Step 6

switch(config-router)# graceful-restart
planned-only

OSPF情報を表示します。（任意） show ip ospf instance-tag

例：

Step 7

switch(config-router)# show ip ospf 201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ディセーブルにされているグレースフルリスタートをイネーブルにし、猶予期間

を 120秒に設定する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# graceful-restart grace-period 120
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv2インスタンスの再起動
OSPv2インスタンスを再起動できます。この処理では、インスタンスのすべてのネイバーが消去
されます。

OSPFv2インスタンスを再起動して、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコマ
ンドを使用します。

手順の概要

1. restart ospf instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

OSPFv2インスタンスを再起動して、すべてのネイ
バーを削除します。

restart ospf instance-tag

例：

Step 1

switch(config)# restart ospf 201

仮想化による OSPFv2の設定
複数の OSPFv2インスタンスを作成することができます。また、複数の VRFを作成し、各 VRF
で同じOSPFv2インスタンスまたは複数のOSPFv3インスタンスを使用することもできます。VRF
に OSPFv2インスタンスを割り当てることができます。

インターフェイスのVRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設定し
ます。インターフェイスのVRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が削除され
ます。

（注）

始める前に

OSPF機能を有効にしてあることを確認します（「OSPFv2の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router ospf instance-tag
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4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths path

6. interface interface-type slot/port

7. vrf member vrf-name

8. ip address ip-prefix/length

9. ip router ospf instance-tag area area-id

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新規 OSPFv2インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospf instance-tag

例：

Step 3

switch(config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

Step 4

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv2パスの最大数を設定します。この機能は、
ロードバランシングに使用されます。

（任意） maximum-paths path

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths
4

Step 5

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 6

switch(config-router-vrf)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 7

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

Step 8

このインターフェイスを OSPFv2インスタンスおよ
び設定エリアに割り当てます。

ip router ospf instance-tag area area-id

例：

Step 9

switch(config-if)# ip router ospf 201
area 0

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config)# router ospf 201
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPFv2設定の確認
OSPFv2設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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目的コマンド

1つ以上のOSPFルーティングインスタンスに関す
る情報を表示します。出力には、次のエリアレベ

ルのカウントが含まれます。

•このエリアのインターフェイス：このエリア
に追加されたすべてのインターフェイスの数

（設定されたインターフェイス）。

•アクティブインターフェイス：ルータリンク
ステートおよび SPF（UPインターフェイス）
にあると見なされるすべてのインターフェイ

スの数。

•パッシブインターフェイス：OSPFパッシブと
見なされるすべてのインターフェイスの数（隣

接関係は形成されません）。

•ループバックインターフェイス：すべてのロー
カルループバックインターフェイスの数。

show ip ospf [instance-tag] [vrf vrf-name]

OSPFv2境界ルータ設定を表示します。show ip ospf border-routers [ vrf { vrf-name |
all | default | management }]

OSPFv2リンクステートデータベースの要約を表示
します。

show ip ospf database [ vrf { vrf-name | all |
default | management}]

OSPFv2-relatedインターフェイスの情報を表示しま
す。

show ip ospf interface number [ vrf { vrf-name
| all | default | management }]

変更された OSPFv2 LSAを表示します。show ip ospf lsa-content-changed-list
neighbor-id interface - type number [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2ネイバーの一覧を表示します。show ip ospf neighbors [ neighbor-id ] [ detail ]
[ interface - type number ] [ vrf { vrf-name | all |
default | management }] [ summary ]

OSPFv2リンクステート要求の一覧を表示します。show ip ospf request-list neighbor-id interface -
type number [ vrf {vrf-name | all | default |
management }]

OSPFv2リンクステート再送の一覧を表示します。show ip ospf retransmission-list neighbor-id
interface - type number [ vrf { vrf-name | all |
default | management }]

内部 OSPFv2ルートを表示します。show ip ospf route [ ospf-route ] [ summary ] [
vrf { vrf-name | all | default | management }]

OSPFv2サマリアドレスに関する情報を表示しま
す。

show ip ospf summary-address [ vrf { vrf-name
| all | default | management }]
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目的コマンド

OSPFv2仮想リンクに関する情報を表示します。show ip ospf virtual-links [ brief ] [ vrf {
vrf-name | all | default | management }]

VRFベースの OSPFv2設定に関する情報を表示し
ます。

show ip ospf vrf { vrf-name | all | default |
management }

現在実行中の OSPFv2設定を表示します。show running-configuration ospf

OSPFv2のモニタリング
OSPFv2統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

エリアのOSPFv2ルートポリシー統計情報を表
示します。

show ip ospf policy statistics area area-id filter list
{in | out} [vrf {vrf-name | all | default |
management}]

OSPFv2ルートポリシー統計情報を表示します。show ip policy statistics redestribute {bgp id | direct
| eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} [vrf
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2イベントカウンタを表示します。show ip ospf statistics [vrf {vrf-name | all | default
| management}]

OSPFv2パケットカウンタを表示します。show ip ospf traffic [interface-type number] [vrf
{vrf-name | all | default | management}]

OSPFv2の設定例
次に、OSPFv2を設定する例を示します。
feature ospf
router ospf 201
router-id 290.0.2.1
interface ethernet 1/2
ip router ospf 201 area 0.0.0.10
ip ospf authentication
ip ospf authentication-key 0 mypass

OSPF RFC互換モードの例
次に、RFC 1583互換ルータと互換性を持つように OSPFを設定する例を示します。
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RFC1583互換の OSPFのみを実行するルータに接続するすべての VRFで、RFC 1583の互換性を
設定する必要があります。

（注）

switch# configure terminal
switch(config)# feature ospf
switch(config)# router ospf Test1
switch(config-router)# rfc1583compatibility
switch(config-router)# vrf A
switch(config-router-vrf)# rfc1583compatibility

その他の参考資料
OSPFの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。

OSPFv2の関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』キーチェーン

OSPFv3の設定（159ページ）IPv6ネットワーク向けOSPFv3

Route Policy Managerの設定ルートマップ

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロードするには、次
の URLにアクセスしてください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

OSPFv2に関連するMIB
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/security/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_Security_Configuration_Guide_7x.html
ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
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第 8 章

OSPFv3の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで IPv6ネットワーク用の Open Shortest Path First version 3
（OSPFv3）を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• OSPFv3について（159ページ）
•マルチエリア隣接関係（Multi-Area Adjacency）（167ページ）
• OSPFv3と IPv6ユニキャスト RIB（167ページ）
•アドレスファミリのサポート（167ページ）
•高度な機能（168ページ）
• OSPFv3の前提条件（173ページ）
• OSPFv3の注意事項および制約事項（173ページ）
•デフォルト設定（175ページ）
•基本的なOSPFv3の設定（175ページ）
•高度なOSPFv3の設定（197ページ）
•暗号化（223ページ）
•ルータレベルでの OSPFv3暗号化の設定（224ページ）
•エリアレベルでの OSPFv3暗号化の設定（225ページ）
•インターフェイスレベルでの OSPFv3暗号化の設定（226ページ）
•仮想リンクの OSPFv3暗号化の設定（227ページ）
• OSPFv3の設定の確認（229ページ）
• OSPFv3のモニタリング（230ページ）
• OSPFv3の設定例（231ページ）
•関連項目（231ページ）
•その他の参考資料（231ページ）

OSPFv3について
OSPFv3は、IETFリンクステートプロトコル（概要（11ページ）の項を参照）です。OSPFv3
ルータは、helloパケットと呼ばれる特別なメッセージを各OSPF対応インターフェイスに送信し、
他の OSPFv3隣接ルータを探索します。ネイバールータが発見されると、この 2台のルータは
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helloパケットの情報を比較して、両者の設定に互換性のあるかどうかを判定します。これらのネ
イバールータは隣接を確立しようとします。つまり、両者のリンクステートデータベースを同期

させて、確実に同じ OSPFv3ルーティング情報を持つようにします。隣接ルータは、各リンクの
稼働状態に関する情報、リンクのコスト、およびその他のあらゆるネイバー情報を含むリンクス

テートアドバタイズメント（LSA）を共有します。これらのルータはその後、受信したLSAをす
べてのOSPFイネーブルインターフェイスにフラッディングします。これにより、すべてのOSPFv3
ルータのリンクステートデータベースが最終的に同じになります。すべての OSPFv3ルータのリ
ンクステートデータベースが同じになると、ネットワークは収束します（「コンバージェンス」

を参照）。その後、各ルータは、ダイクストラの最短パス優先（SPF）アルゴリズムを使用して、
自身のルートテーブルを構築します。

OSPFv3ネットワークは、複数のエリアに分割できます。ルータは、ほとんどの LSAを 1つのエ
リア内だけに送信するため、OSPF対応ルータの CPUとメモリの要件が緩やかになります。

OSPFv3は IPv6をサポートしています。IPv4向けのOSPFの詳細については、OSPFv2の設定（99
ページ）を参照してください。

OSPFv3と OSPFv2の比較
OSPFv3プロトコルの大半は OSPFv2と同じです。OSPFv3は RFC 2740に記載されています。

OSPFv3プロトコルと OSPFv2プロトコルの重要な相違点は、次のとおりです。

• OSPFv2を拡張した OSPFv3では、IPv6ルーティングプレフィックスとサイズの大きい IPv6
アドレスのサポートを提供しています。

• OSPFv3の LSAは、アドレスとマスクではなく、プレフィックスとプレフィックス長として
表現されます。

•ルータ IDとエリア IDは 32ビット数で、IPv6アドレスとは無関係です。

• OSPFv3では、ネイバー探索およびその他の機能にリンクローカル IPv6アドレスを使用しま
す。

• OSPFv3は、IPv6認証トレーラ（RFC 6506）または IPSec（RFC 4552）を使用できます。ただ
し、どちらのオプションも Cisco NX-OSではサポートされません。

• OSPFv3では、LSAタイプが再定義されています。

Helloパケット
OSPFv3ルータは、すべての OSPFイネーブルインターフェイスに helloパケットを定期的に送信
します。ルータがこのhelloパケットを送信する頻度は、インターフェイスごとに設定されたhello
間隔により決定されます。OSPFv3は、helloパケットを使用して、次のタスクを実行します。

•ネイバー探索

•キープアライブ

•双方向通信
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•指定ルータの選定（「指定ルータ」セクションを参照してください）

helloパケットには、リンクのOSPFv3コスト割り当て、hello間隔、送信元ルータのオプション機
能など、送信元の OSPFv3インターフェイスとルータに関する情報が含まれます。これらの hello
パケットを受信する OSPFv3インターフェイスは、設定に受信インターフェイスの設定との互換
性があるかどうかを判定します。互換性のあるインターフェイスはネイバーと見なされ、ネイバー

テーブルに追加されます（「ネイバー情報」の項を参照してください）。

helloパケットには、送信元インターフェイスが通信したルータのルータ IDのリストも含まれま
す。受信インターフェイスが、このリストで自身の IDを見つけた場合は、2つのインターフェイ
ス間で双方向通信が確立されます。

OSPFv3は、helloパケットをキープアライブメッセージとして使用して、ネイバーが通信を継続
中であるかどうかを判定します。ルータが設定されたデッド間隔（通常は hello間隔の倍数）で
helloパケットを受信しない場合、そのネイバーはローカルネイバーテーブルから削除されます。

ネイバー情報

ネイバーであると見なされるようにするには、リモートインターフェイスと互換性があるように

OSPFv3インターフェイスを設定しておく必要があります。この 2つのOSPFv3インターフェイス
で、次の基準が一致している必要があります。

• hello間隔

•デッド間隔

•エリア ID（「エリア」の項を参照）

•オプション機能

一致する場合は、次の情報がネイバーテーブルに入力されます。

•ネイバー ID：ネイバールータのルータ ID

•優先度：ネイバールータの優先度。プライオリティは、指定ルータの選定（「指定ルータ」
を参照）に使用されます。

•状態：ネイバーから通信があったか、双方向通信の確立処理中であるか、リンクステート情
報を共有しているか、または完全な隣接関係が確立されたかを示します。

•デッドタイム：このネイバーから最後の helloパケットを受信したあとに経過した時間を示
します。

•リンクローカル IPv6アドレス：ネイバーのリンクローカル IPv6アドレス

•指定ルータ：ネイバーが指定ルータ、またはバックアップ指定ルータとして宣言されたかど
うかを示します（「指定ルータ」の項を参照）。

•ローカルインターフェイス：このネイバーのhelloパケットを受信したローカルインターフェ
イス。
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最初のhelloパケットが新規ネイバーから受信されると、そのネイバーは、初期化状態のネイバー
テーブルに入力されます。いったん双方向通信が確立されると、ネイバー状態は双方向となりま

す。2つのインターフェイスが互いのリンクステートデータベースを交換するため、次に ExStart
および交換状態となります。これらがすべて完了すると、ネイバーは完全な状態へと移行し、こ

れが完全な隣接関係となります。ネイバーは、デッド間隔でhelloパケットをまったく送信しない
場合は、ダウン状態に移行し、隣接とは見なされなくなります。

隣接関係

すべてのネイバーが隣接関係を確立するわけではありません。ネットワークタイプと確立された

指定ルータに応じて、完全な隣接関係を確立して、すべてのネイバーとLSAを共有するものと、
そうでないものがあります。詳細については、「指定ルータ」の項を参照してください。

隣接関係は、OSPFv3のデータベース説明（DD）パケット、リンク状態要求（LSR）パケット、
およびリンク状態更新（LSU）パケットを使用して確立されます。データベース説明パケットに
は、ネイバーのリンクステートデータベースからのLSAヘッダーが含まれます（「リンクステー
トデータベース」の項を参照）。ローカルルータは、これらのヘッダーを自身のリンクステー

トデータベースと比較して、新規の LSAか、更新された LSAかを判定します。ローカルルータ
は、新規または更新の情報を必要とする各 LSAについて、リンク状態要求（LSR）パケットを送
信します。ネイバーはLSUパケットで応答します。このパケット交換は、両方のルータのリンク
ステート情報が同じになるまで継続します。

指定ルータ

複数のルータを含むネットワークは、OSPFv3特有の状況です。すべてのルータがネットワークで
LSAをフラッディングした場合は、同じリンクステート情報が複数の送信元から送信されます。
ネットワークのタイプによっては、OSPFv3は指定ルータ（DR）という 1台のルータを使用して
LSAのフラッディングを制御し、OSPFv3の残りの部分に対してネットワークを代表する役割を
させる場合があります（「エリア」の項を参照）。DRがダウンした場合、OSPFv3はバックアッ
プ指定ルータ（BDR）を選択します。DRがダウンすると、OSPFv3はこの BDRを使用します。

ネットワークタイプは次のとおりです。

•ポイントツーポイント： 2台のルータ間にのみ存在するネットワーク。ポイントツーポイン
トネットワーク上の全ネイバーは隣接関係を確立し、DRは存在しません。

•ブロードキャスト：ブロードキャストトラフィックが可能なイーサネットなどの共有メディ
ア上で通信できる複数のルータを持つネットワーク。OSPFv3ルータは DRおよび BDRを確
立し、これらにより、ネットワーク上の LSAフラッディングを制御します。OSPFv3は、よ
く知られている IPv6マルチキャストアドレス FF02::5およびMACアドレス 0100.5300.0005
を使用して、ネイバーと通信します。

DRとBDRは、helloパケット内の情報に基づいて選択されます。インターフェイスはhelloパケッ
トの送信時に、どれが DRおよび BDRかわかっている場合は、優先フィールドと、DRおよび
BDRフィールドを設定します。ルータは、helloパケットの DRおよび BDRフィールドで宣言さ
れたルータと優先フィールドに基づいて、選定手順を実行します。最終的に OSPFv3は、最も大
きいルータ IDを DRおよび BDRとして選択します。
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他のルータはすべて DRおよび BDRと隣接関係を確立し、IPv6マルチキャストアドレス FF02::6
を使用して、LSA更新情報をDRと BDRに送信します。次の図は、すべてのルータとDRとの隣
接関係を示しています。

DRは、ルータインターフェイスに基づいています。1つのネットワークのDRであるルータは、
別のインターフェイス上の他のネットワークの DRとなることはできません。

図 20 :マルチアクセスネットワークの DR

エリア

OSPFv3ネットワークを複数のエリアに分割すると、ルータに要求される OSPFv3の CPUとメモ
リに関する要件を制限できます。エリアとは、ルータの論理的な区分で、OSPFv3ドメイン内にリ
ンクして別のサブドメインを作成します。LSAフラッディングはエリア内でのみ発生し、リンク
ステートデータベースはエリア内のリンクにのみ制限されます。定義されたエリア内のインター

フェイスには、エリア IDを割り当てることができます。エリア IDは、10.2.3.1などの、数字また
はドット付き 10進表記で表現される 32ビット値です。

Cisco NX-OSは常にドット付き 10進表記でエリアを表示します。

OSPFv3ネットワーク内に複数のエリアを定義する場合は、0という予約されたエリア IDを持つ
バックボーンエリアも定義する必要があります。エリアが複数ある場合は、1台以上のルータが
エリア境界ルータ（ABR）となります。ABRは、バックボーンエリアと他の1つ以上の定義済み
エリアの両方に接続します。
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図 21 : OSPFv3エリア

ABRには、接続するエリアごとに個別のリンクステートデータベースがあります。ABRは、接
続したエリアの1つからバックボーンエリアにエリア間プレフィックス（タイプ3）LSA（「ルー
ト集約」セクションを参照）を送信します。バックボーンエリアは、1つのエリアに関する集約
情報を別のエリアに送信します。図に、エリア 0が、エリア 5に関する集約情報をエリア 3に送
信しています。

OSPFv3では、自律システム境界ルータ（ASBR）という、もう 1つのルータタイプも定義されて
います。このルータは、OSPFv3エリアを別の自律システム（AS）に接続します。自律システム
とは、単一の技術的管理エンティティにより制御されるネットワークです。OSPFv3は、そのルー
ティング情報を別の自律システムに再配布したり、再配布されたルートを別の自律システムから

受信したりできます。詳細については、「高度な機能」のセクションを参照してください。

リンクステートアドバタイズメント

OSPFv3はリンクステートアドバタイズメント（LSA）を使用して、固有のルーティングテーブ
ルを構築します。

リンクステートアドバタイズメントタイプ

OSPFv3はリンクステートアドバタイズメント（LSA）を使用して、固有のルーティングテーブ
ルを構築します。

次の表に、Cisco NX-OSでサポートされる LSAタイプを示します。

説明名前タイプ

すべてのルータが送信する LSA。この LSAには、すべてのリン
クの状態とコストが含まれますが、プレフィックス情報は含まれ

ません。ルータ LSAは SPF再計算をトリガーします。ルータ
LSAはローカル OSPFv3エリアにフラッディングされます。

ルータ LSA1
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説明名前タイプ

DRが送信するLSA。このLSAには、マルチアクセスネットワー
ク内のすべてのルータの一覧が含まれますが、プレフィックス情

報は含まれません。ネットワーク LSAは SPF再計算をトリガー
します。「指定ルータ」のセクションを参照してください。

ネットワーク LSA2

ABRが、ローカルエリア内の宛先ごとに外部エリアに送信する
LSA。この LSAには、境界ルータからローカルの宛先へのリン
クコストが含まれます。「エリア」のセクションを参照してく

ださい。

エリア間プレフィッ

クス LSA
3

エリア境界ルータが外部エリアに送信する LSA。この LSAは、
リンクコストを ASBRのみにアドバタイズします。「エリア」
の項を参照してください。

エリア間ルータ
LSA

4

ASBRが生成する LSA。この LSAには、外部自律システム宛先
へのリンクコストが含まれます。AS外部LSAは、自律システム
全体にわたってフラッディングされます。「エリア」の項を参照

してください。

AS外部 LSA5

ASBRが NSSA内で生成する LSA。この LSAには、外部自律シ
ステム宛先へのリンクコストが含まれます。タイプ 7 LSAは、
ローカルNSSA内のみでフラッディングされます。「エリア」の
項を参照してください。

タイプ 7 LSA7

各ルータが、リンクローカルフラッディングスコープを使用し

て送信する LSA。（「フラッディングと LSAグループペーシン
グ」の項を参照）。この LSAには、このリンクのリンクローカ
ルアドレスと IPv6アドレスが含まれます。

リンク LSA8

すべてのルータが送信する LSA。この LSAには、プレフィック
スまたはリンク状態へのあらゆる変更が含まれます。エリア内プ

レフィックス LSAはローカル OSPFv3エリアにフラッディング
されます。この LSAは SPF再計算をトリガーしません。

エリア内プレフィッ

クス LSA
9

再起動されるルータが、リンクローカルフラッディングスコー

プを使用して送信するLSA。このLSAは、OSPFv3のグレースフ
ルリスタートに使用されます。「高可用性およびグレースフル

リスタート」を参照してください。

Grace LSA11

リンクコスト

各 OSPFv3インターフェイスは、リンクコストを割り当てられています。このコストは任意の数
字です。デフォルトでは、Cisco NX-OSが、設定された参照帯域幅をインターフェイス帯域幅で
割った値をコストとして割り当てます。デフォルトでは、参照帯域幅は 40 Gbpsです。リンクコ
ストは各リンクに対して、LSA更新情報で伝えられます。
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フラッディングと LSAグループペーシング

OSPFv3は、LSAのタイプに応じて、ネットワークのさまざまなセクションにLSAの更新をフラッ
ディングします。OSPFv3は、次のフラッディングスコープを使用します

•リンクローカル：LSAは、ローカルリンク上でのみフラッディングされます。リンク LSA
および猶予 LSAに使用されます。

•エリアローカル：LSAは、単一の OSPFエリア全体にのみフラッディングされます。ルータ
LSA、ネットワークLSA、エリア間プレフィックスLSAs、エリア間ルータLSA、およびエリ
ア内プレフィックス LSAに使用されます。

• ASスコープ：LSAは、ルーティングドメイン全体にフラッディングされます。ASスコープ
は AS外部 LSAに使用されます。

LSAフラッディングにより、ネットワーク内のすべてのルータが同じルーティング情報を持つこ
とが保証されます。LSAフラッディングは、OSPFv3エリアの設定により異なります（「エリア」
の項を参照）。LSAは、リンクステートリフレッシュ時間に基づいて（デフォルトでは 30分ご
とに）フラッディングされます。各LSAには、リンクステートリフレッシュ時間が設定されてい
ます。

ネットワークの LSA更新情報のフラッディングレートは、LSAグループペーシング機能を使用
して制御できます。LSAグループペーシングにより、CPUまたはバッファの使用率を低下させる
ことができます。この機能により、同様のリンクステートリフレッシュ時間を持つLSAがグルー
プ化されるため、OSPFv3で、複数の LSAを 1つの OSPFv3更新メッセージにまとめることが可
能となります。

デフォルトでは、相互のリンクステートリフレッシュ時間が 10秒以内の LSAが、同じグループ
に入れられます。この値は、大規模なリンクステートデータベースでは低く、小規模のデータ

ベースでは高くして、ネットワーク上の OSPFv3負荷を最適化する必要があります。

リンクステートデータベース

各ルータは、OSPFv3ネットワーク用のリンクステートデータベースを保持しています。このデー
タベースには、収集されたすべてのLSAが含まれ、ネットワークを通過するすべてのルートに関
する情報が格納されます。OSPFv3は、この情報を使用して、各宛先への最適なパスを計算し、こ
の最適なパスをルーティングテーブルに入力します。

MaxAgeと呼ばれる設定済みの時間間隔で受信された LSA更新情報がまったくない場合は、リン
クステートデータベースから LSAが削除されます。ルータは、LSAを 30分ごとに繰り返してフ
ラッディングし、正確なリンクステート情報が期限切れで削除されるのを防ぎます。Cisco NX-OS
は、LSAグルーピング機能をサポートし、同時にすべてのLSAが更新されないようにします。詳
細については、「フラッディングと LSAグループペーシング」のセクションを参照してくださ
い。
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マルチエリア隣接関係（Multi-Area Adjacency）
OSPFv3マルチエリア隣接関係により、複数のエリアにあるプライマリインターフェイス上にリ
ンクを設定できます。このリンクは、それらのエリア内の優先されるエリア内リンクになります。

マルチエリア隣接関係では、OSPFv3エリアにポイントツーポイントの番号なしリンクを確立し、
そのエリアにトポロジパスを提供します。プライマリ隣接関係はリンクを使用して、ネイバース

テートが fullの場合に、ルータ LSAで対応するエリアの番号なしポイントツーポイントリンクを
アドバタイズします。

マルチエリアインターフェイスは、OSPFの既存のプライマリインターフェイス上の論理構成体
として存在しますが、プライマリインターフェイス上のネイバーステートは、マルチエリアイ

ンターフェイスと無関係です。マルチエリアインターフェイスはネイバールータ上の対応するマ

ルチエリアインターフェイスとの隣接関係を確立します。詳細については、「マルチエリアの隣

接関係の設定」の項を参照してください。

OSPFv3と IPv6ユニキャスト RIB
OSPFv3は、リンクステートデータベースでダイクストラの SPFアルゴリズムを実行します。こ
のアルゴリズムにより、パス上の各リンクのリンクコストの合計に基づいて、各宛先への最適な

パスが選択されます。選択された各宛先への最短パスがOSPFv3ルートテーブルに入力されます。
OSPFv3ネットワークが収束すると、このルートテーブルは IPv6ユニキャストルーティング情報
ベース（RIB）にデータを提供します。OSPFv3は IPv6ユニキャスト RIBと通信し、次の動作を
行います。

•ルートの追加または削除

•他のプロトコルからのルートの再配布への対応

•変更されていないOSPFv3ルートの削除およびスタブルータアドバタイズメントを行うため
のコンバージェンス更新情報を提供します（「複数の OSPFv3インスタンス」を参照）。

さらに OSPFv3は、変更済みダイクストラアルゴリズムを実行して、エリア間プレフィックス、
エリア間ルータ、AS外部、タイプ 7、およびエリア内プレフィックス（タイプ 3、4、5、7、8）
の各 LSAの変更の高速再計算を行います。

アドレスファミリのサポート
Cisco NX-OSは、ユニキャスト IPv6やマルチキャスト IPv6などの複数のアドレスファミリをサ
ポートしています。アドレスファミリに特有の OSPFv3機能は、次のとおりです。

•デフォルトルート

•ルート集約

•ルートの再配布
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•境界ルータのフィルタリスト

• SPF最適化

これらの機能の設定時に IPv6ユニキャストアドレスファミリコンフィギュレーションモードを
開始するには、address-family ipv6 unicastコマンドを使用します。

高度な機能
Cisco NX-OSは、ネットワークでの OSPFv3の可用性やスケーラビリティを向上させる高度な
OSPFv3機能をサポートしています。

スタブエリア

エリアをスタブエリアにすると、エリアでフラッディングされる外部ルーティング情報の量を制

限できます。スタブエリアとは、AS外部（タイプ5）LSA（リンクステートアドバタイズメント
（164ページ）の項を参照）が許可されないエリアです。これらの LSAは通常、外部ルーティン
グ情報を伝播するためにローカル自律システム全体でフラッディングされます。スタブエリアに

は、次の要件があります。

•スタブエリア内のすべてのルータはスタブルータです。「スタブルーティング」の項を参
照してください。

•スタブエリアには ASBRルータは存在しません。

•スタブエリアには仮想リンクを設定できません。

次の図に示すOSPFv3自律システムでは、エリア0.0.0.10内のルータはすべて、外部自律システム
に到達するためにABRを通過しなければなりません。エリア 0.0.0.10は、スタブエリアとして設
定できます。

図 22 :スタブエリア

スタブエリアは、外部自律システムへのバックボーンエリアを通過する必要のあるすべてのトラ

フィックにデフォルトルートを使用します。デフォルトルートは、プレフィックス長が IPv6向
けに 0に設定されたエリア間プレフィックス LSAです。
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Not-So-Stubby Area
Not-So-Stubby Area（NSSA）は、スタブエリアに似ていますが、NSSAでは、再配布を使用して
NSSA内で自律システム外部ルートをインポートできる点が異なります。NSSA ASBRはこれらの
ルートを再配布し、タイプ 7 LSAを生成して NSSA全体にフラッディングします。または、この
タイプ 7 LSAを AS外部（タイプ 5）LSAに変換するよう、NSSAを他のエリアに接続する ABR
を設定することができます。こうすると、ABRは、これらの AS外部 LSAを OSPFv3自律システ
ム全体にフラッディングします。変換中は集約とフィルタリングがサポートされます。タイプ 7
LSAの詳細については、リンクステートアドバタイズメント（164ページ）の項を参照してくだ
さい。

たとえば、OSPFv3を使用する中央サイトを、異なるルーティングプロトコルを使用するリモー
トサイトに接続するときに NSSAを使用すると、管理作業を簡素化できます。NSSAを使用する
前は、企業サイトの境界ルータとリモートルータの間の接続をOSPFv3スタブエリアとして実行
できませんでした。これは、リモートサイトへのルートはスタブエリア内に再配布できないため

です。NSSAが実装されたことで、企業ルータとリモートルータ間のエリアを NSSAとして定義
することにより、NSSAで OSPFv3を拡張してリモート接続をカバーできます。（「NSSAの設
定」の項を参照）。

バックボーンエリア 0を NSSAにできません

Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、OSPFは RFC 3101セクション 2.5(3)に準拠するようになりま
した。Not-so-Stubby Areaに接続されたエリア境界ルータが Pビットクリアのデフォルトルート
LSAを受信した場合は、無視されます。OSPFは、これらの条件下で以前にデフォルトルートを
追加していました。

すでに RFC非準拠の動作を使用するようにネットワークを設計しており、デフォルトルートが
NSSA ABRに追加されると想定している場合は、Cisco NX-OSリリース9.3(1)以降にアップグレー
ドするときに動作が変更されます。

古い動作を続行する場合は、default-route nssa-abr pbit-clearコマンドで有効にすることができま
す。このコマンドは、Cisco NX-OS Release 9.3(1)で実装されました。

（注）

仮想リンク

仮想リンクを使用すると、物理的に直接接続できない場合に、OSPFv3エリア ABRをバックボー
ンエリア ABRに接続できます。図には、エリア 3をエリア 5経由でバックボーンエリアに接続
する仮想リンクを示します。
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図 23 :仮想リンク

また、仮想リンクを使用して、分割エリアから一時的に回復できます。分割エリアは、エリア内

のリンクがダウンしたために隔離された一部のエリアで、ここからはバックボーンエリアへの代

表 ABRに到達できません。

ルートの再配布

OSPFv3は、ルート再配布を使用して、他のルーティングプロトコルからルートを学習できます。
「ルートの再配布（16ページ）」の項を参照してください。リンクコストをこれらの再配布さ
れたルートに割り当てるか、またはデフォルトリンクコストを再配布されたすべてのに割り当て

るよう、OSPFv3を設定します。

ルート再配布では、ルートマップを使用して、再配布する外部ルートを管理します。再配布を指

定したルートマップを設定して、どのルートがOSPFv3に渡されるかを制御する必要があります。
ルートマップを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性

に基づいて、ルートをフィルタリングできます。ルートマップを使用して、これらの外部ルート

がローカルOSPFv3 ASでアドバタイズされる前にAS外部（タイプ5）LSAおよびNSSA外部（タ
イプ 7）LSAのパラメータを変更できます。詳細については、Route Policy Managerの設定（519
ページ）を参照してください。

ルート集約

OSPFv3は学習したすべてのルートをあらゆるOSPF対応ルータと共有するので、ルート集約を使
用して、それぞれの OSPF対応ルータにフラッディングされる固有のルートの数を削減した方が
よい場合もあります。ルート集約により、より具体的な複数のアドレスが、すべての具体的なア

ドレスを表す 1つのアドレスに置き換えられるため、ルートテーブルが簡素化されます。たとえ
ば、2010:11:22:0:1000::1と 2010:11:22:0:2000:679:1を 1つの集約アドレス 2010:11:22::/32に置き換
えることができます。

一般的には、エリア境界ルータ（ABR）の境界ごとに集約します。集約は 2つのエリアの間でも
設定できますが、バックボーンの方向に集約する方が適切です。こうすると、バックボーンがす
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べての集約アドレスを受信し、すでに集約されているそれらのアドレスを他のエリアに投入でき

るためです。集約には、次の 2タイプがあります。

•エリア間ルート集約

•外部ルート集約

エリア間ルート集約はABR上で設定し、自律システム内のエリア間のルートを集約します。集約
の利点を生かすには、これらのアドレスを 1つの範囲内にまとめることができるように、連続す
るネットワーク番号をエリア内で割り当てます。

外部ルート集約は、ルート再配布を使用して OSPFv3に投入される外部ルートに特有のルート集
約です。集約する外部の範囲が連続していることを確認する必要があります。異なる 2台のルー
タからの重複範囲を集約すると、誤った宛先にパケットが送信される原因となる場合があります。

外部ルート集約は、ルートを OSPFに再配布している ASBRで設定してください。

集約アドレスの設定時に Cisco NX-OSは、ルーティングブラックホールおよびルートループを
防ぐために、集約アドレスの廃棄ルートを自動的に設定します。

高可用性およびグレースフルリスタート

Cisco NX-OSは、マルチレベルのハイアベイラビリティアーキテクチャを提供します。OSPFv3
は、ステートフルリスタートをサポートしています。これは、ノンストップルーティング（NSR）
とも呼ばれます。OSPFv3で問題が発生した場合は、以前の実行時状態からの再起動を試みます。
この場合、ネイバーはいずれのネイバーイベントも登録しません。最初の再起動が正常ではな

く、別の問題が発生した場合、OSPFv3はグレースフルリスタートを試みます。

グレースフルリスタート、つまり、Nonstop Forwarding（NSF）では、処理の再起動中も OSPFv3
がデータ転送パス上に存在し続けます。OSPFv3はグレースフルリスタートの実行が必要になる
と、リンクローカル猶予（タイプ11）LSAを送信します。この再起動中のOSPFv3プラットフォー
ムは NSF対応と呼ばれます。

猶予 LSAには猶予期間が含まれます。猶予期間とは、ネイバー OSPFv3インターフェイスは再起
動中のOSPFv3インターフェイスからのLSAを待つよう指定された時間です（通常、OSPFv3は隣
接関係を切断し、ダウン状態または再起動中のOSPFv3インターフェイスからのすべてのLSAを廃
棄します）。参加するネイバーは、NSFヘルパーと呼ばれ、再起動中の OSPFv3インターフェイ
スから発信されたすべての LSAを、インターフェイスがまだ隣接しているかのように保持しま
す。

再起動中の OSPFv3インターフェイスが稼働を再開すると、ネイバーを再探索して隣接関係を確
立し、LSA更新情報の送信を再開します。この時点で、NSFヘルパーは、グレースフルリスター
トが完了したと認識します。

ステートフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchoverを使用したユーザ開始スイッチオーバー command

グレースフルリスタートは次のシナリオで使用されます。
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•プロセスでの問題発生後の 2回目の回復試行（4分以内）

• restart ospfv3を使用したプロセスの手動再起動 command

•アクティブスーパーバイザの削除

• reload module active-supコマンド

複数の OSPFv3インスタンス
Cisco NX-OSは、OSPFv3プロトコルの複数インスタンスをサポートしています。デフォルトで
は、すべてのインスタンスが同じシステムルータ IDを使用します。複数のインスタンスが同じ
OSPFv3自律システムにある場合は、各インスタンスのルータ IDを手動で設定する必要がありま
す。サポートされるOSPFv3インスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。

OSPFv3ヘッダーには、特定のOSPFv3インスタンスのOSPFv3パケットを識別するためのインス
タンス IDフィールドが含まれます。この OSPv3インスタンスを割り当てることができます。イ
ンターフェイスは、パケットヘッダーのOSPFv3インスタンス IDが一致しないOSPFv3パケット
をすべてドロップします。

Cisco NX-OSでは、インターフェイス上に 1つの OSPFv3インスタンスのみが許可されます。

SPF最適化
Cisco NX-OSは、次の方法で SPFアルゴリズムを最適化します。

•ネットワーク（タイプ 2）LSA、エリア間プレフィックス（タイプ 3）LSA、および AS外部
（タイプ 5）LSA用部分 SPF：これらの LSAのいずれかが変更されると、Cisco NX-OSは、
全体的な SPF計算ではなく、高速部分計算を実行します。

• SPFタイマー：さまざまなタイマーを設定して、SPF計算を制御できます。これらのタイマー
には、後続の SPF計算の幾何バックオフが含まれます。幾何バックオフにより、複数の SPF
計算による CPU負荷が制限されます。

BFD
この機能では、IPv6用の双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、転送
パスの障害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の隣接デバイス
間のサブセカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプ
レーンに分散できるため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。詳細について
は、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。
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仮想化のサポート

Cisco NX-OSは、OSPFv3の複数のプロセスインスタンスをサポートします。各OSPFv3インスタ
ンスは、システム制限まで、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポー
トできます。サポートされる OSPFv3インスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。

OSPFv3の前提条件
OSPFv3の前提条件は次のとおりです。

• OSPFv3を設定するための、ルーティングの基礎に関する詳しい知識がある。

•スイッチにログオンしている。

•リモート OSPFv3ネイバーと通信可能な 1つ以上の IPv6用インターフェイスが設定されてい
る。

• Enterprise Servicesライセンスがインストールされている。

• OSPFv3ネットワーク戦略と、ネットワークのプランニングが完成している。たとえば、複数
のエリアが必要かどうかを決定します。

• OSPF機能を有効していること（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

• IPv6アドレス指定および基本設定に関する詳しい知識がある。IPv6ルーティングおよびアド
レス指定の詳細については、IPv6の設定（59ページ）を参照してください。

OSPFv3の注意事項および制約事項
OSPFv3設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•リロード時の OSPFv2の graceful-restart planned-onlyコマンドは、graceful-restartコマンド
に変換されます。

これは機能に影響を与えません。graceful-restart planned-onlyが設定にない場合、この問題
はそのデバイスには適用されません。

これは、Cisco NX-OSリリースが 9.3(2)で、CSCvs57583がリリースに含まれていない場合に
発生します。回避策は、graceful-restartコマンドを設定解除し、古いコマンドを再設定する
ことです。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。たとえ

ば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

• no graceful-restart planned onlyコマンドを入力すると、グレースフルリスタートは無効にな
ります。
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• Cisco NX-OSは、ユーザがエリアを 10進表記で入力するか、ドット付き 10進表記で入力す
るかに関係なく、ドット付き 10進表記でエリアを表示します。

•仮想ポートチャネル（vPC）環境で OSPFv3を設定する場合は、コアスイッチ上のルータコ
ンフィギュレーションモードで次のタイマーコマンドを使用することにより、vPCピアリン
クがシャットダウンしたときに OSPFの高速コンバージェンスを実現します。
switch(config-router)# timers throttle spf 1 50 50
switch(config-router)# timers lsa-arrival 10

•スケールシナリオでは、インターフェイスとOSPFプロセスのリンクステートアドバタイズ
メントの数が大きい場合、OSPF MIBオブジェクトの SNMPエージェントのタイムアウト値
が小さい SNMPウォークは、タイムアウトになると予想されます。OSPF MIBオブジェクト
のポーリング中に問い合わせる SNMPエージェントのタイムアウトを確認する場合は、ポー
リングする SNMPエージェントのタイムアウト値を増加してください。

•アドミニストレーティブディスタンス機能には、次のガイドラインと制限事項が適用されま
す。

• OSPFルートに複数の等コストパスがある場合、アドミニストレーティブディスタンス
を設定しても match ip route-sourceコマンドに対しては決定性を持ちません。コマンド
を使用する必要があります。

• OSPFv3ルートのルートソースを照合するには、match ip route-sourceを設定します。次
は古い構文です: match ipv6 route-source OSPFv3のルートソースとルータ IDが IPv4ア
ドレスであるためです。

•アドミニストレーティブディスタンスの設定は、match route-type、match ipv6 address
prefix-list、およびmatch ip route-source prefix-listコマンドでのみサポートされます。別
の match文は無視されます。

•廃棄ルートには、アドミニストレーティブディスタンス 220が常に割り当てられます。
テーブルマップの設定は OSPFの廃棄ルートには適用されません。

• OSPFルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定する場合、matchroute-type、
match ipv6 address、およびmatch ip route-sourceコマンドの間に優先順位はありません。
このように、Cisco NX-OS OSPFアドミニストレーティブディスタンスを設定するための
テーブルマップの動作は、Cisco IOS OSPFの場合と異なります。

• vPCコンフィギュレーションモードで delay restore secondsコマンドを設定する場合や、マ
ルチシャーシ EtherChannelトランク（MCT）上の VLANがスイッチ仮想インターフェイス
（SVI）を使用してOSPFv2またはOSPFv3によって通知される場合、これらの SVIは設定さ
れた時間の間、vPCセカンダリノード上でMAX_LINK_COSTで通知されます。その結果、
すべてのルートまたはホストのプログラミングは、トラフィックを引き込む前に（セカンダ

リ vPCノードのピアリロードで）vPCの同期操作後に完了します。この動作により、ノース
サウストラフィックのパケット損失を最小にできます。

•プライマリエリアとマルチエリアに同じエリア IDを設定すると、エラーが表示されずに設定

が受け入れられます。プライマリエリアとマルチエリアを設定する場合は、同じエリア IDを
使用しないでください。
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

• OSPFで network ip address mask コマンドを使用すると、エラーメッセージが表示され、area
area id コマンドを使用してインターフェイスで OSPFを有効にするように求められます。

デフォルト設定
次の表に、OSPFv3パラメータのデフォルト設定値を示します。

表 24 : OSPFv3のデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

110アドミニストレーティブディスタンス

10秒hello間隔

40秒デッド間隔

イネーブル廃棄ルート

60秒グレースフルリスタートの猶予期間

15秒グレースフルリスタートの通知期間

ディセーブルOSPFv3機能

600秒スタブルータアドバタイズメントの宣言期間

40 Gbpsリンクコスト計算の参照帯域幅

1000ミリ秒LSA最小到着時間

10秒LSAグループペーシング

200ミリ秒SPF計算初期遅延時間

1000ミリ秒SPF計算最小ホールドタイム

5000ミリ秒SPF計算の最大待機時間

基本的なOSPFv3の設定
OSPFv3は、OSPFv3ネットワークを設計したあとに設定します。
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OSPFv3の有効化

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature ospfv3

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

OSPFv3を有効にします。[no] feature ospfv3

例：

Step 2

このコマンドを持つ noキーワードを使用すると、
OSPFv3機能を無効にして、関連するすべての設定を
削除します。

switch(config)# feature ospfv3

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

OSPFv3インスタンスの作成
OSPFv3設定の最初のステップは、インスタンスまたはOSPFv3インスタンスの作成です。作成し
たOSPFv3インスタンスには、一意のインスタンスタグを割り当てます。インスタンスタグは任
意の文字列です。各 OSPFv3インスタンスには、省略可能な次のパラメータも設定できます。

• Router ID：このOSPFv3インスタンスのルータ IDを設定します。このパラメータを使用しな
い場合は、ルータ ID選択アルゴリズムが使用されます。「ルータ ID」セクションを参照し
てください。

• Administrative distance：ルーティング情報の送信元の信頼性をランク付けします。詳細につい
ては、「アドミニストレーティブディスタンス」のセクションを参照してください。
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• Log adjacency changes：OSPFv3ネイバーの状態が変化するたびにシステムメッセージを作成
します。

•名前のルックアップ：ローカルホストのデータベースを検索または IPv6の DNS名を照会す
ることでホスト名に OSPFルータ IDを変換します。

• Maximum paths：OSPFv3が、特定の宛先についてルートテーブルにインストールする同等パ
スの最大数を設定します。このパラメータは、複数パス間のロードバランシングに使用しま

す。

• Reference bandwidth：ネットワークの算出OSPFv3コストメトリックを制御します。算出コス
トは、参照帯域幅をインターフェイス帯域幅で割った値です。算出コストは、ネットワーク

が OSPFv3インスタンスに追加されるときにリンクコストを割り当てると、無効にすること
ができます。詳細については、「OSPFv3でのネットワークの設定」のセクションを参照して
ください。

OSPFv3インスタンスパラメータの詳細については、「OSPFv3でのネットワークの設定」のセク
ションを参照してください。

始める前に

OSPFv3機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」のセクションを参照）。

使用する予定の OSPFv3インスタンスタグが、このルータ上では使用されていないことを確認し
ます。

show ospfv3 instance-tagを使用します。コマンドを使用して、インスタンスタグが使用されてい
ないことを確認します。

OSPFv3がルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、またはルー
タ IDオプションを設定する必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router ospfv3 instance-tag

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag

5. （任意） log-adjacency-changes [detail]
6. （任意） passive-interface default

7. （任意） distance number

8. （任意） maximum-paths paths

9. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

[no] router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

インターフェイスモードでは、no router
ospfv3 instance tagコマンドによって OSPF
の設定を削除できません。インターフェイ

スモードで設定されたOSPFv3コマンドは
いずれも、手動で削除する必要がありま

す。

（注）switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

OSPFv3ルータ IDを設定します。このドット付き 10
進表記の IDで、このOSPFv3インスタンスが識別さ

（任意） router-id ip-address

例：

Step 3

れます。この IDは、システムの設定済みインター
フェイス上に存在する必要があります。

switch(config-router)# router-id
192.0.2.1

OSPFv3情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag

例：

Step 4

switch(config-router)# show ipv6 ospfv3
201

ネイバーの状態が変化するたびに、システムメッセー

ジを生成します。

（任意） log-adjacency-changes [detail]

例：

Step 5

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

すべてのインターフェイス上でルーティングが更新

されないようにします。このコマンドは、VRFまた
（任意） passive-interface default

例：

Step 6

はインターフェイスコマンドモードの設定によって

上書きされます。
switch(config-router)# passive-interface
default

この OSPFv3インスタンスのアドミニストレーティ
ブディスタンスを設定します。範囲は1～255です。
デフォルトは 110です。

（任意） distance number

例：

switch(config-router-af)# distance 25

Step 7

ルートテーブル内の宛先に対する同等 OSPFv3パス
の最大数を設定します。指定できる範囲は 1～ 16で

（任意） maximum-paths paths

例：

Step 8

す。デフォルト値は 8です。このコマンドはロード
バランシングに使用されます。

switch(config-router-af)# maximum-paths
4

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
178

OSPFv3の設定

OSPFv3インスタンスの作成



目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次の例は、OSPFv3インスタンスを作成する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv3でのネットワークの設定
ルータがこのネットワークへの接続に使用するインターフェイスを介して、OSPFv3へのネット
ワークを関連付けることで、このネットワークを設定できます（「ネイバー情報」セクションを

参照）。すべてのネットワークをデフォルトバックボーンエリア（エリア 0）に追加したり、任
意の 10進数または IPアドレスを使用して新規エリアを作成したりできます。

すべてのエリアは、バックボーンエリアに直接、または仮想リンク経由で接続する必要がありま

す。

（注）

インターフェイスの有効な IPv6アドレスを設定するまでは、インターフェイス上で OSPFv3がイ
ネーブルになりません。

（注）

始める前に

OSPFv3機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ipv6 address ipv6-prefix/length

4. ipv6 router ospfv3 instance-tag area area-id [secondaries none]
5. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface interface-type slot/port

6. （任意） ospfv3 cost number

7. （任意） ospfv3 dead-interval seconds

8. （任意） ospfv3 hello-interval seconds
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9. （任意） ospfv3 instance instance

10. （任意） ospfv3 mtu-ignore

11. （任意） ospfv3 network {broadcast | point-point}
12. （任意） [default | no] ospfv3 passive-interface

13. （任意） ospfv3 priority number

14. （任意） ospfv3 shutdown

15. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスに IPv6アドレスを割り当て
ます。

ipv6 address ipv6-prefix/length

例：

Step 3

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8::1/48

OSPFv3インスタンスおよびエリアにインターフェ
イスを追加します。

ipv6 router ospfv3 instance-tag area area-id [secondaries
none]

例：

Step 4

switch(config-if)# ipv6 router ospfv3
201 area 0

OSPFv3情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 5

例：

switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 201
interface ethernet 1/2

このインターフェイスのOSPFv3コストメトリック
を設定します。デフォルトでは、参照帯域幅とイン

（任意） ospfv3 cost number

例：

Step 6

ターフェイス帯域幅に基づいて、コストメトリック

が計算されます。有効な範囲は 1～ 65535です。
switch(config-if)# ospfv3 cost 25

OSPFv3デッド間隔を秒単位で設定します。有効な
範囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔
の秒数の 4倍です。

（任意） ospfv3 dead-interval seconds

例：

switch(config-if)# ospfv3 dead-interval 50

Step 7
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） ospfv3 hello-interval seconds

例：

Step 8

switch(config-if)# ospfv3 hello-interval
25

OSPFv3インスタンス IDを設定します。有効な範囲
は 0～ 255です。デフォルトは 0です。インスタン
ス IDのスコープはリンクローカルです。

（任意） ospfv3 instance instance

例：

switch(config-if)# ospfv3 instance 25

Step 9

OSPFv3で、ネイバーとのあらゆる IP最大伝送単位
（MTU）不一致が無視されるよう設定します。デ

（任意） ospfv3 mtu-ignore

例：

Step 10

フォルトでは、ネイバーMTUがローカルインター
switch(config-if)# ospfv3 mtu-ignore

フェイスMTUが不一致の場合には、隣接関係が確
立されません。

OSPFv3ネットワークタイプを設定します。（任意） ospfv3 network {broadcast | point-point}

例：

Step 11

switch(config-if)# ospfv3 network
broadcast

インターフェイス上でルーティングが更新されない

ようにします。このコマンドによって、ルータまた

（任意） [default | no] ospfv3 passive-interface

例：

Step 12

は VRFコマンドモードの設定が上書きされます。
switch(config-if)# ospfv3
passive-interface defaultオプションは、このインターフェイスモー

ドコマンドを削除して、ルータまたは VRFの設定
に戻します（設定がある場合）。

エリアの DRの決定に使用される OSPFv3優先度を
設定します。有効な範囲は 0～ 255です。デフォル

（任意） ospfv3 priority number

例：

Step 13

トは 1です。「指定ルータ」の項を参照してくださ
い。

switch(config-if)# ospfv3 priority 25

このインターフェイス上の OSPFv3インスタンスを
シャットダウンします。

（任意） ospfv3 shutdown

例：

Step 14

switch(config-if)# ospfv3 shutdown

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 15

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次に、OSPFv3インスタンス 201にネットワークエリア 0.0.0.10を追加する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# copy running-config startup-config

OSPFv3IPSec認証の設定
プロセス、エリア、またはインターフェイスに対してOSPFv3 IPセキュリティ（IPSec）認証を設
定できます。

認証設定は、プロセスからエリア、インターフェイスレベルに継承されます。認証が 3つのレベ
ルすべてで設定されている場合、インターフェイス設定がプロセスおよびエリア設定よりも優先

されます。

始める前に

OSPF機能がイネーブルにされていることを確認します（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag
3. exit
4.

5. （任意） show ospfv3 interface interface-type slot/port

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 100
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ルータ設定モードを終了します。exit

例：

Step 3

switch(config-router)# exit
switch(config)#

説

明

オプションStep 4

目

的

コマンド

プ

ロ

authentication ipsec spi spi auth [0 | 3 | 7] key

例：
セ

switch(config)# authentication ipsec spi 475
md5 11111111111111112222222222222222 ス

（ま

た

は

VRF）
レ

ベ

ル

で
OSPFv3
IPSec
認

証

を

設

定

し

ま

す。

spi
引

数

は、

セ

キュ

リ

ティ

パ

ラ

メー
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

タ

イ

ン

デッ

ク

ス

（SPI）
を

指

定

し

ま

す。

指

定

で

き

る

範

囲

は
256
～
4294967295
で

す。

auth
引

数

は、

認

証

の

タ

イ

プ

を

指

定

し

ま

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
184

OSPFv3の設定

OSPFv3IPSec認証の設定



目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

す。

サ

ポー

ト

さ

れ

る

値

は
md5
ま

た

は
sha1
で

す。

0の
場

合

は、

パ

ス

ワー

ド

を

ク

リ

ア

テ

キ

ス

ト

で

設

定

し

ま

す。

3の
場

合
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

は、

パ

ス

キー

を
3DES
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

7パ
ス

キー

を
Cisco
タ

イ

プ 7
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

cleartext
オ

プ

ショ

ン
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

（0）
を

使

用

す

る

場

合、
key
引

数

は
md5
で

は
32
文

字、
sha1
で

は
40
文

字

に

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す。

エ

リ

area area authentication ipsec spi spi auth [0 | 3
| 7] key

ア例：
レ

switch(config)# area 0 authenticationipsec
spi 475
md5 11111111111111112222222222222222

ベ

ル

で
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

OSPFv3
IPSec
認

証

を

設

定

し

ま

す。

spi
引

数

は、

セ

キュ

リ

ティ

パ

ラ

メー

タ

イ

ン

デッ

ク

ス

（SPI）
を

指

定

し

ま

す。

指

定

で

き

る

範

囲
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

は
256
～
4294967295
で

す。

auth
引

数

は、

認

証

の

タ

イ

プ

を

指

定

し

ま

す。

サ

ポー

ト

さ

れ

る

値

は
md5
ま

た

は
sha1
で

す。

0の
場

合

は、
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

パ

ス

ワー

ド

を

ク

リ

ア

テ

キ

ス

ト

で

設

定

し

ま

す。

3の
場

合

は、

パ

ス

キー

を
3DES
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

7パ
ス

キー
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

を
Cisco
タ

イ

プ 7
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

cleartext
オ

プ

ショ

ン

（0）
を

使

用

す

る

場

合、
key
引

数

は
md5
で

は
32
文

字、
sha1
で

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
191

OSPFv3の設定

OSPFv3IPSec認証の設定



目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

は
40
文

字

に

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す。

エリアレベ

ルで
OSPFv3
IPSec認証を
無効にする

には、area
area
authentication
disableコマ
ンドを使用

します。

（注）

指

定

interface interface-type slot/port ospfv3
authentication ipsec spi spi auth [0 | 3 | 7] key

し例：
た

switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# ospfv3 authentication イ

ンipsec spi 475 md5
11111111111111112222222222222222

ター

フェ

イ

ス

の
OSPFv3
IPSec
認

証
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

を

設

定

し

ま

す。

spi
引

数

は、

セ

キュ

リ

ティ

パ

ラ

メー

タ

イ

ン

デッ

ク

ス

（SPI）
を

指

定

し

ま

す。

指

定

で

き

る

範

囲

は
256
～
4294967295
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

で

す。

auth
引

数

は、

認

証

の

タ

イ

プ

を

指

定

し

ま

す。

サ

ポー

ト

さ

れ

る

値

は
md5
ま

た

は
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で
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0の
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パ

ス
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目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

ド

を

ク

リ

ア

テ

キ

ス

ト

で

設

定

し

ま

す。

3の
場

合

は、

パ

ス

キー

を
3DES
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

7パ
ス

キー

を
Cisco
タ

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
195

OSPFv3の設定

OSPFv3IPSec認証の設定



目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

イ

プ 7
暗

号

化

と

し

て

設

定

し

ま

す。

cleartext
オ

プ

ショ

ン

（0）
を

使
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す

る

場
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引
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は
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は
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Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
196

OSPFv3の設定

OSPFv3IPSec認証の設定



目的コマンドまたはアクション

説

明

オプション

字

に

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す。

指定したイ

ンターフェ

イスの
OSPFv3
IPSec認証を
ディセーブ

ルにするに

は、ospfv3
authentication
disableコマ
ンドを使用

します。

（注）

インターフェイスレベルでの OSPFv3認証設定を表
示します。

（任意） show ospfv3 interface interface-type slot/port

例：

Step 5

switch(config)# show ospfv3 interface
ethernet 1/1

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config
startup-config

高度なOSPFv3の設定
OSPFv3は、OSPFv3ネットワークを設計したあとに設定します。
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境界ルータのフィルタリストの設定

OSPFv3ドメインを、関連性のある各ネットワークを含む一連のエリアに分離できます。すべての
エリアは、エリア境界ルータ（ABR）経由でバックボーンエリアに接続している必要がありま
す。OSPFv3ドメインは、自律システム境界ルータ（ASBR）を介して、外部ドメインにも接続可
能です。「エリア」の項を参照してください。

ABRには、省略可能な次の設定パラメータがあります。

• Area range：エリア間のルート集約を設定します。詳細については、「ルート集約の設定」の
項を参照してください。

• Filter list：ABR上で、外部エリアから受信したエリア間プレフィックス（タイプ 3）LSAを
フィルタリングします。

ASBRもフィルタリストをサポートしています。

始める前に

フィルタリストが、着信または発信エリア間プレフィックス（タイプ 3）LSAの IPプレフィック
スのフィルタリングに使用するルートマップを作成します。Route Policy Managerの設定（519ペー
ジ）を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. area area-id filter-list route-map map-name {in | out}
5. （任意） show ipv6 ospfv3 policy statistics area id filter-list {in | out}
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい OSPFv3イン
スタンスを作成します。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

ABR上で着信または発信エリア間プレフィックス
（タイプ 3）LSAをフィルタリングします。

area area-id filter-list route-map map-name {in | out}

例：

Step 4

switch(config-router-af)# area 0.0.0.10
filter-list route-map FilterLSAs in

OSPFv3ポリシー情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 policy statistics area id
filter-list {in | out}

Step 5

例：

switch(config-router-af)# show ipv6 ospfv3
policy statistics area 0.0.0.10
filter-list in

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ルートマップ用にフィルタを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 filter-list route-map FilterLSAs in
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

スタブエリアの設定

OSPFv3ドメインの外部トラフィックが不要な個所にスタブエリアを設定できます。スタブエリ
アはAS外部（タイプ5）LSAをブロックし、不要な、選択したネットワークへの往復のルーティ
ングを制限します。「スタブエリア」の項を参照してください。また、すべての集約ルートがス

タブエリアを経由しないようブロックすることもできます。

始める前に

OSPF機能がイネーブルにされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

設定されるスタブエリア内に、仮想リンクと ASBRのいずれも含まれないことを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
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2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id stub

4. （任意） address-family ipv6 unicast

5. （任意） area area-id default cost cost

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

このエリアをスタブエリアとして作成します。area area-id stub

例：

Step 3

switch(config-router)# area 0.0.0.10
stub

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

（任意） address-family ipv6 unicast

例：

Step 4

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

このスタブエリアに送信されるデフォルトサマリ

ルートのコストメトリックを設定します。指定でき

る範囲は 0～ 16777215です。

（任意） area area-id default cost cost

例：

switch(config-router-af)# area 0.0.0.10
default-cost 25

Step 5

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、すべてのサマリルート更新をブロックするスタブエリアを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
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switch(config-router)# area 0.0.0.10 stub no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

Totally Stubbyエリアの設定
Totally Stubbyエリアを作成して、すべての集約ルート更新がスタブエリアに入るのを防ぐことが
できます。

Totally Stubbyエリアを作成するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを
使用します。

手順の概要

1. area area-id stub no-summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

このエリアを Totally Stubbyエリアとして作成しま
す。

area area-id stub no-summary

例：

Step 1

switch(config-router)# area 20 stub
no-summary

NSSAの設定
OSPFv3ドメインの一部で一定限度の外部トラフィックが必要な場合は、その部分にNSSAを設定
できます。また、この外部トラフィックをAS外部（タイプ5）LSAに変換して、このルーティン
グ情報でOSPFv3ドメインをフラッディングすることもできます。NSSAは、省略可能な次のパラ
メータで設定できます。

• No redistribution：NSSAをバイパスして OSPFv3 AS内の他のエリアに到達するルートを再配
布します。このオプションは、NSSA ASBRが ABRも兼ねているときに使用します。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートのタイプ 7 LSAを生成
します。このオプションは、ASBRのルーティングテーブルにデフォルトルートが含まれる
場合に NSSA ASBR上で使用します。このオプションは、ASBRのルーティングテーブルに
デフォルトルートが含まれるかどうかに関係なく、NSSA ASBR上で使用できます。

• Route map：目的のルートのみがNSSAおよび他のエリア全体でフラッディングされるよう、
外部ルートをフィルタリングします。

• No summary：すべての集約ルートが NSSAでフラッディングされないようにします。このオ
プションは NSSA ABR上で使用します。

• Translate：NSSA外のエリア向けに、タイプ 7 LSAを AS外部 LSA（タイプ 5）に変換しま
す。再配布されたルートを OSPFv3自律システム全体でフラッディングするには、このコマ
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ンドをNSSA ABR上で使用します。また、これらのAS外部 LSAの転送アドレスを無効にす
ることもできます。

変換オプションでは、NSSAを作成し、他のオプションを設定する area
area-id nssaコマンドの後に、別の area area-id nssaコマンドが必要で
す。

（注）

始める前に

OSPF機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

設定する NSSA上に仮想リンクがないことと、この NSSAがバックボーンエリアでないことを確
認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id nssa [no-redistribution] [default-information-originate] [route-map map-name]
[no-summary]

4. （任意） area area-id nssa translate type7 {always | never} [suppress-fa]
5. （任意） address-family ipv6 unicast

6. （任意） area area-id default cost cost

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

このエリアを NSSAとして作成します。area area-id nssa [no-redistribution]
[default-information-originate] [route-map map-name]
[no-summary]

Step 3

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa
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目的コマンドまたはアクション

AS外部（タイプ 7）LSAを NSSA外部（タイプ 5）
LSAに変換するように NSSAを設定します。

（任意） area area-id nssa translate type7 {always |
never} [suppress-fa]

例：

Step 4

switch(config-router)# area 0.0.0.10
nssa translate type7 always

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

（任意） address-family ipv6 unicast

例：

Step 5

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

この NSSAに送信されるデフォルト集約ルートのコ
ストメトリックを設定します。指定できる範囲は 0
～ 16777215です。

（任意） area area-id default cost cost

例：

switch(config-router-af)# area 0.0.0.10
default-cost 25

Step 6

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、すべての集約ルート更新をブロックする NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、デフォルトルートを生成する NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa default-info-originate
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、外部ルートをフィルタリングし、すべての集約ルート更新をブロックするNSSAを
作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa route-map ExternalFilter no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、常に NSSA外部（タイプ 5）LSAを AS外部（タイプ 7）LSAに変換する NSSAを
作成し NSSAを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
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switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa translate type 7 always
switch(config-router)# copy running-config startup-config

次に、すべての集約ルート更新をブロックする NSSAを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 nssa no-summary
switch(config-router)# copy running-config startup-config

マルチエリアの隣接関係の設定

既存の OSPFv3インターフェイスには複数のエリアを追加できます。追加の論理インターフェイ
スはマルチエリア隣接関係をサポートしています。

始める前に

OSPF機能がイネーブルにされる必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

インターフェイスにプライマリエリアが設定されていることを確認します（「OSPFv3でのネット
ワークの設定」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ipv6 router ospfv3 instance-tag multi-area area-id

4. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface interface-type slot/port

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

別のエリアにインターフェイスを追加します。ipv6 router ospfv3 instance-tag multi-area area-id

例：

Step 3

switch(config-if)# ipv6 router ospfv3
201 multi-area 3
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag interface
interface-type slot/port

Step 4

例：

switch(config-if)# show ipv6 ospfv3 201
interface ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、OSPFv3インターフェイスに別のエリアを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 0.0.0.10
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 multi-area 20
switch(config-if)# copy running-config startup-config

仮想リンクの設定

仮想リンクは、隔離されたエリアを中継エリアを介してバックボーンエリアに接続します。仮想

リンクセクションを展開します。仮想リンクには、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Dead interval：ローカルルータがデッドであることを宣言し、隣接関係を解消する前に、ネイ
バーが helloパケットを待つ時間を設定します。

• Hello interval：連続する helloパケット間の時間間隔を設定します。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

リンクがアクティブになる前に、関与する両方のルータで仮想リンクを設定する必要があります。（注）

始める前に

OSPFを有効にする必要があります（「OSPFv3の有効化」のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
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2. router ospfv3 instance-tag

3. area area-id virtual-link router-id

4. （任意） show ipv6 ospfv3 virtual-link [brief]
5. （任意） dead-interval seconds

6. （任意） hello-interval seconds

7. （任意） retransmit-interval seconds

8. （任意） transmit-delay seconds

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

リモートルータへの仮想リンクの端を作成します。

仮想リンクをリモートルータ上に作成して、リンク

を完成させる必要があります。

area area-id virtual-link router-id

例：

switch(config-router)# area 0.0.0.10
virtual-link 2001:0DB8::1
switch(config-router-vlink)#

Step 3

OSPFv3仮想リンク情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 virtual-link [brief]

例：

Step 4

switch(config-router-vlink)# show ipv6 ospfv3
virtual-link

OSPFv3デッド間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトでは、hello間隔の
秒数の 4倍です。

（任意） dead-interval seconds

例：

switch(config-router-vlink)#
dead-interval 50

Step 5

OSPFv3 hello間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 10秒です。

（任意） hello-interval seconds

例：

Step 6

switch(config-router-vlink)#
hello-interval 25

OSPFv3再送信間隔を秒単位で設定します。有効な範
囲は 1～ 65535です。デフォルトは 5分です。

（任意） retransmit-interval seconds

例：

Step 7
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-vlink)#
retransmit-interval 50

OSPFv3送信遅延を秒単位で設定します。指定できる
範囲は 1～ 450です。デフォルトは 1です。

（任意） transmit-delay seconds

例：

Step 8

switch(config-router-vlink)#
transmit-delay 2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、2つの ABR間に簡単な仮想リンクを作成する例を示します。

ABR 1（ルータ ID 2001:0DB8::1）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 2001:0DB8::10
switch(config-router-vlink)# copy running-config startup-config

ABR 2（ルータ ID 2001:0DB8::10）の設定は、次のとおりです。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# area 0.0.0.10 virtual-link 2001:0DB8::1
switch(config-router-vlink)# copy running-config startup-config

再配布の設定

他のルーティングプロトコルから学習したルートを、ASBR経由で OSPFv3自律システムに再配
布できます。

OSPFでのルート再配布には、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Default information originate：外部自律システムへのデフォルトルートのAS外部（タイプ 5）
LSAを生成します。

Default information originateはオプションのルートマップ内の match文
を無視します。

（注）

• Default metric：すべての再配布ルートに同じコストメトリックを設定します。
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スタティックルートを再配布する場合、デフォルトの 7.0(3)I7(6)スタ
ティックルートを正常に再配布するためには、Cisco NX-OSは
default-information originateコマンドを必要とします。

（注）

始める前に

OSPF機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

再配布で使用する、必要なルートマップを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. redistribute {bgpid | direct | isis id | rip id | static} route-map map-name

5. default-information originate [always] [route-map map-name]
6. default-metric cost

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFv3に再配布します。
redistribute {bgpid | direct | isis id | rip id | static}
route-map map-name

例：

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-af)# redistribute
bgp route-map FilterExternalBGP

スタティックルートを再配布する場合、デ

フォルトの 7.0(3)I7(6)スタティックルート
を正常に再配布するためには、CiscoNX-OS
は default-information originateコマンドを
必要とします。

（注）

デフォルトのルートが RIBに存在する場合、この
OSPFv3ドメインにデフォルトのルートを作成しま
す。次の省略可能なキーワードを使用します。

default-information originate [always] [route-map
map-name]

例：

Step 5

• always：ルートが RIBに存在しない場合でも、
常にデフォルトルート 0.0.0.を生成します。

switch(config-router-af)#
default-information-originate route-map
DefaultRouteFilter

• route-map：ルートマップが trueを返す場合に
デフォルトルートを生成します。

このコマンドは、ルートマップのmatch文
を無視します。

（注）

再配布されたルートのコストメトリックを設定しま

す。指定できる範囲は 1～ 16777214です。このコマ
default-metric cost

例：

Step 6

ンドは、直接接続されたルートには適用されません。switch(config-router-af)# default-metric
25 ルートマップを使用して、直接接続されたルートの

デフォルトのメトリックを設定します。

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）をOSPFv3に再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルート再配布によって、OSPFv3ルートテーブルに多数のルートを追加できます。外部プロトコ
ルから受け取るルートの数の上限を設定できます。OSPFv3には、再配布されるルート制限を設定
するための次のオプションがあります。
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•上限固定：設定された最大値にOSPFv3が達すると、メッセージをログに記録します。OSPFv3
はそれ以上の再配布されたルートを受け付けません。任意で、最大値のしきい値パーセンテー

ジを設定して、OSPFv3がこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることもでき
ます。

•警告のみ：OSPFv3が最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。OSPFv3は、再配
布されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：OSPFv3が最大値に達したときに設定したタイムアウト期間を開始します。このタ
イムアウト期間後、現在の再配布されたルート数が最大制限より少なければ、OSPFv3はすべ
ての再配布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場合、

OSPFv3はすべての再配布されたルートを取り消します。OSPFv3が追加の再配布されたルー
トを受け付ける前に、この状況を解消する必要があります。任意で、タイムアウト期間を設

定できます。

始める前に

OSPF機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. redistribute {bgpid | direct | isis id | rip id | static} route-map map-name

5. redistribute maximum-prefixmax [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timemout]]
6. （任意） show running-config ospfv3

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#
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目的コマンドまたはアクション

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を OSPFv3に再配布します。
redistribute {bgpid | direct | isis id | rip id | static}
route-map map-name

例：

Step 4

switch(config-router-af)# redistribute
bgp route-map FilterExternalBGP

OSPFv2が配布するプレフィックスの最大数を指定し
ます。指定できる範囲は 0～ 65536です。任意で次
のオプションを指定します。

redistribute maximum-prefixmax [threshold]
[warning-only | withdraw [num-retries timemout]]

例：

Step 5

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィックスの割合。

switch(config-router-af)# redistribute
maximum-prefix 1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超えた
場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消し、任意で再配布されたルートを取得しよう

と試みます。num-retriesの範囲は 1～ 12です。
timeoutの範囲は 60～ 600秒です。デフォルトは
300秒です。

OSPFv3設定を表示します。（任意） show running-config ospfv3

例：

Step 6

switch(config-router-af)# show
running-config ospf

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、OSPFに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router-af)# redistribute maximum-prefix 1000 75

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
211

OSPFv3の設定

再配布されるルート数の制限



ルート集約の設定

サマリアドレス範囲を設定することで、エリア間ネットワークのルート集約を設定できます。ま

た、ASBR上のこれらのルートのサマリアドレスを設定して、外部の再配布されたルートのルー
ト集約を設定することもできます。詳細については、「ルート集約」を参照してください。

始める前に

OSPF機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. area area-id range ipv6-prefix/length [no-advertise] [cost cost]
5. summary-address ipv6-prefix/length [no-advertise] [tag tag]
6. （任意） show ipv6 ospfv3 summary-address

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。このサマリアドレスをエリア間プレ

area area-id range ipv6-prefix/length [no-advertise] [cost
cost]

例：

Step 4

フィックス（タイプ 3）LSAにアドバタイズするこ
ともできます。costの範囲は 0～ 16777215です。switch(config-router-af)# area 0.0.0.10

range 2001:0DB8::/48 advertise
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目的コマンドまたはアクション

一定の範囲のアドレスのサマリアドレスを ABR上
に作成します。ルートマップによる再配布で使用で

summary-address ipv6-prefix/length [no-advertise] [tag
tag]

例：

Step 5

きるよう、このサマリアドレスにタグを割り当てる

こともできます。switch(config-router-af)#
summary-address 2001:0DB8::/48 tag 2

OSPFv3サマリアドレスに関する情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 summary-address

例：

Step 6

switch(config-router-af)# show ipv6 ospfv3
summary-address

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ABR上のエリア間のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# area 0.0.0.10 range 2001:0DB8::/48
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

次に、ASBR上のサマリアドレスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# summary-address 2001:0DB8::/48
switch(config-router-af)# no discard route internal
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

ルートのアドミニストレーティブディスタンスの設定

OSPFv3によって RIBに追加されるルートのアドミニストレーティブディスタンスを設定できま
す。

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。値

が高いほど信頼性の評価は低くなります。一般的にルートは、複数のルーティングプロトコルを

通じて検出されます。アドミニストレーティブディスタンスは、複数のルーティングプロトコル

から学習したルートを区別するために使用されます。最もアドミニストレーティブディスタンス

が低いルートが IPルーティングテーブルに組み込まれます。
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始める前に

OSPFが有効になっていることを確認します（OSPFv3の設定（159ページ）セクションを参照）。

「OSPFv3の注意事項および制約事項（173ページ）」のセクションにあるこの機能の注意事項と
制限事項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. address-family ipv6 unicast
4. [no] table-map map-name

5. exit
6. exit
7. route-map map-name [permit | deny] [seq]
8. match route-type route-type

9. match ip route-source prefix-list name

10. match ipv6 address prefix-list name

11. set distance value

12. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

OSPFv3ルートをRIBに送信する前に、OSPFv2ルー
トをフィルタリングまたは変更するポリシーを設定

[no] table-map map-name

例：

Step 4

します。マップ名には最大 63文字の英数字を入力
できます。

switch(config-router-af)# table-map foo
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目的コマンドまたはアクション

ルータアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを終了します。

exit

例：

Step 5

switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：

Step 6

switch(config-router)# exit
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

Step 7

ます。ルートマップのエントリを順序付けるには、

seqを使用します。
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)#

permitオプションで、ディスタンスを設
定することができます。denyオプション
を使用すると、デフォルトのディスタンス

が適用されます。

（注）

次のルートタイプのいずれかと照合します。match route-type route-type

例：

Step 8

• external：外部ルート（BGP、EIGRP、OSPFタ
イプ 1または 2）switch(config-route-map)# match

route-type external

•エリア間：OSPFエリア間ルート

• internal：内部ルート（OSPFエリア内またはエ
リア間ルートを含む）

•エリア内：OSPFのエリア内ルート

• nssa-external：NSSA外部ルート（OSPFタイプ
1または 2）

• type-1：OSPF外部タイプ 1ルート

• type-2：OSPF外部タイプ 2ルート

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対し
て、ルートの IPv6ルート送信元アドレスまたはルー

match ip route-source prefix-list name

例：

Step 9

タ IDと照合します。プレフィックスリストは ip
prefix-listコマンドを使用して作成します。

switch(config-route-map)# match ip
route-source prefix-list p1

OSPFv3では、ルータ IDは4バイトです。（注）
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目的コマンドまたはアクション

1つまたは複数の IPv6プレフィックスリストと照
合。プレフィックスリストは ip prefix-listコマンド
を使用して作成します。

match ipv6 address prefix-list name

例：

switch(config-route-map)# match ipv6
address prefix-list p1

Step 10

OSPFv3のルートのアドミニストレーティブディス
タンスを設定します。範囲は 1～ 255です。

set distance value

例：

Step 11

switch(config-route-map)# set distance
150

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 12

switch(config-route-map)# copy
running-config startup-config

例

次に、OSPFv3アドミニストレーティブディスタンスについて、エリア間ルートを 150、
外部ルートを 200、およびプレフィックスリスト p1内のすべてのプレフィックスを 190
に設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# table-map foo
switch(config-router)# exit
switch(config)# exit
switch(config)# route-map foo permit 10
switch(config-route-map)# match route-type inter-area
switch(config-route-map)# set distance 150
switch(config)# route-map foo permit 20
switch(config-route-map)# match route-type external
switch(config-route-map)# set distance 200
switch(config)# route-map foo permit 30
switch(config-route-map)# match ip route-source prefix-list p1
switch(config-route-map)# match ipv6 address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set distance 190
switch(config-route-map)# copy running-config startup-config

デフォルトタイマーの変更

OSPFv3には、プロトコルメッセージの動作および最短パス優先（SPF）の計算を制御する多数の
タイマーが含まれています。OSPFv3には、省略可能な次のタイマーパラメータが含まれます。

• LSA arrival time：ネイバーから着信する LSA間で許容される最小間隔を設定します。この時
間より短時間で到着する LSAはドロップされます。
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• Pacing LSAs：LSAが集められてグループ化され、リフレッシュされて、チェックサムが計算
される間隔、つまり期限切れとなる間隔を設定します。このタイマーは、LSA更新が実行さ
れる頻度を制御し、LSA更新メッセージで送信されるLSA更新の数を制御します（「フラッ
ディングと LSAグループペーシング」を参照）。

• Throttle LSAs：LSA生成のレート制限を設定します。このタイマーは、トポロジが変更され
た後に LSAが生成される頻度を制御します。

• Throttle SPF calculation：SPF計算の実行頻度を制御します。

インターフェイスレベルでは、次のタイマーも制御できます。

• Retransmit interval：連続する LSA間の推定時間間隔を設定します。

• Transmit delay：LSAをネイバーに送信する推定時間を設定します。

hello間隔とデッドタイマーに関する情報の詳細については、「OSPFv3でのネットワークの設定」
の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. timers lsa-arrival msec

4. timers lsa-group-pacing seconds

5. timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

6. address-family ipv6 unicast
7. timers throttle spf delay-time hold-time max-time

8. interface type slot/port

9. ospfv3 retransmit-interval seconds

10. ospfv3 transmit-delay seconds

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

LSA到着時間をミリ秒で設定します。範囲は 10～
600000です。デフォルトは 1000ミリ秒です。

timers lsa-arrival msec

例：

Step 3
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# timers
lsa-arrival 2000

LSAがグループ化される間隔を秒で設定します。範
囲は 1～ 1800です。デフォルトは 10秒です。

timers lsa-group-pacing seconds

例：

Step 4

switch(config-router)# timers
lsa-group-pacing 200

LSA生成のレート制限をミリ秒で設定します。次の
タイマーを設定できます。

timers throttle lsa start-time hold-interval max-time

例：

Step 5

• start-time：指定できる範囲は 50～ 5000ミリ秒
です。デフォルト値は 50ミリ秒です。

switch(config-router)# timers
throttle lsa network 350 5000 6000

• hold-interval：指定できる範囲は 50～ 30,000ミ
リ秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

• max-time：指定できる範囲は 50～ 30,000ミリ
秒です。デフォルト値は 5000ミリ秒です。

IPv6ユニキャストアドレスファミリモードを開始
します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 6

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

SPF最適パススケジュール初期遅延時間と、各 SPF
最適パス計算間の最小ホールドタイム（秒単位）を

timers throttle spf delay-time hold-time max-time

例：

Step 7

設定します。指定できる範囲は 1～ 600000です。switch(config-router-af)# timers throttle
spf 3000 2000 デフォルトは、遅延時間なし、およびホールドタイ

ム 5000ミリ秒です。

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

Step 8

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスから送信される各 LSA間の
推定時間間隔を設定します。有効な範囲は1～65535
です。デフォルトは 5分です。

ospfv3 retransmit-interval seconds

例：

switch(config-if)# ospfv3
retransmit-interval 30

Step 9

LSAをネイバーに送信する推定時間間隔を秒で設定
します。指定できる範囲は 1～ 450です。デフォル
トは 1です。

ospfv3 transmit-delay seconds

例：

switch(config-if)# ospfv3
transmit-delay 600

Step 10
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、lsa-group-pacingオプションで LSAフラッディングを制御する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# timers lsa-group-pacing 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

グレースフルリスタートの設定

デフォルトでは、グレースフルリスタートは有効です。OSPFv3インスタンスのグレースフルリ
スタートには、省略可能な次のパラメータを設定できます。

• Grace period：グレースフルリスタートの開始後に、ネイバーが隣接関係を解消するまでに待
つ時間を設定します。

• Helper mode disabled：ローカル OSPFv3インスタンスのヘルパーモードをディセーブルにし
ます。OSPFv3は、ネイバーのグレースフルリスタートには関与しません。

• Planned graceful restart only：予定された再起動の場合にのみグレースフルリスタートがサポー
トされるよう、OSPFv3を設定します。

始める前に

OSPFv3機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

すべてのネイバーで、一致した省略可能なパラメータ一式とともにグレースフルリスタートが設

定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospfv3 instance-tag

3. graceful-restart
4. graceful-restart grace-period seconds

5. graceful-restart helper-disable
6. graceful-restart planned-only

7. （任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag

8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

グレースフルリスタートを有効にします。グレース

フルリスタートは、デフォルトで有効にされていま

す。

graceful-restart

例：

switch(config-router)# graceful-restart

Step 3

猶予期間を秒で設定します。範囲は 5～ 1800秒で
す。デフォルトは 60秒です。

graceful-restart grace-period seconds

例：

Step 4

switch(config-router)# graceful-restart
grace-period 120

ヘルパーモードを無効にします。デフォルトでは、

イネーブルです。

graceful-restart helper-disable

例：

Step 5

switch(config-router)# graceful-restart
helper-disable

予定された再起動時にのみグレースフルリスタート

を設定します。

graceful-restart planned-only

例：

Step 6

switch(config-router)# graceful-restart
planned-only

OPSFv3情報を表示します。（任意） show ipv6 ospfv3 instance-tag

例：

Step 7

switch(config-router)# show ipv6 ospfv3
201

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、ディセーブルにされているグレースフルリスタートをイネーブルにし、猶予期間

を 120秒に設定する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# graceful restart
switch(config-router)# graceful-restart grace-period 120
switch(config-router)# copy running-config startup-config

OSPFv3インスタンスの再起動
OSPv3インスタンスを再起動できます。この処理では、インスタンスのすべてのネイバーが消去
されます。

OSPFv3インスタンスを再起動して、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコマ
ンドを使用します。

手順の概要

1. restart ospfv3 instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

OSPFv3インスタンスを再起動して、すべてのネイ
バーを削除します。

restart ospfv3 instance-tag

例：

Step 1

switch(config)# restart ospfv3 201

仮想化による OSPFv3の設定
複数 OSPFv3インスタンスを設定できます。各仮想デバイスコンテキスト（VDC）内に複数の
VRFを作成して、各VRFで同じまたは複数のOSPFv3インスタンスを使用することもできます。
VRFには OSPFv3インターフェイスを割り当てます。

インターフェイスのVRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設定し
ます。インターフェイスのVRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が削除され
ます。

（注）

始める前に

OSPFv3機能が有効にされている必要があります（「OSPFv3の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router ospfv3 instance-tag
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4. vrf vrf-name

5. （任意） maximum-paths paths

6. interface type slot/port

7. vrf member vrf-name

8. ipv6 address ipv6-prefix/length

9. ipv6 ospfv3 instance-tag area area-id

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

新規 OSPFv3インスタンスを作成して、設定済みの
インスタンスタグを割り当てます。

router ospfv3 instance-tag

例：

Step 3

switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)#

ルータ VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

Step 4

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv3パスの最大数を設定します。このコマンド
はロードバランシングに使用します。

（任意） maximum-paths paths

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths
4

Step 5

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

Step 6

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 7

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ipv6 address ipv6-prefix/length

例：

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8::1/48

Step 8

設定した OSPFv3インスタンスおよびエリアに、こ
のインターフェイスを割り当てます。

ipv6 ospfv3 instance-tag area area-id

例：

Step 9

switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201
area 0

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config)# copy running-config startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router ospfv3 201
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1/48
switch(config-if)# ipv6 ospfv3 201 area 0
switch(config-if)# copy running-config startup-config

暗号化
Cisco Nexusリリース 10.2（1）以降では、ESPカプセル化を使用してOSPFv3メッセージを暗号化
および認証できます。OSPFv3は、セキュア接続を IPSecに依存しています。IPSecは、次の 2つ
のカプセル化タイプをサポートしています。

•認証ヘッダー（AH）

• Encapsulating Security Payload（ESP）

• RFC4552「Authentication/Confidentiality for OSPFv3」は、上記の両方の側面をカバーしていま
す。

ESP設定は、OSPFv3メッセージの暗号化と認証の両方を提供します。

制限事項は次のとおりです。
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1. IPSecトランスポートモードのみがサポートされ、トンネルモードはサポートされません。

2. AHと ESPの設定は、インターフェイス上では一緒に使用できません。ただし、2つの異なる
インターフェイスに AHと ESPを設定できます。

3. RFC 4552のセクション 10で定義されている中断のないキー再生成はサポートされていませ
ん。

4. 次の暗号化アルゴリズムが ESPでサポートされます。

• AES-CBC (128ビット)

• AES 192ビットおよび AES 256ビットは、このリリースではサポートされません。

• 3DES-CBC

• NULL

5. ESPでは次の認証がサポートされます。

• SHA-1

• NULL

6. 1つの ESP CLIで暗号化アルゴリズムと認証アルゴリズムの両方をNULLに設定することはで
きません。

7. 複数のエリアの一部であるインターフェイスは、親と同じ ESPパラメータを使用します。

8. 設定中に SPIが競合すると、エラーがユーザにスローされ、設定は保存されません。そのた
め、ESP設定を変更する場合は、新しい設定に異なる SPIを使用する必要があります。

9. 最大 128の SA/SPI値を OSPFv3プロセスごとに設定できます。

次のレベルで ESPを設定できます。

•ルータ

•エリア

•インターフェイス

•仮想リンク

ルータレベルでの OSPFv3暗号化の設定
次のコマンドを使用して、ルータレベルでOSPFv3パケットを暗号化および認証するようにOSPFv3
ESPを設定できます。

始める前に

OSPFv3をイネーブルにする必要があります。
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認証パッケージを有効にします。

Step 1 グローバル設定モードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 OSPFv3を有効にします。

switch# feature ospfv3

Step 3 認証パッケージを有効にします。

switch(config)# feature imp

Step 4 インスタンスタグが設定された新しい OSPFv3インスタンスを作成します。

switch(config)# router ospfv3 instance-tag

Step 5 IPSec ESP暗号化を有効にします:

switch(config-router)# encryption ipsec spi spi_id esp encrypt_algorithm [ 0 | 3 | 7] key authentication auth_algorithm
[ 0 | 3 | 7] key.

spi_idを使用してセキュリティポリシーインデックスを指定し、encrypt_algorithmを使用して暗号化アルゴ
リズムを定義できます。3des、aes 128、または nullを指定できます。番号 0、3、および 7は、keyの形式を
指定します。認証アルゴリズムは、auth_algorithm（sha1または NULL）で定義できます。

Step 6 （任意）OSPFv3情報を表示します。

switch(config)# show running-config ospfv3

エリアレベルでの OSPFv3暗号化の設定
次のコマンドを使用して、エリアレベルでOSPFv3パケットを暗号化および認証するようにOSPFv3
ESPを設定できます。

始める前に

OSPFv3をイネーブルにする必要があります。

認証パッケージを有効にします。

Step 1 グローバル設定モードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 OSPFv3を有効にします。

switch# feature ospfv3
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Step 3 認証パッケージを有効にします。

switch(config)# feature imp

Step 4 インスタンスタグが設定された新しい OSPFv3インスタンスを作成します。

switch(config)# router ospfv3 instance-tag

Step 5 IPSec ESP暗号化を有効にします:

switch（config-router）＃area-num spi_val encrypted_algorithm [| | ] key auth_algorithm [| | ]キー area encryption
ipsec spi esp 037 authentication 037

spi_idを使用してセキュリティポリシーインデックスを指定し、encrypt_algorithmを使用して暗号化アルゴ
リズムを定義できます。3des、aes 128、または nullを指定できます。番号 0、3、および 7は、keyの形式を
指定します。認証アルゴリズムは、auth_algorithm（sha1または NULL）で定義できます。

Step 6 （任意）OSPFv3情報を表示します。

switch(config)# show running-config ospfv3

インターフェイスレベルでの OSPFv3暗号化の設定
次のコマンドを使用して、インターフェイスレベルで OSPFv3パケットを暗号化および認証する
ように OSPFv3 ESPを設定できます。

始める前に

OSPFv3をイネーブルにする必要があります。

認証パッケージを有効にします。

Step 1 グローバル設定モードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 OSPFv3を有効にします。

switch# feature ospfv3

Step 3 認証モードをイネーブルにします。

switch(config)# feature imp

Step 4 イーサネットインターフェイス設定モードを開始します:

switch(config)# interface ethernet interface

Step 5 インターフェイスのOSPFv3インスタンスとエリアを指定します。

switch（config-if）＃instance-tag area-id ipv6 router ospfv3 area
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Step 6 IPSec ESP暗号化を有効にします:

switch（config-if）＃spi_id encrypted_algorithm [| | ] key auth_algorithm [| | ]キー ospfv3 encryption ipsec spi esp
037 authentication 037

spi_idを使用してセキュリティポリシーインデックスを指定し、encrypt_algorithmを使用して暗号化アルゴ

リズムを定義できます。3des、aes 128、または nullを指定できます。番号 0、3、および 7はキーの形式を指
定します。認証アルゴリズムは、auth_algorithm（sha1または NULL）で定義できます。

Step 7 （オプション）インターフェイスの実行設定を表示します:

switch(config-if)#show run interface interface

設定例

次に、イーサネットインターネット 3/2のセキュリティを有効にする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature ospfv3
switch(config)# feature imp
switch(config)# interface ethernet 3/2
switch(config-if)# ipv6 router ospfv3 1 area 0.0.0.0
switch(config-if)# ospfv3 encryption ipsec spi 444
esp Specify encryption parameters

switch(config-if)# ospfv3 encryption ipsec spi 444 esp
3des Use the triple DES algorithim
aes Use the AES algorithim
null Use NULL authentication

switch(config-if)# ospfv3 encryption ipsec spi 444 esp aes
128 Use the 128-bit AES algorithim

switch(config-if)# ospfv3 encryption ipsec spi 444 esp aes 128
0 Specifies an UNENCRYPTED encryption key will follow
3 Specifies an 3DES ENCRYPTED encryption key will follow
7 Specifies a Cisco type 7 ENCRYPTED encryption key will follow
WORD The UNENCRYPTED (cleartext) encryption key

switch(config-if)# ospfv3 encryption ipsec spi 444 esp aes 128
12345678123456781234567812345678 authentication null
switch(config-if)# sh ospfv3 interface
Ethernet3/2 is up, line protocol is up

IPv6 address 1:1:1:1::2/64
Process ID 1 VRF default, Instance ID 0, area 0.0.0.0
Enabled by interface configuration
State DOWN, Network type BROADCAST, cost 40
ESP Encryption AES, Authentication NULL, SPI 444, ConnId 444

switch(config-if)#

仮想リンクの OSPFv3暗号化の設定
次のコマンドを使用して、仮想リンクのOSPFv3パケットを暗号化および認証するようにOSPFv3
ESPを設定できます。
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始める前に

OSPFv3をイネーブルにする必要があります。

認証パッケージを有効にします。

Step 1 グローバル設定モードを開始します。

switch# configure terminal

Step 2 OSPFv3を有効にします。

switch# feature ospfv3

Step 3 認証パッケージを有効にします。

switch(config)# feature imp

Step 4 インスタンスタグが設定された新しい OSPFv3インスタンスを作成します。

switch(config)#router ospfv3 instance-tag

Step 5 IPSec ESP暗号化を有効にします:

switch(config-router)# encryption ipsec spi spi_id esp encrypt_algorithm [ 0 | 3 | 7] key authentication auth_algorithm
[ 0 | 3 | 7] key

spi_idを使用してセキュリティポリシーインデックスを指定し、encrypt_algorithmを使用して暗号化アルゴ

リズムを定義できます。3des、aes 128、または nullを指定できます。番号 0、3、および 7はキーの形式を指
定します。認証アルゴリズムは、auth_algorithm（sha1または NULL）で定義できます。

Step 6 （任意）OSPFv3情報を表示します。

switch(config)# show running-config ospfv3

設定例

次に、仮想リンクを暗号化する例を示します。

switch(config)# feature ospfv3
switch(config)# feature imp
switch(config-if)# router ospfv3 1
switch(config-router)# area 0.0.0.1 virtual-link 3.3.3.3
switch(config-router-vlink)# encryption ipsec spi ?
<256-4294967295> SPI Value
switch(config-router-vlink)# encryption ipsec spi 256 esp ?
3des Use the triple DES algorithim
aes Use the AES algorithim
null Use NULL authentication
switch(config-router-vlink)# encryption ipsec spi 256 esp aes 128
123456789A123456789B123456789C12 authentication ?
null Use NULL authentication
sha1 Use the SHA1 algorithim
switch(config-router-vlink)# encryption ipsec spi 256 esp aes 128
123456789A123456789B123456789C12 authentication null
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複数の OSPFv3ネイバーに IpSec ESPを許可するには、次のポリシーマップをコントロー
ルプレーンに適用する必要があります。

ipv6 access-list copp-acl-ipsec
10 permit ahp any any
20 permit esp any any

class-map type control-plane match-any copp-class-critical-customized-copp
match access-group name copp-acl-ipsec
policy-map type control-plane customized-copp
class copp-class-critical-customized-copp
police cir 36000 kbps bc 1280000 bytes conform transmit violate drop
control-plane
service-policy input customized-copp

（注）

OSPFv3の設定の確認
OSPFv3の設定を表示するには、次のいずれかのタスクを実行します。

目的コマンド

1つまたは複数の OSPFv3ルーティングインス
タンスに関する情報が表示されます。出力に

は、次のエリアレベルのカウントが含まれま

す。

•このエリアのインターフェイス：このエリ
アに追加されたすべてのインターフェイス

の数（設定されたインターフェイス）。

•アクティブインターフェイス：ルータリン
クステートおよびSPF（UPインターフェイ
ス）にあると見なされるすべてのインター

フェイスの数。

•パッシブインターフェイス：OSPFパッシ
ブと見なされるすべてのインターフェイス

の数（隣接関係は形成されません）。

•ループバックインターフェイス：すべての
ローカルループバックインターフェイスの

数。

show ipv6 ospfv3 [instance-tag] [vrf vrf-name]

ABRおよびASBRへの内部OSPFルーティング
テーブルエントリを表示します。

show ipv6 ospfv3 border-routers

特定のルータの OSPFv3データベースに関する
情報のリストを表示します。

show ipv6 ospfv3 database
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目的コマンド

OSPFv3インターフェイス情報を表示します。show ipv6 ospfv3 interface type number [vrf
{vrf-name | all | default | management}]

ネイバー情報を表示します。clear ospfv3
neighborsコマンドを使用すると、すべてのネイ
バーとの隣接関係を削除できます。

show ipv6 ospfv3 neighbors

ルータから要求されているLSAの一覧を表示し
ます。

show ipv6 ospfv3 request-list

再送を待っている LSAの一覧を表示します。show ipv6 ospfv3 retransmission-list

OSPFv3インスタンスで設定されている、すべ
ての集約アドレス再配布情報の一覧を表示しま

す。

show ipv6 ospfv3 summary-address

プロセスレベルのOSPFv3認証設定を表示しま
す。

show ospfv3 process

インターフェイスレベルでのOSPFv3認証設定
を表示します。

show ospfv3 interface interface-type slot/port

現在実行中の OSPFv3コンフィギュレーション
を表示します。

show running-configuration ospfv3

OSPFv3のモニタリング
OSPFv3統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFv3メモリ使用状況の統計情報を表示しま
す。

show ipv6 ospfv3 memory

エリアのOSPFv3ルートポリシー統計情報を表
示します。

show ipv6 ospfv3 policy statistics area area-id
filter-list {in | out} [vrf {vrf-name | all | default |
management}]

OSPFv3ルートポリシー統計を表示します。show ipv6 ospfv3 policy statistics redistribute {bgp
id | direct | isis id | rip id | static vrf {vrf-name | all
| default | management}]

OSPFv3イベントカウンタを表示します。show ipv6 ospfv3 statistics [vrf {vrf-name | all |
default | management}]

OSPFv3パケットカウンタを表示します。show ipv6 ospfv3 traffic interface-type number [vrf
{vrf-name | all | default | management}]
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OSPFv3の設定例
次に、OSPFv3を設定する例を示します。
This example shows how to configure OSPFv3:
feature ospfv3
router ospfv3 201
router-id 290.0.2.1

interface ethernet 1/2
ipv6 address 2001:0DB8::1/48
ipv6 ospfv3 201 area 0.0.0.10

関連項目
次の項目には、OSPFに関する詳細情報が含まれています。

• OSPFv2の設定（99ページ）

• Route Policy Managerの設定（519ページ）

その他の参考資料
OSPFの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロードするには、次
の URLにアクセスしてください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

OSPFv3に関連するMIB
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第 9 章

EIGRPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスで Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）を設定
する方法について説明します。

• EIGRPについて（233ページ）
• EIGRPの前提条件（242ページ）
• EIGRPの注意事項と制約事項（242ページ）
•デフォルト設定（243ページ）
•基本的な EIGRPの設定（244ページ）
•高度な EIGRPの設定（249ページ）
• EIGRPの仮想化の設定（266ページ）
• EIGRPの設定の確認（268ページ）
• EIGRPのモニタリング（269ページ）
• EIGRPの設定例（269ページ）
•関連項目（270ページ）
•その他の参考資料（270ページ）

EIGRPについて
EIGRPは、リンクステートプロトコルの機能にディスタンスベクトルプロトコルの利点を組み
合わせたプロトコルです。EIGRPは、定期的に Helloメッセージを送信してネイバーを探索しま
す。EIGRPは、新規ネイバーを検出すると、すべてのローカル EIGRPルートおよびルートメト
リックに対する 1回限りの更新を送信します。受信側の EIGRPルータは、受信したメトリック
と、その新規ネイバーにローカルで割り当てられたリンクのコストに基づいて、ルートディスタ

ンスを計算します。この最初の全面的なルートテーブルの更新後は、ルート変更の影響を受ける

ネイバーにのみ、差分更新がEIGRPにより送信されます。この処理により、コンバージェンスに
かかる時間が短縮され、EIGRPが使用する帯域幅が最小限になります。

EIGRPコンポーネント
EIGRPには、次の基本コンポーネントがあります。
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•信頼性の高いトランスポートプロトコル

•ネイバー探索およびネイバー回復

•ネイバー探索およびネイバー回復

信頼性の高いトランスポートプロトコル

信頼性の高いトランスポートプロトコルは、すべてのネイバーにEIGRPパケットの順序付けされ
た配信を保証します。(「ネイバー探索およびネイバー回復」の項を参照してください。)信頼性
の高いトランスポートプロトコルは、マルチキャストパケットとユニキャストパケットの混合

伝送をサポートしています。この転送は信頼性が高く、未確認パケットが保留されているときに

も、マルチキャストパケットの迅速な送信が可能です。この方式により、さまざまな速度のリン

クでも短いコンバージェンス時間が維持されるようになります。マルチキャストパケットとユニ

キャストパケットの送信を制御するデフォルトタイマーの変更の詳細については、高度なEIGRP
の設定（249ページ）を参照してください。

Reliable Transport Protocolには、次のメッセージタイプが含まれます。

• Hello：ネイバー探索およびネイバー回復に使用されます。EIGRPはデフォルトでは、定期的
なマルチキャストHelloメッセージをローカルネットワーク上に、設定された hello間隔で送
信します。デフォルトの hello間隔は 5秒です。

•確認：更新、照会、返信を確実に受信したことを確認します。

•更新：ルーティング情報が変更されると、その影響を受けるネイバーに送信されます。更新
には、ルートの宛先、アドレスマスク、および遅延や帯域幅などのルートメトリックが含ま

れます。更新情報は EIGRPトポロジテーブルに格納されます。

•照会および返信：EIGRPが使用する拡散更新アルゴリズムの一部として送信されます。

ネイバー探索およびネイバー回復

EIGRPは、Reliable Transport Protocolからの Helloメッセージを使用して、直接接続されたネット
ワーク上のネイバー EIGRPルータを探索します。EIGRPにより、ネイバーテーブルにネイバー
が追加されます。ネイバーテーブルの情報には、ネイバーアドレス、検出されたインターフェイ

ス、およびネイバー到達不能を宣言する前にEIGRPが待機する時間を示すホールドタイムが含ま
れています。デフォルトのホールドタイムは、hello間隔の 3倍または 15秒です。

EIGRPは、ローカルEIGRPルーティング情報を共有するために、一連の更新メッセージを新規ネ
イバーに送信します。このルート情報は EIGRPトポロジテーブルに格納されます。このように
EIGRPルート情報全体を最初に送信した後は、ルーティングが変更されたときにのみ、EIGRPに
より更新メッセージが送信されます。これらの更新メッセージは新情報または更新情報のみを含

んでおり、変更の影響を受けるネイバーにのみ送信されます。「EIGRPルート更新」の項を参照
してください。

EIGRPはネイバーへのキープアライブとして、Helloメッセージも使用します。Helloメッセージ
を受信している限り、Cisco NX-OSは、ネイバーがダウンせずに機能していると判定します。
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拡散更新アルゴリズム

拡散更新アルゴリズム（DUAL）により、トポロジテーブルの宛先ネットワークに基づいてルー
ティング情報が計算されます。トポロジテーブルには、次の情報が含まれます。

• IPv4または IPv6アドレス/マスク：この宛先のマスクのネットワークアドレスおよびネット
ワークマスク。

•サクセサ：現在のフィジブルディスタンスよりも宛先まで短いディスタンスをアドバタイズ
する、すべてのフィジブルサクセサまたはネイバーの IPアドレスおよびローカルインター
フェイス接続。

•フィージビリティディスタンス（FD）：計算された、宛先までの最短ディスタンス。フィジ
ブルディスタンスは、ネイバーがアドバタイズした距離に、そのネイバーへのリンクコスト

を加えた合計です。

DUALは、ディスタンスメトリックを使用して、ループが発生しない効率的なパスを選択しま
す。DUALはルートを選択し、フィジブルサクセサに基づいてユニキャストルーティング情報
ベース（RIB）に挿入します。トポロジが変更されると、DUALは、トポロジテーブルでフィジ
ブルサクセサを探します。フィジブルサクセサが見つかった場合、DUALは、最短のフィジブル
ディスタンスを持つフィジブルサクセサを選択して、それをユニキャストRIBに挿入します。こ
れにより、再計算が不要となります。

フィジブルサクセサが存在しないが、宛先をアドバタイズするネイバーが存在する場合は、DUAL
がパッシブ状態からアクティブ状態へと移行し、新しいサクセサまたは宛先へのネクストホップ

ルータを決定する再計算をトリガーします。ルートの再計算に必要な時間は、コンバージェンス

時間に影響します。EIGRPは照会メッセージをすべてのネイバーに送信し、フィジブルサクセサ
を探します。フィジブルサクセサを持つネイバーは、その情報を含む返信メッセージを送信しま

す。フィジブルサクセサを持たないネイバーは、DUALの再計算をトリガーします。

EIGRPルート更新
トポロジが変更されると、EIGRPは、変更されたルーティング情報のみを含む更新メッセージを
影響を受けるネイバーに送信します。更新メッセージには、新規の、または更新されたネットワー

ク宛先へのディスタンス情報が含まれます。

EIGRPでのディスタンス情報は、帯域幅、遅延、負荷使用状況、リンクの信頼性などの使用可能
なルートメトリックの組み合わせとして表現されます。各メトリックには重みが関連付けられて

おり、これにより、メトリックがディスタンスの計算に含まれるかどうかが決定します。このメ

トリックの重みは設定することができます。特性を微調整して最適なパスを完成することもでき

ますが、設定可能なメトリックの大部分でデフォルト設定を使用することを推奨します。

内部ルートメトリック

内部ルートとは、同じEIGRP自律システム内のネイバー間のルートです。これらのルートには、
次のメトリックがあります。

•ネクストホップ：ネクストホップルータの IPアドレス。
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•遅延：宛先ネットワークへのルートを形成するインターフェイス上で設定された遅延の合計。
遅延は 10マイクロ秒単位で設定されます。

•帯域幅：宛先へのルートの一部であるインターフェイスで設定された最小帯域幅から計算さ
れます。

Ciscoではデフォルト帯域幅の値の使用を推奨します。この帯域幅パラ
メータは EIGRPでも使用されます。

（注）

• MTU：宛先へのルート上の最大伝送単位の最小値。

•ホップカウント：宛先までにルートが通過するホップまたはルータの数。このメトリック
は、DUAL計算で直接には使用されません。

•信頼性：宛先までのリンクの信頼性を示します。

•負荷：宛先までのリンク上のトラフィック量を示します。

デフォルトでEIGRPは、帯域幅と遅延のメトリックを使用して、宛先までのディスタンスを計算
します。計算に他のメトリックが含まれるように、メトリックの重みを変更できます。

ワイドメトリックス

EIGRPは、より高速なインターフェイスまたはバンドルされたインターフェイス上でのルート選
択を改善するためのワイド（64ビット）メトリックをサポートします。ワイドメトリックをサ
ポートしているルータは、次のように、ワイドメトリックをサポートしていないルータと相互運

用できます。

•ワイドメトリックをサポートするルータ：ローカルワイドメトリック値を受信した値に追
加し、情報を送信します。

•ワイドメトリックをサポートしないルータ：値を変更せずに受信したメトリックを送信しま
す。

EIGRPは、ワイドメトリックのパスコストを計算するために、次の式を使用します。

メトリック = [k1 ×帯域幅 +（k2 ×帯域幅）/（256 –負荷）+ k3 ×遅延 + k6 ×拡張属性] x [k5/（信
頼性 + k4）]

ユニキャスト RIBが 64ビットのメトリック値をサポートできないため、EIGRPワイドメトリッ
クはRIBスケール係数で次の式を使用して、64ビットメトリック値を32ビット値に変換します。

RIBメトリック =（ワイドメトリック/RIBスケール値）

RIBスケール値は設定可能なパラメータです。

EIGRPワイドメトリックは、EIGRPメトリックの設定のk6として、次の2種類の新しいメトリッ
ク値を導入します。

•ジッタ：（マイクロ秒単位で測定）ルートパス上のすべてのリンクにわたって累積します。
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•エネルギー：（キロビット単位のワットで測定）ルートパス上のすべてのリンクにわたって
累積します。

EIGRPは、ジッターやエネルギーメトリック値を持たないパス、またはより低いジッターやエネ
ルギーメトリック値を持つパスを、より高い値のパスを持つパスよりも優先します。

EIGRPワイドメトリックは、TLVバージョン 2で送信されます。詳細については、「ワイドメ
トリックスの有効化」の項を参照してください。

（注）

外部ルートメトリック

外部ルートとは、異なるEIGRP自律システムにあるネイバー間のルートです。これらのルートに
は、次のメトリックがあります。

•ネクストホップ：ネクストホップルータの IPアドレス。

•ルータ ID：このルートを EIGRPに再配布したルータのルータ ID。

•自律システム番号：宛先の自律システム番号。

•プロトコル ID：宛先へのルートを学習したルーティングプロトコルを表すコード。

•タグ：ルートマップで使用可能な任意のタグ。

•メトリック：外部ルーティングプロトコルの、このルートのルートメトリック。

EIGRPとユニキャスト RIB

EIGRPは、すべての学習したルートを EIGRPトポロジテーブルとユニキャスト RIBに追加しま
す。トポロジが変更されると、EIGRPは、これらのルートを使用してフィジブルサクセサを探し
ます。EIGRPは、他のルーティングプロトコルから EIGRPに再配布されたあらゆるルートの変
更についてのユニキャスト RIBからの通知も待ち受けます。

高度な EIGRP
EIGRPの高度な機能を使用して、EIGRPの設定を最適化できます。

アドレスファミリ

EIGRPでは、IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリをサポートしています。下位互換性を保つ
ために、ルートコンフィギュレーションモードまたは IPv4アドレスファミリモードで EIGRPv4
を設定できます。アドレスファミリモードで IPv6の EIGRPを設定する必要があります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードには、次の EIGRP機能が含まれます。

•認証

• AS番号
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•デフォルトルート

•メトリック

•ディスタンス

•グレースフルリスタート

•ロギング

•ロードバランシング

•再分配

•ルータ ID

•スタブルータ

•タイマー

複数のコンフィギュレーションモードで同じ機能を設定できません。たとえばルータコンフィ

ギュレーションモードでデフォルトメトリックを設定すると、アドレスファミリモードでデフォ

ルトメトリックを設定できません。

認証

EIGRPメッセージに認証を設定することで、ネットワークでの不正なルーティング更新や無効な
ルーティング更新を防止できます。EIGRP認証はMD5認証ダイジェストをサポートしています。

認証キーのキーチェーン管理を使用して、仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスごと、ま
たはインターフェイスごとにEIGRP認証を設定できます。キーチェーン管理を使用すると、MD5
認証ダイジェストが使用する認証キーへの変更を管理できます。キーチェーンの作成の詳細につ

いては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

MD5認証を行うには、ローカルルータとすべてのリモート EIGRPネイバーで同一のパスワード
を設定します。EIGRPメッセージが作成されると、Cisco NX-OSは、そのメッセージ自体と暗号
化されたパスワードに基づいてMD5一方向メッセージダイジェストを作成し、このダイジェス
トを EIGRPメッセージとともに送信します。受信する EIGRPネイバーは、同じ暗号化パスワー
ドを使用して、このダイジェストを確認します。メッセージが変更されていない場合は計算が同

一であるため、EIGRPメッセージは有効と見なされます。

MD5認証には各 EIGRPメッセージのシーケンス番号も含まれており、これにより、ネットワー
クでのメッセージの再送が防止されます。

スタブルータ

EIGRPスタブルーティング機能を使用すると、ネットワークの安定性の向上、リソース使用量の
削減、スタブルータ設定の簡易化を実現できます。スタブルータは、リモートルータ経由で

EIGRPネットワークに接続します。「スタブルーティング」の項を参照してください。

EIGRPスタブルーティングを使用すると、EIGRPを使用するように配布とリモートルータを設
定し、リモートルータのみをスタブとして設定する必要があります。EIGRPスタブルーティング
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で、分散ルータでの集約が自動的にイネーブルになるわけではありません。ほとんどの場合、分

散ルータでの集約の設定が必要です。

EIGRPスタブルーティングを使用しない場合は、分散ルータからリモートルータに送信された
ルートがフィルタリングまたは集約された後でも、問題が発生することがあります。たとえば、

ルートが企業ネットワーク内のどこかで失われた場合に、EIGRPが分散ルータに照会を送信する
ことがあります。分散ルータは、ルートが集約されている場合でも、リモートルータに照会を送

信することがあります。分散ルータとリモートルータの間のWANリンク上の通信で問題が発生
した場合はEIGRPがアクティブ状態のままとなり、ネットワークの他の場所が不安定となる場合
があります。EIGRPスタブルーティングを使用すると、リモートルータに照会が送信されなくな
ります。

ルート集約

指定したインターフェイスにサマリー集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用すると、

固有性の強い一連のアドレスをすべての固有アドレスを代表する 1つのアドレスに置き換えるこ
とによって、ルートテーブルを簡素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および
10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

より具体的なアドレスがルーティングテーブルにある場合、EIGRPは、より具体的なルートの最
小メトリックに等しいメトリックを持つインターフェイスからの集約アドレスをアドバタイズし

ます。

プロセスの再起動またはシステムスイッチオーバーの場合、サマリーアドレスによってトラフィッ

クが失われる可能性があります。トラフィックは、サマリーアドレスを使用してトラフィックが

ルーティングされる PEERで確認されます。

EIGRPは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルートの再配布

EIGRPを使用すると、スタティックルート、他の EIGRP ASが学習したルート、またはほかのプ
ロトコルからのルートを再配布できます。再配布を指定したルートマップを設定して、どのルー

トがEIGRPに渡されるかを制御する必要があります。ルートマップを使用すると、宛先、送信元
プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性に基づいて、ルートをフィルタリングできま

す。Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。

インポートされた EIGRPへのすべてのルートに使用されるデフォルトメトリックも設定できま
す。

ルーティングアップデートからルートをフィルタリングするには、配布リストを使用します。こ

れらのフィルタ処理されたルートは、ipdistribute-list eigrpコマンドで各インターフェイスに適用
されます。
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ロードバランシング

ロードバランシングを使用すると、ルータは、宛先アドレスから等距離内にあるすべてのルータ

のネットワークポートにトラフィックを分散できます。ロードバランシングにより、ネットワー

クセグメントの使用率が向上し、それによってネットワーク帯域幅の効率も向上します。

Cisco NX-OSは、EIGRPルートテーブルおよびユニキャスト RIB中の 16までの等コストパスを
使用する等コストマルチパス（ECMP）機能をサポートしています。これらのパスの一部または
全部に対してトラフィックのロードバランスを行うよう、EIGRPを設定できます。

Cisco NX-OSの EIGRPは、等コストでないロードバランシングをサポートしていません。（注）

Split Horizon

スプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインターフェイスからEIGRPがルートを
アドバタイズしないようにできます。

スプリットホライズンは、EIGRP更新パケットおよび EIGRP照会パケットの送信を制御する方
式です。インターフェイスでスプリットホライズンをイネーブルにすると、Cisco NX-OSは、こ
のインターフェイスから学習された宛先への更新パケットも照会パケットも送信しません。この

方法でアップデートパケットとクエリーパケットを制御すると、ルーティングループが発生す

る可能性が低くなります。

EIGRPはポイズンリバースによるスプリットホライズンにより、EIGRPがルートを学習したイ
ンターフェイス経由で、そのルートを到達不能としてアドバタイズするよう設定されます。

EIGRPは、次のシナリオでスプリットホライズン、またはポイズンリバースによるスプリット
ホライズンを使用します。

•スタートアップモードで、2台のルータ間で初めてトポロジテーブルを交換する。

•トポロジテーブルの変更をアドバタイズする。

•照会メッセージを送信する。

デフォルトでは、スプリットホライズン機能がすべてのインターフェイスでイネーブルになって

います。

BFD

この機能では、IPv4および IPv6用の双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。
BFDは、転送パスの障害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の
隣接デバイス間のサブセカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール
上のデータプレーンに分散できるため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。
詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してくだ
さい。
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仮想化のサポート

EIGRPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしています。

グレースフルリスタートおよびハイアベイラビリティ

Cisco NX-OSは、EIGRPの無停止フォワーディングおよびグレースフルリスタートをサポートし
ます。

EIGRPの NSFを使用すると、フェールオーバー後に EIGRPルーティングプロトコル情報が復元
される間に、データパケットを FIB内の既存のルートで転送できます。ノンストップフォワー
ディング（NSF）を使用すると、ピアネットワーキングデバイスでルーティングフラップが発生
することがありません。フェールオーバー時に、データトラフィックはインテリジェントモジュー

ル経由で転送され、スタンバイスーパーバイザがアクティブになります。

Cisco NX-OSシステムでコールドリブートが発生した場合、デバイスはシステムへのトラフィッ
ク転送を中止し、ネットワークトポロジからシステムを削除します。このシナリオでは、EIGRP
でステートレスリスタートを経験し、すべてのネイバーが削除されます。Cisco NX-OSがスター
トアップコンフィギュレーションを適用すると、EIGRPはネイバーを再検出して、すべてのEIGRP
ルーティング情報を再度共有します。

Cisco NX-OSを実行するデュアルスーパーバイザプラットフォームで、ステートフルスーパーバ
イザスイッチオーバーが発生します。このスイッチオーバーが発生する前に、EIGRPはグレース
フルリスタートを使用して、EIGRPがしばらく使用不可であることを宣言します。スイッチオー
バーの間、EIGRPは無停止フォワーディングを使用して FIBの情報に基づいてトラフィックを転
送し続け、システムがネットワークトポロジから取り除かれることはありません。

グレースフルリスタート対応ルータは、Helloメッセージを使用して、グレースフルリスタート
動作が開始されたことをネイバーに通知します。グレースフルリスタート認識ルータが、グレー

スフルリスタート対応ネイバーからグレースフルリスタート動作が進行中であるという通知を受

信すると、両方のルータは各トポロジテーブルをただちに交換します。グレースフルリスタート

認識ルータは、ルータの再起動を支援するための次のアクションを実行します。

•ルータは、EIGRP Hello保持時間を失効し、Helloメッセージにセットされる間隔を短くしま
す。このプロセスにより、グレースフルリスタート認識ルータは再起動中のルータにより早

く応答し、再起動中のルータがネイバーを再検出し、トポロジテーブルを再構築するために

必要な時間を短縮します。

•ルータは、ルート保留タイマーを開始します。このタイマーで、グレースフルリスタート認
識ルータが、再起動中のネイバールータのために既知のルートを保留する時間の長さが設定

されます。デフォルトの期間は 240秒です。

•ルータは、ネイバーが再起動していることをピアリストに記載する、隣接関係を維持する、
グレースフルリスタート認識ルータのトポロジテーブルを送信する準備ができたことを知ら

せるシグナルをネイバーが送信するか、ルートホールドタイマーが期限切れになるまで再起

動中のネイバーを保持する、ということを行います。グレースフルリスタート認識ルータ上

でルート保留タイマーの期限が切れた場合、グレースフルリスタート認識ルータは保留ルー

トを破棄し、再起動中のルータをネットワークに参加する新しいルータとして扱い、隣接関

係を再確立します。
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スイッチオーバー後に、Cisco NX-OSは実行コンフィギュレーションを適用し、EIGRPは、自身
が再び稼働していることをネイバーに通知します。

複数の EIGRPインスタンス

Cisco NX-OSは、同一システム上で動作する複数の EIGRPプロトコルインスタンスをサポートし
ます。すべてのインスタンスで同じシステムルータ IDを使用します。インスタンスごとに一意
のルータ IDを設定することもできます。サポートされる EIGRPインスタンスの数については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。

EIGRPの前提条件
EIGRPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

EIGRPの注意事項と制約事項
EIGRP設定時の注意事項および制約事項は次のとおりです。

•テーブルマップ、ルートのアドミニストレーティブディスタンス、およびメトリックを設定
すると、コンフィギュレーションコマンドによってEIGRPネイバーがフラップします。これ
は予期された動作です。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。たとえ

ば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

•他のプロトコル、接続されたルータ、またはスタティックルートからの再配布には、メト
リック設定（デフォルトメトリック設定オプションまたはルートマップによる）が必要で

す。Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。

•グレースフルスタートについては、NSF認識ルータが動作中であり、ネットワークで完全に
収束している場合にのみ、このルータがNSF対応ルータのグレースフルリスタート動作を支
援できます。

•グレースフルスタートについては、NSF認識ルータが動作中であり、ネットワークで完全に
収束している場合にのみ、このルータがNSF対応ルータのグレースフルリスタート動作を支
援できます。

•グレースフルリスタートについては、グレースフルリスタートに関係する隣接デバイスが
NSF認識、または NSF対応である必要があります。

• Cisco NX-OS EIGRPは Cisco IOSソフトウェアの EIGRPと互換性があります。
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•妥当な理由がない限り、メトリックの重みを変更しないでください。メトリックの重みを変
更した場合は、同じ自律システム内のすべてのEIGRPルータに、それを適用する必要があり
ます。

• 1ギガビット以上のインターフェイス速度の EIGRPネットワークでの標準メトリックとワイ
ドメトリックの組み合わせは、最適なルーティングになる可能性があります。

•大規模ネットワークの場合は、スタブの使用を検討してください。

• EIGRPベクトルメトリックは維持されないため、異なる EIGRP自律システム間での再配布
は避けてください。

• no {ip | ipv6} next-hop-selfコマンドは、ネクストホップの到達可能性を保証しません。

• {ip | ipv6} passive-interface eigrpコマンドを使用すると、ネイバーが形成されなくなります。

• Cisco NX-OSは IGRPも、IGRPおよび EIGRPクラウドの接続もサポートしていません。

•自動集約は、デフォルトで無効となっており、有効にはできません。

• Cisco NX-OSは IPのみをサポートしています。

•ハイアベイラビリティは、EIGRP集約タイマーでサポートされません。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(4)以降では、ルートを EIGRPに再配布し、ルートマップまたはプ
レフィックスリストを使用してプレフィックスをフィルタリングするときに、触れてない場

合でもフィルタによって許可されているすべてのプレフィックスは、EIGRPトポロジテーブ
ル内で更新されます。この更新は、このプレフィックスセットのクエリドメイン内のすべて

の EIGRPルータに通知されます。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマン
ドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

デフォルト設定
テーブルは、各 EIGRPパラメータに対するデフォルト設定を示します。

表 25 : EIGRPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

•内部ルート：90

•外部ルート：170

アドミニストレーティブディスタンス

50%帯域幅の割合
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デフォルトパラメータ

•帯域幅：100000 Kb/s

•遅延：100（10マイクロ秒単位）

•信頼性：255

•ロード：1

• MTU：1500

再配布されたルートのデフォルトのメトリック

ディセーブルEIGRP機能

5秒hello間隔

15秒Hold time

8等コストパス

1 0 1 0 0 0メトリック重み

ローカルインターフェイスの IPアドレスアドバタイズされたネクストホップアドレス

120NSFコンバージェンス時間

240NSFルート保留時間

20NSF信号送信時間

ディセーブル再分配

有効（Enabled）スプリットホライズン

基本的な EIGRPの設定
基本的な EIGRPの設定。

EIGRP機能の有効化
EIGRPを設定するには、その前に EIGRPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature eigrp

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

EIGRP機能を有効にします。[no] feature eigrp

例：

Step 2

noオプションを使用すると、EIGRP機能が無効にな
り、関連する設定がすべて削除されます。switch(config)# feature eigrp

有効にされた機能に関する情報を表示し。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

EIGRPインスタンスの作成
EIGRPインスタンスを作成して、そのインスタンスにインターフェイスを関連付けることができ
ます。このEIGRPプロセスに一意の自律システム番号を割り当てます（「自律システム」の項を
参照）。ルート再配布をイネーブルにしていない限り、他の自律システムからルートがアドバタ

イズされることも、受信されることもありません。

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

EIGRPがルータ ID（設定済みのループバックアドレスなど）を入手可能であるか、またはルータ
IDオプションを設定する必要があります。

自律システム番号であると認められていないインスタンスタグを設定する場合は、自律システム

番号を明示的に設定する必要があります。そうしないと、このEIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。IPv6の場合、この番号は、アドレスファミリの下で設定する必要が
あります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router eigrp instance-tag

3. （任意） autonomous-system as-number

4. （任意） log-adjacency-changes
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5. （任意） log-neighbor-warnings [seconds]
6. interface interface-type slot/port

7. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

8. （任意） show {ip | ipv6} eigrp interfaces

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大20文字

[no] router eigrp instance-tag

例：

Step 2

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用し
て AS番号を明示的に設定する必要があります。そ
うしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。

noオプションを使用すると、EIGRPプロセスとそれ
に関連する設定がすべて削除されます。

EIGRPプロセスを削除する場合は、イン
ターフェイスモードで設定された EIGRP
コマンドも削除する必要があります。

（注）

この EIGRPインスタンスに一意の AS番号を設定し
ます。有効な範囲は 1～ 65535です。

（任意） autonomous-system as-number

例：

Step 3

switch(config-router)# autonomous-system
33

隣接関係の状態が変化するたびに、システムメッセー

ジを生成します。このコマンドは、デフォルトでイ

ネーブルになっています。

（任意） log-adjacency-changes

例：

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

Step 4

ネイバーの警告が発生するたびに、システムメッセー

ジを生成します。警告メッセージの時間間隔を、1～
（任意） log-neighbor-warnings [seconds]

例：

Step 5

65535の秒数で設定できます。デフォルトは 10秒で
switch(config-router)#
log-neighbor-warnings す。このコマンドは、デフォルトでイネーブルになっ

ています。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。?を使
用すると、スロットおよびポートの範囲を確認でき

ます。

必須: interface interface-type slot/port

例：

switch(config-router)# interface
ethernet 1/2
switch(config-if)#

Step 6

このインターフェイスを、設定された EIGRPプロセ
スに関連付けます。インスタンスタグには最大20文

必須: {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例：

Step 7

字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別

します。
switch(config-if)# ip router eigrp Test1

EIGRPインターフェイスに関する情報を表示します。（任意） show {ip | ipv6} eigrp interfaces

例：

Step 8

switch(config-if)# show ip eigrp
interfaces

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

EIGRPプロセスを削除する場合は、インターフェイスモードで設定された EIGRPコマン
ドも削除する必要があります。

（注）

次に、EIGRPプロセスを作成し、EIGRPのインターフェイスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

その他の EIGRPパラメータの詳細については、高度な EIGRPの設定（249ページ）の項
を参照してください。

EIGRPインスタンスの再起動
EIGRPインスタンスを再起動できます。この処理では、インスタンスのすべてのネイバーが消去
されます。
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EIGRPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、グローバル
設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. （任意） flush-routes
2. restart eigrp instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

この EIGRPインスタンスを再起動するときに、ユニ
キャストRIBのすべてのEIGRPルートをフラッシュ
します。

（任意） flush-routes

例：

switch(config)# flush-routes

Step 1

EIGRPインスタンスを再起動して、すべてのネイバー
を削除します。インスタンスタグには最大20文字の

restart eigrp instance-tag

例：

Step 2

英数字を使用できます。大文字と小文字を区別しま

す。
switch(config)# restart eigrp Test1

EIGRPインスタンスのシャットダウン
EIGRPインスタンスを正常にシャットダウンできます。これにより、すべてのルートと隣接関係
は削除されますが、EIGRP設定は保持されます。

EIGRPインスタンスをディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコ
マンドを使用します。

手順の概要

1. shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

この EIGRPインスタンスをディセーブルにします。
EIGRPルータ設定は残ります。

shutdown

例：

Step 1

switch(config-router)# shutdown

EIGRPのパッシブインターフェイスの設定
EIGRPのパッシブインターフェイスを設定できます。パッシブインターフェイスは EIGRP隣接
関係に参加しませんが、このインターフェイスのネットワークアドレスは EIGRPトポロジテー
ブルに残ります。
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EIGRPのパッシブインターフェイスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. {ip | ipv6} passive-interface eigrp instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

EIGRP helloを抑制します。これにより、EIGRPイン
ターフェイス上でネイバーがルーティングアップデー

{ip | ipv6} passive-interface eigrp instance-tag

例：

Step 1

トを形成および送信することを防ぎます。インスタswitch(config-if)# ip passive-interface eigrp tag10
ンスタグには最大20文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字を区別します。

インターフェイスでの EIGRPのシャットダウン
インターフェイスでEIGRPを正常にシャットダウンできます。これにより、すべての隣接関係が
削除され、このインターフェイスでEIGRPトラフィックが停止しますが、EIGRP設定は保持され
ます。

インターフェイスでEIGRPを無効にするには、インターフェイス設定モードで次のコマンドを使
用します。

手順の概要

1. {ip | ipv6} eigrp instance-tag shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスで EIGRPを無効にします。
EIGRPインターフェイス設定は残ります。インスタ

{ip | ipv6} eigrp instance-tag shutdown

例：

Step 1

ンスタグには最大20文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字を区別します。

switch(config-if)# ip eigrp Test1
shutdown

高度な EIGRPの設定

EIGRPでの認証の設定
EIGRPのネイバー間に認証を設定できます。「認証」セクションを参照してください。
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EIGRPプロセスまたは個々のインターフェイスに対応するEIGRP認証を設定できます。インター
フェイスの EIGRP認証設定は、EIGRPプロセスレベルの認証設定より優先されます。

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

EIGRPプロセスのすべてのネイバーが、共有認証キーを含め、同じ認証設定を共有することを確
認します。

この認証設定のためのキーチェーンを作成します。詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. authentication key-chain key-chain

5. authentication mode md5

6. interface interface-typeスロット/ポート

7. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

8. {ip | ipv6} authentication key-chain eigrp instance-tag keychain

9. {ip | ipv6} authentication mode eigrp instance-tag md5

10. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しい EIGRPプロ
セスを作成します。インスタンスタグには最大 20

router eigrp instance-tag

例：

Step 2

文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を区

別します。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用
して AS番号を明示的に設定する必要があります。
そうしないと、この EIGRPインスタンスはシャッ
トダウン状態のままになります。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプ
ションです。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

Step 3

この VRFの EIGRPプロセスにキーチェーンを関連
付けます。キーチェーン名は、大文字と小文字が区

authentication key-chain key-chain

例：

Step 4

別される 20文字以下の任意の英数字文字列にでき
ます。

switch(config-router-af)# authentication
key-chain routeKeys

このVRFのMD5メッセージダイジェスト認証モー
ドを設定します。

authentication mode md5

例：

Step 5

switch(config-router-af)# authentication
mode md5

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。?を使用すると、サポートされてい
るインターフェイスを調べることができます。

interface interface-typeスロット/ポート

例：

switch(config-router-af) interface
ethernet 1/2
switch(config-if)#

Step 6

このインターフェイスを、設定された EIGRPプロ
セスに関連付けます。インスタンスタグには最大

{ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例：

Step 7

20文字の英数字を使用できます。大文字と小文字を
区別します。

switch(config-if)# ip router eigrp Test1

このインターフェイスの EIGRPプロセスにキー
チェーンを関連付けます。この設定は、ルータの

{ip | ipv6} authentication key-chain eigrp instance-tag
keychain

例：

Step 8

VRFモードで設定された認証設定よりも優先しま
す。switch(config-if)# ip authentication

key-chain eigrp Test1 routeKeys
インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用
できます。大文字と小文字を区別します。

このインターフェイスのMD5メッセージダイジェ
スト認証モードを設定します。この設定は、ルータ

{ip | ipv6} authentication mode eigrp instance-tag md5

例：

Step 9

の VRFモードで設定された認証設定よりも優先し
ます。

switch(config-if)# ip authentication
mode eigrp Test1 md5

インスタンスタグには最大 20文字の英数字を使用
できます。大文字と小文字を区別します。

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 10

switch(config-if)# copy running-config
startup-config
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例

次に、EIGRPのMD5メッセージダイジェスト認証をイーサネットインターフェイス 1/2
上で設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# ip authentication key-chain eigrp Test1 routeKeys
switch(config-if)# ip authentication mode eigrp Test1 md5
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRPスタブルーティングの設定
EIGRPスタブルーティング用のルータを設定できます。

ルータで EIGRPスタブルーティングを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. stub [direct | receive-only | redistributed [direct] leak-map map-name]
2. （任意） show ip eigrp neighbor detail

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

リモートルータを EIGRPスタブルータとして設定
します。マップ名には最大20文字の英数字を使用で
きます。大文字と小文字は区別されます。

stub [direct | receive-only | redistributed [direct]
leak-map map-name]

例：

Step 1

switch(config-router-af)# eigrp stub
redistributed

ルータがスタブルータとして設定されていることを

確認します。

（任意） show ip eigrp neighbor detail

例：

Step 2

switch(config-router-af)# show ip eigrp
neighbor detail

例

次に、直接接続され、再配布されるルートをアドバタイズするスタブルータを設定する

例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
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switch(config-router-af)# stub direct redistributed
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

ルータがスタブルータとして設定されていることを確認するには、show ip eigrp neighbor
detailコマンドを使用します。出力の最後の行は、リモートルータまたはスポークルー
タのスタブステータスを示します。

次に、show ip eigrp neighbor detailコマンドの出力例を示します。

Router# show ip eigrp neighbor detail
IP-EIGRP neighbors for process 201
H Address Interface Hold Uptime SRTT RTO Q Seq Type

(sec) (ms) Cnt Num
0 10.1.1.2 Se3/1 11 00:00:59 1 4500 0 7
Version 12.1/1.2, Retrans: 2, Retries: 0
Stub Peer Advertising ( CONNECTED SUMMARY ) Routes

EIGRPのサマリーアドレスの設定
指定したインターフェイスにサマリー集約アドレスを設定できます。より具体的なルートがルー

ティングテーブルにある場合、EIGRPは、より具体的なすべてのルートの最小に等しいメトリッ
クを持つインターフェイスからのサマリーアドレスをアドバタイズします。「ルート集約」の項

を参照してください。

サマリー集約アドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次の

コマンドを使用します。

手順の概要

1. {ip | ipv6} summary-address eigrp instance-tag ip-prefix/length [distance | leak-map map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

サマリー集約アドレスを、IPプレフィックス/長さと
して設定します。インスタンスタグおよびマップ名

{ip | ipv6} summary-address eigrp instance-tag
ip-prefix/length [distance | leak-map map-name]

例：

Step 1

には最大20文字の英数字を使用できます。大文字と
小文字は区別されます。switch(config-if)# ip summary-address

eigrp Test1 192.0.2.0/8
また、この集約アドレスのアドミニストレーティブ

ディスタンスを設定することもできます。集約アド

レスのデフォルトアドミニストレーティブディスタ

ンスは 5です。
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目的コマンドまたはアクション

EIGRPがすでに実行されている場合を除
き、プレフィックス/長さ形式をアドレス マスク

の代わりに使用して IPアドレスを設定する
ことを推奨します。EIGRPインスタンスが
起動する前にアドレス マスク形式を使用する

と、後でサマリーアドレスを削除または変

更できなくなります。

（注）

例

この例は、EIGRPがネットワーク 192.0.2.0をイーサネット 1/2だけに集約するようにす
る方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if) ip summary-address eigrp Test1 192.0.2.0/24

EIGRPへのルートの再配布
他のルーティングプロトコルから EIGRPにルートを再配布できます。

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

他のプロトコルから再配布されるルートには、メトリック（デフォルトメトリック設定オプショ

ンまたはルートマップによる）を設定する必要があります。

ルートマップを作成して、EIGRPに再配布されるルートのタイプを管理する必要があります。
Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. redistribute {bgp as | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | direct | static} route-map map-name

5. default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

6. （任意） show {ip | ipv6} eigrp route-map statistics redistribute

7. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大20文字

router eigrp instance-tag

例：

Step 2

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用し
て AS番号を明示的に設定する必要があります。そ
うしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプショ
ンです。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-af)#

Step 3

1つのルーティングドメインから EIGRPにルートを
注入します。インスタンスタグおよびマップ名には

redistribute {bgp as | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip}
instance-tag | direct | static} route-map map-name

例：

Step 4

最大20文字の英数字を使用できます。大文字と小文
字は区別されます。switch(config-router-af)# redistribute bgp 100

route-map BGPFilter

ルート再配布で学習したルートに割り当てられるメ

トリックを設定します。デフォルト値は次のとおり

です。

default-metric bandwidth delay reliability loading mtu

例：

switch(config-router-af)# default-metric
500000 30 200 1 1500

Step 5

• bandwidth：100000 Kbps

• delay：100（10マイクロ秒単位）

• reliability：255

• loading：1

• MTU：1492

EIGRPルートマップ統計に関する情報を表示しま
す。

（任意） show {ip | ipv6} eigrp route-map statistics
redistribute

例：

Step 6
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-af)# show ip eigrp
route-map statistics redistribute bgp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、BGPを IPv4向けの EIGRPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp 100 route-map BGPFilter
switch(config-router)# default-metric 500000 30 200 1 1500
switch(config-router)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルートの再配布では、多くのルートをEIGRPルートテーブルに追加できます。外部プロトコルか
ら受け取るルートの数の上限を設定できます。EIGRPでは、再配布されるルートの上限を設定す
るために次のオプションが用意されています。

•上限固定：EIGRPが設定された最大値に達すると、メッセージをログに記録します。EIGRP
は、それ以上の再配布されたルートを受け入れません。任意で、最大値のしきい値パーセン

テージを設定して、EIGRPがこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることも
できます。

•警告のみ：EIGRPが最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。EIGRPは、再配布
されたルートを受け入れ続けます。

•取り消し：EIGRPが最大値に達したときにタイムアウト期間を開始します。タイムアウト期
間の経過後、再配布されたルートの現在数が最大数よりも少ない場合、EIGRPはすべての再
配布されたルートを要求します。再配布されたルートの現在数が最大数に達した場合、EIGRP
はすべての再配布されたルートを取り消します。EIGRPが再配布されたルートをさらに受け
入れられるように、この条件をクリアする必要があります。任意で、タイムアウト期間を設

定できます。

このタスクを設定できるのは、IPv4 VRFアドレスファミリコンフィギュレーションモードだけ
です。

（注）
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始める前に

EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]]
5. （任意） show running-config eigrp

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPインス
タンスを作成します。

router eigrp instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を EIGRPに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf id |
rip id | static} route-map map-name

例：

Step 3

switch(config-router)# redistribute bgp route-map
FilterExternalBGP

EIGRPが配布するプレフィックスの最大数を指定し
ます。有効な範囲は 1～ 65535です。任意で次のオ
プションを指定します。

redistribute maximum-prefix max [threshold]
[warning-only | withdraw [num-retries timeout]]

例：

Step 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィックス数のパーセンテージ。

switch(config-router)# redistribute maximum-prefix
1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超え
た場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。任意で再配布されたルートを取得し

ようと試みます。num-retries の範囲は 1～ 12。
timeoutは 60～ 600秒です。デフォルトは 300秒
です。 clear ip eigrp redistribution コマンドを使
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目的コマンドまたはアクション

用し、すると、すべてのルートを取り消すこと

ができます。

EIGRPの設定を表示します。（任意） show running-config eigrp

例：

Step 5

switch(config-router)# show running-config eigrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、EIGRPに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

EIGRPでのロードバランスの設定
EIGRPでのロードバランスを設定できます。maximum-pathsオプションを使用して、等コストマ
ルチパス（ECMP）のルート数を設定できます。「EIGRPでのロードバランスの設定」の項を参
照してください。

始める前に

EIGRP機能が有効にする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. maximum-paths num-paths

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大20文字

router eigrp instance-tag

例：

Step 2

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用し
て AS番号を明示的に設定する必要があります。そ
うしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプショ
ンです。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-af)#

Step 3

EIGRPがルートテーブルに受け入れる等コストパス
の数を設定します。指定できる範囲は 1～ 32です。
デフォルト値は 8です。

maximum-paths num-paths

例：

switch(config-router-af)# maximum-paths 5

Step 4

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、6つまでの等コストパスによる、EIGRPの等コストロードバランスを IPv4上で設
定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# maximum-paths 6
switch(config-router)# copy running-config startup-config

EIGRPのグレースフルリスタートの設定
EIGRPに対してグレースフルリスタートまたはノンストップフォワーディングを設定できます。
「グレースフルリスタートおよびハイアベイラビリティ」を参照してください。
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デフォルトでは、グレースフルリスタートはイネーブルです。（注）

始める前に

EIGRP機能がイネーブルにする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

NSF認識ルータが動作中であり、ネットワークで完全に収束している場合にのみ、このルータが
NSF対応ルータのグレースフルリスタート動作を支援できます。

グレースフルリスタートに参加するネイバーデバイスは、NSF認識またはNSF対応である必要があ
ります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router eigrp instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. graceful-restart
5. timers nsf converge seconds

6. timers nsf route-hold seconds

7. timers nsf signal seconds

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大20文字

router eigrp instance-tag

例：

Step 2

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用し
て AS番号を明示的に設定する必要があります。そ
うしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。IPv4の場合、このコマンドはオプショ
ンです。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-af)#

Step 3

グレースフルリスタートをイネーブルにします。こ

の機能は、デフォルトでイネーブルにされています。

graceful-restart

例：

Step 4

switch(config-router-af)# graceful-restart

スイッチオーバー後にコンバージェンスするまでの

制限時間を設定します。範囲は 60～ 180秒です。デ
フォルトは 120です。

timers nsf converge seconds

例：

switch(config-router-af)# timers nsf converge
100

Step 5

グレースフルリスタート認識ピアから学習したルー

トのホールドタイムを設定します。範囲は 20～ 300
秒です。デフォルトは 240です。

timers nsf route-hold seconds

例：

switch(config-router-af)# timers nsf
route-hold 200

Step 6

グレースフルリスタートの信号を送信する時間制限

を設定します。範囲は 10～ 30秒です。デフォルト
は 20です。

timers nsf signal seconds

例：

switch(config-router-af)# timers nsf signal 15

Step 7

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、デフォルトタイマー値を使用して IPv6上で EIGRPのグレースフルリスタートを
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router eigrp Test1
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# graceful-restart
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

helloパケット間のインターバルとホールドタイムの調整
Helloメッセージの間隔とホールドタイムを調整できます。
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デフォルトでは、5秒ごとにHelloメッセージが送信されます。ホールドタイムはHelloメッセー
ジでアドバタイズされ、送信者が有効であると見なすまでの時間をネイバーに示します。デフォ

ルトの保留時間は、hello間隔の 3倍（15秒）です。

非常に輻輳した大規模なネットワークでは、デフォルトの保留時間では、全ルータがネイバーか

ら helloパケットを受信するまでに十分な時間がない場合もあります。この場合は、ホールドタ
イムを増やすことを推奨します。ホールドタイムを変更するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードでステップ 2のコマンドを使用します。

手順の概要

1. {ip | ipv6} hello-interval eigrp instance-tag seconds

2. {ip | ipv6} hold-time eigrp instance-tag seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

EIGRPルーティング処理の hello間隔を設定します。
インスタンスタグには最大20文字の英数字を使用で

{ip | ipv6} hello-interval eigrp instance-tag seconds

例：

Step 1

きます。大文字と小文字を区別します。範囲は 1～
65535秒です。デフォルトは 5分です。

switch(config-if)# ip hello-interval
eigrp Test1 30

EIGRPルーティング処理のホールドタイムを設定し
ます。インスタンスタグには最大20文字の英数字を

{ip | ipv6} hold-time eigrp instance-tag seconds

例：

Step 2

使用できます。大文字と小文字を区別します。範囲

は 1～ 65535秒です。
switch(config-if)# ipv6 hold-time eigrp
Test1 30

例

タイマー設定を確認するには、show ip eigrp interface detailコマンドを使用します。

スプリットホライズンの無効化

スプリットホライズンを使用すると、ルータによって情報元インターフェイスからルート情報が

アドバタイズされないようにできます。通常はスプリットホライズンにより、特にリンクに障害

がある場合に、複数のルーティングデバイス間での通信が最適化されます。

デフォルトでは、スプリットホライズンはすべてのインターフェイスで有効になっています。

スプリットホライズンを無効にするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで

次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. no {ip | ipv6} split-horizon eigrp instance-tag
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

スプリットホライズンを無効にします。no {ip | ipv6} split-horizon eigrp instance-tag

例：

Step 1

switch(config-if)# no ip split horizon eigrp Test1

ワイドメトリックスの有効化

ワイドメトリックを有効化し、オプションとしてRIBのスケール係数を設定するには、ルータ設
定モードまたはアドレスファミリ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. metrics version 64bit

2. （任意） metrics rib-scale value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

64ビットメトリック値を有効にします。metrics version 64bit

例：

Step 1

switch(config-router)# metrics version 64bit

RIBで 64ビットのメトリック値を 32ビットに変換
するために使用されるスケール係数を設定します。

範囲は 1～ 255です。デフォルト値は 128です。

（任意） metrics rib-scale value

例：

switch(config-router)#

Step 2

EIGRPの調整
オプションパラメータを設定し、ネットワークに合わせて EIGRPを調整できます。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、次のオプションパラメータを設定でき

ます。

手順の概要

1. default-information originate [always | route-map map-name]
2. distance internal external

3. metric max-hops hop-count

4. metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5 k6

5. nsf await-redist-proto-convergence
6. timers active-time {time-limit | disabled}
7. （任意） {ip | ipv6} bandwidth eigrp instance-tag bandwidth
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8. {ip | ipv6} bandwidth-percent eigrp instance-tag percent

9. [no] {ip | ipv6} delay eigrp instance-tag delay

10. {ip | ipv6} distribute-list eigrp instance-tag {prefix-list name | route-map map-name} {in | out}
11. [no] {ip | ipv6} next-hop-self eigrp instance-tag

12. {ip | ipv6} offset-list eigrp instance-tag {prefix-list name | route-map map-name} {in | out} offset

13. {ip | ipv6} passive-interface eigrp instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

プレフィックス0.0.0.0/0を持つデフォルトルートを
発信するか、受け入れます。ルートマップが提供さ

default-information originate [always | route-map
map-name]

例：

Step 1

れると、ルートマップが true状態となっている場合
にのみデフォルトルートが発信されます。ルートswitch(config-router-af)#

default-information originate always マップ名には最大20文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

このEIGRPプロセスのアドミニストレーティブディ
スタンスを設定します。範囲は 1～ 255です。内部

distance internal external

例：

Step 2

の値で、同じ自律システム内で学習したルートのswitch(config-router-af)# distance
25 100 ディスタンスが設定されます（デフォルト値は 90

です）。外部の値で、外部自律システムから学習し

たルートのディスタンスが設定されます（デフォル

ト値は 170です）。

アドバタイズされるルートに許容される最大ホップ

数を設定します。ホップ数がこの最大値を超える

metric max-hops hop-count

例：

Step 3

ルートは、到達不能としてアドバタイズされます。

範囲は 1～ 255です。デフォルトは 100です。
switch(config-router-af)# metric max-hops
70

EIGRPメトリックまたはK値を調整します。EIGRP
は次の式を使用して、ネットワークへの合計メト

リックを決定します。

metric weights tos k1 k2 k3 k4 k5 k6

例：

switch(config-router-af)# metric weights
0 1 3 2 1 0

Step 4

メトリック = [k1 ×帯域幅 +（k2 ×帯域幅）/（256 –
負荷）+ k3 ×遅延 + k6 ×拡張属性] x [k5/（信頼性 +
k4）]

デフォルト値と指定できる範囲は、次のとおりで

す。

• TOS：0。指定できる範囲は 0～ 8です。

• k1：1。有効な範囲は 0～ 255です。

• k2：0。有効な範囲は 0～ 255です。

• k3：1。有効な範囲は 0～ 255です。
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目的コマンドまたはアクション

• k4：0。有効な範囲は 0～ 255です。

• k5：0。有効な範囲は 0～ 255です。

• k6：0。有効な範囲は 0～ 255です。

ノンストップフォワーディング（NSF）中に、EIGRP
がルーティング情報ベース（RIB）に独自のルート

nsf await-redist-proto-convergence

例：

Step 5

をインストールする前に、再配布されたプロトコル

のコンバージェンスを待機します。
switch(config-router-af)# nsf
await-redist-proto-convergence

このコマンドは、NSFが進行中で、BGPが収束して
ルートをインストールするまでEIGRPが待機するス
イッチオーバーシナリオで役立ちます。これによ

り、BGPが収束し、EIGRPが宛先への代替パスを見
つける前に、EIGRPが一時的なルートをインストー
ルして転送情報ベース（FIB）エントリを変更する
ことを防止できます。

EIGRPとBGPの間で相互再配布が設定され
ている場合（PE-CE環境など）にこのコマ
ンドを使用すると、プロバイダーエッジ

（PE）ルータがBGPまでRIBにEIGRPルー
トをインストールしないため、トラフィッ

ク損失が発生する可能性があります。ルー

トを使用できます。この動作により、カス

タマーエッジ（CE）ルータがEIGRPから
学習し、ピアPEルータにアドバタイズす
るルートが遅延します。

（注）

（照会の送信後に）ルートがアクティブ（SIA）状
態のままとなっていることを宣言するまでに、ルー

timers active-time {time-limit | disabled}

例：

Step 6

タが待機する時間を分単位で設定します。有効な範

囲は 1～ 65535です。デフォルトは 3です。
switch(config-router-af)# timers
active-time 200

インターフェイス上の EIGRPの帯域幅メトリック
を設定します。インスタンスタグには最大 20文字

（任意） {ip | ipv6} bandwidth eigrp instance-tag
bandwidth

例：

Step 7

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。帯域幅の範囲は、1～ 2,560,000,000 kbpsで
す。

switch(config-if)# ip bandwidth eigrp
Test1 30000

EIGRPがインターフェイス上で使用する可能性のあ
る帯域幅の割合を設定します。インスタンスタグに

{ip | ipv6} bandwidth-percent eigrp instance-tag percent

例：

Step 8

は最大 20文字の英数字を使用できます。大文字とswitch(config-if)# ip bandwidth-percent
eigrp Test1 30 小文字を区別します。割合の範囲は 0～ 100です。

デフォルトは 50です。
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上の EIGRPの遅延メトリックを
設定します。インスタンスタグには最大 20文字の

[no] {ip | ipv6} delay eigrp instance-tag delay

例：

Step 9

英数字を使用できます。大文字と小文字を区別しまswitch(config-if)# ip delay eigrp
Test1 100 す。遅延の範囲は、1～ 16777215（10マイクロ秒単

位）です。

このインターフェイス上の EIGRPのルータフィル
タリングポリシーを設定します。インスタンスタ

{ip | ipv6} distribute-list eigrp instance-tag {prefix-list
name | route-map map-name} {in | out}

例：

Step 10

グ、プレフィックスリスト名、およびルート -マッ
プ名には最大 20文字の英数字を使用できます。大
文字と小文字は区別されます。

switch(config-if)# ip distribute-list
eigrp Test1 route-map EigrpTest in

このインターフェイスのアドレスではなく、受信し

たネクストホップアドレスを使用するよう、EIGRP
[no] {ip | ipv6} next-hop-self eigrp instance-tag

例：

Step 11

を設定します。デフォルトでは、このインターフェswitch(config-if)# ipv6 next-hop-self
eigrp Test1 イスの IPアドレスをネクストホップアドレスに使

用します。インスタンスタグには最大 20文字の英
数字を使用できます。大文字と小文字を区別しま

す。

EIGRPが学習したルートに、着信および発信メト
リックへのオフセットを追加します。インスタンス

{ip | ipv6} offset-list eigrp instance-tag {prefix-list name
| route-map map-name} {in | out} offset

例：

Step 12

タグ、プレフィックスリスト名、およびルート-マッ
プ名には最大 20文字の英数字を使用できます。大
文字と小文字は区別されます。

switch(config-if)# ip offset-list eigrp
Test1 prefix-list EigrpList in

EIGRP helloを抑制します。これにより、EIGRPイ
ンターフェイス上でネイバーがルーティングアップ

{ip | ipv6} passive-interface eigrp instance-tag

例：

Step 13

デートを形成および送信することを防ぎます。インswitch(config-if)# ip passive-interface
eigrp Test1 スタンスタグには最大 20文字の英数字を使用でき

ます。大文字と小文字を区別します。

EIGRPの仮想化の設定
複数の VRFを作成して、各 VRFで同じまたは複数の EIGRPプロセスを使用することもできま
す。VRFにはインターフェイスを割り当てます。

インターフェイスのVRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設定し
ます。インターフェイスのVRFを設定すると、そのインターフェイスの他の設定がすべて削除さ
れます。

（注）
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始める前に

EIGRP機能が有効にする必要があります（「EIGRP機能の有効化」を参照）。

VRFを作成します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. router eigrp instance-tag

4. interface ethernet slot//port

5. vrf member vrf-name

6. {ip | ipv6} router eigrp instance-tag

7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

configure terminalStep 1

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。VRF名には最大 20文字の英数字を使用できま
す。大文字と小文字は区別されます。

vrf context vrf-name

例：

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

Step 2

インスタンスタグを設定して、新しいEIGRPプロセ
スを作成します。インスタンスタグには最大20文字

router eigrp instance-tag

例：

Step 3

の英数字を使用できます。大文字と小文字を区別し

ます。
switch(config-vrf)# router eigrp Test1
switch(config-router)#

AS番号であると認められていない instance-tagを設
定する場合は、autonomous-systemコマンドを使用し
て AS番号を明示的に設定する必要があります。そ
うしないと、この EIGRPインスタンスはシャットダ
ウン状態のままになります。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。?を使用すると、スロットおよびポー
トの範囲を検索できます。

interface ethernet slot//port

例：

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスをVRFに追加します。VRF名
には最大20文字の英数字を使用できます。大文字と
小文字は区別されます。

vrf member vrf-name

例：

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF

Step 5

このインターフェイスを EIGRPプロセスに追加しま
す。インスタンスタグには最大20文字の英数字を使
用できます。大文字と小文字を区別します。

{ip | ipv6} router eigrp instance-tag

例：

switch(config-if)# ip router eigrp Test1

Step 6

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# router eigrp Test1
switch(config-router)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router eigrp Test1
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# copy running-config startup-config

EIGRPの設定の確認
EIGRPの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

設定したEIGRPプロセスの要約を表示します。show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag]

設定されているすべてのEIGRPインターフェイ
スに関する情報を表示します。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] interfaces [type
number] [brief] [detail]

すべてのEIGRPネイバーに関する情報を表示し
ます。EIGRPネイバーの設定を確認するには、
このコマンドを使用します。

show {ip | ipv6} eigrp instance-tag neighbors [type
number] [detail]

すべてのEIGRPルートに関する情報を表示しま
す。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] route
[ip-prefix/length] [active] [all-links] [detail-links]
[pending] [summary] [zero-successors] [vrf
vrf-name]
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目的コマンド

EIGRPトポロジテーブルに関する情報を表示し
ます。

show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] topology
[ip-prefix/length] [active] [all-links] [detail-links]
[pending] [summary] [zero-successors] [vrf
vrf-name]

現在実行中のEIGRPコンフィギュレーションを
表示します。

show running-configuration eigrp

EIGRPのモニタリング
EIGRP統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

EIGRPの課金統計情報を表示します。show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] accounting
[vrf vrf-name]

EIGRPの再配布統計情報を表示します。show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] route-map
statistics redistribute

EIGRPのトラフィック統計情報を表示します。show {ip | ipv6} eigrp [instance-tag] traffic [vrf
vrf-name]

EIGRPの設定例
次に、EIGRPを設定する例を示します。
feature eigrp
interface ethernet 1/2
ip address 192.0.2.55/24
ip router eigrp Test1
no shutdown

router eigrp Test1
router-id 192.0.2.1

次に、distribute-listでルートマップを使用する例を示します。EIGRPピアから動的に受信（また
はアドバタイズ）されたルートをフィルタリングするコマンド。例では、EIGRPの外部プロトコ
ルメトリックルートを、有効な偏差の100、BGPのソースプロトコル、および自律システム45000
と照合するための、ルートマップの設定をします。2つのmatch句が trueの場合、対象のルーティ
ングプロトコルのタグ値が 5に設定されます。ルートマップを使用して、着信パケットをEIGRP
プロセスへ配布します。

switch(config)# route-map metric-range
switch(config-route-map)# match metric external 500 +- 100
switch(config-route-map)# match source-protocol bgp 45000
switch(config-route-map)# set tag 5
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router eigrp 1
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
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switch(config-if)# ip address 172.16.0.0
switch(config-if)# ip router eigrp 1
switch(config-if)# ip distribute-list eigrp 1 route-map metric-range in

次の例は、EIGRPトポロジテーブルに許可される前に、ルートマップでフィルタリングされる
ルーティングテーブルから再配布されるルートが受け入れられるよう、redistributeコマンドでルー
トマップを使用する方法を示します。この例は、EIGRPルートを、110、200、または 700～ 800
の範囲のメトリックと照合するために、ルートマップを設定する方法を示しています。このmatch
句が trueの場合、対象のルーティングプロトコルのタグ値が 10に設定されます。ルートマップ
を使用して、EIGRPパケットを再配布します。
switch(config)# route-map metric-eigrp
switch(config-route-map)# match metric 110 200 750 +- 50
switch(config-route-map)# set tag 10
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router eigrp 1
switch(config-router)# redistribute eigrp route-map metric-eigrp
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 172.16.0.0
switch(config-if)# ip router eigrp 1

関連項目
ルートマップの詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。

その他の参考資料
EIGRPの実装に関する詳細情報については、次のページを参照してください。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSユニキャスト

ルーティングコマンドリファレンス

EIGRP CLIコマンド

EIGRPテクニカルノートの概要EIGRPテクニカルノートの概要

EIGRPよく寄せられる質問（FAQ）EIGRPよく寄せられる質問（FAQ）

MIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次のURL
にアクセスしてください。http://www.cisco.com/
public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

EIGRPに関連するMIB
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第 10 章

IS-ISの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスの Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• IS-ISについて（271ページ）
• IS-IS認証（274ページ）
•メッシュグループ（274ページ）
•過負荷ビット（275ページ）
•ルート集約（275ページ）
•ルートの再配布（275ページ）
•プレフィックスの抑制のリンク（276ページ）
•ロードバランシング（276ページ）
• BFD（276ページ）
•仮想化のサポート（276ページ）
•高可用性およびグレースフルリスタート（277ページ）
•複数の IS-ISインスタンス（277ページ）
• IS-ISの前提条件（277ページ）
• IS-ISに関する注意事項および制限事項（278ページ）
•デフォルト設定（278ページ）
• IS-ISの設定（279ページ）
• IS-IS設定の確認（305ページ）
• IS-ISの監視（307ページ）
• IS-ISの設定例（308ページ）
•関連項目（308ページ）

IS-ISについて
IS-ISは、ISO（国際標準化機構）/IEC（国際工学コンソーシアム）10589に基づく内部ゲートウェ
イプロトコル（IGP）です。Cisco NX-OSは、インターネットプロトコルバージョン 4（IPv4）
および IPv6をサポートしていいます。IS-ISはネットワークトポロジの変化を検出し、ネットワー
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ク上の他のノードへのループフリールートを計算できる、ダイナミックリンクステートルーティ

ングプロトコルです。各ルータは、ネットワークの状態を記述するリンクステートデータベース

を維持し、設定された各リンクにパケットを送信してネイバーを検出します。IS-ISはネットワー
クを介して各ネイバーにリンクステート情報をフラッディングします。ルータもすべての既存ネ

イバーを通じて、リンクステートデータベースのアドバタイズメントおよびアップデートを送信

します。

IS-ISの概要
IS-ISは、設定されている各インターフェイスに helloパケットを送信し、IS-ISネイバールータを
検出します。helloパケットには認証、エリア、サポート対象プロトコルなど、受信側インター
フェイスが発信側インターフェイスとの互換性を判別するために使用する情報が含まれます。ま

た、一致する最大転送ユニット（MTU）設定を持つインターフェイスだけを使用して IS-ISが隣
接関係を確立できるように、helloパケットがパディングされます。互換インターフェイスは隣接
関係を形成し、リンクステートアップデートメッセージ（LSP）を使用して、リンクステート
データベースのルーティング情報をアップデートします。ルータはデフォルトで、10分間隔で定
期的に LSPリフレッシュを送信し、LSPは 20分間（LSPライフタイム）リンクステートデータ
ベースに残ります。LSPライフタイムが終了するまでにルータがLSPリフレッシュを受信しなかっ
た場合、ルータはデータベースから LSPを削除します。

LSP間隔は、LSPライフタイムより短くする必要があります。そうしないと、リフレッシュ前に
LSPがタイムアウトします。

IS-ISは、隣接ルータに定期的に helloパケットを送信します。helloパケットに対して一時モード
を設定すると、IS-ISが隣接関係を確立する前に使用された余分なパディングがこれらの helloパ
ケットに含まれなくなります。隣接ルータのMTU値が変更された場合、IS-ISはこの変更を検出
し、パディングされた helloパケットを一定期間送信できます。IS-ISはこの機能を使用して、隣
接ルータ上の一致しないMTU値を検出します。詳細については、「helloパディングの一時モー
ドの設定」の項を参照してください。

IS-ISエリア
IS-ISネットワークは、ネットワーク内のすべてのルータを含むシングルエリアとして設計するこ
ともできますし、バックボーンまたはレベル 2エリアに接続する複数のエリアとして設計するこ
ともできます。非バックボーンエリアのルータはレベル 1ルータで、ローカルエリア内で隣接関
係を確立します（エリア内ルーティング）。レベル 2エリアのルータは、他のレベル 2ルータと
隣接関係を確立し、レベル 1エリア間のルーティングを実行します（エリア間ルーティング）。
1つのルータにレベル 1エリアとレベル 2エリアの両方を設定できます。これらのレベル 1/レベ
ル 2ルータは、エリア境界ルータとして動作し、ローカルエリアからレベル 2バックボーンエリ
アに情報をルーティングします（下図を参照）。

レベル 1エリア内のルータは、そのエリア内の他のすべてのルータに対する到達方法を認識しま
す。レベル 2ルータは、他のエリア境界ルータおよび他のレベル 2ルータへの到達方法を認識し
ます。レベル 1/レベル 2ルータは 2つのエリアの境界にまたがり、レベル 2バックボーンエリア
との間で双方向にトラフィックをルーティングします。レベル 1/レベル 2ルータはレベル 1ルー
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タの Attached（ATT）ビット信号を使用して、レベル 2エリアに接続するため、このレベル 1/レ
ベル 2ルータへのデフォルトルートを設定します。

エリア内に 2台以上のレベル 1/レベル 2ルータがある場合など、場合によっては、レベル 1ルー
タがレベル 2エリアへのデフォルトルートとして使用するレベル 1/レベル 2ルータを制御するこ
ともできます。Attachedビットを設定するレベル 1/レベル 2ルータを設定できます。詳細につい
ては、「helloパディングの一時モードの設定」の項を参照してください。

Cisco NX-OSの IS-ISインスタンスは、レベル 1またはレベル 2エリアを 1つだけサポートする
か、またはそれぞれのエリアを1つずつサポートします。デフォルトでは、すべての IS-ISインス
タンスが自動的にレベル 1およびレベル 2ルーティングをサポートします。

図 24 :エリアに分割された IS-ISネットワーク

ASBR（自律システム境界ルータ）は、IS-IS AS（自律システム）全体に外部宛先をアドバタイズ
します。外部ルートは、他のプロトコルから IS-ISに再配布されたルートです。

NETおよびシステム ID
IS-ISインスタンスごとにネットワークエンティティタイトル（NET）が関連付けられています。
NETは、その IS-ISインスタンスをエリア内で一意に特定する IS-ISシステム IDとエリア IDから
なります。たとえば、NETが 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00の場合、システム IDは
0000.0c11.1111.00、エリア IDは 47.0004.004d.0001です。

DIS
IS-ISはブロードキャストネットワーク内で代表中継システム（DIS）を使用することにより、各
ルータがブロードキャストネットワーク上の他のルータと不要なリンクを形成しないようにしま

す。IS-ISルータは DISに LSPを送信し、DISがブロードキャストネットワークのあらゆるリン
クステート情報を管理します。エリア内で DISを選択するために IS-ISに使用させる IS-ISプライ
オリティをユーザ側で設定できます。

ポイントツーポイントネットワークでは DISは不要です。（注）
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IS-IS認証
隣接関係および LSP交換を制御するために、認証を設定できます。ネイバーになろうとするルー
タは、設定されている認証レベルの同じパスワードを交換する必要があります。パスワードが無

効なルータは、IS-ISによってブロックされます。IS-IS認証はグローバルに設定することも、レ
ベル 1、レベル 2、またはレベル 1/レベル 2両方のルーティングに対応する個々のインターフェイ
スに設定することもできます。

IS-ISがサポートする認証方式は、次のとおりです。

•クリアテキスト：交換するすべてのパケットで、クリアテキストの 128ビットパスワードが
伝送されます。

• MD5ダイジェスト：交換するすべてのパケットで、128ビットキーに基づくメッセージダイ
ジェストが伝送されます。

受動的攻撃から保護するために、IS-ISはネットワークを介してクリアテキストとしてMD5秘密
キーを送信します。また、リプレイアタックから保護するために、IS-ISは各パケットにシーケン
ス番号を組み込みます。

helloおよび LSP認証用のキーチェーンも使用できます。キーチェーン管理の詳細については、
「Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSセキュリティ設定ガイド」を参照してください。

メッシュグループ
メッシュグループは一連のインターフェイスであり、グループ内では、インターフェイスを介し

て到達可能なすべてのルータが他の各ルータとの間に 1つ以上のリンクを持ちます。多数のリン
クで障害が発生しても、ネットワークから 1つまたは複数のルータが切り離されることはありま
せん。

通常のフラッディングでは、新しい LSPを受信したインターフェイスは、その LSPをルータ上の
他のすべてのインターフェイスにフラッディングします。メッシュグループを使用する場合、

メッシュグループに含まれているインターフェイスは新しいLSPを受信しても、メッシュグルー
プ内の他のインターフェイスには、新しい LSPをフラッディングしません。

特定のメッシュネットワークトポロジーで、ネットワークのスケーラビリティを向上させるため

に、LSPを制限しなければならない場合があります。LSPフラッディングを制限すると、ネット
ワークの信頼性も下がります（障害発生時）。したがって、メッシュグループはどうしても必要

な場合に限り、慎重にネットワークを設計したうえで使用することを推奨します。

（注）

ルータ間のパラレルリンクに、ブロックモードでメッシュグループを設定することもできます。

このモードでは、各ルータがそれぞれリンクステート情報を最初に交換すると、それ以後はメッ

シュグループのそのインターフェイスですべての LSPがブロックされます。
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過負荷ビット
IS-ISは過負荷ビットを使用して他のルータに指示を与え、それらのルータがトラフィックの転送
にローカルルータを使用せずに、引き続きローカルルータ宛てのトラフィックをルーティングす

るようにします。

過負荷ビットを使用する状況は、次のとおりです。

•ルータがクリティカル条件下にある。

•ネットワークに対して通常手順でルータの追加および除去を行う。

•その他（管理上またはトラフィックエンジニアリング上）の理由。BGPコンバージェンスの
待機中など。

ルート集約
サマリー集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用すると、固有性の強い一連のアドレス

をすべての固有アドレスを代表する 1つのアドレスに置き換えることによって、ルートテーブル
を簡素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24というアドレスを 1つ
の集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

IS-ISはルーティングテーブルに含まれている固有性の強いルートが多いほど、固有性の強いルー
トの最小メトリックと同じメトリックを指定して、サマリーアドレスをアドバタイズします。

Cisco NX-OSは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルートの再配布
IS-ISを使用すると、スタティックルート、他の IS-IS自律システムが学習したルート、または他
のプロトコルからのルートを再配布できます。再配布を指定したルートマップを設定して、どの

ルートが IS-ISに渡されるかを制御する必要があります。ルートマップを使用すると、宛先、送
信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなどの属性に基づいて、ルートをフィルタリングで

きます。詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。

IS-ISルーティングドメインにルートを再配布しても、デフォルトではCisco NX-OSがそのつど、
IS-ISルーティングドメインにデフォルトルートを再配布することはありません。IS-ISにデフォ
ルトルートを生成し、ルートポリシーでそのルートを制御できます。

IS-ISにインポートされたすべてのルートに使用する、デフォルトのメトリックも設定できます。
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プレフィックスの抑制のリンク
デフォルトでは、IS-ISはシステムLSPの接続インターフェイスのアドレスをアドバタイズします。
不要なインターフェイスアドレスのアドバタイズメントを抑制することで、LSPのサイズを削減
し、IS-ISが維持するルートの数を削減して、コンバージェンス時間を短縮できます。

LSPのルート数を減らすために、次の2つのプレフィックス抑制方式が提供されています。

•グローバルレベルでは、他の接続されたプレフィックスを除く、パッシブインターフェイス
に属するプレフィックスだけをアドバタイズするように選択できます。パッシブインターフェ

イスプレフィックスのみのアドバタイズ（296ページ）を参照してください。

•インターフェイスレベルで、接続されたプレフィックスのアドバタイズメントを無効にでき
ます。「インターフェイスでのプレフィックスの抑制（297ページ）」を参照してください。

ロードバランシング
ロードバランシングを使用すると、ルータは、宛先アドレスから等距離内にあるすべてのルータ

のネットワークポートにトラフィックを分散できます。ロードバランシングは、ネットワーク

セグメントの使用率を向上させ、有効ネットワーク帯域幅を増加させます。

Cisco NX-OSは、ECMP（等コストマルチパス）機能をサポートします。IS-ISルートテーブルお
よびユニキャスト RIBの等コストパスは最大 16です。これらのパスの一部または全部でトラ
フィックのロードバランシングが行われるように、IS-ISを設定できます。

BFD
この機能では、IPv4および IPv6用の双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。
BFDは、転送パスの障害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の
隣接デバイス間のサブセカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール
上のデータプレーンに分散できるため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。
詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

仮想化のサポート
Cisco NX-OSは、IS-ISの複数のプロセスインスタンスをサポートします。各 IS-ISインスタンス
は、システム制限まで複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートでき
ます。サポートされる IS-ISインスタンスの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified
Scalability Guide』を参照してください。
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高可用性およびグレースフルリスタート
Cisco NX-OSは、マルチレベルのハイアベイラビリティアーキテクチャを提供します。IS-ISは、
ステートフルリスタートをサポートしています。これは、ノンストップルーティング（NSR）と
も呼ばれます。IS-ISで問題が発生した場合は、以前の実行時状態からの再起動を試みます。この
場合、ネイバーはいずれのネイバーイベントも登録しません。最初の再起動が正常ではなく、別

の問題が発生した場合、RFC 3847のとおり、IS-ISはグレースフルリスタートを試みます。グレー
スフルリスタート、つまり、Nonstop Forwarding（NSF）では、処理の再起動中も IS-ISがデータ
転送パス上に存在し続けます。再起動中の IS-ISインターフェイスが稼働を再開すると、ネイバー
を再探索して隣接関係を確立し、更新情報の送信を再開します。この時点で、NSFヘルパーは、
グレースフルリスタートが完了したと認識します。

ステートフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の最初の回復試行

• system switchoverを使用したユーザ開始スイッチオーバー command

グレースフルリスタートは次のシナリオで使用されます。

•プロセスでの問題発生後の 2回目の回復試行（4分以内）

• restart isisを使用したプロセスの手動再起動 command

•アクティブスーパーバイザの削除

• reload module active-supコマンド

グレースフルリスタートがデフォルトとなっており、ディセーブルにしないことを強く推奨しま

す。

（注）

複数の IS-ISインスタンス
Cisco NX-OSは、同じノード上で動作する、IS-ISプロトコルの複数インスタンスをサポートして
います。同一インターフェイスには複数のインスタンスを設定できません。すべてのインスタン

スで同じシステムルータ IDを使用します。サポートされる IS-ISインスタンスの数については、
『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。

IS-ISの前提条件
IS-ISの前提条件は次のとおりです。

• IS-ISをイネーブルにする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。
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IS-ISに関する注意事項および制限事項
IS-IS設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•明示的な設定がレベル 1/レベル 2 Cisco Nexusスイッチに追加されていない場合、IS-ISレベル
1ルートは接続しているレベル 2専用スイッチに入力されません。

•デフォルトの参照帯域幅が Cisco NX-OSと Cisco IOSでは異なるため、アドバタイズされた
トンネル IS-ISメトリックは、これら2つのオペレーティングシステムによって異なります。

•すべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチと Cisco Nexus 3164Qおよび 31128PQスイッチ
に対して、セグメントルーティングを介したIS-ISを設定できます。詳細については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。

デフォルト設定
次の表に、IS-ISパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 26 :デフォルトの IS-ISパラメータ

デフォルトパラメータ

115アドミニストレーティブディスタンス

Level-1-2エリアレベル

64DISプライオリティ

イネーブルグレースフルリスタート

3hello乗数

イネーブルhelloパディング

10秒helloタイム

ディセーブルIS-IS機能

33LSP間隔

1492LSP MTU

1200秒最大 LSPライフタイム

8最大パス

40メトリック
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デフォルトパラメータ

40 Gbps参照帯域幅

IS-ISの設定
IS-ISを設定する手順は、次のとおりです。

1. IS-IS機能を有効にします（「IS-IS機能の有効化」セクションを参照してください）。

2. IS-ISインスタンスを作成します（「IS-ISインスタンスの作成インスタンスの作成」セクショ
ンを参照してください）。

3. IS-ISインスタンスにインターフェイスを追加します（「インターフェイスでの IS-ISの設定」
セクションを参照してください）。

4. 認証、メッシュグループ、ダイナミックホスト交換などのオプション機能を設定します。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IS-ISコンフィギュレーションモード
この項では、各コンフィギュレーションモードの開始方法について説明します。?コマンドを入
力して、そのモードで利用可能なコマンドを表示できます。

ルータコンフィギュレーションモード

次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch#: configure terminal
switch(config)# router isis isp
switch(config-router)#

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモード

次の例は、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードの開始方法を示していま

す。

switch(config)# router isis isp
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#
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IS-IS機能の有効化
IS-ISを設定する前に、IS-IS機能を有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature isis

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

IS-IS機能を有効または無効にします。[no] feature isis

例：

Step 2

このコマンドで noオプションを使用すると、IS-IS
機能を無効にし、関連付けられたすべての設定を削

除します。

switch(config)# feature isis

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

IS-ISインスタンスの作成
IS-ISインスタンスを作成し、そのインスタンスのエリアレベルを設定できます。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router isis instance-tag
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3. net network-entity-title

4. （任意） is-type {level-1 | level-2 |level-1-2}
5. （任意） show isis [ vrf vrf-name] process

6. （任意） distance value

7. （任意） log-adjacency-changes

8. （任意） lsp-mtu size

9. （任意） maximum-paths number

10. （任意） reference-bandwidth bandwidth-value {Mbps | Gbps}
11. （任意） clear isis [instance-tag] adjacency [* | system-id | interface]
12. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンス
を作成します。

[no] router isis instance-tag

例：

Step 2

IS-ISインスタンスおよび関連するすべての設定を
削除する場合は、このコマンドの no形式を使用し
ます。

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

IS-ISインスタンスに関するすべての設定
を完全に削除するには、インターフェイス

モードで設定した IS-ISコマンドも削除す
る必要があります。

（注）

この IS-ISインスタンスに対応するNETを設定しま
す。

net network-entity-title

例：

Step 3

switch(config-router)# net
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

この IS-ISインスタンスのエリアレベルを設定しま
す。デフォルトは level-1-2です。

（任意） is-type {level-1 | level-2 |level-1-2}

例：

Step 4

switch(config-router)# is-type level-2

すべての IS-ISインスタンスについて、IS-IS要約情
報を表示します。

（任意） show isis [ vrf vrf-name] process

例：

Step 5

switch(config-router)# show isis process
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目的コマンドまたはアクション

IS-ISのアドミニストレーティブディスタンスを設
定します。範囲は 1～ 255です。デフォルトは 115
です。

（任意） distance value

例：

switch(config-router)# distance 30

Step 6

IS-ISネイバーのステートが変化するたびに、シス
テムメッセージを送信します。

（任意） log-adjacency-changes

例：

Step 7

switch(config-router)#
log-adjacency-changes

この IS-ISインスタンスにおける LSPのMTUを設
定します。指定できる範囲は 128～ 4352バイトで
す。デフォルトは 1492です。

（任意） lsp-mtu size

例：

switch(config-router)# lsp-mtu 600

Step 8

IS-ISがルートテーブルで維持する等コストパスの
最大数を設定します。範囲は 1～ 64です。デフォ
ルト値は 8です。

（任意） maximum-paths number

例：

switch(config-router)# maximum-paths 6

Step 9

IS-ISコストメトリックの計算に使用する、デフォ
ルトの基準帯域幅を設定します。指定できる範囲は

1～ 4000 Gbpsです。デフォルトは 40 Gbpsです。

（任意） reference-bandwidth bandwidth-value {Mbps
| Gbps}

例：

Step 10

switch(config-router)# reference-bandwidth
100 Gbps

ネイバーの統計情報を消去し、この IS-ISインスタ
ンスの隣接関係を削除します。

（任意） clear isis [instance-tag] adjacency [* | system-id
| interface]

例：

Step 11

switch(config-router)# clear isis adjacency *

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 12

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

レベル 2エリアで IS-ISインスタンスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
switch(config-router)# is-type level-2
switch(config-router)# copy running-config startup-config
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IS-ISインスタンスの再起動
IS-ISインスタンスを再起動できます。この処理では、インスタンスのすべてのネイバーが消去さ
れます。

IS-ISインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、次のコマンド
を使用します。

手順の概要

1. restart isis instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IS-ISインスタンスを再起動し、すべてのネイバーを
削除します。

restart isis instance-tag

例：

Step 1

switch(config)# restart isis Enterprise

IS-ISのシャットダウン
IS-ISインスタンスをシャットダウンできます。シャットダウンすると、その IS-ISインスタンス
がディセーブルになり、設定が保持されます。

IS-ISインスタンスをシャットダウンするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコ
マンドを使用します。

手順の概要

1. shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IS-ISインスタンスをディセーブルにします。shutdown

例：

Step 1

switch(config-router)# shutdown

インターフェイスでの IS-ISの設定
IS-ISインスタンスにインターフェイスを追加できます。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. （任意） medium {broadcast | p2p}
4. {ip | ipv6} router isis instance-tag

5. （任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface [interface-type slot/port]
6. （任意） isis circuit-type {level-1 | level-2 | level-1-2}
7. （任意） isis metric value {level-1 | level-2}
8. （任意） isis passive {level-1 | level-2 | level-1-2}
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイスにブロードキャストモードまたは

ポイントツーポイントモードを設定します。IS-ISは
このモードを継承します。

（任意） medium {broadcast | p2p}

例：

switch(config-if)# medium p2p

Step 3

この IPv4または IPv6インターフェイスを IS-ISイン
スタンスに関連付けます。

{ip | ipv6} router isis instance-tag

例：

Step 4

switch(config-if)# ip router isis
Enterprise

インターフェイスの IS-IS情報を表示します。（任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface
[interface-type slot/port]

Step 5

例：

switch(config-if)# show isis Enterprise
ethernet 1/2

このインターフェイスが参加する隣接関係のタイプ

を設定します。このコマンドを使用するのは、レベ

（任意） isis circuit-type {level-1 | level-2 | level-1-2}

例：

Step 6

ル 1とレベル 2の両方のエリアにルータが関係する
場合だけです。

switch(config-if)# isis circuit-type
level-2
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスの IS-ISメトリックを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 16777214です。デフォル
トは 10です。

（任意） isis metric value {level-1 | level-2}

例：

switch(config-if)# isis metric 30

Step 7

インターフェイスが隣接関係を形成しないようにし

ながら、なおかつ、インターフェイスに関連付けら

（任意） isis passive {level-1 | level-2 | level-1-2}

例：

Step 8

れたプレフィックスをアドバタイズするようにしま

す。
switch(config-if)# isis passive level-2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、IS-ISインスタンスに Ethernet 1/2インターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router isis Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスでの IS-ISのシャットダウン
インターフェイス上で IS-ISを正常にシャットダウンできます。これにより、すべての隣接関係が
削除され、このインターフェイスで IS-ISトラフィックが停止しますが、IS-IS設定は保持されま
す。

インターフェイス上で IS-ISを無効にするには、インターフェイス設定モードで次のコマンドを使
用します。

手順の概要

1. isis shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスで IS-ISを無効にします。IS-IS
インターフェイスの設定は保持されます。

isis shutdown

例：

Step 1

switch(config-if)# isis shutdown
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エリアでの IS-IS認証の設定
エリアで LSPを認証するように IS-ISを設定できます。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります。「IS-IS機能の有効化」を参照してください。

キーチェーンを IS-IS設定から参照する場合は、グローバル設定モードでキーチェーンを設定する
必要があります。キーチェーン管理の詳細については、「Cisco Nexus 9000シリーズNX-OSセキュ
リティ設定ガイド」を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. authentication-type {cleartext | md5} {level-1 | level-2}
4. authentication key-chain key {level-1 | level-2}
5. （任意） authentication-check {level-1 | level-2}
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

クリアテキストまたはMD5認証ダイジェストとし
て、レベル 1またはレベル 2エリアに使用する認証
方式を設定します。

authentication-type {cleartext | md5} {level-1 | level-2}

例：

switch(config-router)#
authentication-type cleartext level-2

Step 3

IS-ISエリアレベル認証に使用する認証キーを設定し
ます。

authentication key-chain key {level-1 | level-2}

例：

Step 4

switch(config-router)# authentication
key-chain ISISKey level-2

受信パケットの認証パラメータチェックを有効にし

ます。

（任意） authentication-check {level-1 | level-2}

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)#
authentication-check level-2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

IS-ISインスタンスにクリアテキスト認証を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# authentication-type cleartext level-2
switch(config-router)# authentication key-chain ISISKey level-2
switch(config-router)# copy running-config startup-config

インターフェイスでの IS-IS認証の設定
インターフェイスで Helloパケットを認証するように IS-ISを設定できます。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. isis authentication-type {cleartext | md5} {level-1 | level-2}
4. isis authentication key-chain key {level-1 | level-2}
5. （任意） isis authentication-check {level-1 | level-2}
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

クリアテキストまたはMD5認証ダイジェストとし
て、このインターフェイスにおける IS-IS認証タイプ
を設定します。

isis authentication-type {cleartext | md5} {level-1 |
level-2}

例：

Step 3

switch(config-if)# isis
authentication-type cleartext level-2

このインターフェイス上で IS-ISに使用する認証キー
を設定します。

isis authentication key-chain key {level-1 | level-2}

例：

Step 4

switch(config-if)# isis
authentication-key ISISKey level-2

受信パケットの認証パラメータチェックを有効にし

ます。

（任意） isis authentication-check {level-1 | level-2}

例：

Step 5

switch(config-if)# isis
authentication-check

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

IS-ISインスタンスにクリアテキスト認証を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# isis authentication-type cleartext level-2
switch(config-if)# isis authentication key-chain ISISKey
switch(config-if)# copy running-config startup-config

メッシュグループの設定

メッシュグループにインターフェイスを追加することによって、そのメッシュグループ内のイン

ターフェイスに対するLSPフラッディングの量を制限できます。任意で、メッシュグループ内の
インターフェイスに対して、すべての LSPフラッディングをブロックすることもできます。

メッシュグループにインターフェイスを追加するには、インターフェイス設定モードで次のコマ

ンドを使用します。

手順の概要

1. isis mesh-group {blocked | mesh-id}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

メッシュグループにこのインターフェイスを追加し

ます。範囲は 1～ 4294967295です。
isis mesh-group {blocked | mesh-id}

例：

Step 1

switch(config-if)# isis mesh-group 1

指定中継システムの設定

インターフェイスプライオリティを設定することによって、ルータがマルチアクセスネットワー

クの代表中継システム（DIS）になるように設定できます。

DISを設定するには、インターフェイス設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. isis priority number {level-1 | level-2}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

DIS選択のためのプライオリティを設定します。指
定できる範囲は 0～ 127です。デフォルトは 64で
す。

isis priority number {level-1 | level-2}

例：

switch(config-if)# isis priority 100
level-1

Step 1

ダイナミックホスト交換の設定

ダイナミックホスト交換を使用してシステム IDとルータのホスト名をマッピングするように、
IS-ISを設定できます。

ダイナミックホスト交換を設定するには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. hostname dynamic

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ダイナミックホスト交換をイネーブルにします。hostname dynamic

例：

Step 1

switch(config-router)# hostname dynamic
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過負荷ビットの設定

最短パス優先（SPF）の計算で中間ホップとしてこのルータを使用しないことを他のルータに通知
するように、ルータを設定できます。任意で、起動時にBGPがコンバージェンスするまで、一時
的に過負荷ビットを設定することもできます。

過負荷ビットを設定する以外に、レベル 1またはレベル 2トラフィックに関して、LSPからの特
定タイプの IPプレフィックスアドバタイズメントを抑制することが必要な場合もあります。

過負荷ビットを設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用しま

す。

手順の概要

1. set-overload-bit {always | on-startup {seconds | wait-for bgp as-number}} [suppress [interlevel |
external]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IS-ISに過負荷ビットを設定します。secondsの範囲
は 5～ 86400です。

set-overload-bit {always | on-startup {seconds | wait-for
bgp as-number}} [suppress [interlevel | external]]

例：

Step 1

switch(config-router)# set-overload-bit
on-startup 30

接続ビットの設定

Attachedビットを設定すると、レベル 1ルータがレベル 2エリアへのデフォルトルートとして使
用するレベル1/レベル2ルータを制御できます。Attachedビットの設定をディセーブルにすると、
レベル1ルータはこのレベル1/レベル2ルータを使用してレベル2エリアに接続しなくなります。

レベル 1/レベル 2ルータのAttachedビットを設定するには、ルータコンフィギュレーションモー
ドで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] set-attached-bit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

Attachedビットを設定するようにレベル 1/レベル 2
ルータを設定します。この機能は、デフォルトでイ

ネーブルにされています。

[no] set-attached-bit

例：

switch(config-router)# no attached-bit

Step 1
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helloパディングの一時モードの設定
helloパディングの一時モードを設定すると、IS-ISが隣接関係を確立するときに helloパケットを
パディングし、IS-ISが隣接関係を確立したあとでそのパディングを削除できます。

helloパディングのモードを設定するには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] isis hello-padding

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

完全な最大伝送単位（MTU）に helloパケットをパ
ディングします。デフォルトではイネーブルになっ

[no] isis hello-padding

例：

Step 1

ています。パディングの一時モードを設定するには、

このコマンドの no形式を使用します。
switch(config-if)# no isis hello-padding

サマリーアドレスの設定

ルーティングテーブルでサマリーアドレスによって表されるサマリアドレスを作成できます。1
つのサマリーアドレスには、特定のレベルの複数のアドレスグループを含めることができます。

Cisco NX-OSは、より具体的なすべてのルートの最小メトリックをアドバタイズします。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. summary-address ip-prefix/mask-len {level-1 | level-2 | level-1-2}
5. （任意） show isis [vrfvrf-name] {ip | ipv6} summary-address ip-prefix [longer-prefixes]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

IPv4アドレスまたは IPv6アドレスに対応する、IS-IS
エリア用のサマリーアドレスを設定します。

summary-address ip-prefix/mask-len {level-1 | level-2 |
level-1-2}

例：

Step 4

switch(config-router-af)#
summary-address 192.0.2.0/24 level-2

IS-IS IPv4または IPv6サマリーアドレス情報を表示
します。

（任意） show isis [vrfvrf-name] {ip | ipv6}
summary-address ip-prefix [longer-prefixes]

例：

Step 5

Example:
switch(config-router-af)# show isis ip
summary-address

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、IS-ISの IPv4ユニキャストサマリーアドレスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# summary-address 192.0.2.0/24 level-2
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布の設定

別のルーティングプロトコルからのルーティング情報を受け入れて、IS-ISネットワークを通じて
その情報を再配布するように、IS-ISを設定できます。任意で、再配布ルートのためのデフォルト
ルートを割り当てることができます。
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始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. redistribute {bgp as | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static | direct} route-map map-name

5. （任意） default-information originate [always] [route-map map-name]
6. （任意） distribute {level-1 | level-2} into {level-1 | level-2} {route-map route-map | all}
7. （任意） show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} route ip-prefix [detail | longer-prefixes [summary |

detail]]
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

他のプロトコルからのルートを IS-ISに再配布しま
す。

redistribute {bgp as | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip}
instance-tag | static | direct} route-map map-name

例：

Step 4

switch(config-router-af)# redistribute
eigrp 201 route-map ISISmap

IS-ISへのデフォルトルートを生成します。（任意） default-information originate [always]
[route-map map-name]

Step 5

例：

switch(config-router-af)#
default-information originate always
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目的コマンドまたはアクション

一方の IS-ISレベルから他方の IS-ISレベルへ、ルー
トを再配布します。

（任意） distribute {level-1 | level-2} into {level-1 |
level-2} {route-map route-map | all}

例：

Step 6

switch(config-router-af)# distribute
level-1 into level-2 all

IS-ISルートを表示します。（任意） show isis [vrf vrf-name] {ip | ipv6} route
ip-prefix [detail | longer-prefixes [summary | detail]]

Step 7

例：

switch(config-router-af)# show isis ip
route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、EIGRPを IS-ISに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map ISISmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

再配布されるルート数の制限

ルートの再配布によって、IS-ISルートテーブルに多くのルートが追加される可能性があります。
外部プロトコルから受け取るルートの数の上限を設定できます。IS-ISには、再配布ルートの制限
を設定するために次のオプションが用意されています。

•上限固定：IS-ISが設定された最大値に達すると、メッセージをログに記録します。IS-ISは
以降の再配布ルートを受け取りません。任意で、最大値のしきい値パーセンテージを設定し

て、IS-ISがこのしきい値を超えたときに警告を記録するようにすることもできます。

•警告のみ：IS-ISが最大値に達したときのみ、警告のログを記録します。IS-ISは引き続き再
配布ルートを受け取ります。

•取り消し：IS-ISが最大値に達したときにタイムアウト期間を開始します。タイムアウト期間
の経過後、現在の再配布ルートの数が最大制限より少ない場合、IS-ISはすべての再配布ルー
トを要求します。現在の再配布ルートの数が最大制限に達している場合、IS-ISはすべての再
配布ルートを取り消します。IS-ISが以降の再配布ルートを受け取るには、この状態を解消す
る必要があります。任意で、タイムアウト期間を設定できます。
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始める前に

IS-ISを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. redistribute {bgp id | direct | eigrpid | isis id | ospf id | rip id | static} route-map map-name

4. redistribute maximum-prefix max [threshold] [warning-only | withdraw [num-retries timeout]]
5. （任意） show running-config isis

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

設定したルートマップ経由で、選択したプロトコル

を IS-ISに再配布します。
redistribute {bgp id | direct | eigrpid | isis id | ospf id |
rip id | static} route-map map-name

例：

Step 3

switch(config-router)# redistribute bgp
route-map FilterExternalBGP

IS-ISが配布するプレフィックスの最大数を指定しま
す。有効な範囲は 1～ 65535です。次の項目を任意
で指定できます。

redistribute maximum-prefix max [threshold]
[warning-only | withdraw [num-retries timeout]]

例：

Step 4

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
プレフィックスの割合。

switch(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 75 warning-only

• warning-only：プレフィックスの最大数を超えた
場合に警告メッセージを記録します。

• withdraw：再配布されたすべてのルートを取り
消します。オプション選択で、再配布されたルー

トの取得を試みることができます。num-retries
の範囲は 1～ 12です。timeoutは 60～ 600秒で
す。デフォルトは 300秒です。clear isis
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目的コマンドまたはアクション

redistributionコマンドは、すべてのルートが取
り消された場合に使用します。

IS-ISの設定を表示します。（任意） show running-config isis

例：

Step 5

switch(config-router)# show
running-config isis

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router)# copy
running-config startup-config

例

次に、IS-ISに再配布されるルートの数を制限する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# redistribute bgp route-map FilterExternalBGP
switch(config-router)# redistribute maximum-prefix 1000 75

パッシブインターフェイスプレフィックスのみのアドバタイズ

パッシブインターフェイスに属するプレフィックスだけがシステムリンクステートパケット（LSP）
でアドバタイズされるように指定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis 200
switch(config-router)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
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目的コマンドまたはアクション

ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

パッシブインターフェイスに属するプレフィックス

のみのアドバタイズメントをイネーブルにします。

[no] advertise passive-only {level-1 | level-2}

例：

Step 4

switch(config-router-af)# advertise passive-only
level-1
switch(config-router-af)#

例

次に、パッシブインターフェイスに属するプレフィックスのアドバタイズのみをイネーブ

ルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# advertise passive-only level-1

インターフェイスでのプレフィックスの抑制

IS-ISインターフェイスがシステムリンクステートパケット（LSP）内の接続されたプレフィッ
クスをアドバタイズせずに隣接の形成に参加できるようにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイスで接続されているプレフィックス

のアドバタイズメントを無効にします。

[no] isis suppress

例：

Step 3

switch(config-if)# isis suppress
switch(config-if)#
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例

次に、システムリンクステートパケット（LSP）でインターフェイスの接続されたプレ
フィックスのアドバタイズを抑制する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# isis suppress

厳密な隣接モードのディセーブル化

IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリがイネーブルの場合、厳格な隣接モードはデフォルトで
イネーブルです。このモードでは、デバイスが両方のアドレスファミリにイネーブルでない任意

のルータとの隣接関係を形成しません。厳格な隣接モードは、no adjacency-checkコマンドを使用
してディセーブルにできます。コマンドを使用する必要があります。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. no adjacency-check
5. exit
6. address-family ipv6 unicast
7. no adjacency-check

8. （任意） show running-config isis

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンスを
作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

IPv4アドレスファミリに関する厳格な隣接モードを
ディセーブルにします。

no adjacency-check

例：

Step 4

switch(config-router-af)# no
adjacency-check

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

Step 5

switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family ipv6 unicast

例：

Step 6

switch(config-router)# address-family
ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

IPv6アドレスファミリに関する厳格な隣接モードを
ディセーブルにします。

no adjacency-check

例：

Step 7

switch(config-router-af)# no
adjacency-check

IS-ISの設定を表示します。（任意） show running-config isis

例：

Step 8

switch(config-router-af)# show
running-config isis

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

グレースフルリスタートの設定

IS-ISのグレースフルリスタートを設定できます。

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router isis instance-tag

3. graceful restart
4. graceful-restart t3 manual time

5. （任意） show running-config isis

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

名前を設定して、新しい IS-ISプロセスを作成しま
す。

router isis instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

グレースフルリスタートおよびグレースフルリス

タートヘルパー機能を有効にします。デフォルトで

は、有効です。

graceful restart

例：

switch(config-router)# graceful-restart

Step 3

グレースフルリスタートT3タイマーを設定します。
有効な範囲は 30～ 65535秒です。デフォルトは 60
です。

graceful-restart t3 manual time

例：

switch(config-router)# graceful-restart
t3 manual 300

Step 4

IS-ISの設定を表示します。（任意） show running-config isis

例：

Step 5

switch(config-router)# show
running-config isis

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router)# copy
running-config startup-config

例

次に、グレースフルリスタートを有効にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router isis Enterprise
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switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

複数の IS-ISインスタンスと複数のVRFを設定できます。また、各VRFで同じまたは複数の IS-IS
インスタンスを使用することもできます。VRFに IS-ISインターフェイスを割り当てます。

設定した VRFに NETを設定する必要があります。

インターフェイスのVRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設定し
ます。インターフェイスのVRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が削除され
ます。

（注）

始める前に

IS-ISを有効にする必要があります（「IS-IS機能の有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. exit
4. router isis instance-tag

5. （任意） vrf vrf-name

6. net network-entity-title

7. exit
8. exit
9. interface ethernet slot/port

10. vrf member vrf-name

11. {ip | ipv6) address ip-prefix/length

12. {ip | ipv6) router isis instance-tag

13. （任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface [interface-type slot/port]
14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

VRF設定モードを終了します。exit

例：

Step 3

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい IS-ISインスタンス
を作成します。

router isis instance-tag

例：

Step 4

switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)#

ルータ VRF設定モードを開始します。（任意） vrf vrf-name

例：

Step 5

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この IS-ISインスタンスに対応するNETを設定しま
す。

net network-entity-title

例：

Step 6

switch(config-router-vrf)# net
47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00

ルータ VRF設定モードを終了します。exit

例：

Step 7

switch(config-router-vrf)# exit
switch(config-router)#

ルータ設定モードを終了します。exit

例：

Step 8

switch(config-router)# exit
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/port

例：

Step 9

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 10

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF
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目的コマンドまたはアクション

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

{ip | ipv6) address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

Step 11

この IPv4または IPv6インターフェイスを IS-ISイ
ンスタンスに関連付けます。

{ip | ipv6) router isis instance-tag

例：

Step 12

switch(config-if)# ip router isis
Enterprise

VRFのインターフェイスに関する IS-IS情報を表示
します。

（任意） show isis [vrf vrf-name] [instance-tag] interface
[interface-type slot/port]

例：

Step 13

switch(config-if)# show isis Enterprise
ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 14

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router isis Enterprise
switch(config-router)# vrf NewVRF
switch(config-router-vrf)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1111.00
switch(config-router-vrf)# exit
switch(config-router)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member NewVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router isis Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IS-ISの調整
ネットワーク要件に合わせて IS-ISを調整できます。

IS-ISを調整するには、次のオプションコマンドを使用します。

手順の概要

1. （任意） lsp-gen-interval [level-1 | level-2] lsp-max-wait [lsp-initial-wait lsp-second-wait]
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2. （任意） max-lsp-lifetimeライフタイム

3. （任意） metric-style transition

4. （任意） spf-interval [level-1 | level-2] spf-max-wait [spf-initial-wait spf-second-wait]
5. （任意） adjacency-check

6. （任意） isis csnp-interval seconds [level-1 | level-2]
7. （任意） isis hello-interval seconds [level-1 | level-2]
8. （任意） isis hello-multiplier num [level-1 | level-2]
9. （任意） isis lsp-interval milliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

LSP発生に関する IS-ISスロットルを設定します。オ
プションパラメータは次のとおりです。

（任意） lsp-gen-interval [level-1 | level-2] lsp-max-wait
[lsp-initial-wait lsp-second-wait]

例：

Step 1

• lsp-max-wait：トリガーからLSP発生までの最大
待ち時間。指定できる範囲は 500～ 65535ミリ
秒です。

switch(config-router)# lsp-gen-interval
level-1 500 500 500

• lsp-initial-wait：トリガーから LSP発生までの初
期待ち時間。指定できる範囲は 50～ 65535ミリ
秒です。

• lsp-second-wait：バックオフ時のLSPスロットル
に使用する第 2待ち時間。指定できる範囲は 50
～ 65535ミリ秒です。

LSPの最大ライフタイムを秒数で設定します。有効
な範囲は 1～ 65535です。デフォルトは 1200です。

（任意） max-lsp-lifetimeライフタイム

例：

Step 2

switch(config-router)# max-lsp-lifetime
500

IS-ISがナローメトリックスタイルのタイプ、長さ、
値（TLV）オブジェクトとワイドメトリックスタイ

（任意） metric-style transition

例：

Step 3

ルの TLVオブジェクトの両方を生成して受け取るこ
switch(config-router)# metric-style
transition とができるようにします。デフォルトではディセー

ブルになっています。

LSA到着までのインターバルを設定します。オプショ
ンパラメータは次のとおりです。

（任意） spf-interval [level-1 | level-2] spf-max-wait
[spf-initial-wait spf-second-wait]

例：

Step 4

• lsp-max-wait：トリガーから SPF計算までの最大
待ち時間。指定できる範囲は 500～ 65535ミリ
秒です。

switch(config-router)# spf-interval
level-2 500 500 500
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目的コマンドまたはアクション

• lsp-initial-wait：トリガーから SPF計算までの初
期待ち時間。指定できる範囲は 50～ 65535ミリ
秒です。

• lsp-second-wait：バックオフ時のSPF計算に使用
する第2待ち時間。指定できる範囲は50～65535
ミリ秒です。

隣接関係チェックを実行し、IS-ISインスタンスが同
じアドレスファミリをサポートするリモート IS-IS

（任意） adjacency-check

例：

Step 5

エンティティに限って隣接関係を形成していること
switch(config-router-af)# adjacency-check

を確認します。このコマンドは、デフォルトでイネー

ブルになっています。

IS-ISに Complete Sequence Number PDU（CNSP）イ
ンターバルを秒数で設定します。有効な範囲は 1～
65535です。デフォルトは 10です。

（任意） isis csnp-interval seconds [level-1 | level-2]

例：

switch(config-if)# isis csnp-interval 20

Step 6

IS-ISに hello間隔を秒数で設定します。有効な範囲
は 1～ 65535です。デフォルトは 10です。

（任意） isis hello-interval seconds [level-1 | level-2]

例：

Step 7

switch(config-if)# isis hello-interval 20

ルータが隣接関係を破棄するまでに、ネイバーが見

逃さなければならない IS-IS helloパケットの数を指
（任意） isis hello-multiplier num [level-1 | level-2]

例：

Step 8

定します。指定できる範囲は 3～ 1000です。デフォ
ルトは 3です。

switch(config-if)# isis hello-multiplier 20

フラッディング時にこのインターフェイスで LSPが
送信される間隔をミリ秒数で設定します。指定でき

る範囲は 10～ 65535です。デフォルトは 33です。

（任意） isis lsp-interval milliseconds

例：

switch(config-if)# isis lsp-interval 20

Step 9

IS-IS設定の確認
IS-ISの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。
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目的コマンド

IS-ISの隣接関係を表示します。clear isis
adjacencyコマンドを使用して、これらの統計
情報をクリアします。

ホスト名が 14文字未満の場合、show
isis adjacencyコマンドはホスト名を表
示します。それ以外の場合は、システ

ム IDが表示されます。

（注）

show isis [instance-tag] adjacency [interface] [detail
| summary] [vrf vrf-name]

IS-IS LSPデータベースを表示します。show isis [instance-tag] database [level-1 | level-2]
[detail | summary] [lsp-id] [{ip | ipv6}
prefixip-prefix] | [router-id router-id] | [adjacency
node-id] | [zero-sequence]} [vrf vrf-name]

ダイナミックホスト交換情報を表示します。show isis [instance-tag] hostname [vrf vrf-name]

IS-ISインターフェイス情報を表示します。show isis [instance-tag] interface [brief | interface]
[level-1 | level-2] [vrfvrf-name]

メッシュグループ情報を表示します。show isis [instance-tag] mesh-group [mesh-id]
[vrfvrf-name]

IS-ISプロトコルに関する情報を表示します。show isis [instance-tag] protocol [vrf vrf-name]

IS-ISのルート再配布情報を表示します。show isis [instance-tag] {ip | ipv6} redistribute route
[ip-address | summary] [ip-prefix] [longer-prefixes
[summary]] [vrf vrf-name]

IS-ISルートテーブルを表示します。show isis [instance-tag] {ip | ipv6} route [ip-address
| summary] [ip-prefix] [longer-prefixes [summary]]
[detail] [vrf vrf-name]

IS-ISインターフェイスの再送信情報を表示しま
す。

show isis [instance-tag] rrm [interface] [vrf
vrf-name]

IS-ISインターフェイスのフラッディング情報を
表示します。

show isis [instance-tag] srm [interface] [vrf
vrf-name]

IS-ISインターフェイスのPSNP情報を表示しま
す。

show isis [instance-tag] ssn [interface] [vrf vrf-name]

IS-ISのサマリーアドレス情報を表示します。show isis [instance-tag] {ip | ipv6}
summary-address] [ip-address] | [ip-prefix] [vrf
vrf-name]

現在の実行中の IS-IS設定を表示します。show running-configuration isis

IS-ISのテクニカルサポートの詳細情報を表示
します。

show tech-support isis [detail]

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
306

IS-ISの設定

IS-IS設定の確認



IS-ISの監視
IS-ISの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

IS-IS隣接関係の統計情報を表示します。show isis [instance-tag] adjacency [interface]
[system-ID] [detail] [summary] [vrf vrf-name]

IS-ISデータベースの統計情報を表示します。show isis [instance-tag] database [level-1 | level-2]
[detail] | summary] [lsip] {[adjacency id {ip | ipv6}
prefix prefix] [router-id id] [zero-sequence]} [vrf
vrf-name]

IS-ISインターフェイスの統計情報を表示しま
す。

show isis [instance-tag] statistics [interface] [vrf
vrf-name]

IS-IS再配布の統計情報を表示します。show isis {ip | ipv6} route-map statistics
redistribute {bgp id | eigrp id | isis id | ospf id | rip
id | static} [vrf vrf-name]

レベル間で配布されたルートに関する、IS-IS配
布統計情報を表示します。

show isis ip route-map statistics distribute {level-1
| level-2} into {level-1 | level-2} [vrf vrf-name]

IS-IS SPF計算の統計情報を表示します。show isis [instance-tag] spf-log [detail] [vrf
vrf-name]

IS-ISトラフィックの統計情報を表示します。show isis [instance-tag] traffic [interface] [vrf
vrf-name]

IS-IS設定の統計情報を消去するには、次のいずれかのタスクを実行します。

目的コマンド

IS-IS隣接関係の統計情報を消去します。clear isis [instance-tag] adjacency [* | [interface]
[system-id id]] [vrf vrf-name]

IS-IS再配布の統計情報を消去します。clear isis {ip | ipv6} route map statistics
redistribute {bgp id | direct | eigrp id | isis id | ospf
id | rip id | static} [vrf vrf-name]

レベル間で配布されたルートに関する、IS-IS配
布統計情報を消去します。

clear isis route-map statistics distribute {level-1 |
level-2} into {level-1 | level-2} [vrf vrf-name]

IS-ISインターフェイスの統計情報を消去しま
す。

clear isis [instance-tag] statistics [* | interface] [vrf
vrf-name]

IS-ISトラフィックの統計情報を消去します。clear isis [instance-tag] traffic [* | interface] [vrf
vrf-name]
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IS-ISの設定例
IS-ISを設定する例を示します。
router isis Enterprise
is-type level-1
net 49.0001.0000.0000.0003.00
graceful-restart
address-family ipv4 unicast
default-information originate

interface ethernet 2/1
ip address 192.0.2.1/24
isis circuit-type level-1
ip router isis Enterprise

関連項目
ルートマップの詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。
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第 11 章

基本的 BGPの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）を設定する方
法について説明します

この章は、次の項で構成されています。

•基本的な BGPについて（309ページ）
• BGPの前提条件（322ページ）
•基本 BGPに関する注意事項と制約事項（323ページ）
•デフォルト設定（324ページ）
• CLIコンフィギュレーションモード（324ページ）
•基本的 BGPの設定（326ページ）
•ベーシック BGPの設定の確認（342ページ）
• BGP統計情報のモニタリング（344ページ）
•ベーシック BGPの設定例（344ページ）
•関連項目（345ページ）
•次の作業（345ページ）
•その他の参考資料（345ページ）

基本的な BGPについて
Cisco NX-OSは BGPバージョン 4をサポートします。BGP v4に組み込まれているマルチプロト
コル拡張機能を使用すると、IPマルチキャストルートおよび複数のレイヤ 3プロトコルアドレス
ファミリに関するルーティング情報を BGPに伝送させることができます。BGPでは、他の BGP
対応デバイスとの間でTCPセッションを確立するための、信頼できるトランスポートプロトコル
として TCPを使用します。

BGPではパスベクトルルーティングアルゴリズムを使用して、BGP対応ネットワークデバイス
または BGPスピーカ間でルーティング情報を交換します。各 BGPスピーカはこの情報を使用し
て、特定の宛先までのパスを判別し、なおかつルーティングループを伴うパスを検出して回避し

ます。ルーティング情報には、宛先の実際のルートプレフィックス、宛先に対する自律システム

のパス、およびその他のパス属性が含まれます。
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BGPはデフォルトで、宛先ホストまたはネットワークへのベストパスとして、1つだけパスを選
択します。各パスは、BGPベストパス分析で使用される well-known mandatory、well-known
discretionary、optional transitiveの各属性を伝送します。BGPポリシーを設定し、これらの属性の
一部を変更することによって、BGPパス選択を制御できます。詳細については、ルートポリシー
および BGPセッションのリセット（349ページ）を参照してください。

BGPは、ロードバランシングまたは等コストマルチパス（ECMP）もサポートします。詳細につ
いては、「ロードシェアリングおよびマルチパス」の項を参照してください。

BGP自律システム
自律システム（AS）とは、単一の管理エンティティにより制御されるネットワークです。自律シ
ステムは 1つまたは複数の IGPおよび整合性のある一連のルーティングポリシーを使用して、
ルーティングドメインを形成します。BGPは 16ビットおよび 32ビットの自律システム番号をサ
ポートします。詳細については、「自律システム」を参照してください。

個々の BGP自律システムは外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情
報をダイナミックに交換します。同じ自律システム内の BGPスピーカは、内部 BGP（iBGP）を
通じて、ルーティング情報を交換できます。

4バイトの AS番号のサポート

BGPは、プレーンテキスト表記法またはASドット付き表記法の 2バイトの自律システム（AS）
番号、もしくはプレーンテキスト表記法の 4バイトの AS番号をサポートします。

4バイトの AS番号を使用して BGPが設定されている場合は、route-target auto VXLANコマンド
を使用できません。これは、AS番号とともに（すでに3バイト値である）VNIがルートターゲッ
トの生成に使用されるためです。詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS VXLAN
Configuration Guide』を参照してください。

アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源の信頼性を示す評価基準です。デ

フォルトで、BGPは表に示されたアドミニストレーティブディスタンスを使用します。

表 27 :デフォルトの BGPアドミニストレーティブディスタンス

機能デフォルト値ディスタンス

eBGPから学習したルートに適用されます。20外部

iBGPから学習したルートに適用されます。200内部

ルータを起点とするルートに適用されます。220ローカル
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アドミニストレーティブディスタンスがBGPパス選択アルゴリズムに影響を与えることはありま
せんが、BGPで学習されたルートが IPルーティングテーブルに組み込まれるかどうかを左右し
ます。

（注）

詳細については、「アドミニストレーティブディスタンス」のセクションを参照してください。

BGPピア
BGPスピーカーは他の BGPスピーカーを自動的に検出しません。ユーザ側で BGPスピーカ間の
関係を設定する必要があります。BGPピアは、別の BGPスピーカへのアクティブな TCP接続を
持つ BGPスピーカです。

BGPセッション

BGPは TCPポート 179を使用して、ピアとの TCPセッションを作成します。ピア間で TCP接続
が確立されると、各 BGPピアは最初に相手と、それぞれのすべてのルートを交換し、BGPルー
ティングテーブルを完成させます。初期交換以後、BGPピアはネットワークトポロジが変化した
とき、またはルーティングポリシーが変更されたときに、差分アップデートだけを送信します。

更新と更新の間の非アクティブ期間には、ピアは「キープアライブ」と呼ばれる特別なメッセー

ジを交換します。ホールドタイムは、は、次のBGPアップデートまたはキープアライブメッセー
ジを受信するまでに経過することが許容される、最大時間限度です。

Cisco NX-OSは、次のピア設定オプションをサポートします。

•個別の IPv4または IPv6アドレス：BGPは、リモートアドレスと AS番号が一致する BGPス
ピーカとのセッションを確立します。

•単一 AS番号の IPv4または IPv6プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスおよび AS
番号が一致する BGPスピーカとのセッションを確立します。

•ダイナミック AS番号プレフィックスピア：BGPは、プレフィックスと、設定済み AS番号
のリストに載っている AS番号と一致する BGPスピーカとのセッションを確立します。

プレフィックスピアおよびインターフェイスピアのダイナミック AS番号

Cisco NX-OSでは、BGPセッションを確立する AS番号の範囲またはリストを受け入れます。た
とえば IPv4プレフィックス 192.0.2.0/8および AS番号 33、66、99を使用するように BGPを設定
する場合、BGPは 192.0.2.1および AS番号 66を使用してセッションを確立しますが、192.0.2.2
および AS番号 50からのセッションは拒否します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降、ダイナミック AS番号のサポートは、プレフィックスピアに
加えてインターフェイスピアにも拡張されています。IPv4および IPv6アドレスファミリ向け
IPv6リンクローカル経由の BGPインターフェイスピアリングの設定（376ページ）を参照して
ください。
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Cisco NX-OSでは、セッションが確立されるまで内部BGP（iBGP）または外部BGP（eBGP）セッ
ションとして、プレフィックスピアをダイナミックAS番号と関連付けません。iBGPおよびeBGP
の詳細については、「高度な BGPの設定」の章を参照してください。

ダイナミック AS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々の AS番
号の設定よりも優先します。詳細については、「高度なBGPの設定」の章を参照してください。

（注）

BGPルータ ID
ピア間でBGPセッションを確立するには、BGPセッションの確立時に、OPENメッセージでBGP
ピアに送信されるルータ IDを BGPに設定する必要があります。BGPルータ IDは 32ビット値で
あり、IPv4アドレスで表すことがよくあります。ルータ IDはユーザ側で設定できます。ルータ
IDはデフォルトで、Cisco NX-OSによってルータのループバックインターフェイスの IPv4アド
レスに設定されます。ルータ上でループバックインターフェイスが設定されていない場合は、

ルータ上の物理インターフェイスに設定されている最大の IPv4アドレスが BGPルータ IDを表す
ものとして、ソフトウェアによって選択されます。BGPルータ IDは、ネットワーク内の BGPピ
アごとに一意である必要があります。

BGPにルータ IDが設定されていない場合、BGPピアとのピアリングセッションを確立できませ
ん。

BGPパスの選択
BGPは、プレフィックスごとの複数パスの送受信と、このパスのアドバタイジングをサポートし
ます。追加BGPパスの設定については、高度なBGPの設定（347ページ）を参照してください。

所定のネットワークでパスが追加または削除されるたびに、ベストパスアルゴリズムが実行され

ます。ベストパスアルゴリズムは、ユーザが BGP設定を変更した場合にも実行されます。BGP
は所定のネットワークで使用できる一連の有効パスの中から、最適なパスを選択します。

Cisco NX-OSは次の手順で、BGPベストパスアルゴリズムを実行します。

1. 2つのパスを比較し、どちらが適切かを判別します（「ステップ 1 -「BGPパス選択：パスび
ペアの比較」セクションを参照）。

2. すべてのパスを探索し、全体として最適なパスを選択するためにパスを比較する順序を決定し
ます（ステップ 2 -「BGPパス選択：比較の順序の決定」セクションを参照）。

3. 新しいベストパスを使用するに足るだけの差が新旧のベストパスにあるかどうかを判別しま
す（ステップ 3 -「BGPパス選択：最適パス変更抑制の決定」セクションを参照）。
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重要なのは、パート 2で決定される比較順序です。3つのパス A、B、Cがあるとします。Cisco
NX-OSが Aと Bを比較する場合、Aを選択します。Cisco NX-OSが Bと Cを比較する場合、B
を選択します。しかし、Cisco NX-OSがAと Cを比較した場合、Aを選択しません。これは一部
の BGPメトリックが同じネイバー自律システムからのパスだけに適用され、すべてのパスにわ
たっては適用されないからです。

（注）

パス選択には、BGP ASパス属性が使用されます。ASパス属性には、アドバタイズされたパスで
たどる自律システム番号（AS番号）のリストが含まれます。BGP自律システムを自律システム
の集合または連合に細分化する場合は、ASパスにローカル定義の自律システムを指定した連合セ
グメントが含まれます。

VXLANの導入では、BGPパス選択プロセスが使用されます。このプロセスは、ローカルパスか
らリモートパスへの通常の選択とは異なります。EVPNアドレスファミリの場合、BGPはMAC
モビリティ属性のシーケンス番号を比較し（存在する場合）、より高いシーケンス番号のパスを

選択します。比較対象の両方のパスに属性があり、シーケンス番号が同じである場合、BGPはロー
カルで生成されたパスよりもリモートピアから学習したパスを優先します。詳細については、

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS VXLAN Configuration Guide』を参照してください。

（注）

BGPパス選択：パスびペアの比較

BGPベストパスアルゴリズムの最初のステップでは、より適切なパスを判別するために 2つのパ
スを比較します。次に、Cisco NX-OSが 2つのパスを比較して、より適切なパスを判別する基本
的なステップについて説明します。

1. Cisco NX-OSは、比較のために有効なパスを選択します（たとえば、到達不能なネクスト
ホップがあるパスは無効です）。

2. Cisco NX-OSは、重みが最大のパスを選択します。

3. Cisco NX-OSは、ローカルプリファレンスが最大のパスを選択します。

4. パスの一方がローカル起点の場合、Cisco NX-OSはそのパスを選択します。

5. Cisco NX-OSは、ASパスが短い方のパスを選択します。

ASパス長を計算するときに、Cisco NX-OSは連合セグメントを無視し、ASセットを 1として数
えます。詳細については、「AS連合」の項を参照してください。

（注）

6. Cisco NX-OSは、起点が低い方のパスを選択します。IGPは EGPよりも低いと見なされま
す。

7. Cisco NX-OSは、Multi-Exit識別子（MED）が小さい方のパスを選択します。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
313

基本的 BGPの設定

BGPパス選択：パスびペアの比較

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/vxlan/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_VXLAN_Configuration_Guide_7x.html


パスのピア自律システムに関係なく、ベストパスアルゴリズムのMED比較が必ず実行され
るように、Cisco NX-OSを設定することもできます。詳細については、「ベストパスアルゴ
リズムの調整」を参照してください。この設定を行わなかった場合、MED比較が実行され
るかどうかは、次のように比較する 2つのパスの ASパス属性によって決まります。

パスのピア自律システムに関係なく、ベストパスアルゴリズムのMED比較が必ず実行され
るように、Cisco NX-OSを設定することもできます。この設定を行わなかった場合、Cisco
NX-OSによってMED比較が実行されるかどうかは、次のように比較する 2つのパスの AS
パス属性によって決まります。

1. パスにASパスまたはAS_SETから始まるASパスがない場合、パスは内部であり、Cisco
NX-OSは他の内部パスに対してMEDを比較します。

2. ASパスがAS_SEQUENCEから始まる場合、ピア自律システムがシーケンスで最初のAS
番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律システムを持つ他のパスに対してMEDを比較
します。

3. AS-pathパスに連合セグメントだけが含まれている場合、または連合セグメントで始ま
り、AS_SETが続いている場合、パスは内部であり、Cisco NX-OSは他の内部パスに対し
てMEDを比較します。

4. ASパスが連合セグメントで始まり、AS_SEQUENCEが続いている場合、ピア自律シス
テムが AS_SEQUENCEで最初の AS番号になり、Cisco NX-OSは同じピア自律システム
を持つ他のパスに対してMEDを比較します。

Cisco NX-OSがパスの指定されたMED属性を受信しなかった場合、Cisco NX-OSは欠落MEDが
使用可能な最大値になるように、ユーザがベストパスアルゴリズムを設定していない限り、MED
を 0と見なします。詳細については、「ベストパスアルゴリズムの調整」を参照してください。

（注）

5. 非決定性のMED比較機能がイネーブルの場合、ベスト-パスアルゴリズムではCisco IOS
スタイルのMED比較が使用されます。

8. 一方のパスが内部ピアから、他方のパスが外部ピアからの場合、Cisco NX-OSは外部ピアか
らのパスを選択します。

9. ネクストホップアドレスへの IGPメトリックが異なるバスの場合、Cisco NX-OSは IGPメ
トリックが小さい方のパスを選択します。

10. Cisco NX-OSは、最後に実行したベストパスアルゴリズムによって選択されたパスを使用し
ます。

ステップ 1～ 9のすべてのパスパラメータが同じ場合、ルータ IDを比較するようにベスト
パスアルゴリズムを設定できます。詳細については、「ベストパスアルゴリズムの調整」

を参照してください。パスに発信元属性が含まれている場合、Cisco NX-OSはその属性を
ルータ IDとして使用して比較します。発信もと属性が含まれていない場合、Cisco NX-OS
はパスを送信したピアのルータ IDを使用します。パス間でルータ IDが異なる場合、Cisco
NX-OSはルータ IDが小さい方のパスを選択します。
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属性の送信元をルータ IDとして使用する場合は、2つのパスに同じルータ IDを設定することが
できます。また、同じピアルータとの 2つのBGPセッションが可能です。したがって、同じルー
タ IDで 2つのパスを受信できます。

（注）

11. Cisco NX-OSは、クラスタ長が短いほうのパスを選択します。クラスタリスト属性の指定さ
れたパスを受け取らなかった場合、クラスタ長は 0です。

12. Cisco NX-OSは、IPアドレスが小さい方のピアから受信したパスを選択します。ローカル発
生のパス（再配布のパスなど）は、ピア IPアドレスが 0になります。

ステップ 9以降が同じパスは、マルチパスを設定している場合、マルチパスに使用できます。詳
細については、「ロードシェアリングおよびマルチパス」の項を参照してください。

（注）

BGPパス選択：比較の順序の決定

BGPベストパスアルゴリズム実装の 2番目のステップでは、Cisco NX-OSがパスを比較する順序
を決定します。

1. Cisco NX-OSは、パスをグループに分けます。各グループ内で、Cisco NX-OSはすべてのパス
間でMEDを比較します。Cisco NX-OSは、「BGPパス選択：パスびペアの比較」と同じルー
ルを使用して、2つのパス間でMEDを比較できるかどうかを判断します。この比較では通常、
ネイバー自律システムごとに 1つずつグループが選択されます。bgp bestpath med alwaysコマ
ンドを設定すると、Cisco NX-OSはすべてのパスが含まれた 1グループだけを選択します。

2. Cisco NX-OSは、グループのすべてのパスで繰り返し、それまでに最良のものを追跡すること
により、各パスのベストパスを判別します。Cisco NX-OSはそれまでの一時的なベストパス
と比較し、新しいパスがより良く、そのパスが新しく一時的なベストパスになった場合に、

Cisco NX-OSはグループの次のパスと比較します。

3. Cisco NX-OSは、ステップ 2で各グループから選択されたベストパスを含むパスのセットを形
成します。Cisco NX-OSはステップ 2のようにパスをたどることによって、このパスのセット
から全体的なベストパスを選択します。

BGPパス選択：最適パス変更抑制の決定

実装の次のパートでは、Cisco NX-OSが新しい最適パスを使用するのか抑制するのかを決定しま
す。新しいベストパスが古いパスとまったく同じ場合、ルータは引き続き既存のベストパスを使

用できます（ルータ IDが同じ場合）。Cisco NX-OSはネットワークでのルート変更を回避するた
めに、引き続き既存の最適パスを使用します。

抑制機能をオフにするには、ルータ IDを比較するようにベストパスアルゴリズムを設定します。
詳細については、「ベストパスアルゴリズムの調整」を参照してください。この機能を設定する

と、新しいベストパスが常にに既存のベストパスよりも優先されます。
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次の条件が発生した場合に、ベストパス変更を抑制できません。

•既存のベストパスが無効になった。

•既存または新しいベストパスを内部（または連合）ピアから受信したか、またはローカルに
発生した（再配布などによって）。

•同じピアからパスを受信した（パスのルータ IDが同じ）。

•パス間で重み値、ローカルプリファレンス、オリジン、またはネクストホップアドレスに対
する IGPメトリックが異なっている。

•パス間でMEDが異なっている。

BGPおよびユニキャスト RIB
BGPはユニキャスト RIB（ルーティング情報ベース）と通信して、ユニキャストルーティング
テーブルに IPv4ルートを格納します。ベストパスの選択後、ベストパスの変更をルーティング
テーブルに反映させる必要があるとBGPが判別した場合、BGPはユニキャストRIBにルートアッ
プデートを送信します。

BGPはユニキャスト RIBにおける BGPルートの変更に関して、ルート通知を受け取ります。さ
らに、再配布をサポートする他のプロトコルルートに関するルート通知を受け取ります。

BGPはネクストホップの変更に関する通知も、ユニキャストRIBから受け取ります。BGPはこれ
らの通知を使用して、ネクストホップアドレスへの到達可能性および IGPメトリックを追跡しま
す。

ユニキャスト RIBでネクストホップ到達可能性または IGPメトリックが変更されるたびに、BGP
は影響を受けるルートについて、ベストパス再計算を開始させます。

BGPは IPv6ユニキャスト RIBと通信し、IPv6ルートについて、これらの動作を実行します。

BGPプレフィックス独立コンバージェンス
BGPプレフィックス独立コンバージェンス（PIC）エッジ機能は、リンク障害が発生した場合に、
BGPバックアップパスへの BGP IPルートのコンバージェンスを高速化します。

BGP PICエッジ機能により、ネットワーク障害後のBGPコンバージェンスが向上します。このコ
ンバージェンスは、IPネットワークのエッジ障害に適用されます。この機能は、ルーティング情
報ベース（RIB）と転送情報ベース（FIB）にバックアップパスを作成して保存します。これに
よって、プライマリパスの障害が発生した場合に、ただちにバックアップパスが引き継ぐことが

でき、フォワーディングプレーンの迅速なフェールオーバーが可能になります。BGP PICエッジ
は、IPv4アドレスファミリのみをサポートします。

BGP PICエッジが設定されている場合、BGPは、プライマリベストパスに加えて、2番目のベス
トパス（バックアップパス）も計算します。BGPは、PICサポートを持つプレフィクスのベスト
パスとバックアップパスの両方を BGP RIBにインストールします。また BGPは、APIを介して
リモートの次のホップとともにバックアップパスを URIBにダウンロードし、その後バックアッ
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プとしてマークされたネクストホップで FIBを更新します。バックアップパスにより、単一の
ネットワーク障害に対処する高速再ルーティング機能が提供されます。

この機能は、ローカルインターフェイスとリモートインターフェイス/リンクの両方の障害を検
出して、バックアップパスが使用されるようにします。

BGP PICエッジは、ユニパスとマルチパスの両方をサポートします。

BGP PICエッジユニパス

次の図に、BGP PICエッジユニパスのトポロジを示します。
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図 25 : BGP PICエッジユニパス

この図では次のようになっています。

• S2-S4とS3-S5の間はeBGPセッションです。

• S2-S3の間は iBGPセッションです。
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• S1からのトラフィックはS2を使用し、またe1インターフェイスを使用してZ1..Znプレフィッ
クスに到達します。

• S2には、Z1…Znに到達するための 2つのパスがあります。

• S4を経由するプライマリパス

• S5を経由するバックアップパス

この例では、S3が S2に対し、到達すべきプレフィクスZ1…Znをアドバタイズします（それ自身
をネクストホップとして）。BGP PICエッジが有効になっている場合、S2の BGPは、AS6500へ
のベストパス（S4経由）とバックアップパス（S3または S5を経由）の両方を RIBにインストー
ルします。その後、RIBは両方のルートを FIBにダウンロードします。

S2-S4のリンクがダウンすると、S2上の FIBがリンク障害を検出します。その場合、自動的にプ
ライマリパスからバックアップに切り替えられ、新しいネクストホップS3がポイントされます。
トラフィックは、FIB内のローカルの高速再コンバージェンスにより迅速に再ルーティングされ
ます。リンク障害イベントを学習した後、S2上のBGPはベストパス（以前のバックアップパス）
を再計算し、RIBからネクストホップ S4を削除し、S3をプライマリネクストホップとして RIB
に再インストールします。また、新しいバックアップあればそれも計算し、RIBに通知します。
BGP PICエッジ機能のサポートにより、FIBはプライマリルートでのリンク障害の検出時に、BGP
が新しいベストパスを選択してコンバージェンスするまで待機することなく、使用可能なバック

アップルートに瞬時に切り替えます。こうして、高速な再ルーティングを実現しています。

マルチパスを持つ BGP PICエッジ

次の図に、BGP PICエッジマルチパストポロジを示します。
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図 26 : BGP PICエッジマルチパス

上記のトポロジでは、次のように所定のプレフィックスに 6つのパスがあります。

• eBGPパス：e1、e2、e3

• iBGPパス：i1、i2、i3
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優先順位は、e1 > e2 > e3 > i1 > i2 > i3です。

考えられるマルチパスの状況は次のとおりです。

•設定されたマルチパスなし：

•ベストパス = e1

•マルチパス-セット = []

•バックアップパス = e2

• PIC挙動：e1が失敗すると、e2がアクティブになります。

•双方向の eBGPマルチパスが設定されている

•ベストパス = e1

•マルチパス-セット = [e1, e2]

•バックアップパス = e3

• PIC挙動：アクティブなマルチパスが相互にバックアップされます。すべてのマルチパ
スが失敗すると、e3がアクティブになります。

• 3方向の eBGPマルチパスが設定されている

•ベストパス = e1

•マルチパス-セット = [e1, e2, e3]

•バックアップパス = i1

• PIC挙動：アクティブなマルチパスが相互にバックアップされます。すべてのマルチパ
スが失敗すると、i1がアクティブになります。

• 4方向の eiBGPマルチパスが設定されている

• –ベストパス = e1

• –マルチパスセット = [e1, e2, e3, i1]

• –バックアップパス = i2

• – PIC挙動：アクティブなマルチパスが相互にバックアップされます。すべてのマルチパ
スが失敗すると、i2がアクティブになります。

等コストマルチパス（ECMP）がイネーブルになっている場合、どのマルチパスもバックアップ
パスとして選択されません。

バックアップパスを使用するマルチパスのシナリオでは、すべてのアクティブなマルチパスで同

時障害が発生しても、高速コンバージェンスは生じません。
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BGP PICコア

コアのBGP Prefix Independent Convergence（PIC）は、ネットワーク障害後のBGPコンバージェン
スを向上させます。たとえば、プロバイダーエッジ（PE）でリンクに障害が発生した場合、ルー
ティング情報ベース（RIB）は新しいネクストホップで転送情報ベース（FIB）を更新します。
FIBは、失敗したネクストホップを指しているすべての BGPプレフィックス、新しいネクスト
ホップを指すように更新する必要があります。これは、時間とリソースを消費する可能性があり

ます。BGP PICコアを有効にすると、FIB内でプレフィックスが階層的にプログラムされます。
すべてのプレフィックスは、再帰ネクストホップではなく、ECMPグループを指します。同じ障
害が発生した場合、FIBは、プレフィックスを更新せず、新しいネクストホップを指すようECMP
グループを更新するだけで済みます。これにより、BGPは IGPコンバージェンスを即座に活用で
きます。

BGP PICの機能サポートマトリクス

表 28 : BGP PICの機能サポートマトリクス

IPv6ユニキャストIPv4ユニキャストBGP PIC

なしありエッジユニパス

なしありマルチパスを持つエッジ（複数

のアクティブ ECMP、バック
アップ 1つのみ）

ありありコア

BGPの仮想化
BGPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。

BGPの前提条件
BGPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。

• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理の AS番号
を取得しておく必要があります。

•再帰ネクストホップ解決に対応できる IGPを 1つ以上設定する必要があります。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを設定する必要があります。
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基本 BGPに関する注意事項と制約事項
BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•十分な規模（ピアあたり数百のピアや数千のルートなど）では、デフォルトの 5分間の古い
パスタイマーでは、BGPコンバージェンスが完了しないためにタイマーが期限切れになる可
能性があるため、グレースフルリスタートメカニズムが失敗する可能性があります。次のコ

マンドを使用して、コンバージェンスプロセスにかかる実際の時間を確認します。

switch# show bgp vrf all all neighbors | in First|RIB
Last End-of-RIB received 0.022810 after session start
Last End-of-RIB sent 00:08:36 after session start
First convergence 00:08:36 after session start with 398002 routes sent

• Cisco NX-OS 9.3(5)以降では、vPCピアへの TTL値が 1のパケットがハードウェア転送され
ます。

•レコードオプション（-Cr）を指定してSNMPバルクウォークを使用する場合、大規模なルー
ティングテーブル（250 K以上）では、SNMPパフォーマンスの低下を避けるために 10個を
超えるレコードを使用しないでください。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。たとえ

ば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

•サポートされるプラットフォームに関する詳細は、ユニキャストルーティング機能のプラッ
トフォームサポート（3ページ）を参照してください。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々のAS
番号の設定よりも優先します。

• AS連合でプレフィックスピアにダイナミック AS番号を設定した場合、BGPはローカル連
合の AS番号のみでセッションを確立します。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピアで作成されたBGPセッションは、設定済みの eBGP
マルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセーブル済みのチェック
を無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを設定
します。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用する
システムリソース数を制限してください。

• update-sourceを設定し、BGP/eBGPマルチホップセッションでセッションを確立します。

•再配布を設定する場合は、BGPポリシーを指定します。

• VRF内で BGPルータ IDを定義します。

• IPv6ネイバーの場合は、VRFごとにルータIDを設定することを推奨します。VRFにIPv4イン
ターフェイスがない場合、IPv6 BGPネイバーはルータIDがIPv4アドレスである必要があるた
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め、アップしません。数値が最小のループバックIPv4アドレスがルータIDとして選択されま
す。ループバックアドレスが存在しない場合は、VRFインターフェイスから最も小さいIPア
ドレスが選択されます。これが存在しない場合、BGPネイバー関係は確立されません。

•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、BGPセッションフラップが発
生する可能性があります。

• advertisement-intervalコマンドを使用すると、BGPルーティングアップデートを送信する最
小ルートアドバタイズメントインターバル（MRAI）を設定できます。

• show ip bgpコマンドは BGP設定の確認に使用できますが、代わりに show bgpコマンドを使
用することを推奨します。

デフォルト設定
表 29 :デフォルトの BGPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルBGP機能

60秒キープアライブインターバル

180秒ホールドタイマー

ディセーブルBGP PICエッジ

常に無効Auto-summary

常に無効同期

CLIコンフィギュレーションモード
以下の項では、BGPに対応する各CLIコンフィギュレーションモードの開始方法について説明し
ます。現行のモードで ?コマンドを入力すると、そのモードで使用可能なコマンドを表示できま
す。

グローバルコンフィギュレーションモード

グローバルコンフィギュレーションモードは、BGPプロセスを作成したり、AS連合、ルートダ
ンプニングなどの拡張機能を設定したりする場合に使用します。詳細については、高度なBGPの
設定（347ページ）を参照してください。

次に、ルータコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
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switch# configuration
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPは VRFをサポートしています。ネットワークで VRFを使用する場合は、適切な VRF内で
BGPを設定できます。設定の詳細については、「仮想化の設定」の項を参照してください。

次に、VRFコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)#

アドレスファミリ設定モード

任意で、BGPがサポートするアドレスファミリを設定できます。アドレスファミリ用の機能を設
定する場合は、ルータ設定モードで address-familyコマンドを使用します。ネイバーに対応する特
定のアドレスファミリを設定する場合は、ネイバー設定モードで address-familyコマンドを使用し
ます。

ルート再配布、アドレス集約、ロードバランシングなどの拡張機能を使用する場合は、アドレス

ファミリを設定する必要があります。

次に、ルータ設定モードからアドレスファミリ設定モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)#

次に、VRFを使用している場合に、VRFアドレスファミリ設定モードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-vrf-af)#

ネイバーコンフィギュレーションモード

Cisco NX-OSには、BGPピアを設定するためのネイバーコンフィギュレーションモードがありま
す。ネイバーコンフィギュレーションモードを使用して、ピアのあらゆるパラメータを設定でき

ます。

次に、ネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)#

次に、VRFネイバーコンフィギュレーションモードを開始する例を示します。
switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-vrf-neighbor)#
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ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモード

アドレスファミリ固有のネイバー設定を入力し、ネイバーのアドレスファミリをイネーブルにす

るには、ネイバーコンフィギュレーションサブモード内のアドレスファミリコンフィギュレー

ションサブモードを使用できます。このモードは、所定のネイバーに認められるプレフィックス

数の制限、eBGPのプライベート AS番号の削除といった拡張機能に使用します。

RFC 5549が導入されているため、IPv6アドレスを持つネイバーに IPv4アドレスファミリを設定
できます。

この例は、IPv4アドレスでネイバーのための IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを入力
する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 192.0.2.1
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この例は、IPv6アドレスでネイバーのための IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを入力
する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router# neighbor 2001:db8::/64 eui64
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この例は、IPv4アドレスでネイバーのための VRF IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを
入力する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#

この例は、IPv6アドレスでネイバーのための VRF IPv4ネイバーアドレスファミリ設定モードを
入力する方法を示します。

switch(config)# router bgp 64497
switch(config-router)# vrf vrf_A
switch(config-router-vrf)# neighbor 2001:db8::/64 eui64
switch(config-router-vrf-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-vrf-neighbor-af)#

基本的 BGPの設定
ベーシックBGPを設定するには、BGPを有効にして、BGPピアを設定する必要があります。ベー
シックBGPネットワークの設定は、いくつかの必須作業と多数の任意の作業からなります。BGP
ルーティングプロセスおよび BGPピアの設定は必須です。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能の Cisco NX-OSコマンドは従来の Cisco IOSコマン
ドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）
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BGPの有効化
BGPを設定するには、その前に BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature bgp

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

設定モードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にします。[no] feature bgp

例：

Step 2

この機能を無効化するには、このコマンドのno形式
を使用します。switch(config)# feature bgp

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

BGPインスタンスの作成
BGPインスタンスを作成し、BGPインスタンスにルータ IDを割り当てることができます。詳細
については、「BGPルータ ID」の項を参照してください。

始める前に

• BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

• BGPはルータ ID（設定済みループバックアドレスなど）を取得できなければなりません。
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手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router bgp autonomous-system-number

3. （任意） router-id ip-address

4. （任意） address-family {ipv4|ipv6} {unicast|multicast}
5. （任意） network {ip-address/length | ip-address mask mask} [route-map map-name]
6. （任意） show bgp all

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに AS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

[no] router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

BGPプロセスおよび関連する設定を削除するには、
このコマンドで noオプションを使用します。

BGPルータ IDを設定します。この IPアドレスによっ
て、この BGPスピーカを特定します。

（任意） router-id ip-address

例：

Step 3

switch(config-router)# router-id
192.0.2.255

IPv4または IPv6アドレスファミリに対してグロー
バルアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

（任意） address-family {ipv4|ipv6} {unicast|multicast}

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

Step 4

ネットワークを、この自律システムに対してローカ

ルに設定し、BGPルーティングテーブルに追加しま
す。

（任意） network {ip-address/length | ip-address mask
mask} [route-map map-name]

例：

Step 5

エクステリアプロトコルの場合、networkコマンド
でアドバタイズするネットワークを制御します。内

switch(config-router-af)# network 10.10.10.0/24

例：
部プロトコルは networkコマンドを使用して、アッ
プデートの送信先を決定します。

switch(config-router-af)# network 10.10.10.0 mask
255.255.255.0
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目的コマンドまたはアクション

すべてのBGPアドレスファミリに関する情報を表示
します。

（任意） show bgp all

例：

Step 6

switch(config-router-af)# show bgp all

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、IPv4ユニキャストアドレスファミリを指定してBGPをイネーブルに設定し、アド
バタイズするネットワークを 1つ追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# network 192.0.2.0
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

BGPインスタンスの再起動
BGPインスタンスを再起動し、そのインスタンスのすべてのピアセッションをクリアできます。

BGPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのピアを削除するには、次のコマンドを使
用します。

手順の概要

1. restart bgpinstance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPインスタンスを再起動し、すべてのピアリング
セッションをリセットまたは再確立します。

restart bgpinstance-tag

例：

Step 1

switch(config)# restart bgp 201

BGPのシャットダウン
設定を維持しながら、BGPプロトコルをシャットダウンして BGPを正常に無効にできます。

BGPをシャットダウンするには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用し
ます。
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手順の概要

1. shutdown

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPインスタンスを再起動し、すべてのピアリング
セッションをリセットまたは再確立します。

shutdown

例：

Step 1

switch(config-router)# shutdown

BGPピア設定
BGPプロセス内で BGPピアを設定できます。BGPピアごとに、関連付けられたキープアライブ
タイマーとホールドタイマーがあります。これらのタイマーは、グローバルに設定することも、

BGPピアごとに設定することもできます。ピア設定はグローバル設定を上書きします。

ピアごとに、ネイバーコンフィギュレーションモードでアドレスファミリを設定する必要があ

ります。

（注）

始める前に

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as as-number

4. neighbor-as as-number

5. （任意） descriptiontext

6. （任意） timerskeepalive-time hold-time

7. （任意） shutdown
8. address-family{ipv4|ipv6} {unicast|multicast}
9. （任意） weight value

10. （任意） show bgp {ipv4|ipv6} {unicast|multicast} neighbors

11. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに AS
番号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数また

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

は 32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# 数と下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式

です。

リモートBGPピアの IPv4アドレスまたは IPv6アド
レスおよび AS番号を設定します。The ip-address形

neighbor {ip-address | ipv6-address} remote-as
as-number

例：

Step 3

式は x.x.x.xです。ipv6-addressの形式は A:B::C:Dで
す。switch(config-router)# neighbor

209.165.201.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)#

リモート BGPピアの AS番号を設定します。neighbor-as as-number

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)# remote-as 64497

ネイバーの説明を追加します。最大 80文字の英数
字ストリングを使用できます。

（任意） descriptiontext

例：

Step 5

switch(config-router-neighbor)#
description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)#

ネイバーのキープアライブおよびホールドタイムを

表す BGPタイマー値を追加します。指定できる範
（任意） timerskeepalive-time hold-time

例：

Step 6

囲は 0～ 3600秒です。デフォルトは、キープアラ
switch(config-router-neighbor)# timers
30 90 イブタイムで 60秒、ホールドタイムで 180秒で

す。

この BGPネイバーを管理目的でシャットダウンし
ます。このコマンドによって、BGPネイバーセッ

（任意） shutdown

例：

Step 7

ションの自動通知およびセッションリセットが開始

されます。
switch(config-router-neighbor)# shutdown

ユニキャスト IPv4または IPv6アドレスファミリに
対応するネイバーアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードを開始します。

address-family{ipv4|ipv6} {unicast|multicast}

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

Step 8
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目的コマンドまたはアクション

このネイバーからのルートのデフォルトの重みを設

定します。範囲は 0～ 65535です。
（任意） weight value

例：

Step 9

このネイバーから学習したすべてのルートに、まず

重みが割り当てられます。特定のネットワークへの

switch(config-router-neighbor-af)#
weight 100

ルートが複数ある場合、最大の重みを持つルートが

優先ルートとして選ばれます。set weight route-map
コマンドで割り当てられた重みは、このコマンドで

割り当てられた重みを上書きします。

BGPピアポリシーテンプレートを指定した場合、
テンプレートのメンバーすべてが、このコマンドで

設定された特性を継承します。

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4|ipv6} {unicast|multicast}
neighbors

Step 10

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、BGPピアの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1 remote-as 64497
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# weight 100
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

プレフィックスピアのダイナミック AS番号の設定
BGPプロセス内で複数の BGPピアを設定できます。BGPセッションの確立をルートマップの単
一の AS番号または複数の AS番号に制限できます。

プレフィックスピアのダイナミックAS番号を介して設定されたBGPセッションは、ebgp-multihop
を無視しますコマンドと disable-connected-checkコマンドを使用する必要があります。
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ルートマップの AS番号のリストは変更できますが、ルートマップ名を変更するには no neighbor
コマンドを使用する必要があります。設定されたルートマップの AS番号に変更を加えた場合、
新しいセッションのみに影響します。

始める前に

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor prefix remote-as route-map map-name

4. neighbor-as as-number

5. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} neighbors

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに AS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式です。

switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)#

IPv4プレフィックスまたは IPv6プレフィックス、お
よびリモート BGPピアの受け付けられた AS番号の

neighbor prefix remote-as route-map map-name

例：

Step 3

リストのルートマップを設定します。IPv4の prefixswitch(config-router)# neighbor
192.0.2.0/8 remote-as routemap BGPPeers
switch(config-router-neighbor)#

形式は、x.x.x.x/長さ長さの範囲は 1～ 32です。IPv6
の場合、prefixの形式は「A:B::C:D/長さ」です。長さ
の範囲は 1～ 128です。

マップ-名には最大63文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

リモート BGPピアの AS番号を設定します。neighbor-as as-number

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)# remote-as 64497

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
neighbors

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、プレフィックスピアのダイナミック AS番号を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# route-map BGPPeers
switch(config-route-map)# match as-number 64496, 64501-64510
switch(config-route-map)# match as-number as-path-list List1, List2
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 64496
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.0/8 remote-as route-map BGPPeers
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router B
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

ルートマップについては、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してくださ
い。

BGP PICエッジの設定
BGP PICエッジを設定するには、次の手順に従います。

BGP PICエッジ機能は、IPv4アドレスファミリのみをサポートします。（注）

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor ip-address

4. remote-as as-number

5. address-family ipv4 unicast
6. additional-paths install backup

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
334

基本的 BGPの設定

BGP PICエッジの設定



7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに AS番
号を割り当てます。AS番号は 16ビット整数または

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

32ビット整数にできます。上位 16ビット 10進数と
下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式です。switch(config)# router bgp 64496

switch(config-router)#

リモート BGPピアの IPv4アドレスを設定します。
ip-addressの形式は x.x.x.xです。

neighbor ip-address

例：

Step 3

switch(config-router)# neighbor
209.165.201.1
switch(config-router-neighbor)#

リモート BGPピアの AS番号を設定します。remote-as as-number

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)# remote-as 64497

IPv4アドレスファミリのネイバーアドレスファミ
リ設定を開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

Step 5

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

ルーティングテーブルにバックアップパスをインス

トールする BGPをイネーブルにします。
additional-paths install backup

例：

Step 6

switch(config-router-neighbor-af)#
additional-paths install backup

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-neighbor-af)#
copy running-config startup-config

例

次の例は、IPv4ネットワークで BGP PICエッジをサポートするように、デバイスを設定
する方法を示しています。

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
335

基本的 BGPの設定

BGP PICエッジの設定



interface Ethernet2/2 ip address 1.1.1.5/24 no shutdown

interface Ethernet2/3 ip address 2.2.2.5/24 no shutdown

router bgp 100
neighbor 1.1.1.6
remote-as 200
address-family ipv4 unicast additional-paths install backup
address-family ipv4 unicast neighbor 2.2.2.6
remote-as 100
address-family ipv4 unicast

BGPが 2つのネイバー（1.1.1.6と 2.2.2.6）から同じプレフィックス（99.0.0.0/24など）を
受信した場合、両方のパスが URIBにインストールされます。一方はプライマリパスに
なり、もう一方はバックアップパスになります。

BGP出力：

switch(config)# show ip bgp 99.0.0.0/24
BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Unicast BGP routing table
entry
for 99.0.0.0/24, version 4
Paths: (2 available, best #2)
Flags: (0x00001a) on xmit-list, is in urib, is best urib route

Path type: internal, path is valid, not best reason: Internal path, backup path AS-Path:
200 , path
sourced external to AS
2.2.2.6 (metric 0) from 2.2.2.6 (2.2.2.6)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0

Advertised path-id 1
Path type: external, path is valid, is best path AS-Path: 200 , path sourced external to
AS
1.1.1.6 (metric 0) from 1.1.1.6 (99.0.0.1)
Origin IGP, MED not set, localpref 100, weight 0

Path-id 1 advertised to peers: 2.2.2.6

URIB出力：

switch(config)# show ip route 99.0.0.0/24
IP Route Table for VRF "default" '*' denotes best ucast next-hop '**' denotes best mcast
next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
99.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0
*via 1.1.1.6, [20/0], 14:34:51, bgp-100, external, tag 200
via 2.2.2.6, [200/0], 14:34:51, bgp-100, internal, tag 200 (backup)

UFIB出力：

switch# show forwarding route 123.1.1.0 detail module 8
Prefix 123.1.1.0/24, No of paths: 1, Update time: Wed Jul 11 19:00:12 2018
Vobj id: 141 orig_as: 65002 peer_as: 65100 rnh: 10.3.0.2
10.4.0.2 Ethernet8/4 DMAC: 0018.bad8.4dfd
packets: 2 bytes: 3484 Repair path 10.3.0.2 Ethernet8/3 DMAC: 0018.bad8.4dfd packets:
0
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bytes: 1

BGP PICコアの設定
BGP PIC Coreを設定するには、次のステップに従います。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] system pic-core
3. copy running-config startup-config
4. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

PICの有効化を管理します。[no] system pic-core

例：

Step 2

switch(config)# system pic-core

この設定変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config startup-config

デバイス全体をリブートします。reload

例：

Step 4

switch(config)# reload

BGP情報の消去
BGP情報を消去するには、次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

すべてのアドレスファミリから 1つ以上のネイ
バーをクリアします。*を指定すると、すべて
のアドレスファミリのすべてのネイバーが消去

されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アド
レス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文
字以内の英数字のストリング（大文字と小

文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4または IPv6プレフィックス。
そのプレフィックス内のすべてのネイバー

がクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear bgp all {neighbor | * | as-number |
peer-template name | prefix} [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリのルートフラップ

ダンプニングネットワークをクリアします。

vrf-nameには最大64文字の英数字文字列を指定
します。大文字と-小文字は区別されます。

clear bgp all dampening [ vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリのルートフラップ

統計情報をクリアします。vrf-nameには最大 64
文字の英数字文字列を指定します。大文字と-小
文字は区別されます。

clear bgp all flap-statistics [vrf vrf-name]

選択したアドレスファミリのルートフラップ

ダンプニングネットワークをクリアします。

vrf-nameには最大64文字の英数字文字列を指定
します。大文字と小文字は区別されます。

clear bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
dampening [vrf vrf-name]

選択したアドレスファミリのルートフラップ

統計情報をクリアします。vrf-nameには最大 64
文字の英数字文字列を指定します。大文字と-小
文字は区別されます。

clear bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
flap-statistics [vrf vrf-name]
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目的コマンド

選択したアドレスファミリから 1つ以上のネイ
バーをクリアします。*を指定すると、そのア
ドレスファミリのすべてのネイバーが消去され

ます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アド
レス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文
字以内の英数字のストリング（大文字と小

文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4または IPv6プレフィックス。
そのプレフィックス内のすべてのネイバー

がクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear bgp {ipv4 | ipv6 } {neighbor |* | as-number |
peer-template name | prefix} [vrf vrf-name]
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目的コマンド

1つ以上のネイバーをクリアします。*を指定
すると、そのアドレスファミリのすべてのネイ

バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アド
レス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文
字以内の英数字のストリング（大文字と小

文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4または IPv6プレフィックス。
そのプレフィックス内のすべてのネイバー

がクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear bgp {ip {unicast | multicast}} {neighbor |*
|as-number | peer-template name | prefix} [vrf
vrf-name]

1つ以上のネットワークのルートフラップダン
プニングをクリアします。引数は次のとおりで

す。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内のす
べてのネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear bgp dampening [ip-neighbor | ip-prefix] [vrf
vrf-name]
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目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップ統計
情報をクリアします。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内のす
べてのネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear bgp flap-statistics [ip-neighbor | ip-prefix] [vrf
vrf-name]

1つ以上のネイバーをクリアします。*を指定
すると、そのアドレスファミリのすべてのネイ

バーが消去されます。引数は次のとおりです。

• neighbor：ネイバーの IPv4または IPv6アド
レス。

• as-number：自律システム番号。AS番号は
16ビット整数または 32ビット整数にでき
ます。上位 16ビット 10進数と下位 16ビッ
ト 10進数による xx.xxという形式です。

• name：ピアテンプレート名。名称は 64文
字以内の英数字のストリング（大文字と小

文字を区別）で指定します。

• prefix：IPv4または IPv6プレフィックス。
そのプレフィックス内のすべてのネイバー

がクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear ip mbgp {ip {unicast | multicast}} {neighbor
| * | as-number | peer-template name | prefix} [vrf
vrf-name]

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
341

基本的 BGPの設定

BGP情報の消去



目的コマンド

1つ以上のネットワークのルートフラップダン
プニングをクリアします。引数は次のとおりで

す。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内のす
べてのネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear ip mbgp dampening [ip-neighbor | ip-prefix]
[vrf vrf-name]

1つ以上のネットワークのルートフラップ統計
情報をクリアします。引数は次のとおりです。

• ip-neighbor：ネイバーの IPv4アドレス。

• ip-prefix： IPv4そのプレフィックス内のす
べてのネイバーがクリアされます。

• vrf-name：VRF名。そのVRF内のすべての
ネイバーがクリアされます。名称は64文字
以内の英数字のストリング（大文字と小文

字を区別）で指定します。

clear ip mbgp flap-statistics [ip-neighbor | ip-prefix]
[vrf vrf-name]

ベーシック BGPの設定の確認
BGPの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報
を表示します。

show bgp all [summary] [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリについて、BGP情報
を表示します。

show bgp convergence [vrf vrf-name]

BGPコミュニティと一致する BGPルートを表
示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix community [regexp
expression | [community] [no-advertise] [no-export]
[no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGPコミュニティリストと一致する BGPルー
トを表示します。

show bgp [vrf vrf-name] {ipv4 | ipv6} {unicast |
multicast} [ip-address | ipv6-prefix] community-list
list-name [vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGP拡張コミュニティと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix extcommunity [regexp
expression | [generic [non-transitive | transitive]
aa4:nn [exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティリストと一致する BGP
ルートを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix extcommunity-list list-name
[exact-match]} [vrf vrf-name]

BGPルートダンプニングの情報を表示します。
ルートフラップダンプニング情報を消去する

には、clear bgp dampeningコマンドを使用しま
す。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix {dampening
dampened-paths [regexp expression]} [vrf vrf-name]

BGPルートヒストリパスを表示します。show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix history-paths [regexp
expression] [vrf vrf-name]

BGPフィルタリストの情報を表示します。show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix filter-list list-name [vrf
vrf-name]

BGPピアの情報を表示します。これらのネイ
バーを消去するには、clear bgp neighborsコマ
ンドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] neighbors [ip-address |
ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

BGPルートネクストホップの情報を表示しま
す。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] neighbors [ip-address |
ipv6-prefix] {nexthop | nexthop-database} [vrf
vrf-name]

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示します。ポリシー情報
を消去するには、clear bgp policコマンドを使
用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] policy name [vrf vrf-name]

プレフィックスリストと一致する BGPルート
を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] prefix-list list-name [vrf
vrf-name]

ソフト再構成用に保管されているBGPパスを表
示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] received-paths [vrf
vrf-name]

AS_path正規表現と一致するBGPルートを表示
します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] regexp expression [vrf
vrf-name]
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目的コマンド

ルートマップと一致する BGPルートを表示し
ます。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] route-map map-name [vrf
vrf-name]

BGPピアポリシー情報を表示します。show bgp peer-policy name [vrf vrf-name]

BGPピアセッション情報を表示します。show bgp peer-session name [vrf vrf-name]

show bgp peer-session

BGPピアテンプレート情報を表示します。ピア
テンプレートのすべてのネイバーを消去するに

は、clear bgp peer-templateコマンドを使用しま
す。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name]

BGPプロセス情報を表示します。show bgp process

BGPのステータスと構成情報を表示します。show {ipv | ipv6} bgp [options]

BGPのステータスと構成情報を表示します。show {ipv | ipv6} mbgp [options]

現在実行中のBGPコンフィギュレーションを表
示します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報のモニタリング
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。
これらの統計情報をクリアするには、clear bgp
flap-statistics commandを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] flap-statistics [vrf
vrf-name]

すべてのピアの BGPセッションを表示します。
これらの統計情報をクリアするには、clear bgp
sessionsコマンドを使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics

ベーシック BGPの設定例
次に、ベーシック BGP設定の例を示します。
switch(config)# feature bgp
switch(config)# router bgp 64496
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switch(config-router)# neighbor 2001:ODB8:0:1::55 remote-as 64496
switch(config-router)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-af)# next-hop-self

関連項目
BGPの関連項目は、次のとおりです。

•高度な BGPの設定（347ページ）

• Route Policy Managerの設定（519ページ）

次の作業
次の機能の詳細については、高度な BGPの設定（347ページ）を参照してください。

•ピアテンプレート

•ルートの再配布

•ルートマップ

その他の参考資料
BGPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

ベーシック BGPのMIB
MIBのリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次のURLにアクセスして
ください。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html

BGPに関連するMIB
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第 12 章

高度な BGPの設定

この章は、次の項で構成されています。

•拡張 BGPについて（348ページ）
•拡張 BGPの前提条件（362ページ）
•拡張 BGPに関する注意事項と制限事項（362ページ）
•デフォルト設定（366ページ）
• Configuring Advanced BGP（366ページ）
• BGP追加パスの設定（386ページ）
• eBGPの設定（390ページ）
• AS連合の設定（393ページ）
•ルートリフレクタの設定（394ページ）
•アウトバウンドルートマップを使用した、反映されたルートのネクストホップの設定（396
ページ）

•ルートダンプニングの設定（399ページ）
•ロードシェアリングおよび ECMPの設定（399ページ）
•最大プレフィックス数の設定（400ページ）
• DSCPの設定（400ページ）
•ダイナミック機能の設定（401ページ）
•集約アドレスの設定（401ページ）
• BGPルートの抑制（403ページ）
• BGP条件付きアドバタイズメントの設定（403ページ）
•ルートの再配布の設定（406ページ）
•デフォルトルートのアドバタイズ（408ページ）
• BGP属性フィルタリングの設定とエラー処理（409ページ）
• BGPの調整（412ページ）
•ポリシーベースのアドミニストレーティブディスタンスの設定（418ページ）
•マルチプロトコル BGPの設定（420ページ）
• BMPの設定（421ページ）
• BGP Local Route Leaking（423ページ）
• BGP Graceful Shutdown（432ページ）
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• Configuring a Graceful Restart, on page 445
•仮想化の設定（447ページ）
•拡張 BGPの設定の確認（449ページ）
• BGP統計情報のモニタリング（451ページ）
•設定例（452ページ）
•関連項目（452ページ）
•その他の参考資料（453ページ）

拡張 BGPについて
BGPは、組織または自律システム（AS）間のループフリールーティングを実現する、ドメイン
間ルーティングプロトコルです。Cisco NX-OSは BGPバージョン 4をサポートします。BGP v4
に組み込まれているマルチプロトコル拡張機能を使用すると、IPマルチキャストルートおよび複
数のレイヤ 3プロトコルアドレスファミリに関するルーティング情報を BGPに伝送させること
ができます。BGPでは、他の BGP対応デバイス（BGPピア）との間で TCPセッションを確立す
るために、信頼できるトランスポートプロトコルとしてTCPを使用します。外部組織に接続する
ときには、ルータが外部 BGP（eBGP）ピアリングセッションを作成します。同じ組織内の BGP
ピアは、内部 BGP（iBGP）ピアリングセッションを通じて、ルーティング情報を交換します。

ピアテンプレート

BGPピアテンプレートを使用すると、類似した BGPピア間で再利用できる共通のコンフィギュ
レーションブロックを作成できます。各ブロックでは、ピアに継承させる一連の属性を定義でき

ます。継承した属性の一部を上書きすることもできるので、非常に柔軟性のある方法で、繰り返

しの多い BGPの設定を簡素化できます。

Cisco NX-OSは、3種類のピアテンプレートを実装します。

• peer-sessionテンプレートでは、トランスポートの詳細、ピアのリモート自律システム番号、
セッションタイマーなど、BGPセッション属性を定義します。peer-sessionテンプレートは、
別の peer-sessionテンプレートから属性を継承することもできます（ローカル定義の属性に
よって、継承した peer-session属性は上書きされます）。

• peer-policyテンプレートでは、着信ポリシー、発信ポリシー、フィルタリスト、プレフィッ
クスリストを含め、アドレスファミリに依存する、ピアのポリシー要素を定義します。

peer-policyテンプレートは peer-policyテンプレートのセットから継承できます。Cisco NX-OS
継承設定のプリファレンス値で指定された順序で、これらの peer-policyテンプレートを評価
します。最小値が大きい値よりも優先されます。

• peerテンプレートは、peer-sessionおよび peer-policyテンプレートからの継承が可能であり、
ピアの定義を簡素化できます。peerテンプレートの使用は必須ではありませんが、peerテン
プレートによって再利用可能なコンフィギュレーションブロックが得られるので、BGPの設
定を簡素化できます。
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認証

BGPネイバーセッションに認証を設定できます。この認証方式によって、ネイバーに送られる各
TCPセグメントにMD5認証ダイジェストが追加され、不正なメッセージや TCPセキュリティア
タックから BGPが保護されます。

MD5パスワードは、BGPピア間で一致させる必要があります。（注）

ルートポリシーおよび BGPセッションのリセット
BGPピアにルートポリシーを関連付けることができます。ルートポリシーではルートマップを
使用して、BGPが認識するルートを制御または変更します。着信または発信ルートアップデート
に関するルートポリシーを設定できます。ルートポリシーはプレフィックス、AS_path属性な
ど、さまざまな条件で一致が必要であり、ルートを選択して受け付けるかまたは拒否します。ルー

トポリシーでパス属性を変更することもできます。

BGPピアに適用するルートポリシーを変更する場合は、そのピアの BGPセッションをリセット
する必要があります。Cisco NX-OSは、BGPセッションをリセットするため、次の 3つのメカニ
ズムをサポートしています。

•ハードリセット：ハードリセットでは、指定されたピアリングセッションが TCP接続を含
めて切断され、指定のピアからのルートが削除されます。このオプションを使用すると、BGP
ネットワーク上のパケットフローが中断します。ハードリセットは、デフォルトでディセー

ブルです。

•ソフト再構成着信：ソフト再構成着信によって、セッションをリセットすることなく、指定
されたピアのルーティングアップデートが開始されます。このオプションを使用できるの

は、着信ルートポリシーを変更する場合です。ソフト再構成着信の場合、ピアから受け取っ

たすべてのルートのコピーを保存したあとで、着信ルートポリシーを介してルートが処理さ

れます。着信ルートポリシーを変更する場合、Cisco NX-OSは変更された着信ルートポリ
シーを介して保存ルートを渡し、既存のピアリングセッションを切断することなく、ルート

テーブルをアップデートします。ソフト再構成着信の場合、まだフィルタリングされていな

いBGPルートの保存に、大量のメモリリソースを使用する可能性があります。ソフト再構成
着信は、デフォルトでディセーブルです。

•ルートリフレッシュ：ルートリフレッシュでは、着信ルートポリシーの変更時に、サポー
トするピアにルートリフレッシュ要求を送信することによって、着信ルーティングテーブル

がダイナミックにアップデートされます。リモート BGPピアは新しいルートコピーで応答
し、ローカル BGPスピーカが変更されたルートポリシーでそれを処理します。Cisco NX-OS
は自動的に、プレフィックスのアウトバウンドルートの更新をピアに送信します。

• BGPピアは、BGPピアセッションの確立時に、BGP機能ネゴシエーションの一部として、
ルートリフレッシュ機能をアドバタイズします。ルートリフレッシュは優先オプションであ

り、デフォルトでイネーブルです。
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BGPはさらに、ルート再配布、ルート集約、ルートダンプニングなどの機能にルートマップを使
用します。ルートマップの詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照し
てください。

（注）

eBGP
eBGPを使用すると、異なる ASからの BGPピアを接続し、ルーティングアップデートを交換で
きます。外部ネットワークへの接続によって、自分のネットワークから他のネットワークへ、ま

たインターネットを介して、トラフィックを転送できます。

通常、eBGPピアリングは、インターフェイスがダウンしたときにコンバージェンスが高速になる
ように、直接接続されたインターフェイス上で行う必要があります。

iBGP
iBGPを使用すると、同じ自律システム内のBGPピアを接続できます。iBGPはマルチホームBGP
ネットワーク（同じ外部自律システムに対して複数の接続があるネットワーク）に使用できます。

図に、大きい BGPネットワークの中の iBGPネットワークを示します。

図 27 : iBGPネットワーク

iBGPネットワークはフルメッシュです。各 iBGPピアは、ネットワークループを防止するため
に、他のすべての iBGPピアに対して直接接続されています。

ネイバーコンフィギュレーションモードで update-sourceが設定された単一ホップ iBGPピアで
は、ピアは高速外部フェールオーバーをサポートします。

iBGPピアリングセッションの確立には、ループバックインターフェイスを使用します。ループ
バックインターフェイスは、インターフェイスフラップが発生する可能性が小さいからです。イ

ンターフェイスフラップが発生するのは、障害またはメンテナンスが原因で、インターフェイス

が管理上アップまたはダウンになったときです。マルチホップ、高速外部フォールオーバー、AS
パス属性のサイズ制限については、eBGPの設定（390ページ）セクションを参照してください。

iBGPネットワークでは別個のインテリアゲートウェイプロトコルを設定する必要があります。（注）
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AS連合

フルメッシュの iBGPネットワークは、iBGPピア数が増えるにしたがって複雑になります。自律
システムを複数のサブ自律システムに分割し、それを 1つの連合としてまとめることによって、
iBGPメッシュを緩和できます。連合は、同じ自律システム番号を使用して外部ネットワークと通
信する、iBGPピアからなるグループです。各サブ ASはその中ではフルメッシュであり、同じ連
合内の他のサブ ASに対する少数の接続があります。

図に BGPネットワークが 2つのサブ ASと 1つの連合に分けられて表示されます。

図 28 : AS連合

この例では、AS10が 2つの AS（AS1および AS2）に分割されています。各サブ ASはフルメッ
シュですが、サブAS間のリンクは 1つだけです。AS連合を使用することによって、のフルメッ
シュ ASに比べて、リンク数を少なくできます。

ルートリフレクタ

すべての iBGPピアが完全に一致する必要がないように、ルートリフレクタが学習したルートを
ネイバーに渡すルートリフレクタ構成を使用することによって、iBGPメッシュを削減できます。

ある iBGPピアをルートリフレクタとして設定すると、そのピアが iBGPで学習したルートを一連
の iBGPネイバーに渡す役割を担います。

図に、メッシュの iBGPスピーカを 4つ（ルータA、B、C、D）使用する、単純な iBGP構成を示
します。ルートリフレクタを使用しなかった場合、外部ネイバーからルートを受け取ったルータ

Aは、3つの iBGPネイバーのすべてにルートをアドバタイズします。

図では、ルータ Bがルートリフレクタです。ルートリフレクタは、ルータ Aからアドバタイズ
されたルートを受信すると、ルータ Cと Dへのルートをアドバタイズ（リフレクト）します。
ルータ Aは、ルータ Cと Dの両方にアドバタイズする必要がなくなります。
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図 29 :ルートリフレクタ

ルートリフレクタおよびそのクライアントピアは、クラスタを形成します。ルートリフレクタ

のクライアントピアとして動作するように、すべての iBGPピアを設定する必要はありません。
ただし、完全なBGPアップデートがすべてのピアに届くように、非クライアントピアはフルメッ
シュとして設定する必要があります。

機能ネゴシエーション

BGPスピーカは機能ネゴシエーション機能を使用することによって、ピアでサポートされている
BGP拡張機能を学習できます。機能ネゴシエーションによって、リンクの両側の BGPピアがサ
ポートする機能セットだけを BGPに使用させることができます。

BGPピアが機能ネゴシエーションをサポートしない場合で、なおかつアドレスファミリが IPv4
として設定されている場合、CiscoNX-OSは機能ネゴシエーションを行わずに、ピアとの新規セッ
ションを試みます。他のマルチプロトコル設定（IPv6など）の場合は、機能ネゴシエーションが
不可欠です。

ルートダンプニング

ルートダンプニングは、インターネットワーク上でのフラッピングルートの伝搬を最小限に抑え

るBGP機能です。ルートフラップが発生するのは、使用可能ステートと使用不能ステートが短時
間で次々切り替わる場合です。

AS1、AS2、および AS3という 3つの BGP自律システムからなるネットワークの場合について考
えてみます。AS1のルートがフラップした（使用不能になった）とします。ルートダンプニング
を使用しない場合、AS1はAS2に回収メッセージを送信します。AS2はAS3にその回収メッセー
ジを伝達します。フラッピングルートが再び発生すると、AS1から AS2にアドバタイズメント
メッセージを送信し、AS2はAS3にそのアドバタイズメントを送信します。ルートの使用不能と
使用可能が繰り返されると、AS1は多数の回収メッセージおよびアドバタイズメントメッセージ
を送信することになり、それが他の自律システムに伝播します。

ルートダンプニングによって、フラッピングを最小限に抑えることができます。ルートフラップ

が発生したとします。（ルートダンプニングがイネーブルの）AS2がルートにペナルティとして
1000を割り当てます。AS2は引き続き、ネイバーにルートの状態をアドバタイズします。ルート
フラップが発生するたびに、AS2がペナルティ値を追加します。ルートフラップが頻繁に発生し
て、ペナルティが設定可能な抑制限度を超えると、AS2はフラップ回数に関係なく、ルートのア
ドバタイズを中止します。その結果、ルートが減衰（ダンプニング）します。
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ルートに与えられたペナルティは、再使用限度に達するまで減衰します。その時点で、AS2は再
びルートをアドバタイズします。再使用限度が 50%になると、AS2はそのルートのダンプニング
情報を削除します。

ルートダンプニングがイネーブルの場合は、ピアのリセットによってルートが回収されても、リ

セット中の BGPにはペナルティは適用されません。
（注）

ロードシェアリングおよびマルチパス

BGPはルーティングテーブルに、同じ宛先プレフィックスに到達する複数の等コスト eBGPまた
は iBGPパスを組み込むことができます。その場合、宛先プレフィックスへのトラフィックは、
組み込まれたすべてのパス間で共有されます。

BGPベストパスアルゴリズムでは、次の属性が同じ場合に、等コストパスと見なされます。

•重量

•ローカルプリファレンス

• AS_path

•オリジンコード

• Multi-Exit Discriminator（MED）

• BGPネクストホップまでの IGPコスト

BGPはこれら複数のパスの中から、ベストパスとして 1つだけ選択し、そのパスを BGPピアに
アドバタイズします。詳細については、「BGPの追加パス」の項を参照してください。

異なる AS連合から受け取ったパスは、外部 AS_path値およびその他の属性が同じ場合に、等コ
ストパスと見なされます。

（注）

iBGPマルチパスに関してルートリフレクタを設定すると、ルートリフレクタが、選択されたベ
ストパスをピアにアドバタイズします。そのパスのネクストホップは変更されません。

（注）

BGPの追加パス
1つの BGP最良パスだけがアドバタイズされ、BGPスピーカは特定ピアからの特定プレフィック
スの 1パスだけを受け入れます。BGPスピーカが同じセッション内で同じプレフィックスの複数
のパスを受信した場合、最新のアドバタイズメントを使用します。
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BGPは、以前のパスに代わる新しいパスなしで、BGPスピーカが同じプレフィックスに対して複
数のパスを伝播し、受け入れることを可能にする追加のパス機能をサポートします。この機能は、

BGPスピーカのピアが、プレフィックスごとの複数パスのアドバタイズおよび受信をサポートし、
また、そのパスのアドバタイズをサポートするかどうかネゴシエートすることを可能にします。

特別な 4バイトのパス IDは、ピアセッションを介して送信される同じプレフィックスに対して
複数のパスを区別するため、ネットワーク層到達可能性情報（NLRI）に追加されます。次の図
に、追加の BGPパス機能を示します。

図 30 :追加パスの機能を持つ BGPルートアドバタイズメント

BGP追加パス設定の詳細については、BGP追加パスの設定（386ページ）の項を参照してくださ
い。

ルート集約

集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用すると、固有性の強い一連のアドレスをすべて

の固有アドレスを代表する 1つのアドレスに置き換えることによって、ルートテーブルを簡素化
できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、および 10.1.3.0/24という固有性の強い 3つのアド
レスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

アドバタイズされるルートが少なくなるように、BGPルートテーブル内には集約プレフィックス
が存在します。

Cisco NX-OSは、自動ルート集約をサポートしません。（注）

ルート集約はフォワーディングループにつながる可能性があります。この問題を回避するため

に、集約アドレスのアドバタイズメントを生成するときに、BGPはローカルルーティングテーブ
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ルに、その集約アドレスに対応するサマリー廃棄ルートを自動的に組み込みます。BGPはサマリー
廃棄のアドミニストレーティブディスタンスを 220に設定し、ルートタイプを廃棄に設定しま
す。BGPはネクストホップ解決に廃棄ルートを使用しません。

ユーザが aggregate-addressコマンドを発行すると、BGPテーブルにサマリーエントリが作成さ
れますが、サマリーエントリは、集約のサブセットがテーブルで見つかるまでアドバタイズでき

ません。

BGP条件付きアドバタイズメント
BGP条件付きアドバタイズメントを使用すると、プレフィックスがBGPテーブルに存在するかど
うかに基づいてルートをアドバタイズまたは撤回するようにBGPを設定できます。この機能は、
たとえば、BGPでいずれかのプロバイダーにプレフィックスをアドバタイズするようなマルチホー
ムネットワーク（他のプロバイダーからの情報が存在しない場合のみ）で便利です。

AS1、AS2、および AS3という 3つの BGP自律システムからなるネットワークの例について考え
てみます。この例で、AS1とAS3はインターネットとAS2に接続しています。条件付きアドバタ
イズメントを使用しない場合、AS2はすべてのルートを AS1と AS3の両方にプロパゲートしま
す。条件付きアドバタイズメントを使用すれば、AS1からのルートが存在しない場合のみ（たと
えば AS1へのリンクがダウンした場合）、特定のルートを AS3にアドバタイズするように AS2
を設定できます。

BGP条件付きアドバタイズメントでは、設定されたルートマップに一致する各ルートに、存在テ
ストまたは非存在テストが追加されます。「BGP条件付きアドバタイズメントの設定」を参照し
てください。

BGPネクストホップアドレストラッキング
BGPは、インストールされているルートのネクストホップアドレスをモニタして、ネクストホッ
プの到達可能性の確認、および BGPベストパスの選択、インストール、検証を行います。BGP
ネクストホップアドレスのトラッキングを行うと、ネクストホップの到達可能性に影響を及ぼす

可能性のあるルート変更がルーティング情報ベース（RIB）で行われたときに確認プロセスをトリ
ガーすることで、このようなネクストホップ到達可能性テストの速度が向上します。

ネクストホップ情報が変更されると、BGPは RIBから通知を受信します（イベント駆動型の通
知）。BGPは、次のいずれかのイベントが発生したときに通知を受けます。

•ネクストホップが到達不能になった。

•ネクストホップが到達可能になった。

•ネクストホップへの完全再帰のインテリアゲートウェイプロトコル（IGP）メトリックが変
更された。

•ファーストホップの IPアドレスまたはファーストホップのインターフェイスが変更された。

•ネクストホップが接続された。

•ネクストホップが接続解除された。
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•ネクストホップがローカルアドレスになった。

•ネクストホップが非ローカルアドレスになった。

到達可能性および再帰メトリックイベントは、最適パスの再計算をトリガーします。（注）

RIBからのイベント通知は、クリティカルおよび非クリティカルとして分類されます。クリティ
カルおよび非クリティカルイベントの通知は、別々のバッチで送信されます。ただし、非クリ

ティカルイベントが保留中であり、クリティカルイベントを読み込む要求がある場合は、非クリ

ティカルイベントがクリティカルイベントとともに送信されます。

•クリティカルなイベントとは、異なるパスに対してスイッチオーバーの原因となるネクスト
ホップの消失など、ネクストホップの到達可能性に関連しています。異なるパスに対してス

イッチオーバーの原因となるネクストホップの IGPメトリックの変更は、クリティカルなイ
ベントと見なすことができます。

•非クリティカルなイベントとは、最適パスに影響を与えたり、単一のネクストホップに IGP
メトリックを変更したりせずに追加されるネクストホップに関連しています。

詳細については、「BGPネクストホップアドレストラッキングの設定」を参照してください。

ルートの再配布

スタティックルートまたは他のプロトコルからのルートを再配布するように、BGPを設定できま
す。再配布を指定したルートマップを設定して、どのルートがBGPに渡されるかを制御する必要
があります。ルートマップを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタ

グなどの属性に基づいて、ルートをフィルタリングできます。詳細については、Route Policy
Managerの設定（519ページ）を参照してください。

ルートマップを使用して両シナリオのデフォルト動作を無効にできますが、ルートマップの正し

くない使用によってネットワークループが発生することがあるため、そうする場合は注意が必要

です。次に、デフォルトの動作の変更にルートマップを使用する例を示します。

ルートマップの変更によって、シナリオ 1のデフォルトの動作を次のように変更できます。
route-map foo permit 10

match route-type internal
router ospf 1

redistribute bgp 100 route-map foo

同様に、ルートマップの変更によって、シナリオ 2のデフォルトの動作を次のように変更できま
す。

route-map foo deny 10
match route-type internal

router ospf 1
vrf bar
redistribute bgp 100 route-map foo
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ラベル付きユニキャストルートとラベルなしユニキャストルート

リリース7.0(3)I7(6)では、SAFI-1（ラベルなしユニキャスト）およびSAFI-4（ラベル付きユニキャ
ストルーティング）が単一セッションの IPv4 BGPでサポートされるようになりました。詳細に
ついては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Label Switching Configuration Guide、Release 7.x』を参
照してください。

BFD
この機能では、IPv4および IPv6用の双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。
BFDは、転送パスの障害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の
隣接デバイス間のサブセカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール
上のデータプレーンに分散できるため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。

BGPのBFDは eBGPピアおよび iBGPシングルホップピアでサポートされます。BFDを使用して
いる iBGPシングルホップピアのネイバー設定モードでupdate-sourceオプションを設定します。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、BGPの BFDは BGP IPv4と IPv6のプレフィックスピアで
もサポートされます。このサポートにより、BGPはマルチホップBFDを使用できるようになり、
BGPコンバージェンス時間が改善されます。プレフィックスピアでは、シングルホップ BGPと
マルチホップ BGPの両方がサポートされます。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、BFDは IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リンクロー
カルを介したBGPインターフェイスピアリングをサポートします。ただし、BFDマルチホップは
アンナンバード BGPではサポートされません。

詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

BGPの調整
BGPタイマーによって、さらにベストパスアルゴリズムの調整によって、BGPのデフォルト動作
を変更できます。

BGPタイマー

BGPでは、ネイバーセッションおよびグローバルプロトコルイベントにさまざまなタイプのタ
イマーを使用します。確立されたセッションごとに、最低限 2つのタイマーがあります。定期的
にキープアライブメッセージを送信するためのタイマー、さらに想定時間内にピアのキープアラ

イブが届かなかった場合に、セッションをタイムアウトさせるためのタイマーです。また、個々

の機能を処理するための、その他のタイマーがあります。これらのタイマーは通常、秒単位で設

定します。タイマーには、異なるBGPピアで同じタイマーが異なるタイミングでスタートするよ
うに、ランダムアジャストメントが組み込まれています。
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ベストパスアルゴリズムの調整

オプションの設定パラメータによって、ベストパスアルゴリズムのデフォルト動作を変更できま

す。たとえば、アルゴリズムでのMulti-Exit Discriminator（MED）属性およびルータ IDの扱い方
を変更できます。

マルチプロトコル BGP
Cisco NX-OSの BGPは、複数のアドレスファミリをサポートします。マルチプロトコル BGP
（MP-BGP）は、アドレスファミリに応じて異なるルートセットを伝送します。BGPではたとえ
ば、IPv4ユニキャストルーティング用のルートセットを 1つ、IPv4マルチキャストルーティン
グ用のルートセットを 1つ、さらに IPv6マルチキャストルーティング用のルートセットを 1つ
伝送できます。IPマルチキャストネットワークではリバースパスフォワーディング（RPF）の
チェックにMP-BGPを使用できます。

マルチキャストBGPではマルチキャスト状態情報をプロパゲートしないため、プロトコル独立マ
ルチキャスト（PIM）などのマルチキャストプロトコルが必要です。

（注）

マルチプロトコル BGP設定をサポートするには、ルータアドレスファミリおよびネイバーアド
レスファミリの各コンフィギュレーションモードを使用します。MP-BGPでは、設定されたアド
レスファミリごとに別々の RIBが維持されます（ユニキャスト RIBと、BGPのマルチキャスト
RIBなど）。

マルチプロトコルBGPネットワークは下位互換性がありますが、マルチプロトコル拡張機能をサ
ポートしない BGPピアは、アドレスファミリ ID情報など、マルチプロトコル拡張機能が伝送す
るルーティング情報を転送できません。

RFC 5549

BGPはRFC 5549をサポートしており、IPv4プレフィックスを IPv6ネクストホップで伝送できま
す。BGPはすべてのホップで実行されるため、すべてのルータが IPv4および IPv6トラフィック
を転送できます。したがって、ルータ間で IPv6トンネルをサポートする必要はありません。BGP
は、IPv6ルートを介した IPv4を Unicast Route Information Base（URIB）にインストールします。

Cisco NX-OSリリース9.2(2)以降では、-Rタイプのラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プ
ラットフォームスイッチは、RFC 5549をサポートします。

現在、NX-OSは IPv4ルートの IPv6再帰ネクストホップ（RNH）をサポートしていません。

RFC 6368

はじめに

このセクションでは、Cisco NX-OSのプロバイダーエッジ（PE）機能とカスタマーエッジ（CE）
機能間で内部ボーダーゲートウェイプロトコル（iBGP）がどのように実装されているかについ
て説明します。
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現在の展開で、プロバイダー/カスタマーエッジのルーティングプロトコルとして BGPを使用す
ると、VPNプロバイダー自律システム（AS）とカスタマーネットワーク自律システム間の外部
ピアリングとしてピアリングセッションが設定されます。

RFC 6368では、これらのピアがiBGPピアとして設定されるようになりました。

Cisco NX-OSリリース10.1（2）以降では、EVPN-VxLANv4およびEVPN-VxLANv6のRFC 6368サ
ポートが有効になっています。

Cisco NX-OS DCファブリック展開は、DC内のVPN設定の一部として、EVPN-VxLAN、EVPN-SR
/ MPLS、L3VPN-MPLS、およびL3VPN-SRv6をサポートします。

フレームワーク

Cisco NX-OSリリース10.1（2）以降では、iBGP PE-CE機能を導入しています。

• as-overrideを使用した外部 Border Gateway Protocol（eBGP）を展開せずに、VRFの複数のサ
イトで単一の自律システム番号（ASN）を持つことができます。

•プロバイダーコアがまるで 1つの透過ルートリフレクタ（RR）のように機能する、CEルー
タへの内部ルートリフレクションを提供したいと考えます。

この機能を使用VRFサイトは、プロバイダーコアと同じ ASNを持つことができます。ただし、
VRFサイトのASNがプロバイダーコアのASNと異なっている場合は、この機能のローカル自律
システム（AS）を使用して、同じであるように表示できます。

iBGP PE-CEの実装

この機能を動作させるのは、次の 2つの主要部分です。

•プロバイダーコアで VPN BGP属性を透過的に伝送するために、新しい属性である ATTR_SET

が BGPプロトコルに追加されました。

• PEルータを VRFの CEルータへの iBGPセッションの RR、および VPNv4ネイバー（他の
PEルータまたは RR）への RRとして機能させます。

新しい ATTR_SET属性ではプロバイダーがカスタマーの BGP属性すべてを透過的に伝送でき、プ
ロバイダー属性や BGPポリシーに干渉することがありません。こうした属性にはクラスタリス
ト、ローカル設定などがあります。

BGPカスタマールート属性

ATTR_SETは、プロバイダーカスタマーの VPN BGP属性を伝送するために使用される、新しい
BGP属性です。これは過渡的なオプション属性です。この属性では、Local Preference、Med、
Origin、AS Path、Originator ID、Cluster list属性がプロバイダーネットワーク全体で伝送されます。
ATTR_SET属性の形式は次のとおりです。

+------------------------------+
| Attr Flags�O | T�Code = 128 |
+------------------------------+
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| Attr. Length (1 or 2 octets) |
+------------------------------+
| Origin AS (4 octets) |
+------------------------------+
|Path Attributes (variable) |
+------------------------------+

•属性フラグは、通常の BGP属性フラグです。

•属性の長さは、この属性の長さが 1オクテットであるか 2オクテットであるかを示します。

• Origin ASフィールドある ASで発生するルートが、適切な AS_PATH操作を行われずに、別の

ASにリークされないようにします。

•可変長-のパス属性フィールドには、プロバイダーコアで伝送されなければならないVPNBGP
属性が含まれます。

iBGP PE-CEの実装の詳細については、「iBGP PE-CE機能の IOS実装」を参照してください。

次に、iBGPカスタマーエッジデバイスのPEデバイスでのBGPネイバー設定の例を示します。
router bgp 200
vrf nxbgp3-leaf2-2
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map ALLOW-ALL
address-family ipv6 unicast
redistribute static route-map ALLOW-ALL
neighbor 101.101.101.101 remote-as 200
description ibgp sample config
internal-vpn-client (1)
address-family ipv4 unicast
route-reflector-client (2)
next-hop-self (3)

BGPモニタリングプロトコル
BGPモニタリングプロトコル（BMP）は、BGPアップデートとピア統計情報をモニタし、すべ
ての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされます。

このプロトコルを使用して、BGPスピーカーは外部 BMPサーバに接続し、BGPイベントに関す
る情報を送信します。1つの BGPスピーカーに最大 2つの BMPサーバを設定でき、各 BGPピア
はBMPサーバのすべてまたはサブセットによるモニタリング用に設定できます。BGPスピーカー
は、BMPサーバからの情報を受け入れません。

グレースフルリスタートおよびハイアベイラビリティ

Cisco NX-OSは、BGPに対してノンストップフォワーディングとグレースフルリスタートをサ
ポートしています。

BGPルーティングプロトコル情報がフェールオーバー後に復元されている間に、転送情報ベース
（FIB）内の既知のルートでデータパケットを転送するように、BGPの無停止フォワーディング
（NSF）を使用できます。NSFでは、BGPピアはルーティングフラップと無縁です。フェール
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オーバー時に、データトラフィックはインテリジェントモジュール経由で転送され、スタンバイ

スーパーバイザがアクティブになります。

Cisco NX-OSルータでコールドリブートが発生した場合、ネットワークはルータへのトラフィッ
ク転送を中止し、ネットワークトポロジからルータを削除します。この状況では、BGPは非グ
レースフルリスタートになり、すべてのルートが削除されます。Cisco NX-OSがスタートアップ
コンフィギュレーションを適用すると、BGPはピアリングセッションを再び確立して、ルートを
再学習します。

Cisco NX-OSデュアルスーパーバイザ構成のルータでは、ステートフルスーパーバイザスイッチ
オーバーが実行されます。スイッチオーバーの間、BGPは無停止フォワーディングを使用し、FIB
の情報に基づいてトラフィックを転送します。システムがネットワークトポロジから取り除かれ

ることはありません。ネイバーが再起動しているルータは、「ヘルパー」と呼ばれます。スイッ

チオーバー後、グレースフルリスタート動作が開始されます。この処理が進行中の際、2つのルー
タはネイバー関係を再確立し、これらのBGPルートを交換します。それらネイバー関係が再起動
したとしても、ヘルパーは再起動中のピアを指すプレフィックスを転送し続け、再起動中のルー

タはピアへトラフィックを転送し続けます。再起動中のルータがグレースフルリスタート可能な

すべての BGPピアを持つ場合、グレースフルリスタートが完了し、BGPは再び動作可能なネイ
バーを通知します。

グレースフルリスタート動作中であることがルータで検出されると、両方のルータがそれぞれの

トポロジテーブルを交換します。すべての BGPピアからルートアップデートを受信したルータ
は、古いルートをすべて削除し、アップデートされたルートでベストパスアルゴリズムを実行し

ます。

スイッチオーバーが完了すると、Cisco NX-OSは実行コンフィギュレーションを適用し、BGPは
自身が再度使用可能になったことをネイバーに通知します。

ネイバーコンフィギュレーションモードで update-sourceが設定された単一ホップ iBGPピアで
は、ピアは高速外部フェールオーバーをサポートします。

Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降、BGPプレフィックスピアはグレースフルリスタートをサポー
トします。

追加BGPパス機能により、特定のプレフィックスにアドバタイズされるパス数が再起動の前後で
同じ場合、パス IDの選択は古いパスの最終状態および削除を保証します。いくつかのパスが指定
されたプレフィックスにアドバタイズされる場合、古いパスがグレースフルリスタートヘルパー

ピアに発生する可能性があります。

メモリ不足の処理

BGPは、次の条件でメモリ不足に対処します。

•マイナーアラート：BGPは新しい eBGPピアを確立しません。BGPは新しい iBGPピアおよ
び連合ピアの確立は続行します。ピアは存続しますが、リセットピアは再確立されません。

•重大アラート：BGPは、メモリアラートがマイナーになるまで、選択した確立済み eBGPピ
アを 2分おきにシャットダウンします。eBGPピアごとに、受信したパスの合計数と最適パ
スとして選択されたパスの数の比率が計算されます。比率が最高のピアが、メモリ使用状況

を削減するためのシャットダウン対象として選択されます。オシレーションを回避するため
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に、シャットダウンされた eBGPピアを復帰する前にその eBGPピアをクリアする必要があ
ります。

重要な eBGPピアをこの選択プロセスから除外できます。（注）

•クリティカルアラート：BGPは確立されたすべてのピアを正常にシャットダウンします。
シャットダウンされた eBGPピアを復帰する前にその eBGPピアをクリアする必要がありま
す。

メモリ不足状態によるシャットダウンからBGPピアを除外する方法の詳細については、「BGPの
調整」を参照してください。

仮想化のサポート

1個の BGPインスタンスを設定できます。BGPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インス
タンスをサポートします。

拡張 BGPの前提条件
拡張 BGPの前提条件は次のとおりです。

• BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

•システムに有効なルータ IDを設定しておく必要があります。

• Regional Internet Registry（RIR）によって割り当てられたか、またはローカル管理の AS番号
を取得しておく必要があります。

•ネイバー関係を作成しようとするピアに到達可能でなければなりません（Interior Gateway
Protocol（IGP）、スタティックルート、直接接続など）。

• BGPセッションを確立するネイバー環境で、アドレスファミリを明示的に設定する必要があ
ります。

拡張 BGPに関する注意事項と制限事項
拡張 BGP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、コマンドの動作が変更された 3つのシナリオがあります。

• Router bgp 1
Template peer abc

Ttl-security hops 30
Neighbor 1.2.3.4

Inherit peer abc
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後で ebgp-multihop 20コマンドを入力すると、ttl-security hops 30コマンドが存在するた
め、設定はブロックされます。Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、設定はブロックされ
なくなりました。ただし、ttl-securityhopsコマンドが優先され、有効な機能になります。

• Router bgp 1
Template peer abc

Ebgp-multihops 20
Neighbor 1.2.3.4

Inherit peer abc

後で ttl-security hops 30コマンドを入力すると、ebgp-multihop 20コマンドが存在するた
め、設定はブロックされます。Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、設定はブロックされ
なくなりました。ただし、ここでも ttl-security hopsコマンドが優先され、有効な機能な
ります。

• Router bgp 1
Template peer abc

Remote-as 1
Neighbor 1.2.3.4

Inherit peer abc

後で ttl-security hops 30または ebgp-multihop 20コマンドを入力すると、ブロックされま
す。Cisco NX-OSリリース 9.3(5)以降、設定はブロックされなくなりました。ただし、
ピアが iBGPピアになる remote-asコマンドが優先されるため、これらの機能はオフにな
ります。

•プレフィックスピアリングは、パッシブ TCPモードでのみ動作します。ピアアドレスがプ
レフィックス内にある場合、リモートピアからの着信接続を受け入れます。

• Cisco NX-OS 9.3(5)以降、vPCピアへの TTL値が 1のパケットは、転送されるハードウェア
です。

• advertise-mapsコマンドを複数回設定することはサポートされていません。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更して同じ名前を使用しないでください。たとえ

ば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピア設定は、BGPテンプレートから継承した個々のAS
番号の設定よりも優先します。

• AS連合でプレフィックスピアにダイナミック AS番号を設定した場合、BGPはローカル連
合の AS番号のみでセッションを確立します。

•ダイナミックAS番号プレフィックスピアで作成されたBGPセッションは、設定済みの eBGP
マルチホップ存続可能時間（TTL）値や直接接続ピアに対するディセーブル済みのチェック
を無視します。

•ルータ IDの自動変更およびセッションフラップを避けるために、BGP用のルータ IDを設定
します。

•ピアごとに最大プレフィックス設定オプションを使用し、受信するルート数および使用する
システムリソース数を制限してください。
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• update-sourceを設定し、eBGPマルチホップセッションでセッションを確立します。

•再配布を設定する場合は、BGPルートマップを指定します。

• VRF内で BGPルータ IDを設定します。

•キープアライブおよびホールドタイマーの値を小さくすると、ネットワークでセッションフ
ラップが発生する可能性があります。

• BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルート
マップに追加 deny文を挿入します。

• iBGPの単一ホップピアに対して BFDを有効にするには、物理インターフェイスの
update-sourceオプションを設定します。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(3)以降では、BGPの BFDは BGP IPv4と IPv6のプレフィックスピ
アでサポートされます。

• VLANには、次の注意事項および制約事項が remove-private-as コマンドに適用されます。

•これは、eBGPピアにだけ適用されます。

•ネイバーコンフィギュレーションモードだけで設定可能となり、ネイバーアドレスファ
ミリモードでは設定できません。

• ASパスにプライベートとパブリック AS番号を含める場合、プライベート AS番号は削
除されません。

• ASパスに eBGPネイバーの AS番号が含まれている場合、プライベート AS番号は削除
されません。

•その ASパス内のすべての AS番号がプライベート AS番号範囲に属する場合のみ、プラ
イベート AS番号は削除されます。ピアの AS番号または非プライベート AS番号が AS
パスセグメントに存在する場合、プライベート AS番号は削除されません。

• aggregate-addressを使用する場合 コマンドを使用して集約アドレスを設定し、

suppress-fib-pending コマンドを使用して BGPルートを抑制するコマンドを使用する場合、
集約のロスレストラフィックを BGPまたはシステムトリガーで保証できません。

•スイッチでFIB抑制をイネーブルにし、ルートプログラミングがハードウェアで失敗すると、
BGPはハードウェアでローカルにプログラミングされていないルートをアドバタイズします。

•ネイバー、テンプレートピア、テンプレートピアセッション、またはテンプレートピアポ
リシーコンフィギュレーションモードでコマンドを無効にした場合（ inherit peer または
inherit peer-session コマンドが存在する場合）、 default キーワードを使用してコマンドをデ
フォルトの状態に戻す必要があります。たとえば、実行コンフィギュレーションから default
update-source loopback 0 コマンドを無効にするには、 update-source loopback 0 コマンドを
入力する必要があります。

• route-reflectorクライアントに next-hop-selfが設定されている場合、ルートリフレクタは自身
をネクストホップとしてクライアントにルートをアドバタイズします。
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•重み付き ECMPに次の注意事項および制約事項が適用されます。

•重み付き ECMP機能は、IPv4アドレスファミリでのみサポートされます。

• BGPは、draft-ietf-idr-link-bandwidth-06.txtで定義されているリンク帯域幅EXTCOMMを使
用して、重み付けECMP機能を実装します。

• BGPは、eBGPピアと iBGPピアの両方から受け入れることができます。

• IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リンクローカルを介した BGPインターフェイス
ピアリングには、次の注意事項と制限事項が適用されます。

•この機能は、複数のインターフェイス間で同じリンクローカルアドレスを設定すること
をサポートしていません。

•この機能は、論理インターフェイス（ループバック）ではサポートされていません。イー
サネットインターフェイス、ポートチャネルインターフェイス、サブインターフェイ

ス、およびブレークアウトインターフェイスのみがサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降では、VLANインターフェイスがサポートされます。

•この機能は、リンクローカルアドレスを持つ IPv6対応インターフェイスでのみサポート
されます。

•この機能は、設定されたプレフィックスピアとインターフェイスのリモートピアが同じ
場合はサポートされません。

•次のコマンドはネイバーインターフェイスコンフィギュレーションモードではサポー
トされていません。

• disable-connected-check

• maximum-peers

• update-source

• ebgp-multihop

• BFDマルチホップおよび次のコマンドは、IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リ
ンクローカルを介した BGPインターフェイスピアリングではサポートされません。

• bfd-multihop

• bfd multihop interval

• bfd multihop authentication

• BGPでは、ルートアドバタイズメントのコンバージェンス時間が短縮されます。ルート
アドバタイズメント（RA）リンクレベルプロトコルの検出を高速化するには、IPv4お
よび IPv6アドレスファミリの IPv6リンクローカル経由BGPインターフェイスピアリン
グを使用する各 IPv6対応インターフェイスで次のコマンドを入力します。
interface Ethernet port/slot
ipv6 nd ra-interval 4 min 3
ipv6 nd ra-lifetime 10
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•リンクローカルでBGPネイバーを設定する場合は、TCAM「in-sup」を512から768にカスタマ
イズする必要があります。

デフォルト設定
高度な BGPパラメータのデフォルト設定値を表に示します。

デフォルトパラメータ

ディセーブルBGP機能

ディセーブルBGPの追加パス

60秒キープアライブインターバル

180秒ホールドタイマー

有効（Enabled）ダイナミック機能

Configuring Advanced BGP

インターフェイスでの IP転送の有効化
RFC 5549を使用するには、少なくとも 1つの IPv4アドレスを設定する必要があります。IPv4ア
ドレスを設定しない場合は、RFC 5549を使用するように IP転送機能を有効にする必要がありま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. ip forward

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。interface type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイスに IPアドレスが設定されていない
場合でも、そのインターフェイスで IPv4トラフィッ
クを許可します。

ip forward

例：

switch(config-if)# ip forward

Step 3

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

BGPセッションテンプレートの設定
BGPセッションテンプレートを使用すると、類似した設定が必要な複数の BGPピアで、BGPの
設定を簡素化できます。BGPテンプレートによって、共通のコンフィギュレーションブロックを
再利用できます。先に BGPテンプレートを設定し、BGPピアにテンプレートを適用します。

BGPセッションテンプレートでは、継承、パスワード、タイマー、セキュリティなどのセッショ
ン属性を設定できます。

peer-sessionテンプレートは、別の peer-sessionテンプレートからの継承が可能です。第 3のテンプ
レートから継承するように第 2テンプレートを設定できます。さらに最初のテンプレートもこの
第3のテンプレートから継承させることができます。この間接継承を続けることができるpeer-session
テンプレートの数は、最大 7つです。

ネイバーに設定した属性は、ネイバーが BGPテンプレートから継承した属性よりも優先されま
す。

始める前に

BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

テンプレートを編集するときには、ピアまたはテンプレートのレベルでno形式のコマンドを使用
すると、テンプレートの設定を明示的に上書きできます。属性をデフォルトの状態にリセットす

るには、default形式のコマンドを使用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number
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3. template peer-session template-name

4. （任意） password number password

5. （任意） timers keepalive hold

6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. inherit peer-session template-name

9. （任意） description text

10. （任意） show bgp peer-session template-name

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

peer-sessionテンプレートコンフィギュレーション
モードを開始します。

template peer-session template-name

例：

Step 3

switch(config-router)# template
peer-session BaseSession
switch(config-router-stmp)#

ネイバーにクリアテキストのパスワード「test」を
追加します。パスワードは 3DES（タイプ 3暗号形
式）で保存および表示されます。

（任意） password number password

例：

switch(config-router-stmp)# password 0
test

Step 4

peer-sessionテンプレートに BGPキープアライブお
よびホールドタイマー値を追加します。

（任意） timers keepalive hold

例：

Step 5

デフォルトのキープアライブインターバルは 60で
す。デフォルトのホールドタイムは 180です。

switch(config-router-stmp)# timers 30 90

peer-sessionテンプレートコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

Step 6

switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティング用のネイバーコンフィギュレー
ションモードを開始し、ネイバー IPアドレスを設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

switch(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

Step 7

ピアに peer-sessionテンプレートを適用します。inherit peer-session template-name

例：

Step 8

switch(config-router-neighbor)# inherit
peer-session
BaseSession
switch(config-router-neighbor)#

ネイバーの説明を追加します。（任意） description text

例：

Step 9

switch(config-router-neighbor)#
description Peer Router A
switch(config-router-neighbor)#

peer-policyテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-session template-name

例：

Step 10

switch(config-router-neighbor)# show bgp
peer-session BaseSession

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configStep 11

例： show bgp neighborコマンドを使用し、コマンドを
実行して、適用されたテンプレートを確認します。switch(config-router-neighbor)# copy

running-config startup-config

例

BGP peer-sessionテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer-session BaseSession
switch(config-router-stmp)# timers 30 90
switch(config-router-stmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# description Peer Router A
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config
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BGP peer-policyテンプレートの設定
peer-policyテンプレートを設定すると、特定のアドレスファミリに対応する属性を定義できます。
各 peer-policyテンプレートにプリファレンスを割り当て、指定した順序でテンプレートが継承さ
れるようにします。ネイバーアドレスファミリでは最大 5つの peer-policyテンプレートを使用で
きます。

Cisco NX-OSは、プリファレンス値を使用して、アドレスファミリの複数のピアポリシーを評価
します。プリファレンス値が最小のものが最初に評価されます。ネイバーに設定した属性は、ネ

イバーが BGPテンプレートから継承した属性よりも優先されます。

peer-policyテンプレートでは、AS-pathフィルタリスト、プレフィックスリスト、ルートリフレ
クション、ソフト再構成など、アドレスファミリ固有の属性を設定できます。

show bgp neighborコマンドを使用し、コマンドを実行して、適用されたテンプレートを確認しま
す。テンプレートで使用できる全コマンドの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Unicast Routing Command Reference』を参照してください。

（注）

始める前に

BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

テンプレートを編集するときには、ピアまたはテンプレートのレベルでno形式のコマンドを使用
すると、テンプレートの設定を明示的に上書きできます。属性をデフォルトの状態にリセットす

るには、default形式のコマンドを使用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer-session template-name

4. （任意） advertise-active-only

5. （任意） maximum-prefix number

6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. address-family {ipv4 | ipv6} {multicast | unicast}
9. inherit peer-policy template-name preference

10. （任意） show bgp peer-policy template-name

11. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

BGPを有効にして、ローカル BGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

peer-policyテンプレートを作成します。template peer-session template-name

例：

Step 3

switch(config-router)# template
peer-policy BasePolicy
switch(config-router-ptmp)#

アクティブルートのみをピアにアドバタイズしま

す。

（任意） advertise-active-only

例：

Step 4

switch(config-router-ptmp)#
advertise-active-only

このピアに認めるプレフィックスの最大数を設定し

ます。

（任意） maximum-prefix number

例：

Step 5

switch(config-router-ptmp)#
maximum-prefix 20

peer-policyテンプレートコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

Step 6

switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバーコンフィギュレー
ションモードを開始し、ネイバー IPアドレスを設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

switch(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

Step 7

指定のアドレスファミリに対しグローバルアドレ

スファミリ設定モードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} {multicast | unicast}

例：

Step 8

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#
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目的コマンドまたはアクション

ピアアドレスファミリ設定にpeer-policyテンプレー
トを適用し、このピアポリシーのプリファレンス値

を割り当てます。

inherit peer-policy template-name preference

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
inherit peer-policy BasePolicy 1

Step 9

peer-policyテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-policy template-name

例：

Step 10

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp peer-policy BasePolicy

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configStep 11

例： show bgp neighborコマンドを使用し、コマンドを
実行して、適用されたテンプレートを確認します。switch(config-router-neighbor-af)# copy

running-config startup-config

例

BGP peer-policyテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer-session BasePolicy
switch(config-router-ptmp)# maximum-prefix 20
switch(config-router-ptmp)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.1 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BGP peerテンプレートの設定
BGP peerテンプレートを設定すると、1つの再利用可能なコンフィギュレーションブロックで、
セッション属性とポリシー属性を結合することができます。peerテンプレートも、peer-sessionま
たは peer-policyテンプレートを継承できます。ネイバーに設定した属性は、ネイバーがBGPテン
プレートから継承した属性よりも優先されます。ネイバーに設定できる peerテンプレートは 1つ
だけですが、peerテンプレートは peer-sessionおよび peer-policyテンプレートを継承できます。

peerテンプレートは、eBGPマルチホップTTL、最大プレフィックス数、ネクストホップセルフ、
タイマーなど、セッション属性およびアドレスファミリ属性をサポートします。

始める前に

BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。
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テンプレートを編集するときには、ピアまたはテンプレートのレベルでno形式のコマンドを使用
すると、テンプレートの設定を明示的に上書きできます。属性をデフォルトの状態にリセットす

るには、default形式のコマンドを使用する必要があります。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. template peer template-name

4. （任意） inherit peer-session template-name

5. （任意） address-family {ipv4|ipv6} {multicast|unicast}
6. （任意） inherit peer-policy template-name

7. exit

8. （任意） timers keepalive hold

9. exit
10. neighbor ip-address remote-as as-number

11. inherit peer template-name

12. （任意） timers keepalive hold

13. （任意） show bgp peer-template template-name

14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535

peerテンプレートコンフィギュレーションモード
を開始します。

template peer template-name

例：

Step 3

switch(config-router)# template peer
BasePeer

ピアテンプレートに peer-sessionテンプレートを適
用します。

（任意） inherit peer-session template-name

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)# inherit
peer-session BaseSession
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目的コマンドまたはアクション

指定のアドレスファミリに対しグローバルアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードを設定

します。

（任意） address-family {ipv4|ipv6}
{multicast|unicast}

例：

Step 5

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)

ネイバーアドレスファミリ設定に peer-policyテン
プレートを適用します。

（任意） inherit peer-policy template-name

例：

Step 6

switch(config-router-neighbor-af)#
inherit peer-policy BasePolicy 1

BGPネイバーアドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

Step 7

switch(config-router-neighbor-af)# exit

ピアに BGPタイマー値を追加します。（任意） timers keepalive holdStep 8

例： これらの値によって、peer-sessionテンプレート、
BaseSessionのタイマー値が上書きされます。switch(config-router-neighbor)# timers

45 100

BGPネイバーコンフィギュレーションモードを終
了します。

exit

例：

Step 9

switch(config-router-neighbor)# exit

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始
し、ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 10

switch(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

peerテンプレートを継承します。inherit peer template-name

例：

Step 11

switch(config-router-neighbor)# inherit
peer BasePeer

このネイバーに BGPタイマー値を追加します。（任意） timers keepalive holdStep 12

例： これらの値によって、peerテンプレートおよび
peer-sessionテンプレートのタイマー値が上書きされ
ます。

switch(config-router-neighbor)# timers
60 120

peerテンプレートを表示します。（任意） show bgp peer-template template-name

例：

Step 13

switch(config-router-neighbor)# show
bgp peer-template BasePeer
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-configStep 14

例： show bgp neighborコマンドを使用し、コマンドを
実行して、適用されたテンプレートを確認します。switch(config-router-neighbor)# copy

running-config startup-config

例

BGP peerテンプレートを設定して、BGPピアに適用する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# template peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# inherit peer-session BaseSession
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# inherit peer-policy BasePolicy 1
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# inherit peer BasePeer
switch(config-router-neighbor)# copy running-config startup-config

プレフィックスピアリングの設定

BGPでは、IPv4と IPv6の両方のプレフィックスを使用してピアセットを定義できます。この機
能を使用すると、各ネイバーを設定に追加する必要がありません。

プレフィックスピアリングを定義する場合は、プレフィックスとともにリモート AS番号を指定
する必要があります。プレフィックスピアリングが設定されている許容最大ピア数を超えない場

合、BGPはプレフィックスおよび自律システムから接続するピアを受け付けます。

プレフィックスピアリングに含まれているBGPピアが切断されると、Cisco NX-OSは定義されて
いるプレフィックスピアタイムアウト値まで、ピア構造を維持します。この場合、そのプレフィッ

クスピアリングのすべてのスロットを他のピアが使い果たした結果、ブロックされるという危険

性を伴わずに、確立されたピアのリセットまたは再接続が可能になります。

手順の概要

1. timers prefix-peer-timeout value

2. maximum-peers value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードで BGPプレ
フィックスピアリングのタイムアウト値を設定しま

timers prefix-peer-timeout value

例：

Step 1

す。有効な範囲は 0～ 1200秒です。デフォルト値は
30です。

switch(config-router-neighbor)# timers
prefix-peer-timeout 120
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目的コマンドまたはアクション

プレフィックスピアの場合は、プレフィッ

クスピアタイムアウトを、設定されたグ

レースフルリスタートタイマーよりも大

きく設定します。プレフィックスピアタ

イムアウトがグレースフルリスタートタ

イマーよりも大きければ、ピアのルートは

再起動中に保持されます。プレフィックス

ピアタイムアウトがグレースフルリスター

トタイマーよりも小さいと、ピアのルート

はプレフィックスピアタイムアウトによっ

て消去されます。これは、再起動が完了す

る前に発生する可能性があります。

（注）

ネイバー設定モードのこのプレフィックスピアリン

グの最大ピア数を設定します。範囲は 1～ 1000で
す。

maximum-peers value

例：

switch(config-router-neighbor)#
maximum-peers 120

Step 2

例

最大 10のピアを受け付けるプレフィックスピアリングの設定例を示します。
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# timers prefix-peer-timeout 120
switch(config-router)# neighbor 10.100.200.0/24 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# maximum-peers 10
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

show bgp ipv4 unicast neighborsコマンドを使用し、すると、所定のプレフィックスピア
リングの設定の詳細とともに、現在受け付けられているインスタンスのリスト、アクティ

ブピア数、最大同時ピア数、および受け付けたピアの合計数を表示できます。

IPv4および IPv6アドレスファミリ向け IPv6リンクローカル経由のBGP
インターフェイスピアリングの設定

アンナンバードインターフェイスを使用した自動 BGPネイバー探索のために、IPv4および IPv6
アドレスファミリの IPv6リンクローカルを経由して、BGPインターフェイスピアリングを設定
できます。これにより、インターフェイス名を（インターフェイススコープのアドレスではなく）

BGPピアとして使用する BGPセッションを設定できます。この機能は、ICMPv6ネイバー探索
（ND）のルートアドバタイズメント（RA）を使用して自動ネイバー探索を行い、RFC 5549を使
用して IPv6ネクストホップで IPv4ルートを送信します。
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始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor interface-name remote-as {as-number | route-map map-name}
4. inherit peer template-name

5. address-family {ipv4 | ipv6} unicast

6. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} unicast neighbors interface

7. （任意） show ip bgp neighbors interface-name

8. （任意） show ipv6 routers [interface interface]
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

BGPを有効にして、ローカルBGPスピーカに自律シ
ステム番号を割り当てます。AS番号は 16ビット整

router bgp autonomous-system-number

例：

Step 2

数または 32ビット整数にできます。上位 16ビットswitch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# 10進数と下位 16ビット 10進数による xx.xxという

形式です。

BGPルーティングのためにルータをネイバー設定モー
ドにして、インターフェイスをBGPピア用に設定し
ます。

neighbor interface-name remote-as {as-number |
route-map map-name}

例：

Step 3

指定できるのは、イーサネットインター

フェイス、ポートチャネルインターフェイ

ス、サブインターフェイス、およびブレー

クアウトインターフェイスだけです。

Cisco NX-OSリリース9.3(6)以降では、ルー
トマップを指定でき、ASリストを含めら
れるルートマップを指定できます。ダイナ

ミック AS番号の使用の詳細については、
プレフィックスピアおよびインターフェイ

スピアのダイナミック AS番号（311ペー
ジ）を参照してください。

（注）switch(config-router)# neighbor
Ethernet1/1 remote-as route-map Testmap
switch(config-router-neighbor)#
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目的コマンドまたはアクション

peerテンプレートを継承します。inherit peer template-name

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)# inherit peer PEER

指定のアドレスファミリに対しグローバルアドレス

ファミリ設定モードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 5

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

BGPピアに関する情報を表示します。（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} unicast neighbors
interface

Step 6

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv4 unicast neighbors e1/25

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp ipv6 unicast neighbors 3FFE:700:20:1::11

BGPピアとして使用されるインターフェイスを表示
します。

（任意） show ip bgp neighbors interface-name

例：

Step 7

switch(config-router-neighbor-af)# show ip bgp
neighbors Ethernet1/1

IPv6 ICMPルータアドバタイズメントによって学習
されたリモート IPv6ルータのリンクローカルアド
レスを表示します。

（任意） show ipv6 routers [interface interface]

例：

switch(config-router-neighbor-af)# show ipv6
routers interface Ethernet1/1

Step 8

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

この例は、ルートマップを使用して、IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リンク
ローカル経由で、BGPインターフェイスピアリングを設定する例を示します。

リーフ 1の iBGPインターフェイスピアリング設定：
switch# configure terminal
switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)# match as-number 100-200, 300, 400
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 65000
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switch(config-router)# neighbor Ethernet1/1 remote-as route-map Testmap
switch(config-router-neighbor)# inherit peer PEER
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

次に、IPv4および IPv6アドレスファミリの IPv6リンクローカル経由での、BGPインター
フェイスピアリングのサンプル出力例を示します。

switch(config-router-neighbor)# show bgp ipv4 unicast neighbors e1/15.1
BGP neighbor is fe80::2, remote AS 100, ibgp link, Peer index 4
Peer is an instance of interface peering Ethernet1/15.1
BGP version 4, remote router ID 5.5.5.5
Neighbor previous state = OpenConfirm
BGP state = Established, up for 2d16h
Neighbor vrf: default
Peer is directly attached, interface Ethernet1/15.1
Last read 00:00:54, hold time = 180, keepalive interval is 60 seconds
Last written 00:00:08, keepalive timer expiry due 00:00:51
Received 3869 messages, 0 notifications, 0 bytes in queue
Sent 3871 messages, 0 notifications, 0(0) bytes in queue
Enhanced error processing: On
0 discarded attributes
Connections established 2, dropped 1
Last reset by peer 2d16h, due to session closed
Last error length received: 0
Reset error value received 0
Reset error received major: 104 minor: 0
Notification data received:
Last reset by us never, due to No error
Last error length sent: 0
Reset error value sent: 0
Reset error sent major: 0 minor: 0
--More--

インターフェイスコンフィギュレーション：

次のいずれかのコマンドを使用して、対応するインターフェイスで IPv6を有効にする必
要があります。

• ipv6 address ipv6-address

• ipv6 address use-link-local-only

• ipv6 link-local link-local-address

switch# configure terminal
switch(config)# interface Ethernet1/1
switch(config-if)# ipv6 address use-link-local-only

インターフェイスで IPv4アドレスが設定されていない場合は、ip forwardコマンドをイ
ンターフェイスで設定して IPv4転送を有効にする必要があります。

（注）
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IPv6NDタイマーを調整して、ネイバー探索を高速化し、BGPのルートコンバージェンス
を高速化できます。

switch(config-if)# ipv6 nd ra-interval 4 min 3
switch(config-if)# ipv6 nd ra-lifetime 10

（注）

Cisco NX-OSリリース 9.3(6)以降で、パラレルリンクを使用するカスタマーの導入では、
インターフェイスモードで次のコマンドを追加する必要があります。

switch(config-if)# ipv6 link-local use-bia

このコマンドは、異なるインターフェイス間での IPv6 LLAを一意にします。

（注）

BGP認証の設定
MD5ダイジェストを使用してピアからのルート更新を認証するように、BGPを設定できます。

MD5ダイジェストを使用するように BGPを設定するには、ネイバーコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. password {0 | 3 | 7} string

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

MGPネイバーセッションのMD5パスワードを設定
します。

password {0 | 3 | 7} string

例：

Step 1

switch(config-router-neighbor)# password
BGPpassword

BGPセッションのリセット
BGPのルートポリシーを変更した場合は、関連付けられた BGPピアセッションをリセットする
必要があります。BGPピアがルートリフレッシュをサポートしない場合は、着信ポリシー変更に
関するソフト再構成を設定できます。Cisco NX-OSは自動的に、セッションのソフトリセットを
試みます。

ソフト再構成着信を設定するには、ネイバーアドレスファミリ設定モードで次のコマンドを使用

します。
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手順の概要

1. soft-reconfiguration inbound

2. （任意） clear bgp {ipv4 | ipv6 } {unicast | multicast ip-address soft {in | out}
3. clear bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} ip-address soft (in | out)

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

着信BGPルートアップデートを格納するために、ソ
フト再構成をイネーブルにします。このコマンドに

soft-reconfiguration inbound

例：

Step 1

よって、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリ
アまたはリフレッシュが開始されます。

switch(config-router-neighbor-af)#
soft-reconfiguration inbound

TCPセッションを切断しないで、BGPセッションを
リセットします。

（任意） clear bgp {ipv4 | ipv6 } {unicast | multicast
ip-address soft {in | out}

例：

Step 2

switch# clear bgp ip unicast 192.0.2.1 soft in

TCPセッションを切断しないで、BGPセッションを
リセットします。

clear bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} ip-address
soft (in | out)

例：

Step 3

switch# clear bgp ip unicast 192.0.2.1
soft in

ネクストホップアドレスの変更

次の方法で、ルートアドバタイズメントで使用するネクストホップアドレスを変更できます。

•ネクストホップ計算をディセーブルにして、ローカルBGPスピーカアドレスをネクストホッ
プアドレスとして使用します。

•ネクストホップアドレスをサードパーティアドレスとして設定します。この機能は、元のネ
クストホップアドレスがルートの送り先のピアと同じサブネット上にある場合に使用しま

す。この機能を使用すると、フォワーディング時に余分なホップを節約できます。

ネクストホップアドレストラッキングを変更するには、アドレスファミリコンフィギュレーショ

ンモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. next-hop-self
2. next-hop-third-party
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルートアップデートのネクストホップアドレスとし

て、ローカルBGPスピーカアドレスを使用します。
next-hop-self

例：

Step 1

このコマンドによって、BGPネイバーセッションのswitch(config-router-neighbor-af)#
next-hop-self 自動ソフトクリアまたはリフレッシュが開始されま

す。

ネクストホップアドレスをサードパーティアドレス

として設定します。このコマンドは、next-hop-self

next-hop-third-party

例：

Step 2

が設定されていないシングルホップの EBGPピアに
使用します。 configured.

switch(config-router-neighbor-af)#
next-hop-third-party

BGPネクストホップアドレストラッキングの設定
BGPネクストホップアドレストラッキングはデフォルトで有効であり、無効にすることができ
ません。

BGPネクストホップトラッキングのパフォーマンスを向上するために、RIBチェック間の遅延イ
ンターバルを変更できます。

BGPネクストホップアドレストラッキングを変更するには、アドレスファミリ設定モードで次
のコマンドを使用します。

手順の概要

1. nexthop trigger-delay {critical | non-critical} milliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

クリティカルなネクストホップの到達可能性ルート

および非クリティカルなルートについて、ネクスト

nexthop trigger-delay {critical | non-critical} milliseconds

例：

Step 1

ホップアドレストラッキングの遅延タイマーを指定switch(config-router-af)# nexthop
trigger-delay critical 5000 します。指定できる範囲は 1～ 4294967295ミリ秒で

す。クリティカルタイマーのデフォルトは 3000で
す。非クリティカルタイマーのデフォルトは 10000
です。

ネクストホップフィルタリングの設定

BGPネクストホップフィルタリングを使用すると、RIBでネクストホップアドレスがチェックさ
れるときにそのネクストホップアドレスの基盤となるルートがルートマップを経由します。ルー

トマップでそのルートが拒否されると、ネクストホップアドレスは到達不能として扱われます。
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BGPは、ルートポリシーによって拒否されたすべてのネクストホップを無効であるとマークし、
無効なネクストホップアドレスを使用するルートについてベストパスを計算しません。

BGPネクストホップフィルタリングを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. nexthop route-map name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPネクストホップルートが一致するルートマップ
を指定します。63文字以内の英数字のストリング（大
文字と小文字を区別）で指定します。

nexthop route-map name

例：

switch(config-router-af)# nexthop
route-map nextHopLimits

Step 1

デフォルトルートによるネクストホップ解決の設定

BGPネクストホップ解決では、IPデフォルトルートを BGPネクストホップ解決に使用するかど
うかを指定できます。

BGPネクストホップ解決を設定するには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] nexthop suppress-default-resolution

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IPデフォルトルートを介した BGPネクストホップ
の解決を防止します。

[no] nexthop suppress-default-resolution

例：

Step 1

このコマンドを有効にすると、以下のようになりま

す。

switch(config-router)# nexthop
suppress-default-resolution

• show bgp process detailコマンドの出力には、次
の行が含まれます。

Use default route for nexthop Resolution：No

• show routing clients bgpコマンドの出力には、次
の行が含まれます。

Owned rnh will never resolve to 0.0.0.0/0
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ネクストホップセルフによるリフレクトルートの制御

NX-OSでは、next-hop-self [all]引数を使用して特定のピアに送信する際の iBGPルートを制御で
きます。これらの引数を使用すると、ルートのリフレクトが実施されている場合でも、ルートの

ネクストホップを選択的に変更できます。

目的コマンド

ルートアップデートのネクストホップアドレ

スとして、ローカル BGPスピーカアドレスを
使用します。

allキーワードはオプションです。allを指定する
と、すべてのルートが next-hop-selfを使用する
ピアに送信されます。allを指定しなかった場
合、リフレクトしたルートのネクストホップは

変更されません。

next-hop-self [all]

例：

switch(config-router-af)# next-hop-self all

セッションがダウンした場合のネクストホップグループの縮小

セッションがダウンしたときに迅速な方法でECMPグループを縮小するようにBGPを設定できま
す。

この機能は、次の BGPパス障害イベントに適用されます。

• 1つまたは複数のレイヤ 3リンクの障害

•ラインカード障害

• BGPネイバーの BFD障害検出

• BGPネイバーの管理上のシャットダウン（shutdownコマンドを使用）

最初の 2つのイベント（レイヤ 3リンク障害とラインカード障害）の迅速な処理はデフォルトで
イネーブルになっており、イネーブルにするための設定コマンドは必要ありません。

最後の 2つのイベントの迅速な処理を設定するには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用し
ます。

手順の概要

1. neighbor-down fib-accelerate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPセッションがダウンするたびに、すべてのネク
ストホップグループ（ECMPグループと単一のネク

neighbor-down fib-accelerate

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

ストホップルート）から対応する次のネクストホッ

プを取り消します。

switch(config-router)# neighbor-down
fib-accelerate

このコマンドは、IPv4ルートと IPv6ルー
トの両方に適用されます。

（注）

機能ネゴシエーションのディセーブル化

機能ネゴシエーションをディセーブルにすると、機能ネゴシエーションをサポートしない古い

BGPピアとの相互運用が可能です。

機能ネゴシエーションをディセーブルにするには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次

のコマンドを使用します。

手順の概要

1. dont-capability-negotiate

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

機能ネゴシエーションをディセーブルにします。こ

のコマンドの設定後、BGPセッションを手動でリセッ
トする必要があります。

dont-capability-negotiate

例：

switch(config-router-neighbor)#
dont-capability-negotiate

Step 1

ポリシーのバッチ処理の無効化

プレフィックスに一意の属性がある BGP展開では、BGPは、同じ BGPアップデートメッセージ
でバンドルする類似の属性を持つルートを識別しようとします。この追加のBGP処理のオーバー
ヘッドを回避するには、バッチ処理をディセーブルにします。

固有のネクストホップを持つ多数のルートがあるBGP展開では、ポリシーバッチ処理を無効にす
ることを推奨します。

ポリシーバッチ処理を無効にするには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. disable-policy-batching
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべてのピアへのプレフィックスアドバタイズメン

トのバッチ評価をディセーブルにします。

disable-policy-batching

例：

Step 1

switch(config-router)#
disable-policy-batching

BGP追加パスの設定
BGPは、プレフィックスごとの複数パスの送受信と、このパスのアドバタイジングをサポートし
ます。

追加パスの送受信機能のアドバタイズ

BGPピア間の追加パスの送受信機能をアドバタイズするようにBGPを設定できます。これを行う
には、ネイバーアドレスファミリ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] capability additional-paths send [disable]
2. [no] capability additional-paths receive [disable]
3. show bgp neighbor

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

BGPピアに追加パスを送信する機能をアドバタイズ
します。disableオプションは、追加パス送信機能の
アドバタイズをディセーブルにします。

[no] capability additional-paths send [disable]

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
capability addtional-paths send

Step 1

このコマンドのno形式を使用すると、追加パスの送
信機能がディセーブルになります。

BGPピアから追加パスを受信する機能をアドバタイ
ズします。disableオプションは、追加パス受信機能
のアドバタイズをディセーブルにします。

[no] capability additional-paths receive [disable]

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
capability addtional-paths receive

Step 2

このコマンドの no形式は、追加パスの受信機能を
ディセーブルにします。

ローカルピアがリモートピアへの追加パス送受信機

能をアドバタイズしたかを表示します。

show bgp neighbor

例：

Step 3

switch(config-router-neighbor-af)# show
bgp neighbor
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例

BGPピアに追加のパスを送受信する機能をアドバタイズする BGPの設定例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# neighbor 10.131.31.2 remote-as 100
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# capability additional-paths send
switch(config-router-neighbor-af)# capability additional-paths receive

追加パスの送受信の設定

BGPピア間の追加パスの送受信機能を設定できます。これを行うには、アドレスファミリ設定
モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] additional-paths send
2. [no] additional-paths receive
3. show bgp neighbor

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

機能が無効になっていないこのアドレスファミリで、

すべてのネイバーの追加パスの送信機能を有効にし

ます。

[no] additional-paths send

例：

switch(config-router-af)# additional-paths
send

Step 1

このコマンドのno形式を使用すると、送信機能が無
効になります。

機能が無効になっていないこのアドレスファミリで、

すべてのネイバーの追加パスの受信機能を有効にし

ます。

[no] additional-paths receive

例：

switch(config-router-af)# additional-paths
receive

Step 2

このコマンドのno形式を使用すると、受信機能が無
効になります。

ローカルピアがリモートピアへの追加パス送受信機

能をアドバタイズしたものとして表示します。

show bgp neighbor

例：

Step 3

switch(config-router-af)# show bgp
neighbor
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例

機能が無効になっていない指定されたアドレスファミリで、すべてのネイバーの追加パ

スの受信機能を有効にする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# additional-paths send
switch(config-router-af)# additional-paths receive

アドバタイズされるパスの設定

BGPにアドバタイズされたパスを指定できます。これを行うには、ルートマップコンフィギュ
レーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] set ip next-hop unchanged
2. [no] set path-selection { all | backup | best2 | multipaths} | advertise
3. show bgp {ipv4 | ipv6} unicast [ip-address | ipv6-prefix] [vrf vrf-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

不変のネクストホップ IPアドレスを指定します。[no] set ip next-hop unchanged

例：

Step 1

switch(config-route-map)# set ip next-hop
unchanged

すべてのパスが指定されたプレフィックスにアドバ

タイズされるように指定します。次のいずれかのオ

プションを選択できます。

[no] set path-selection { all | backup | best2 | multipaths}
| advertise

例：

Step 2

• all：使用可能なすべての有効なパスをアドバタ
イズします。

switch(config-route-map)# set
path-selection all advertise

• backup：バックアップパスとしてマークされた
パスをアドバタイズします。このオプションで

は、additional-path install backupコマンドを使用
してバックアップパスを有効にする必要があり

ます。

• best2：2番目に最適なパスをアドバタイズしま
す。これは、すでに計算されているベストパス

を除き、残りの使用可能なパスのベストパスで

す。
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目的コマンドまたはアクション

• multipaths：すべてのマルチパスをアドバタイズ
します。このオプションでは、maximum-pathsコ
マンドを使用してマルチパスを有効にする必要

があります。

マルチパスがない場合、backupオプション
と best2オプションは同じです。マルチパ
スがある場合、best2はマルチパスのリスト
の最初のパスで、バックアップは計算され

たベストパスとマルチパスを除くすべての

使用可能なパスのベストパスです。

（注）

このコマンドのno形式は、最適パスだけがアドバタ
イズされるように指定します。

プレフィックスの追加パスのパス IDとこれらのパス
のアドバタイズメント情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast [ip-address | ipv6-prefix]
[vrf vrf-name]

例：

Step 3

switch(config-route-map)# show bgp ipv4
unicast

例

すべてのパスがプレフィックスリスト p1にアドバタイズされるよう指定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# route-map PATH_SELECTION_RMAP
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list p1
switch(config-route-map)# set path-selection all advertise

追加パス選択の設定

プレフィックスに追加のパスを選択する機能を設定できます。これを行うには、アドレスファミ

リコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. [no] additional-paths selection route-map map-name

2. {| } [ip-address | ipv6-prefix] [vrf-name] show bgpipv4ipv6unicastvrf
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

プレフィックスに追加のパスを選択する機能を設定

します。

[no] additional-paths selection route-map map-name

例：

Step 1

このコマンドのno形式は、追加パス選択機能をディ
セーブルにします。

switch(config-router-af)# additional paths
selection route-map map1

プレフィックスの追加パスのパス IDとこれらのパス
のアドバタイズメント情報を表示します。

{| } [ip-address | ipv6-prefix] [vrf-name] show
bgpipv4ipv6unicastvrf

例：

Step 2

switch(config-route-af)# show bgp ipv4
unicast

例

指定されたアドレスファミリで追加パス選択を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 100
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# additional-paths selection route-map PATH_SELECTION_RMAP

eBGPの設定

eBGPシングルホップチェックの無効化
シングルホップ eBGPピアがローカルルータに直接接続されているかどうかのチェック機能を無
効にするように、eBGPを設定できます。このオプションは、直接接続されたスイッチ間のシング
ルホップループバック eBGPセッションの設定に使用します。

シングルホップeBGPピアが直接接続されているかどうかのチェックを無効にするには、ネイバー
設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. disable-connected-check

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

シングルホップ eBGPピアが直接接続されているか
どうかのチェックを無効にします。このコマンドの

disable-connected-check

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

使用後、BGPセッションを手動でリセットする必要
があります。

switch(config-router-neighbor)#
disable-connected-check

eBGPマルチホップの設定
eBGPマルチホップをサポートする eBGP存続可能時間（TTL）値を設定できます。eBGPピアは
状況によって、別の eBGPピアに直接接続されず、リモート eBGPピアに到達するために複数の
ホップを必要とします。ネイバーセッションに eBGP TTL値を設定すると、このようなマルチ
ホップセッションが可能になります。

この設定は、BGPインターフェイスピアリングではサポートされません。（注）

eBGPマルチホップを設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のコマンドを
使用します。

手順の概要

1. ebgp-multihop ttl-value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

eBGPマルチホップの eBGP TTLを設定します。有効
な範囲は2～255です。このコマンドの使用後、BGP
セッションを手動でリセットする必要があります。

ebgp-multihop ttl-value

例：

switch(config-router-neighbor)#
ebgp-multihop 5

Step 1

高速外部フォールオーバーの無効化

Cisco NX-OSデバイスは、すべてのVRFのネイバーおよびアドレスファミリ（IPv4または IPv6）
の高速外部フォールオーバーをデフォルトでサポートします。通常、BGPルータと直接接続eBGP
ピア間の接続が失われると、ピアとの eBGPセッションをリセットすることによって、BGPが高
速外部フォールオーバーを開始します。この高速外部フォールオーバーをディセーブルにすると、

リンクフラップが原因の不安定さを制限できます。

高速外部フォールオーバーをディセーブルにするには、ルータコンフィギュレーションモードで

次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. no fast-external-fallover
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

eBGPピアの高速外部フォールオーバーをディセーブ
ルにします。このコマンドは、デフォルトでイネー

ブルになっています。

no fast-external-fallover

例：

switch(config-router)# no
fast-external-fallover

Step 1

ASパス属性の制限
ASパス属性で自律システム番号が高いルートを廃棄するように eBGPを設定できます。

ASパス属性で AS番号の多いルートを廃棄するには、ルータコンフィギュレーションモードで
次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. maxas-limit number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ASパスセグメントの番号が指定された上限を超え
ている eBGPルートを廃棄します。指定できる範囲
は 1～ 2000です。

maxas-limit number

例：

switch(config-router)# maxas-limit 50

Step 1

ローカル ASサポートの設定
ローカルAS機能では、ルータが実際のASに加えて、2番めの自律システム（AS）のメンバであ
るように見せることができます。ローカル ASを使用すると、ピアリングの調整を変更せずに 2
つの ISPをマージできます。マージされた ISP内のルータは、新しい自律システムのメンバにな
りますが、使用者に対しては古い自律システム番号を使用し続けます。

この機能は、正しい eBGPピアにしか使用できません。別のコンフェデレーションのサブ自律シ
ステムのメンバである 2ピアに対しては、この機能は使用できません。

さらに、remote-asコマンドで設定されたリモートピアのASNは、local-asコマンドで設定されたロー
カルデバイスのASNと同一にすることはできません。

eBGPローカル ASのサポートを設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次の
コマンドを使用します。

手順の概要

1. local-as number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

AS_PATH属性にローカル ASの numberを付加する

よう eBGPを設定します。AS番号は 16ビット整数
local-as number [no-prepend [replace-as [dual-as]]]

例：

Step 1

または 32ビット整数にできます。上位 16ビット 10switch(config-router-neighbor)# local-as
1.1 進数と下位 16ビット 10進数による xx.xxという形式

です。

例

次に、VRFのローカル ASサポートを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 1
switch(config-router)# vrf test
switch(config-router-vrf)# local-as 1
switch(config-router-vrf)# show running-config bgp

AS連合の設定
AS連合を設定するには、連合識別情報を指定する必要があります。AS連合内の自律システムグ
ループは、自律システム番号として連合 IDを持つ、1つの自律システムとして外部で認識されま
す。

BGP連合 IDを設定するには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. confederation identifier as-number

2. bgp confederation peers as-number [as-number2... ]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータ設定モードで、このコマンドは BGP連合 ID
を設定します。

confederation identifier as-number

例：

Step 1

このコマンドによって、BGPネイバーセッションの
自動通知およびセッションリセットが開始されます。

switch(config-router)# confederation
identifier 4000

ルータ設定モードで、このコマンドは AS連合に属
する自律システムを設定します。

bgp confederation peers as-number [as-number2... ]

例：

Step 2

このコマンドは、連合に属する自律システムのリス

トを指定し、BGPネイバーセッションの自動通知と
セッションリセットをトリガーします。

switch(config-router)# bgp confederation
peers 5 33 44
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ルートリフレクタの設定
ルートリフレクタとして動作するローカル BGPスピーカに対するルートリフレクタクライアン
トとして、iBGPピアを設定できます。ルートリフレクタとそのクライアントがともにクラスタ
を形成します。クライアントからなるクラスタには通常、ルートリフレクタが 1つ存在します。
このような状況では、ルートリフレクタのルータ IDでクラスタを識別します。ネットワークの
冗長性を高め、シングルポイント障害を回避するために、複数のルートリフレクタからなるクラ

スタを設定できます。クラスタ内のすべてのルートリフレクタは、同じ 4バイトクラスタ IDで
設定する必要があります。これは、ルートリフレクタが同じクラスタ内のルートリフレクタから

のアップデートを認識できるようにするためです。

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. cluster-id cluster-id

4. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
5. （任意） client-to-client reflection
6. exit
7. neighbor ip-address remote-as as-number

8. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
9. route-reflector-client

10. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} neighbors

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

クラスタに対応するルートリフレクタの 1つとし
て、ローカルルータを設定します。クラスタを識別

cluster-id cluster-id

例：

Step 3

するクラスタ IDを指定します。このコマンドによっ
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router)# cluster-id
192.0.2.1

て、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリア
またはリフレッシュが開始されます。

指定のアドレスファミリに対応するグローバルア

ドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

Step 4

クライアント間のルートリフレクションを設定しま

す。この機能は、デフォルトでイネーブルになって

（任意） client-to-client reflection

例：

Step 5

います。このコマンドによって、BGPネイバーセッ
switch(config-router-af)#
client-to-client reflection ションの自動ソフトクリアまたはリフレッシュが開

始されます。

ルータアドレスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：

Step 6

switch(config-router-af)# exit
switch(config-router)#

リモート BGPピアの IPアドレスおよび AS番号を
設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 7

switch(config-router)# neighbor
192.0.2.10 remote-as 65535
switch(config-router-neighbor)#

ユニキャスト IPv4アドレスファミリに対応するネ
イバーアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

Step 8

BGPルートリフレクタとしてデバイスを設定し、
そのクライアントとしてネイバーを設定します。こ

route-reflector-client

例：

Step 9

のコマンドによって、BGPネイバーセッションのswitch(config-router-neighbor-af)#
route-reflector-client 自動通知およびセッションリセットが開始されま

す。

BGPピアを表示します。（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
neighbors

Step 10

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
show bgp ipv4 unicast neighbors

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-router-neighbor-af)#
copy running-config startup-config

例

次に、ルートリフレクタとしてルータを設定し、クライアントとしてネイバーを 1つ追
加する例を示します。

switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.10 remote-as 65536
switch(config-router-neighbor)# address-family ip unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

アウトバウンドルートマップを使用した、反映された

ルートのネクストホップの設定
アウトバウンドルートマップを使用して、BGPルートリフレクタの反映されたルートのネクス
トホップを変更できます。ネクストホップアドレスとしてピアのローカルアドレスを指定する

ため、アウトバウンドルートマップを設定できます。

この項で説明している next-hop-selfコマンドは、ルートリフレクタによってクライアントに反映
されるルートに対してこの機能を有効にしません。この機能は、アウトバウンドルートマップを

使用した場合にだけ有効にできます。

（注）

始める前に

BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。

set next-hopを入力する必要がありますコマンドを入力して、アドレスファミリ固有のネクスト
ホップアドレスを設定する必要があります。たとえば、IPv6アドレスファミリの場合は、 set ipv6
next-hop peer-addressコマンドを入力する必要があります。

•ルートマップを使用して IPv4ネクストホップを設定する場合： set ip next-hop peer-address
がルートマップと一致する場合、ネクストホップはピアのローカルアドレスに設定されま

す。ネクストホップがルートマップで設定されていない場合、ネクストホップはパスに保

存されているネクストホップに設定されます。

•ルートマップを使用してIPv6ネクストホップを設定する場合： set ipv6 next-hop peer-address
がルートマップと一致する場合、ネクストホップは次のように設定されます。

• IPv6ピアでは、ネクストホップはピアのローカル IPv6アドレスに設定されます。
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• IPv4ピアの場合、 update-sourceが設定されている場合、ネクストホップは、該当する
場合、発信元インターフェイスの IPv6アドレスに設定されます。IPv6アドレスが設定さ
れていない場合、ネクストホップは設定されません。

• IPv4ピアの場合、 update-sourceが設定されていない場合、ネクストホップは、該当す
る場合、送信先インターフェイスの IPv6アドレスに設定されます。IPv6アドレスが設定
されていない場合、ネクストホップは設定されません。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. （任意） update-source interface number

5. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
6. route-reflector-client
7. route-map map-name out

8. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix] route-map map-name
[vrf vrf-name]

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカルBGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 200
switch(config-router)#

リモートBGPピアの IPアドレスおよびAS番号を設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 3

switch(config-router)# neighbor
192.0.2.12 remote-as 200
switch(config-router-neighbor)#

BGPセッションの送信元を指定し、更新します。（任意） update-source interface number

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)#
update-source loopback 300
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目的コマンドまたはアクション

指定のアドレスファミリに対応するグローバルアド

レスファミリコンフィギュレーションモードを開始

します。

address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)#

Step 5

BGPルートリフレクタとしてデバイスを設定し、そ
のクライアントとしてネイバーを設定します。この

route-reflector-client

例：

Step 6

コマンドによって、BGPネイバーセッションの自動
通知およびセッションリセットが開始されます。

switch(config-router-neighbor-af)#
route-reflector-client

発信ルートに設定された BGPポリシーを適用しま
す。

route-map map-name out

例：

Step 7

switch(config-router-neighbor-af)#
route-map setrrnh out

ルートマップと一致するBGPルートを表示します。（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] route-map map-name [vrf
vrf-name]

Step 8

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
show bgp ipv4 unicast route-map
setrrnh

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-router-neighbor-af)#
copy running-config startup-config

例

アウトバウンドルートマップを使用して、BGPルートリフレクタの反映されたルートの
ネクストホップを設定する例を示します。

switch(config)# interface loopback 300
switch(config-if)# ip address 192.0.2.11/32
switch(config-if)# ipv6 address 2001::a0c:1a65/64
switch(config-if)# ip router ospf 1 area 0.0.0.0
switch(config-if)# exit
switch(config)# route-map setrrnh permit 10
switch(config-route-map)# set ip next-hop peer-address
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map setrrnhv6 permit 10
switch(config-route-map)# set ipv6 next-hop peer-address
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# router bgp 200
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.12 remote-as 200
switch(config-router-neighbor)# update-source loopback 300
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
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switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# route-map setrrnh out
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# route-reflector-client
switch(config-router-neighbor-af)# route-map setrrnhv6 out

ルートダンプニングの設定
iBGPネットワーク上でのルートフラップの伝播を最小限に抑えるために、ルートダンプニング
を設定できます。

ルートダンプニングを設定するには、アドレスファミリまたはVRFアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. dampening [{half-life reuse-limit suppress-limit max-suppress-time | route-map map-name}]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

機能ネゴシエーションをディセーブルにします。パ

ラメータ値は次のとおりです。

dampening [{half-life reuse-limit suppress-limit
max-suppress-time | route-map map-name}]

例：

Step 1

• half-life：指定できる範囲は 1～ 45です。
switch(config-router-af)# dampening
route-map bgpDamp • resuse-limit指定できる範囲は 1～ 20000です。

• suppress-limit：指定できる範囲は 1～ 20000で
す。

• max-suppress-time：指定できる範囲は 1～ 20000
です。

ロードシェアリングおよび ECMPの設定
等コストマルチパスロードバランシング用に BGPがルートテーブルに追加するパスの最大数を
設定できます（EXMP）。

パスの最大数を設定するには、ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次の

コマンドを使用します。

手順の概要

1. maximum-paths [ibgp] maxpaths
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ロードシェアリング用の等コストパスの最大数を設

定します。デフォルトは 1です。
maximum-paths [ibgp] maxpaths

例：

Step 1

switch(config-router-af)# maximum-paths 8

最大プレフィックス数の設定
BGPがBGPピアから受け取ることのできるプレフィックスの最大数を設定できます。任意で、プ
レフィックス数がこの値を超えた場合に、BGPに警告メッセージを生成させる、またはピアとの
BGPセッションを切断させることを設定できます。

BPGピアに認めるプレフィックスの最大数を設定するには、ネイバーアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. maximum-prefix maximum [threshold] [restart time | warning-only]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ピアからのプレフィックスの最大数を設定します。

パラメータの範囲は次のとおりです。

maximum-prefix maximum [threshold] [restart time |
warning-only]

例：

Step 1

• maximum：指定できる範囲は 1～ 300000です。
switch(config-router-neighbor-af)#
maximum-prefix 12 • threshold：指定できる範囲は 1～ 100 %です。

デフォルトは 75%です。

• time：指定できる範囲は 1～ 65535分です。

このコマンドによって、プレフィックス限度を超え

た場合に、BGPネイバーセッションの自動通知およ
びセッションリセットが開始されます。

DSCPの設定
ネイバーの differentiated services code point（DSCP）を設定します。IPv4または IPv6のローカル発
信パケットの DSCP値を指定できます。

DSCP値を設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用しま
す。
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手順の概要

1. dscp dscp_value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ネイバーのDifferentiated Services Code Point（DSCP）
の値を設定します。DSCP値には、0～ 63の数字、

dscp dscp_value

例：

Step 1

または、ef、af11、af12、af13、af21、af22、af23、switch(config-router-neighbor)# dscp
63 af31、af32、af33、af41、af42、af43、cs1、cs2、cs3、

cs4、cs5、cs6、または cs7のいずれかのキーワード
を指定できます。

次に、対応する showコマンドの例を示します。

show ipv6 bgp neighbors
BGP neighbor is 10.1.1.1, remote AS 0, unknown デフォルト値は cs6です。
link, Peer index 4
BGP version 4, remote router ID 0.0.0.0
BGP state = Idle, down for 00:13:34, retry in

0.000000
DSCP (DiffServ CodePoint): 0
Last read never, hold time = 180, keepalive

interval is 60 seconds

ダイナミック機能の設定
BGPピアのダイナミック機能を設定できます。

ダイナミック機能を設定するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使

用します。

手順の概要

1. dynamic-capability

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ダイナミック機能をイネーブルにします。このコマ

ンドによって、BGPネイバーセッションの自動通知
およびセッションリセットが開始されます。

dynamic-capability

例：

switch(config-router-neighbor)#
dynamic-capability

Step 1

集約アドレスの設定
BGPルートテーブルの集約アドレスエントリを設定できます。
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集約アドレスを設定するには、ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次の

コマンドを使用します。

手順の概要

1. aggregate-address ip-prefix/length [as-set] [summary-only] [advertise-map map-name] [attribute-map
map-name] [suppress-map map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

集約アドレスを作成します。このルートに関してア

ドバタイズされるパスは、集約されているすべての

aggregate-address ip-prefix/length [as-set]
[summary-only] [advertise-map map-name]
[attribute-map map-name] [suppress-map map-name]

Step 1

パスに含まれるすべての要素からなる、自律システ

ムセットです。例：

switch(config-router-af)#
aggregate-address 192.0.2.0/8 as-set

• as-set キーワードは、関係するパスから自律シ
ステムセットパス情報およびコミュニティ情報

を生成します。

• summary-onlyキーワードは、アップデートから
具体的なルートをすべてフィルタリングします。

• advertise-mapキーワードおよび引数では、選択
されたルートから属性情報を選択するためのルー

トマップを指定します。

• attribute-mapキーワードおよび引数では、集約
から属性情報を選択するためのルートマップを

指定します。

• suppress-mapキーワードおよび引数によって、
固有性の強いルートを条件付きでフィルタリン

グします。BGPルート集約の実行中に
suppress-mapオプションを指定すると、BGP
ルート更新のコミュニティ属性を設定できます。

このオプションを使用すると、より具体的なルー

トにコミュニティ属性を設定できます。

• suppress-mapキーワードおよび引数によって、
固有性の強いルートを条件付きでフィルタリン

グします。BGPルート集約の実行中に
suppress-mapオプションを指定すると、特定の
より具体的なルートがピアにアドバタイズされ

ないように抑制したり、suppress-map route-map
設定に応じて、いくつかのコミュニティ属性が

設定されたより具体的なルートをアドバタイズ

したりすることができます。match句だけで設定
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目的コマンドまたはアクション

されたルートマップは、一致基準を満たすより

具体的なルートを抑制します。ただし、ルート

マップがmatchおよび set句で設定されている場
合、一致基準を満たすルートは、ルートマップ

によって変更された適切な属性でアドバタイズ

されます。2番目のオプションでは、より具体的
なルートにコミュニティ属性を設定できます。

BGPルートの抑制
新しく学習された BGPルートが転送情報ベース（FIB）により確認され、ハードウェアでプログ
ラミングされた後にのみ、これらのルートをアドバタイズするように Cisco NX-OSを設定できま
す。ルートがプログラミングされた後は、これらのルートに対する以降の変更にはこのハードウェ

アプログラミングのチェックは必要ありません。

BGPルートを抑制するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用しま
す。

手順の概要

1. suppress-fib-pending

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

新しく学習されたBGPルート（IPv4または IPv6）が
ハードウェアでプログラミングされるまで、ダウン

suppress-fib-pending

例：

Step 1

ストリームのBGPネイバーにアドバタイズされるこ
とを抑制します。

switch(config-router)#
suppress-fib-pending

BGP条件付きアドバタイズメントの設定
BGPがプロパゲートするルートを制限するようにBGP条件付きアドバタイズメントを設定できま
す。次の 2つのルートマップを定義します。

•アドバタイズマップ：BGPが条件付きアドバタイズメントを考慮する前にルートが一致する
必要のある条件を指定します。このルートマップには、適切な match文を含めることができ
ます。

•存在マップまたは非存在マップ：BGPがアドバタイズマップに一致するルートをプロパゲー
トする前にBGPテーブルに存在する必要のあるプレフィックスを定義します。非存在マップ
は、BGPがアドバタイズマップに一致するルートをプロパゲートする前に BGPテーブルに
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存在してはならないプレフィックスを定義します。BGPは、これらのルートマップでプレ
フィックスリストの match文内にある permit文のみを処理します。

ルートが条件を渡さない場合、そのルートが BGPテーブルにあれば BGPによってルートが取り
消されます。

始める前に

BGPを有効にする必要があります（「BGPの有効化化」のセクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
5. advertise-map adv-map {exist-map exist-rmap|non-exist-map nonexist-rmap}
6. （任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} neighbors

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入ります。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカルBGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始し、
ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 3

switch(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)#

アドレスファミリ設定モードを開始します。address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)#
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目的コマンドまたはアクション

2つの設定済みルートマップに従い、ルートを条件
付きでアドバタイズするようにBGPを設定します。

advertise-map adv-map {exist-map
exist-rmap|non-exist-map nonexist-rmap}

例：

Step 5

• adv-map：BGPがルートを次のルートマップに
渡す前に、そのルートが渡す必要のある matchswitch(config-router-neighbor-af)#

advertise-map advertise exist-map exist
文を含むルートマップを指定します。adv-map
には最大63文字の英数字を使用できます。大文
字と小文字は区別されます。

• exist-rmap：プレフィックスリストの matchス
テートメントを使用してルートマップを指定し

ます。BGPテーブル内のプレフィックスは、BGP
がルートをアドバタイズする前に、プレフィッ

クスリスト内のプレフィックスと一致する必要

があります。exist-rmapには最大 63文字の英数
字を使用できます。大文字と小文字は区別され

ます。

• nonexist-rmap：プレフィックスリストの match
ステートメントを使用してルートマップを指定

します。BGPテーブル内のプレフィックスは、
BGPがルートをアドバタイズする前に、プレ
フィックスリスト内のプレフィックスと一致し

てはいけません。nonexist-rmapには最大 63文字
の英数字を使用できます。大文字と小文字は区

別されます。

BGPに関する情報、および設定した条件付きアドバ
タイズメントのルートマップに関する情報を表示し

ます。

（任意） show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
neighbors

例：

Step 6

switch(config-router-neighbor-af)# show
ip bgp neighbor

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、BGP条件付きアドバタイズメントを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.2 remote-as 65537
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
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switch(config-router-neighbor-af)# advertise-map advertise exist-map exist
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# exit
switch(config-router)# exit
switch(config)# route-map advertise
switch(config-route-map)# match as-path pathList
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# route-map exit
switch(config-route-map)# match ip address prefix-list plist
switch(config-route-map)# exit
switch(config)# ip prefix-list plist permit 209.165.201.0/27

ルートの再配布の設定
別のルーティングプロトコルからのルーティング情報を受け入れて、BGPネットワークを通じて
その情報を再配布するように、BGPを設定できます。任意で、再配布ルートのためのデフォルト
ルートを割り当てることができます。

始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. address-family {ipv4 | ipv6 } {unicast | multicast}
4. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
5. redistribute {direct| {eigrp |isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map map-name

6. redistribute {direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map map-name

7. （任意） default-metric value

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカルBGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family {ipv4 | ipv6 } {unicast | multicast}

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family
vpnv4 unicast
switch(config-router-af)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードに

入ります。

address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

Step 4

switch(config-router)# address-family
ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

他のプロトコルからのルートを BGPに再配布しま
す。

redistribute {direct| {eigrp |isis | ospf | ospfv3 | rip}
instance-tag | static} route-map map-name

例：

Step 5

switch(config-router-af)# redistribute
eigrp 201 route-map Eigrpmap

他のプロトコルからのルートを BGPに再配布しま
す。

redistribute {direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip}
instance-tag | static} route-map map-name

例：

Step 6

switch(config-router-af)# redistribute
eigrp 201 route-map Eigrpmap

BGPへのデフォルトルートを生成します。（任意） default-metric value

例：

Step 7

switch(config-router-af)# default-metric
33

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-router-af)# copy
running-config startup-config

例

次に、EIGRPを BGPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map Eigrpmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config
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デフォルトルートのアドバタイズ
デフォルトのルート（ネットワーク 0.0.0.0）をアドバタイズするように BGPを設定できます。

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map allow permit
3. exit
4. ip route ip-address network-mask null null-interface-number

5. router bgp as-number

6. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
7. default-information originate
8. redistribute static route-map allow

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルータのマップコンフィギュレーションモードを開

始し、ルートを再配布する条件を定義します。。

route-map allow permit

例：

Step 2

switch(config)# route-map allow permit
switch(config-route-map)#

ルータのマップ設定モードを終了します。exit

例：

Step 3

switch(config-route-map)# exit
switch(config)#

IPアドレスを設定します。ip route ip-address network-mask null
null-interface-number

Step 4

例：

switch(config)# ip route 192.0.2.1 255.255.255.0
null 0
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目的コマンドまたはアクション

BGPモードを開始し、AS番号をローカルの BGPス
ピーカに割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 5

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

アドレスファミリ設定モードに入ります。address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 6

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

デフォルトのルートをアドバタイズします。default-information originate

例：

Step 7

switch(config-router-af)# default-information
originate

デフォルトのルートを再配布します。redistribute static route-map allow

例：

Step 8

switch(config-router-af)# redistribute static
route-map allow

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

BGP属性フィルタリングの設定とエラー処理
CiscoNX-OSリリース9.3(3)以降では、BGP属性フィルタリングとエラー処理を設定して、セキュ
リティレベルを向上させることができます。次の機能を利用でき、次の順序で実装されます。

•パス属性 treat-as-withdraw:アップデートに指定した属性タイプが含まれている場合に、指定
したネイバーから受け取ったBGPアップデートを treat-as-withdrawとすることを許可します。
アップデートに含まれるプレフィックスは、ルーティングテーブルから削除されます。

•パス属性 discard:BGPアップデートの特定のパス属性を特定のネイバーから削除できます。

•拡張属性エラー処理:形式が誤っているアップデートに起因するピアセッションのフラッピ
ングを防止します。

属性タイプ 1、2、3、4、8、14、15、16は、パス属性 treat-as-withdrawとパス属性 discardに対し
て設定できません。属性タイプ 9（Originator）、タイプ 10（Cluster-id）は、eBGPネイバーでの
み設定できます。
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BGP更新メッセージからのパス属性の取り消しとしての処理
特定のパス属性を含むBGP更新を「扱うように」処理するには、ルータネイバーコンフィギュレー
ションモードで次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたパス属性またはパス属性の範囲を含む着

信BGP更新メッセージをすべて取り消すものとして
[no] path-attribute treat-as-withdraw [value | range start
end] in

例：

Step 1

扱い、ルーティングテーブルが最新であることを確

認するために着信ルートリフレッシュをトリガーしswitch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
treat-as-withdraw 100 in

ます。treat-as-withdrawであるBGP更新のプレフィッ
クスは、BGPルーティングテーブルから削除されま
す。例：

switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
treat-as-withdraw range 21 255 in

このコマンドは、BGPテンプレートピアおよびBGP
テンプレートピアセッションでもサポートされま

す。

BGP更新メッセージからのパス属性の破棄
特定のパス属性を含むBGPアップデートを廃棄するには、ルータネイバーコンフィギュレーショ
ンモードで次のコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定されたネイバーのBGPアップデートメッセージ
内の指定されたパス属性をドロップし、ルーティン

[no] path-attribute discard [value | range start end] in

例：

Step 1

グテーブルが最新であることを確認するために着信switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
discard 100 in

ルートリフレッシュをトリガーします。特定の属性

または不要な属性の範囲全体を設定できます。

例： このコマンドは、BGPテンプレートピアおよびBGP
テンプレートピアセッションでもサポートされま

す。

switch#(config-router)# neighbor 10.20.30.40
switch(config-router-neighbor)# path-attribute
discard range 100 255 in

discardと treat-as-withdawの両方に同じパス
属性が設定されている場合、treat-as-withdaw
の優先順位が高くなります。

（注）
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拡張属性エラー処理のイネーブル化またはディセーブル化

BGP拡張属性エラー処理はデフォルトで有効になっていますが、無効にすることもできます。こ
の機能は、RFC7606に準拠しており、不正な更新によるピアセッションのフラッピングを防止し
ます。デフォルトの動作は、eBGPピアと iBGPピアの両方に適用されます。

拡張エラー処理を無効または再度有効にするには、ルータ設定モードで次のコマンドを使用しま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

BGP拡張属性エラー処理をいネーブルまたはディセー
ブルにします。

[no] enhanced-error

例：

Step 1

switch(config)# router bgp 1000
switch(config-router)# enhanced-error

取り消されたパス属性または破棄されたパス属性の表示

廃棄または不明なパス属性に関する情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行します。

目的コマンド

属性が破棄されたすべてのプレ

フィックスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute discard]

不明な属性を持つすべてのプレ

フィックスを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute unknown]

プレフィックスに関連付けられ

ている不明な属性および破棄さ

れた属性を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast ip-address

次の例は、属性が廃棄されたプレフィックスを示しています。

switch# show bgp ipv4 unicast path-attribute discard
Network Next Hop
1.1.1.1/32 20.1.1.1
1.1.1.2/32 20.1.1.1
1.1.1.3/32 20.1.1.1

次の例は、不明な属性を持つプレフィックスを示しています。

switch# show bgp ipv4 unicast path-attribute unknown
Network Next Hop
2.2.2.2/32 20.1.1.1
2.2.2.3/32 20.1.1.1

次の例は、プレフィックスに関連付けられている不明な属性および破棄された属性を表示します。
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switch# show bgp ipv4 unicast 2.2.2.2
BGP routing table entry for 2.2.2.2/32, version 6241
Paths: (1 available, best #1, table default)
Not advertised to any peer
Refresh Epoch 1
1000
20.1.1.1 from 20.1.1.1 (20.1.1.1)
Origin IGP, localpref 100, valid, external, best
unknown transitive attribute: flag 0xE0 type 0x62 length 0x64
value 0000 0000 0100 0000 0200 0000 0300 0000

0400 0000 0500 0000 0600 0000 0700 0000
0800 0000 0900 0000 0A00 0000 0B00 0000
0C00 0000 0D00 0000 0E00 0000 0F00 0000
1000 0000 1100 0000 1200 0000 1300 0000
1400 0000 1500 0000 1600 0000 1700 0000
1800 0000

rx pathid: 0, tx pathid: 0x0
Updated on Jul 20 2019 07:50:43 PST

BGPの調整
一連のオプションパラメータを使用することによって、BGP特性を調整できます。

BGPを調整するには、ルータコンフィギュレーションモードで次のオプションコマンドを使用
します。
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目的コマンド

ベストパスアルゴリズムを変更します。オプ

ションパラメータは次のとおりです。

• always-compare-med：異なる自律システム
（AS）からのパスのMEDを比較します。

• as-path multipath-relax：異なる（ただし長
さが等しい）ASパスを持つプロバイダー間
でのロードシェアリングを許可します。こ

のオプションを指定しないと、ASパスは
ロードシェアリングの場合に同一である必

要があります。

• compare-routerid：同一の eBGPパスのルー
タ IDを比較します。

• cost-community ignore：BGPベストパス計
算のコストコミュニティを無視します。

• igp-metric ignore：ベストパス選択時に内
部ゲートウェイプロトコル（IGP）メトリッ
クを無視します。このオプションは、Cisco
NX-OSリリース 9.2(2)以降で使用可能で
す。

• med confed：コンフェデレーション内から
のパス間のみでMEDを比較するように最
適なパスを強制します。

• med missing-as-worst：消失MEDを最高の
MEDと見なします。

• med non-deterministic：同じ自律システム
からのパスの中から最適なMEDパスを決
して選択しません。

bestpath [always-compare-med |

as-pathmultipath-relax |

compare-routerid |cost-community
ignore | igp-metric ignore |med
{confed |missing-as-worst|
non-deterministic}]

例:

switch(config-router)# bestpath
always-compare-med

ネイバー自律システムを eBGPの AS_path属性
で指定する最初の AS番号にします。

enforce-first-as

例:

switch(config-router)# enforce-first-as
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目的コマンド

ネイバーでステートが変化したときに、システ

ムメッセージを生成します。

特定のネイバーのネイバーステータス

変化に関するメッセージを抑制するに

は、ルータアドレスファミリコンフィ

ギュレーションモードで

log-neighbor-changes disable コマンド
を使用できます。

（注）

log-neighbor-changes

例:

switch(config-router)# log-neighbor-changes

この BGPスピーカのルータ IDを手動で設定し
ます。

router-id id

例:

switch(config-router)# router-id
10.165.20.1

BGPタイマー値を設定します。オプションパラ
メータは次のとおりです。

• delay：再起動後の初期最適パスタイムア
ウト値。有効な範囲は 0～ 3600秒です。デ
フォルト値は 300です。

• keepalive：BGPセッションキープアライブ
タイム。有効な範囲は 0～ 3600秒です。デ
フォルト値は 60です。

• holdtime：BGPセッションの保持時間。指
定できる範囲は 0～ 3600秒です。デフォル
ト値は 180です。

• timeout：プレフィックスピアタイムアウ
ト値。有効な範囲は 0～ 1200秒です。デ
フォルト値は 30です。

このコマンドの設定後、BGPセッションを手動
でリセットする必要があります。

timers [bestpath-delay delay |

bgpkeepalive holdtime |

prefix-peer-timeout timeout]

例:

switch(config-router)# timers bgp 90 270

BGPを調整するには、ルータアドレスファミリ設定モードで次のオプションコマンドを使用し
ます。
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目的コマンド

BGPのアドミニストレーティブディスタンス
を設定します。範囲は 1～ 255です。デフォル
トの設定は次のとおりです。

• ebgp-distance —20

• ibgp-distance —200

• local-distance —220ローカルディスタンス
は、集約廃棄ルートがRIBに組み込まれて
いる場合に、集約廃棄ルートに使用するア

ドミニストレーティブディスタンスです。

外部アドミニストレーティブディスタンス

の値を入力したら、要件に応じて内部ルー

トのアドミニストレーティブディスタンス

の値またはローカルルートのアドミニスト

レーティブディスタンスの値を入力する必

要があります。内部/ローカルルートもルー
ト管理で考慮されます。

distance ebgp-distance ibgp-distance

local-distance

例:

switch(config-router-af)# distance 20 100
200

この特定のネイバーの状態が変化すると、シス

テムメッセージを生成します。

disable オプションを使用すると、この特定の
ネイバーのネイバーステータス変化に関する

メッセージが抑制されます。

log-neighbor-changes [disable]

例:

switch(config-router-af)#
log-neighbor-changes disable

BGPを調整するには、ネイバーコンフィギュレーションモードで次のオプションコマンドを使
用します。

目的コマンド

この BGPピアを説明するストリングを設定し
ます。ストリングには最大 80の英数字を使用
できます。

description string

例:

switch(config-router-neighbor)#
description main site

メモリ不足状態によるシャットダウンからこの

BGPネイバーを除外します。
low-memory exempt

例:

switch(config-router-neighbor)# low-memory
exempt

受動接続の確立だけが可能です。この BGPス
ピーカは BGPピアへの TCP接続を開始しませ
ん。このコマンドの設定後、BGPセッション
を手動でリセットする必要があります。

transport connection-mode passive

例:

switch(config-router-neighbor)# transport
connection-mode passive
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目的コマンド

eBGPピアへの発信ルートアップデートからプ
ライベートAS番号を削除します。このコマン
ドによって、BGPネイバーセッションの自動
ソフトクリアまたはリフレッシュが開始され

ます。

オプションパラメータは次のとおりです。

• no：コマンドをディセーブルにします。

• default：デフォルトモードにコマンドを
移動します。

• all：ASパスからすべてのプライベート
AS番号を削除します。

• replace-as：すべてのプライベート AS番
号を replace-as AS-path値に置き換えます。

このコマンドの詳細については、拡張 BGPに
関する注意事項と制限事項（362ページ）を参
照してください。

[no | default] remove-private-as [all
|replace-as]

例:

switch(config-router-neighbor)#
remove-private-as

ピアとの BGPセッション用に設定されたイン
ターフェイスの送信元 IPアドレスを使用する
ように、BGPスピーカを設定します。このコ
マンドによって、BGPネイバーセッションの
自動通知およびセッションリセットが開始さ

れます。単一ホップ iBGPピアでは、
update-source が設定されている場合に、高速
外部フォールオーバーをサポートします。

update-source interface-type number

例:

switch(config-router-neighbor)#
update-source ethernet 2/1

BGPを調整するには、ネイバーアドレスファミリコンフィギュレーションモードで次のオプショ
ンコマンドを使用します。

目的コマンド

BRIPにインストールするASパスにルート自体
の ASを持つことを可能にします。

allowas in

例:

switch(config-router-neighbor-af)# allowas
in

BGPピアへのデフォルトルートを作成します。default-originate [route-map map-name]

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
default-originate
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目的コマンド

デバイスが同じ ASパスで一方のノードからも
う一方のノードに学習されたルートをアドバタ

イズすると同時に、ピア AS番号のチェックを
ディセーブルにします。

disable-peer-as-check

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
disable-peer-as-check

着信または発信ルートアップデートに関して、

この BGPピアに AS_pathフィルタリストを適
用します。このコマンドによって、BGPネイ
バーセッションの自動ソフトクリアまたはリ

フレッシュが開始されます。

filter-list list-name {in | out}

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
filter-list BGPFilter in

着信または発信ルートアップデートに関して、

この BGPピアにプレフィックスリストを適用
します。このコマンドによって、BGPネイバー
セッションの自動ソフトクリアまたはリフレッ

シュが開始されます。

prefix-list list-name {in | out}

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
prefix-list PrefixFilter in

この BGPピアにコミュニティ属性を送信しま
す。このコマンドによって、BGPネイバーセッ
ションの自動ソフトクリアまたはリフレッシュ

が開始されます。

send-community

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community

このBGPピアに拡張コミュニティ属性を送信し
ます。このコマンドによって、BGPネイバー
セッションの自動ソフトクリアまたはリフレッ

シュが開始されます。

send-community extended

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
send-community extended

ベスト（アクティブ）ルートだけをBGPピアに
アドバタイズします。このコマンドによって、

BGPネイバーセッションの自動ソフトクリア
またはリフレッシュが開始されます。

suppress-inactive

例:

switch(config-router-neighbor-af)#
suppress-inactive

no -（オプション）コマンドを無効にします。

default：（オプション）デフォルトモードに
コマンドを移動します。

as-override：eBGPピアに更新を送信する際に、
パス属性内のピアの AS番号をすべてローカル
AS番号に置き換えます。

[no | default] as-override

例：

switch(config-router-neighbor-af)#
as-override
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ポリシーベースのアドミニストレーティブディスタンス

の設定
設定されたルートマップで説明されているポリシーに一致する外部 BGP（eBGP）と内部 BGP
（iBGP）の距離を設定できます。ルートマップで設定された距離は、一致するルートとともにユ
ニキャストRIBにダウンロードされます。BGPは最適パスを使用して、ユニキャストRIBテーブ
ルのネクストホップをダウンロードするときのアドミニストレーティブディスタンスを決定しま

す。ポリシーにmatch句または deny句がない場合、BGPは distanceコマンドで設定された距離ま
たはルートのデフォルトの距離を使用します。

ポリシーベースのアドミニストレーティブディスタンス機能は、2つの異なるルーティングプロ
トコルから同じ宛先に 2つ以上のルートが存在する場合に役立ちます。

始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# ip prefix-list name seq number permit prefix-length

3. switch(config)# route-map map-tag permit sequence-number

4. switch(config-route-map)# match ip address prefix-list prefix-list-name

5. switch(config-route-map)# set distance value1 value2 value3

6. switch(config-route-map)# exit
7. switch(config)# router bgp as-number

8. switch(config-router)# address-family {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} unicast
9. switch(config-router-af)# table-map map-name

10. （任意） switch(config-router-af)# show forwarding distribution

11. （任意） switch(config)# copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

permitキーワードを使用して、IPパケットまたは
ルートを照合するためのプレフィクスリストを作成

します。

switch(config)# ip prefix-list name seq number permit
prefix-length

Step 2

permitキーワードを使用してルートマップを作成
し、ルートマップコンフィギュレーションモード

switch(config)# route-map map-tag permit
sequence-number

Step 3

を開始します。ルートの一致基準がポリシー内で満
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目的コマンドまたはアクション

たされると、パケットはポリシーでルーティングさ

れます。

プレフィクスリストに基づいて IPv4ネットワーク
ルートを照合します。プレフィクスリスト名には最

大 63文字の英数字を使用できます。

switch(config-route-map)# match ip address prefix-list
prefix-list-name

Step 4

ローカル自律システムから発信される内部 BGP
（iBGP）または外部 BGP（eBGP）ルートおよび

switch(config-route-map)# set distance value1 value2
value3

Step 5

BGPルートのアドミニストレーティブディスタン
スを指定します。範囲は 1～ 255です。

外部アドミニストレーティブディスタンスの値を入

力したら、要件に応じて内部ルートのアドミニスト

レーティブディスタンスの値またはローカルルー

トのアドミニストレーティブディスタンスの値を入

力する必要があります。内部/ローカルルートもルー
ト管理で考慮されます。

ルートマップ設定モードを終了します。switch(config-route-map)# exitStep 6

BGPモードを開始し、AS番号をローカルのBGPス
ピーカに割り当てます。

switch(config)# router bgp as-numberStep 7

アドレスファミリ設定モードを開始します。switch(config-router)# address-family {ipv4 | ipv6 |
vpnv4 | vpnv6} unicast

Step 8

BGPルートをRIBテーブルに転送する前にそのルー
トのルートマップの選択的アドミニストレーティブ

switch(config-router-af)# table-map map-nameStep 9

ディスタンスを設定します。テーブルマップ名には

最大 63文字の英数字を使用できます。

VRFアドレスファミリ設定モードで
table-mapコマンドを設定することもでき
ます。

（注）

フォワーディング情報の配布を表示します。（任意） switch(config-router-af)# show forwarding
distribution

Step 10

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を継続的に保存します。

（任意） switch(config)# copy running-config
startup-config

Step 11
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マルチプロトコル BGPの設定
複数のアドレスファミリ（IPv4および IPv6のユニキャストおよびマルチキャストルートを含む）
をサポートするようにMP-BGPを設定できます。

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. neighbor ip-address remote-as as-number

4. address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカルBGPスピーカに自律
システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

BGPルーティング用のネイバー設定モードを開始し、
ネイバー IPアドレスを設定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 3

switch(config-router)# neighbor
192.168.1.2 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast}

例：

Step 4

switch(config-router-neighbor)#
address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)#

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-router-neighbor-af)# copy
running-config startup-config
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例

次に、ネイバーのマルチキャストRPFに対して IPv4および IPv6ルートのアドバタイズお
よび受信をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::1
switch(config-if)# router bgp 65536
switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2 remote-as 35537
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 multicast
switch(config-router-neighbor-af)# exit
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv6 multicast
switch(config-router-neighbor-af)# copy running-config startup-config

BMPの設定
Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(2)以降では、デバイスに BMPを設定できます。

始める前に

BGPをイネーブルにする必要があります（「BGPの有効化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp as-number
3. bmp server server-number

4. address ip-address port-number port-number
5. description string

6. initial-refresh { skip | delay time}
7. initial-delay time

8. stats-reporting-period time

9. shutdown
10. neighbor ip-address
11. remote-as as-number

12. bmp-activate-server server-number

13. （任意） show bgp bmp server [server-number] [detail]

14. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

BGPモードを開始し、ローカル BGPスピーカに自
律システム番号を割り当てます。

router bgp as-number

例：

Step 2

switch(config)# router bgp 200
switch(config-router)#

BGPが情報を送信する BMPサーバを設定します。
サーバ番号がキーとして使用されます。

bmp server server-number

例：

Step 3

最大 2つの BMPサーバを設定できます。（注）switch(config-router)# bmp server 1

ホストの IPv4または IPv6アドレスと、BMPスピー
カーが BMPサーバに接続するポート番号を設定し
ます。

address ip-address port-number port-number

例：

switch(config-router)# address 10.1.1.1
port-number 2000

Step 4

BMPサーバの説明を設定します。最大 256文字の
英数字を入力できます。

description string

例：

Step 5

switch(config-router)# description BMPserver1

BGPがコンバージされ、後で BMPサーバ接続が確
立されたときにルートリフレッシュを送信するオプ

ションを設定します。

initial-refresh { skip | delay time}

例：

switch(config-router)# initial-refresh delay 100

Step 6

skipオプションは、BMPサーバ接続が後でアップし
た場合にルートリフレッシュを送信しないことを指

定します。

delayオプションは、ルート更新を送信するまでの
時間を秒単位で指定します。有効範囲は 30～ 720
秒で、デフォルトは 30秒です。

BMPサーバへの接続が試行されるまでの遅延を設
定します。有効範囲は 30～ 720秒で、デフォルト
は 45秒です。

initial-delay time

例：

switch(config-router)# initial-delay 120

Step 7

BMPサーバが BGPネイバーから統計レポートを受
信する時間間隔を設定します。有効範囲は30～720
秒で、デフォルトはディスエーブルです。

stats-reporting-period time

例：

switch(config-router)# stats-reporting-period 50

Step 8

BMPサーバへの接続を無効にします。shutdown

例：

Step 9

switch(config-router)# shutdown
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目的コマンドまたはアクション

BGPルーティング用のネイバーコンフィギュレー
ションモードを開始し、ネイバー IPアドレスを設
定します。

neighbor ip-address

例：

switch(config-router)# neighbor 192.168.1.2
switch(config-router-neighbor)#

Step 10

リモート BGPピアの AS番号を設定します。remote-as as-number

例：

Step 11

switch(config-router-neighbor)# remote-as 65535

ネイバーの情報の送信先となる BMPサーバを設定
します。

bmp-activate-server server-number

例：

Step 12

switch(config-router-neighbor)#
bmp-activate-server 1

BMPサーバ情報を表示します。（任意） show bgp bmp server [server-number] [detail]

例：

Step 13

switch(config-router-neighbor)#
show bgp bmp server

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 14

switch(config-router-neighbor)#
copy running-config startup-config

BGP Local Route Leaking

BGPローカルルートリークについて
リリース 9.3(1)以降、NX-OS BGPは、次の間のインポートされた VPNルートのリークをサポー
トします。

• VPNルートテーブルとデフォルト VRFルートテーブル

• VPNルートテーブルと VRF-Liteルートテーブル

•リーフからリーフへの接続用のボーダーリーフ（BL）スイッチルートテーブル

この機能により、ルートテーブル間のルートの伝播が可能になります。インポートマップまたは

エクスポートマップを設定することで、VRFのルートリークを制御できます。このマップには、
ローカルで発生した着信ルートを許可または禁止し、アドバタイズするかどうかを指定するオプ

ションが含まれています。ローカルルートリークは双方向であるため、ローカルに発信された

ルートはVRFからBGP VPNにリークされ、BGP VPNからインポートされたルートはVRFにリー
クされます。
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NX-OSは、中央集中型ルートリークと呼ばれる同様の機能をサポートしています。詳細について
は、レイヤ 3仮想化の設定（485ページ）を参照してください。

（注）

BGPローカルルートリークの注意事項と制約事項
BGPローカルルートリーク機能の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•この機能は、次のシスコハードウェアによりサポートされます。

•この機能は、Cisco Nexus 9332C、9364C、9300-EX、9300-FX/FXP/FX2/FX3、および9300-GX
プラットフォームスイッチと、9700-EX/FXラインカードを備えた Cisco Nexus 9500プ
ラットフォームスイッチに導入されました。

• -Rラインカード搭載の Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ

•ルートターゲットを使用する場合、同じルートターゲットが同じリモートパスを指す重複
パスを持っている可能性があり、これがスイッチのメモリとパフォーマンスに悪影響を及ぼ

す可能性があります。ルートターゲットを使用する場合は注意してください。

•同じ VRF間で境界リーフルータ（BL）がリークするリーフツーリーフの場合に、ローカル
ルートリークを使用する場合は注意してください。このシナリオでは、ルーティングループ

が発生しやすくなります。インポートされたルートを他の BLから除外するには、インバウ
ンドルートマップを使用することを推奨します。

•リモートパスが取り消された後、BGPがパスを完全にクリーンアップするまでにさらに 20
秒かかることがあります。

デフォルトVRFにリークするためにVPNからインポートされたルート
を設定する

VRFを設定して、BGP VPNからインポートされたルートが、デフォルトの VRFへエクスポート
されることを許可することができます。この手順は、デフォルト以外の VRFに使用します。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. vrf context vrf-name

3. address-family address-family sub family

4. export vrf default [prefix-limit] maproute-map allow-vpn
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config terminal

例：

Step 1

switch-1# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
switch-1(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context vrf-name

例：

switch-1(config)# vrf context vpn1
switch-1(config-vrf)#

Step 2

address-family address-family sub familyStep 3

例：

switch-1(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

現在の VRFを設定して、BGP VPNからインポート
されたルートが、デフォルトのVRFへエクスポート
されることを許可します。

export vrf default [prefix-limit] maproute-map allow-vpn

例：

switch-1(config-vrf-af-ipv4)# export vrf default
map vpnmap1 allow-vpn
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

Step 4

デフォルトVRFからリークされたルートをVPNにエクスポートするた
めの設定

デフォルトVRFからリークされたルートをBGP VPNにエクスポートできるようにVRFを設定で
きます。この手順は、デフォルト以外の VRFに使用します。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. vrf context vrf-name

3. address-family address-family sub family

4. import vrf default [prefix-limt] maproute-map advertise-vpn
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config terminal

例：

Step 1

switch-1# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
switch-1(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context vrf-name

例：

switch-1(config)# vrf context vpn1
switch-1(config-vrf)#

Step 2

address-family address-family sub familyStep 3

例：

switch-1(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

デフォルトVRFからインポートされたルートをBGP
VPNにエクスポートできるように現在のVRFを設定
します。

import vrf default [prefix-limt] maproute-map
advertise-vpn

例：

Step 4

switch-1(config-vrf-af-ipv4)# import vrf map
vpnmap1 advertise-vpn
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

VRFにエクスポートするために VPNからインポートしたルートの設定
VPNでインポートされたルートを別の VRFにエクスポートできるように VRFを設定できます。
この手順は、デフォルト以外の VRFに使用してください。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. vrf context vrf-name

3. address-family address-family sub family

4. export vrf allow-vpn
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config terminal

例：

Step 1

switch-1# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
switch-1(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context vrf-name

例：

switch-1(config)# vrf context vpn1
switch-1(config-vrf)#

Step 2

address-family address-family sub familyStep 3

例：

switch-1(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

BGP VPMからインポートしたルートをデフォルト以
外の VRFにエクスポートできるように VRFを設定
します。

export vrf allow-vpn

例：

switch-1(config-vrf-af-ipv4)# export vrf allow-vpn
nxosv2(config-vrf-af-ipv4)#

Step 4

VRFからインポートして VPNにエクスポートするルートの設定
VRFは、別の VRFからインポートされたルートを BGP VPNにエクスポートできるように設定す
ることができます。この手順は、デフォルト以外の VRFに使用してください。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. vrf context vrf-name

3. address-family address-family sub family

4. import vrf advertise-vpn

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch-1# config terminal
Enter configuration commands, one per line. End
with CNTL/Z.
switch-1(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。32文字以内の英数字のストリング（大文字と小
文字を区別）で指定します。

vrf context vrf-name

例：

switch-1(config)# vrf context vpn1
switch-1(config-vrf)#

Step 2

address-family address-family sub familyStep 3

例：

switch-1(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch-1(config-vrf-af-ipv4)#

別の VRFからインポートされたルートを BGP VPN
にエクスポートできるように現在のVRFを設定しま
す。

import vrf advertise-vpn

例：

switch-1(config-vrf-af-ipv4)# import vrf
advertise-vpn
nxosv2(config-vrf-af-ipv4)#

Step 4

設定例

次に、BGPローカルルートリーク機能の設定例を示します。

BGP VPNからデフォルト VPNへの到達可能性の設定

この例では、VPNとデフォルトVRFの間にある、VRF_Aと呼ばれる中間VRFを介して、ルート
の再インポートを有効にします。

vrf context VRF_A
address-family ipv4 unicast
route-target both auto evpn
import vrf default map MAP_1 advertise-vpn
export vrf default map MAP_1 allow-vpn

ルートの再インポートは、VPNから VRF_Aへのルートのインポートを制御する advertise-vpnオ
プションを使用して、また、VRF_Aからデフォルト VRFへの VPNインポートルートのエクス
ポートを制御する、エクスポートマップのための allow-vpnを使用して有効にできます。設定は
中間 VRFで行われます。

VPNから VRF-Liteへの到達可能性の設定

この例では、VPNは VRF_Aと呼ばれるテナント VRFに接続します。VRF_Aは、VRF-Bと呼ば
れる VRF-Liteに接続します。この設定により、VPNでインポートされたルートを VRF_Aから
VRF_Bにリークできます。
vrf context VRF_A

address-family ipv4 unicast
route-target both auto
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route-target both auto evpn
route-target import 3:3
route-target export 2:2
import vrf advertise-vpn
export vrf allow-vpn

vrf context VRF_B
address-family ipv4 unicast
route-target both 1:1
route-target import 2:2
route-target export 3:3

2つの間のルートリークは、VRF_A（テナント）で設定されたエクスポートマップで allow-vpn
を使用してイネーブルにします。VRF_Aのエクスポートマップでは、VPNからインポートされ
たルートを VRF_Bにリークできます。エクスポートマップによって処理されたルートは、ルー
トターゲットのルートセットに追加される、route-mapexportおよび export-map属性を持ちま
す。インポートマップは、advertise-vpnを使用して、VRF-Liteからインポートされたルートを
VPNにエクスポートできるようにします。

VRF間でルートリークが発生すると、ルートは再発信され、そのルートターゲットは、新しい
VRFの設定で指定されたルートターゲットエクスポートおよびエクスポートマップ属性で置き
換えられます。

リーフからリーフへの到達可能性

この例では、2つの VPNと 2つの VRFが存在します。VPN_1は VRF_Aに接続され、VPN_2は
VRF_Bに接続されます。両方の VRFはルート識別子（RD）です。
vrf context VRF_A

address-family ipv4 unicast
route-target both auto
route-target both auto evpn
route-target import 3:3
route-target export 2:2
import vrf advertise-vpn
export vrf allow-vpn

vrf context VRF_B
address-family ipv4 unicast
route-target both 1:1
route-target import 2:2
route-target export 3:3
import vrf advertise-vpn
export vrf allow-vpn

この 2つの間のルートリークは、VRF_Aおよび VRF_Bで設定されたエクスポートマップの
allow-vpnで有効にされます。VPNによってインポートされたルートには、ルートターゲットの
ルートセットに追加された route-mapexportと export-map属性があります。インポートマップ
のマップは、各 VRFからインポートされたルートが VPNにエクスポートされるようにする
advertise-vpnオプションを使用します。

VRF間でルートリークが発生すると、ルートは再発信され、そのルートターゲットは、新しい
VRFの設定で指定されたルートターゲットエクスポートおよびエクスポートマップ属性で置き
換えられます。
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ループ防止付きリーフツーリーフ

リーフツーリーフ設定では、ルートマップに注意を払わないでいると、同じVRF間でリークして
いる BL間のループが誤って発生する可能性があります。

•各 BLでインバウンドルートマップを使用すれば、他のすべての BLからの更新を拒否でき
ます。

• BLがルートを発信する場合には、標準コミュニティを適用できます。これにより、他の BL
はルートを受け入れることができます。このコミュニティは、受信側のBLで削除されます。

次の例では、VTEP 3.3.3.3、4.4.4.4、および 5.5.5.5が BLです。
ip prefix-list BL_PREFIX_LIST seq 5 permit 3.3.3.3/32
ip prefix-list BL_PREFIX_LIST seq 10 permit 4.4.4.4/32
ip prefix-list BL_PREFIX_LIST seq 20 permit 5.5.5.5/32
ip community-list standard BL_COMMUNITY seq 10 permit 123:123
route-map INBOUND_MAP permit 5
match community BL_COMMUNITY
set community none

route-map INBOUND_MAP deny 10
match ip next-hop prefix-list BL_PREFIX_LIST

route-map INBOUND_MAP permit 20
route-map OUTBOUND_SET_COMM permit 10
match evpn route-type 2 mac-ip
set community 123:123

route-map SET_COMM permit 10
set community 123:123

route-map allow permit 10

vrf context vni100
vni 100
address-family ipv4 unicast
route-target import 2:2
route-target export 1:1
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf advertise-vpn
export vrf allow-vpn

vrf context vni200
vni 200
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1
route-target export 2:2
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf advertise-vpn
export vrf allow-vpn

router bgp 100
template peer rr
remote-as 100
update-source loopback0
address-family l2vpn evpn
send-community
send-community extended
route-map INBOUND_MAP in
route-map OUTBOUND_SET_COMM out

neighbor 101.101.101.101
inherit peer rr

neighbor 102.102.102.102
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inherit peer rr
vrf vni100
address-family ipv4 unicast
network 3.3.3.100/32 route-map SET_COMM

vrf vni200
address-family ipv4 unicast
network 3.3.3.200/32 route-map SET_COMM

この例では、ボーダーリーフ（BL）ルータのテナント VRFは追加のインポートエクスポートフ
ローを有効にすることで、トラフィックをリークできます。ルートマップ内のルートターゲット

は、ルートのインポート元またはエクスポート先を決定します。

VRFのマルチパス

この例では、VPNに複数の着信パスがあります。この設定により、VRF_Aと呼ばれる中間 VRF
（VPNと別の VRFの間にあり、VRF_Bと呼ばれるもの）を介したルートリークが可能になりま
す。マルチパスが VRF_Aで有効になっているとします。
vrf context VRF_A

address-family ipv4 unicast
route-target both auto evpn
route-target export 3:3
export vrf allow-vpn

vrf context VRF_B
address-family ipv4 unicast
route-target import 3:3

ルートリークは、VRF_Aで設定されたエクスポートマップの allow-vpnで有効になっています。
特定のプレフィックスの 2つのパスが VPNから学習されて VRF_Aにインポートされると、同じ
送信元 RD（VRF_Aのローカル RD）を持つ 2つの異なるパスが VRF_Bに存在するようになりま
す。各ルートは、元の送信元 RD（リモート RD）によって区別されます。

パスの重複

この例では、設定により単一の VPNパスを VRF_Aと VRF_Bの両方にインポートできるように
なっています。VRF_Aは export vrf allow-vpnで設定されているため、VRF_Aもそのルートを
VRF_Bにリークします。VRF_Bには同じ送信元 RD（VRF_Aのローカル RD）を持つ 2つのパス
がありますが、それらは元の送信元 RD（リモート RD）によって区別されます。
vrf context VRF_A

address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1 evpn
route-target export 1:1 evpn
route-target export 2:2
export vrf allow-vpn

vrf context VRF_B
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1 evpn
route-target import 2:2

この設定では、マルチパスが存在しない状況が発生します。

BGPローカルルートリーク情報の表示
次の showコマンドには、BGPローカルルートリーク機能に関する情報が含まれています。
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アクションコマンド

デフォルトまたはデフォルト以外のVRFの場合、
import advertise-vpnおよび export allow-vpnオ
プションのイネーブル状態（YesまたはNo）が
表示されます。

show bgp vrf vrf-name process

ルートのインポート元の宛先のリストなど、イ

ンポートされたパスに関する情報を表示しま

す。

show bgp vrf vrf-name ipv4 unicast prefix

BGP Graceful Shutdown

BGPグレースフルシャットダウンに関する情報
リリース 9.3(1)以降、BGPはグレースフルシャットダウン機能をサポートしています。このBGP
機能は、BGP shutdownコマンドと連携して次のことを行います。

•ルータまたはリンクがオフラインになったときのネットワークコンバージェンス時間を大幅
に短縮します。

•ルータまたはリンクがオフラインになったときに、転送中のドロップされたパケットを削減
または排除します。

名前にかかわらず、BGPグレースフルシャットダウンは実際にはシャットダウンを引き起こしま
せん。代わりに、ルータまたはリンクが間もなくダウンすることを、接続されているルータに通

知します。

グレースフルシャットダウン機能は、GRACEFUL_SHUTDOWNウェルノウンコミュニティ
（0xFFFF0000または 65535:0）を使用します。これは、IANAおよび IETFによって RFC 8326に
よって識別されます。この既知のコミュニティは任意のルートにアタッチでき、ルートの他の属

性と同様に処理されます。

この機能は、ルータまたはリンクがダウンすることを通知するため、メンテナンス時間帯または

計画停止の準備に役立ちます。トラフィックへの影響を制限するには、BGPをシャットダウンす
る前にこの機能を使用します。

グレースフルシャットダウンの認識とアクティブ化

BGPルータは、すべてのルートの優先事項を、GRACEFUL SHUTDOWN対応というコンセプトを
通し、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティによって制御できます。グレースフルシャットダ
ウン対応は、デフォルトでイネーブルになっています。これにより、受信側ピアは、

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを伝える着信ルートを優先しなくなります。一般的な使
用例ではありませんが、graceful-shutdown awareコマンドを使用して、グレースフルシャットダ
ウン対応を無効にしてから再度有効にすることもできます。
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グレースフルシャットダウン対応は、BGPグローバルコンテキストでのみ適用されます。コンテ
キストの詳細については、グレースフルシャットダウンのコンテキスト（433ページ）を参照し
てください。対応のためのオプションは、activateという別のオプションと一緒に動作します。こ
のオプションをルートマップに割り当てると、グレースフルシャットダウンのルートをより詳細

に制御できます。

グレースフルシャットダウン対応オプションとアクティブ化オプションの協同作用

グレースフルシャットダウンがアクティブな場合、activateキーワードを指定した場合にのみ、
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティがルート更新に追加されます。この時点で、コミュニティ
を含む新しいルート更新が生成され、送信されます。graceful-shutdown awareコマンドが設定さ
れると、コミュニティを受信するすべてのルータは、アップデート内のルートの優先を解除しま

す（そのルート優先度を下げます）。graceful-shutdown awareコマンドを使用しなかった場合、
BGPはGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの設定されたルートの優先度を下げません。

この機能がアクティブになり、ルータがグレースフルシャットダウンの対応状態になった場合で

も、BGPは引き続き、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティが有効だとしてルートを考慮しま
す。ただし、これらのルートには、最適パスの計算で最低の優先度が与えられます。代替パスが

使用可能な場合は、新しい最適パスが選択され、まもなくダウンするルータまたはリンクに対応

するためのコンバージェンスが行われます。

グレースフルシャットダウンのコンテキスト

BGPのグレースフルシャットダウン機能には、機能の影響と使用可能な機能を決定する 2つのコ
ンテキストがあります。

コマンド影響コンテキスト

graceful-shutdown activate
[route-mapルートマップ]

graceful-shutdown aware

スイッチ全体と、スイッチに

よって処理されるすべてのルー

ト。たとえば、

GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティを持つすべてのルー

トを再アドバタイズします。

グローバル

graceful-shutdown activate
[route-mapルートマップ]

BGPピアまたはネイバー間のリ
ンク。たとえば、ピア間のリン

クを 1つだけ
GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティでアドバタイズしま

す。

Peer

ルートマップによるグレースフルシャットダウン

グレースフルシャットダウンは、ルートポリシーマネージャ（RPM）機能と連携して、スイッ
チのBGPルータがGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用してルートを送受信する方法を
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制御します。ルートマップは、インバウンドおよびアウトバウンド方向でコミュニティとのルー

ト更新を処理できます。通常、ルートマップは必要ありません。ただし、必要に応じて、グレー

スフルシャットダウンルートの制御をカスタマイズするために使用できます。

通常のインバウンドルートマップ

通常のインバウンドルートマップは、BGPルータに着信するルートに影響します。ルータはデ
フォルトでグレースフルシャットダウンを認識するため、通常のインバウンドルートマップは

グレースフルシャットダウン機能では一般的に使用されません。

Cisco NX-OSリリース 9.3 (1)以降を実行しているCisco Nexusスイッチでは、グレースフルシャッ
トダウン機能のインバウンドルートマップは必要ありません。Cisco NX-OSリリース9.3（1）以
降には、BGPルータがグレースフルシャットダウン対応である場合にGRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティを持つすべてのルートを自動的に非優先にする、暗黙のインバウンドルートマップが

あります。

通常のインバウンドルートマップは、既知のGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと一致する
ように設定できます。これらの着信ルートマップは一般的ではありませんが、使用される場合が

あります。

•スイッチが 9.3 (1)よりも前の Cisco NX-OSリリースを実行している場合、NX-OS 9.3 (1)には
暗黙的なインバウンドルートマップがありません。これらのスイッチでグレースフルシャッ

トダウン機能を使用するには、グレースフルシャットダウンインバウンドルートマップを

作成する必要があります。ルートマップは、既知の GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティ
を持つインバウンドルートと一致し、それらを許可し、それらを非優先にする必要がありま

す。着信ルートマップが必要な場合は、9.3 (1)より前のバージョンの NX-OSを実行し、グ
レースフルシャットダウンルートを受信しているBGPピアで作成します。

•グレースフルシャットダウン認識をディセーブルにし、一部の BGPネイバーからの
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信ルートでルータを動作させる場合は、そ
れぞれのピアでインバウンドルートマップを設定できます。

通常のアウトバウンドルートマップ

通常のアウトバウンドルートマップは、BGPルータが送信するルートの転送を制御します。通常
のアウトバウンドルートマップは、グレースフルシャットダウン機能に影響を与える可能性が

あります。たとえば、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティで一致するようにアウトバウンド
ルートマップを設定し、属性を設定できます。これは、グレースフルシャットダウンアウトバ

ウンドルートマップよりも優先されます。

グレースフルシャットダウンアウトバウンドルートマップ

アウトバウンドグレースフルシャットダウンルートマップは、グレースフルシャットダウン機

能のアウトバウンドルートマップの特定のタイプです。これらはオプションですが、ルートマッ

プに関連付けられているコミュニティリストがすでにある場合に役立ちます。通常のグレースフ

ルシャットダウンアウトバウンドルートマップには、特定の属性を設定または変更するための

set句のみが含まれています。

アウトバウンドルートマップは、次の方法で使用できます。
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•既存のアウトバウンドルートマップをすでに持っている顧客の場合は、より大きいシーケン
ス番号を持つ新しいエントリを追加し、GRACEFUL_SHUTDOWNウェルノウンコミュニティ
で照合し、必要な属性を追加できます。

• graceful-shutdown activate route-map nameオプションを使用してグレースフルシャットダウ
ンアウトバウンドルートマップを使用することもできます。これが一般的な使用例です。

このルートマップにはmatch句が必要ないため、ルートマップはネイバーに送信されるすべ
てのルートで一致します。

ルートマップの優先順位

同じルータ上に複数のルートマップが存在する場合は、次の優先順位が適用されて、コミュニ

ティとのルートの処理方法が決定されます。次の例を考慮してください。60のローカル設定を設
定する標準の発信ルートマップ名 Redがあるとします。また、Blueという名前のピアグレース
フルシャットダウンルートマップがあり、local-prefが 30に設定されているとします。ルート更
新が処理されると、Redは Blueを上書きするため、ローカルプリファレンスは 60に設定されま
す。

•通常の発信ルートマップは、ピアグレースフルシャットダウンマップよりも優先されます。

•ピアグレースフルシャットダウンマップは、グローバルグレースフルシャットダウンマッ
プよりも優先されます。

ガイドラインと制約事項

BGPグローバルシャットダウンの制限事項と注意事項は、次のとおりです。

•グレースフルシャットダウン機能は、影響を受けるルータの代替ルートがネットワークに存
在する場合にのみ、トラフィック損失を回避するのに役立ちます。ルータに代替ルートがな

い場合は、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを伝送するルートが使用可能な唯一のルー
トであるため、最適パスの計算に使用されます。この状況では、機能の目的が失われます。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを送信するには、BGP送信コミュニティの設定が必
要です。

•ルートマップの場合:

•グローバルルートマップとネイバールートマップが設定されている場合、ネイバー単
位のルートマップが優先されます。

•発信ルートマップは、グレースフルシャットダウン用に設定されたグローバルルート
マップよりも優先されます。

•発信ルートマップは、グレースフルシャットダウン用に設定されたピアルートマップ
よりも優先されます。

•レガシー（既存の）インバウンドルートマップにグレースフルシャットダウン機能を
追加するには、次の手順を実行します。
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1. graceful shutdown match句をルートマップの先頭に追加します。これには、句に低い
シーケンス番号（たとえば、シーケンス番号 0）を設定します。

2. graceful shutdown句の後に continueステートメントを追加します。continueステート
メントを省略すると、graceful shutdown句と一致するルートマップ処理が停止しま
す。シーケンス番号が大きい他の句（たとえば、1以上）は処理されません。

グレースフルシャットダウンタスクの概要

グレースフルシャットダウン機能を使用するには、通常、すべてのCisco Nexusスイッチでグレー
スフルシャットダウン対応をイネーブルにし、機能をイネーブルのままにします。BGPルータを
オフラインにする必要がある場合は、graceful-shutdown activateを設定します。

次の詳細に、グレースフルシャットダウン機能を使用するためのベストプラクティスを示しま

す。

ルータまたはリンクをダウンさせるには、次の手順を実行します。

1. グレースフルシャットダウン機能を設定します。

2. ネイバーでベストパスを確認します。

3. 最適パスが再計算されたら、BGPを無効にする shutdownコマンドを発行します。

4. ルータまたはリンクをシャットダウンする必要がある作業を実行します。

ルータまたはリンクをオンラインに戻すには、次の手順を実行します。

1. シャットダウンが必要な作業が完了したら、BGPを再度イネーブルにします（noshutdown）。

2. グレースフルシャットダウン機能を無効にします（configモードの no graceful-shutdown
activate）。

リンクのグレースフルシャットダウンの設定

この作業では、2つのBGPルータ間の特定のリンクでグレースフルシャットダウンを設定できま
す。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. config terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. neighbor { ipv4-address|ipv6-address } remote-as as-number

4. graceful-shutdown activate [route-map map-name]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

config terminal

例：

Step 1

switch-1# configure terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

switch-1(config)# router bgp 110
switch-1(config-router)#

Step 2

ネイバーが属する自律システム（AS）を設定しま
す。

neighbor { ipv4-address|ipv6-address } remote-as
as-number

例：

Step 3

switch-1(config-router)# neighbor 10.0.0.3
remote-as 200
switch-1(config-router-neighbor)#

ネイバーへのリンクでグレースフルシャットダウン

を設定します。また、既知の

graceful-shutdown activate [route-map map-name]

例：

Step 4

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用して
switch-1(config-router-neighbor)# graceful-shutdown
activate route-map gshutPeer
switch-1(config-router-neighbor)#

ルートをアドバタイズし、アウトバウンドルート更

新にルートマップを適用します。

ルートは、デフォルトでグレースフルシャットダウ

ンコミュニティでアドバタイズされます。この例で

は、ルートはgshutPeerという名前のルートマップを
使用して、グレースフルシャットダウンコミュニ

ティを持つネイバーにアドバタイズされます。

gshutコミュニティを受信したデバイスは、ルートの
コミュニティを確認し、オプションでコミュニティ

を使用してルーティングポリシーを適用します。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティに基づくBGPルートのフィルタリ
ングとローカルプリファレンスの設定

まだ9.3(1)を実行していないスイッチには、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティ名と一致する
インバウンドルートマップがありません。したがって、正しいルートを識別して先送りする方法

はありません。

9.3(1)よりも前のリリースのNX-OSを実行しているスイッチでは、グレースフルシャットダウン
（65535:0）のコミュニティ値と一致するインバウンドルートマップを設定し、ルートを非優先
にする必要があります。
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スイッチが 9.3(1)以降を実行している場合、着信ルートマップを設定する必要はありません。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip community list standard community-list-name seq sequence-number { permit | deny } value

3. route map map-tag {deny | permit} sequence-number

4. match community community-list-name

5. set local-preference local-pref-value

6. exit
7. router bgp community-list-name

8. neighbor { ipv4-address|ipv6-address }
9. address-family { address-family sub family }
10. send community
11. route map map-tag in

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch-1# configure terminal
switch-1<config)#

コミュニティリストを設定し、よく知られたグレー

スフルシャットダウンコミュニティ値を持つルー

トを許可または拒否します。

ip community list standard community-list-name seq
sequence-number { permit | deny } value

例：

Step 2

switch-1(config)# ip community-list standard GSHUT
seq 10 permit 65535:0
switch-1(config)#

ルートマップをシーケンス 10として設定し、
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルー
トを許可します。

route map map-tag {deny | permit} sequence-number

例：

switch-1(config)# route-map RM_GSHUT permit 10
switch-1(config-route-map)#

Step 3

IPコミュニティリストGSHUTに一致するルートが
ルートポリシーマネージャ（RPM）により処理さ
れるように設定します。

match community community-list-name

例：

switch-1(config-route-map)# match community GSHUT
switch-1(config-route-map)#

Step 4

IPコミュニティリスト GSHUTに一致するルート
に、指定されたローカルプリファレンスが与えられ

るように設定します。

set local-preference local-pref-value

例：

switch-1(config-route-map)# set local-preference
10
switch-1(config-route-map)#

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップ設定モードを終了し、グローバル設定

モードに戻ります。

exit

例：

Step 6

switch-1(config-route-map)# exit
switch-1(config)#

ルータ設定モードを開始し、BGPインスタンスを作
成します。

router bgp community-list-name

例：

Step 7

switch-1(config)# router bgp 100
switch-1(config-router)#

指定したネイバーのルート BGPネイバーモードを
開始します。

neighbor { ipv4-address|ipv6-address }

例：

Step 8

switch-1(config-router)# neighbor 10.0.0.3
switch-1(config-router-neighbor)#

ネイバーをアドレスファミリ（AF）設定モードに
します。

address-family { address-family sub family }

例：

Step 9

nxosv2(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 unicast
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

ネイバーとの BGPコミュニティ交換を可能にしま
す。

send community

例：

Step 10

nxosv2(config-router-neighbor-af)# send-community
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

ネイバーからの着信ルートにルートマップを適用し

ます。この例では、RM_GSHUTという名前のルー
route map map-tag in

例：

Step 11

トマップは、ネイバーからの
nxosv2(config-router-neighbor-af)# route-map
RM_GSHUT in
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルー
トを許可します。

すべての BGPネイバーのグレースフルシャットダウンの設定
グレースフルシャットダウンイニシエータのすべてのネイバーにGRACEFUL_SHUTDOWNウェ
ルノウンコミュニティを手動で適用できます。

すべての BGPネイバーに対して、グローバルレベルでグレースフルシャットダウンを設定でき
ます。

始める前に

BGPをまだ有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。
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手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonomous-system-number

3. graceful-shutdown activate [route-map map-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch-1# configure terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成または設定しま
す。

router bgp autonomous-system-number

例：

switch-1(config)# router bgp 110
switch-1(config-router)#

Step 2

すべてのネイバーへのリンクのグレースフルシャッ

トダウンルートマップを設定します。また、既知の

graceful-shutdown activate [route-map map-name]

例：

Step 3

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つすべて
switch-1(config-router-neighbor)# graceful-shutdown
activate route-map gshutPeer
switch-1(config-router-neighbor)#

のルートをアドバタイズし、ルートマップをアウト

バウンドルートアップデートに適用します。

ルートはデフォルトで GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティでアドバタイズされます。この例では、

ルートが gshutPeerという名前のルートマップを持つ
コミュニティを持つすべてのネイバーにアドバタイ

ズされます。ルートマップには set句のみを含める必
要があります。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを受信したデ
バイスは、ルートのコミュニティを確認し、オプショ

ンでコミュニティを使用してルーティングポリシー

を適用します。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを使用したすべてのルートのプリ
ファレンスの制御

CiscoNX-OSでは、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信ルートの優先順位を下げる
ことができます。graceful shutdown awareが有効になっている場合、最適パス計算時に、BGPは
コミュニティを伝送するルートを最も低い優先順位と見なします。デフォルトでは、プレファレ

ンスの引き下げが有効になっていますが、このオプションを選択的に無効にすることもできます。
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このオプションをイネーブルまたはディセーブルにするたびに、BGPのベストパス計算がトリガー
されます。このオプションを使用すると、グレースフルシャットダウンのウェルノウンコミュニ

ティにおける BGPのベストパス計算の動作を柔軟に制御できます。

始める前に

BGPを有効にしていない場合は、ここで有効にします（feature bgp）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router bgp autonoums-system

3. （任意） no graceful-shutdown aware

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch-1(config)# config terminal
switch-1(config)#

ルータコンフィギュレーションモードを開始し、

BGPルーティングプロセスを設定します。
router bgp autonoums-system

例：

Step 2

switch-1(config)# router bgp 100
switch-1(config-router)#

このBGPルータでは、GRACEFUL_SHUTDOWNコ
ミュニティを持つすべてのルートに低い優先順位を

（任意） no graceful-shutdown aware

例：

Step 3

指定しないという意味です。グレースフルシャット
switch-1(config-router)# no graceful-shutdown aware
switch-1(config-router)# ダウン認識機能がディセーブルになっている場合、

デフォルトアクションはルートを非優先にします。

そのため、コマンドにはno形式というオプションが
存在しており、これを使用すると、グレースフル

シャットダウンルートは非優先になりません。

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティのピアへの送信の防止
発信ルート更新にルート属性として追加された GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティが不要に
なった場合は、コミュニティを削除して、指定されたネイバーに送信しなくなります。1つの使
用例は、ルータが自律システム境界にあり、グレースフルシャットダウン機能が自律システム境

界の外部に伝播しないようにする場合です。

GRACEFUL_SHUTDOWNがピアに送信されないようにするには、send communityオプションを無
効にするか、コミュニティを発信ルートマップから削除します。

次の方法の中から 1つを選択してください。
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•実行コンフィギュレーションで send-communityを無効にします。

例：

nxosv2(config-router-neighbor-af)# no send-community standard
nxosv2(config-router-neighbor-af)#

このオプションを使用すると、スイッチは GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを受信し
ますが、発信ルートマップを介してダウンストリームネイバーに送信されません。すべての

標準コミュニティも送信されません。

•次の手順に従って、発信ルートマップを介して GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを削
除します。

1. GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと一致する IPコミュニティリストを作成します。

2. GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティと照合する発信ルートマップを作成します。

3. set community-list delete句を使用してGRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを削除しま
す。

このオプションを使用すると、コミュニティリストは GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニ
ティと一致し、許可されます。その後、発信ルートマップはコミュニティと照合され、発信

ルートマップから削除されます。他のすべてのコミュニティは、問題なく発信ルートマップ

を通過します。

グレースフルシャットダウン情報の表示

グレースフルシャットダウン機能に関する情報は、次の showコマンドで確認できます。

アクションコマンド

GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ
BGPルーティングテーブル内のすべてのエント
リを表示します。

show ip bgp community-list graceful-shutdown

実行中の BGPのデフォルト設定を示します。show running-config bgp

グレースフルシャットダウン機能に関する情報

など、実行中のBGP設定のすべての情報を表示
します。

show running-config bgp all

機能がピアに設定されている場合、次のように

表示されます。

•指定されたネイバーの
graceful-shutdown-activate機能の状態

•指定されたネイバーに設定されたグレース
フルシャットダウンルートマップの名前

show bgp address-family neighbors neighbor-address
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アクションコマンド

コンテキストに応じて異なる情報を表示しま

す。

graceful-shutdown-activateオプションがピアコン
テキストで設定されている場合、

graceful-shutdown-activeを介して機能の有効

または無効状態を示します。

graceful-shutdown-activateオプションがグローバ
ルコンテキストで設定され、graceful-shutdown
ルートマップがある場合は、次のように機能の

有効状態が表示されます。

• graceful-shutdown-active

• graceful-shutdown-aware

• graceful-shutdown route-map

show bgp process

指定されたアドレスについて、次を含む BGP
ルーティングテーブル情報を表示します。

•最適パスとして指定されたアドレスの状態

•指定されたアドレスが
GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの
一部であるかどうか

show ip bgp address

グレースフルシャットダウンの設定例

次に、グレースフルシャットダウン機能を使用するための設定例を示します。

BGPリンクのグレースフルシャットダウンの設定

次に、ローカルプリファレンスとコミュニティを設定しながらグレースフルシャットダウンを設

定する例を示します。

•指定されたネイバーへのリンクのグレースフルシャットダウンアクティブ化の設定

•ルートへの GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの追加

•コミュニティとのアウトバウンドルートに対して set句のみを使用して gshutPeerという名前
のルートマップを設定します。

router bgp 100
neighbor 20.0.0.3 remote-as 200

graceful-shutdown activate route-map gshutPeer
address-family ipv4 unicast

send-community
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route-map gshutPeer permit 10
set local-preference 0
set community 200:30

All-Neighbor BGPリンクのグレースフルシャットダウンの設定

次に例を示します。

•ローカルルータとそのすべてのネイバーを接続するすべてのリンクに対してグレースフル
シャットダウンアクティブ化を設定します。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティをルートに追加しています。

•すべての発信ルートに対して set句のみを使用して gshutAallという名前のルートマップを設
定します。

router bgp 200
graceful-shutdown activate route-map gshutAll

route-map gshutAll permit 10
set as-path prepend 10 100 110
set community 100:80

route-map Red permit 10
set local-pref 20

router bgp 100
graceful-shutdown activate route-map gshutAll

router-id 2.2.2.2
address-family ipv4 unicast
network 2.2.2.2/32
neighbor 1.1.1.1 remote-as 100
update-source loopback0
address-family ipv4 unicast

send-community
neighbor 20.0.0.3 remote-as 200
address-family ipv4 unicast

send-community
route-map Red out

この例では、ネイバー 1.1.1.1に対して gshutAllルートマップが有効になりますが、ネイバー

20.0.0.3で設定された発信ルートマップ Redが優先されるため、ネイバー 20.0.0.3に対しては有効
になりません。

ピアテンプレートでのグレースフルシャットダウンの設定

この例では、ピアセッションテンプレートでグレースフルシャットダウン機能を設定します。こ

れはネイバーによって継承されます。

router bgp 200
template peer-session p1

graceful-shutdown activate route-map gshut_out
neighbor 1.1.1.1 remote-as 100

inherit peer-session p1
address-family ipv4 unicast

send-community
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GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティの使用およびインバウンドルートマップに基づくBGPルート
のフィルタリングとローカルプリファレンスの設定

次に、コミュニティリストを使用して、GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つ着信ルー
トをフィルタリングする例を示します。この設定は、Cisco NX-OS 9.3(1)を最小バージョンとして
実行していないレガシースイッチに役立ちます。

次に例を示します。

• GRACEFUL_SHUTDOWNコミュニティを持つルートを許可する IPコミュニティリスト。

• RM_GSHUTという名前のルートマップは、GSHUTという名前の標準コミュニティリスト
に基づいてルートを許可します。

•また、ルートマップは、処理するルートの優先順位を 0に設定します。これにより、ルータ
がオフラインになったときに、それらのルートに最適パス計算の優先順位が低くなります。

ネイバー (20.0.0.2)からの着信 IPv4ルートにルートマップが適用されます。

ip community-list standard GSHUT permit 65535:0

route-map RM_GSHUT permit 10
match community GSHUT
set local-preference 0

router bgp 200
neighbor 20.0.0.2 remote-as 100

address-family ipv4 unicast
send-community
route-map RM_GSHUT in

Configuring a Graceful Restart
You can configure a graceful restart and enable the graceful restart helper feature for BGP.

Cisco NX-OS Release 10.1(1) supports a higher number of BFD sessions. If BGP sessions are associated with
BFD, the BGP restart-time may need to be increased to maintain peer connection during ISSU.

Note

Before you begin

You must enable BGP (see the "Enabling BGP" section).

Create the VRFs.

SUMMARY STEPS

1. configure terminal
2. router bgp as-number

3. (Optional) timers prefix-peer-timeout timeout

4. graceful-restart
5. graceful-restart {restart-time time|stalepath-time time}
6. graceful-restart-helper
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7. (Optional) show running-config bgp
8. (Optional) copy running-config startup-config

DETAILED STEPS

PurposeCommand or Action

Enters configuration mode.configure terminal

Example:

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Creates a new BGP process with the configured autonomous
system number.

router bgp as-number

Example:

Step 2

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

Configures the timeout value (in seconds) for BGP prefix
peers. The default value is 90 seconds.

(Optional) timers prefix-peer-timeout timeout

Example:

Step 3

This command is supported beginning with Cisco
NX-OS Release 9.3(3).

Noteswitch(config-router)# timers prefix-peer-timeout
20

Enables a graceful restart and the graceful restart helper
functionality. This command is enabled by default.

graceful-restart

Example:

Step 4

This command triggers an automatic notification and session
reset for the BGP neighbor sessions.

switch(config-router)# graceful-restart

Configures the graceful restart timers.graceful-restart {restart-time time|stalepath-time time}Step 5

Example: The optional parameters are as follows:
switch(config-router)# graceful-restart
restart-time 300

• restart-time—Maximum time for a restart sent to the
BGP peer. The range is from 1 to 3600 seconds. The
default is 120.

Cisco NX-OS Release 10.1(1) supports a
higher number of BFD sessions. If BGP
sessions are associated with BFD, the BGP
restart-time may need to be increased to
maintain peer connection during ISSU.

Note

• stalepath-time—Maximum time that BGP keeps the
stale routes from the restarting BGP peer. The range
is from 1 to 3600 seconds. The default is 300.

In NX-OS software release 10.2(1), a manual reset of a
BGP session is needed for the BGP session to advertise
Graceful Restart capabilities. For NX-OS software releases
10.2(2) and later, BGP sessions dynamically advertise
Graceful Restart capabilities without needing to restart the
BGP sessions when this command is enabled.
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PurposeCommand or Action

Enables the graceful restart helper functionality. Use this
command if you have disabled graceful restart but you still

graceful-restart-helper

Example:

Step 6

want to enable graceful restart helper functionality. This
switch(config-router)# graceful-restart
restart-time 300

command triggers an automatic notification and session
reset for the BGP neighbor sessions.

Displays the BGP configuration.(Optional) show running-config bgp

Example:

Step 7

switch(config-router)# show
running-config bgp

Saves this configuration change.(Optional) copy running-config startup-config

Example:

Step 8

switch(config-router)# copy
running-config startup-config

Example

This example shows how to enable a graceful restart:
switch# configure terminal
switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# graceful-restart
switch(config-router)# graceful-restart restart-time 300
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定
1つの BGPプロセスを設定し、複数のVRFを作成できます。また、各VRFで同じ BGPプロセス
を使用できます。

始める前に

BGPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. exit
4. router bgp as-number

5. vrf vrf-name

6. neighbor ip-address remote-as as-number

7. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context
RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

VRF設定モードを終了します。exit

例：

Step 3

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

自律システム番号を設定して、新しいBGPプロセス
を作成します。

router bgp as-number

例：

Step 4

switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)#

ルータVRF設定モードを開始し、このBGPインスタ
ンスと VRFを関連付けます。

vrf vrf-name

例：

Step 5

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

リモートBGPピアの IPアドレスおよびAS番号を設
定します。

neighbor ip-address remote-as as-number

例：

Step 6

switch(config-router-vrf)# neighbor
209.165.201.1 remote-as 65535
switch(config-router--vrf-neighbor)#

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-vrf-neighbor)# copy
running-config startup-config

例

次に、VRFを作成し、VRFでルータ IDを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context NewVRF
switch(config-vrf)# exit
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switch(config)# router bgp 65536
switch(config-router)# vrf NewVRF
switch(config-router-vrf)# neighbor 209.165.201.1 remote-as 65536
switch(config-router-vrf-neighbor)# copy running-config startup-config

拡張 BGPの設定の確認
BGPの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

すべてのアドレスファミリにつ

いて、BGP情報を表示します。
show bgp all [summary] [vrf vrf-name]

すべてのアドレスファミリにつ

いて、BGP情報を表示します。
show bgp convergence [vrf vrf-name]

BGPコミュニティと一致する
BGPルートを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
community {regexp expression | [community] [no-advertise]
[no-export] [no-export-subconfed]} [vrf vrf-name]

BGPコミュニティリストと一
致する BGPルートを表示しま
す。

show bgp [vrf vrf-name] {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address
| ipv6-prefix] community-list list-name [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティと一致す
る BGPルートを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
extcommunity {regexp expression | generic [non-transitive |
transitive] aa4:nn [exact-match]} [vrf vrf-name]

BGP拡張コミュニティリスト
と一致する BGPルートを表示
します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
extcommunity-list list-name [exact-match]} [vrf vrf-name]

BGPルートダンプニングの情
報を表示します。ルートフラッ

プダンプニング情報を消去する

には、clear bgp dampening コ
マンドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
extcommunity-list list-name [exact-match]} [vrf vrf-name]

BGPルートヒストリパスを表
示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
{dampening dampened-paths [regexp expression]} [vrf vrf-name]

BGPフィルタリストの情報を
表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] filter-list list-name [vrf vrf-name]
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目的コマンド

BGPピアの情報を表示します。
これらのネイバーを消去するに

は、clear bgp neighborsコマン
ドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast}
[ip-address | ipv6-prefix] neighbors [ip-address | ipv6-prefix] [vrf
vrf-name]

BGPルートネクストホップの
情報を表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
{nexthop | nexthop-database} [vrf vrf-name]

BGPパス情報を表示します。show bgp paths

BGPポリシー情報を表示しま
す。ポリシー情報を消去するに

は、clear bgp policyコマンドを
使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
policy name [vrf vrf-name]

プレフィックスリストと一致す

る BGPルートを表示します。
show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
prefix-list list-name [vrf vrf-name]

ソフト再構成用に保管されてい

る BGPパスを表示します。
show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
received-paths [vrf vrf-name]

AS_path正規表現と一致する
BGPルートを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
regexp expression [vrf vrf-name]

ルートマップと一致する BGP
ルートを表示します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
route-map map-name [vrf vrf-name]

BGPピアポリシー情報を表示
します。

show bgp peer-policy name [vrf vrf-name]

BGPピアセッション情報を表
示します。

show bgp peer-session name [vrf vrf-name]

BGPピアテンプレート情報を
表示します。ピアテンプレート

のすべてのネイバーを消去する

には、clear bgp peer-template
コマンドを使用します。

show bgp peer-template name [vrf vrf-name]

BGPプロセス情報を表示しま
す。

show bgp process

指定されたインターフェイスの

BGPピアに関する情報を表示し
ます。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast neighbors interface

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
450

高度な BGPの設定

拡張 BGPの設定の確認



目的コマンド

BGPピアとして使用されるイン
ターフェイスを表示します。

show ip bgp neighbors interface-name

リンク帯域幅の EXTCOMM
フィールドを表示します。出力

の bw：xx（bw：40など）は、
BGPピアが帯域幅付きの BGP
拡張属性を送信していることを

示します（重み付けECMPの場
合）。

show ip route ip-address detail vrf all | i bw

BGPのステータスと構成情報を
表示します。

show {ipv4 | ipv6} bgp options

BGPのステータスと構成情報を
表示します。

show {ipv4 | ipv6} mbgp options

IPv6 ICMPルータアドバタイズ
メントによって学習されたリ

モート IPv6ルータのリンク
ローカルアドレスを表示しま

す。

show ipv6 routers interface interface

現在実行中のBGPコンフィギュ
レーションを表示します。

show running-configuration bgp

BGP統計情報のモニタリング
BGPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

BGPルートフラップの統計情報を表示します。これら
の統計情報をクリアするには、clear bgp flap-statistics
コマンドを使用します。

show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast |
multicast} [ip-address | ipv6-prefix]
flap-statistics [vrf vrf-name]

ルーティングテーブルに挿入されたルートを表示しま

す。

show bgp {ipv4 | ipv6} unicast
injected-routes

すべてのピアの BGPセッションを表示します。これら
の統計情報をクリアするには、clear bgp sessionsコマン
ドを使用します。

show bgp sessions [vrf vrf-name]

BGP統計情報を表示します。show bgp statistics
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設定例
この例は、個々の BGPネイバーの BFDをイネーブルにする方法を示します。
router bgp 400
router-id 2.2.2.2
neighbor 172.16.2.3
bfd
remote-as 400
update-source Vlan1002
address-family ipv4 unicast

この例は、BGPプレフィックスピアの BFDをイネーブルにする方法を示します。
router bgp 400
router-id 1.1.1.1
neighbor 172.16.2.0/24
bfd
remote-as 400
update-source Vlan1002
address-family ipv4 unicast

プレフィックスベースネイバーのMD5認証を設定する例を示します。
template peer BasePeer-V6

description BasePeer-V6
password 3 f4200cfc725bbd28
transport connection-mode passive
address-family ipv6 unicast

template peer BasePeer-V4
bfd
description BasePeer-V4
password 3 f4200cfc725bbd28
address-family ipv4 unicast

--
neighbor fc00::10:3:11:0/127 remote-as 65006
inherit peer BasePeer-V6

neighbor 10.3.11.0/31 remote-as 65006
inherit peer BasePeer-V4

次に、ネイバーステータスの変化に関するメッセージをグローバルに有効にし、特定のネイバー

についてはメッセージを抑制する方法を示します。

router bgp 65100
log-neighbor-changes
neighbor 209.165.201.1 remote-as 65535
description test
address-family ipv4 unicast
soft-reconfiguration inbound
disable log-neighbor-changes

関連項目
BGPの詳細については、次の項目を参照してください。

•基本的 BGPの設定（309ページ）

• Route Policy Managerの設定（519ページ）
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その他の参考資料
BGPの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウン
ロードするには、次のURLにアクセスしてくだ
さい。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

BGPに関連するMIB
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第 13 章

RIPの設定

この章は、次の項で構成されています。

• RIPについて（455ページ）
• RIPの前提条件（458ページ）
• RIPに関する注意事項と制約事項（458ページ）
• RIPパラメータのデフォルト設定（459ページ）
• RIPの設定（459ページ）
• RIPの設定の確認（473ページ）
• RIP統計情報の表示（473ページ）
• RIPの設定例（474ページ）
•関連項目（474ページ）

RIPについて

RIPの概要
RIPはユーザデータグラムプロトコル（UDP）データパケットを使用して、小規模なインター
ネットワークでルーティング情報を交換します。RIPv2は IPv4をサポートします。RIPv2はRIPv2
プロトコルがサポートするオプションの認証機能を使用します（「RIPv2認証」の項を参照）。

RIPでは次の 2種類のメッセージを使用します。

•要求：他のRIP対応ルータからのルートアップデートを要求するためにマルチキャストアド
レス 224.0.0.9に送信されます。

•応答：デフォルトでは 30秒間隔で送信されます（「RIPの設定の確認」の項を参照）。ルー
タも、要求メッセージの受信後に応答メッセージを送信します。応答メッセージには、RIP
ルートテーブル全体が含まれます。RIPルーティングテーブルが 1つの応答パケットに収ま
らない場合、RIPは 1つの要求に対して複数の応答パケットを送信します。

RIPはルーティングメトリックとして、ホップカウントを使用します。ホップカウントは、パ
ケットが宛先に到達するまでに、通過できるルータの数です。直接接続されているネットワーク
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のメトリックは 1です。到達不能ネットワークのメトリックは 16です。RIPはこのようにメト
リックの範囲が小さいので、大規模なネットワークに適したルーティングプロトコルではありま

せん。

RIPv2認証
RIPメッセージに認証を設定して、ネットワークでの不正な、または無効なルーティング更新を
防止できます。Cisco NX-OSは簡易パスワードまたはMD5認証ダイジェストをサポートしていま
す。

認証キーのキーチェーン管理を使用することによって、インターフェイスごとに RIP認証を設定
できます。キーチェーン管理によって、MD5認証ダイジェストまたは単純テキストパスワード認
証で使用される認証キーの変更を制御できます。キーチェーンの作成の詳細については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

MD5認証ダイジェストを使用するには、ローカルルータとすべてのリモートRIPネイバーで共有
されるパスワードを設定します。Cisco NX-OSは、メッセージ自体と暗号化されたパスワードに
基づいてMD5の一方向メッセージダイジェストを作成し、このダイジェストを RIPメッセージ
（要求または応答）とともに送信します。受信側の RIPネイバーは、同じ暗号パスワードを使用
して、ダイジェストを検証します。メッセージが変更されていない場合は、計算が一致し、RIP
メッセージは有効と見なされます。

MD5認証ダイジェストの場合はさらに、ネットワークでメッセージが再送されないように、各
RIPメッセージにシーケンス番号が組み込まれます。

Split Horizon
スプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインターフェイスから RIPがルートをア
ドバタイズしないようにできます。

スプリットホライズンは、RIPアップデートおよびクエリーパケットの送信を制御する方法で
す。インターフェイス上でスプリットホライズンがイネーブルの場合、Cisco NX-OSはそのイン
ターフェイスから学習した宛先にはアップデートパケットを送信しません。この方法でアップ

デートパケットを制御すると、ルーティングループの発生する可能性が小さくなります。

ポイズンリバースを指定してスプリットホライズンを使用すると、ルートを学習したインター

フェイス経由では到達不能であると RIPが学習したルートをアドバタイズするように、インター
フェイスを設定できます。

次の図に、ポイズンリバースをイネーブルにしてスプリットホライズンを指定した、RIPネット
ワークの例を示します。

図 31 :スプリットホライズンポイズンリバースを指定した RIP
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ルータ Cはルート Xについて学習し、そのルートをルータ Bにアドバタイズします。ルータ B
はルート Xをルータ Aにアドバタイズしますが、ルート Xの到達不能アップデートをルータ C
に送り返します。

デフォルトでは、スプリットホライズンはすべてのインターフェイスでイネーブルになっていま

す。

ルートのフィルタリング

RIP対応インターフェイスでルートポリシーを設定すれば、RIPアップデートをフィルタリング
することができます。Cisco NX-OSは、ルートポリシーが許可するルートのみでルートテーブル
を更新します。

ルート集約

指定したインターフェイスに複数のサマリー集約アドレスを設定できます。ルート集約を使用す

ると、固有性の強い一連のアドレスをすべての固有アドレスを代表する 1つのアドレスに置き換
えることによって、ルートテーブルを簡素化できます。たとえば、10.1.1.0/24、10.1.2.0/24、およ
び 10.1.3.0/24というアドレスを 1つの集約アドレス 10.1.0.0/16に置き換えることができます。

RIPはルーティングテーブルに含まれている固有性の強いルートが多いほど、固有性の強いルー
トの最大メトリックと同じメトリックのインターフェイスからのサマリーアドレスをアドバタイ

ズします。

Cisco NX-OSは、自動ルート集約をサポートしていません。（注）

ルートの再配布

RIPを使用すると、スタティックルートや他のプロトコルからのルートを再配布できます。再配
布を指定したルートマップを設定して、どのルートが RIPに渡されるかを制御する必要がありま
す。ルートポリシーを使用すると、宛先、送信元プロトコル、ルートタイプ、ルートタグなど

の属性に基づいて、ルートをフィルタリングできます。詳細については、Route Policy Managerの
設定（519ページ）を参照してください。

RIPルーティングドメインにルートを再配布しても、デフォルトでは Cisco NX-OSがそのつど、
RIPルーティングドメインにデフォルトルートを再配布することはありません。RIPにデフォル
トルートを生成し、ルートポリシーでそのルートを制御できます。

RIPにインポートされたすべてのルートに使用する、デフォルトのメトリックも設定できます。
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ロードバランシング

ロードバランシングを使用すると、ルータは、宛先アドレスから等距離内にあるすべてのルータ

のネットワークポートにトラフィックを分散できます。ロードバランシングは、ネットワーク

セグメントの使用率を向上させ、有効ネットワーク帯域幅を増加させます。

Cisco NX-OSは、等コストマルチパス（ECMP）機能をサポートします。RIPルートテーブルお
よびユニキャスト RIBの等コストパスは最大 16です。これらのパスの一部または全部でトラ
フィックのロードバランシングが行われるように、RIPを設定できます。

RIPのハイアベイラビリティ
Cisco NX-OSは、RIPのステートレスリスタートをサポートします。リブートまたはスーパーバ
イザスイッチオーバー後に、Cisco NX-OSが実行コンフィギュレーションを適用し、RIPがただ
ちに要求パケットを送信して、ルーティングテーブルに再入力します。

RIP仮想化のサポート
Cisco NX-OSは、同一システム上で動作する複数の RIPプロトコルインスタンスをサポートしま
す。RIPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。

RIPの前提条件
RIPを使用するには、次の前提条件を満たしている必要があります。

• RIPをイネーブルにします（「RIPのイネーブル化」セクションを参照）。

RIPに関する注意事項と制約事項
RIPには、次の注意事項および制限事項があります。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更しただけの名前は使用しないでください。たと

えば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

• Cisco NX-OSは、RIPv1をサポートしません。RIPv1パケットを受信した Cisco NX-OSは、
メッセージを記録してパケットをドロップします。

• Cisco NX-OSは、RIPv1ルータとの隣接関係を確立しません。

• RIPでは IPv6はサポートされていません。
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RIPは、255以下の 8ビットKeyIDのみをサポートします。これは、RIP
で認証を設定するときに使用される keyIDです。

（注）

RIPパラメータのデフォルト設定
次の表に、RIPパラメータのデフォルト設定値を示します。

デフォルトの RIPパラメータ

デフォルトパラメータ

16ロードバランシングを行う最大パス数

ディセーブルRIP機能

有効（Enabled）スプリットホライズン

RIPの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

RIPのイネーブル化
RIPを設定するには、その前に RIPを有効にする必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature rip

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

RIP機能を有効にします。[no] feature rip

例：

Step 2

switch(config)# feature rip

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

RIPインスタンスの作成
RIPインスタンスを作成し、そのインスタンスのアドレスファミリを設定できます。

始める前に

RIPをイネーブルにします（「RIPのネーブル化」セクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] router rip instance-tag

3. address-family ipv4 unicast

4. （任意） show ip rip [instance instance-tag] [vrf vrf-name]
5. （任意） distance value

6. （任意） maximum-paths number

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい RIPインスタンスを
作成します。

[no] router rip instance-tag

例：

Step 2

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
460

RIPの設定

RIPインスタンスの作成



目的コマンドまたはアクション

switch(config)# router RIP Enterprise
switch(config-router)#

この RIPインスタンスのアドレスファミリを設定
し、アドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

address-family ipv4 unicast

例：

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

Step 3

すべての RIPインスタンスの RIP要約情報を表示し
ます。

（任意） show ip rip [instance instance-tag] [vrf
vrf-name]

例：

Step 4

switch(config-router-af)# show ip rip

RIPのアドミニストレーティブディスタンスを設定
します。範囲は 1～ 255です。デフォルトは 120で

（任意） distance value

例：

Step 5

す。「アドミニストレーティブディスタンス」のセ

クションを参照してください。
switch(config-router-af)# distance 30

RIPがルートテーブルで維持する等コストパスの最
大数を設定します。有効な範囲は 1～ 64です。デ
フォルトは 16です。

（任意） maximum-paths number

例：

switch(config-router-af)# maximum-paths 6

Step 6

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、IPv4に対応する RIPインスタンスを作成し、ロードバランシングのための等コス
トパス数を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# max-paths 10
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config

RIPインスタンスの再起動
RIPインスタンスを再起動し、インスタンスに関連付けられているすべてのネイバーを削除できま
す。

RIPインスタンスを再起動し、関連付けられたすべてのネイバーを削除するには、グローバル設
定モードで次のコマンドを使用します。
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手順の概要

1. restart rip instance-tag

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

RIPインスタンスを再起動し、すべてのネイバーを
削除します。

restart rip instance-tag

例：

Step 1

switch(config)# restart rip Enterprise

インターフェイスでの RIPの設定

始める前に

RIPをイネーブルにします（「RIPのイネーブル化」セクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip router rip instance-tag

4. （任意） show ip rip [instance instance-tag] interface [interface-type slot/port] [vrf vrf-name] [detail]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを RIPインスタンスに関連付
けます。

ip router rip instance-tag

例：

Step 3

switch(config-if)# ip router rip
Enterprise

インターフェイスの RIP情報を表示します。（任意） show ip rip [instance instance-tag] interface
[interface-type slot/port] [vrf vrf-name] [detail]

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

例：

switch(config-if)# show ip rip
Enterprise tethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、RIPインスタンスに Ethernet 1/2インターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config)# copy running-config startup-config

RIP認証の設定
インターフェイスに RIPパケットの認証を設定できます。

始める前に

RIPをイネーブルにします（「RIPのイネーブル化」セクションを参照）。

認証をイネーブルにする前に、必要に応じてキーチェーンを設定します。キーチェーンの実装の

詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照してくださ
い。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip rip authentication mode {text | md5}
4. ip rip authentication key-chain key

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

クリアテキストまたはMD5認証ダイジェストとし
て、このインターフェイスにおける RIP認証タイプ
を設定します。

ip rip authentication mode {text | md5}

例：

switch(config-if)# ip rip authentication
mode md5

Step 3

このインターフェイス上で RIPに使用する認証キー
を設定します。

ip rip authentication key-chain key

例：

Step 4

switch(config-if)# ip rip authentication key-chain
RIPKey

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、キーチェーンを作成し、RIPインターフェイス上でMD5認証を設定する例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# key chain RIPKey
switch(config-keychain)# key 2
switch(config-keychain-key)# accept-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config-keychain-key)# send-lifetime 00:00:00 Jan 01 2000 infinite
switch(config-keychain-key)# exit
switch(config-keychain)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip rip authentication mode md5
switch(config-if)# ip rip authentication key-chain RIPKey
switch(config-if)# copy running-config startup-config

パッシブインターフェイスの設定

インターフェイスを受動モードに設定することによって、ルートを受信するが、ルートアップ

デートの送信は行わないように RIPインターフェイスを設定できます。

受動モードで RIPインターフェイスを設定するには、インターフェイス設定モードで次のコマン
ドを使用します。
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手順の概要

1. ip rip passive-interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを受動モードに設定します。ip rip passive-interface

例：

Step 1

switch(config-if)# ip rip
passive-interface

ポイズンリバースを指定したスプリットホライズンの設定

インターフェイスの設定でポイズンリバースをイネーブルにすると、RIPが学習したルートにつ
いて、ルートを学習したインターフェイス経由では到達不能であることをアドバタイズできます。

インターフェイス上で、ポイズンリバースを指定してスプリットホライズンを設定するには、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. ip rip poison-reverse

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ポイズンリバースを指定してスプリットホライズン

をイネーブルにします。ポイズンリバースを指定し

ip rip poison-reverse

例：

Step 1

たスプリットホライズンは、デフォルトでディセー

ブルです。
switch(config-if)# ip rip poison-reverse

ルート集約の設定

ルーティングテーブルでサマリーアドレスによって表される集約アドレスを作成できます。Cisco
NX-OSは、固有性の強いすべてのルートの中でメトリックが最小のサマリーアドレスメトリッ
クをアドバタイズします。

インターフェイス上でサマリーアドレスを設定するには、インターフェイスコンフィギュレー

ションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. ip rip summary-address ip-prefix/mask-len
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IPv4アドレスに対応する、RIP用のサマリーアドレ
スを設定します。

ip rip summary-address ip-prefix/mask-len

例：

Step 1

switch(config-if)# ip rip summary-address
1.1.1.1/32

ルートの再配布の設定

別のルーティングプロトコルからのルーティング情報を受け入れて、RIPネットワークを通じて
その情報を再配布するように、RIPを設定できます。再配布されたルートを任意で、デフォルト
ルートとして割り当てることができます。

始める前に

RIPを有効にします（「RIPの有効化」セクションを参照）。

再配布を設定する前に、ルートマップを設定します。ルートマップの設定の詳細については、

「ルートマップの設定」セクションを参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. address-family ipv4 unicast
4. redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map map-name

5. （任意） default-information originate [always] [route-map map-name]
6. （任意） default-metric value

7. （任意） show ip rip route [ip-prefix [longer-prefixes | shorter-prefixes]] [vrf vrf-name] [summary]
8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい RIPインスタンスを
作成します。

router rip instance-tag

例：

Step 2

switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)#
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードに

入ります。

address-family ipv4 unicast

例：

Step 3

switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)#

他のプロトコルからのルートをRIPに再配布します。redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3
| rip} instance-tag | static} route-map map-name

Step 4

例：

switch(config-router-af)# redistribute
eigrp 201 route-map RIPmap

RIPにデフォルトルートを生成し、必要に応じてルー
トマップにより制御します。

（任意） default-information originate [always]
[route-map map-name]

例：

Step 5

switch(config-router-af)#
default-information originate always

再配布されたすべてのルートにデフォルトメトリッ

クを設定します。有効な範囲は 1～ 15です。デフォ
ルトは 1です。

（任意） default-metric value

例：

switch(config-router-af)# default-metric
2

Step 6

RIPのルートを表示します。（任意） show ip rip route [ip-prefix [longer-prefixes |
shorter-prefixes]] [vrf vrf-name] [summary]

Step 7

例：

switch(config-router-af)# show ip rip
route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-router-af)# copy running-config
startup-config

例

次に、EIGRPを RIPに再配布する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-af)# copy running-config startup-config
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Cisco IOS RIPとの互換性のため、Cisco NX-OS RIPを設定
Cisco NX-OS RIPを、ルートがアドバタイズされ、処理される方法で Cisco IOS RIPのように動作
するよう設定できます。

直接接続されたルートが、Cisco NX-OS RIPではコスト 1として処理され、Cisco IOS RIPではコ
スト 0として処理されます。ルートが Cisco NX-OS RIPでアドバタイズされる場合、受信デバイ
スはすべての受信ルートに +1の最小のコストを増加し、ルーティングテーブルにルートをイン
ストールします。Cisco IOS RIPにおいて、このコストの増加は送信側ルータで実行され、受信側
ルータは変更なしでルートをインストールします。Cisco NX-OSおよびCisco IOSデバイスの両方
が連携しているときに、この動作の違いにより問題が発生する可能性があります。Cisco IOS RIP
など、ルートをアドバタイズし、処理するために、Cisco NX-OS RIPの設定に応じて、次の互換性
の問題を回避できます。

始める前に

RIPをイネーブルにします（「RIPのネーブル化」セクションを参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. router rip instance-tag

3. [no] metric direct 0

4. （任意） show running-config rip

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい RIPインスタンスを
作成します。インスタンスタグには100、201、また
は 20文字までの英数字を入力できます。

router rip instance-tag

例：

switch(config)# router rip 100
switch(config-router)#

Step 2

ルートがアドバタイズされ、処理される方法でCisco
IOS RIPと Cisco NX-OS RIPが互換性を持つようにす

[no] metric direct 0

例：

Step 3

るため、直接接続するルータすべてをデフォルトで

あるコスト 1の代わりにコスト 0で設定します。
switch(config-router)# metric direct 0
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、Cisco IOSデバイスを含む
RIPネットワークに存在するすべてのCisco
NX-OSデバイスで設定する必要がありま
す。

（注）

現在実行中の RIPコンフィギュレーションを表示し
ます。

（任意） show running-config rip

例：

Step 4

switch(config-router)# show
running-config rip

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-router)# copy running-config
startup-config

例

次に、すべての直接ルートをコスト 0からコスト 1に返すことによって、Cisco IOS RIP
と Cisco NX-OS RIPの互換性をディセーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# router rip 100
switch(config-router)# no metric direct 0
switch(config-router)# show running-config rip
switch(config-router)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

複数のRIPインスタンスを設定し、複数のVRFを作成し、同じまたは複数のRIPインスタンスを
各 VRFで使用するようにできます。VRFに RIPインターフェイスを割り当てます。

インターフェイスのVRFを設定した後に、インターフェイスの他のすべてのパラメータを設定し
ます。インターフェイスのVRFを設定すると、そのインターフェイスのすべての設定が削除され
ます。

（注）

始める前に

RIPをイネーブルにします（「RIPのネーブル化」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name
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3. exit
4. router rip instance-tag

5. vrf vrf-name

6. （任意） address-family ipv4 unicast

7. （任意） redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis | ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static}
route-map map-name

8. interface ethernet slot/port

9. vrf member vrf-name

10. ip-address ip-prefix/length

11. ip router rip instance-tag

12. （任意） show ip rip [instance instance-tag] interface [interface-type slot/port] [vrf vrf-name]
13. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。

vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)#

VRF設定モードを終了します。exit

例：

Step 3

switch(config-vrf)# exit
switch(config)#

instance tagを設定して、新しい RIPインスタンスを
作成します。

router rip instance-tag

例：

Step 4

switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)#

新しい VRFを作成します。vrf vrf-name

例：

Step 5

switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この RIPインスタンスの VRFアドレスファミリを
設定します。

（任意） address-family ipv4 unicast

例：

Step 6

switch(config-router-vrf)# address-family ipv4
unicast
switch(config-router-vrf-af)#
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目的コマンドまたはアクション

他のプロトコルからのルートを RIPに再配布しま
す。

（任意） redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis |
ospf | ospfv3 | rip} instance-tag | static} route-map
map-name

Step 7

ルートマップの詳細については、ルートマップの設

定（532ページ）を参照してください。例：

switch(config-router-vrf-af)# redistribute eigrp
201 route-map RIPmap

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/port

例：

Step 8

switch(config-router-vrf-af)# interface ethernet
1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 9

switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip-address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16

Step 10

このインターフェイスをRIPインスタンスに関連付
けます。

ip router rip instance-tag

例：

Step 11

switch(config-if)# ip router rip Enterprise

VRFのインターフェイスに関するRIP情報を表示し
ます。

（任意） show ip rip [instance instance-tag] interface
[interface-type slot/port] [vrf vrf-name]

例：

Step 12

switch(config-if)# show ip rip Enterprise ethernet
1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 13

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router rip Enterprise
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# address-family ipv4 unicast
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switch(config-router-vrf-af)# redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
switch(config-router-vrf-af)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router rip Enterprise
switch(config-if)# copy running-config startup-config

RIPの調整
ネットワーク要件に適合するように RIPを調整できます。RIPでは複数のタイマーを使用して、
ルーティングアップデート間隔、ルートが無効になるまでの時間の長さ、およびその他のパラ

メータを決定します。これらのタイマーを調整すると、インターネットワークのニーズに適合す

るように、ルーティングプロトコルのパフォーマンスを調整できます。

ネットワーク上のすべてのRIP対応ルータで、RIPタイマーに同じ値を設定する必要があります。（注）

RIPを調整するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで次のオプションコマ
ンドを使用します。

目的コマンド

RIPタイマーを秒数で設定します。パラメータ
は次のとおりです。

• update：指定できる範囲は 5～任意の正の
整数。デフォルトは 30です。

• timeout：ルートの無効を宣言するまでに、
Cisco NX-OSが待機する時間。タイムアウ
トインターバルが終了するまでに、この

ルートのアップデート情報を Cisco NX-OS
が受信しなかった場合、CiscoNX-OSはルー
トの無効を宣言します。指定できる範囲は

1～任意の正の整数です。デフォルトは180
です。

• holddown：無効ルートに関するよりよいルー
ト情報を Cisco NX-OSが無視する時間。指
定できる範囲は 0～任意の正の整数です。
デフォルトは 180です。

• garbage-collection：Cisco NX-OSがルートを
無効として表示してから、Cisco NX-OSが
そのルートをルーティングテーブルから削

除するまでの時間。指定できる範囲は 1～
任意の正の整数です。デフォルトは 120で
す。

timers basic update timeout holddown
garbage-collection

例：

switch(config-router-af)# timers basic 40
120 120 100
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RIPを調整するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで次のオプションコマン
ドを使用します。

目的コマンド

このインターフェイスで受信する各ルートのメ

トリックに値を追加します。有効な範囲は 1～
15です。デフォルトは 1です。

ip rip metric-offset value

例：

switch(config-if)# ip rip metric-offset 10

着信または発信 RIPアップデートをフィルタリ
ングするための、ルートマップを指定します。

ip rip route-filter {prefix-list list-name | route-map
map-name | [in | out]

例：

switch(config-if)# ip rip route-filter
route-map
InputMap in

RIPの設定の確認
RIPの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

RIPインスタンスの状態を表示します。show ip rip instance [instance-tag] [vrf vrf-name]

インターフェイスの RIPステータスを表示しま
す。

show ip rip [instance instance-tag] interface
slot/port detail [vrf vrf-name]

RIPネイバーテーブルを表示します。show ip rip [instance instance-tag] neighbor
[interface-type number] [vrf vrf-name]

RIPルートテーブルを表示します。show ip rip [instance instance-tag] route
[ip-prefix/length [longer-prefixes | shorter-prefixes]]
[summary] [vrf vrf-name]

現在実行中の RIPコンフィギュレーションを表
示します。

show running-configuration rip

RIP統計情報の表示
RIPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

RIPポリシー統計情報を表示します。show ip rip [instance instance-tag] policy statistics
redistribute {bgp as | direct | {eigrp | isis | ospf |
ospfv3 | rip} instance-tag | static} [vrf vrf-name]
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目的コマンド

RIPの統計情報を表示します。show ip rip [instance instance-tag] statistics
interface-type number [vrf vrf-name]

clear rip policy statistics redistribute protocol process-tagコマンドを使用して、ポリシー統計情報を
クリアします。

clear ip rip statisticsコマンドを使用し、して、RIP統計情報をクリアします。

RIPの設定例
VRFでEnterprise RIPインスタンスを作成し、そのRIPインスタンスにイーサネットインターフェ
イス 1/2の例を示します。さらに、enthernet interface 1/2の認証を設定し、この RIPドメインに
EIGRPを再配布する例も示します
vrf context NewVRF
!
feature rip
router rip Enterprise
vrf NewVRF
address-family ipv4 unicast
redistribute eigrp 201 route-map RIPmap
maximum-paths 10

!
interface ethernet 1/2
vrf member NewVRF
ip address 192.0.2.1/16
ip router rip Enterprise
ip rip authentication mode md5
ip rip authentication key-chain RIPKey

次の例は、有効な keyID設定を示しています。
### Valid
key-chain kc1
key 255
key-string ...

関連項目
ルートマップの詳細については、Route Policy Managerの設定（519ページ）を参照してください。
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第 14 章

スタティックルーティングの設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上でスタティックルーティングを設定する方法について説明
します。

この章は、次の内容で構成されています。

•スタティックルーティングについて（475ページ）
•スタティックルーティングの前提条件（477ページ）
•デフォルト設定（477ページ）
•スタティックルーティングの設定（478ページ）
•スタティックルーティングの設定例（483ページ）

スタティックルーティングについて
ルータは、ユーザが手動で設定したルートテーブルエントリのルート情報を使用するか、または

ダイナミックルーティングアルゴリズムで計算されたルート情報を使用して、パケットを転送し

ます。

スタティックルートは、2つのルータ間の明示パスを定義するものであり、自動的にはアップデー
トできません。ネットワークに変更が生じたときは、手動で再設定する必要があります。スタ

ティックルートは、ダイナミックルートに比べて使用する帯域幅が少なくなります。ルーティン

グアップデートの計算や分析に CPUサイクルを使用しません。

必要に応じて、スタティックルートでダイナミックルートを補うことができます。スタティック

ルートをダイナミックルーティングアルゴリズムに再配布できますが、ダイナミックルーティ

ングアルゴリズムで計算されたルーティング情報をスタティックルーティングテーブルに再配

布できません。

スタティックルートは、ネットワークトラフィックが予測可能で、ネットワーク設計が単純な環

境で使用します。スタティックルートはネットワークの変化に対応できないので、大規模でたえ

ず変化しているネットワークでは、スタティックルートを使用すべきではありません。大部分の

ネットワークは、ルータ間の通信にダイナミックルートを使用しますが、特殊な状況でスタティッ

クルートを 1つか 2つ設定する場合があります。スタティックルートは、最終手段としてのゲー
トウェイ（ルーティング不能なすべてのパケットの送信先となるデフォルトルータ）を指定する

場合にも便利です。
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アドミニストレーティブディスタンス

アドミニストレーティブディスタンスは、2つの異なるルーティングプロトコルから同じ宛先
に、2つ以上のルートが存在する場合に、最適なパスを選択するために、ルータが使用するメト
リックです。複数のプロトコルがユニキャストルーティングテーブルに同じルートを追加した場

合に、アドミニストレーティブディスタンスを手がかりに、他のルーティングプロトコル（また

はスタティックルート）ではなく、特定のルーティングプロトコル（またはスタティックルー

ト）が選択されます。各ルーティングプロトコルは、アドミニストレーティブディスタンス値を

使用して、信頼性の高い順にプライオリティが与えられます。

スタティックルートのデフォルトのアドミニストレーティブディスタンスは 1です。ルータは値
の小さいルートが最短であると見なすので、スタティックルートがダイナミックルートより優先

されます。ダイナミックルートでスタティックルートを上書きする場合は、スタティックルー

トにアドミニストレーティブディスタンスを指定します。たとえば、アドミニストレーティブ

ディスタンスが 120のダイナミックルートが 2つある場合に、ダイナミックルートでスタティッ
クルートを上書きするには、スタティックルートに120より大きいアドミニストレーティブディ
スタンスを指定します。

直接接続のスタティックルート

直接接続のスタティックルートでは、出力インターフェイス（あらゆるパケットを宛先ネット

ワークに送り出すインターフェイス）のみを指定する必要があります。ルータは宛先が出力イン

ターフェイスに直接接続されているものと見なし、パケットの宛先をネクストホップアドレスと

して使用します。ネクストホップは、ポイントツーポイントインターフェイスの場合に限り、イ

ンターフェイスにできます。ブロードキャストインターフェイスの場合は、ネクストホップを

IPv4/IPv6アドレスにする必要があります。

完全指定のスタティックルート

完全指定のスタティックルートでは、出力インターフェイス（あらゆるパケットを宛先ネット

ワークに送り出すインターフェイス）またはネクストホップアドレスのどちらかを指定する必要

があります。完全指定のスタティックルートを使用できるのは、出力インターフェイスがマルチ

アクセスインターフェイスで、ネクストホップアドレスを特定する必要がある場合です。ネクス

トホップアドレスは、指定された出力インターフェイスに直接接続する必要があります。

フローティングスタティックルート

フローティングスタティックルートは、ダイナミックルートをバックアップするためにルータ

が使用するスタティックルートです。フローティングスタティックルートには、バックアップ

するダイナミックルートより大きいアドミニストレーティブディスタンスを設定する必要があり

ます。この場合、ルータはフローティングスタティックルートよりダイナミックルートを優先

させます。フローティングスタティックルートは、ダイナミックルートが失われた場合の代用

として使用できます。
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デフォルトでは、ルータはダイナミックルートよりスタティックルートを優先させます。スタ

ティックルートの方がダイナミックルートより、アドミニストレーティブディスタンスが小さ

いからです。

（注）

スタティックルートのリモートネクストホップ

リモート（非直接接続）ネクストホップを指定したスタティックルートの場合、ルータに直接接

続されていない隣接ルータのネクストホップアドレスを指定できます。データ転送時に、スタ

ティックルートにリモートネクストホップがあると、そのネクストホップがユニキャストルー

ティングテーブルで繰り返し使用され、リモートネクストホップに到達可能な、対応する直接接

続のネクストホップ（複数可）が特定されます。

BFD
この機能では、双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、転送パスの障
害を高速で検出することを目的にした検出プロトコルです。BFDは 2台の隣接デバイス間のサブ
セカンド障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプレーンに
分散できるため、プロトコルhelloメッセージよりもCPUを使いません。詳細については、『Cisco
Nexus 9000シリーズNX-OSインターフェイスリリース 9.3(x)設定ガイド』を参照してください。

仮想化のサポート

スタティックルートは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしていま
す。

スタティックルーティングの前提条件
スタティックルーティングの前提条件は、次のとおりです。

•スタティックルートのネクストホップアドレスが到達不能な場合、そのスタティックルー
トはユニキャストルーティングテーブルに追加されません。

デフォルト設定
表にスタティックルーティングパラメータのデフォルト設定を示します。
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表 30 :デフォルトのスタティックルーティングパラメータ

デフォルトパラメータ

1アドミニストレーティブディスタンス

ディセーブルRIP機能

スタティックルーティングの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

スタティックルーティングの設定

デバイスにスタティックルートを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• ip route {ip-prefix | ip-addr/ip-mask} {[next-hop | nh-prefix] | [interface next-hop | nh-prefix]} [name
nexthop-name] [tag tag-value] [preference]

• ipv6 route ipv6-prefix {nh-prefix | link-local-nh-prefix} | {nexthop [interface] | link-local-nexthop
[interface]} [name nexthop-name] [tag tag-value] [preference]

3. （任意） show {ip | ipv6} static-route

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スタティックルートおよびこのスタティックルート

用のインターフェイスを設定します。サポートされ

次のいずれかのコマンドを入力します。Step 2

• ip route {ip-prefix | ip-addr/ip-mask} {[next-hop |
nh-prefix] | [interface next-hop | nh-prefix]} [name
nexthop-name] [tag tag-value] [preference]

ているインターフェイスのリストを表示するには、?
を使用します。null 0を使用すると、ヌルインター
フェイスを指定できます。
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目的コマンドまたはアクション

任意でネクストホップアドレスを設定できます。• ipv6 route ipv6-prefix {nh-prefix |
link-local-nh-prefix} | {nexthop [interface] |

preference値でアドミニストレーティブディスタン
スを設定します。範囲は 1～ 255です。デフォルト
は 1です。

link-local-nexthop [interface]} [name nexthop-name]
[tag tag-value] [preference]

例：

no {ip | ipv6} routeコマンドを使用すれば、
スタティックルートを削除できます。

（注）switch(config)# ip route 192.0.2.0/8
ethernet 1/2 192.0.2.4

switch(config)# ipv6 route
2001:0DB8::/48 6::6 ethernet 2/1

スタティックルート情報を表示します。（任意） show {ip | ipv6} static-route

例：

Step 3

switch(config)# show ip static-route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、ヌルインターフェイスのスタティックルートを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip route 1.1.1.1/32 null 0
switch(config)# copy running-config startup-config

VLANを介したスタティックルートの設定
スタティックルートは、VLANを介したネクストホップのサポートなしで設定できます。

始める前に

アクセスポートが VLANの一部であることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature interface vlan
3. interface-vlan vlan-id

4. ip address ip-addr/length

5. [no] ip route ip-addr/length vlan-id

6. （任意） show ip route

7. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VLANインターフェイスモードをイネーブルにしま
す。

feature interface vlan

例：

Step 2

switch(config)# feature interface-vlan

SVIを作成して、インターフェイス設定モードを開
始します。

interface-vlan vlan-id

例：

Step 3

vlan-id 引数の範囲は 1～ 4094です。ただし、内部
スイッチ用に予約されている VLANは除きます。

switch(config)# interface-vlan 10

VLANの IPアドレスを設定します。ip address ip-addr/length

例：

Step 4

switch(config)# ip address 192.0.2.1/8

スイッチ仮想インターフェイス（SVI）上のネクスト
ホップなしでインターフェイスのスタティックルー

トを追加します。

[no] ip route ip-addr/length vlan-id

例：

switch(config)# ip route
209.165.200.224/27 vlan 10

Step 5

IPアドレスは、スイッチに接続されたインターフェ
イスで設定されるアドレスです。

スタティックルートを削除するには、noキーワード
を使用します。

Unicast Route Information Base（URIB）からルート
を表示します。

（任意） show ip route

例：

Step 6

switch(config)# show ip route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、SVIを介したネクストホップなしでスタティックルートを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
swicth(config)# interface vlan 10
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switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# ip route 209.165.200.224/27 vlan 10 <===209,165.200.224 is the IP
address of the interface that is configured on the interface that is directly connected to
the switch.
switch(config-if)# copy running-config startup-config

仮想化の設定

VRFでスタティックルートを設定できます。

VRFコンテキストに ip routeコマンドを適用すると、show run vrfコマンドにより初期設定から
変更されたオクテットが表示されます。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {next-hop | nh-prefix | interface} [name nexthop-name] [tag
tag-value] [preference]

• ipv6 route ipv6-prefix {nh-prefix | link-local-nh-prefix} | {nexthop [interface] | link-local-nexthop
[interface]} [name nexthop-name] [tag tag-value] [preference]

4. （任意） show {ip | ipv6} static-route vrf vrf-name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFを作成し、VRF設定モードを開始します。vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context StaticVrf
switch(config-vrf)#

スタティックルートおよびこのスタティックルート

用のインターフェイスを設定します。サポートされ

次のいずれかのコマンドを入力します。Step 3

• ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {next-hop |
nh-prefix | interface} [name nexthop-name] [tag
tag-value] [preference]

ているインターフェイスのリストを表示するには、?
を使用します。null 0を使用すると、ヌルインター
フェイスを指定できます。• ipv6 route ipv6-prefix {nh-prefix |

link-local-nh-prefix} | {nexthop [interface] |
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目的コマンドまたはアクション

任意でネクストホップアドレスを設定できます。link-local-nexthop [interface]} [name nexthop-name]
[tag tag-value] [preference]

preference値でアドミニストレーティブディスタン
スを設定します。範囲は 1～ 255です。デフォルト
は 1です。

例：

switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8
ethernet 1/2

switch(config-vrf)# ipv6 route
2001:0DB8::/48 6::6 ethernet 2/1

スタティックルート情報を表示します。（任意） show {ip | ipv6} static-route vrf vrf-name

例：

Step 4

switch(config-vrf)# show ip static-route

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-vrf)# copy running-config
startup-config

例

スタティックルートの設定例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context StaticVrf
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
switch(config-vrf)# copy running-config startup-config

スタティックルーティングの設定確認

スタティックルーティングの設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

設定されているスタティックルートを表示しま

す。

show {ip | ipv6} static-route

各 VRFのスタティックルートの情報を表示し
ます。

show ipv6 static-route vrf vrf-name

IPv4または IPv6スタティックルートトラック
テーブルに関する情報を表示します。

show {ip | ipv6} static-route track-table
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スタティックルーティングの設定例
次に、スタティックルーティングの設定例を示します。

configure terminal
ip route 192.0.2.0/8 192.0.2.10
copy running-config startup-config
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第 15 章

レイヤ 3仮想化の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイスでレイヤ 3仮想化を設定する方法について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

•レイヤ 3仮想化について（485ページ）
• VRFの前提条件（489ページ）
• VRFの注意事項および制約事項（489ページ）
• VRFルートリークの注意事項と制約事項（490ページ）
•デフォルト設定（491ページ）
• VRFの設定（491ページ）
• VRFの設定の確認（498ページ）
• VRFの設定例（498ページ）
•その他の参考資料（505ページ）

レイヤ 3仮想化について
Cisco NX-OSは、複数の仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしていま
す。各VRFには、IPv4および IPv6に対応するユニキャストおよびマルチキャストルートテーブ
ルを備えた、独立したアドレス空間が 1つずつあり、他のVRFと無関係にルーティングを決定で
きます。

ルータごとに、デフォルト VRFおよび管理 VRFがあります。

管理 VRF

•管理 VRFは管理専用です。

• mgmt 0インターフェイスのみが、管理 VRFにいることができます。

• mgmt 0インターフェイスは、異なる VRFに割り当てられることはできません。

•ルーティングプロトコルは、管理 VRF（スタティックのみ）で動作できません。

デフォルト VRF
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•すべてのレイヤ 3インターフェイスは、別の VRFに割り当てられるまでデフォルト VRFに
存在します。

•異なるVRFコンテキストが指定されない限り、ルーティングプロトコルはデフォルトのVRF
コンテキストで実行されます。

•デフォルト VRFは、すべての showコマンドに対してデフォルトのルーティングコンテキス
トを使用します コマンドにも表示されません。

•デフォルト VRFは、Cisco IOSのグローバルルーティングテーブルの概念に似ています。

VRFおよびルーティング
すべてのユニキャストおよびマルチキャストルーティングプロトコルはVRFをサポートします。
VRFでルーティングプロトコルを設定する場合は、同じルーティングプロトコルインスタンス
の別の VRFのルーティングパラメータに依存しないルーティングパラメータをその VRFに設定
します。

VRFにインターフェイスおよびルーティングプロトコルを割り当てることによって、仮想レイヤ
3ネットワークを作成できます。インターフェイスが存在する VRFは 1つだけです。次の図は、
1つの物理ネットワークが 2つの VRFからなる 2つの仮想ネットワークに分割されている例を示
しています。ルータ Z、A、および Bは、VRF Redにあり、1つのアドレスドメインを形成して
います。これらのルータは、Router Cが含まれないルート更新を共有します。Router Cは別のVRF
で設定されているからです。

図 32 :ネットワーク内の VRF

デフォルトで、着信インターフェイスの VRFを使用して、ルート検索に使用するルーティング
テーブルを選択します。ルートポリシーを設定すると、この動作を変更し、Cisco NX-OSが着信
パケットに使用する VRFを設定できます。

Cisco NX-OSは VRF間のルートリーク（インポートまたはエクスポート）をサポートします。

デフォルトの VRFからのルートリークとルートのインポート

Cisco NX-OSは VRF間のルートリーク（インポートまたはエクスポート）をサポートします。

インポートポリシーを使用して、グローバルルーティングテーブル（デフォルトVRF）から他の
VRFにIPプレフィックスをインポートできます。VRFインポートポリシーはルートマップを使用
して、VRFにインポートされるプレフィックスを指定します。ポリシーは、IPv4およびIPv6ユニ
キャストプレフィックスをインポートできます。
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BGPデフォルトVRFのルートは直接インポートできます。デフォルトVRFの他のルートは、最初
にBGPに再配布する必要があります。

（注）

IPプレフィックスは、標準のルートポリシーフィルタリングメカニズムでインポートルート
マップの一致基準として定義されます。たとえば、IPプレフィックスリストまたはas-pathフィル
タを作成してIPプレフィックスまたはIPプレフィックス範囲を定義し、そのプレフィックスリス
トまたはas-pathフィルタをルートマップのmatch句で使用できます。ルートマップを通過したプレ
フィックスは、インポートポリシーを使用して指定されたVRFにインポートされます。このイン
ポートポリシーによってVRFにインポートされた IPプレフィックスは、別の VRFに再インポー
トできません。

詳細については、「VRFルートリークの注意事項と制約事項」セクションを参照してください。

VRF認識サービス
Cisco NX-OSアーキテクチャの基本的な特徴として、すべての IPベースの機能がVRFを認識する
ことがあげられます。

次の VRF認識サービスは、特定の VRFを選択することにより、リモートサーバへの接続や、選
択した VRFに基づいた情報のフィルタリングを可能にします。

• AAA：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照
してください）。

• Call Home：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Management Configuration
Guide』を参照してください。

• DNS（ドメインネームシステム）：詳細については、DNSの設定（91ページ）を参照して
ください。

• HSRP：詳細については、HSRPの設定（563ページ）を参照してください。

• HTTP：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』
を参照してください。

• NTP：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Management Configuration
Guide』を参照してください。

• PingとTraceroute：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration
Guide』を参照してください。

• RADIUS：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を
参照してください）。

• SMNP：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Management Configuration
Guide』を参照してください。
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• SSH：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を参照
してください）。

• Syslog：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System Management Configuration
Guide』を参照してください。

• TACAS+：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』を
参照してください）。

• TFTP：詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide』
を参照してください。

• VRRP（仮想ルータ冗長プロトコル）：詳細については、VRRPの設定（593ページ）を参照
してください。

• XML：詳細については、『Cisco NX-OS XML Management Interface User Guide』を参照してく
ださい。

各サービスで VRFサポートを設定する詳細については、各サービスの適切なコンフィギュレー
ションガイドを参照してください。

Reachability

到達可能性は、サービスを提供するサーバに到達するために必要なルーティング情報がどの VRF
にあるかを示します。たとえば、管理VRFで到達可能なSNMPサーバを設定できます。ルータに
サーバアドレスを設定する場合は、サーバに到達するために Cisco NX-OSが使用すべき VRFも
設定します。

次の図は、管理 VRFを介して到達可能な SNMPサーバを示しています。SNMPサーバホスト
192.0.2.1には管理 VRFを使用するように、ルータ Aを設定します。

図 33 :サービス VRFの到達可能性

フィルタリング

フィルタリングにより、VRFに基づいてVRF認識サービスに渡される情報のタイプを制限できま
す。たとえば、Syslogサーバが特定のVRFをサポートするように設定できます。下に示す 2つの
Syslogサーバは、それぞれ 1つの VRFをサポートしています。Syslogサーバ Aは VRF Redで設
定されているので、Cisco NX-OSはVRF Redで生成されたシステムメッセージだけを Syslogサー
バ Aに送信します。
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図 34 :サービス VRFのフィルタリング

到達可能性とフィルタリングの組み合わせ

VRF認識サービスの到達可能性とフィルタリングを組み合わせることができます。サービスに接
続するために Cisco NX-OSが使用する VRFとともに、そのサービスがサポートする VRFも設定
できます。デフォルト VRFでサービスを設定する場合は、任意で、すべての VRFをサポートす
るようにサービスを設定できます。

次の図は、管理VRFを介して到達可能なSNMPサーバを示しています。たとえば、SNMPサーバ
が VRF Redからの SNMP通知だけをサポートするように設定できます。

図 35 :サービス VRFの到達可能性とフィルタリング

VRFの前提条件
デフォルト VDC以外の VDCを使用するには、Advanced Servicesライセンスをインストールする
必要があります。

VRFの注意事項および制約事項
VRF設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更しただけの名前は使用しないでください。たと

えば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

•インターフェイスを既存の VRFのメンバにすると、Cisco NX-OSはあらゆるレイヤ 3設定を
削除します。VRFにインターフェイスを追加したあとで、すべてのレイヤ 3パラメータを設
定する必要があります。

•管理VRFにmgmt0インターフェイスを追加し、そのあとでmgmt0の IPアドレスおよびその
他のパラメータを設定します。
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• VRFが存在しないうちにVRFのインターフェイスを設定した場合は、VRFを作成するまで、
そのインターフェイスは運用上のダウンになります。

• Cisco NX-OSはデフォルトで、デフォルトと管理 VRFを作成します。mgmt0は管理 VRFの
メンバにする必要があります。

•この項で説明している write erase bootコマンドを実行しても、管理 VRFの設定は削除され
ません。write eraseを使用する必要がありますコマンドを使用し、write erase bootコマンド
を使用する必要があります。

•ルートターゲットには、次の注意事項と制約事項があります。

•レイヤ 2とレイヤ 3に異なるルートターゲットを割り当てるのがベストプラクティスで
す。

•自動ルートターゲット生成では、ルートターゲットは EVIから生成されます。レイヤ 2
とレイヤ 3で異なる EVI範囲を使用して、レイヤ 2とレイヤ 3の EVIが同じ識別子を使
用しないようにすることをお勧めします。

VRFルートリークの注意事項と制約事項
VRFルートリークには次の設定注意事項と制限があります。

•ルートリークは、任意の2つのデフォルト以外のVRF間、およびデフォルトVRFからデフォ
ルト以外の VRFにサポートされます。

VRF間のルートリークは、MPLSセグメントルーティング（SR-MPLS）
ではサポートされません。

VRF間のルートリークはBGPではサポートされません。BGPスピーカー
は、異なる VRFを介してルーティングされるピア IPには接続できませ
ん。

（注）

•デフォルト VRFへのルートリークは、グローバル VRFであるため使用できません。

•指定した IPアドレスにマッチするルートマップのフィルタを使用して、特定のルートに対し
てルートリークを制限できます。

•デフォルトでは、デフォルト VRFからデフォルト以外の VRFにインポートできる IPプレ
フィックスの最大数は 1000ルートです。

• 2つの非デフォルト VRF間でリークできるルートの数に制限はありません。
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デフォルト設定
次の表に、VRFパラメータのデフォルト設定値を示します。

表 31 :デフォルトの VRFパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルト、管理設定されている VRF

デフォルト VRFルーティングコンテキスト

VRFの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

VRFの作成
VRFを作成できます。

グローバル設定モードで使用できるコマンドはすべて、VRF設定モードでも使用できます。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] vrf context name

3. （任意） ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {[next-hop | nh-prefix] | [interface next-hop | nh-prefix]}
[tag tag-value [preference]

4. （任意） show vrf [vrf-name]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

新しい VRFを作成し、VRF設定モードを開始しま
す。nameには最大32文字の英数字を使用できます。
大文字と小文字は区別されます。

[no] vrf context name

例：

switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)#

Step 2

このコマンドで noオプションを使用すると、VRF
と、関連するすべての設定が削除されます。

スタティックルートおよびこのスタティックルート

用のインターフェイスを設定します。任意でネクス

（任意） ip route {ip-prefix | ip-addr ip-mask} {[next-hop
| nh-prefix] | [interface next-hop | nh-prefix]} [tag tag-value
[preference]

Step 3

トホップアドレスを設定できます。preference値で

例： アドミニストレーティブディスタンスを設定します。

範囲は 1～ 255です。デフォルトは 1です。switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8
ethernet 1/2 192.0.2.4

VRF情報を表示します。（任意） show vrf [vrf-name]

例：

Step 4

switch(config-vrf)# show vrf Enterprise

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-vrf)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成し、VRFにスタティックルートを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Enterprise
switch(config-vrf)# ip route 192.0.2.0/8 ethernet 1/2
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

インターフェイスへの VRFメンバーシップの割当て
インターフェイスを VRFのメンバにできます。

始める前に

VRF用のインターフェイスを設定したあとで、インターフェイスに IPアドレスを割り当てます。

手順の概要

1. configure terminal
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2. interface interface-type slot/port

3. vrf member vrf-name

4. ip address ip-prefix/length

5. （任意） show vrf vrf-name interface interface-type number

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 3

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスをVRFに割
り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

Step 4

VRF情報を表示します。（任意） show vrf vrf-name interface interface-type
number

Step 5

例：

switch(config-vrf)# show vrf Enterprise
interface ethernet 1/2

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-vrf)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
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switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# copy running-config startup-config

ルーティングプロトコル用の VRFパラメータの設定
1つまたは複数のVRFにルーティングプロトコルを関連付けることができます。ルーティングプ
ロトコルに関するVRFの設定については、該当する章を参照してください。ここでは、詳細な設
定手順の例として、OSPFv2プロトコルを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. router ospf instance-tag

3. vrf vrf-name

4. （任意） maximum-paths paths

5. exit
6. exit
7. interface interface-type slot/port

8. vrf member vrf-name

9. ip address ip-prefix/length

10. ip router ospf instance-tag area area-id

11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インスタンスタグが設定された新しい OSFPv2イン
スタンスを作成します。

router ospf instance-tag

例：

Step 2

switch (config-vrf)# router ospf 201
switch(config-router)#

VRF設定モードを開始します。vrf vrf-name

例：

Step 3

switch(config-router)# vrf
RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)#

この VRFのルートテーブル内の宛先への、同じ
OSPFv2パスの最大数を設定します。このコマンド
はロードバランシングに使用されます。

（任意） maximum-paths paths

例：

switch(config-router-vrf)# maximum-paths
4

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

VRF設定モードを終了します。exit

例：

Step 5

switch(config-router-vrf)# exit
switch(config-router)#

ルータ設定モードを終了します。exit

例：

Step 6

switch(config-router)# exit
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 7

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加します。vrf member vrf-name

例：

Step 8

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを設定します。
このステップは、このインターフェイスを VRFに
割り当てたあとに行う必要があります。

ip address ip-prefix/length

例：

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

Step 9

このインターフェイスを OSPFv2インスタンスおよ
び設定エリアに割り当てます。

ip router ospf instance-tag area area-id

例：

Step 10

switch(config-if)# ip router ospf 201
area 0

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFを作成して、その VRFにインターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vrf context RemoteOfficeVRF
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# router ospf 201
switch(config-router)# vrf RemoteOfficeVRF
switch(config-router-vrf)# maximum-paths 4
switch(config-router-vrf)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
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switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/16
switch(config-if)# ip router ospf 201 area 0
switch(config-if)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

VRF認識サービスの設定
VRF認識サービスの到達可能性とフィルタリングを設定できます。

ここでは、サービスの詳細な設定手順の例として、SNMPおよび IPドメインリストを使用しま
す。

手順の概要

1. configure terminal
2. snmp-server host ip-address [filter-vrf vrf-name] [use-vrf vrf-name]
3. vrf context vrf-name

4. ip domain-list domain-name [all-vrfs] [use-vrf vrf-name]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル SNMPサーバを設定し、サービスに到達
するためにCisco NX-OSが使用するVRFを設定しま

snmp-server host ip-address [filter-vrf vrf-name] [use-vrf
vrf-name]

例：

Step 2

す。選択したVRFからこのサーバへの情報をフィル
タリングするには、filter-vrf キーワードを使用しま
す。

switch(config)# snmp-server host
192.0.2.1 use-vrf Red

新しい VRFを作成します。vrf context vrf-name

例：

Step 3

switch(config)# vrf context Blue
switch(config-vrf)#

VRFでドメインリストを設定し、必要に応じて、リ
スト内のドメイン名に到達するために Cisco NX-OS
が使用する VRFを設定します。

ip domain-list domain-name [all-vrfs] [use-vrf vrf-name]

例：

switch(config-vrf)# ip domain-list List
all-vrfs use-vrf Blue

Step 4

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-vrf)# copy running-config
startup-config

例

次の例は、VRF Red上の到達可能な SNMPホスト 192.0.2.1に、すべての VRFの SNMP
情報を送信する方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# snmp-server host 192.0.2.1 for-all-vrfs use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

次の例は、VRF Red上の到達可能な SNMPホスト 192.0.2.12に対して、VRF Blueの SNMP
情報をフィルタリングする方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# vrf context Blue
switch(config-vrf)# snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
switch(config)# copy running-config startup-config

VRFスコープの設定
すべての EXECコマンド（showコマンドなど）の VRFスコープを設定できます。そうすること
で、EXECコマンド出力のスコープが設定された VRFに自動的に限定されます。このスコープ
は、一部の EXECコマンドで使用できる VRFキーワードによって上書きできます。

手順の概要

1. routing-context vrf vrf-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

すべての EXECコマンドに対応するルーティングコ
ンテキストを設定します。デフォルトのルーティン

グコンテキストはデフォルト VRFです。

routing-context vrf vrf-name

例：

switch# routing-context vrf red
switch%red#

Step 1

routing-context vrf defaultコマンドを使用
し、コマンドを使用して、デフォルトの

VRFスコープに戻ります。

（注）

例

デフォルトの VRFスコープに戻すには、EXECモードで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

デフォルトのルーティングコンテキストを設定

します。

routing-context vrf default

例：

switch%red# routing-context vrf default
switch#

VRFの設定の確認
VRF設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンド

すべてまたは1つのVRFの情報を表示します。show bgp process vrf [ vrf-name ]

すべてまたは1つのVRFの情報を表示します。show vrf [vrf-name]

すべてまたは1つのVRFの詳細情報を表示しま
す。

show vrf [vrf-name] detail

インターフェイスのVRFステータスを表示しま
す。

show vrf [vrf-name] [interface interface-type
slot/port]

VRFの設定例
次に、VRF Redを設定して、そのVRFに SNMPサーバを追加し、VRF RedにOSPFインスタンス
を追加する例を示します。

configure terminal
vrf context Red
snmp-server host 192.0.2.12 use-vrf Red
router ospf 201
vrf Red
interface ethernet 1/2
vrf member Red
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf 201 area 0

次に、VRF Redおよび Blueを設定し、各VRFにOSPFインスタンスを追加して、各OSPFインス
タンスの SNMPコンテキストを作成する例を示します。
configure terminal
!Create the VRFs
vrf context Red
vrf context Blue
vrf context Green
!Create the OSPF instances and associate them with a single VRF or multiple VRFs (recommended)
feature ospf
router ospf Lab
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vrf Red
!
router ospf Production
vrf Blue
router-id 1.1.1.1
vrf Green
router-id 2.2.2.2
!Configure one interface to use ospf Lab on VRF Red
interface ethernet 1/2
vrf member Red
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf Lab area 0
no shutdown
!Configure another interface to use ospf Production on VRF Blue
interface ethernet 10/2
vrf member Blue
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf Production area 0
no shutdown
!
interface ethernet 10/3
vrf member Green
ip address 192.0.2.1/16
ip router ospf Production area 0
no shutdown
!Configure the SNMP server
snmp-server user admin network-admin auth md5 nbv-12345
snmp-server community public ro
!Create the SNMP contexts for each VRF
snmp-server context lab instance Lab vrf Red
snmp-server context production instance Production vrf Blue
!

この例で、VRF Redの OSPFインスタンス Labの OSPF-MIB値にアクセスするには、SNMPコン
テキスト labを使用します。

次に、デフォルト以外の 2つの VRF間、およびデフォルト VRFからデフォルト以外の VRFに
ルートリークを設定する例を示します。

feature bgp
vrf context Green
ip route 33.33.33.33/32 35.35.1.254
address-family ipv4 unicast
route-target import 3:3
route-target export 2:2
export map test
import map test
import vrf default map test

interface Ethernet1/7
vrf member Green
ip address 35.35.1.2/24

vrf context Shared
ip route 44.44.44.44/32 45.45.1.254
address-family ipv4 unicast
route-target import 1:1
route-target import 2:2
route-target export 3:3
export map test
import map test
import vrf default map test
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interface Ethernet1/11
vrf member Shared
ip address 45.45.1.2/24

router bgp 100
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
vrf Green
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test
vrf Shared
address-family ipv4 unicast
redistribute static route-map test

ip prefix-list test seq 5 permit 0.0.0.0/0 le 32

route-map test permit 10
match ip address prefix-list test

ip route 100.100.100.100/32 55.55.55.1

switch# show ip route vrf all
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

55.55.55.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 55.55.55.5, Lo0, [0/0], 00:07:59, direct
55.55.55.5/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 55.55.55.5, Lo0, [0/0], 00:07:59, local
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1, [1/0], 00:07:42, static

IP Route Table for VRF "management"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

0.0.0.0/0, ubest/mbest: 1/0
*via 10.29.176.1, [1/0], 12:53:54, static
10.29.176.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 10.29.176.233, mgmt0, [0/0], 13:11:57, direct
10.29.176.233/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 10.29.176.233, mgmt0, [0/0], 13:11:57, local

IP Route Table for VRF "Green"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>
33.33.33.33/32, ubest/mbest: 1/0
*via 35.35.1.254, [1/0], 00:23:44, static
35.35.1.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 35.35.1.2, Eth1/7, [0/0], 00:26:46, direct
35.35.1.2/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 35.35.1.2, Eth1/7, [0/0], 00:26:46, local
44.44.44.44/32, ubest/mbest: 1/0
*via 45.45.1.254%Shared, [20/0], 00:12:08, bgp-100, external, tag 100
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1%default, [20/0], 00:07:41, bgp-100, external, tag 100
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IP Route Table for VRF "Shared"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

33.33.33.33/32, ubest/mbest: 1/0
*via 35.35.1.254%Green, [20/0], 00:12:34, bgp-100, external, tag 100
44.44.44.44/32, ubest/mbest: 1/0
*via 45.45.1.254, [1/0], 00:23:16, static
45.45.1.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 45.45.1.2, Eth1/11, [0/0], 00:25:53, direct
45.45.1.2/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 45.45.1.2, Eth1/11, [0/0], 00:25:53, local
100.100.100.100/32, ubest/mbest: 1/0
*via 55.55.55.1%default, [20/0], 00:07:41, bgp-100, external, tag 100
switch(config)#

次に、「export vrf default」コマンドで導入されたインポート済みルートの再インポートを許可し、
VPNインポート済みルートを default-VRFに再インポートできるようにする例を示します。
vrf context vpn1

address-family ipv4 unicast
export vrf default [<prefix-limit>] map <route-map> [allow-vpn]

address-family ipv6 unicast
export vrf default [<prefix-limit>] map <route-map> [allow-vpn]

次に、border-leaf設定例を示します。
ip prefix-list DEFAULT_ROUTE seq 5 permit 0.0.0.0/0
route-map NO_DEFAULT_ROUTE deny 5
match ip address prefix-list DEFAULT_ROUTE

route-map NO_DEFAULT_ROUTE permit 10
route-map allow permit 10

vrf context vni100
vni 100
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target import 100:200
route-target import 100:200 evpn
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map allow
export vrf default map NO_DEFAULT_ROUTE allow-vpn

vrf context vni200
vni 200
ip route 0.0.0.0/0 Null0
rd auto
address-family ipv4 unicast
route-target import 100:100
route-target import 100:100 evpn
route-target both auto
route-target both auto evpn
import vrf default map allow
export vrf default map NO_DEFAULT_ROUTE

router bgp 100
address-family ipv4 unicast
redistribute direct route-map allow

address-family ipv6 unicast
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redistribute direct route-map allow
neighbor 101.101.101.101
remote-as 100
update-source loopback0
address-family l2vpn evpn
send-community extended

neighbor 30.0.0.2
remote-as 300
address-family ipv4 unicast

vrf vni100
address-family ipv4 unicast
network 0.0.0.0/0
advertise l2vpn evpn
redistribute direct route-map allow

vrf vni200
address-family ipv4 unicast
network 0.0.0.0/0
advertise l2vpn evpn
redistribute direct route-map allow

次に、BGP IPv4ユニキャスト設定の例を示します。
bl1(config-vrf)# show bgp ipv4 unicast 11.11.11.11/32
BGP routing table information for VRF default, address family IPv4 Unicast
BGP routing table entry for 11.11.11.11/32, version 14
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041a) on xmit-list, is in urib, is best urib route, is in HW

Advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path, in rib

Imported from 3.3.3.3:3:11.11.11.11/32 (VRF vni100)
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101

Path-id 1 advertised to peers:
30.0.0.2

bl1(config-vrf)# show bgp vrf vni100 ipv4 unicast 11.11.11.11/32
BGP routing table information for VRF vni100, address family IPv4 Unicast
BGP routing table entry for 11.11.11.11/32, version 8
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041e) on xmit-list, is in urib, is best urib route, is in HW
vpn: version 19, (0x100002) on xmit-list

Advertised path-id 1, VPN AF advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path, in rib

Imported from 1.1.1.1:3:[5]:[0]:[0]:[32]:[11.11.11.11]:[0.0.0.0]/224
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101
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VRF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

VPN AF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

次に、BGP IPv6ユニキャスト設定の例を示します。
bl1(config-vrf)# show bgp ipv6 unicast 11::11/128
BGP routing table information for VRF default, address family IPv6 Unicast
BGP routing table entry for 11::11/128, version 13
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041a) on xmit-list, is in u6rib, is best u6rib route, is in HW

Advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path

Imported from 3.3.3.3:3:11::11/128 (VRF vni100)
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
::ffff:1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101

Path-id 1 advertised to peers:
30::2

bl1(config-vrf)# show bgp vrf vni100 ipv6 unicast 11::11/128
BGP routing table information for VRF vni100, address family IPv6 Unicast
BGP routing table entry for 11::11/128, version 6
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041e) on xmit-list, is in u6rib, is best u6rib route, is in HW
vpn: version 7, (0x100002) on xmit-list

Advertised path-id 1, VPN AF advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path

Imported from 1.1.1.1:3:[5]:[0]:[0]:[128]:[11::11]:[0::]/416
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
::ffff:1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101

VRF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

VPN AF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

次に、show route isisコマンドの出力例を示します。
bl1(config-if)# show ip route
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
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'%<string>' in via output denotes VRF <string>

0.0.0.0/0, ubest/mbest: 1/0
*via vrf vni100, Null0, [20/0], 1d04h, bgp-100, external, tag 100

1.1.1.1/32, ubest/mbest: 1/0
*via 103.0.0.1, Eth1/1, [110/81], 1d04h, ospf-100, intra

2.2.2.2/32, ubest/mbest: 1/0
*via 103.0.0.1, Eth1/1, [110/81], 1d04h, ospf-100, intra

3.3.3.3/32, ubest/mbest: 2/0, attached
*via 3.3.3.3, Lo0, [0/0], 1d04h, local
*via 3.3.3.3, Lo0, [0/0], 1d04h, direct

9.9.9.9/32, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 9.9.9.9%vni100, Lo9, [20/0], 1d03h, bgp-100, external, tag 100

10.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0
*via 1.1.1.1, [200/0], 1d04h, bgp-100, internal, tag 100 (evpn) segid: 100 tunnelid:

0x1010101 encap: VXLAN
11.11.11.11/32, ubest/mbest: 1/0

*via 1.1.1.1, [200/0], 1d04h, bgp-100, internal, tag 150 (evpn) segid: 100 tunnelid:
0x1010101 encap: VXLAN
20.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0

*via 2.2.2.2, [200/0], 1d04h, bgp-100, internal, tag 100 (evpn) segid: 200 tunnelid:
0x2020202 encap: VXLAN
22.22.22.22/32, ubest/mbest: 1/0

*via 2.2.2.2, [200/0], 1d04h, bgp-100, internal, tag 250 (evpn) segid: 200 tunnelid:
0x2020202 encap: VXLAN
30.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached

*via 30.0.0.1, Eth1/2, [0/0], 1d04h, direct
30.0.0.1/32, ubest/mbest: 1/0, attached

*via 30.0.0.1, Eth1/2, [0/0], 1d04h, local
33.33.33.33/32, ubest/mbest: 1/0

*via 30.0.0.2, [20/0], 1d04h, bgp-100, external, tag 300
100.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached

*via 100.0.0.3%vni100, Vlan100, [20/0], 1d04h, bgp-100, external, tag 100
101.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0

*via 103.0.0.1, Eth1/1, [110/80], 1d04h, ospf-100, intra
101.101.101.101/32, ubest/mbest: 1/0

*via 103.0.0.1, Eth1/1, [110/41], 1d04h, ospf-100, intra
102.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0

*via 103.0.0.1, Eth1/1, [110/80], 1d04h, ospf-100, intra
103.0.0.0/24, ubest/mbest: 1/0, attached

*via 103.0.0.2, Eth1/1, [0/0], 1d04h, direct
103.0.0.2/32, ubest/mbest: 1/0, attached

show ipv6 routeコマンドの出力例を示します。
bl1(config-vrf)# show bgp ipv6 unicast 11::11/128
BGP routing table information for VRF default, address family IPv6 Unicast
BGP routing table entry for 11::11/128, version 13
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041a) on xmit-list, is in u6rib, is best u6rib route, is in HW

Advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path

Imported from 3.3.3.3:3:11::11/128 (VRF vni100)
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
::ffff:1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101
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Path-id 1 advertised to peers:
30::2

bl1(config-vrf)# show bgp vrf vni100 ipv6 unicast 11::11/128
BGP routing table information for VRF vni100, address family IPv6 Unicast
BGP routing table entry for 11::11/128, version 6
Paths: (1 available, best #1)
Flags: (0x08041e) on xmit-list, is in u6rib, is best u6rib route, is in HW
vpn: version 7, (0x100002) on xmit-list

Advertised path-id 1, VPN AF advertised path-id 1
Path type: internal, path is valid, is best path

Imported from 1.1.1.1:3:[5]:[0]:[0]:[128]:[11::11]:[0::]/416
AS-Path: 150 , path sourced external to AS
::ffff:1.1.1.1 (metric 81) from 101.101.101.101 (101.101.101.101)
Origin incomplete, MED 0, localpref 100, weight 0
Received label 100
Extcommunity:

RT:100:100
ENCAP:8
Router MAC:5254.004e.a437

Originator: 1.1.1.1 Cluster list: 101.101.101.101

VRF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

VPN AF advertise information:
Path-id 1 not advertised to any peer

その他の参考資料
仮想化の実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

VRFの関連資料
マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Fundamentals
Configuration Guide』

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System

Management Configuration Guide』

VRF

標準

タイト

ル

標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変更された標準はありません。また、既存

の標準のサポートは変更されていません。
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第 16 章

ユニキャスト RIBおよび FIBの管理

この章は、次の項で構成されています。

•ユニキャスト RIBおよび FIBについて（507ページ）
•ユニキャスト RIBに関する注意事項と制約事項（508ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの管理（509ページ）
•ユニキャスト RIBおよび FIBの確認（517ページ）
•その他の参考資料（518ページ）

ユニキャスト RIBおよび FIBについて
次の図に示すように、ユニキャストルーティング情報ベース（IPv4 RIBおよび IPv6 RIB）および
転送情報ベース（FIB）は、Cisco NX-OS転送アーキテクチャの一部です。

図 36 : CiscoNX-OSフォワーディングアーキテクチャ

ユニキャスト RIBはアクティブなスーパーバイザ上にあります。ユニキャスト RIBは、直接接続
のルート、スタティックルート、ダイナミックユニキャストルーティングプロトコルで検出さ

れたルートを含むルーティングテーブルを維持しています。また、アドレス解決プロトコル

（ARP）などの送信元から、隣接情報を収集します。ユニキャスト RIBは、ルートに最適なネク
ストホップを決定し、さらにユニキャストFIB分散モジュール（UFDM）のサービスを使用して、
モジュール上のユニキャスト FIBにデータを入力します。
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各ダイナミックルーティングプロトコルは、タイムアウトしたあらゆるルートについて、ユニ

キャスト RIBを更新する必要があります。その後、ユニキャスト RIBはそのルートを削除し、そ
のルートに最適なネクストホップを再計算します（代わりに使用できるパスがある場合）。

レイヤ 3整合性チェッカー
まれな事例として、各モジュールのユニキャスト RIBと FIBの間に不整合が発生することがあり
ます。Cisco NX-OSは、レイヤ 3整合性チェッカーをサポートします。この機能は、スーパーバ
イザモジュールのユニキャスト IPv4 RIBと各インターフェイスモジュールの FIBの間で不整合
を検出します。不整合には次のようなものがあります。

•欠落したプレフィックス

•余分なプレフィックス

•ネクストホップアドレスの誤り

• ARPまたはネイバー探索（ND）キャッシュ内の不正なレイヤ 2リライト文字列

レイヤ 3整合性チェッカーは、FIBのエントリと隣接マネージャ（AM）から取得した最新の隣接
情報を比較し、不整合があれば記録します。次に整合性チェッカーは、ユニキャスト RIBのプレ
フィックスをモジュールの FIBと比較し、不整合があればログに記録します。「レイヤ 3整合性
チェッカーのトリガー」の項を参照してください。

不整合は手動で解消できます。「FIB内の転送情報の消去」の項を参照してください。

整合性が失われる前に整合性チェッカーを実行すれば、整合性の点では合格します。しかし、4K
のハードウェア制限を超えて多くのルートが学習され、show consistency-checker forwarding ipv4
コマンドを実行した場合も、整合性の点で合格します。整合性のない状態から整合性のある状態

に移行する場合も同様です。障害ルートは引き続き表示されます。test forwarding ipv4 inconsistency
routeコマンドが再実行されるまで、この状態は終了しません。これは予期された動作です。

ユニキャスト RIBに関する注意事項と制約事項
URIBまたは U6RIBには、次の注意事項と制約事項が適用されます。

•仮想ドメインコンテキスト（VDC）では、IPv4または IPv6ユニキャストルートのメモリリ
ソースの制限を変更しても、変更された制限はすぐには有効になりません。

変更された制限をアクティブにするには、copy running-config startup-configコマンドの後に
reloadコマンドを発行する必要があります。

たとえば、次のいずれかのコマンドを発行した場合、新しい設定をアクティブにするには、

copy running-config startup-configを発行し、さらにスイッチをリロードする必要があります。

• limit-resource u4route-mem

• limit-resource u6route-mem
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ユニキャスト RIBおよび FIBの管理

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

モジュールの FIB情報の表示
モジュールの FIB情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

IPv4または IPv6の隣接情報を
表示します。

show forwarding {ipv4 | ipv6} adjacency module
slot

例：

switch# show forwarding ipv6 adjacency module 2

IPv4または IPv6のルートテー
ブルを表示します。

show forwarding {ipv4 | ipv6} route module slot

例：

switch# show forwarding ipv6 route module 2

ユニキャスト FIBでのロードシェアリングの設定
Open Shortest Path First（OSPF）などのダイナミックルーティングプロトコルは、等コストマル
チパス（ECMP）によるロードシェアリングをサポートしています。ルーティングプロトコル
は、そのプロトコルに設定されたメトリックに基づいて最適なルートを決定し、そのプロトコル

に設定された最大数までのパスをユニキャスト RIBに組み込みます。ユニキャスト RIBは、RIB
に含まれるすべてのルーティングプロトコルパスのアドミニストレーティブディスタンスを比

較し、ルーティングプロトコルによって組み込まれたすべてのパスセットから最適なパスセッ

トを選択します。ユニキャストRIBは、この最適なパスセットを FIBに組み込み、フォワーディ
ングプレーンで使用できるようにします。

フォワーディングプレーンは、ロードシェアリングのアルゴリズムを使用して、FIBに組み込ま
れたパスのいずれかを選択し、それを特定のデータパケットに使用します。

ロードシェアリングでは、特定のフローに含まれるすべてのパケットに対して同じパスが使用さ

れます。フローは、ユーザが設定したロードシェアリング方式によって定義されます。たとえ

ば、送信元/宛先のロードシェアリングを設定すると、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスのペ
アが同じであるすべてのパケットが同じパスをたどります。

（注）
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ユニキャストFIBのロードシェアリングアルゴリズムを設定するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. ip load-sharing address {destination port destination | source-destination [port source-destination
| ]} [universal-id seed] [rotate rotate] [concatenation]

2. （任意） show ip load-sharing

3. （任意） show routing hash source-addr dest-addr [source-port dest-port] [vrf vrf-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

データトラフィックに対するユニキャスト FIBの
ロードシェアリングアルゴリズムを設定します。

ip load-sharing address {destination port destination |
source-destination [port source-destination | ]}
[universal-id seed] [rotate rotate] [concatenation]

Step 1

次のオプションは、すべての IPロードシェアリング
設定で使用できます。例：

ip load-sharing address source-destination
• universal-idオプションは、ハッシュアルゴリズ
ムのランダムシードを設定することにより、フ

ローをあるリンクから別のリンクにシフトしま

す。

汎用 IDを設定する必要はありません。ユーザが
設定しなかった場合は、Cisco NX-OSが汎用 ID
を選択します。universal-idの範囲は 1～
4294967295です。

• rotateオプションを使用すると、ハッシュアル
ゴリズムは、リンクピッキングの選択をローテー

ションさせます。これは、ネットワーク内のす

べてのノードが同じリンクを継続的に選択しな

いようにするためです。これは、ハッシュアル

ゴリズムのビットパターンに影響を与えること

によって機能します。このオプションは、ある

リンクから別のリンクにフローをシフトし、最

初の ECMPレベルからすでにロードバランシン
グ（極性化）されているトラフィックのロード

バランシングを複数のリンク間で行います。

rotate値を指定すると、64ビットのストリーム
が、循環回転でのそのビット位置から解釈され

ます。rotate値の範囲は 1～ 63で、デフォルト
は 32です。
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目的コマンドまたはアクション

多層レイヤ 3トポロジでは、極性が発
生する可能性があります。極性を回避

するには、トポロジの各層で異なる循

環ビットを使用します。

（注）

ポートチャネルの rotation値を設定す
るには、 port-channel load-balance
src-dst ip-l4port rotate rotateコマンド
を使用します。このコマンドの詳細に

ついては、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Interfaces Configuration Guide』
を参照してください。

（注）

• concatenationオプションを使用すると、ECMP
のハッシュタグ値とポートチャネルのハッシュ

タグ値がひとつに結合され、より強力な64ビッ
トのハッシュを使用できるようになります。こ

のオプションを使用しない場合、ECMPのロー
ドバランシングおよびポートチャネルのロード

バランシングを個別に制御できます。デフォル

トではディセーブルになっています。

データトラフィックに対するユニキャスト FIBの
ロードシェアリングアルゴリズムを表示します。

（任意） show ip load-sharing

例：

Step 2

switch(config)# show ip load-sharing
address source-destination

ユニキャスト RIBとユニキャスト FIBが特定の送信
元と宛先アドレスのペアに使用するルートを表示し

（任意） show routing hash source-addr dest-addr
[source-port dest-port] [vrf vrf-name]

例：

Step 3

ます。送信元アドレスと宛先アドレスの形式はx.x.x.x
です。送信元ポートと宛先ポートの範囲は1～65535

switch(config)# show routing hash 192.0.2.1
10.0.0.1 です。VRF名には最大64文字の英数字文字列を指定

します。大文字と小文字は区別されます。

例

次に、送信元/宛先ペアのために選択されたルートを表示する例を示します。
switch# show routing hash 10.0.0.5 192.0.0.2
Load-share parameters used for software forwarding:
load-share mode: address source-destination port source-destination
Universal-id seed: 0xe05e2e85
Hash for VRF "default"
Hashing to path *172.0.0.2 (hash: 0x0e), for route:
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ルーティング情報と隣接情報の表示

ルーティング情報と隣接情報を表示するには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ユニキャストルートテーブル

を表示します。route-type引数
には、1つのルートプレフィッ
クス、ダイレクト、スタティッ

ク、またはダイナミックルー

ティングプロトコルを指定でき

ます。?コマンドを使用する
と、サポートされているイン

ターフェイスが表示されます。

show {ip | ipv6} route [route-type | interface
interface-type number | next-hop]

switch# show ip route

隣接関係テーブルを表示しま

す。引数の範囲は次のとおりで

す。

• prefix：任意の IPv4、また
は IPv6プレフィックスア
ドレス。

• interface-type number： ? コ
マンドを使用して、サポー

トされるインターフェイス

を表示します。

• vrf-id：最大 64文字の英数
字文字列を指定します。大

文字と小文字は区別されま

す。

show {ip | ipv6} adjacency [prefix | interface-type

number [summary] | non-best] [detail] [vrf vrf-id]

例：

switch# show ip adjacency

ユニキャストルートテーブル

を表示します。route-type引数
には、1つのルートプレフィッ
クス、ダイレクト、スタティッ

ク、またはダイナミックルー

ティングプロトコルを指定でき

ます。?コマンドを使用する
と、サポートされているイン

ターフェイスが表示されます。

show {ip | ipv6} routing [route-type | interface
interface-type number | next-hop | recursive-next-hop
| summary | updated {since | until} time]

例：

switch# show routing summary

次に、ユニキャストルートテーブルを表示する例を示します。

switch# show ip route
IP Route Table for Context "default"
'*' denotes best ucast next-hop '**' denotes best mcast next-hop
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'[x/y]' denotes [preference/metric]

0.0.0.0/0, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
*via 10.1.1.1, mgmt0, [1/0], 5d21h, static

0.0.0.0/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
*via Null0, [220/0], 1w6d, local, discard

10.1.0.0/22, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.1.55, mgmt0, [0/0], 5d21h, direct

10.1.0.0/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.0.0, Null0, [0/0], 5d21h, local

10.1.1.1/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.1.1, mgmt0, [2/0], 5d16h, am

10.1.1.55/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.1.55, mgmt0, [0/0], 5d21h, local

10.1.1.253/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.1.253, mgmt0, [2/0], 5d20h, am

10.1.3.255/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops, attached
*via 10.1.3.255, mgmt0, [0/0], 5d21h, local

255.255.255.255/32, 1 ucast next-hops, 0 mcast next-hops
*via Eth Inband Port, [0/0], 1w6d, local

次に、隣接関係情報を表示する例を示します。

switch# show ip adjacency
IP Adjacency Table for context default
Total number of entries: 2
Address Age MAC Address Pref Source Interface Best
10.1.1.1 02:20:54 00e0.b06a.71eb 50 arp mgmt0 Yes
10.1.1.253 00:06:27 0014.5e0b.81d1 50 arp mgmt0 Yes

レイヤ 3整合性チェッカーのトリガー
レイヤ 3整合性チェッカーを手動でトリガーできます。

レイヤ 3整合性チェッカーを手動でトリガーにするには、グローバルコンフィギュレーション
モードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. test forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency [vrf vrf-name] [module {slot | all}]
2. test forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency [vrf vrf-name] [module {slot | all}] stop
3. show forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency [vrfvrf-name] [module {slot | all}]
4. show consistency-checker forwarding unicast

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

レイヤ 3整合性チェックを開始します。vrf-nameに
は最大64文字の英数字文字列を指定します。大文字

test forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency [vrf
vrf-name] [module {slot | all}]

例：

Step 1

と-小文字は区別されます。slotの範囲は 1～ 26で
す。switch(config)# test forwarding inconsistency
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目的コマンドまたはアクション

レイヤ 3整合性チェックを停止します。vrf-nameに
は最大64文字の英数字文字列を指定します。大文字
と小文字は区別されます。slotの範囲は1～26です。

test forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency [vrf
vrf-name] [module {slot | all}] stop

例：

Step 2

switch(config)# test forwarding inconsistency stop

レイヤ 3整合性チェックの結果を表示します。
vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定しま

show forwarding [ipv4 | ipv6] [unicast] inconsistency
[vrfvrf-name] [module {slot | all}]

例：

Step 3

す。大文字と-小文字は区別されます。slotの範囲は
1～ 26です。switch(config)# show forwarding inconsistency

ユニキャストルータのレイヤ 3整合性チェックの結
果を表示します。

show consistency-checker forwarding unicast

例：

Step 4

switch(config)# show consistency-checker forwarding
unicast

FIB内の転送情報の消去
FIB内の1つまたは複数のエントリを消去できます。FIBのエントリを消去しても、ユニキャスト
RIBに影響はありません。

clear forwardingコマンドを実行すると、デバイス上の転送が中断されます。注意

FIB内のエントリ（レイヤ 3の不整合を含む）を消去するには、任意のモードで次のコマンドを
使用します。

目的コマンド

FIBから 1つまたは複数のエン
トリを消去します。ルートのオ

プションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• prefix：任意の IPまたは
IPv6プレフィックス

vrf-nameには最大 64文字の英
数字文字列を指定します。大文

字と-小文字は区別されます。
slotの範囲は 1～ 26です。

clear forwarding{ipv4 | ipv6} route {* | prefix}

[vrf vrf-name] module {slot | all}

例：

switch# clear forwarding ipv4 route * module 1
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ユニキャスト RIBの最大ルート数の設定
ルーティングテーブルで許可されている最大ルート数を設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf-name

3. address-family {ipv4 | ipv6} unicast
4. maximum routes max-routes [threshold [reinstall threshold] | warning -only]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFを作成し、VRF設定モードを開始します。vrf context vrf-name

例：

Step 2

switch(config)# vrf context management2
switch(config-vrf)#

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast

例：

Step 3

switch(config-vrf)# address-family ipv4 unicast
switch(config-vrf-af-ipv4)

ルーティングテーブルで許可される最大ルート数を

設定します。範囲は 1～ 4294967295です。
maximum routes max-routes [threshold [reinstall
threshold] | warning -only]

例：

Step 4

次の項目を任意で指定できます。
switch(config-vrf-af-ipv4)# maximum routes 300000

• threshold：警告メッセージをトリガーする最大
ルート数のパーセンテージ。範囲は 1～ 100で
す。

• warning-only—ルートの最大数を超えた場合に警
告メッセージを記録します。

• reinstall threshold：最大ルート数の上限を超過し
たために拒否された以前のルートを再インストー

ルし、それらを再インストールするしきい値を

指定します。しきい値の範囲は 1～ 100です。
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目的コマンドまたはアクション

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-vrf-af-ipv4)# copy running-config
startup-config

ルートのメモリ要件の見積もり

一連のルートおよびネクストホップアドレスが使用するメモリを見積もることができます。

ルートのメモリ要件を見積もるには、任意のモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

ルートのメモリ要件を表示します。

num-routesの範囲は 1000～ 1000000です。
num-nexthopsの範囲は 1～ 16です。

show routing {ipv6} memory estimate
routes num-routes next-hops num-nexthops

例：

switch# show routing memory estimate
routes 5000 next-hops 2

ユニキャスト RIB内のルートの消去
ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを消去できます。

*キーワードは、ルーティングに深刻な悪影響をもたらします。注意

ユニキャスト RIB内の 1つ以上のエントリを消去するには、任意のコンフィギュレーションモー
ドで次のコマンドを使用します。
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目的コマンド

ユニキャスト RIBとすべてのモジュール FIBから
1つまたは複数のルートを消去します。ルートの
オプションは次のとおりです。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPまたは IPv6ルート。

• prefix/length：任意の IPまたは IPv6プレフィッ
クス

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達す
るためのインターフェイス

vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定し
ます。大文字と小文字は区別されます。

clear {ip | ip4 | ipv6} route {* |

{route | prefix/length} [next-hop

interface]} [vrf vrf-name]

例：

switch(config)# clear ip route 10.2.2.2

ユニキャスト RIBから 1つまたは複数のルートを
消去します。ルートのオプションは次のとおりで

す。

• *：すべてのルート。

• route：個々の IPまたは IPv6ルート。

• prefix/length：任意の IPまたは IPv6プレフィッ
クス

• next-hop：ネスクトホップアドレス。

• interface：ネスクトホップアドレスに到達す
るためのインターフェイス

vrf-nameには最大 64文字の英数字文字列を指定し
ます。大文字と小文字は区別されます。

clear routing [multicast | unicast]
[ip | ip4 | ipv6] {* | {route |

prefix/length} [next-hop interface]} [vrf
vrf-name]

例：

switch(config)# clear routing ip 10.2.2.2

ユニキャスト RIBおよび FIBの確認
ユニキャスト RIBおよび FIBの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

モジュールの隣接関係テーブルを表示しま

す。

show forwarding adjacency

FIBの分散情報を表示します。show forwarding distribution {clients | fib-state}
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目的コマンド

モジュールの FIB情報を表示します。show forwarding interfaces module slot

FIB内のルートを表示します。show forwarding {ip | ipv4 | ipv6} route

隣接関係テーブルを表示します。show {ip | ipv6} adjacency

ユニキャストRIBから受け取ったの IPv4ま
たは IPv6ルートを表示します。

show {ip | ipv6} route

ユニキャスト RIBから受け取ったルートを
表示します。

show routing

宛先の FIBルートがないためにドロップさ
れたパケットの統計情報を表示します。

DEST MISSとも呼ばれます。出力には、
DESTMISSカウンタの増分が表示されます。

Cisco NX-OSリリース 10.1(1)以
降、この機能は Cisco Nexus
9300-FX3プラットフォームスイッ
チでサポートされます。

（注）

show system internal access-list dest-miss stats

その他の参考資料
ユニキャスト RIBおよび FIBの管理に関連する詳細情報については、次の項を参照してくださ
い。

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OSシステム管理コンフィ
ギュレーションガイド』

EEMの設定
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第 17 章

Route Policy Managerの設定

この章は、次の項で構成されています。

• Route Policy Managerについて（519ページ）
• Route Policy Managerの注意事項と制約事項（523ページ）
• Route Policy Managerパラメータのデフォルト設定（524ページ）
• Route Policy Managerの設定（525ページ）
• Route Policy Managerの設定の確認（540ページ）
• Route Policy Managerの設定例（540ページ）
•関連項目（541ページ）

Route Policy Managerについて
Route Policy Managerは、ルートマップおよび IPプレフィックスリストをサポートしています。
この機能は、ルート再配布に使用されます。プレフィックスリストには、1つまたは複数の IPv4
または IPv6ネットワークプレフィックスおよび関連付けられたプレフィックス長の値を指定しま
す。プレフィックスリストは、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）テンプレート、ルート
フィルタリング、またはルーティングドメイン間で交換されるルートの再配布などの機能で、単

独で使用できます。

ルートマップは、ルートおよび IPパケットの両方に適用できます。ルートフィルタリングおよ
び再配布は、ルートマップを使用してルートを渡します。

プレフィックスリスト

プレフィックスリストを使用すると、アドレスまたはアドレス範囲を許可または拒否することが

できます。プレフィックスリストによるフィルタリングでは、ルートまたはパケットのプレフィッ

クスと、プレフィックスリストに指定されているプレフィックスの照合が行われます。特定のプ

レフィックスがプレフィックスリストのどのエントリとも一致しなかった場合、実質的に拒否さ

れたものと見なされます。

プレフィックスリストに複数のエントリを設定し、エントリと一致したプレフィックスを許可ま

たは拒否できます。各エントリにはシーケンス番号が関連付けられています。この番号はユーザ
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が設定できます。シーケンス番号が設定されていない場合は、CiscoNX-OSによって自動的にシー
ケンス番号が設定されます。Cisco NX-OSはシーケンス番号が最も小さいエントリから順番にプ
レフィックスリストを評価します。Cisco NX-OSは、所定のプレフィックスと最初に一致したエ
ントリを処理します。一致すると、Cisco NX-OSは permit文または deny文を処理し、プレフィッ
クスリストの残りのエントリは評価しません。

プレフィックスリストが空の場合は、すべてのルートが許可されます。（注）

ルートマップ

ルートマップは、ルートの再配布に使用できます。ルートマップエントリは、一致基準および

設定基準のリストからなります。一致基準では、着信ルートまたはパケットの一致条件を指定し

ます。設定基準では、一致基準を満たした場合のアクションを指定します。

同じルートマップに複数のエントリを設定できます。これらのエントリには、同じルートマップ

名を指定し、シーケンス番号で区別します。

一意のルートマップ名の下に 1つまたは複数のルートマップエントリをシーケンス番号に従っ
て並べ、ルートマップを作成します。ルートマップエントリのパラメータは、次のとおりです。

•シーケンス番号

•アクセス権：許可または拒否

•一致基準

•設定変更

ルートマップではデフォルトで、最小のシーケンス番号から順にルートまたは IPパケットが処理
されます。continue文を使用すると、次に処理するルートマップエントリを決定できるので、別
の順序で処理するようにルートマップを設定できます。

ルートマップのシーケンスのデフォルトアクション

ルートマップ内の任意のシーケンスのデフォルトアクションはpermit.です。許可アクションは次
の状況で適用されます。

• permitまたはdeny.を明示的に指定せずにルートマップに新しいシーケンスを設定する場合

•ルートマップで設定されたシーケンスを編集し、アクションを指定しない場合。この状況で
は、編集されたルートマップに元々 deny.が設定されていた場合でも、permitアクションが
適用されます。たとえば、シーケンス 10が denyで設定されていると仮定します。後ほど、
denyを再度指定せずにシーケンス 10を編集すると、そのシーケンスのアクションは permit.
に設定されます。

ルートマップのシーケンスを設定または編集する場合は、常に正しいアクションを設定してくだ

さい。そうしないと、デフォルトのアクションである permitが適用されます。
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一致基準

さまざまな基準を使用して、ルートマップでルートや IPパケットを照合できます。BGPコミュ
ニティリストのように、特定のルーティングプロトコルだけに適用できる基準もありますが、IP
送信元または宛先アドレスなど、その他の基準はあらゆるルートまたは IPパケットに使用できま
す。

ルートマップに従ってルートまたはパケットを処理する場合、CiscoNX-OSは設定されている個々
の match文とルートまたはパケットを比較します。ルートまたはパケットが設定されている基準
と一致した場合、Cisco NX-OSはルートマップ内で一致するエントリに対する許可または拒否設
定、および設定されている設定基準に基づいて、このルートやパケットを処理します。

一致のカテゴリおよびパラメータは、次のとおりです。

• BGPパラメータ：AS番号、ASパス、コミュニティ属性、または拡張コミュニティ属性に基
づく一致

•プレフィックスリスト：アドレスまたはアドレス範囲に基づく一致

•マルチキャストパラメータ：ランデブーポイント、グループ、または送信元に基づく一致

•その他のパラメータ：IPネクストホップアドレスまたはパケット長に基づく一致

設定変更

ルートまたはパケットがルートマップのエントリと一致したら、設定済みの 1つ以上の set文に
基づいて、そのルートまたはパケットを変更できます。

設定変更は次のとおりです。

• BGPパラメータ：ASパス、タグ、コミュニティ、拡張コミュニティ、ダンプニング、ロー
カルプリファレンス、オリジン、または重み値属性の変更

•メトリック：ルートメトリックまたはルートタイプの変更

•その他のパラメータ：フォワーディングアドレスまたは IPネクストホップアドレスの変更

アクセスリスト

IPアクセスリストでは、次のような IPパケットフィールドとパケットを照合できます。

•送信元または宛先 IPv4または IPv6アドレス

•プロトコル

• Precedence

• ToS

•ルートマップで ACL（アクセスコントロールリスト）を使用できるのは、ポリシーベース
ルーティングの場合に限られます。
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BGPの AS番号

BGPピアとの照合に使用する AS番号のリストを設定できます。BGPピアがリスト内の AS番号
と一致し、さらに他の BGPピア設定と一致する場合、BGPはセッションを作成します。BGPピ
アがリスト内の AS番号と一致しない場合は、BGPはピアを無視します。AS番号は AS番号の範
囲のリストとして設定できます。また、ASパスリストを使用してAS番号を正規表現と比較する
こともできます。

BGPの ASパスリスト

ASパスリストを設定すると、着信または発信 BGPルートのアップデートをフィルタリングでき
ます。ルートアップデートに ASパスリストのエントリと一致する ASパス属性が含まれている
場合、ルータは設定されている許可または拒否条件に基づいてルートを処理します。ルートマッ

プの中で ASパスリストを設定できます。

同じ ASパスリスト名を使用することによって、ASパスリストで複数の ASパスエントリを設
定できます。ルータは最初に一致したエントリを処理します。

BGPのコミュニティリスト

ルートマップのコミュニティリストを使用すると、BGPコミュニティに基づいて BGPルート
アップデートをフィルタリングできます。コミュニティ属性はコミュニティリストに基づいて照

合できます。また、コミュニティ属性はルートマップを使用して設定できます。

コミュニティリストには、1つまたは複数のコミュニティ属性を指定します。同じコミュニティ
リストエントリに複数のコミュニティ属性を設定した場合、BGPルートが一致と見なされるに
は、指定されたすべてのコミュニティ属性と一致しなければなりません。

同じコミュニティリスト名を使用することによって、コミュニティリストのそれぞれ個別のエン

トリとして、複数のコミュニティ属性を設定することもできます。この場合、ルータは最初に

BGPルートと一致したコミュニティ属性を、そのエントリの許可または拒否設定に基づいて処理
します。

コミュニティリストのコミュニティ属性は、次の形式のいずれか 1つで設定できます。

•名前付きコミュニティ属性（internet、no-exportなど）。

• aa:nn形式（最初の 2バイトは 2バイトの自律システム番号、最後の 2バイトはユーザが定義
するネットワーク番号を表します）。

•正規表現。

BGPの拡張コミュニティリスト

拡張コミュニティリストでは 4バイトの AS番号がサポートされています。拡張コミュニティリ
ストのコミュニティ属性は、次のいずれかの形式で設定できます。

• aa4:nn形式（最初の 4バイトは 4バイトのAS番号、最後の 2バイトはユーザが定義するネッ
トワーク番号を表します）。

•正規表現。
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Cisco NX-OSは汎用の特定拡張コミュニティリストをサポートしています。このリストを使用す
ると、4バイトの AS番号に対して通常のコミュニティリストと同様の機能を使用できます。汎
用の特定拡張コミュニティリストには次のプロパティを設定できます。

• Transitive：BGPはコミュニティ属性を自律システム間に伝達します。

• Nontransitive：BGPはコミュニティ属性を削除してからルートを他の自律システムに伝達しま
す。

ルートの再配布およびルートマップ

ルートマップを使用すると、ルーティングドメイン間でのルートの再配布を制御できます。ルー

トマップではルートの属性を照合し、一致基準を満たすルートだけを再配布します。設定変更を

使用することによって、再配布時に、ルートマップでルート属性を変更することもできます。

ルータは再配布されたルートを各ルートマップエントリと照合します。match文が複数ある場合
は、ルートがすべての一致基準を満たしている必要があります。ルートがルートマップエントリ

で定義されている一致基準を満たす場合は、エントリで定義されているアクションが実行されま

す。ルートが基準と一致しなかった場合、ルータは後続のルートマップエントリとルートを比較

します。ルートの処理は、ルートがルートマップのいずれかのエントリと一致するか、どのエン

トリとも一致せずすべてのエントリによる処理が完了するまで継続します。ルータがルートマッ

プの全エントリとルートを比較しても一致しなかった場合、ルータはそのルートを受け付けるか

（着信ルートマップ）またはルートを転送します（発信ルートマップ）。

BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルートマッ
プに追加 deny文を挿入します。

（注）

Route Policy Managerの注意事項と制約事項
Route Policy Manager設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• CLIは setまたは matchが route-tagで有効になっていますが、サポートされておらず、その
特定のルートマップシーケンスに対して意図しない動作が発生します。

•プレフィックスリスト内の名前は、大文字と小文字が区別されません。一意の名前を使用す
ることを推奨します。大文字と小文字を変更しただけの名前は使用しないでください。たと

えば、CTCPrimaryNetworksと CtcPrimaryNetworksは 2つの異なるエントリではありません。

•ルートマップが存在しない場合、すべてのルートが拒否されます。

•プレフィックスリストが存在しない場合は、すべてのルートが許可されます。

•ルートマップエントリに match文がない場合、ルートマップエントリのアクセス権（許可
または拒否）によって、すべてのルートまたはパケットの処理結果が決まります。
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•ルートマップエントリのmatch文の中で参照されたポリシー（プレフィックスリストなど）
から no-matchまたは deny-matchが戻った場合、は match文を Cisco NX-OS失敗として、次
のルートマップエントリを処理します。

•ルートマップを変更しても、ルートマップコンフィギュレーションサブモードを終了する
までは、Cisco NX-OSによりすべての変更が保留されます。その後、Cisco NX-OSがすべての
変更をプロトコルクライアントに送信すると、変更が有効になります。

•同じルートマップシーケンスに IPv4と IPv6の両方の matchステートメントを含めないこと
を推奨します。両方が必要な場合は、同じルートマップの異なるシーケンスで指定する必要

があります。

•ルートマップは定義する前に使用できるので、設定変更を終えるときには、すべてのルート
マップが存在していることを確認してください。

•再配布およびフィルタリングを行う場合、ルートマップの使用状況を確認できます。各ルー
ティングプロトコルには、これらの統計情報を表示する機能があります。

• BGPをIGPに再配布するとき、iBGPも再配布されます。この動作を無効にするには、ルート
マップに追加 deny文を挿入します。

• Route Policy ManagerはMACリストをサポートしていません。

• ip access-list nameコマンドの ACL名の最大文字数は 64です。ただし、RPMコマンドに関連
付けられている ACL名（ip prefix-listやmatch ip addressなど）は、最大 63文字しか使用でき
ません。

• BGPは特定のmatchコマンドのみをサポートします。詳細については、matchコマンドの表
を「ルートマップの設定」で参照してください。

•「prefix-list」という名前のACLを作成する場合、match ip addressコマンドを使用して作成さ
れたルートマップに関連付けることはできません。RPMコマンドのmatch ip address prefix-list
は、前のコマンド（「prefix-list」ACL名）をあいまいにします。

• match ip addressコマンドを使用する場合、設定できる ACLは 1つだけです。

Route Policy Managerパラメータのデフォルト設定
次の表に、Route Policy Managerのデフォルト設定を示します。

表 32 :デフォルトの Route Policy Managerパラメータ

デフォルトパラメータ

イネーブルRoute Policy Manager

115アドミニストレーティブディスタンス

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
524

Route Policy Managerの設定

Route Policy Managerパラメータのデフォルト設定



Route Policy Managerの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

IPプレフィックスリストの設定
IPプレフィックスリストでは、プレフィックスおよびプレフィックス長のリストに対して IPパ
ケットまたはルートを照合します。IPv4には IPプレフィックスリスト、IPv6には IPv6プレフィッ
クスリストを作成できます。

指定したプレフィックス長と完全に一致するプレフィックスリストエントリのみを対象とするよ

う設定できます。また、指定したプレフィックス長の範囲に該当するすべてのプレフィックスを

対象とすることもできます。

ge キーワードと lt キーワードを使用すると、プレフィックス長の範囲を指定できます。着信パ
ケットまたはルートがプレフィックスリストと一致すると判定されるのは、プレフィックスが一

致し、プレフィックス長が geキーワードの値（設定されている場合）以上かつ ltキーワードの値
（設定されている場合）以下の場合です。キーワード eq を使用する場合、設定する値はプレ
フィックスのマスク長より大きくする必要があります。

プレフィックスアドレスとの比較に使用できる連続または非連続ルートの範囲を定義するには、

mask キーワードを使用します。

手順の概要

1. configure terminal
2. { ip | ipv6 } prefix-list name description string

3. {ip | ipv6} prefix-list name [ seq number ] [{ permit | deny } prefix {[ eq prefix-length ] | [ ge
prefix-length ] [ le prefix-length ]}] [ mask mask ]

4. （任意） show { ip | ipv6 } prefix-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

プレフィックスリストについての情報ストリングを

追加します。

必須: { ip | ipv6 } prefix-list name description string

例：

Step 2

switch(config)# ip prefix-list
AllowPrefix description allows
engineering server

IPv4または IPv6プレフィックスリストを作成する
か、または既存のプレフィックスリストにプレフィッ

{ip | ipv6} prefix-list name [ seq number ] [{ permit |
deny } prefix {[ eq prefix-length ] | [ ge prefix-length ] [
le prefix-length ]}] [ mask mask ]

Step 3

クスを追加します。prefix-length は次のように照合さ
れます。例：

switch(config)# ip prefix-list
AllowPrefix seq 10 permit 192.0.2.0/23 eq 24

• eq：正確なプレフィックス長を照合します。こ
の値は、マスク長より大きくする必要がありま

す。
switch(config)# ipv6 prefix-list
AllowIPv6Prefix seq 10 permit 2001:0DB8:: le 32

• ge：設定されている prefix length以上のプレ
フィックス長が対象。

switch(config)# ip prefix-list
even permit 0.0.0.0/32 mask 0.0.0.1

switch(config)# ipv6 prefix-list
even permit 2001:0DB8::/64 mask ffff:1:: • le：設定されているprefix length以下のプレフィッ

クス長が対象。

• mask：ルーティングプロトコルで使用される
プレフィックスアドレスのビットと比較する、

プレフィックスリストのプレフィックスアドレ

スのビットを指定します。このオプションは、

Cisco Nexus 9200、9300-EX、および9300-FXプ
ラットフォームスイッチと9700-EXおよび9700-FX
ラインカードのCisco NX-OSリリース9.3（3）以
降で使用できます。

プレフィックスリストについての情報を表示します。（任意） show { ip | ipv6 } prefix-list name

例：

Step 4

switch(config)# show ip prefix-list
AllowPrefix

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、2つのエントリからなる IPv4プレフィックスリストを作成し、BGPネイバーにプ
レフィックスリストを適用する例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 10 permit 192.0.2.0/23 eq 24
switch(config)# ip prefix-list allowprefix seq 20 permit 209.165.201.0/27 eq 28
switch(config)# router bgp 65535
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65534
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# prefix-list allowprefix in

次に、すべての/ 24奇数IPアドレスの一致マスクを使用してIPv4プレフィックスリストを
作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list list1 seq 7 permit 22.1.1.0/24 mask 255.255.1.0
switch(config)# show route-map test
route-map test, permit, sequence 7
Match clauses:
ip address prefix-lists: list1
Set clauses:
extcommunity COST:igp:10:20
switch(config)# show ip prefix-list list1
ip prefix-list list1: 1 entries
seq 7 permit 22.1.1.0/24 mask 255.255.1.0

次に、サブネットプレフィックスが17以上の21.1.0.0/16のすべてのサブネットに一致する
IPv4プレフィックスリストを作成する例を示します。maskオプションにより、3番目のオ
クテットの最初のビットが設定されていない（偶数）着信プレフィックスだけが照合され

ます。

switch# configure terminal
switch(config)# ip prefix-list list1 seq 10 permit 21.1.0.0/16 ge 17 mask 255.255.1.0

ASパスリストの設定
発信と着信の両方の BGPルートに ASパスリストフィルタを指定できます。各フィルタは、正
規表現を使用するアクセスリストです。正規表現が ASCIIストリングとして表されたルートの
ASパス属性と一致した場合は、許可または拒否条件が適用されます。

手順の概要

1. configure terminal
2. ip as-path access-list name {deny | permit} expression

3. （任意） show {ip | ipv6} as-path-access-list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

正規表現を使用して BGP ASパスリストを作成しま
す。

ip as-path access-list name {deny | permit} expression

例：

Step 2

switch(config)# ip as-path access-list
Allow40 permit 40

as-pathアクセスリストの情報を表示します。（任意） show {ip | ipv6} as-path-access-list name

例：

Step 3

switch(config)# show ip
as-path-access-list Allow40

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

次に、2つのエントリからなるASパスリストを作成し、BGPネイバーにASパスリスト
を適用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64510
switch(config)# ip as-path access-list AllowAS permit 64496
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)# router bgp 65535:20
switch(config-router)# neighbor 192.0.2.1/16 remote-as 65535:20
switch(config-router-neighbor)# address-family ipv4 unicast
switch(config-router-neighbor-af)# filter-list AllowAS in

コミュニティリストの設定

コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいてBGPルートをフィルタリングで
きます。コミュニティ番号は aa:nn形式の 4バイト値です。最初の 2バイトは自律システム番号
を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。

同じコミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、コミュニティリストフィルタを満足さ

せるには、すべてのコミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値をそれぞれ個別のコ

ミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリストが処理されます。

コミュニティリストをmatch文で使用すると、コミュニティ属性に基づいてBGPルートをフィル
タリングできます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 次のいずれか 1つを入力します。
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ip community-list standard list-name {deny | permit} [community-list] [internet] [local-AS]
[no-advertise] [no-export]

または

•

• ip community-list expanded list-name {deny | permit} expression

3. （任意） show ip community list name

4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

最初のオプションでは、標準BGP拡張コミュニティ
リストを作成します。list-名には最大 63文字の英数

次のいずれか 1つを入力します。Step 2

• ip community-list standard list-name {deny |
permit} [community-list] [internet] [local-AS]
[no-advertise] [no-export]

または

字を使用できます。大文字と小文字は区別されます。

community-listには、1つ以上のコミュニティを aa:nn
形式で指定できます。

二番目のオプションでは、正規表現を使用して BGP
拡張コミュニティリストを作成します。

• ip community-list expanded list-name {deny |
permit} expression

例：

switch(config)# ip community-list
standard BGPCommunity permit
no-advertise 65535:20

または

switch(config)# ip community-list
expanded BGPComplex deny
50000:[0-9][0-9]

コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community list name

例：

Step 3

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config
startup-config
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例

次に、2つのエントリからなるコミュニティリストの作成例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit no-advertise 65535:20
switch(config)# ip community-list standard BGPCommunity permit local-AS no-export
switch(config)# copy running-config startup-config

拡張コミュニティリストの設定

拡張コミュニティリストを使用すると、コミュニティ属性に基づいてBGPルートをフィルタリン
グできます。コミュニティ番号は aa4:nn形式の 6バイト値です。最初の 4バイトは自律システム
番号を表し、最後の 2バイトはユーザ定義のネットワーク番号です。

同じ拡張コミュニティリスト文で複数の値を設定した場合、拡張コミュニティリストフィルタ

の条件を満たすには、すべての拡張コミュニティ値が一致しなければなりません。複数の値をそ

れぞれ個別の拡張コミュニティリスト文で設定した場合は、最初に条件が一致したリストが処理

されます。

拡張コミュニティリストをmatch文で使用すると、拡張コミュニティ属性に基づいてBGPルート
をフィルタリングできます。

手順の概要

1. configure terminal

2. 次のいずれか 1つを入力します。

• ip extcommunity-list standard list-name {deny | permit} seq 5 4byteas-generic {transitive |
nontransitive} community1 [community2... ] rt 2:2 soo 3:3

または

• ip extcommunity-list expanded list-name seq 5 {deny | permit} expression

3. ip extcommunity-list standard commext seq 5 permit 4byteas-generic transitive 1:1 rt 2:2 soo
3:3

4. （任意） show ip community-list name

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
530

Route Policy Managerの設定

拡張コミュニティリストの設定



目的コマンドまたはアクション

最初のオプションでは、標準BGP拡張コミュニティ
リストを作成します。communityには、1つ以上の拡
張コミュニティを aa4:nn形式で指定できます。

次のいずれか 1つを入力します。Step 2

• ip extcommunity-list standard list-name {deny |
permit} seq 5 4byteas-generic {transitive |
nontransitive} community1 [community2... ] rt 2:2
soo 3:3

または

二番目のオプションでは、正規表現を使用して拡張

BGP拡張コミュニティリストを作成します。

• ip extcommunity-list expanded list-name seq 5
{deny | permit} expression

例：

switch(config)# ip extcommunity-list
standard BGPExtCommunity seq 5 permit
4byteas-generic transitive 65535:20 rt 2:2 soo 3:3

または

switch(config)# ip extcommunity-list
expanded BGPExtComplex seq 5 deny
1.5:[0-9][0-9]

シーケンス番号が CLIの入力パラメータとして追加
されます。

ip extcommunity-list standard commext seq 5 permit
4byteas-generic transitive 1:1 rt 2:2 soo 3:3

例：

Step 3

以降、extcommunityリストの設定時に入力シーケン
ス番号を入力する必要があります。switch(config)# ip extcommunity-list standard

commext seq 5 permit 4byteas-generic transitive
1:1 rt 2:2 soo 3:3 config replaceの場合、ユーザ設定ファイル

には、デバイスから収集された有効な実行

コンフィギュレーションが含まれている必

要があります。任意の NX-OSイメージラ
ベルを実行しているデバイスから収集でき

ます。手動で改ざんされていない有効な

ファイルである必要があります。

（注）

拡張コミュニティリストの情報を表示します。（任意） show ip community-list name

例：

Step 4

switch(config)# show ip community-list
BGPCommunity

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config)# copy running-config
startup-config
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例

次に、汎用の特定拡張コミュニティリストを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# ip extcommunity-list standard test1 seq 5 permit 4byteas-generic transitive
65535:40 65535:60
switch(config)# copy running-config startup-config

ルートマップの設定

ルートマップを使用して、ルートの再配布やルートフィルタリングを行うことができます。ルー

トマップには、複数の一致基準と複数の設定基準を含めることができます。

BGPにルートマップを設定すると、BGPネイバーセッションの自動ソフトクリアまたはリフレッ
シュのトリガーになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map map-name [permit | deny] [seq]
3. （任意） continue seq

4. （任意） exit

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートマップを作成するか、または既存のルート

マップに対応するルートマップ設定モードを開始し

route-map map-name [permit | deny] [seq]

例：

Step 2

ます。seqを使用して、ルートマップエントリを順
序付けます。

switch(config)# route-map Testmap permit 10
switch(config-route-map)#

ルートマップで次を処理するシーケンス文を決定し

ます。使用するのは、フィルタリングおよび再配布

の場合だけです。

（任意） continue seq

例：

switch(config-route-map)# continue 10

Step 3

ルートマップコンフィギュレーションモードを終了

します。

（任意） exit

例：

Step 4

switch(config-route-map)# exit
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-route-map)# copy running-config
startup-config

例

ルートマップコンフィギュレーションモードで、ルートマップに対して次のオプション

の matchパラメータを設定できます。

default-information originateコマンドでは、オプションのルートマップの match文は無
視されます。

（注）

目的コマンド

1つまたは複数の ASパスリストと照合。ASパスリス
トは、ip as-path access-listコマンドで作成します。

match as-path name [ name... ]

例：

switch(config-route-map)# match
as-path Allow40

1つまたは複数のAS番号またはASパスリストと照合。
ASパスリストは、ip as-path access-listコマンドで作成
します。指定できる範囲は 1～ 65535です。ASパスリ
スト名には最大 63文字の英数字を使用できます。大文
字と小文字は区別されます。

match as-number { number [,number... ]
| as-path-list name [ name... ]}

例：

switch(config-route-map)# match
as-number 33,50-60

1つまたは複数のコミュニティリストと照合。コミュニ
ティリストは、ip community-listコマンドで作成しま
す。

match community name [name... ][
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
community BGPCommunity

1つまたは複数の拡張コミュニティリストと照合。コ
ミュニティリストは、ip extcommunity-listコマンドで作
成します。

match extcommunity name [name... ][
exact-match ]

例：

switch(config-route-map)# match
extcommunity BGPextCommunity

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
533

Route Policy Managerの設定

ルートマップの設定



目的コマンド

設定済みのインターフェイスのいずれかからのネクスト

ホップと照合。? を使用すると、サポートされているイ
ンターフェイスタイプのリストを検索できます。

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match interface interface-type number [
interface-type number... ]

例：

switch(config-route-map)# match
interface e 1/2

1つまたは複数の IPv4プレフィックスリストと照合。
プレフィックスリストは ip prefix-listコマンドを使用し
て作成します。

match ip address prefix-list name [ name...
]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPv6プレフィックスリストと照合。
プレフィックスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使用
して作成します。

match ipv6 address prefix-list name [
name... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address prefix-list AllowIPv6Prefix

マルチキャスト送信元、グループ、またはランデブーポ

イントに基づいて IPv4マルチキャストパケットを照合。

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match ip multicast [ source ipsource ] [[
group ipgroup] [ rp iprp ]]

例：

switch(config-route-map)# match ip
multicast rp 192.0.2.1

マルチキャスト送信元、グループ、またはランデブーポ

イントに基づいて IPv6マルチキャストパケットを照合。

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match ipv6 multicast [source ipsource ][[
group ipgroup ] [ rp iprp ]]

例：

switch(config-route-map)# match ip
multicast source 2001:0DB8::1

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv4ネクストホップアドレスを照合。プレ
フィックスリストは ip prefix-listコマンドを使用して作
成します。

match ip next-hop prefix-list name [ name
... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
next-hop prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv6ネクストホップアドレスを照合。プレ
フィックスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使用して
作成します。

match ipv6 next-hop prefix-list name [
name ... ]

例：

switch(config-route-map)# match ipv6
next-hop prefix-list AllowIPv6Prefix
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目的コマンド

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv4ルート送信元アドレスを照合。プレフィッ
クスリストは ip prefix-listコマンドを使用して作成しま
す。

match ip route-source prefix-list name [
name ... ]

例：

switch(config-route-map)# match ip
route-source prefix-list AllowPrefix

1つまたは複数の IPプレフィックスリストに対して、
ルートの IPv6ルート送信元アドレスを照合。プレフィッ
クスリストは ipv6 prefix-listコマンドを使用して作成し
ます。

match ipv6 route-source prefix-list name
[ name ...]

例：

switch(config-route-map)# match ipv6
route-source prefix-list
AllowIPv6Prefix

ルートメトリック値を1つまたは複数のメトリック値ま
たは値の範囲と照合。メトリック範囲は +- deviation引
数を使用して設定します。ルートマップは次の範囲に該

当するすべてのルートメトリックと照合されます。

value - deviation～ value + deviation.

match metric value [ +- deviation. ] [
value.. ]

例：

switch(config-route-map)# match metric
50 + 10

OSPFv2またはOSPFv3エリアIDと一致します。

エリア IDの範囲は 0～ 4294967295です。

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match ospf-area area-id

例：

switch(config-route-map)# match
ospf-area 1
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目的コマンド

ルートタイプと照合。route-typeは、次のうちの 1つま
たは複数にできます。

• external：外部ルート（BGP、EIGRP、OSPFタイプ
1または 2）

•エリア間：OSPFエリア間ルート

• internal：内部ルート（OSPFエリア内またはエリア
間ルートを含む）

•エリア内：OSPFのエリア内ルート

•レベル 1：IS-ISレベル 1ルート

•レベル 2：IS-ISレベル 2ルート

•ローカル：ローカルで生成されたルート

• nssa-external：NSSA外部ルート（OSPFタイプ 1ま
たは 2）

• type-1：OSPF外部タイプ 1ルート

• type-2：OSPF外部タイプ 2ルート

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match route-type route-type

例：

switch(config-route-map)# match
route-type level 1 level 2

VLANと照合。

BGPはこのコマンドをサポートしていません。（注）

match vlan vlan-id [ vlan-range ]

例：

switch(config-route-map)# match vlan
3, 5-10

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の setパラメータを
設定できます。

目的コマンド

BGPルートの ASパス属性を変更します。最後の AS番号
として設定された numberまたは特定のASパス値としての
ストリング（as-1 as-2...as-n）をプリペンドできます。

set as-path { tag | prepend { last-as
number | as-1 [as-2. .. ]}}

例：

switch(config-route-map)# set
as-path prepend 10 100 110

着信または発信 BGPルートアップデートのコミュニティ
属性から、コミュニティを削除します。コミュニティリス

トは ip community-listコマンドを使用して作成します。

set comm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
comm-list BGPCommunity delete
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目的コマンド

BGPルートアップデートのコミュニティ属性を設定しま
す。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
communityコマンドと set comm-list deleteコマン
ドを両方使用すると、設定処理より先に削除処理

が実行されます。

（注）

send-communityコマンドをBGPネイバーアドレ
スファミリコンフィギュレーションモードで使

用して、BGPコミュニティ属性を BGPピアにプ
ロパゲートします。

（注）

set community { none | additive |
local-AS | no-advertise | no-export |
community-1 [community-2... ]}

例：

switch(config-route-map)# set
community local-AS

BGPルートダンプニングパラメータを設定します。

• halflife：指定できる範囲は 1～ 45分です。デフォルト
は 15です。

• reuse：指定できる範囲は 1～ 20000秒です。デフォル
トは 750です。

• suppress：指定できる範囲は 1～ 20000です。デフォル
トは 2000です。

• duration：指定できる範囲は 1～ 255分です。デフォル
トは 60です。

set dampening half life reuse suppress
duration

例：

switch(config-route-map)# set
dampening 30 1500 10000 120

OSPFv2またはOSPFv3のルートのアドミニストレーティブ
ディスタンスを設定します。範囲は 1～ 255です。

set distance value

例：

switch(config-route-map)# set
distance 150

着信または発信 BGPルートアップデートの拡張コミュニ
ティ属性から、コミュニティを削除します。拡張コミュニ

ティリストは ip extcommunity-listコマンドを使用して作成
します。

set extcomm-list name delete

例：

switch(config-route-map)# set
extcomm-list BGPextCommunity delete
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目的コマンド

BGPルートアップデートの拡張コミュニティ属性を設定し
ます。

ルートマップ属性の同じシーケンスで、set
extcommunityコマンドと set extcomm-list delete
コマンドを両方使用すると、設定処理より先に削

除処理が実行されます。

（注）

send-communityコマンドを BGPネイバーアドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで使用して、BGPコミュ
ニティ属性を BGPピアにプロパゲートします。

set extcommunity 4byteas-generic {
transitive | nontransitive }{ none |
additive ] community-1 [community-2...
]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity generic transitive
1.0:30

BGPルートアップデートのコストコミュニティ属性を設
定します。この属性は、ローカルの自律システムまたは自

律連合のBGP最良パス選択プロセスをカスタマイズするこ
とができます。community-idの範囲は 0～ 255です。cost
の範囲は0～4294967295です。最も低いコストを持つパス
が優先されます。コストが同じ場合は、最も低いコストコ

ミュニティ番号を持つパスが優先されます。

igpキーワードは IGPコスト比較の後にコストを比較しま
す。pre-bestpathキーワードは、ベストパスアルゴリズム
の他のすべてのステップの前に比較します。

set extcommunity cost community-id1
cost [ igp | pre-bestpath ]
[community-id2... ]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity cost 33 1.0:30

BGPルート更新の拡張コミュニティルートターゲット属
性を設定します。communityの値は、2バイトの AS番号:
4バイトのネットワーク番号、4バイトのAS番号: 2バイト
のネットワーク番号、または IPアドレス: 2バイトのネッ
トワーク番号で指定します。

additiveキーワードは、ルートターゲットを既存の拡張コ
ミュニティルートターゲット属性に追加するために使用し

ます。

set extcommunity rt community-1 [
additive ] [community-2.. .]}

例：

switch(config-route-map)# set
extcommunity rt 1.0:30

OSPFのフォワーディングアドレスを設定します。set forwarding-address

例：

switch(config-route-map)# set
forwarding-address

不変のネクストホップ IPアドレスを指定します。このコ
マンドは、BGP IPv6-over-IPv4ピアリングに必要です。

set ip next-hop unchanged

例：

switch(config-route-map)# set ip
next-hop unchanged
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目的コマンド

IS-IS用にルートをインポートするエリアを設定します。
IS-ISのオプションは level-1、level-1-2、または level-2で
す。デフォルトは level-1です。

set level { backbone | level-1 | level-1-2
| level-2 }

例：

switch(config-route-map)# set level
backbone

BGPローカルプリファレンス値を設定します。範囲は 0～
4294967295です。

set local-preference value

例：

switch(config-route-map)# set
local-preference 4000

既存のメトリック値を増減します。メトリックはKb/s単位
です。範囲は 0～ 4294967295です。

set metric [ + | - ] bandwidth-metric

例：

switch(config-route-map)# set
metric +100

ルートメトリック値を設定します。

メトリックは次のとおりです。

• metric0：帯域幅（Kb/s）。範囲は 0～ 4294967295で
す。

• metric1：遅延（10マイクロ秒単位）。

• metric2：信頼性。指定できる範囲は 0～ 255（100%の
信頼性）です。

• metric3：ロード中。指定できる範囲は 1～ 255（100%
のロード）です。

• metric4：パスのMTU。有効な範囲は 1～ 16777215で
す。

set metric bandwidth [ delay reliability
load mtu ]

例：

switch(config-route-map)# set
metric 33 44 100 200 1500

宛先ルーティングプロトコルのメトリックタイプを設定し

ます。オプションは次のとおりです。

external：IS-IS外部メトリック

internal：BGPのMEDとして IGPメトリックを使用

type-1：OSPF外部タイプ 1メトリック

type-2：OSPF外部タイプ 2メトリック

set metric-type { external | internal |
type-1 | type-2 }

例：

switch(config-route-map)# set
metric-type internal

Pビットセットを持たない ASBRで生成されたタイプ 7
LSAを設定します。これにより、OSPFで、タイプ 7から
タイプ 5への LSA変換が行われなくなります。

set nssa-only

例：

switch(config-route-map)# set
nssa-only
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目的コマンド

BGPオリジン属性を設定します。EGP as-numberの範囲は
0～ 65535です。

set origin { egp as-number | igp |
incomplete }

例：

switch(config-route-map)# set
origin incomplete

BGPルートの重み値を設定します。範囲は 0～ 65535で
す。

set weight count

例：

switch(config-route-map)# set
weight 33

set metric-type internalコマンドは、発信ポリシーと eBGPネイバーにのみ作用します。
同じ BGPピア発信ポリシーにmetricコマンドとmetric-type internalコマンドを両方設定
した場合、Cisco NX-OSは metric-type internalコマンドを無視します。

Route Policy Managerの設定の確認
ポリシーマネージャ設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

コミュニティリストの情報を表示します。show ip community-list [name]

拡張コミュニティリストの情報を表示します。show ip ext community-list [name]

IPv4または IPv6プレフィックスリストの情報
を表示します。

show [ip | ipv6] prefix-list [name]

ルートマップの情報を表示します。show route-map [name]

Route Policy Managerの設定例
次の例では、アドレスファミリを使用して Route Policy Managerを設定し、ネイバー 209.0.2.1か
らのユニキャストルートやマルチキャストルートが AllowPrefixプレフィックスリストと一致し
た場合に、それらのルートが承認されるようにします。

router bgp 64496

neighbor 172.16.0.1 remote-as 64497
address-family ipv4 unicast
route-map filterBGP in

route-map filterBGP
match ip address prefix-list AllowPrefix

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
540

Route Policy Managerの設定

Route Policy Managerの設定の確認



ip prefix-list AllowPrefix 10 permit 192.0.2.0/24
ip prefix-list AllowPrefix 20 permit 172.16.201.0/27

関連項目
Route Policy Managerの詳細については、次の項目を参照してください。

•基本的 BGPの設定
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第 18 章

ポリシーベースルーティングの設定

この章は、次の項で構成されています。

•ポリシーベースルーティングについて（543ページ）
•ポリシーベースルーティングの前提条件（546ページ）
•ポリシーベースルーティングの注意事項と制約事項（546ページ）
•ポリシーベースルーティングのデフォルト設定（549ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定（549ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定の確認（559ページ）
•ポリシーベースルーティングの設定例（559ページ）
•ポリシーベースルーティングの関連資料（562ページ）

ポリシーベースルーティングについて
ポリシーベースルーティングを使用すると、IPv4および IPv6トラフィックフローに定義済みの
ポリシーを設定し、ルーティングプロトコルから派生したルートへの依存を弱めることができま

す。ポリシーベースルーティングがイネーブルのインターフェイスで受信するすべてのパケット

は、拡張パケットフィルタまたはルートマップを経由して渡されます。ルートマップでは、パ

ケットの転送先を決定するポリシーを記述します。

ポリシーベースルーティングには、次の機能が含まれます。

•送信元ベースルーティング：異なるユーザセットを起点とするトラフィックをポリシールー
タ上のそれぞれ異なる接続を使用してルーティングします。

• QoS（Quality of Service）：ネットワークの周辺で IPパケットヘッダーに優先または ToS（タ
イプオブサービス）値を設定することによって、またはキューイングメカニズムを利用し

て、ネットワークのコアまたはバックボーンでトラフィックにプライオリティを設定するこ

とによって、トラフィックを差別化します（『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Quality of Service
Configuration Guide』を参照）。

•ロードシェアリング：トラフィックの特性に基づいて、複数のパスにトラフィックを分散し
ます。
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ポリシールートマップ

ルートマップのエントリごとに、match文と set文の組み合わせが1つずつ含まれています。match
文では、該当するパケットが特定のポリシーを満たす基準（つまり、満たすべき条件）を定義し

ます。set文節で、match基準を満たしたパケットをどのようにルーティングするかを説明します。

ルートマップ文を許可または拒否として指定できます。文の解釈は次のとおりです。

•文に許可が指定されていて、なおかつパケットが一致基準を満たしている場合は、の set文節
が適用されます。そのアクションの 1つに、ネクストホップの選択が含まれます。

•文に拒否が指定されている場合、一致基準を満たすパケットは標準のフォワーディングチャ
ネルを通じて送り返され、宛先ベースルーティングが実行されます。

•文がpermitとマークされ、パケットがいずれのルート -マップ文にも一致しない場合、そのパ
ケットは通常の転送チャネルを介して返送され、宛先ベースのルーティングが実行されます。

ポリシールーティングは、パケットの送信元となるインターフェイスではなく、パケットを受信

するインターフェイス上で指定します。

（注）

ポリシーベースルーティングの set基準
Cisco Nexus 9000シリーズスイッチは、ポリシーベースルーティングで使用されるルートマップ
に対して次の setコマンドをサポートしています。

• set {ip | ipv6} next-hop address1 [address2...] [load-share]

• set {ip | ipv6} default next-hop address1 [address2...] [load-share]

• set {ip | ipv6} vrf vrf-name next-hop address1 [address2...] [load-share]

• set interface null0

これらの setコマンドは、ルートマップシーケンス内では相互に排他的です。

最初のコマンドで、IPアドレスでは、パケットの転送先である宛先へのパス上の隣接ネクスト
ホップルータを指定します。その時点でアップの接続インターフェイスに関連付けられた最初の

IPアドレスがパケットのルーティングに使用されます。

任意に、最大 32の IPアドレスにバランシングトラフィックをロードするように、ネクストホッ
プアドレスのこのコマンドを設定できます。この場合、Cisco NX-OSは各 IPフローのすべてのト
ラフィックを特定の IPネクストホップアドレスに送信します。

（注）

パケットが定義された一致基準のいずれにも一致しない場合、そのパケットは標準の宛先ベース

ルーティングプロセスを使用してルーティングされます。
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ポリシーベースルーティングのルートマップサポートマトリックス

次の表に、最新の出荷リリースを実行しているCisco Nexus 9000シリーズスイッチでのポリシー
ベースルーティングの設定可能なmatchおよびsetステートメントを示します。

次の凡例がテーブルに適用されます。

• [はい（Yes）]：ステートメントはポリシーベースルーティングでサポートされます。

• No：ステートメントはポリシーベースルーティングではサポートされません。

•ステートメントがポリシーベースルーティングに適用されない場合は、ステートメントの横
の列にダッシュ（—）が表示されます。

•説明が必要な場合は、適切な行/列に情報が追加されます。

表 33 :ポリシーベースルーティングの SETルートマップステートメント

Policy-Based Routing（PBR）SETルートマップステートメント

はいIPv4ネクストホップ

はいIPv6ネクストホップ

はいIPv4 VRFネクストホップ

はいIPv6 VRFネクストホップ

はいデフォルト IPv4ネクストホップ

はいデフォルト IPv6ネクストホップ

はいインターフェイス null0

不可VRF

ルートマップ処理ロジック

ルートマップを持つインターフェイスがパケットを受信すると、転送ロジックはシーケンス番号

に従い各ルートマップステートメントを処理します。

ルートマップ文が route-map...permit文の場合、パケットは matchコマンドの基準と照合されま
す。このコマンドは、1つ以上のアクセスコントロールエントリ（ACE）を持つACLを参照する場
合があります。パケットがACLの許可ACEに一致すると、ポリシーベースルーティングロジッ
クは setコマンドがパケットで指定しているアクションを実行します。

ルートマップ文に route-map...拒否文がある場合、パケットは一致コマンドの基準と照合されま
す。このコマンドは、1つ以上のACEを持つACLを参照する場合があります。パケットが ACLの
許可 ACEに一致すると、ポリシーベースルーティングプロセスが停止し、パケットはデフォル
ト IPルーティングテーブルを使用してルーティングされます。
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setコマンドは、route-map... deny文内部に影響しません。（注）

•ルートマップ設定にmatch文が含まれていない場合、ポリシーベースルーティングロジック
は setコマンドで指定されているアクションをパケットに対して実行します。すべてのパケッ
トは、ポリシーベースルーティングを使用してルーティングされます。

•ルートマップコンフィギュレーションがmatchステートメントを参照し、matchステートメン
トがアクセスコントロールエントリ（ACE）のない既存のACLまたは既存のACLを参照する
場合、パケットはデフォルトルーティングテーブルを使用してルーティングされます。

• set { ip | ipv6} next-hopコマンドで指定されているネクストホップがダウンしているか、アク
セス不能であるか、削除されている場合、パケットはデフォルトルーティングテーブルを使

用してルーティングされます。

Cisco NX-OSリリース 9.2(3)以降では、next-hop ip-address load-shareコマンドを使用して、ECMP
パス上でネクストホップが再帰的である場合、ポリシーベースルーティングトラフィックのバ

ランスをとることができます。この状況は、次のスイッチ、ラインカード、およびモジュールで

サポートされます。

• N9K-C9372TX

• N9K-X9564TX

• N9K-X9732C-EX

すべてのネクストホップルーティング要求について、ルーティングプロファイルマネージャ

（RPM）はユニキャストルーティング情報ベース（uRIB）を使用してそれらを解決します。ま
た、RPMはすべての ECMPパスをプログラムするため、すべての ECMPパスを均等にロードバ
ランシングできます。PMP over ECMPは IPv4でのみサポートされます。

ポリシーベースルーティングの前提条件
ポリシーベースルーティングの前提条件は、次のとおりです。

•有効なライセンスをインストールします。

•ポリシーベースルーティングを有効にする必要があります。

•インターフェイスに IPアドレスを割り当て、インターフェイスをアップにしてから、ポリ
シーベースルーティング用のルートマップをインターフェイス上で適用します。

ポリシーベースルーティングの注意事項と制約事項
ポリシーベースルーティングに関する注意事項および制約事項は、次のとおりです。
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• 9700-EX/FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチは、IPv4
ポリシーベースルーティングのみをサポートします。

•次のスイッチは、IPv4および IPv6のポリシーベースルーティングをサポートします。

• Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2/FX3/GXプラットフォームスイッチ

• 9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッ
チプロトコルネイバーが直接接続されている場合は、明示的なホワイトリストが必要に

なることがあります）。

•ポリシーベースルーティングのルートマップでは、1つのルートマップ文にmatch文を 1つ
だけ指定できます。

•ポリシーベースルーティングのルートマップでは、1つのルートマップ文にmatch文を 1つ
だけ指定できます。IP SLAポリシーベースルーティングの詳細については、「Cisco Nexus

9000シリーズ NX-OS IP SLA設定ガイド」を参照してください。

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチは、IP SLAをサポートしていません。

（注）

• matchコマンドで、ポリシーベースルーティング用ルートマップの複数のACLを参照できま
せん。

•インターフェイスが同じ仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスに所属している場合
は、ポリシーベースルーティング対応のさまざまなインターフェイス間で、同じルートマッ

プを共有できます。

•一致基準としてプレフィックスリストを使用することはサポートされていません。ポリシー
ベースルーティングルートマップではプレフィックスリストを使用しないでください。

•ポリシーベースルーティングは、ユニキャストトラフィックのみをサポートします。マルチ
キャストトラフィックはサポートされていません。

•ポリシーベースルーティングは、FEXポートの着信トラフィックでサポートされていませ
ん。

•ポリシーベースルーティングは、Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチのFEXポー
トではサポートされません。

• 9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチの
みが、レイヤ 3ポートチャネルサブインターフェイスを使用したポリシーベースルーティン
グをサポートします。

• Cisco NX-OSリリース 10.1（2）以降、レイヤ 3ポートチャネルサブインターフェイスを使用
したポリシーベースルーティングは、Cisco Nexus 9300-Xクラウドスケールスイッチでサポー
トされます。
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•ポリシーベースルーティングのルートマップで使用する ACLには拒否アクセスコントロー
ルエントリ（ACE）含めることができません。

•ポリシーベースルーティングは、デフォルトのシステムルーティングモードでのみサポート
されます。

• Cisco Nexus 3164Qスイッチは、 set vrfコマンドをサポートしていません。

•インターフェイス上に複数の機能（PBRや入力 ACLなど）を設定すると、それらの機能の
ACLはTCAM最適化のためにマージされます。その結果、統計情報はサポートされません。

• VXLANを使用する PBRの場合、load-shareキーワードは必要ありません。

9700-EX/FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォー
ムスイッチは、VXLAN経由の IPv4/IPv6ポリシーベースルーティング
をサポートします。9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカー
ドを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチは、VXLANを介したポリシー
ベースルーティングをサポートしません。

（注）

• Cisco Nexus 9000シリーズスイッチはポリシーベース ACL（PBACL）をサポートしています
（オブジェクトグループ ACLとも呼びます）。詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series

NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチは、PBACLをサポートしません。

（注）

• PBR over VXLAN EVPNには、次の注意事項と制限事項が適用されます。

• PBR over VXLAN EVPNは、Cisco Nexus 9300-EX FXプラットフォームスイッチでのみ
サポートされます。

• PBR over VXLANは、IP SLA、VTEP ECMP、および set {ip | ipv6} next-hop ip-addressコ
マンドの load-shareキーワードをサポートしていません。

• PBR高速コンバージェンスには、次の注意事項と制限事項が適用されます。

• PBR高速コンバージェンスは、複数の代替ネクストホップで定義されたルートマップ
シーケンスを持ち、ロードシェアオプションなしでネクストホップアベイラビリティを

追跡するための SLAプローブを使用して定義されたポリシーでのみサポートされます。

•プライマリホップとバックアップネクストホップの同時障害は、高速パスでは処理さ
れません。このようなイベントでは、システムはコントロールプレーンの更新にフォー

ルバックします。

• PBR高速コンバージェンスは、隣接関係の損失が検出されたイベントで主にサポートさ
れます。
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• PBR高速コンバージェンスは、VXLAN経由で到達可能なネクストホップではサポートさ
れません。

• PBR高速コンバージェンスは、可用性を追跡するためにミリ秒のSLA /トラックでネクス
トホップが指定されている場合は使用しないでください。

SLAの設定の詳細については、『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS IP SLA設定ガイド』
を参照してください。

• PBR高速コンバージェンスが無効の場合、ACLリダイレクトエントリの数は、PBRポリ
シー全体の一意のプライマリネクストホップの数に比例します。PBR高速コンバージェ
ンスが有効の場合、PBRポリシーのルートマップシーケンス全体で設定されたプライマ
リネクストホップとバックアップネクストホップの固有の組み合わせの数に比例する

ACLリダイレクトエントリがポートスライスごとに必要になることがあります。

•次のプラットフォームが PBR高速コンバージェンスをサポートします。
N9K-C93180YC-FX、N9K-C93180YC2-FX、N9K-C93180YC-FX-24、N9K-C93108TC-FX、
N9K-C93108TC2-FX、N9K-C93108TC-FX-24、N9K- C9336C-FX2、N9K-C93240YC-FX2、
N9K-C93360YC-FX2、N9K-C93216TC-FX2、N9K-C9336C-FX2-E、N9K-C9316D-GX、
N9K-C93600CD-GX、N9K-C9364C-GX

ポリシーベースルーティングのデフォルト設定
表 34 :デフォルトのポリシーベースルーティングパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルポリシーベースルーティング

ポリシーベースルーティングの設定

ポリシーベースルーティング機能のイネーブル化

ルートポリシーを設定する前に、ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにしておく必要

があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature pbr

3. （任意） show feature

4. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにし

ます。

[no] feature pbr

例：

Step 2

ポリシーベースルーティング機能を無効にするには、

このコマンドの no形式を使用します。

switch(config)# feature pbr

no feature pbrコマンドは、インターフェイ
スに適用されているポリシーを削除しま

す。ACLまたはルートマップ設定は削除さ
れず、システムチェックポイントも作成さ

れません。

（注）

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config

ECMP上のポリシーベースルーティングの有効化
ECMPを介した PBRは、デフォルトでは有効になっていません。ルートポリシーを設定する前
に、ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにしておく必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature pbr

3. （任意） show feature
4. [no] hardware profile pbr ecmp paths max-paths
5. show system internal rpm state
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにし

ます。

[no] feature pbr

例：

Step 2

ポリシーベースルーティング機能を無効にするには、

このコマンドの no形式を使用します。

switch(config)# feature pbr

no feature pbrコマンドは、インターフェイ
スに適用されているポリシーを削除しま

す。ACLまたはルートマップ設定は削除さ
れず、システムチェックポイントも作成さ

れません。

（注）

有効および無効にされた機能を表示します。（任意） show feature

例：

Step 3

switch(config)# show feature

IPネクストホップのECMPパスの数を設定します。
ただし、設定された IPネクストホップでロードシェ

[no] hardware profile pbr ecmp paths max-paths

例：

Step 4

アを明示的に設定しない限り、トラフィックはすべswitch(config)# hardware profile pbr ecmp paths
max-paths 12 てのパスを通過しない可能性があります。PBRECMP
Warning!!: The pbr ecmp path limits have been パスを削除または変更すると、その変更は次のリロー

ド後にのみ有効になります。範囲は 1～ 64です。
changed.
Please reload the switch now for the change to take
effect.
switch(config)#

switch(config)# no hardware profile pbr ecmp paths
max-paths 12
Warning!!: The pbr ecmp path limits have been
changed.
Please reload the switch now for the change to take
effect.
switch(config)#

PBR ECMPパスの現在設定されている値と動作値を
表示します。

show system internal rpm stateStep 5

PBR高速コンバージェンスの設定
現在PBRで使用されているネクストホップで障害が発生した場合、PBR高速コンバージェンスに
よってトラフィックのコンバージェンス時間が1秒未満に短縮されます。PBR高速コンバージェン
スは、複数の代替ネクストホップで定義されたルートマップシーケンスを持つポリシーを支援し
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ます。このオプションは、ロードシェアリングオプションを使用せず、ネクストホップの可用

性を追跡するための SLAプローブを使用します。

PBR高速コンバージェンスは、スイッチではデフォルトで無効になっています。PBR高速コンバー
ジェンスを設定し、設定を保存した後、スイッチをリロードして PBR高速コンバージェンスをア
クティブにする必要があります。

始める前に

PBR高速コンバージェンスを設定するには、まずポリシーベースルーティング機能を有効にして
おく必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature pbr
3. [no] hardware profile pbr next-hop fast-convergence
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ポリシーベースルーティング機能をイネーブルにし

ます。

[no] feature pbr

例：

Step 2

switch(config)# feature pbr

PBR高速コンバージェンスを設定します。[no] hardware profile pbr next-hop fast-convergence

例：

Step 3

PBR高速コンバージェンスを無効にするには、この
コマンドの no形式を使用します。switch(config)# hardware profile pbr next-hop

fast-convergence

PBR高速コンバージェンスのイネーブル化
またはディセーブル化は、スイッチのリ

ロード後に有効になります。

（注）

実行設定を、スタートアップ設定にコピーします。copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config)# copy running-config startup-config
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例

次の例では、PBR高速コンバージェンスをイネーブルにし、スイッチをリロードします。

switch(config)# hardware profile pbr next-hop fast-convergence
Warning: Please save config and reload the system for the configuration to take effect.
switch(config)# copy running-config startup-config
switch(config)# reload

次のタスク

PBR高速コンバージェンスをイネーブルまたはディセーブルにし、設定を保存したら、スイッチ
をリロードします。

ルートポリシーの設定

ポリシーベースルーティングでルートマップを使用すると、着信インターフェイスにルーティン

グポリシーを割り当てることができます。Cisco NX-OSはネクストホップおよびインターフェイ
スを検出するときに、パケットをルーティングします。

始める前に

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508以外のスイッチ
の場合、IPv6トラフィックに対してポリシーベースルーティングポリシーを適用する前に、IPv6
RACL TCAMリージョンを（TCAMカービングを使用して）設定する必要があります。この手順
については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Security Configuration Guide』の「Configuring ACL
TCAM Region Sizes」および「Configuring TCAM Carving - For Cisco NX-OS Release 6.1(2)I2(1) and
Later Releases」を参照してください。

スイッチに IPv4、IPv4トラフィック用のRACL TCAMリージョンがデフォルトで用意されていま
す。

（注）

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface type slot/port

3. switch(config-if)# ip policy route-map map-name

4. switch(config-if)# ipv6 policy route-map map-name

5. （任意） switch(config-route-map)# end

6. （任意） switch(config)# copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。switch# configure terminalStep 1

インターフェイス設定モードを開始します。switch(config)# interface type slot/portStep 2

IPv4ポリシーベースルーティング用のルートマップ
をインターフェイスに割り当てます。

switch(config-if)# ip policy route-map map-nameStep 3

IPv6ポリシーベースルーティング用のルートマップ
をインターフェイスに割り当てます。

switch(config-if)# ipv6 policy route-map map-nameStep 4

ルートマップ設定モードを終了して、特権 EXEC
モードを開始します。

（任意） switch(config-route-map)# endStep 5

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュレー

ションをスタートアップコンフィギュレーションに

コピーして、変更を継続的に保存します。

（任意） switch(config)# copy running-config
startup-config

Step 6

例

次に、インターフェイスにルートマップを追加する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip policy route-map Testmap
switch(config)# exit
switch(config)# copy running-config startup-config

ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の matchパラメータ
を設定できます。

目的コマンド

1つまたは複数の IPv4または IPv6アクセスコ
ントロールリスト（ACL）に対して IPまたは
IPv6アドレスを照合します。このコマンドは
ポリシーベースルーティング用であり、ルー

トフィルタリングまたは再配布では無視され

ます。

match {ip | ipv6} address [accesslist-name]

例：

switch(config-route-map)# match ip
address ACL1_v4

switch(config-route-map)# match ipv6
address ACL1_v6
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ルートマップ設定モードで、オプションとして、ルートマップに次の setパラメータを
設定できます。

目的コマンド

ポリシーベースルーティング用の IPv4、また
は IPv6ネクストホップアドレスを設定しま
す。このコマンドでは、複数のアドレスが設

定されている場合に、最初の有効なネクスト

ホップアドレスが使用されます。

任意の load-shareキーワードを使用して、最
大32のネクストホップアドレスにトラフィッ
クのロードバランシングを行います。

CLIで指定されたネクストホップ順序を有効
にするには、オプションの force-orderキー
ワードを使用します。

設定されたネクストホップが到達不能になっ

たときに、デフォルトルーティングを使用す

る代わりに、オプションの drop-on-failキー
ワードを使用してパケットをドロップできま

す。Cisco Nexus 9200、9300-EX/FX/FX2および
9364Cプラットフォームスイッチ、および -EX
および -FXラインカードを備えたCisco Nexus
9500プラットフォームスイッチがサポートさ
れています。

set {ip | ipv6} next-hop address1 [address2...
][load-share] [drop-on-fail] [force-order]

例：

switch(config-route-map)# set ip next-hop
192.0.2.1

switch(config-route-map)# set ipv6 next-hop
2001:0DB8::1
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目的コマンド

宛先への明示的ルートがない場合に使用する、

ポリシーベースルーティング用の IPv4、また
はIPv4ネクストホップアドレスを設定しま
す。このコマンドでは、複数のアドレスが設

定されている場合に、最初の有効なネクスト

ホップアドレスが使用されます。これは、ネ

クストホップトラッキングでのみ実行できま

す。

•任意の load-shareキーワードを使用して、
最大 16のネクストホップアドレスにト
ラフィックのロードバランシングを行い

ます。

ソフトウェア転送トラフィックの場

合、パケット指定の宛先またはパ

ケットが受信されたVRFのユニキャ
ストルーティングテーブルに存在す

るルートで条件一致がある場合、set
ip default next-hopコマンドで指定さ
れたものより優先されます。VRFに
デフォルトルートが存在する場合で

も、そのデフォルトルートはコマン

ドで設定されたものを上書きしま

す。これは、ソフトウェア転送トラ

フィックにのみ適用されます。

（注）

このコマンドは、GXプラットフォー
ムではサポートされません。

（注）

set {ip | ipv6} default next-hop address2 [address2...
] [load-share]

例：

switch(config-route-map)#
set ip default next-hop 192.0.2.2

set ipv6 default next-hop 2001:0DB8::1
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目的コマンド

ポリシーベースルーティングのデフォルトま

たはユーザ定義のvrfに基づいて、IPv4または
IPv6ネクストホップアドレスを設定します。

このコマンドは、VRFインターフェイスに到
着する VRF間ルーティングパケットが、設定
されたネクストホップに基づいて他のVRFを
介してルーティングされることをサポートし

ます。

このコマンドでは、複数のアドレスが設定さ

れている場合に、最初の有効なネクストホッ

プアドレスが使用されます。

このコマンドでは、setステートメン
トで複数の vrfsを使用できません。

（注）

CLIで指定されたネクストホップ順序を有効
にするには、オプションの force-orderキー
ワードを使用します。

設定されたネクストホップが到達不能になっ

たときに、デフォルトルーティングを使用す

る代わりに、オプションの drop-on-failキー
ワードを使用してパケットをドロップできま

す。Cisco Nexus 9200、9300-EX/FX/FX2および
9364Cプラットフォームスイッチ、および -EX
および -FXラインカードを備えたCisco Nexus
9500プラットフォームスイッチがサポートさ
れています。

任意の load-shareキーワードを使用して、最
大32のネクストホップアドレスにトラフィッ
クのロードバランシングを行います。

set {ip | ipv6} vrf vrf-name next-hop address1
[address2... ][force-order] [drop-on-fail][load-share]

例：

switch(config-route-map)#
set ip vrf vrf1 next-hop 192.0.2.2

set ipv6 vrf vrf1 next-hop 2001:0DB8::1
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目的コマンド

スイッチがそのネクストホップへのポリシー

ルーティングを実行する前に、ルートマッピ

ングのネクストホップの到達可能性を確認す

るポリシールーティングを設定するには、こ

のコマンドを使用します。この手順を繰り返

して、他のトラッキング対象オブジェクトの

到達可能性を確認するためのルートマップを

設定します。

オブジェクトトラッキングに関する

詳細情報ついては、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS IP SLAs
Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

（注）

（オプション） set {ip | ipv6} next-hop
verify-availability next-hop-address track object

例：

switch(config-route-map)# set ip next-hop
verify-availability 192.0.2.2 track 1

スイッチがそのネクストホップへのポリシー

ルーティングを実行する前に、ルートマッピ

ングのネクストホップの到達可能性を確認す

るポリシールーティングを設定するには、こ

のコマンドを使用します。この手順を繰り返

して、他のトラッキング対象オブジェクトの

到達可能性を確認するためのルートマップを

設定します。

オブジェクトトラッキングに関する

詳細情報ついては、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS IP SLAs
Configuration Guide』を参照してくだ
さい。

（注）

（オプション） set {ip | ipv6} default next-hop
verify-availability next-hop-address track object

例：

switch(config-route-map)# set ip default
next-hop verify-availability 192.0.2.2 track 1

スイッチがそのネクストホップへのポリシー

ルーティングを実行する前に、ルートマッピ

ングのネクストホップの到達可能性を確認す

るポリシールーティングを設定するには、こ

のコマンドを使用します。この手順を繰り返

して、他のトラッキング対象オブジェクトの

到達可能性を確認するためのルートマップを

設定します。

オブジェクトトラッキングの設定の

詳細については、『Cisco Nexus 9000
Series NX-OS IP SLAs Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

（オプション） set {ip | ipv6} vrf vrf-name next-hop
verify-availability next-hop-address track object

例：

switch(config-route-map)# set ip vrf vrf1
next-hop verify-availability 192.0.2.2 track 1
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目的コマンド

ルーティングに使用するインターフェイスを

設定します。パケットをドロップするには

null0インターフェイスを使用します。

set interface {null0 }

例：

switch(config-route-map)#
set interface null0

ポリシーベースルーティングの設定の確認
ポリシーベースルーティングの設定情報を表示するには、次のいずれかのタスクを実行します。

目的コマンド

IPv4または IPv6ポリシーに関する情報を表示
します。

show [ip | ipv6] policy [name]

ポリシー統計情報を表示します。show route-map [name] pbr-statistics

ポリシー統計を有効にするには、route-map map-name pbr-statisticsを使用します。ポリシー統計
を消去するためには、clear route-map map-name pbr-statisticsコマンドを使用します。

ポリシーベースルーティングの設定例
インターフェイス上で単純なルートポリシーを設定する例を示します。

feature pbr
ip access-list pbr-sample_1
permit tcp host 10.1.1.1 host 192.168.2.1 eq 80

ip access-list pbr-sample_2
permit tcp host 10.1.1.2 host 192.168.2.2 eq 80

!
route-map pbr-sample permit 10
match ip address pbr-sample_1
set ip next-hop 192.168.1.1
route-map pbr-sample permit 20
match ip address pbr-sample_2
set ip next-hop 192.168.1.2
!
route-map pbr-sample pbr-statistics

interface ethernet 1/2
ip policy route-map pbr-sample

次の出力で、この設定を確認します。

switch# show route-map pbr-sample

route-map pbr-sample, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): pbr-sample_1

Set clauses:
ip next-hop 192.168.1.1
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route-map pbr-sample, permit, sequence 20
Match clauses:
ip address (access-lists): pbr-sample_2

Set clauses:
ip next-hop 192.168.1.2

switch# show route-map pbr-sample pbr-statistics

route-map pbr-sample, permit, sequence 10
Policy routing matches: 84 packets

route-map pbr-sample, permit, sequence 20
Policy routing matches: 94 packets

Default routing: 233 packets

すべてのルートマップシーケンスに対して表示されるポリシールーティングマッチ数には、ルー

トマップ内のシーケンスとマッチする着信データトラフィックのパケット数が含まれます。この

カウンタは、PBRリダイレクション（そのシーケンスの「set」コマンド）が解決されたかどうか
に関係なく増加します。同様に、上記の例では、show route-map pbr-statistics pbr-sampleの出力の
2つのルートマップシーケンス（シーケンス 10と 20）に対するポリシールーティングマッチ数
が示されています。

（注）

デフォルトルーティングには、ルートマップ内のどのシーケンスともマッチしない着信データト

ラフィックのパケット数が含まれます。同様に上記の例では、デフォルトルーティングは、show
route-map pbr-statistics pbr-sample出力の最後に 1回だけ表示されます。

（注）

この例は、ECMPパスと非 ECMPパス間のロードシェアリングを示しています。
switch# show run rpm
!Command: show running-config rpm
!Running configuration last done at: Sun Dec 23 16:02:32 2018
!Time: Sun Dec 23 16:06:13 2018

version 9.2(3) Bios:version 08.35
feature pbr

route-map policy1 pbr-statistics
route-map policy1 permit 10
match ip address acl2
set ip next-hop 131.1.1.2 load-share

route-map policy2 pbr-statistics
route-map policy2 permit 10
match ip address acl2
set ip next-hop verify-availability 131.1.1.2 track 1
set ip next-hop verify-availability 30.1.1.2 track 2 load-share

interface Ethernet1/31
ip policy route-map policy2

この例は、ネクストホップルーティング要求に関する情報を表示しています。
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switch# show system internal rpm pbr ip nexthop
PBR IPv4 nexthop table for vrf default

30.1.1.2 Usable
via 28.1.1.2 Ethernet1/18 a46c.2ae3.02a7

131.1.1.2 Usable
via 111.1.1.2 Vlan81 8478.ac58.afc1

Usable
via 112.1.1.2 Vlan82 8478.ac58.afc1

Usable
via 113.1.1.2 Vlan83 8478.ac58.afc1

Usable
via 114.1.1.2 Vlan84 8478.ac58.afc1

Usable
via 115.1.1.2 Vlan85 8478.ac58.afc1

Usable
via 116.1.1.2 Vlan86 8478.ac58.afc1

Usable
via 117.1.1.2 Vlan87 8478.ac58.afc1

Usable
via 118.1.1.2 Vlan88 8478.ac58.afc1

この例は、ユニキャスト RIBから受け取ったルートを表示しています。
switch# show ip route 130.1.1.2
IP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

130.1.1.0/24, ubest/mbest: 8/0
*via 111.1.1.2, Vlan81, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 112.1.1.2, Vlan82, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 113.1.1.2, Vlan83, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 114.1.1.2, Vlan84, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 115.1.1.2, Vlan85, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 116.1.1.2, Vlan86, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 117.1.1.2, Vlan87, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter
*via 118.1.1.2, Vlan88, [110/120], 00:07:57, ospf-1, inter

switch# show ip route 30.1.1.2
IIP Route Table for VRF "default"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
'%<string>' in via output denotes VRF <string>

30.1.1.0/24, ubest/mbest: 1/0
*via 28.1.1.2, [1/0], 00:38:36, static

次に、vrfベースのネクストホップを使用したポリシーベースルーティングの例を示します。
route-map policy_vrf_default_v4 permit 10
match ip address acl1_v4_tc1
set ip vrf default next-hop 31.1.1.1

route-map policy_vrf_nondefault_v4 permit 10
match ip address acl1_v4_tc2
set ip vrf vrf1 next-hop 32.1.1.1
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show route-map policy_vrf_default_v4
route-map policy_vrf_default_v4, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): acl1_v4_tc1

Set clauses:
ip vrf default next-hop 31.1.1.1

show route-map policy_vrf_nondefault_v4
route-map policy_vrf_nondefault_v4, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): acl1_v4_tc2

Set clauses:
ip vrf vrf1 next-hop 32.1.1.1

次の例では、デフォルトのネクストホップを使用したポリシーベースルーティングを示します。

route-map policy_default_v4 permit 10
match ip address acl1_v4_tc1
set ip default next-hop 21.1.1.2

show route-map policy_default_v4
route-map policy_default_v4, permit, sequence 10
Match clauses:
ip address (access-lists): acl1_v4_tc1

Set clauses:
ip default next-hop 21.1.1.2

ポリシーベースルーティングの関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS IP SLAs
Configuration Guide』

IP SLA PBRオブジェクトトラッキング

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Troubleshooting
Guide』

トラブルシューティング情報
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第 19 章

HSRPの設定

この章は、次の項で構成されています。

• HSRPについて（563ページ）
• HSRPサブネット VIP（568ページ）
• HSRP認証（568ページ）
• HSRPメッセージ（568ページ）
• HSRPロードシェアリング（569ページ）
•オブジェクトトラッキングおよび HSRP（570ページ）
• vPCと HSRP（570ページ）
• BFD（571ページ）
•ハイアベイラビリティおよび拡張ノンストップフォワーディング（571ページ）
•仮想化のサポート（571ページ）
• HSRPの前提条件（571ページ）
• HSRPの注意事項と制約事項（572ページ）
• HSRPパラメータのデフォルト設定（574ページ）
•『Configuring HSRP』（574ページ）
• HSRP設定の確認（589ページ）
• HSRPの設定例（590ページ）
•その他の参考資料（591ページ）

HSRPについて
HSRPはファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）であり、ファーストホップ IPルータの透過的
なフェールオーバーを可能にします。HSRPは、デフォルトルータの IPアドレスを指定して設定
された、イーサネットネットワーク上の IPホストにファーストホップルーティングの冗長性を
提供します。ルータグループでは HSRPを使用して、アクティブルータおよびスタンバイルー
タを選択します。ルータグループでは、アクティブルータはパケットをルーティングするルータ

です。スタンバイルータは、アクティブルータで障害が発生した場合、または事前に設定された

条件が満たされた場合に、引き継ぐルータです。
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大部分のホストの実装では、ダイナミックなルータディスカバリメカニズムをサポートしていま

せんが、デフォルトのルータを設定することはできます。すべてのホスト上でダイナミックなルー

タディスカバリメカニズムを実行するのは、管理上のオーバーヘッド、処理上のオーバーヘッ

ド、セキュリティ上の問題など、さまざまな理由で現実的ではありません。HSRPは、そうした
ホスト上にフェールオーバーサービスを提供します。

HSRPの概要
HSRPを使用する場合、HSRPの仮想 IPアドレスを（実際のルータの IPアドレスではなく）ホス
トのデフォルトルータとして設定します。仮想 IPアドレスは、HSRPが動作するルータのグルー
プで共有される IPv4または IPv6アドレスです。

ネットワークセグメントにHSRPを設定する場合は、HSRPグループ用の仮想MACアドレスと仮
想 IPアドレスを設定します。グループの各HSRP対応インターフェイス上で、同じ仮想アドレス
を指定します。各インターフェイス上で、実アドレスとして機能する固有の IPアドレスおよび
MACアドレスも設定します。HSRPはこれらのインターフェイスの 1つをアクティブルータとし
て選択します。アクティブルータは、グループの仮想MACアドレス宛てのパケットを受信して
ルーティングします。

指定されたアクティブルータで障害が発生すると、HSRPによって検出されます。その時点で、
選択されたスタンバイルータが HSRPグループのMACアドレスおよび IPアドレスの制御を行う
ことになります。HSRPはこの時点で、新しいスタンバイルータの選択も行います。

HSRPではプライオリティ指示子を使用して、デフォルトのアクティブルータにする HSRP設定
インターフェイスを決定します。アクティブルータとしてインターフェイスを設定するには、グ

ループ内の他のすべての HSRP設定インターフェイスよりも高いプライオリティを与えます。デ
フォルトのプライオリティは 100なので、それよりもプライオリティが高いインターフェイスを
1つ設定すると、そのインターフェイスがデフォルトのアクティブルータになります。

HSRPが動作するインターフェイスは、マルチキャストユーザデータグラムプロトコル（UDP）
ベースの helloメッセージを送受信して、障害を検出し、アクティブおよびスタンバイルータを
指定します。アクティブルータが設定された時間内に helloメッセージを送信できなかった場合
は、最高のプライオリティのスタンバイルータがアクティブルータになります。アクティブルー

タとスタンバイルータ間のパケットフォワーディング機能の移動は、ネットワーク上のすべての

ホストに対して完全に透過的です。

1つのインターフェイス上で複数の HSRPグループを設定できます。

次の図に、HSRP用に設定されたネットワークのセグメントを示します。仮想MACアドレスおよ
び仮想 IPアドレスの共有によって、2つ以上のインターフェイスが単一の仮想ルータのように動
作できます。
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図 37 : 2台の対応ルータを含む HSRPトポロジ

仮想ルータは物理的には存在しませんが、相互にバックアップするように設定されたインターフェ

イスにとって、共通のデフォルトルータになります。アクティブルータの IPアドレスを使用し
て、LAN上でホストを設定する必要はありません。代わりに、仮想ルータの IPアドレス（仮想
IPアドレス）をホストのデフォルトルータとして設定します。アクティブルータが設定時間内に
helloメッセージを送信できなかった場合は、スタンバイルータが引き継いで仮想アドレスに応答
し、アクティブルータになってアクティブルータの役割を引き受けます。ホストの観点からは、

仮想ルータは同じままです。

ルーテッドポートで受信した HSRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、ローカルルータ上で終端
します。そのルータがアクティブ HSRPルータであるのかスタンバイ HSRPルータであるのかは
関係ありません。このプロセスには pingトラフィックと Telnetトラフィックが含まれます。レイ
ヤ 2（VLAN）インターフェイスで受信した HSRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、アクティブ
ルータ上で終端します。

（注）

HSRPのバージョン
Cisco NX-OSは、デフォルトでHSRPバージョン 1をサポートします。HSRPバージョン 2を使用
するようにインターフェイスを設定できます。

HSRPバージョン 2では、HSRPバージョン 1から次のように拡張されています。

グループ番号の範囲が拡大されました。HSRPバージョン 1がサポートするグループ番号は 0～
255です。HSRPバージョン 2がサポートするグループ番号は 0～ 4095です。

IPv4では、HSRPバージョン 1で使用する IPマルチキャストアドレス 224.0.0.2の代わりに、IPv4
マルチキャストアドレス 224.0.0.102または IPv6マルチキャストアドレス FF02::66を使用して
helloパケットを送信します。
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IPv4では 0000.0C9F.F000～ 0000.0C9F.FFFF、IPv6アドレスでは 0005.73A0.0000～ 0005.73A0.0FFF
のMACアドレス範囲を使用します。HSRPバージョン 1で使用するMACアドレス範囲は、
0000.0C07.AC00～ 0000.0C07.ACFFです。

MD 5認証のサポートが追加されました。

HSRPのバージョンを変更すると、Cisco NX-OSがグループを再初期化します。新しい仮想MAC
アドレスがグループに与えられるからです。

HSRPバージョン 2では HSRPバージョン 1とは異なるパケットフォーマットを使用します。パ
ケットフォーマットはType-Length-Value（TLV）です。HSRPバージョン 1ルータは、HSRPバー
ジョン 2パケットを受信しても無視します。

HSRP for IPv4
HSRPルータは、HSRP helloパケットを交換することによって相互に通信します。これらのパケッ
トは、UDPポート 1985上の宛先 IPマルチキャストアドレス 224.0.0.2（すべてのルータと通信す
るための予約済みマルチキャストアドレス）に送信されます。アクティブルータが設定済みの IP
アドレスとHSRP仮想MACアドレスから helloパケットを取得するのに対して、スタンバイルー
タは、設定済みの IPアドレスとインターフェイスMACアドレス（バーンドインアドレス（BIA）
である可能性があります）から helloパケットを取得します。BIAは、MACアドレスの下位 6バ
イトで、ネットワークカード（NIC）の製造元によって割り当てられます。

ホストはデフォルトルータが HSRP仮想 IPアドレスとして設定されているので、HSRP仮想 IP
アドレスに関連付けられたMACアドレスと通信する必要があります。このMACアドレスは、仮
想MACアドレス 0000.0C07.ACxyです。この場合、xyはそれぞれのインターフェイスに基づく、
16進数の HSRPグループ番号です。たとえば、HSRPグループ 1は 0000.0C07.AC01という HSRP
仮想MACアドレスを使用します。隣接 LANセグメント上のホストは、標準のアドレス解決プロ
トコル（ARP）プロセスを使用して、関連付けられたMACアドレスを解決します。

HSRPバージョン 2では新しい IPマルチキャストアドレス 224.0.0.102を使用して helloパケット
を送信します。バージョン 1では、このマルチキャストアドレスが 224.0.0.2です。バージョン 2
では、拡張グループ番号範囲 0～ 4095を使用できます。また、新しいMACアドレス範囲
0000.0C9F.F000～ 0000.0C9F.FFFFを使用します。

HSRP for IPv6。
IPv6ホストは、IPv6ネイバー探索（ND）ルータアドバタイズメント（RA）メッセージを通じて
使用可能な IPv6ルータを学習します。これらのメッセージは、定期的にマルチキャストされる
他、ホストによって送信要求されることもあります。ただし、デフォルトルートがダウンしてい

ることを検出したときの遅延時間は 30秒以上になることもあります。IPv6の HSRPは、IPv6 ND
プロトコルを使用した場合よりも、代替デフォルトルータへのスイッチオーバーが大幅に高速で

あり、ミリ秒タイマーが使用される場合は 1秒未満になります。IPv6の HSRPでは、IPv6ホスト
の仮想ファーストホップを提供します。

HSRPの IPv6インターフェイスを設定すると、IPv6 NDがルータのライフタイムがゼロで最終RA
を送信した後で、インターフェイスのリンクローカルアドレスに対する定期 RAが停止します。
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インターフェイスの IPv6リンクローカルアドレスに制限はありません。他のプロトコルは、この
アドレスへのパケットを送受信し続けます。

IPv6 NDは、HSRPグループがアクティブなときに、HSRP仮想 IPv6リンクローカルアドレスの
定期RAを送信します。これらのRAは、HSRPグループがアクティブ状態のままのときに、ルー
タのライフタイムがゼロで最終 RAが送信されると停止します。HSRPは、アクティブ HSRPグ
ループメッセージ（hello、coup、resign）でのみ仮想MACアドレスを使用します。

IPv6の HSRPは、次のパラメータを使用します。

• HSRPバージョン 2

• UDPポート 2029

• 0005.73A0.0000～ 0005.73A0.0FFFの範囲の仮想MACアドレス

•マルチキャストリンクローカル IP宛先アドレス FF02::66

•ホップリミット 255

IPv6アドレスの HSRP

HSRP IPv6グループには、HSRPグループ番号から導出される仮想MACアドレス、および HSRP
仮想MACアドレスからデフォルトで導出される仮想 IPv6リンクローカルアドレスがあります。
仮想 IPv6リンクローカルアドレスを形成するためにHSRP IPv6グループのデフォルトの仮想MAC
アドレスが常に使用されます。グループによって実際に使用されている仮想MACアドレスは関
係ありません。

次の表に、ここまで説明してきたに、IPv6ネイバー探索パケットと HSRPパケットに使用される
MACアドレスと IPアドレスを示します。

表 35 : HSRPおよび IPv6 NDアドレス

リンク層アドレス

オプション

宛先 IPv6アドレス送信元 IPv6アドレ
ス

送信元MACアド
レス

パケット

インターフェイス

MACアドレス
—インターフェイス

IPv6アドレス
インターフェイス

MACアドレス
ネイバー送信要求

（NS）

インターフェイス

MACアドレス
—インターフェイス

IPv6アドレス
インターフェイス

MACアドレス
ルータ送信要求

（RS）

HSRP仮想MAC
アドレス

仮想 IPv6アドレスインターフェイス

IPv6アドレス
インターフェイス

MACアドレス
ネイバーアドバタ

イズメント

（NA）

HSRP仮想MAC
アドレス

—仮想 IPv6アドレスインターフェイス

MACアドレス
ルートアドバタイ

ズメント（RA）

——インターフェイス

IPv6アドレス
インターフェイス

MACアドレス
HSRP（非アク
ティブ）

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
567

HSRPの設定

IPv6アドレスの HSRP



リンク層アドレス

オプション

宛先 IPv6アドレス送信元 IPv6アドレ
ス

送信元MACアド
レス

パケット

——インターフェイス

IPv6アドレス
仮想MACアドレ
ス

HSRP（アクティ
ブ）

HSRPは、IPv6リンクローカルアドレスをユニキャストルーティング情報ベース（URIB）に追
加しません。リンクローカルアドレスには、セカンダリ仮想 IPアドレスがありません。

グローバルユニキャストアドレスの場合は、HSRPは URIBおよび IPv6に仮想 IPv6アドレスを
追加します。

HSRPサブネット VIP
インターフェイス IPアドレスとは異なるサブネットに HSRPサブネット仮想 IP（VIP）アドレス
を設定できます。

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを使用して、Cisco Nexus 9508プラットフォー
ムスイッチの HSRPサブネット VIPを設定できます。

（注）

この機能を使用すると、パブリック IPアドレスとして VIPを使用し、プライベート IPアドレス
としてインターフェイス IPを使用して、パブリック IPv4アドレスを節約できます。IPv6アドレ
スには、より大きな IPv6アドレスプールが使用可能であり、ルーティング可能な IPv6アドレス
を SVIで設定して通常の HSRPで使用できるため、IPv6アドレスには HSRPサブネット VIPは必
要ありません。

また、この機能により、vPCピアへの定期的な ARP同期が可能になり、VIPサブネット内のホス
トに対して HSRPサブネット VIPが設定されている場合に、ARPが VIPをソースとして使用でき
るようになります。

詳細については、「HSRPの注意事項と制約事項」および「HSRPの設定例」を参照してくださ
い。

HSRP認証
HSRPのメッセージダイジェスト 5（MD5）アルゴリズム認証は、HSRPスプーフィングソフト
ウェアから保護し、業界標準のMD5アルゴリズムを使用して信頼性とセキュリティを向上させて
います。HSRPでは、認証 TLVに IPv4または IPv6アドレスが含まれます。

HSRPメッセージ
HSRPが設定されているルータは、次の 3種類のマルチキャストメッセージを交換できます。
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• hello：helloメッセージは、ルータの HSRPプライオリティおよびステート情報を他の HSRP
ルータに伝えます。

• coup：スタンバイルータがアクティブルータの機能を引き受けるときに、coupメッセージを
送信します。

• resign：このメッセージは、アクティブルータであるルータがシャットダウン直前、またはプ
ライオリティの高いルータから helloまたは coupメッセージが送信されたときに、ルータか
ら送信されます。

HSRPロードシェアリング
HSRPでは、1つのインターフェイスに複数のグループを設定できます。オーバーラップする 2つ
の IPv4 HSRPグループを設定すると、期待されるデフォルトルータの冗長性を HSRPから提供し
ながら、接続ホストからのトラフィックのロードシェアリングが可能です。次の図に、ロード

シェアリングが行われる HSRP IPv4構成の例を示します。

図 38 : HSRPロードシェアリング

図には、2台のルータ（Aおよび B）と 2つの HSRPグループが示されています。ルータAはグ
ループAのアクティブルータですが、グループBのスタンバイルータです。同様に、ルータBはグ
ループBのアクティブルータであり、グループAのスタンバイルータです。両方のルータがアク
ティブのままの場合、HSRPは両方のルータにまたがるホスト。どちらかのルータで障害が発生す
ると、残りのルータが引き続き、両方のホストのトラフィックを処理します。
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IPv6の HSRPでは、デフォルトでロードバランシングを行います。サブネット上に 2つの HSRP
IPv6グループが存在する場合、ホストはそれぞれのルータアドバタイズメントから両方のグルー
プを学習し、アドバタイズされたルータ間で負荷が共有されるように 1つのグループを使用する
ことを選択します。

（注）

オブジェクトトラッキングおよび HSRP
オブジェクトトラッキングを使用すると、別のインターフェイスの動作状態に基づいて、HSRP
インターフェイスのプライオリティを変更できます。オブジェクトトラッキングによって、メイ

ンネットワークへのインターフェイスで障害が発生した場合に、スタンバイルータにルーティン

グできます。

トラッキング可能なオブジェクトは、インターフェイスのラインプロトコルステートまたは IP
ルートの到達可能性の 2種類です。指定したオブジェクトがダウンすると、設定された値だけ
Cisco NX-OSが HSRPプライオリティを引き下げます。詳細については、「HSRPオブジェクト
トラッキングの設定」の項を参照してください。

vPCと HSRP
HSRPは仮想ポートチャネル（vPC）と相互運用できます。vPCを使用すると、2個の異なるCisco
Nexus 9000シリーズスイッチを物理的に接続し、第 3のデバイスからは 1つのポートとして見え
るリンクが実現します。vPCの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

vPCは、アクティブ HSRPルータとスタンバイ HSRPルータの両方を通じてトラフィックを転送
します。詳細については、「HSRPプライオリティの設定」セクションおよび「HSRPの設定例」
セクションを参照してください。

HSRPアクティブは、異なるSVIのプライマリおよびセカンダリvPCピアの両方に分散できます。（注）

vPCピアゲートウェイと HSRP
一部のサードパーティ製デバイスは HSRP仮想MACアドレスを無視し、代わりに HSRPルータ
の送信元MACアドレスを使用する場合があります。vPC環境では、この送信元MACアドレスを
使用するパケットが vPCピアリンク経由で送信され、それによってパケットのドロップが発生す
る可能性があります。vPCピアゲートウェイを設定して、HSRPルータで、ローカル vPCピア
MACアドレスとリモート vPCピアMACアドレス、および HSRP仮想MACアドレスに送信され
たパケットを直接処理できるようにします。vPCピアゲートウェイの詳細については、『Cisco
Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。
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BFD
この機能では、双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、高速転送とパ
ス障害の検出時間を提供する検出プロトコルです。BFDは 2台の隣接デバイス間のサブセカンド
障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプレーンに分散でき
るため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。詳細については、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

ハイアベイラビリティおよび拡張ノンストップフォワー

ディング
HSRPは、ステートフルリスタートおよびステートフルスイッチオーバーをサポートします。ス
テートフルリスタートは、HSRPプロセスが失敗してリスタートするときに行われます。ステー
トフルスイッチオーバーは、アクティブスーパーバイザがスタンバイスーパーバイザに切り替

わるときに行われます。Cisco NX-OSはスイッチオーバーの後でランタイム設定を適用します。

HSRPホールドタイマーが短時間に設定されている場合は、これらのタイマーが切れる可能性が
あります。HSRPは、拡張型ノンストップフォワーディング（NSF）をサポートし、制御された
スイッチオーバー時にこれらの HSRPホールドタイマーを一時的に拡張します。

拡張NSFを設定している場合、HSRPは延長されたタイマーを使用して helloメッセージを送信し
ます。HSRPピアは、この新しい値でホールドタイマーを更新します。タイマーが延長されるこ
とにより、スイッチオーバー中に不要な HSRP状態の変更が発生することを防ぎます。スイッチ
オーバー後に、HSRPはホールドタイマーを元の設定値に復元します。スイッチオーバーに失敗
すると、延長されたホールドタイマー値が満了してから HSRPはホールドタイマーを復元しま
す。

詳細については、「HSRPの拡張ホールドタイマーの設定」の項を参照してください。

仮想化のサポート
HSRPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。

HSRPの前提条件
• HSRPグループを設定してイネーブルにするには、その前に HSRP機能をデバイスでイネー
ブルにする必要があります。
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HSRPの注意事項と制約事項
HSRP設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

• HSRPはアクティブにする前に、HSRPを設定するインターフェイスに IPアドレスを設定し、
そのインターフェイスをイネーブルにします。

•最大ホストルーティングモードで動作するCisco Nexus 9500プラットフォームスイッチは、
4ウェイ HSRPをサポートしません。

• HSRPに IPv6インターフェイスを設定するときは、HSRPバージョン 2を設定する必要があ
ります。

• IPv4では、仮想 IPアドレスは、インターフェイス IPアドレスと同じサブネットになければ
なりません。

•同一インターフェイス上では、複数のファーストホップ冗長プロトコルを設定しないことを
推奨します。

• HSRPバージョン 2は HSRPバージョン 1と相互運用できません。どちらのバージョンも相
互に排他的なので、インターフェイスはバージョン 1およびバージョン 2の両方を運用でき
ません。しかし、同一ルータの異なる物理インターフェイス上であれば、異なるバージョン

を実行できます。

•バージョン 1で認められるグループ番号範囲（0～ 255）を超えるグループを設定している場
合は、バージョン 2からバージョン 1へ変更することはできません。

• IPv4に対するHSRPは、BFDでサポートされます。IPv6に対するHSRPは、BFDでサポート
されていません。

• HSRP IPv4と HSRP IPv6が同じ SVIの仮想MACアドレスを使用する場合、HSRPの状態は
HSRP IPv4と HSRP IPv6の両方で同じである必要があります。フェールオーバー後に同じ状
態になるようにするには、プライオリティとプリエンプションを設定する必要があります。

• Cisco NX-OSでは、VDC、インターフェイスVRFメンバーシップ、ポートチャネルメンバー
シップを変更したり、ポートモードをレイヤ 2に変更した場合は、インターフェイス上のす
べてのレイヤ 3設定が削除されます。

• vPCで仮想MACアドレスを設定するときは、vPCピアの両方で同じ仮想MACアドレスを設
定する必要があります。

• vPCメンバである VLANインターフェイスで HSRP MACアドレスのバーンドインオプショ
ンは使用できません。

• Release 7.0(3)I2(1)以降、Cisco NX-OSではダブルサイド vPCのすべてのノードで同じ HSRP
グループを設定できます。

•認証を設定していない場合、show hsrpコマンドは次の文字列を表示します。

Authentication text "cisco"

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
572

HSRPの設定

HSRPの注意事項と制約事項



HSRPのデフォルトの動作は RFC 2281で定義されています。
If no authentication data is configured, the RECOMMENDED default
value is 0x63 0x69 0x73 0x63 0x6F 0x00 0x00 0x00.

•この機能には、次の注意事項と制約事項があります。

•この機能は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチ、および 9636C-R、9636C-RX、および
9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチでサポートされます。

•この機能は、IPv4アドレスおよび vPCトポロジでのみサポートされます。

•プライマリまたはセカンダリ VIPをサブネット VIPにすることはできますが、サブネッ
ト VIPがインターフェイスサブネットと重複していてはなりません。

•通常のホストVIPは 0または 32のマスク長を使用します。サブネットVIPのマスク長を
指定する場合は、0より大きく、32未満にする必要があります。

• URPFはこの機能ではサポートされていません。

• VIPを使用した DHCPソースもサポートされていません。

•この機能では、DHCPリレーエージェントを使用して、VIPを送信元としてDHCPパケッ
トをリレーすることはできません。

• VIP直接ルートは、redistributeコマンドとルートマップを使用して、ルーティングプロ
トコルに明示的にアドバタイズする必要があります。

•スーパーバイザが生成したトラフィック（ping、トレースルートなど）は、VIPサブネッ
トではなく、SVI IPアドレスを使用して送信されます。

•サブネットVIPの長さが/ 32で設定されている場合は、/ 32を指定して noコマンドを使用
し、IPアドレスを削除する必要があります（例えば no ip ip-address/32、たとえば、）。

•コンフィギュレーションプロファイルを使用して設定されたサブ設定を含む SVI設定を削除
するには、まずno interfacevlanコマンドを実行する前に、そのプロファイルを削除するか、
VLANの手動設定をクリアする必要があります。

•次に、プリエンプションリロードタイマーを適用するための設定ガイドラインを示します。
ガイドラインは、優先度の高い順にリストされています。

1. トライアングルトポロジでは、HSRPピアを単一の VPCドメイン内に設定することを推
奨します。この設定により、Cisco Nexus 9000の設定がリロードされたときも、HSRPピ
アでスパニングツリールートブリッジが変更されなくなります。

2. すべてのVLANのスパニングツリールートブリッジが、リロードされるCisco Nexus 9000
上にないことを確認します。

3. 1と 2が不可能な場合には、HSRPピアではない別のスイッチに接続されているすべての
SVI VLANに対して、スイッチに有効なリンクがあることを確認します。
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HSRPパラメータのデフォルト設定

デフォルトの HSRPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルHSRP

バージョン 1の場合はテキストとしてイネーブ
ル、パスワードは cisco

認証

バージョン 1HSRPバージョン

ディセーブルプリエンプション

100プライオリティ

HSRPグループ番号から生成仮想MACアドレス

『Configuring HSRP』

HSRPの有効化
HSRPグループを設定してイネーブルにするには、その前に HSRPをグローバルでイネーブルに
する必要があります。

手順の概要

1. [no] feature hsrp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HSRP機能を有効にします。HSRPを無効にするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

[no] feature hsrp

例：

Step 1

switch(config)# feature hsrp

HSRPバージョン設定
HSRPのバージョンを設定できます。既存グループのバージョンを変更すると、仮想MACアドレ
スが変更されるので、Cisco NX-OSがそれらのグループのHSRPを再初期化します。HSRPのバー
ジョンは、インターフェイス上のすべてのグループに適用されます。
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IPv6 HSRPグループは、HSRPバージョン 2として設定する必要があります。（注）

手順の概要

1. hsrp version {1 | 2}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HSRPのバージョンを確認します。デフォルトはバー
ジョン 1です。

hsrp version {1 | 2}

例：

Step 1

switch(config-if)# hsrp version 2

IPv4の HSRPグループの設定
IPv4インターフェイスにHSRPグループを設定し、そのHSRPグループに仮想 IPアドレスと仮想
MACアドレスを設定できます。

始める前に

HSRP機能が有効になっていることを確認します（HSRPの有効化の項を参照してください）。

Cisco NX-OSでは、仮想 IPアドレスを設定するとHSRPグループが有効になります。HSRPグルー
プをイネーブルにする前に、認証、タイマー、プライオリティなどの HSRP属性を設定する必要
があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ip ip-address/length

4. hsrp group-number [ipv4]
5. ip [ip-address [secondary]]
6. exit
7. no shutdown

8. （任意） show hsrp [group group-number] [ipv4]
9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

インターフェイスの IPv4アドレスを設定します。ip ip-address/length

例：

Step 3

switch(config-if)# ip 192.0.2.2/8

HSRPグループを作成し、HSRP設定モードを開始し
ます。HSRPバージョン 1で指定できる範囲は 0～

hsrp group-number [ipv4]

例：

Step 4

255です。HSRPバージョン 2で指定できる範囲は 0
～ 4095です。デフォルト値は 0です

switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)#

HSRPグループの仮想 IPアドレスを設定し、グルー
プを有効にします。このアドレスは、インターフェ

ip [ip-address [secondary]]

例：

Step 5

イスの IPv4アドレスと同じサブネットになければな
りません。

switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1

HSRP設定モードを終了します。exit

例：

Step 6

switch(config-if-hsrp)# exit

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：

Step 7

switch(config-if-hsrp)# no shutdown

HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp [group group-number] [ipv4]

例：

Step 8

switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 2

実行設定を、スタートアップ設定にコピーします。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-if-hsrp)# copy running-config
startup-config
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例

設定完了後にインターフェイスを有効にするには、no shutdownコマンドを使用する必要
があります。

（注）

次に Ethernet 1/2上で HSRPグループを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip 192.0.2.2/8
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.1
switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

IPv6の HSRPグループの設定
IPv6インターフェイス上で HSRPグループを設定し、その HSRPグループに仮想MACアドレス
を設定できます。

IPv6の HSRPグループを設定すると、HSRPはリンクローカルプレフィックスからリンクローカ
ルアドレスを生成します。HSRPでは、Modified EUI-64形式のインターフェイス IDも生成しま
す。EUI-64インターフェイス IDは、関連の HSRP仮想MACアドレスから作成されます。

始める前に

HSRPは有効にする必要があります（「HSRPの有効化」のセクションを参照してください）。

IPv6 HSRPグループを設定するインターフェイスで HSRPバージョン 2が有効になっていること
を確認します。

HSRPグループをイネーブルにする前に、認証、タイマー、プライオリティなどの HSRP属性を
設定してあることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. ipv6 address ipv6-address/length

4. hsrp version 2
5. hsrp group-number ipv6
6. ip ipv6-address

7. ip autoconfig
8. exit
9. no shutdown

10. （任意） show hsrp [group group-number] [ipv6]
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11. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 3/2
switch(config-if)#

インターフェイスの IPv6アドレスを設定します。ipv6 address ipv6-address/length

例：

Step 3

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8::0001:0001/64

HSRPバージョン 2にこのグループを設定します。hsrp version 2

例：

Step 4

switch(config-if-hsrp)# hsrp version 2

IPv6 HSRPグループを作成し、HSRPコンフィギュ
レーションモードを開始します。HSRPバージョン

hsrp group-number ipv6

例：

Step 5

2で指定できる範囲は 0～ 4095です。デフォルト値
は 0です

switch(config-if)# hsrp 10 ipv6
switch(config-if-hsrp)#

HSRPグループの仮想 IPv6アドレスを設定し、その
グループをイネーブルにします。

ip ipv6-address

例：

Step 6

switch(config-if-hsrp)# ip 2001:DB8::1

計算されたリンクローカル仮想 IPv6アドレスから
HSRPグループの仮想 IPv6アドレスを自動設定し、
グループをイネーブルにします。

ip autoconfig

例：

switch(config-if-hsrp)# ip autoconfig

Step 7

HSRP設定モードを終了します。exit

例：

Step 8

switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)#

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：

Step 9

switch(config-if)# no shutdown
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目的コマンドまたはアクション

HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp [group group-number] [ipv6]

例：

Step 10

switch(config-if)# show hsrp group 10

実行設定を、スタートアップ設定にコピーします。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

設定完了後にインターフェイスを有効にするには、no shutdownコマンドを使用する必要
があります。

（注）

次に Ethernet 3/2上で IPv6 HSRPグループを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/2
switch(config-if)# ipv6 address 2001:0DB8::0001:0001/64
switch(config-if-hsrp)# hsrp version 2
switch(config-if)# hsrp 2 ipv6
switch(config-if-hsrp)# ip 2001:DB8::1
switch(config-if-hsrp)# exit
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# copy running-config startup-config

HSRP仮想MACアドレスの設定
設定されているグループ番号から HSRPが導き出したデフォルトの仮想MACアドレスを変更で
きます。

vPCリンクの vPCピアの両方で同じ仮想MACアドレスを設定する必要があります。（注）

手順の概要

1. mac-address string

2. （任意） hsrp use-bia [scope interface ]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HSRPグループの仮想MACアドレスを設定します。
ストリングには標準のMACアドレスフォーマット
（xxxx.xxxx.xxxx）を使用します。

mac-address string

例：

switch(config-if-hsrp)# mac-address 5000.1000.1060

Step 1

（任意） hsrp use-bia [scope interface ]Step 2 仮想MACアドレスに BIA（バーンドイン
MACアドレス）を使用するように HSRP
を設定するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで次のコマンド

を使用します。

（注）

例：

switch(config-if)# hsrp use-bia

HSRP仮想MACアドレスにインターフェイスのBIA
を使用するように、HSRPを設定します。scope
interfaceキーワードを使用すると、このインターフェ
イス上のすべてのグループに BIAを使用するように
HSRPを設定できます。

HSRPの認証
クリアテキストまたはMD5ダイジェスト認証を使用してプロトコルを認証するように、HSRPを
設定できます。MD5認証はキーチェーンを使用します。詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Security Configuration Guide』を参照してください。

始める前に

HSRPを有効にする必要があります（「HSRPの有効化」の項を参照）。

HSRPグループのすべてのメンバに同じ認証およびキーを設定したことを確認します。

MD5認証を使用している場合は、キーチェーンが作成されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. hsrp group-number [ipv4 | ipv6]
4. authentication {text文字列 | md5 {key-chainキーチェーン | key-string {0 | 7}テキスト

[compatibility] [timeout秒]}}
5. （任意） show hsrp [groupグループ数]
6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

HSRPグループを作成し、HSRP設定モードを開始し
ます。

hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

例：

Step 3

switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)#

authentication textコマンドを使用して、このイン
ターフェイスに HSRPのクリアテキスト認証を設定

authentication {text文字列 | md5 {key-chainキー
チェーン | key-string {0 | 7}テキスト [compatibility]
[timeout秒]}}

Step 4

します。または authentication md5コマンドを使用
して、このインターフェイスにHSRPのMD5認証を
設定します。

例：

switch(config-if-hsrp)# authentication text
mypassword MD5認証を設定する場合は、キーチェーンまたは

キーストリングを使用できます。キーストリングを例：
使用する場合は、必要に応じて、HSRPが新しいキーswitch(config-if-hsrp)# authentication md5

key-chain hsrp-keys のみを受け入れる時間のタイムアウトを設定できま

す。範囲は 0～ 32767秒です。

互換性：Cisco IOSと Cisco NX-OS間の認証の互換性
のために設計されています。互換モードはMD5キー
文字列認証用です。非表示の認証タイプがCisco IOS
とCisco NX-OSの両方で設定されている場合、HSRP
セッションを起動するには、NX-OS側で互換性フラ
グを有効にする必要があります。

HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp [groupグループ数]

例：

Step 5

switch(config-if-hsrp)# show hsrp group 2

実行設定を、スタートアップ設定にコピーします。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-if-hsrp)# copy running-config
startup-config
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例

次に、キーチェーン作成後に HSRPのMD5認証をイーサネット 1/2上で設定する例を示
します。

switch# configure terminal

switch(config)# key chain hsrp-keys
switch(config-keychain)# key 0
switch(config-keychain-key)# key-string 7 zqdest
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Sep 12 2013
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Aug 12 2013
switch(config-keychain-key) key 1
switch(config-keychain-key) key-string 7 uaeqdyito
switch(config-keychain-key) accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2013 23:59:59 Dec 12 2013
switch(config-keychain-key) send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013
switch(config-keychain-key)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# authentication md5 key-chain hsrp-keys
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config

HSRPオブジェクトトラッキングの設定
他のインターフェイスまたはルータの可用性に基づいて、プライオリティが調整されるように

HSRPグループを設定できます。スイッチがオブジェクトトラッキング対応として設定されてい
て、なおかつトラッキング対象のオブジェクトがダウンした場合、HSRPグループのプライオリ
ティはダイナミックに変更されます。

トラッキングプロセスはトラッキング対象オブジェクトに定期的にポーリングを実行し、値の変

化をすべて記録します。値が変化すると、HSRPがプライオリティを再計算します。HSRPイン
ターフェイスにプリエンプションを設定している場合は、プライオリティの高い HSRPインター
フェイスがアクティブルータになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id interface interface-type slot/port {line-protocol | ip routing | ipv6 routing}
3. track object-id {ip | ipv6} route ip-prefix/length reachability
4. exit
5. interface interface-type slot/port

6. hsrp group-number [ipv4 | ipv6]
7. priority [value]
8. track object-id [decrement value]
9. preempt [delay [minimum seconds] [reload seconds] [sync seconds]]
10. （任意） show hsrp interface interface-type slot/port

11. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラックオブジェクトがトラッキングするインター

フェイスを設定します。インターフェイスのステー

track object-id interface interface-type slot/port
{line-protocol | ip routing | ipv6 routing}

例：

Step 2

ト変化は、次のようにトラックオブジェクトのス

テータスを左右します。switch(config)# track 1 interface ethernet 2/2
line-protocol
switch(config-track)# •グローバルコンフィギュレーションモードで、

trackコマンドで使用するインターフェイスお
よび対応するオブジェクト番号を設定します。

• line-protocolキーワードを指定すると、インター
フェイスがアップ状態かどうかが追跡されま

す。ip routingまたは ipv6 routingキーワードを
指定すると、インターフェイス上で IPルーティ
ングが有効であり、IPアドレスが設定されてい
るかどうかもチェックされます。

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開

始します。object-idの範囲は 1～ 500です。

track object-id {ip | ipv6} route ip-prefix/length
reachability

例：

Step 3

switch(config-track)# track 2 ip route 192.0.2.0/8
reachability

トラックコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Step 4

switch(config-track)# exit
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 5

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

HSRPグループを作成し、HSRP設定モードを開始し
ます。

hsrp group-number [ipv4 | ipv6]

例：

Step 6

switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)#
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目的コマンドまたはアクション

HSRPグループでのアクティブルータ選択に使用す
るプライオリティレベルを設定します。有効な範囲

は 0～ 255です。デフォルトは 100です。

priority [value]

例：

switch(config-if-hsrp)# priority 254

Step 7

HSRPインターフェイスの重み付けを左右する、ト
ラッキング対象のオブジェクトを指定します。

track object-id [decrement value]

例：

Step 8

value引数には、トラッキング対象のオブジェクト
で障害が発生した場合に、HSRPインターフェイス

switch(config-if-hsrp)# track 1 decrement 20

のプライオリティから差し引く値を指定します。範

囲は 1～ 255です。デフォルトは 10です。

現在のアクティブルータよりプライオリティが高い

場合に、HSRPグループのアクティブルータとして
preempt [delay [minimum seconds] [reload seconds]
[sync seconds]]

例：

Step 9

引き継ぐようにルータを設定します。このコマンド

は、デフォルトでディセーブルになっています。任switch(config-if-hsrp)# preempt delay minimum 60
意で、遅延を設定して、HSRPグループのプリエン
プションを設定した時間だけ遅らせることができま

す。指定できる範囲は 0～ 3600秒です。

インターフェイスの HSRP情報を表示します。（任意） show hsrp interface interface-type slot/port

例：

Step 10

switch(config-if-hsrp)# show hsrp interface
ethernet 1/2

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 11

switch(config-if-hsrp)# copy running-config
startup-config

例

次に、Ethernetインターフェイス 1/2上で HSRPオブジェクトトラッキングを設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 2/2 line-protocol
switch(config-track)# track 2 ip route 192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)# exit
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# priority 254
switch(config-if-hsrp)# track 1 decrement 20
switch(config-if-hsrp)# preempt delay minimum 60
switch(config-if-hsrp)# copy running-config startup-config
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HSRPプライオリティの設定
HSRPグループのプライオリティを設定できます。HSRPでは、プライオリティを使用して、アク
ティブルータとして動作するHSRPグループメンバを決定します。vPC対応のインターフェイス
で HSRPを設定する場合は、オプションで vPCトランクにフェールオーバーする時期を制御する
しきい値の上限と下限を設定できます。スタンバイルータのプライオリティが下限のしきい値を

下回った場合、HSRPは、すべてのスタンバイルータトラフィックを vPCトランク全体に送信
し、アクティブな HSRPルータを通して転送します。HSRPでは、スタンバイ HSRPルータプラ
イオリティが上限しきい値を超えるまで、この状況を維持します。

IPv6 HSRPグループでは、すべてのグループメンバのプライオリティが同じ場合、HSRPは IPv6
リンクローカルアドレスに基づいてアクティブルータを選択します。

HSRPプライオリティを設定するには、インターHSRPグループ設定モードで次のコマンドを使用
します。

手順の概要

1. priority level [forwarding-threshold lower lower-value upper upper-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HSRPグループでのアクティブルータ選択に使用す
るプライオリティレベルを設定します。levelの範囲

priority level [forwarding-threshold lower lower-value
upper upper-value]

例：

Step 1

は 0～ 255です。デフォルトは 100です。オプショ
ンで、このコマンドを使用してvPCトランクにフェーswitch(config-if-hsrp)# priority 60

forwarding-threshold lower 40 upper 50 ルオーバーする時点を決定するために vPCが使用す
るしきい値の上限と下限を設定できます。lower-value
の範囲は 1～ 255です。デフォルトは 1です。
upper-valueの範囲は 1～ 255です。デフォルトは 255
です。

HSRPコンフィギュレーションモードでの HSRPのカスタマイズ
必要に応じて、HSRPの動作をカスタマイズできます。仮想 IPアドレスを設定することによって、
HSRPグループをイネーブルにすると、そのグループがただちに動作可能になることに注意して
ください。HSRPをカスタマイズする前に HSRPグループをイネーブルにした場合、機能のカス
タマイズが完了しないうちに、ルータがグループの制御を引き継いでアクティブルータになる可

能性があります。HSRPのカスタマイズを予定している場合は、HSRPグループをイネーブルにす
る前に行ってください。

手順の概要

1. （任意） name string

2. （任意） preempt [delay [minimum seconds] [reload seconds] [sync seconds]]
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3. （任意） timers [msec] hellotime [msec] holdtime

4. （任意） hsrp delay minimum seconds

5. （任意） hsrp delay reload seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

HSRPグループの IP冗長名を指定します。stringは 1
～ 255文字です。デフォルトの文字列の形式は、

（任意） name string

例：

Step 1

hsrp-interface short-name group-idです。たとえば、
hsrp-Eth2/1-1です。

switch(config-if-hsrp)# name HSRP-1

現在のアクティブルータよりもプライオリティが高

い場合に、HSRPグループのアクティブルータとし
（任意） preempt [delay [minimum seconds] [reload
seconds] [sync seconds]]

例：

Step 2

て引き継ぐようにルータを設定します。このコマン

ドは、デフォルトでディセーブルになっています。
switch(config-if-hsrp)# preempt delay minimum 60

任意で、遅延を設定して、HSRPグループのプリエン
プションを設定した時間だけ遅らせることができま

す。指定できる範囲は 0～ 3600秒です。

次のように、このHSRPメンバーの helloタイムおよ
びホールドタイムを設定します。

（任意） timers [msec] hellotime [msec] holdtime

例：

Step 3

• hellotime：helloパケットを送信してから、次の
helloパケットを送信するまでのインターバル。
指定できる範囲は 1～ 254秒です。

switch(config-if-hsrp)# timers 5 18

• holdtime：helloパケットの情報が無効と見なされ
るまでのインターバル。指定できる範囲は 3～
255です。

オプションのmsecキーワードは、引数がデフォルト
の秒単位ではなく、ミリ秒単位で表されることを指

定します。タイマーの範囲（ミリ秒）は次のとおり

です。

• hellotime：helloパケットを送信してから、次の
helloパケットを送信するまでのインターバル。
指定できる範囲は 250～ 999ミリ秒です。

• holdtime：helloパケットの情報が無効と見なされ
るまでのインターバル。指定できる範囲は 750
～ 3000ミリ秒です。

グループがイネーブルになってから、グループに参

加するまでに HSRPが待機する最小時間を指定しま
（任意） hsrp delay minimum seconds

例：

Step 4
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目的コマンドまたはアクション

す。指定できる範囲は 0～ 10000秒です。デフォル
トは 0です。

switch(config-if)# hsrp delay minimum 30

リロード後、グループに参加するまでに HSRPが待
機する最小時間を指定します。指定できる範囲は 0
～ 10000秒です。デフォルトは 0です。

（任意） hsrp delay reload seconds

例：

switch(config-if)# hsrp delay reload 30

Step 5

インターフェイスコンフィギュレーションモードでのHSRPのカスタマ
イズ

必要に応じて、HSRPの動作をカスタマイズできます。仮想 IPアドレスを設定することによって、
HSRPグループをイネーブルにすると、そのグループがただちに動作可能になることに注意して
ください。HSRPをカスタマイズする前に HSRPグループをイネーブルにした場合、機能のカス
タマイズが完了しないうちに、ルータがグループの制御を引き継いでアクティブルータになる可

能性があります。HSRPのカスタマイズを予定している場合は、HSRPグループをイネーブルにす
る前に行ってください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. hsrp delay minimum seconds

4. hsrp delay reload seconds

5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

グループがイネーブルになってから、グループに参

加するまでに HSRPが待機する最小時間を指定しま
hsrp delay minimum seconds

例：

Step 3

す。指定できる範囲は 0～ 10000秒です。デフォル
トは 0です。

switch(config-if)# hsrp delay minimum 30
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目的コマンドまたはアクション

リロード後、グループに参加するまでに HSRPが待
機する最小時間を指定します。指定できる範囲は 0
～ 10000秒です。デフォルトは 0です。

hsrp delay reload seconds

例：

switch(config-if)# hsrp delay reload 30

Step 4

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

HSRPの拡張ホールドタイマーの設定
制御された（グレースフル）スイッチオーバー中に拡張NSFをサポートするために拡張ホールド
タイマーを使用するように HSRPを設定できます。拡張ホールドタイマーは、すべての HSRP
ルータ上で設定してください

拡張ホールドタイマーを設定する場合は、すべてのHSRPルータで拡張ホールドタイマーを設定
する必要があります。デフォルトでないホールドタイマーを設定する場合は、HSRP拡張ホール
ドタイマーの設定時にすべての HSRPルータで同じ値を設定してください。

（注）

HSRP拡張ホールドタイマーは、HSRPv1のミリ秒の helloタイマーやホールドタイマーを設定し
た場合は適用されません。これは、HSRPv2には適用されません。

（注）

手順の概要

1. （任意） hsrp timers extended-hold [timer]
2. （任意） show hsrp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IPv4と IPv6の両方のグループに、HSRP拡張ホール
ドタイマーを秒単位で設定します。タイマーの範囲

は 10～ 255です。デフォルトは 10です。

（任意） hsrp timers extended-hold [timer]

例：

switch(config)# hsrp timers extended-hold

Step 1

拡張ホールド時間を表示するには、show
hsrpコマンドまたは show running-config
hsrpコマンドを使用します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

HSRP拡張ホールドタイムを表示します。（任意） show hsrp

例：

Step 2

switch(config)# show hsrp

例

拡張ホールドタイムを表示するには、show hsrpコマンドまたは show running-config hsrp
コマンドを使用します。

HSRP設定の確認
HSRP設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンド

すべてのグループまたは特定のグループのHSRP
ステータスを表示します。

show hsrp [group group-number]

すべてのインターフェイスまたは特定のイン

ターフェイスの HSRP遅延値を表示します。
show hsrp delay [interface interface-type slot/port]

インターフェイスの HSRPステータスを表示し
ます。

show hsrp [interface interface-type slot/port]

ステートが active、init、listen、または standby
の仮想フォワーダについて、グループまたはイ

ンターフェイスの HSRPステータスを表示しま
す。disabledを含めてすべてのステートを表示
する場合は、allキーワードを使用します。

show hsrp [group group-number] [interface
interface-type slot/port] [active] [all] [init] [learn]
[listen] [speak] [standby]

ステートが active、init、listen、または standby
の仮想フォワーダについて、グループまたはイ

ンターフェイスの HSRPステータスの要約を表
示します。disabledを含めてすべてのステート
を表示する場合は、allキーワードを使用しま
す。

show hsrp [group group-number] [interface
interface-type slot/port] [active] [all] [init] [learn]
[listen] [speak] [standby] brief

ネットスタックがVIPサブネットのサブネット
ルートをプログラムしているかどうかを表示し

ます。

show ip local-pt
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HSRPの設定例
次に、MD5認証およびインターフェイストラッキングを指定して、インターフェイス上でHSRP
をイネーブルにする例を示します。

key chain hsrp-keys
key 0
key-string 7 zqdest
accept-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Sep 12 2013
send-lifetime 00:00:00 Jun 01 2013 23:59:59 Aug 12 2013
key 1
key-string 7 uaeqdyito
accept-lifetime 00:00:00 Aug 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013
send-lifetime 00:00:00 Sep 12 2013 23:59:59 Nov 12 2013

feature hsrp
track 2 interface ethernet 2/2 ip
interface ethernet 1/2
ip address 192.0.2.2/8
hsrp 1
authenticate md5 key-chain hsrp-keys
priority 90
track 2 decrement 20
ip 192.0.2.10
no shutdown

次の例は、インターフェイスに HSRPプライオリティを設定する方法を示しています。
interface vlan 1
hsrp 0
preempt
priority 100 forwarding-threshold lower 80 upper 90
ip 192.0.2.2
track 1 decrement 30

次に、インターフェイス IPアドレスのサブネットとは異なるサブネットに設定されたHSRPサブ
ネット VIPアドレスを設定する例を示します。
sswitch# configure terminal
switch(config)# feature hsrp
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/24
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# ip 209.165.201.1/24

次に、インターフェイス IPアドレスのサブネットとは異なるサブネットに設定されたHSRPサブ
ネット VIPアドレスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature hsrp
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/24
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# ip 209.165.201.1
!ERROR: VIP subnet mismatch with interface IP!
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次の例は、HSRPサブネットの VIPアドレスがインターフェイス IPアドレスと同じサブネットに
設定されている場合の VIPの不一致エラーを示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# feature hsrp
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 2
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/24
switch(config-if)# hsrp 2
switch(config-if-hsrp)# ip 192.0.2.10/24
!ERROR: Subnet VIP cannot be in same subnet as interface IP!

その他の参考資料
HSRPの実装に関する詳細は、次の各項を参照してください。

•関連資料

• MIB

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

VRRPの設定VRRPの設定

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』

高可用性の設定

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウンロードするに
は、次の URLにアクセスしてください。 ftp://ftp.cisco.com/
pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html

HSRPに関連するMIB
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/nexus9000/sw/7-x/high_availability/guide/b_Cisco_Nexus_9000_Series_NX-OS_High_Availability_and_Redundancy_Guide_7x.html
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第 20 章

VRRPの設定

この章は、次の項で構成されています。

• VRRPについて（593ページ）
• VRRPv3およびVRRSに関する情報（599ページ）
•高可用性（600ページ）
•仮想化のサポート（600ページ）
• VRRPの注意事項と制約事項（601ページ）
• VRRPv3の注意事項および制約事項（601ページ）
• VRRPパラメータのデフォルト設定（602ページ）
• VRRPv3パラメータのデフォルト設定（603ページ）
• VRRPの設定（603ページ）
• VRRPv3の設定（614ページ）
• VRRPの設定の確認（622ページ）
• VRRPv3設定の確認（622ページ）
• VRRP統計情報のモニタリングとクリア（623ページ）
• VRRPv3統計情報のモニタリングとクリア（623ページ）
• VRRPの設定例（623ページ）
• VRRPv3の設定例（624ページ）
•その他の参考資料（626ページ）

VRRPについて
VRRPを使用すると、仮想 IPアドレスを共有するルータグループを設定することによって、ファー
ストホップ IPルータで透過的フェールオーバーが可能になります。VRRPではそのグループに許
可されるルータが選択され、仮想 IPアドレスへのすべてのパケットが処理できるようになりま
す。残りのルータはスタンバイになり、許可されるルータで障害が発生した場合に処理を引き継

ぎます。
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VRRPの動作
LANクライアントは、ダイナミックプロセスまたはスタティック設定を使用することによって、
特定のリモート宛先へのファーストホップにするルータを決定できます。ダイナミックルータ

ディスカバリの例を示します。

プロキシ ARP：クライアントはアドレス解決プロトコル（ARP）を使用して到達すべき宛先を取
得します。ルータは独自のMACアドレスで ARP要求に応答します。

ルーティングプロトコル：クライアントはダイナミックルーティングプロトコルのアップデー

トを（ルーティング情報プロトコル（RIP）などから）受信し、独自のルーティングテーブルを
形成します。

ICMP Router Discovery Protocol（IRDP）クライアント：クライアントはインターネット制御メッ
セージプロトコル（ICMP）ルータディスカバリクライアントを実行します。

ダイナミックディスカバリプロトコルのデメリットは、LANクライアントにある程度、設定お
よび処理のオーバーヘッドが発生することです。また、ルータが故障した場合、他のルータに切

り替えるプロセスも遅くなる場合があります。

ダイナミックディスカバリプロトコルの代わりに、クライアント上でデフォルトルータをスタ

ティックに設定することもできます。このアプローチでは、クライアントの設定および処理が簡

素化されますが、シングルポイント障害が生じます。デフォルトゲートウェイで障害が発生した

場合、LANクライアントの通信はローカル IPネットワークセグメントに限定され、ネットワー
クの他の部分から切り離されます。

VRRPでは、ルータグループ（VRRPグループ）が単一の仮想 IPアドレスを共有できるようにす
ることによって、スタティック設定に伴う問題を解決できます。さらに、デフォルトゲートウェ

イとして仮想 IPアドレスを指定して、LANクライアントを設定できます。

次の図は、基本的な VLANトポロジです。この例では、ルータ A、B、および Cが VRRPグルー
プを形成します。グループの IPアドレスは、ルータ Aのインターフェイスインターフェイスに
設定されているアドレス（10.0.0.1）と同じです。

図 39 :基本的な VRRPトポロジ
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仮想 IPアドレスにルータ Aの物理イーサネットインターフェイスの IPアドレスが使用されるの
で、ルータ Aがプライマリ（「IPアドレスオーナー」）になります。ルータ Aはプライマリと
して、VRRPグループの仮想 IPアドレスを所有し、送信されたパケットをこの IPアドレスに転送
します。クライアント 1～ 3には、デフォルトゲートウェイの IPアドレス 10.0.0.1が設定されて
います。

ルータ Bおよび Cの役割はバックアップです。プライマリで障害が発生すると、プライオリティ
が最も高いバックアップルータがプライマリになり、仮想 IPアドレスを引き継いで、LANホス
トへのサービスが途切れないようにします。ルータ Aが回復すると、これが再びプライマリにな
ります。

ルーテッドポートで受信した VRRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、ローカルルータ上で終端
します。そのルータがプライマリ VRRPルータであるのかバックアップ VRRPルータであるのか
は関係ありません。これらのパケットには、pingトラフィックと Telnetトラフィックが含まれま
す。レイヤ 2（VLAN）インターフェイスで受信した、VRRP仮想 IPアドレス宛のパケットは、
プライマリルータに届きます。

（注）

VRRPの利点
VRRPの利点は、次のとおりです。

•冗長性：複数のルータをデフォルトゲートウェイルータとして設定できるので、ネットワー
クにシングルポイント障害が発生する確率が下がります。

•ロードシェアリング：複数のルータで LANクライアントとの間のトラフィックを分担でき
ます。トラフィックの負荷が使用可能なルータ間でより公平に分担されます。

•マルチVRRPグループ：プラットフォームが複数のMACアドレスをサポートする場合、ルー
タの物理インターフェイス上で、複数の VRRPグループをサポートします。マルチ VRRPグ
ループによって、LANトポロジで冗長性およびロードシェアリングを実現できます。

•マルチ IPアドレス：セカンダリ IPアドレスを含めて、複数の IPアドレスを管理できます。
イーサネットインターフェイス上で複数のサブネットを設定している場合は、各サブネット

で VRRPを設定できます。

•プリエンプト：障害プライマリを引き継いでいたバックアップルータより、さらにプライオ
リティが高いバックアップルータが使用可能になったときに、プライオリティが高い方を優

先させることができます。

•アドバタイズメントプロトコル：VRRPアドバタイズメントに、専用のインターネット割り
当て番号局（IANA）規格マルチキャストアドレス（224.0.0.18）を使用します。このアドレッ
シング方式によって、マルチキャストを提供するルータ数が最小限になり、テスト機器でセ

グメント上の VRRPパケットを正確に識別できるようになります。IANAは VRRPに IPプロ
トコル番号 112を割り当てています。

• VRRPトラッキング：インターフェイスのステートに基づいて VRRPプライオリティを変更
することによって、最適なVRRPルータがグループのプライマリになることが保証されます。
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複数の VRRPグループ
物理インターフェイス上で複数の VRRPグループを設定できます。サポートされる VRRPグルー
プの数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してくださ
い。

ルータインターフェイスがサポートできる VRRPグループの数は、次の要因によって決まりま
す。

•ルータの処理能力

•ルータのメモリの能力

ルータインターフェイス上で複数のVRRPグループが設定されたトポロジでは、インターフェイ
スはある VRRPグループのプライマリ、および他の 1つまたは複数の VRRPグループのバック
アップとして動作可能です。

次の図の LANトポロジでは、ルータ Aと Bがクライアント 1～ 4のトラフィックを共有するよ
うに、VRRPが設定されています。ルータ Aと Bの一方で障害が発生した場合、もう一方がバッ
クアップとして機能します。

図 40 :ロードシェアリングおよび冗長構成の VRRPトポロジ

このトポロジには、オーバーラップする 2つのVRRPグループに対応する 2つの仮想 IPアドレス
が含まれています。VRRPグループ 1では、ルータ Aが IPアドレス 10.0.0.1のオーナーであり、
プライマリです。ルータ Bはルータ Aをバックアップします。クライアント 1と 2には、デフォ
ルトゲートウェイの IPアドレス 10.0.0.1が設定されています。

VRRPグループ2では、ルータBが IPアドレス10.0.0.2のオーナーであり、プライマリです。ルー
タ Aはルータ Bをバックアップします。クライアント 3と 4には、デフォルトゲートウェイの
IPアドレス 10.0.0.2が設定されています。
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VRRPルータのプライオリティおよびプリエンプション
VRRP冗長構成の重要な側面は、VRRPルータのプライオリティです。各 VRRPルータが果たす
役割やプライマリルータで障害が発生した場合のアクションは、プライオリティによって決まる

からです。

VRRPルータが仮想 IPアドレスおよび物理インターフェイスの IPアドレスを所有する場合、その
ルータはプライマリとして機能します。プライマリのプライオリティは 255です。

プライオリティによって、VRRPルータがバックアップルータとして動作するかどうかが決まり、
さらに、プライマリで障害が発生した場合にプライマリになる順序も決まります。

たとえば、ルータ Aが LANトポロジにおけるプライマリであり、そのルータ Aで障害が発生し
た場合、VRRPはバックアップ Bが引き継ぐのか、バックアップ Cが引き継ぐのかを判断する必
要があります。ルータ Bにプライオリティ 101が設定されていて、ルータ Cがデフォルトのプラ
イオリティ100の場合、VRRPはルータBをプライマリになるべきルータとして選択します。ルー
タ Bの方がプライオリティが高いからです。ルータ Bおよび Cにデフォルトのプライオリティ
100が設定されている場合は、VRRPは IPアドレスが大きい方のバックアップをプライマリにな
るべきルータとして選択します。

VRRPではプリエンプションを使用して、VRRPバックアップルータがプライマリになってから
のアクションを決定します。プリエンプションはデフォルトでイネーブルなので、VRRPは新し
いプライマリよりプライオリティの高いバックアップがオンラインになると、バックアップに切

り替えます。たとえば、ルータ Aがプライマリであり、そのルータ Aで障害が発生した場合、
VRRPは（プライオリティの順位が次である）ルータ Bを選択します。ルータ Cがルータ Bより
高いプライオリティでオンラインになると、ルータBで障害が発生していなくても、VRRPはルー
タ Cを新しいプライマリとして選択します。

プリエンプションを無効にした場合、VRRPが切り替わるのは、元のプライマリが回復した場合、
または新しいプライマリで障害が発生した場合に限られます。

vPCと VRRP
VRRPは仮想ポートチャネル（vPC）と相互運用できます。vPCを使用すると、2個の異なるCisco
Nexus 9000シリーズスイッチを物理的に接続し、第 3のデバイスからは 1つのポートとして見え
るリンクが実現します。vPCの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

vPCはプライマリ VRRPルータとバックアップ VRRPルータの両方を使用してトラフィックを転
送します。「VRRPプライオリティの設定」のセクションを参照してください。

プライマリ vPCピアデバイスの VRRPをアクティブに、セカンダリ vPCデバイスの VRRPをス
タンバイにそれぞれ設定する必要があります。

（注）
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VRRPのアドバタイズメント
VRRPプライマリは、同じグループ内の他の VRRPルータに VRRPアドバタイズメントを送信し
ます。アドバタイズメントは、プライマリのプライオリティと状態を伝えます。CiscoNX-OSは、
VRRPアドバタイズメントを IPパケットにカプセル化し、VRRPグループに割り当てられた IPマ
ルチキャストアドレスに送信します。デフォルトでは、Cisco NX-OSが 1秒ごとにアドバタイズ
メントを送信しますが、異なるアドバタイズメント間隔を設定できます。

VRRP認証
VRRPは、次の認証機能をサポートします。

•認証なし

•プレーンテキスト認証

VRRPは次の場合に、パケットを拒否します。

•認証方式がルータと着信パケットで異なる。

•テキスト認証文字列がルータと着信パケットで異なる。

VRRPトラッキング
VRRPは次のトラッキングオプションをサポートしています。

•ネイティブインターフェイストラッキング：インターフェイスのステートを追跡し、そのス
テートを使用して VRRPグループの VRRPルータのプライオリティを判別します。インター
フェイスがダウンしている場合、またはインターフェイスにプライマリ IPアドレスがない場
合、トラッキング対象ステートはダウンとなります。

•オブジェクトトラッキング：設定されたオブジェクトのステートを追跡し、そのステートを
使用して VRRPグループの VRRPルータのプライオリティを判別します。オブジェクトト
ラッキングの詳細については、「オブジェクトトラッキングの設定」を参照してください。

トラッキング対象ステート（インターフェイスまたはオブジェクト）がダウンになると、VRRP
はユーザがトラッキング対象ステートに対して新しいプライオリティをどのように設定するかに

基づいて、プライオリティをアップデートします。トラッキング対象ステートがオンラインにな

ると、VRRPは仮想ルータグループの元のプライオリティを復元します。

たとえば、ネットワークへのアップリンクがダウンした場合、別のグループメンバーがVRRPグ
ループのプライマリとして引き継げるように、VRRPグループメンバーのプライオリティを引き
下げなければならないことがあります。詳細については、「VRRPインターフェイスステートト
ラッキングの設定」の項を参照してください。

VRRPはレイヤ 2インターフェイスのトラッキングをサポートしていません。（注）
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VRRP用 BFD
この機能では、双方向フォワーディング検出（BFD）をサポートします。BFDは、高速転送とパ
ス障害の検出時間を提供する検出プロトコルです。BFDは 2台の隣接デバイス間のサブセカンド
障害を検出し、BFDの負荷の一部を、サポートされるモジュール上のデータプレーンに分散でき
るため、プロトコル helloメッセージよりも CPUを使いません。詳細については、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS Interfaces Configuration Guide』を参照してください。

VRRPv3およびVRRSに関する情報
VRRPのバージョン 3（VRRPv3）では、スイッチのグループで単一の仮想スイッチを形成して、
冗長性を実現し、ネットワーク内のシングルポイント障害が生じる可能性を減らすことができま

す。これにより、仮想スイッチをデフォルトゲートウェイとして使用するように、LANクライア
ントを設定できます。スイッチのグループを表す仮想スイッチは、VRRPv3グループとも呼ばれ
ます。

仮想ルータ冗長サービス（VRRS）では、VRRPv3を監視することでステートレス冗長サービスを
VRRS経路と VRRSクライアントに提供することで VRRPv3のスケーラビリティが向上します。
VRRPv3は、VRRPv3ステータス情報（現在および過去の冗長状態、アクティブおよび非アクティ
ブのレイヤ 2およびレイヤ 3アドレスなど）を VRRS経路とすべての登録済み VRRSクライアン
トに配信する VRRSサーバとして機能します。

VRRSクライアントは、VRRPv3を使用して、グループのステートに応じてサービスやリソース
を提供または抑制する他の Ciscoプロセスまたはアプリケーションです。VRRS経路は、VRRS
データベース情報を使用して、拡張インターフェイス環境全体に拡張ファーストホップゲート

ウェイの冗長性を提供する特殊な VRRSクライアントです。

VRRSは、自身の状態を維持することが制限されています。VRRPv3グループに VRRSクライア
ントをリンクすると、ステートレスまたはステートフルフェールオーバーが実装可能になるよう

に、VRRSでクライアントアプリケーションにサービスを提供できるようにするメカニズムが提
供されます。ステートフルフェールオーバーでは、フェールオーバーが発生したときに運用デー

タが失われないように障害の前に所定バックアップとの通信が必要になります。

VRRS経路はクライアントと同様に動作しますが、VRRSアーキテクチャと統合されます。この
経路により、何百ものインターフェイス間で1つの仮想アドレスを設定することでファーストホッ
プゲートウェイの冗長性を拡張する方法が提供されます。VRRS経路の仮想ゲートウェイの状態
は、ファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）VRRSサーバの状態によります。

VRRPv3は、現在の状態（プライマリ、バックアップ、または運用不可能な初期状態（INIT））
を VRRSに通知し、その情報を経路またはクライアントに渡します。VRRPv3グループ名は、
VRRSをアクティブにし、VRRPv3グループをクライアントまたは同じ名前の VRRSの一部とし
て設定されている経路と関連付けます。

経路およびクライアントは、VRRPv3サーバの状態で機能します。VRRPv3グループの状態が変
化すると、VRRS経路とクライアントの動作（インターフェイスのシャットダウン、アカウンティ
ングログの追加などのタスクの実行）が VRRSから受信した状態により変化します。
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VRRPv3の利点
VRRPv3の利点は次のとおりです。

•マルチベンダー環境での相互運用性

• IPv4およびIPv6アドレスファミリのサポート

• VRRS経路によるスケーラビリティの向上

VRRPv3オブジェクトトラッキング
Cisco NX-OSリリース9.2(2)以降、VRRPv3はオブジェクトトラッキングをサポートしています。
この機能は、設定されたオブジェクトの状態を追跡し、その状態を使用して VRRPv3グループの
VRRPv3ルータの優先順位を判別します。オブジェクトトラッキングの詳細については、「オブ
ジェクトトラッキングの設定」を参照してください。

トラッキング対象オブジェクトがダウンすると、VRRPv3は設定された値だけ優先順位を引き下
げます。デフォルト値は10です。同じトラッキング対象オブジェクトが再びダウンした場合、ア
クションは実行されません。トラッキング対象オブジェクトがアップになると、VRRPv3は設定
された値だけ優先順位を上げます。

VRRPv3は、レイヤ 2インターフェイスのトラッキングまたはネイティブインターフェイスのト
ラッキングをサポートしていません。

（注）

高可用性
VRRPは、ステートフルリスタートとステートフルスイッチオーバーを通して高可用性をサポー
トします。ステートフルリスタートは、VRRPが障害を処理してリスタートするときに行われま
す。ステートフルスイッチオーバーは、アクティブスーパーバイザがスタンバイスーパーバイ

ザに切り替わるときに行われます。Cisco NX-OSはスイッチオーバーの後でランタイム設定を適
用します。

VRRPv3は、ステートフルスイッチオーバーをサポートしていません。

仮想化のサポート
VRRPは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートします。
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VRRPの注意事項と制約事項
VRRPには、次の注意事項および制限事項があります。

•管理インターフェイス上で VRRPを設定できません。

• VRRPがイネーブルの場合は、ネットワーク上のデバイス全体で VRRP設定を複製する必要
があります。

•同一インターフェイス上では、複数のファーストホップ冗長プロトコルを設定しないことを
推奨します。

• VRRPを設定するインターフェイスに IPアドレスを設定し、そのインターフェイスをイネー
ブルにしてからでなければ、VRRPはアクティブになりません。

•インターフェイス VRFメンバーシップまたはポートチャネルメンバーシップを変更した場
合、またはポートモードをレイヤ 2に変更した場合は、Cisco NX-OSによってインターフェ
イス上のすべてのレイヤ 3設定が削除されます。

• VRRPでレイヤ 2インターフェイスを追跡するよう設定した場合、レイヤ 2をシャットダウ
ンしてからインターフェイスを再度イネーブル化することにより、VRRPプライオリティを
更新してレイヤ 2インターフェイスのステートを反映させる必要があります。

VRRPの BFDは、2台のルータ間でのみ設定できます。

VRRPv3の注意事項および制約事項
VRRPv3設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•リリース 9.3(1)では、VRRPv3機能は、-Rラインカードを備えた Cisco Nexus 9504、9508、
および 9516スイッチで、最大 4095の VRRPv3グループと VRRS経路をサポートします。

• VRRPv3は既存のダイナミックプロトコルの代替にはなりません。VRRPv3は、マルチアク
セス、マルチキャスト、またはブロードキャスト対応イーサネット LANで使用するために
設計されています。

• VRRPv3は、イーサネットおよびファストイーサネットインターフェイス、ブリッジグループ
仮想インターフェイス（BVI）、ギガビットイーサネットインターフェイス、およびVLANで
のみサポートされます。

• VRRPv3が使用中の場合、VRRPv2は使用できません。VRRPv3を設定するには、VRRPv2設
定を無効にする必要があります。

• VRRSは現在、VRRPv3と合わせて使用する場合にのみ使用できます。

• VRRPv3ミリ秒タイマーは、絶対に必要な場合以外は使用しないようにし、使用する場合は
慎重な検討とテストが必要です。ミリ秒の値は望ましい状況でのみ動作します。ミリ秒のタ
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イマー値は、VRRPv3も含めてサポートしている限り、サードパーティベンダーと互換性が
あります。

• VRRPv3が VRRS経路の冗長インターフェイスと同じネットワークパス上で動作する場合に
のみ、完全なネットワークの冗長性を実現できます。完全な冗長性のために、次の制約事項

が適用されます。

• VRRS経路は、親 VRRPv3グループと同じ物理インターフェイスを使用する必要がある
か、または親 VRRPv3グループと同じ物理インターフェイスを持つサブインターフェイ
ス上で設定する必要があります。

• VRRS経路をスイッチ仮想インターフェイス（SVI）に設定できるのは、関連付けられた
VLANが親VRRPv3グループが設定されたVLANと同じトランクを共有する場合のみで
す。

• VRRPv2とは異なり、VRRPv3は障害検出を高速化するための双方向転送をサポートしていま
せん。

• VRRPv2とは異なり、VRRPv3はネイティブインターフェイストラッキングをサポートして
いません。

•オブジェクトトラッキングを設定する前に、オブジェクトを作成する必要があります。

• VRRPv3オブジェクトトラッキングには、次の注意事項と制限事項が適用されます。

• Cisco NX-OSリリース9.2(2)以降、すべての Cisco Nexus 9000シリーズスイッチおよびラ
インカードで、VRRPv3オブジェクトトラッキングがサポートされます。

• vPCドメインでは VRRPv3オブジェクトトラッキングを使用しないことを推奨します。

VRRPパラメータのデフォルト設定
次の表に、VRRPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 36 :デフォルトの VRRPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルVRRP

1秒アドバタイズインターバル

認証なし認証

イネーブルプリエンプション

100プライオリティ
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VRRPv3パラメータのデフォルト設定
次の表に、VRRPv3パラメータのデフォルト設定を示します。

表 37 : VRRPv3のデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルVRRPv3

ディセーブルVRRS

イネーブルVRRPv3セカンダリアドレスの一致

100VRRPv3グループのプライオリティ

1000ミリ秒VRRPv3アドバタイズメントタイマー

VRRPの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用する
Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

VRRPのイネーブル化
VRRPグループを設定してイネーブルにするには、事前に VRRP機能をグローバルにイネーブル
にしておく必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature vrrp

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

VRRPをイネーブルにします。VRRPをディセーブル
にするには、このコマンドのno形式を使用します。

[no] feature vrrp

例：

Step 2

switch(config)# feature vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config startup-config

VRRPグループの設定
VRRPグループを作成し、仮想 IPアドレスを割り当て、グループを有効にすることができます。

VRRPグループに設定できる仮想 IPv4アドレスは 1つです。プライマリ VRRPルータはデフォル
トで、仮想 IPアドレスを直接の宛先とするパケットをドロップします。これは、VRRPプライマ
リがパケットを転送するネクストホップルータとしてのみ想定されているからです。アプリケー

ションによっては、Cisco NX-OSが仮想ルータ IP宛のパケットを受け付けるようにする必要があ
ります。仮想 IPアドレスに secondaryオプションを使用すると、ローカルルータが VRRPマス
ターの場合、これらのパケットを受け付けるようになります。

VRRPグループを設定した場合は、そのグループをアクティブにするために、グループを明示的
に有効にする必要があります。

始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します。IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. address ip-address [secondary]
5. no shutdown

6. （任意） show vrrp

7. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

指定のVRRPグループに仮想 IPv4アドレスを設定し
ます。このアドレスは、インターフェイスの IPv4ア
ドレスと同じサブネットになければなりません。

address ip-address [secondary]

例：

switch(config-if-vrrp)# address 192.0.2.8

Step 4

secondaryオプションは、VRRPルータが仮想ルータ
の IPアドレスに送信されたパケットを受け付けて、
アプリケーションに配信することをアプリケーショ

ンが要求する場合に限られます。

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効になっています。

no shutdown

例：

Step 5

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPプライオリティの設定
仮想ルータの有効なプライオリティ範囲は 1～ 254です（1が最下位、254が最上位のプライオリ
ティ）。バックアップのデフォルトのプライオリティ値は 100です。インターフェイスアドレス
がプライマリ仮想 IPアドレスと同じデバイス（プライマリ）の場合、デフォルト値は 255です。

vPC対応のインターフェイスで VRRPを設定する場合は、オプションで vPCトランクにフェール
オーバーする時期を制御するしきい値の上限と下限を設定できます。バックアップルータのプラ

イオリティが下限のしきい値を下回った場合、VRRPは、すべてのバックアップルータトラフィッ
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クを vPCトランク全体に送信し、プライマリ VRRPルータを通して転送します。バックアップ
VRRPルータのプライオリティがしきい値の上限を超えるまで、VRRPはこの処理を継続します。

始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します。IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照してください。

VRRPが有効になっていることを確認します。（「VRRPの設定の設定」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. priority level [forwarding-threshold lower lower-value upper upper-value]
6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。shutdown

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp)# shutdown

VRRPグループでのアクティブルータ選択に使用す
るプライオリティレベルを設定します。レベルの範

priority level [forwarding-threshold lower lower-value
upper upper-value]

例：

Step 5

囲は 1〜 254です。バックアップの場合、デフォル
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目的コマンドまたはアクション

トは 100です。インターフェイス IPアドレスが仮想
IPアドレスと等しいプライマリの場合は 255です。

switch(config-if-vrrp)# priority 60
forwarding-threshold lower 40 upper 50

オプションで、vPCトランクにフェールオーバーす
る時点を決定するために vPCが使用するしきい値の
上限と下限を設定します。lower-valueの範囲は 1～
255です。デフォルトは 1です。upper-valueの範囲
は 1～ 255です。デフォルトは 255です。

VRRPグループを有効にします。no shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRP認証の設定
VRRPグループに単純なテキスト認証を設定できます。

始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照）。

VRRPがイネーブルになっていることを確認します（「VRRPの設定」の項を参照）。

ネットワーク上のすべての VRRPデバイスで、認証設定が同じであることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. authentication text password

6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。shutdown

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp)# shutdown

単純なテキスト認証オプションを指定し、キーネー

ムパスワードを指定します。キーネームの範囲は 1
authentication text password

例：

Step 5

～ 255文字です。16文字以上を推奨します。テキス
トパスワードは、英数字で最大 8文字です。

switch(config-if-vrrp)# authentication text
aPassword

VRRPグループを有効にします。デフォルトでは無
効になっています。

no shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

アドバタイズメントパケットのタイムインターバルの設定

アドバタイズメントパケットのタイムインターバルを設定できます。
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始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照）。

VRRPがイネーブルになっていることを確認します（「VRRPの設定」の項を参照）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. advertisement interval seconds

6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。shutdown

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp)# shutdown

アドバタイズメントフレームの送信間隔を秒数で設

定します。範囲は 1～ 255です。デフォルト値は 1
秒です。

advertisement interval seconds

例：

switch(config-if-vrrp)# advertisement-interval 15

Step 5

VRRPグループを有効にします。no shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
609

VRRPの設定

アドバタイズメントパケットのタイムインターバルの設定



目的コマンドまたはアクション

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

プリエンプションのディセーブル化

VRRPグループメンバーのプリエンプションをディセーブルにできます。プリエンプションをディ
セーブルにした場合は、プライオリティのより高いバックアップルータが、プライオリティのよ

り低いプライマリルータを引き継ぐことはありません。プリエンプションはデフォルトでイネー

ブルです。

始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します。IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照してください。

VRRPが有効になっていることを確認します。「VRRPの設定」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. no preempt
6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。shutdown

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp)# shutdown

preemptオプションをディセーブルにして、プライオ
リティが上位のバックアップが使用されてもプライ

マリが変わらないようにします。

no preempt

例：

switch(config-if-vrrp)# no preempt

Step 5

VRRPグループを有効にします。no shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPインターフェイスステートトラッキングの設定
インターフェイスステートトラッキングでは、デバイス内の他のインターフェイスのステートに

基づいて、仮想ルータのプライオリティが変更されます。トラッキング対象のインターフェイス

がダウンしたり、IPアドレスが削除されると、Cisco NX-OSはトラッキングプライオリティ値を
仮想ルータに割り当てます。トラッキング対象のインターフェイスがオンライン状態になり、IP
アドレスがこのインターフェイスに設定されると、Cisco NX-OSは仮想ルータに設定されていた
プライオリティを復元します（「VRRPプライオリティの設定」を参照）。

VRRPはレイヤ 2インターフェイスのトラッキングをサポートしていません。（注）
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始める前に

インターフェイス上で IPアドレスを設定していることを確認します（IPv4アドレス指定の設定
（37ページ）を参照）。

VRRPがイネーブルになっていることを確認します（「VRRPの設定」の項を参照）。

仮想ルータが有効になっていることを確認します（「VRRPグループの設定」の項を参照）。

インターフェイスでプリエンプションが有効になっていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface interface-type slot/port

3. vrrp number

4. shutdown
5. track interface type slot/port priority value

6. no shutdown

7. （任意） show vrrp

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始しますconfigure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface interface-type slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

仮想ルータグループを作成します。vrrp number

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrp 250
switch(config-if-vrrp)#

VRRPグループを無効にします。shutdown

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp)# shutdown

VRRPグループのインターフェイスプライオリティ
トラッキングをイネーブルにします。プライオリティ

の範囲は 1～ 254です。

track interface type slot/port priority value

例：

switch(config-if-vrrp)# track interface ethernet
2/10 priority 254

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

VRRPグループを有効にします。no shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp)# no shutdown

VRRP情報の要約を表示します。（任意） show vrrp

例：

Step 7

switch(config-if-vrrp)# show vrrp

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrp)# copy running-config
startup-config

VRRPオブジェクトトラッキングの設定
VRRPを使用して IPv4オブジェクトを追跡できます。

始める前に

VRRPが有効になっていることを確認します。

「オブジェクトトラッキングの設定」セクションのコマンドを使用して、オブジェクトトラッキ

ングを設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type number
3. vrrp number address-family ipv4
4. track object-number decrement number

5. （任意） show running-config vrrp

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Step 2
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

IPv4用にVRRPグループを作成し、VRRP vrrp number
address-family ipv4グループ設定モードを開始します。
範囲は 1～ 255です。

vrrp number address-family ipv4

例：

switch(config-if)# vrrp 5
address-family ipv4
switch(config-if-vrrp-group)#

Step 3

仮想ルータグループを作成します。範囲は 1～ 255
です。

track object-number decrement number

例：

Step 4

switch(config-if-vrrp-group)# track 1
decrement 2

VRRPの実行中の設定を表示します。（任意） show running-config vrrp

例：

Step 5

switch(config-if-vrrp-group)# show
running-config vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp-group)# copy
running-config startup-config

VRRPv3の設定

VRRPv3および VRRSの有効化
VRRPv3グループを設定して有効にするには、その前に VRRPv3をグローバルで有効にする必要
があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature vrrpv3

3. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1
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目的コマンドまたはアクション

switch# configure terminal
switch(config)#

VRRPバージョン 3と仮想ルータ冗長サービス
（VRRS）をイネーブルにします。このコマンドの

[no] feature vrrpv3

例：

Step 2

no形式を使用すると、VRRPv3および VRRSが無効
になります。

switch(config)# feature vrrpv3

VRRPv2が現在設定されている場合は、グローバル
設定モードで no feature vrrpコマンドを使用して
VRRPv2設定を削除し、その後 feature vrrpv3コマン
ドを使用して VRRPv3を有効にします。

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config)# copy running-config startup-config

VRRPv3グループの作成
VRRPv3グループを作成し、仮想 IPアドレスを割り当て、グループをイネーブルにすることがで
きます。

始める前に

VRRPv3が有効になっていることを確認します。

インターフェイスに IPアドレスが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]
4. （任意） address ip-address [primary | secondary]
5. （任意） description説明

6. （任意） match-address

7. （任意） preempt [ delay minimum seconds]
8. （任意） priority level

9. （任意） timers advertise interval

10. （任意） vrrp2

11. （任意） vrrs leader vrrs-leader-name

12. （任意） shutdown

13. （任意） show fhrp [interface-type interface-number] [verbose]
14. （任意） show vrrpv3 interface-type interface-number
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15. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

VRRPv3グループを作成し、VRRPv3グループ設定
モードを開始します。範囲は 1～ 255です。

vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]

例：

Step 3

switch(config-if)# vrrpv3 5 address-family ipv4
switch(config-if-vrrpv3-group)#

VRRPv3グループのプライマリアドレスまたはセカ
ンダリ IPv4または IPv6アドレスを指定します。

（任意） address ip-address [primary | secondary]

例：

Step 4

VRRPv3グループでセカンダリ IPアドレスを使用す
るには、まず同じグループでプライマリ IPアドレ
スを設定する必要があります。

switch(config-if-vrrpv3-group)# address 100.0.1.10
primary

VRRPv3グループの説明を指定します。最大 80文
字の英数字を入力できます。

（任意） description説明

例：

Step 5

switch(config-if-vrrpv3-group)# description group3

アドバタイズメントパケットのセカンダリアドレ

スを設定したアドレスと照合します。

（任意） match-address

例：

Step 6

switch(config-if-vrrpv3-group)# match-address

オプションの延期時間を指定して、プライオリティ

の低いプライマリスイッチのプリエンプションをイ

ネーブルにします。範囲は 0〜3600です。

（任意） preempt [ delay minimum seconds]

例：

switch(config-if-vrrpv3-group)# preempt delay
minimum 30

Step 7

VRRPv3グループのプライオリティを指定します。
範囲は 1〜254です。

（任意） priority level

例：

Step 8

switch(config-if-vrrpv3-group)# priority 3

アドバタイズメントタイマーを設定します（ミリ秒

単位）。範囲は 100〜40950です。
（任意） timers advertise interval

例：

Step 9
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目的コマンドまたはアクション

シスコは、このタイマーを 1秒以上の値に設定する
ことを推奨します。

switch(config-if-vrrpv3-group)# timers advertise
1000

VRRPv2のみをサポートしているデバイスとの相互
運用性を確保するために、VRRPv2に対するサポー
トも同時にイネーブルにします。

（任意） vrrp2

例：

switch(config-if-vrrpv3-group)# vrrp2

Step 10

VRRPv2互換モードは、VRRPv2からVRRPv3にアッ
プグレードするために提供されます。これは完全な

VRRPv2実装ではないので、アップグレードを実行
する場合にのみ使用してください。

VRRSに登録するリーダーの名前を指定します。（任意） vrrs leader vrrs-leader-name

例：

Step 11

switch(config-if-vrrpv3-group)# vrrs leader
leader1

VRRPv3グループの VRRP設定を無効にします。（任意） shutdown

例：

Step 12

switch(config-if-vrrpv3-group)# shutdown

ファーストホップ冗長性プロトコル（FHRP）の情
報を表示します。詳細情報を表示するには、verbose
キーワードを使用します。

（任意） show fhrp [interface-type interface-number]
[verbose]

例：

Step 13

switch(config-if-vrrpv3-group)# show fhrp ethernet
2/1 verbose

指定されたインターフェイスに関するVRRPv3設定
情報を表示します。

（任意） show vrrpv3 interface-type interface-number

例：

Step 14

switch(config-if-vrrpv3-group)# show vrrpv3
ethernet 2/1

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 15

switch(config-if-vrrpv3-group)# copy
running-config startup-config

VRRPv3コントロールグループの設定
VRRPv3コントロールグループを設定できます。

始める前に

VRRPv3が有効になっていることを確認します。
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インターフェイスに IPアドレスが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface ethernet slot/port

3. ip address ip-address mask [secondary]
4. vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]
5. （任意） address ip-address [primary | secondary]
6. （任意） shutdown

7. （任意） show fhrp [interface-type interface-number] [verbose]
8. （任意） show vrrpv3 interface-type interface-number

9. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

Step 3

secondaryキーワードを使用して、インターフェイス
で追加の IPアドレスを設定できます。switch(config-if)# ip address 209.165.200.230

255.255.255.224

VRRPv3グループを作成し、VRRPv3グループ設定
モードを開始します。範囲は 1～ 255です。

vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]

例：

Step 4

switch(config-if)# vrrpv3 5 address-family ipv4
switch(config-if-vrrpv3-group)#

VRRPv3グループのプライマリアドレスまたはセカ
ンダリ IPv4または IPv6アドレスを指定します。

（任意） address ip-address [primary | secondary]

例：

Step 5

switch(config-if-vrrpv3-group)# address
209.165.200.227 primary

VRRPv3グループの VRRP設定を無効にします。（任意） shutdown

例：

Step 6

switch(config-if-vrrpv3-group)# shutdown
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目的コマンドまたはアクション

ファーストホップ冗長性プロトコル（FHRP）の情報
を表示します。詳細情報を表示するには、verbose
キーワードを使用します。

（任意） show fhrp [interface-type interface-number]
[verbose]

例：

Step 7

switch(config-if-vrrpv3-group)# show fhrp ethernet
2/1 verbose

指定されたインターフェイスに関する VRRPv3設定
情報を表示します。

（任意） show vrrpv3 interface-type interface-number

例：

Step 8

switch(config-if-vrrpv3-group)# show vrrpv3
ethernet 2/1

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 9

switch(config-if-vrrpv3-group)# copy running-config
startup-config

VRRPv3オブジェクトトラッキングの設定
VRRPv3を使用して IPv4または IPv4オブジェクトを追跡できます。

始める前に

VRRPv3が有効になっていることを確認します。

「オブジェクトトラッキングの設定」セクションのコマンドを使用して、オブジェクトトラッキ

ングを設定します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type number
3. vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]
4. track object-number decrement number

5. （任意） show running-config vrrpv3

6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interface type number

例：

Step 2

switch(config)#
switch(config-if)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

IPv4または IPv6に対して VRRPv3グループを作成
し、VRRPv3グループ設定モードを開始します。範
囲は 1～ 255です。

vrrpv3 number address-family [ipv4 | ipv6]

例：

switch(config-if)# vrrpv3 5
address-family ipv6
switch(config-if-vrrpv3-group)#

Step 3

VRRPv3グループを使用して IPv6オブジェクトのス
テートを追跡するようにトラッキングプロセスを設

track object-number decrement number

例：

Step 4

定します。インターフェイスのVRRPv3は、VRRPv3switch(config-if-vrrpv3-group)# object-track 1
decrement 2 グループでオブジェクトに何らかの変更が生じた場

合には通知されるように、トラッキングプロセスに

登録します。インターフェイスの IPv6オブジェクト
ステートがダウンになると、VRRPv3グループのプ
ライオリティは、指定された数値だけ引き下げられ

ます。

VRRPの実行中の設定を表示します。（任意） show running-config vrrpv3

例：

Step 5

switch(config-if-vrrp-group)# show
running-config vrrp

この設定変更を保存します。（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-if-vrrp-group)# copy
running-config startup-config

VRRS経路の設定
仮想ルータ冗長サービス（VRRS）の経路を設定できます。拡張環境では、VRRS経路はVRRPv3
制御グループと組み合わせて使用する必要があります。

始める前に

VRRPv3が有効になっていることを確認します。

インターフェイスに IPアドレスが設定されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
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2. interface ethernet slot/port

3. ip address ip-address mask [secondary]
4. vrrs pathway vrrs-tag

5. mac address {mac-address | inherit}
6. address ip-address

7. （任意） show vrrs pathway interface-type interface-number

8. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始します。interface ethernet slot/port

例：

Step 2

switch(config)# interface ethernet 2/1
switch(config-if)#

インターフェイスの IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask [secondary]

例：

Step 3

secondaryキーワードを使用して、インターフェイス
で追加の IPアドレスを設定できます。switch(config-if)# ip address 209.165.200.230

255.255.255.224

VRRSグループの VRRS経路を定義し、VRRS経路
コンフィギュレーションモードを開始します。

vrrs pathway vrrs-tag

例：

Step 4

vrrs-tag引数は、経路に関連付けられているVRRSタ
グの名前を指定します。

switch(config-if)# vrrs pathway path1
switch(config-if-vrrs-pw)#

経路のMACアドレスを指定します。mac address {mac-address | inherit}

例：

Step 5

inheritキーワードを使用すると、経路は関連付けら
れている VRRPv3グループの仮想MACアドレスを
継承します。

switch(config-if-vrrs-pw)# mac address
fe24.fe24.fe24

経路の仮想 IPv4アドレスまたは IPv6アドレスを定
義します。

address ip-address

例：

Step 6

VRRPv3グループは、複数の経路を制御できます。switch(config-if-vrrs-pw)# address 209.165.201.10

異なる経路の状態（アクティブ、非アクティブ、非

対応など）に関するVRRS経路の情報を表示します。
（任意） show vrrs pathway interface-type
interface-number

例：

Step 7

switch(config-if-vrrs-pw)# show vrrs pathway
ethernet 1/2
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 8

switch(config-if-vrrs-pw)# copy running-config
startup-config

VRRPの設定の確認
VRRP設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を実行します。

目的コマンド

インターフェイスの仮想ルータ設定を表示しま

す。

show interface interface-type

ファーストホップ冗長性プロトコル（FHRP）
の情報を表示します。

show fhrp interface-type interface-number

すべてのグループまたは特定のVRRPグループ
について、VRRPステータスを表示します。

show vrrp [group-number]

VRRPv3設定の確認
VRRPv3の設定の設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

VRRPv3の設定情報を表示します。show vrrpv3[all |brief |detail]

特定のインターフェイスに関するVRRPv3設定
情報を表示します。

show vrrpv3 interface-type interface-number

VRRSクライアント情報を表示します。show vrrs client [client-name]

異なる経路の状態（アクティブ、非アクティ

ブ、非対応など）に関するVRRS経路の情報を
表示します。

show vrrs pathway [interface-type interface-number]

VRRSサーバ情報を表示します。show vrrs server

VRRSタグ情報を表示します。show vrrs tag [tag-name]
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VRRP統計情報のモニタリングとクリア
VRRPの統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

VRRPの統計情報を表示します。show vrrp statistics

デバイスのすべてのインターフェイスについて、すべての VRRP統計情報を消去するには、clear
vrrp statisticsコマンドを使用します。

VRRPv3統計情報のモニタリングとクリア
VRRPv3統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

VRRPv3統計情報を表示します。show vrrpv3 statistics

clear vrrpv3 statisticsを使用しますコマンドを使用して、デバイスのすべてのインターフェイス
について、VRRPv3統計情報をクリアします。

VRRPの設定例
この例では、ルータ Aとルータ Bはそれぞれ 3つの VRRPグループに属しています。コンフィ
ギュレーションにおいて、各グループのプロパティは次のとおりです。

•グループ 1：

•仮想 IPアドレスは 10.1.0.10です。

•ルータ Aは優先順位 120で、このグループのプライマリになります。

•アドバタイズインターバルは 3秒です。

•プリエンプションはイネーブルです。

•グループ 5：

•ルータ Bはプライオリティ 200で、このグループのマスターになります。

•アドバタイズインターバルは 30秒です。

•プリエンプションはイネーブルです。

•グループ 100：
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•ルータAは、IPアドレスが上位（10.1.0.2）なので、このグループのプライマリになりま
す。

•アドバタイズインターバルはデフォルトの 1秒です。

•プリエンプションはディセーブルです。

ルータ A
switch (config)# interface ethernet 1/0
switch (config-if)# ip address 10.1.0.2/16
switch (config-if)# no shutdown
switch (config-if)# vrrp 1
switch (config-if-vrrp)# priority 120
switch (config-if-vrrp)# authentication text cisco
switch (config-if-vrrp)# advertisement-interval 3
switch (config-if-vrrp)# address 10.1.0.10
switch (config-if-vrrp)# no shutdown
switch (config-if-vrrp)# exit
switch (config-if)# vrrp 5
switch (config-if-vrrp)# priority 100
switch (config-if-vrrp)# advertisement-interval 30
switch (config-if-vrrp)# address 10.1.0.50
switch (config-if-vrrp)# no shutdown
switch (config-if-vrrp)# exit
switch (config-if)# vrrp 100
switch (config-if-vrrp)# no preempt
switch (config-if-vrrp)# address 10.1.0.100
switch (config-if-vrrp)# no shutdown

ルータ B
switch (config)# interface ethernet 1/0
switch (config-if)# ip address 10.2.0.1/2
switch (config-if)# no shutdown
switch (config-if)# vrrp 1
switch (config-if-vrrp)# priority 100
switch (config-if-vrrp)# authentication text cisco
switch (config-if-vrrp)# advertisement-interval 3
switch (config-if-vrrp)# address 10.2.0.10
switch (config-if-vrrp)# no shutdown
switch (config-if-vrrp)# exit
switch (config-if)# vrrp 5
switch (config-if-vrrp)# priority 200
switch (config-if-vrrp)# advertisement-interval 30
switch (config-if-vrrp)# address 10.2.0.50
switch (config-if-vrrp)# no shutdown
switch (config-if-vrrp)# exit
switch (config-if)# vrrp 100
switch (config-if-vrrp)# no preempt
switch (config-if-vrrp)# address 10.2.0.100
switch (config-if-vrrp)# no shutdown

VRRPv3の設定例
次に、VRRPv3をイネーブルにしVRRPv3グループを作成およびカスタマイズする例を示します。
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switch# configure terminal
switch(config)# feature vrrpv3
switch(config)# interface ethernet 4/6
switch(config-if)# vrrpv3 5 address-family ipv4
switch(config-if-vrrp3-group)# address 209.165.200.225 primary
switch(config-if-vrrp3-group)# description group3
switch(config-if-vrrp3-group)# match-address
switch(config-if-vrrp3-group)# preempt delay minimum 30
switch(config-if-vrrpv3-group)# show fhrp ethernet 4/6 verbose
switch(config-if-vrrpv3-group)# show vrrpv3 ethernet 4/6

次に、VRRPv3制御グループを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 209.165.200.230 255.255.255.224
switch(config-if)# vrrpv3 5 address-family ipv4
switch(config-if-vrrpv3-group)# address 209.165.200.227 primary
switch(config-if-vrrpv3-group)# vrrs leader leader1
switch(config-if-vrrpv3-group)# shutdown
switch(config-if-vrrpv3-group)# show fhrp ethernet 1/2 verbose
switch(config-if-vrrpv3-group)# show vrrpv3 ethernet 1/2

次に、VRRPv3のオブジェクトトラッキングを設定する例を示します。
track 1 interface Ethernet1/12 ip routing
track 2 interface Ethernet1/12 ipv6 routing
track 3 interface Ethernet1/12 line-protocol
track 4 interface Ethernet1/12.1 ip routing
track 5 interface Ethernet1/12.1 ipv6 routing
track 6 interface Ethernet1/12.1 line-protocol
track 7 interface loopback1 ip routing
track 8 interface loopback1 ipv6 routing
track 9 interface loopback1 line-protocol
track 10 interface port-channel1 ip routing
track 11 interface port-channel1 ipv6 routing
track 12 interface port-channel1 line-protocol
track 13 ip route 170.10.10.10/24 reachability
track 14 ip route 180.10.10.0/24 reachability hmm
track 15 ipv6 route 2001::170:10:10:10/128 reachability
track 16 list boolean and
object 1
object 2
interface Vlan10
vrrpv3 10 address-family ipv4
timers advertise 100
priority 200
object-track 1 decrement 2
object-track 2 decrement 2
object-track 3 decrement 2
object-track 4 decrement 2
object-track 5 decrement 2
object-track 6 decrement 2
object-track 7 decrement 2
object-track 8 decrement 2
object-track 9 decrement 2
object-track 10 decrement 2
address 10.10.10.3 primary
interface Vlan10
vrrpv3 10 address-family ipv6
timers advertise 100
priority 200
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object-track 1 decrement 4
object-track 2 decrement 4
object-track 3 decrement 4
object-track 4 decrement 4
object-track 5 decrement 4
object-track 6 decrement 4
object-track 7 decrement 4
object-track 8 decrement 4

次に、VRRS経路を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# ip address 209.165.200.230 255.255.255.224
switch(config-if)# vrrs pathway path1
switch(config-if-vrrs-pw)# mac address inherit
switch(config-if-vrrs-pw)# address 209.165.201.10
switch(config-if-vrrs-pw)# show vrrs pathway ethernet 1/2

その他の参考資料

VRRPの関連資料
マニュアルタイトル関連項目

HSRPの設定（563ページ）Hot Standby Router Protocol
（HSRP）の設定

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS High Availability and
Redundancy Guide』

高可用性の設定
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第 21 章

オブジェクトトラッキングの設定

この章は、次の項で構成されています。

•オブジェクトトラッキングについて（627ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定例（629ページ）
•オブジェクトトラッキングに関する注意事項と制約事項（629ページ）
•デフォルト設定（630ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定（630ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定の確認（642ページ）
•オブジェクトトラッキングの設定例（642ページ）
•関連項目（642ページ）
•その他の参考資料（643ページ）

オブジェクトトラッキングについて
オブジェクトトラッキングを使用すると、インターフェイスラインプロトコルステート、IPルー
ティング、ルート到達可能性などの、デバイス上の特定のオブジェクトをトラッキングし、トラッ

キング対象オブジェクトのステートが変化したときに対処できます。この機能により、ネットワー

クのアベイラビリティが向上し、オブジェクトがダウンした場合のリカバリ時間が短縮されます。

オブジェクトトラッキングの概要

オブジェクトトラッキングを使用すると、インターフェイスラインプロトコルステート、IPルー
ティング、ルート到達可能性などの、デバイス上の特定のオブジェクトをトラッキングし、トラッ

キング対象オブジェクトのステートが変化したときに対処できます。この機能により、ネットワー

クのアベイラビリティが向上し、オブジェクトがダウンした場合のリカバリ時間が短縮されます。

オブジェクトトラッキング機能を使用すると、トラッキング対象オブジェクトを作成できます。

複数のクライアントでこのオブジェクトを使用し、トラッキング対象オブジェクトが変化したと

きのクライアント動作を変更できます。複数のクライアントがそれぞれの関心をトラッキングプ

ロセスに登録し、同じオブジェクトをトラッキングし、オブジェクトのステートが変化したとき

に異なるアクションを実行します。
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クライアントには次の機能が含まれます。

• Embedded Event Manager（EEM）

•ホットスタンバイ冗長プロトコル（HSRP）

•仮想ポートチャネル（vPC）

•仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）および VRRPv3

オブジェクトトラッキングは、トラッキング対象オブジェクトのステータスをモニタし、変更が

あった場合は関係クライアントに伝えます。各トラッキング対象オブジェクトは、一意の番号で

識別します。クライアントはこの番号を使用して、トラッキング対象オブジェクトのステートが

変化したときに実行するアクションを設定できます。

Cisco NX-OSがトラッキングするオブジェクトタイプは、次のとおりです。

•インターフェイスラインプロトコルステート：ラインプロトコルステートがアップまたは
ダウンかどうかをトラッキングします。

•インターフェイス IPルーティングステート：インターフェイスに IPv4または IPv6アドレス
が設定されていて、IPv4または IPv6ルーティングが有効でアクティブかどうかをトラッキン
グします。

• IPルート到達可能性：IPv4または IPv6ルートが存在していて、ローカルデバイスから到達
可能かどうかをトラッキングします。

たとえば、HSRPを設定すると、冗長ルータの1つをネットワークの他の部分に接続するインター
フェイスのラインプロトコルをトラッキングできます。リンクプロトコルがダウンした場合、影

響を受ける HSRPルータのプライオリティを変更し、よりすぐれたネットワーク接続が得られる
バックアップルータにスイッチオーバーされるようにできます。

オブジェクトトラッキングリスト

オブジェクトトラッキングリストを使用すると、複数のオブジェクトのステートをまとめてト

ラッキングできます。オブジェクトトラッキングリストは次の機能をサポートします。

•ブール「and」機能：トラッキングリストオブジェクトがアップになるには、トラッキング
リスト内に定義された各オブジェクトがアップ状態である必要があります。

•ブール「or」機能：トラッキング対象オブジェクトがアップになるには、トラッキングリス
ト内に定義された少なくとも 1つのオブジェクトがアップ状態である必要があります。

•しきい値パーセンテージ：トラッキング対象リストに含まれるアップオブジェクトのパーセ
ンテージが、アップ状態になるトラッキングリストの設定されたアップしきい値を上回って

いる必要があります。トラッキング対象リストに含まれるダウンオブジェクトのパーセン

テージが設定されたトラッキングリストのダウンしきい値を上回っている場合、トラッキン

グ対象リストはダウンとしてマークされます。

•しきい値の重み：トラッキング対象リスト内の各オブジェクトに重み値を割り当て、トラッ
キングリストに重みしきい値を割り当てます。すべてのアップオブジェクトの重み値の合計
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がトラッキングリストの重みアップしきい値を超えている場合、トラッキングリストはアッ

プ状態になります。すべてのダウンオブジェクトの重み値の合計がトラッキングリストの重

みダウンしきい値を超えている場合、トラッキングリストはダウン状態になります。

他のエンティティ（たとえば、仮想ポートチャネル（vPC））は、オブジェクトトラッキングリ
ストを使用することにより、vPCを作成する複数のピアリンクのステートに基づいて vPCのス
テートを変更できます。vPCの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Interfaces
Configuration Guide』を参照してください。

トラックリストの詳細については、「ブール式を含むオブジェクトトラッキングリストの設定」

を参照してください。

高可用性

オブジェクトトラッキングは、ステートフルリスタートを通じてハイアベイラビリティをサポー

トします。ステートフルリスタートが実行されるのは、オブジェクトトラッキングプロセスが

クラッシュした場合です。オブジェクトトラッキングは、デュアルスーパーバイザシステムで

のステートフルスイッチオーバーもサポートします。 Cisco NX-OSはスイッチオーバーの後でラ
ンタイム設定を適用します。

オブジェクトトラッキングを使用して、ネットワーク全体の可用性が向上するように、クライア

ントの動作を変更することもできます。

仮想化のサポート

オブジェクトトラッキングは仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスをサポートしま
す。Cisco NX-OSはデフォルトで、デフォルト VRFのオブジェクトのルート到達可能ステートを
トラッキングします。別のVRFのオブジェクトをトラッキングする場合は、オブジェクトをその
VRFのメンバとして設定する必要があります（非デフォルト VRFに対するオブジェクトトラッ
キングの設定」の項を参照）。

オブジェクトトラッキングの設定例
次の例は、ルート到達可能性に対してオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用して
ルートの到達可能性情報を調べる方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

オブジェクトトラッキングに関する注意事項と制約事項
オブジェクトトラッキング設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。
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•イーサネット、サブインターフェイス、ポートチャネル、ループバックインターフェイス、
および VLANインターフェイスをサポートします。

• HSRPグループごとに 1つのトラッキング対象オブジェクトをサポートします。

• VRRPおよび VRRPv3はオブジェクトトラッキングをサポートします。VRRPおよび設定の
詳細については、「VRRPの設定」を参照してください。

デフォルト設定
次の表に、オブジェクトトラッキングパラメータのデフォルト設定を示します。

表 38 :デフォルトのオブジェクトトラッキングパラメータ

デフォルトパラメータ

デフォルト VRFのメンバTracked object VRF

オブジェクトトラッキングの設定
IP SLAオブジェクトトラッキングの設定の詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS IP
SLAs Configuration Guide』を参照してください。

インターフェイスに対するオブジェクトトラッキングの設定

インターフェイスのラインプロトコルまたは IPv4や IPv6ルーティングのステートをトラッキン
グするように Cisco NX-OSを設定できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id interface interface-type number {ip routing | ipv6 routing | line-protocol}
3. （任意） show track [object-id]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのトラッキング対象オブジェクト

を作成し、トラッキングコンフィギュレーション

track object-id interface interface-type number {ip routing
| ipv6 routing | line-protocol}

例：

Step 2

モードを開始します。object-idの範囲は 1～ 512で
す。switch(config)# track 1 interface ethernet 1/2

line-protocol
switch(config-track)#

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 3

switch(config-track)# show track 1

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

Ethernet 1/2上でラインプロトコルステートのオブジェクトトラッキングを設定する例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 interface ethernet 1/2 line-protocol
switch(config-track)# copy running-config startup-config

Ethernet 1/2上で IPv4ルーティングステートのオブジェクトトラッキングを設定する例を
示します。

sswitch# configure terminal
switch(config)# track 2 interface ethernet 1/2 ip routing
switch(config-track)# copy running-config startup-config

Ethernet 1/2上で IPv6ルーティングステートのオブジェクトトラッキングを設定する例を
示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 3 interface ethernet 1/2 ipv6 routing
switch(config-track)# copy running-config startup-config

トラッキングオブジェクトの削除

手順の概要

1. configure terminal
2. no track object-id

3. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイスのトラッキング対象オブジェクト

を削除します。object-idの範囲は 1～ 512です。
no track object-id

例：

Step 2

switch(config)# no track 1
switch(config-track)#

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 3

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、トラッキング対象オブジェクトを削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no track 1
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ルート到達可能性に対するオブジェクトトラッキングの設定

Cisco NX-OSを IPルートまたは IPv6ルートの存在と到達可能性をトラッキングするように設定で
きます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability

3. （任意） show track [object-id]
4. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#
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目的コマンドまたはアクション

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開始

track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability

例：

Step 2

します。object-idの範囲は 1～ 512です。IPv4のプswitch(config)# track 3 ipv6 route 2::5/64
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。IPv6のプレフィックス
フォーマットは A:B::C:D/lengthです。lengthの範囲
は 1～ 128です。

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 3

switch(config-track)# show track 1

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 4

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、デフォルトVRFで IPv4ルートのオブジェクトトラッキングを設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# track 4 ip route 192.0.2.0/8 reachability
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、デフォルトVRFで IPv6ルートのオブジェクトトラッキングを設定する例を示しま
す。

switch# configure terminal
switch(config)# track 5 ipv6 route 10::10/128 reachability
switch(config-track)# copy running-config startup-config

ブール式を含むオブジェクトトラッキングリストの設定

複数のトラッキング対象オブジェクトを含むオブジェクトトラッキングリストを設定できます。

トラッキング対象リストには1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。ブール式では、「and」
または「or」演算子を使用して 2種類の演算を実行できます。たとえば、「and」演算子を使用し
て2つのインターフェイスをトラッキングする場合、「アップ」は両方のインターフェイスがアッ
プであることを意味し、「ダウン」はどちらかのインターフェイスがダウンであることを意味し

ます。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list boolean {and | or}
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3. object object-number [not]
4. （任意） show track [object-id]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list boolean {and | or}

例：

Step 2

対象リストのステートがブール式に基づいて決まる

ことを指定します。キーワードは次のとおりです。
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track)#

• and：すべてのオブジェクトがアップである場合
にリストがアップになり、1つ以上のオブジェク
トがダウンの場合にリストがダウンになること

を指定します。たとえば 2つのインターフェイ
スをトラッキングする場合、アップは両方のイ

ンターフェイスがアップ状態であることを表し、

ダウンはいずれかのインターフェイスがダウン

状態であることを表します。

• or：少なくとも 1つのオブジェクトが稼働して
いる場合、リストが稼働していることを示しま

す。たとえば 2つのインターフェイスをトラッ
キングする場合、アップはいずれか一方のイン

ターフェイスがアップ状態であることを意味し、

ダウンは両方のインターフェイスがダウン状態

であることを意味します。

track-numberの範囲は 1～ 512です。

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 512です。
object object-number [not]

例：

Step 3

オプションの notキーワードを指定すると、トラッ
キング対象オブジェクトのステートが否定されます。

switch(config-track)# object 10

例では、オブジェクト 10がアップのとき
に、トラッキング対象リストがオブジェク

ト 10をダウンとして検出します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 4

switch(config-track)# show track

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、複数のオブジェクトを含むトラッキングリストをブール「and」で設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list boolean and
switch(config-track)# object 10
switch(config-track)# object 20 not

パーセンテージしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストの

設定

パーセンテージしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストを設定できます。トラッキング

対象リストには 1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。トラッキングリストがアップ状態
になるには、アップオブジェクトのパーセンテージがトラッキングリストに設定されたパーセン

トしきい値を超えている必要があります。たとえば、トラッキング対象リストに 3つのオブジェ
クトが含まれており、アップしきい値を 60 %に設定した場合は、2つのオブジェクト（全オブ
ジェクトの 66 %）がアップ状態になるまで、トラッキングリストがアップ状態になりません。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list threshold percentage
3. threshold percentage up up-value down down-value

4. object object-id

5. （任意） show track [object-id]
6. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list threshold percentage

例：

Step 2

対象リストのステートが設定されたしきい値パーセ

ントに基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold percentage
switch(config-track)#

track-numberの範囲は 1～ 512です。

トラッキング対象リストのしきい値パーセントを設

定します。有効値は 0～ 100パーセントです。
threshold percentage up up-value down down-value

例：

Step 3

switch(config-track)# threshold percentage up 70
down 30

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 512です。
object object-id

例：

Step 4

switch(config-track)# object 10

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 5

switch(config-track)# show track

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、アップしきい値が 70 %でダウンしきい値が 30 %の追跡リストを設定する例を示
します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold percentage
switch(config-track)# threshold percentage up 70 down 30
switch(config-track)# object 10
switch(config-track)# object 20
switch(config-track)# object 30
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重みしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストの設定

重みしきい値を含むオブジェクトトラッキングリストを設定できます。トラッキング対象リスト

には 1つまたは複数のオブジェクトが含まれます。トラッキングリストがアップステートになる
には、アップオブジェクトの重み値の合計がトラッキングリストに設定されたアップ重みしきい

値を超えている必要があります。たとえば、トラッキング対象リストに重み値がデフォルトの 10
である 3つのオブジェクトがあり、アップしきい値を 15に設定した場合、トラッキングリスト
がアップ状態になるには、2つのオブジェクトがアップ状態になる（重み値の合計が 20になる）
必要があります。

手順の概要

1. configure terminal
2. track track-number list threshold weight
3. threshold weight up up-value down down-value

4. object object-id weight value

5. （任意） show track [object-id]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list threshold weight

例：

Step 2

対象リストのステートが設定されたしきい値重みに

基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)#

track-numberの範囲は 1～ 512です。

トラッキング対象リストのしきい値重みを設定しま

す。範囲は 1～ 255です。
threshold weight up up-value down down-value

例：

Step 3

switch(config-track)# threshold weight up 30 down
10

トラッキングリストにトラッキング対象オブジェク

トを追加します。object-idの範囲は 1～ 512です。
object object-id weight value

例：

Step 4

valueの範囲は 1～ 255です。デフォルトの重み値は
10です。

switch(config-track)# object 10 weight 15

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 5
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目的コマンドまたはアクション

switch(config-track)# show track

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、トラッキングリストのアップ重みしきい値を30、ダウンしきい値を10にそれぞれ
設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30

この例では、オブジェクト 10とオブジェクト 20がアップの場合にトラッキングリスト
がアップになり、3つのオブジェクトがすべてダウンの場合にトラッキングリストがダウ
ンになります。

オブジェクトトラッキングの遅延の設定

トラッキング対象オブジェクトまたはオブジェクトトラッキングリストに対して、オブジェクト

またはリストがステートの変化を開始したときに適用する遅延を設定できます。トラッキング対

象オブジェクトまたはトラッキングリストは、ステートの変化が発生したときに遅延タイマーを

開始しますが、遅延タイマーが切れるまでステートの変化を認識しません。遅延タイマーが切れ

ると、Cisco NX-OSは再びオブジェクトのステートを確認し、オブジェクトまたはリストが現在
も変更されたステートのままだった場合にだけステートの変化を記録します。オブジェクトト

ラッキングは遅延タイマーが切れる前の中間的なステートの変化を無視します。

たとえば、インターフェイスラインプロトコルのトラッキング対象オブジェクトがアップステー

トであり、ダウン遅延が 20秒に設定されている場合は、ラインプロトコルがダウンになると遅
延タイマーが開始します。20秒後にラインプロトコルがダウンになっていなければ、このオブ
ジェクトはダウンステートになりません。

トラッキング対象オブジェクトまたはトラッキングリストには、独立したアップ遅延とダウン遅

延を設定できます。遅延を削除すると、オブジェクトトラッキングからアップ遅延とダウン遅延

の両方が削除されます。

遅延は任意の時点で変更できます。オブジェクトまたはリストがトリガーされたイベントから遅

延タイマーをすでにカウントしている場合は、次のようにして新しい遅延が計算されます。

•新しい設定値が古い設定値より小さい場合は、新しい値でタイマーが開始します。
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•新しい設定値が古い設定値より大きい場合は、新しい設定値から現在のタイマーのカウント
ダウンを引き、古い設定値を引いたものがタイマーになります。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {parameters}
3. track track-number list {parameters}
4. delay {up up-time [down down-time] | down down-time [up up-time]}
5. （任意） show track [object-id]
6. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開始

track object-id {parameters}

例：

Step 2

します。object-idの範囲は 1～ 512です。IPv4のプswitch(config)# track 2 ip route 192.0.2.0/8
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。IPv6のプレフィックス
フォーマットは A:B::C:D/lengthです。lengthの範囲
は 1～ 128です。

トラッキング対象リストオブジェクトを設定し、ト

ラッキング設定モードを開始します。トラッキング

track track-number list {parameters}

例：

Step 3

対象リストのステートが設定されたしきい値重みに

基づいて決まることを指定します。
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)#

track-numberの範囲は 1～ 512です。

オブジェクトの遅延タイマーを設定します。指定で

きる範囲は 0～ 180秒です。
delay {up up-time [down down-time] | down down-time
[up up-time]}

例：

Step 4

track-numberの範囲は 1～ 512です。
switch(config-track)# delay up 20 down 30

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 5

switch(config-track)# show track 3

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 6

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
639

オブジェクトトラッキングの設定

オブジェクトトラッキングの遅延の設定



目的コマンドまたはアクション

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

次に、ルートのオブジェクトトラッキングを設定し、遅延タイマーを使用する例を示し

ます。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# delay up 20 down 30
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、トラッキングリストのアップ重みしきい値を30、ダウンしきい値を10にそれぞれ
設定し、遅延タイマーを使用する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 1 list threshold weight
switch(config-track)# threshold weight up 30 down 10
switch(config-track)# object 10 weight 15
switch(config-track)# object 20 weight 15
switch(config-track)# object 30
switch(config-track)# delay up 20 down 30

次に、インターフェイスがシャットダウンする前後の show trackコマンドの出力に表示さ
れた遅延タイマーの例を示します。

switch(config-track)# show track
Track 1
Interface loopback1 Line Protocol
Line Protocol is UP
1 changes, last change 00:00:13
Delay down 10 secs
switch(config-track)# interface loopback 1
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# show track
Track 1
Interface loopback1 Line Protocol
Line Protocol is delayed DOWN (8 secs remaining) <------- delay timer counting down
1 changes, last change 00:00:22
Delay down 10 secs

非デフォルト VRFに対するオブジェクトトラッキングの設定
特定の VRFでオブジェクトをトラッキングするように Cisco NX-OSを設定できます。

始める前に

デフォルト以外の VRFが最初に作成されることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability
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3. vrf member vrf-name

4. （任意） show track [object-id]
5. （任意） copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Step 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ルートのトラッキング対象オブジェクトを作成し、

トラッキングコンフィギュレーションモードを開始

track object-id {ip | ipv6} route prefix/length reachability

例：

Step 2

します。object-idの範囲は 1～ 512です。IPv4のプswitch(config)# track 3 ipv6 route 1::2/64
reachability
switch(config-track)#

レフィックスフォーマットは A.B.C.D/lengthです。
lengthの範囲は 1～ 32です。IPv6のプレフィックス
フォーマットは A:B::C:D/lengthです。lengthの範囲
は 1～ 128です。

設定されたオブジェクトのトラッキングに使用する

VRFを設定します。
vrf member vrf-name

例：

Step 3

switch(config-track)# vrf member Red

オブジェクトのトラッキング情報を表示します。（任意） show track [object-id]

例：

Step 4

switch(config-track)# show track 3

実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションにコピーします

（任意） copy running-config startup-config

例：

Step 5

switch(config-track)# copy running-config
startup-config

例

ルートのオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用して、そのオブジェクト
の到達可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、IPv6ルートのオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用して、そのオ
ブジェクトの到達可能性情報を調べる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 3 ipv6 route 1::2/64 reachability
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switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

次に、トラッキング対象オブジェクト 2を変更して、VRF Redの代わりに VRF Blueを使
用してこのオブジェクトの到達可能性情報を調べるようにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2
switch(config-track)# vrf member Blue
switch(config-track)# copy running-config startup-config

オブジェクトトラッキングの設定の確認
オブジェクトトラッキングの設定情報を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

1つまたは複数のオブジェクトについて、オブ
ジェクトトラッキング情報を表示します。

show track [object-id] [brief]

インターフェイスベースのオブジェクトトラッ

キング情報を表示します。

show track [object-id] interface [brief]

IPv4または IPv6ルートベースのオブジェクト
トラッキング情報を表示します。

show track [object-id] {ip | ipv6} route [brief]

オブジェクトトラッキングの設定例
次の例は、ルート到達可能性に対してオブジェクトトラッキングを設定し、VRF Redを使用して
ルートの到達可能性情報を調べる方法を示しています。

switch# configure terminal
switch(config)# track 2 ip route 209.165.201.0/8 reachability
switch(config-track)# vrf member Red
switch(config-track)# copy running-config startup-config

関連項目
オブジェクトトラッキングの関連情報については、次の項目を参照してください。

•レイヤ 3仮想化の設定

• HSRPの設定
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その他の参考資料
オブジェクトトラッキングの実装に関連する詳細情報については、次の項を参照してください。

•関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS System
Management Configuration Guide』

Embedded Event Managerの設定

『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS IP SLAs
Configuration Guide』

IPSLAオブジェクトトラッキングの設定
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第 22 章

CiscoNX-OSユニキャスト機能でサポートさ
れている IETF RFC

この付録は、Cisco NX-OSでサポートされているユニキャストルーティングの IETF RFCをリス
トにしています。

• BGPの RFC（645ページ）
•ファーストホップ冗長プロトコルの RFC（647ページ）
• IPサービスに関する RFCの参考資料（647ページ）
• IPv6の RFC（647ページ）
• IS-ISの RFC（648ページ）
• OSPFの RFC（649ページ）
• RIPの RFC（649ページ）

BGPの RFC
タイトルRFC

BGPコミュニティの属性RFC 1997

TCP MD5シグネチャオプションを使用した BGPセッション

の保護

RFC 2385

BGPルートフラップダンピングRFC 2439

ドメインルート間集約のフレームワークRFC 2519

iPv6ドメイン間ルーティングの BGP-4マルチプロトコル拡張

の使用

RFC 2545

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 2858

BGP-4ルート更新機能RFC 2918
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タイトルRFC

BGPの自律システム連合RFC 3065

BGP-4による機能のアドバタイズメントRFC 3392

ボーダーゲートウェイプロトコル 4 (BGP-4)RFC 4271

BGP-4の管理対象オブジェクトの定義RFC 4273

BGPルートリフレクション:フルメッシュ内部 BGP (IBGP)の

代替

RFC 4456

BGP Cease通知メッセージのサブコードRFC 4486

BGPのグレースフルリスタートメカニズムRFC 4724

BGP-4のマルチプロトコル拡張RFC 4760

BGP with MPLSを使用した BGPのグレースフルリスタートメ

カニズム

RFC 4781

4オクテット AS番号スペースの BGPサポートRFC 4893

1つの外部から別の外部への BGP最良パス移行の回避RFC 5004

自律システム (AS)番号のテキスト表記RFC 53961

IPv6ネクストホップを使用した IPv4ネットワークレイヤ到

達可能性情報のアドバタイズ

RFC 5549

4-Octet AS指定 BGP拡張コミュニティRFC 5668

BGP更新メッセージの改訂されたエラー処理RFC 7606

BGPモニタリングプロトコル（BMP）RFC 7854

BGPの複数パスのアドバータイズメント￥draft-ietf-idr-add-paths-08.txt

BGP4-MIBdraft-ietf-idr-bgp4-mib-15.txt

IPv6リンクローカルアドレスを使用した BGP4+ピアリングdraft-kato-bgp-ipv6-link-local-00.txt

ベストパス遷移の回避draft-ietf-idr-avoid-transition-05.txt

ピアテーブルオブジェクトdraft-ietf-idr-bgp4-mib-15.txt

ダイナミック機能draft-ietf-idr-dynamic-cap-03.txt

1 RFC 5396は部分的にサポートされます。asplainと asdot表記はサポートされますが、asdot+
表記はサポートされません。
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ファーストホップ冗長プロトコルの RFC
タイトルRFC

『Hot Standby Redundancy Protocol』RFC 2281

『Virtual Router Redundancy Protocol』RFC 3768

IPv4および IPv6向け仮想ルータ冗長プロトコル（VRRP）バー

ジョン 3

RFC 5798

IPサービスに関する RFCの参考資料
タイトルRFC

UDPRFC 786

IPRFC 791

ICMPRFC 792

[TCP]RFC 793

『ARP』RFC 826

『Proxy ARP』RFC 1027

『DNS Client』RFC 1591

『IPv4 routers』RFC 1812

TCP-MIBRFC 4022

IP-FORWARDING-TABLE-MIBRFC 4292

IP-MIBRFC 4293

IPv6の RFC
タイトルRFC

IPバージョン 6のパスMTUディスカバリRFC 1981

集約可能なグローバルユニキャスト形式RFC 2374

インターネットプロトコル、バージョン 6（IPv6）仕様RFC 2460
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タイトルRFC

イーサネットネットワーク上での IPv6パケットの送信RFC 2464

IPv4 Point-to-Pointリンクでの 31ビットプレフィックスの使用RFC 3021

デフォルトのルータ設定およびより固有のルートRFC 4191

固有ローカル IPv6ユニキャストアドレス

RFC 5396は部分的にサポートされます。セクション
3.2.2はサポートされていません。

（注）

RFC 4193

IPバージョン 6アドレス指定アーキテクチャRFC 4291（RFC 2373を置き換
え）

ICMPv6RFC 4443（RFC 2463を置き換
え）

IPバージョン 6（IPv6）のネイバー探索RFC 4861（RFC 2461を置き換
え）

IPv6ステートレスアドレス自動設定RFC 4862（RFC 2462を置き換
え）

DNS設定の IPv6ルータアドバタイズメントオプションRFC 6106

IS-ISの RFC
タイトルRFC

『OSI 10589 Intermediate system to intermediate system intra-domain

routing exchange protocol』

RFC 1142

『Use of OSI IS-IS for routng in TCP/IP and dual environment』RFC 1195

『Dynamic Hostname Exchange Mechanism for IS-IS』RFC 2763、RFC 5301

『Domain-wide Prefix Distribution with Two-Level IS-IS』RFC 2966、RFC 5302

『IS-IS Mesh Groups』RFC 2972

『IS-IS Transient Blackhole Avoidance』RFC 3277

『Three-Way Handshake for IS-IS Point-to-Point Adjacencies』RFC 3373、RFC 5303

『IS-IS Cryptographic Authentication』RFC 3567、RFC 5304
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タイトルRFC

『IS-IS Extensions for Traffic Engineering』RFC 3784、RFC 5305

『Restart Signaling for IS-IS』RFC 3847、RFC 5306

『IS-IS Extensions in Support of Generalized Multi-Protocol Label

Switching』

RFC 4205、RFC 5307

『Internet Draft Point-to-point operation over LAN in link-state

routing protocols』

draft-ietf-isis-igp-p2p-over-lan-06.txt

OSPFの RFC
タイトルRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

『The OSPF Opaque LSA Option』RFC 2370

『OSPF for IPv6』RFC 2740

『The OSPF Not-So-Stubby Area (NSSA) Option』RFC 3101

『OSPF Stub Router Advertisement』RFC 3137

『Graceful OSPF Restart』RFC 3623

『OSPFv2 HMAC-SHA Cryptographic Authentication』RFC 5709

『OSPFv3 Graceful Restart』draft-ietf-ospf-ospfv3-graceful-restart-04.txt

RIPの RFC
タイトルRFC

『RIP-2 MD5 Authentication』RFC 2082

『RIP Version 2』RFC 2453
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付録 A
Cisco NX-OSレイヤ 3ユニキャスト機能の構
成の制限

• Cisco NX-OSレイヤ 3ユニキャスト機能の構成の制限（651ページ）

Cisco NX-OSレイヤ 3ユニキャスト機能の構成の制限
設定制限は『Cisco Nexus 9000シリーズ NX-OS検証済みスケーラビリティガイド』にまとめられ
ています。
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router ospfv3 177–178, 198, 200, 202, 206, 208, 210, 212, 214, 217, 219–

222

router rip 460, 466, 468, 470
router-id 177–178, 328, 414
routing-context vrf default 497
routing-context vrf 497

S

send-community 417
send-community extended 417
set distance 145–146, 214, 216
set ip next-hop peer-address 396
set ipv6 next-hop peer-address 396
set next-hop 396
set-attached-bit 290
set-overload-bit {always | on-startup 290
show 486, 497, 512
show {ip | ipv6} adjacency 518
show {ip | ipv6} eigrp route-map statistics redistribute 254–255
show {ip | ipv6} eigrp 268–269
show {ip | ipv6} route 512, 518
show {ip | ipv6} routing 512
show {ip | ipv6} static-route 478–479, 482
show {ip | ipv6} static-route track-table 482
show {ip | ipv6} 246–247, 481–482, 525–528
show {ipv | ipv6} bgp 344
show {ipv | ipv6} mbgp 344
show {ipv4 | ipv6} bgp 451
show {ipv4 | ipv6} mbgp 451
show bgp {ipv4 | ipv6 | vpnv4 | vpnv6} {unicast | multicast} 449–450
show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} 342–344, 397–398, 449–

451
show bgp {ipv4 | ipv6} unicast injected-routes 451
show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute discard 411
show bgp {ipv4 | ipv6} unicast path-attribute unknown 411
show bgp ipv6 unicast 388–390, 411
show bgp {ipv4 | ipv6} {unicast | multicast} neighbors 330, 332–333, 

394–395
show bgp {ipv4|ipv6} unicast neighbors 377–378, 450
show bgp all 328–329, 342, 449
show bgp convergence 342, 449
show bgp ipv4 multicast neighbors 404–405
show bgp ipv4 unicast neighbors 376, 404–405
show bgp ipv6 unicast neighbors 404–405
show bgp neighbor 369–370, 372, 375, 386–387
show bgp peer-policy 344, 370, 372, 450
show bgp peer-session 344, 368–369, 450
show bgp peer-template 344, 373–374, 450
show bgp process 344, 450
show bgp sessions 344, 451
show bgp statistics 344, 451
show bgp vrf 342
show consistency-checker 513–514
show feature 116, 176, 244–245, 280, 327, 459–460, 549–551
show fhrp 615, 617–619, 622
show forwarding {ip | ipv4 | ipv6} route 518
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show forwarding {ipv4 | ipv6} adjacency module 509
show forwarding {ipv4 | ipv6} route module 509
show forwarding adjacency 517
show forwarding distribution {clients | fib-state} 517
show forwarding interfaces module 518
show forwarding route summary 40–44, 79–83
show forwarding 513–514
show hosts 94–98
show hsrp 575–577, 579–581, 588–589
show hsrp delay interface 589
show hsrp group 589
show hsrp interface 582, 584, 589
show interface 622
show ip rip 460–462, 470–471, 473–474
show ip adjacency summary 57
show ip adjacency 57
show ip arp statistics 57
show ip arp summary 57
show ip arp 57
show ip bgp neighbors 377–378, 451
show ip community list 529
show ip community-list 530–531, 540
show ip eigrp neighbor detail 252
show ip ext community-list 540
show ip interface 39, 57
show ip load-sharing 510–511
show ip ospf interface 122
show ip ospf neighbor 122
show ip ospf policy statistics area 128, 156
show ip ospf statistics 156
show ip ospf summary-address 142
show ip ospf virtual-link 135–136
show ip policy statistics redestribute 156
show ip rip instance 473
show ip rip route 466–467
show ip route 479–480
show ip ospf traffic 156
show ipv6 adjacency 88
show ipv6 interface 76–77, 88
show ipv6 ospfv3 177–180, 204–205, 219–220
show ipv6 ospfv3 memory 230
show ipv6 ospfv3 policy statistics area 198–199, 230
show ipv6 ospfv3 policy statistics redistribute 230
show ipv6 ospfv3 statistics 230
show ipv6 ospfv3 summary-address 212–213
show ipv6 ospfv3 traffic 230
show ipv6 ospfv3 virtual-link 206
show ipv6 routers interface 377–378, 451
show ip static-route vrf 482
show isis 281, 284, 291–294, 301, 303, 306–307
show ip ospf 120–121, 123–126, 129–130, 132–133, 148–151
show platform fib 23
show platform forwarding 23
show policy 559
show prefix-list 540
show route-map 540, 559

show routing hash 510–511
show routing 516, 518
show running-config bgp 446–447
show running-config isis 295–296, 298–300
show running-config ospfv3 210–211
show running-config rip 468–469
show running-config eigrp 257–258
show running-configuration bgp 344, 451
show running-configuration eigrp 269
show running-configuration isis 306
show running-configuration rip 473
show tech-support isis 306
show track 630–637, 639, 641–642
show vrf 491–493, 498
show vrrp statistics 623
show vrrpv3 statistics 623
show vrrpv3 615, 617–619
show bgp 449
show bgp paths 343
show vrrp 604–613, 622
shutdown 248, 283, 330–331, 606–612, 615, 617–618
snmp-server host 496
soft-reconfiguration inbound 381
spf-interval [level-1 | level-2 304
summary-address 142, 212–213, 291–292
suppress-fib-pending 364, 403
suppress-inactive 417
system pic enable 337
system pic-core 337
system routing max-mode host 40, 78–79
system routing max-mode l3 44, 82
system routing mode hierarchical 64b-alpm 42–43, 81
system routing non-hierarchical-routing 41, 79–80
system switchover 111, 171, 277

T

table-map 145, 214
template peer 373
template peer-session 368, 370–371
threshold percentage up 635–636
timers [bestpath-delay 414
timers active-time 263, 265
timers basic 472
timers lsa-arrival 148, 217
timers lsa-group-pacing 148, 217–218
timers nsf converge 260–261
timers nsf route-hold 260–261
timers nsf signal 260–261
timers prefix-peer-timeout 375, 445–446
timers throttle lsa 148, 217–218
timers throttle spf 148–149
track interface 612
track 582–584, 630–637, 639–641
transmit-delay 136–137, 206–207

Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
IN-5

INDEX



transport connection-mode passive 415

U

update-source 397, 416

V

vrf 153, 222, 301–302, 447–448, 470, 494
vrf context 96, 152–153, 221–222, 267, 301–302, 447–448, 469–470, 481, 

491–492, 496, 515
vrf member 153, 222, 267–268, 301–302, 470–471, 493–495, 641

vrrp 604–612
vrrp2 615, 617
vrrpv3 615–616, 618
vrrs leader 615, 617
show vrrs pathway 621
vrrs pathway 621

W

write erase boot 490
write erase 490
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このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている場合があ
りますことをご了承ください。
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	Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide, Release 10.2(x)
	Contents
	Preface
	Audience
	Document Conventions
	Related Documentation for Cisco Nexus 9000 Series Switches
	Documentation Feedback
	Communications, Services, and Additional Information

	新機能および変更された機能に関する情報
	新機能および変更された機能に関する情報

	ユニキャスト ルーティング機能のプラットフォーム サポート
	ユニキャスト ルーティング機能のプラットフォーム サポート

	概要
	Licensing Requirements
	レイヤ 3 ユニキャスト ルーティングについて
	ルーティングの基礎
	パケット交換
	ルーティング メトリック
	パス長
	Reliability
	ルーティング遅延
	帯域幅
	負荷
	通信コスト

	ルータ ID
	自律システム
	コンバージェンス
	ロード バランシングおよび等コスト マルチパス
	ルートの再配布
	アドミニストレーティブ ディスタンス
	スタブ ルーティング

	ルーティング アルゴリズム
	スタティック ルートおよびダイナミック ルーティング プロトコル
	内部および外部ゲートウェイ プロトコル
	ディスタンス ベクトル プロトコル
	リンクステート プロトコル

	レイヤ 3 仮想化
	Cisco NX-OS フォワーディング アーキテクチャ
	ユニキャスト RIB
	隣接マネージャ
	ユニキャスト転送分散モジュール
	FIB
	ハードウェア フォワーディング
	ソフトウェア転送

	レイヤ 3 ユニキャスト ルーティング機能のまとめ
	IPv4 and IPv6
	IP サービス
	Open Shortest Path First（OSPF）
	EIGRP
	IS-IS
	BGP
	RIP
	スタティック ルーティング
	レイヤ 3 仮想化
	Route Policy Manager
	ポリシーベース ルーティング
	ファーストホップ冗長プロトコル（FHRP）
	オブジェクト トラッキング

	関連項目

	IPv4 の設定
	IPv4 の概要
	複数の IPv4 アドレス
	LPMルーティングモード
	ホストから LPM へのスピルオーバー

	アドレス解決プロトコル
	ARP キャッシング
	ARP キャッシュのスタティックおよびダイナミック エントリ
	ARP を使用しないデバイス
	Reverse ARP
	プロシキ ARP
	ローカル プロキシ ARP
	Gratuitous ARP
	収集スロットル
	Path MTU Discovery
	ICMP

	IPv4 の仮想化のサポート
	IPv4の前提条件
	IPv4 の注意事項および制約事項
	デフォルト設定
	IPv4 の設定
	IPv4 アドレス指定の設定
	複数の IP アドレスの設定
	最大ホスト ルーティング モードの設定
	非階層ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500 プラットフォーム スイッチのみ）
	64 ビット ALPM ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500 プラットフォーム スイッチのみ）
	ALPM ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9300 プラットフォーム スイッチのみ）
	LPM ヘビー ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9200 および 9300-EX プラットフォーム スイッチおよび 9732C-EX ライン カードのみ）
	LPM インターネット ピアリング ルーティング モードの設定
	LPM デュアルホスト ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9200 および 9300-EX プラットフォーム スイッチ）
	スタティック ARP エントリの設定
	プロキシ ARP の設定
	イーサネット インターフェイスでのローカル プロキシ ARP の設定
	SVI でのローカル プロキシ ARP の設定
	無償 ARP の設定
	パス MTU ディスカバリの設定
	IP ダイレクト ブロードキャストの設定
	IP 収集スロットルの設定
	ハードウェア IP 収集スロットルの最大値の設定
	ハードウェア IP 収集スロットルのタイムアウトの設定
	ICMP 送信元 IP フィールドのインターフェイス IP アドレスの設定

	IPv4 設定の確認
	その他の参考資料
	IPv4 の関連資料


	IPv6 の設定
	IPv6 について
	IPv6 アドレス形式
	IPv6 ユニキャスト アドレス
	集約可能グローバル アドレス
	リンクローカル アドレス
	IPv4 互換 IPv6 アドレス
	ユニーク ローカル アドレス
	サイト ローカル アドレス

	IPv6 エニーキャスト アドレス
	IPv6 マルチキャスト アドレス
	IPv4 パケット ヘッダー
	簡易 IPv6 パケット ヘッダー
	IPv6 の DNS
	IPv6 のパス MTU ディスカバリ
	CDP IPv6 アドレスのサポート
	LPMルーティングモード
	ホストから LPM へのスピルオーバー


	仮想化のサポート
	IPv6の前提条件
	IPv6 の注意事項および制約事項
	IPv6 の設定
	IPv6 アドレッシングの設定
	最大ホスト ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500 プラットフォーム スイッチのみ）
	非階層ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500 シリーズ スイッチのみ）
	64 ビット ALPM ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500 プラットフォーム スイッチのみ）
	ALPM ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9300 プラットフォーム スイッチのみ）
	LPM ヘビー ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9200 および 9300-EX プラットフォーム スイッチおよび 9732C-EX ライン カードのみ）
	LPM インターネット ピアリング ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9500-R プラットフォーム スイッチ、Cisco Nexus 9300-EX プラットフォーム スイッチ、および Cisco Nexus 9000 シリーズ スイッチと 9700-EX ライン カードのみ）
	LPM インターネット ピアリング ルーティング モードの追加設定

	LPM デュアルホスト ルーティング モードの設定（Cisco Nexus 9200 および 9300-EX プラットフォーム スイッチ）

	IPv6 設定の確認
	IPv6 の設定例

	DNS の設定
	DNS クライアントについて
	DNS クライアントの概要
	ネーム サーバ
	DNS の動作


	高可用性
	仮想化のサポート
	DNS クライアントの前提条件
	DNS クライアントに関する注意事項と制約事項
	DNS クライアントのデフォルト設定
	DNS クライアントの設定
	DNS クライアントの設定
	仮想化の設定
	DNS クライアントの設定の確認
	DNS クライアントの設定例


	OSPFv2 の設定
	OSPFv2 について
	Hello パケット
	ネイバー情報
	隣接関係
	指定ルータ
	エリア
	リンクステート アドバタイズメント
	リンクステート アドバタイズメント タイプ
	リンク コスト
	フラッディングと LSA グループ ペーシング
	リンクステート データベース
	不透明 LSA


	OSPFv2およびユニキャストRIB
	認証
	簡易パスワード認証
	暗号化認証
	MD5 認証
	HMAC-SHA 認証


	高度な機能
	スタブ エリア
	Not So Stubby Area
	仮想リンク
	ルートの再配布
	ルート集約
	高可用性およびグレースフル リスタート
	OSPFv2 スタブ ルータ アドバタイズメント
	複数の OSPFv2 インスタンス
	SPF 最適化
	BFD
	OSPFv2 の仮想化のサポート

	OSPFv2 の前提条件
	OSPFv2 の注意事項および制約事項
	OSPFv2のデフォルト設定
	基本的な OSPFv2 の設定
	OSPFv2の有効化
	OSPFv2インスタンスの作成
	OSPFv2 インスタンスのオプション パラメータの設定
	OSPFv2でのネットワークの設定
	エリアの認証の設定
	インターフェイスの認証の設定

	高度なOSPFv2の設定
	境界ルータのフィルタ リストの設定
	スタブ エリアの設定
	Totally Stubby エリアの設定
	NSSA の設定
	マルチエリアの隣接関係の設定
	仮想リンクの設定
	再配布の設定
	再配布されるルート数の制限
	ルート集約の設定
	スタブ ルート アドバタイズメントの設定
	ルートのアドミニストレーティブ ディスタンスの設定
	デフォルト タイマーの変更
	グレースフル リスタートの設定
	OSPFv2 インスタンスの再起動
	仮想化による OSPFv2 の設定

	OSPFv2 設定の確認
	OSPFv2 のモニタリング
	OSPFv2 の設定例
	OSPF RFC 互換モードの例

	その他の参考資料
	OSPFv2 の関連資料
	MIB


	OSPFv3 の設定
	OSPFv3 について
	OSPFv3 と OSPFv2 の比較
	Hello パケット
	ネイバー情報
	隣接関係
	指定ルータ
	エリア
	リンクステート アドバタイズメント
	リンクステート アドバタイズメント タイプ
	リンク コスト
	フラッディングと LSA グループ ペーシング
	リンクステート データベース


	マルチエリア隣接関係（Multi-Area Adjacency）
	OSPFv3 と IPv6 ユニキャスト RIB
	アドレス ファミリのサポート
	高度な機能
	スタブ エリア
	Not-So-Stubby Area
	仮想リンク
	ルートの再配布
	ルート集約
	高可用性およびグレースフル リスタート
	複数の OSPFv3 インスタンス
	SPF 最適化
	BFD
	仮想化のサポート

	OSPFv3 の前提条件
	OSPFv3 の注意事項および制約事項
	デフォルト設定
	基本的なOSPFv3の設定
	OSPFv3の有効化
	OSPFv3インスタンスの作成
	OSPFv3でのネットワークの設定
	OSPFv3IPSec 認証の設定

	高度なOSPFv3の設定
	境界ルータのフィルタ リストの設定
	スタブ エリアの設定
	Totally Stubby エリアの設定
	NSSA の設定
	マルチエリアの隣接関係の設定
	仮想リンクの設定
	再配布の設定
	再配布されるルート数の制限
	ルート集約の設定
	ルートのアドミニストレーティブ ディスタンスの設定
	デフォルト タイマーの変更
	グレースフル リスタートの設定
	OSPFv3 インスタンスの再起動
	仮想化による OSPFv3 の設定

	暗号化
	ルータ レベルでの OSPFv3 暗号化の設定
	エリア レベルでの OSPFv3 暗号化の設定
	インターフェイスレベルでの OSPFv3 暗号化の設定
	仮想リンクの OSPFv3 暗号化の設定
	OSPFv3 の設定の確認
	OSPFv3のモニタリング
	OSPFv3 の設定例
	関連項目
	その他の参考資料
	MIB


	EIGRP の設定
	EIGRP について
	EIGRP コンポーネント
	信頼性の高いトランスポート プロトコル
	ネイバー探索およびネイバー回復
	拡散更新アルゴリズム

	EIGRP ルート更新
	内部ルート メトリック
	ワイド メトリックス
	外部ルート メトリック
	EIGRP とユニキャスト RIB

	高度な EIGRP
	アドレス ファミリ
	認証
	スタブ ルータ
	ルート集約
	ルートの再配布
	ロード バランシング
	Split Horizon
	BFD
	仮想化のサポート
	グレースフル リスタートおよびハイ アベイラビリティ
	複数の EIGRP インスタンス


	EIGRP の前提条件
	EIGRP の注意事項と制約事項
	デフォルト設定
	基本的な EIGRP の設定
	EIGRP 機能の有効化
	EIGRP インスタンスの作成
	EIGRP インスタンスの再起動
	EIGRP インスタンスのシャットダウン
	EIGRP のパッシブ インターフェイスの設定
	インターフェイスでの EIGRP のシャットダウン

	高度な EIGRP の設定
	EIGRP での認証の設定
	EIGRP スタブ ルーティングの設定
	EIGRP のサマリー アドレスの設定
	EIGRP へのルートの再配布
	再配布されるルート数の制限
	EIGRP でのロードバランスの設定
	EIGRP のグレースフル リスタートの設定
	hello パケット間のインターバルとホールド タイムの調整
	スプリット ホライズンの無効化
	ワイド メトリックスの有効化
	EIGRP の調整

	EIGRP の仮想化の設定
	EIGRP の設定の確認
	EIGRP のモニタリング
	EIGRP の設定例
	関連項目
	その他の参考資料
	関連資料
	MIB


	IS-IS の設定
	IS-IS について
	IS-IS の概要
	IS-IS エリア
	NET およびシステム ID
	DIS

	IS-IS 認証
	メッシュ グループ
	過負荷ビット
	ルート集約
	ルートの再配布
	プレフィックスの抑制のリンク
	ロード バランシング
	BFD
	仮想化のサポート
	高可用性およびグレースフル リスタート
	複数の IS-IS インスタンス
	IS-IS の前提条件
	IS-IS に関する注意事項および制限事項
	デフォルト設定
	IS-IS の設定
	IS-IS コンフィギュレーション モード
	IS-IS 機能の有効化
	IS-IS インスタンスの作成
	IS-IS インスタンスの再起動
	IS-IS のシャットダウン
	インターフェイスでの IS-IS の設定
	インターフェイスでの IS-IS のシャットダウン
	エリアでの IS-IS 認証の設定
	インターフェイスでの IS-IS 認証の設定
	メッシュ グループの設定
	指定中継システムの設定
	ダイナミック ホスト交換の設定
	過負荷ビットの設定
	接続ビットの設定
	hello パディングの一時モードの設定
	サマリー アドレスの設定
	再配布の設定
	再配布されるルート数の制限
	パッシブインターフェイスプレフィックスのみのアドバタイズ
	インターフェイスでのプレフィックスの抑制
	厳密な隣接モードのディセーブル化
	グレースフル リスタートの設定
	仮想化の設定
	IS-IS の調整

	IS-IS 設定の確認
	IS-IS の監視
	IS-IS の設定例
	関連項目

	基本的 BGP の設定
	基本的な BGP について
	BGP 自律システム
	4 バイトの AS 番号のサポート

	アドミニストレーティブ ディスタンス
	BGP ピア
	BGP セッション
	プレフィックス ピアおよびインターフェイス ピアのダイナミック AS 番号

	BGP ルータ ID
	BGP パスの選択
	BGP パス選択：パスびペアの比較
	BGPパス選択：比較の順序の決定
	BGP パス選択：最適パス変更抑制の決定

	BGP およびユニキャスト RIB
	BGP プレフィックス独立コンバージェンス
	BGP PIC エッジ ユニパス
	マルチパスを持つ BGP PIC エッジ
	BGP PIC コア
	BGP PIC の機能サポート マトリクス

	BGP の仮想化

	BGP の前提条件
	基本 BGP に関する注意事項と制約事項
	デフォルト設定
	CLI コンフィギュレーション モード
	グローバル コンフィギュレーション モード
	アドレス ファミリ設定モード
	ネイバー コンフィギュレーション モード
	ネイバー アドレス ファミリ コンフィギュレーション モード

	基本的 BGP の設定
	BGPの有効化
	BGP インスタンスの作成
	BGP インスタンスの再起動
	BGP のシャットダウン
	BGP ピア設定
	プレフィックス ピアのダイナミック AS 番号の設定
	BGP PIC エッジの設定
	BGP PIC コアの設定
	BGP 情報の消去

	ベーシック BGP の設定の確認
	BGP 統計情報のモニタリング
	ベーシック BGP の設定例
	関連項目
	次の作業
	その他の参考資料
	ベーシック BGP の MIB


	高度な BGP の設定
	拡張 BGP について
	ピア テンプレート
	認証
	ルート ポリシーおよび BGP セッションのリセット
	eBGP
	iBGP
	AS 連合
	ルート リフレクタ

	機能ネゴシエーション
	ルート ダンプニング
	ロード シェアリングおよびマルチパス
	BGP の追加パス
	ルート集約
	BGP 条件付きアドバタイズメント
	BGP ネクスト ホップ アドレス トラッキング
	ルートの再配布
	ラベル付きユニキャスト ルートとラベルなしユニキャスト ルート
	BFD
	BGP の調整
	BGP タイマー
	ベストパス アルゴリズムの調整

	マルチプロトコル BGP
	RFC 5549
	RFC 6368
	はじめに
	フレームワーク
	iBGP PE-CE の実装


	BGP モニタリング プロトコル
	グレースフル リスタートおよびハイ アベイラビリティ
	メモリ不足の処理
	仮想化のサポート

	拡張 BGP の前提条件
	拡張 BGP に関する注意事項と制限事項
	デフォルト設定
	Configuring Advanced BGP
	インターフェイスでの IP 転送の有効化
	BGP セッション テンプレートの設定
	BGP peer-policy テンプレートの設定
	BGP peer テンプレートの設定
	プレフィックス ピアリングの設定
	IPv4 および IPv6 アドレス ファミリ向け IPv6 リンク ローカル経由の BGP インターフェイス ピアリングの設定
	BGP 認証の設定
	BGP セッションのリセット
	ネクストホップ アドレスの変更
	BGP ネクスト ホップ アドレス トラッキングの設定
	ネクスト ホップ フィルタリングの設定
	デフォルト ルートによるネクストホップ解決の設定
	ネクストホップセルフによるリフレクト ルートの制御
	セッションがダウンした場合のネクストホップ グループの縮小
	機能ネゴシエーションのディセーブル化
	ポリシーのバッチ処理の無効化

	BGP 追加パスの設定
	追加パスの送受信機能のアドバタイズ
	追加パスの送受信の設定
	アドバタイズされるパスの設定
	追加パス選択の設定

	eBGP の設定
	eBGP シングルホップ チェックの無効化
	eBGP マルチホップの設定
	高速外部フォールオーバーの無効化
	AS パス属性の制限
	ローカル AS サポートの設定

	AS 連合の設定
	ルート リフレクタの設定
	アウトバウンド ルート マップを使用した、反映されたルートのネクスト ホップの設定
	ルート ダンプニングの設定
	ロード シェアリングおよび ECMP の設定
	最大プレフィックス数の設定
	DSCP の設定
	ダイナミック機能の設定
	集約アドレスの設定
	BGP ルートの抑制
	BGP 条件付きアドバタイズメントの設定
	ルートの再配布の設定
	デフォルト ルートのアドバタイズ
	BGP 属性フィルタリングの設定とエラー処理
	BGP 更新メッセージからのパス属性の取り消しとしての処理
	BGP 更新メッセージからのパス属性の破棄
	拡張属性エラー処理のイネーブル化またはディセーブル化
	取り消されたパス属性または破棄されたパス属性の表示

	BGP の調整
	ポリシーベースのアドミニストレーティブ ディスタンスの設定
	マルチプロトコル BGP の設定
	BMP の設定
	BGP Local Route Leaking
	BGP ローカル ルート リークについて
	BGP ローカル ルート リークの注意事項と制約事項
	デフォルト VRF にリークするために VPN からインポートされたルートを設定する
	デフォルト VRF からリークされたルートを VPN にエクスポートするための設定
	VRF にエクスポートするために VPN からインポートしたルートの設定
	VRF からインポートして VPN にエクスポートするルートの設定
	設定例
	BGP ローカル ルート リーク情報の表示

	BGP Graceful Shutdown
	BGP グレース フル シャットダウンに関する情報
	グレースフル シャットダウンの認識とアクティブ化
	グレースフル シャットダウンのコンテキスト
	ルート マップによるグレースフル シャットダウン
	ガイドラインと制約事項
	グレースフル シャットダウン タスクの概要
	リンクのグレースフル シャットダウンの設定
	GRACEFUL_SHUTDOWN コミュニティに基づく BGP ルートのフィルタリングとローカルプリファレンスの設定
	すべての BGP ネイバーのグレースフル シャットダウンの設定
	GRACEFUL_SHUTDOWN コミュニティを使用したすべてのルートのプリファレンスの制御
	GRACEFUL_SHUTDOWN コミュニティのピアへの送信の防止
	グレースフル シャットダウン情報の表示
	グレースフル シャットダウンの設定例

	Configuring a Graceful Restart
	仮想化の設定
	拡張 BGP の設定の確認
	BGP 統計情報のモニタリング
	設定例
	関連項目
	その他の参考資料
	MIB


	RIP の設定
	RIP について
	RIP の概要
	RIPv2 認証
	Split Horizon
	ルートのフィルタリング
	ルート集約
	ルートの再配布
	ロード バランシング
	RIP のハイ アベイラビリティ
	RIP 仮想化のサポート

	RIP の前提条件
	RIP に関する注意事項と制約事項
	RIP パラメータのデフォルト設定
	RIP の設定
	RIP のイネーブル化
	RIP インスタンスの作成
	RIP インスタンスの再起動
	インターフェイスでの RIP の設定
	RIP 認証の設定
	パッシブ インターフェイスの設定
	ポイズン リバースを指定したスプリット ホライズンの設定
	ルート集約の設定
	ルートの再配布の設定
	Cisco IOS RIP との互換性のため、Cisco NX-OS RIP を設定
	仮想化の設定
	RIP の調整

	RIP の設定の確認
	RIP 統計情報の表示
	RIP の設定例
	関連項目

	スタティック ルーティングの設定
	スタティック ルーティングについて
	アドミニストレーティブ ディスタンス
	直接接続のスタティック ルート
	完全指定のスタティック ルート
	フローティング スタティック ルート
	スタティック ルートのリモート ネクスト ホップ
	BFD
	仮想化のサポート

	スタティック ルーティングの前提条件
	デフォルト設定
	スタティック ルーティングの設定
	スタティック ルーティングの設定
	VLAN を介したスタティック ルートの設定
	仮想化の設定
	スタティック ルーティングの設定確認

	スタティック ルーティングの設定例

	レイヤ 3 仮想化の設定
	レイヤ 3 仮想化について
	VRF およびルーティング
	デフォルトの VRF からのルート リークとルートのインポート

	VRF 認識サービス
	Reachability
	フィルタリング
	到達可能性とフィルタリングの組み合わせ


	VRF の前提条件
	VRF の注意事項および制約事項
	VRF ルート リークの注意事項と制約事項
	デフォルト設定
	VRF の設定
	VRF の作成
	インターフェイスへの VRF メンバーシップの割当て
	ルーティング プロトコル用の VRF パラメータの設定
	VRF 認識サービスの設定
	VRF スコープの設定

	VRF の設定の確認
	VRF の設定例
	その他の参考資料
	VRF の関連資料
	標準


	ユニキャスト RIB および FIB の管理
	ユニキャスト RIB および FIB について
	レイヤ 3 整合性チェッカー

	ユニキャスト RIB に関する注意事項と制約事項
	ユニキャスト RIB および FIB の管理
	モジュールの FIB 情報の表示
	ユニキャスト FIB でのロード シェアリングの設定
	ルーティング情報と隣接情報の表示
	レイヤ 3 整合性チェッカーのトリガー
	FIB 内の転送情報の消去
	ユニキャスト RIB の最大ルート数の設定
	ルートのメモリ要件の見積もり
	ユニキャスト RIB 内のルートの消去

	ユニキャスト RIB および FIB の確認
	その他の参考資料
	関連資料


	Route Policy Manager の設定
	Route Policy Manager について
	プレフィックス リスト
	ルート マップ
	ルートマップのシーケンスのデフォルトアクション
	一致基準
	設定変更
	アクセス リスト
	BGP の AS 番号
	BGP の AS パス リスト
	BGP のコミュニティ リスト
	BGP の拡張コミュニティ リスト

	ルートの再配布およびルート マップ

	Route Policy Manager の注意事項と制約事項
	Route Policy Manager パラメータのデフォルト設定
	Route Policy Manager の設定
	IP プレフィックス リストの設定
	AS パス リストの設定
	コミュニティ リストの設定
	拡張コミュニティ リストの設定
	ルート マップの設定

	Route Policy Manager の設定の確認
	Route Policy Manager の設定例
	関連項目

	ポリシーベース ルーティングの設定
	ポリシーベース ルーティングについて
	ポリシー ルート マップ
	ポリシーベース ルーティングの set 基準
	ポリシーベースルーティングのルートマップサポートマトリックス
	ルート マップ処理ロジック

	ポリシーベース ルーティングの前提条件
	ポリシーベース ルーティングの注意事項と制約事項
	ポリシーベース ルーティングのデフォルト設定
	ポリシーベース ルーティングの設定
	ポリシーベース ルーティング機能のイネーブル化
	ECMP 上のポリシーベース ルーティングの有効化
	PBR 高速コンバージェンスの設定
	ルート ポリシーの設定

	ポリシーベース ルーティングの設定の確認
	ポリシーベース ルーティングの設定例
	ポリシーベースルーティングの関連資料

	HSRP の設定
	HSRP について
	HSRP の概要
	HSRP のバージョン
	HSRP for IPv4
	HSRP for IPv6。
	IPv6 アドレスの HSRP


	HSRP サブネット VIP
	HSRP 認証
	HSRP メッセージ
	HSRP ロード シェアリング
	オブジェクト トラッキングおよび HSRP
	vPC と HSRP
	vPC ピア ゲートウェイと HSRP

	BFD
	ハイ アベイラビリティおよび拡張ノンストップ フォワーディング
	仮想化のサポート
	HSRP の前提条件
	HSRP の注意事項と制約事項
	HSRP パラメータのデフォルト設定
	『Configuring HSRP』
	HSRP の有効化
	HSRP バージョン設定
	IPv4 の HSRP グループの設定
	IPv6 の HSRP グループの設定
	HSRP 仮想 MAC アドレスの設定
	HSRP の認証
	HSRP オブジェクト トラッキングの設定
	HSRP プライオリティの設定
	HSRP コンフィギュレーション モードでの HSRP のカスタマイズ
	インターフェイスコンフィギュレーションモードでのHSRPのカスタマイズ
	HSRP の拡張ホールド タイマーの設定

	HSRP 設定の確認
	HSRP の設定例
	その他の参考資料
	関連資料
	MIB


	VRRP の設定
	VRRP について
	VRRP の動作
	VRRP の利点
	複数の VRRP グループ
	VRRP ルータのプライオリティおよびプリエンプション
	vPC と VRRP
	VRRP のアドバタイズメント
	VRRP 認証
	VRRP トラッキング
	VRRP 用 BFD

	VRRPv3およびVRRSに関する情報
	VRRPv3 の利点
	VRRPv3 オブジェクト トラッキング

	高可用性
	仮想化のサポート
	VRRP の注意事項と制約事項
	VRRPv3 の注意事項および制約事項
	VRRP パラメータのデフォルト設定
	VRRPv3 パラメータのデフォルト設定
	VRRP の設定
	VRRP のイネーブル化
	VRRP グループの設定
	VRRP プライオリティの設定
	VRRP 認証の設定
	アドバタイズメント パケットのタイム インターバルの設定
	プリエンプションのディセーブル化
	VRRP インターフェイス ステート トラッキングの設定
	VRRP オブジェクト トラッキングの設定

	VRRPv3 の設定
	VRRPv3 および VRRS の有効化
	VRRPv3 グループの作成
	VRRPv3 コントロールグループの設定
	VRRPv3 オブジェクト トラッキングの設定
	VRRS 経路の設定

	VRRP の設定の確認
	VRRPv3 設定の確認
	VRRP 統計情報のモニタリングとクリア
	VRRPv3 統計情報のモニタリングとクリア
	VRRP の設定例
	VRRPv3 の設定例
	その他の参考資料
	VRRP の関連資料


	オブジェクト トラッキングの設定
	オブジェクト トラッキングについて
	オブジェクト トラッキングの概要
	オブジェクト トラッキング リスト
	高可用性
	仮想化のサポート

	オブジェクト トラッキングの設定例
	オブジェクト トラッキングに関する注意事項と制約事項
	デフォルト設定
	オブジェクト トラッキングの設定
	インターフェイスに対するオブジェクト トラッキングの設定
	トラッキング オブジェクトの削除
	ルート到達可能性に対するオブジェクト トラッキングの設定
	ブール式を含むオブジェクト トラッキング リストの設定
	パーセンテージしきい値を含むオブジェクト トラッキング リストの設定
	重みしきい値を含むオブジェクト トラッキング リストの設定
	オブジェクト トラッキングの遅延の設定
	非デフォルト VRF に対するオブジェクト トラッキングの設定

	オブジェクト トラッキングの設定の確認
	オブジェクト トラッキングの設定例
	関連項目
	その他の参考資料
	関連資料


	Cisco NX-OS ユニキャスト機能でサポートされている IETF RFC
	BGP の RFC
	ファーストホップ冗長プロトコルの RFC
	IP サービスに関する RFC の参考資料
	IPv6 の RFC
	IS-IS の RFC
	OSPF の RFC
	RIP の RFC

	Cisco NX-OS レイヤ 3 ユニキャスト機能の構成の制限
	Cisco NX-OS レイヤ 3 ユニキャスト機能の構成の制限

	INDEX
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	I
	L
	M
	N
	O
	P
	R
	S
	T
	U
	V
	W


